




理工学部（共通）

◎教育研究上の目的

人間性豊かな専門職業人をめざし、科学技術者として必要な基礎知識と実践力を有し、

社会の問題を解決できる人材を養成する。 
 
◎ディプロマ・ポリシー（ＤＰ：卒業認定・学位授与の方針） 学習・教育到達目標  
本学部各学科の課程を修め、所定の単位を修得したうえで、次の要件を満たした者に学

士の学位を授与します。 
■科学技術教養 
［ＤＰ-Ⅰ］科学技術の幅広い分野に関する基礎知識を身につけ、新しい情報に対して知的

好奇心を有する。 
■人文社会教養 
［ＤＰ-Ⅱ］わが国と世界の文化、社会、歴史、思想などに関する基礎知識を身につけ、社

会問題に対して関心を有する。 
■科学技術者倫理 
［ＤＰ-Ⅲ］科学技術者としての誇りと謙虚さを有し、科学技術が社会に与える影響の大き

さを理解し、判断することができる。また、社会生活においては、他者の模範

として規範やマナーを遵守することができる。  
■数理能力 
［ＤＰ-Ⅳ］数学、科学、情報処理の基礎知識を身につけ、与えられた課題に対しては、定

量的に分析し解を求めることができる。  
■専門実践力(学科独自) 
［ＤＰ-Ⅴ］専門分野の基礎知識を有し、実践的な解決ができる。  
■コミュニケーション力 
［ＤＰ-Ⅵ］科学技術者として必要な日本語による記述力、対話力、傾聴力、発表力を身に

つけている。また、国際的コミュニケーションのための基本的な意思疎通がで

きる能力を有する。  
■学習習慣 
［ＤＰ-Ⅶ］自主的に情報収集を行い、自ら学習する習慣を身につけている。科学技術的課

題の解決、キャリア形成のために計画的に自主学習ができる。  
■課題解決能力 
［ＤＰ-Ⅷ］科学技術的課題に対して、情報の収集と分析を行い、計画的に解決策を見つけ

ることができるデザイン能力を有する。  
■チームワーク 
［ＤＰ-Ⅸ］科学技術的課題の解決のため、自らの役割を理解して他者に配慮しながら共同

活動ができる。 



理工学部 建築学科

◎教育研究上の目的

地球環境を含めた広範な人間の生活環境に対する的確な問題意識を持ち、生活基盤となる

建築・都市空間の安全性、機能性、審美性の追究と、社会や環境への適切な配慮のできる包

括的な知識と技能、さらには倫理観を持った建築設計および建築生産などにかかわる技術者

を養成する。 
 

◎ディプロマ・ポリシー（ＤＰ：卒業認定・学位授与の方針） 学習・教育到達目標  
本学科の課程を修め、所定の単位を修得したうえで、次の要件を満たした者に学士（工学）

の学位を授与します。 
■科学技術教養 ■人文社会教養 
［ＤＰ-Ａ］工学技術者として求められる幅広い視野と教養を身につけ、社会の抱える問題を

説明できる。 
■科学技術者倫理 
［ＤＰ-Ｂ］技術が人間社会や自然に与える影響、および建築・都市工学技術者の果たすべき

役割について学び、倫理的に判断できる。 
■コミュニケーション力 
［ＤＰ-Ｃ］語学教育により国内外の文献や資料から幅広い知識を獲得でき、また建築・都市

工学技術者として日本語および外国語を用いたコミュニケーションができる。 
■数理能力 
［ＤＰ-Ｄ］建築・都市工学技術者として必要な専門知識の理解を深めるために、数学や物理

学などの基礎的な考え方が説明でき、それらを応用できる。 
■課題解決能力 
［ＤＰ-Ｅ］建築・都市工学技術者に求められる空間表現と情報処理技術を学び効果的にプレ

ゼンテーションができる。 
■専門実践力 
［ＤＰ-Ｆ］建築・都市計画に必要な、計画・意匠・歴史・環境に関する基礎的な考え方が説

明でき、それらを応用できる。 
■課題解決能力 
［ＤＰ-Ｇ］建築・都市の問題点と課題の抽出方法および改善提案に結びつく調査・分析方法

を学び、チームワーク力を発揮して社会の問題を解決するためのデザインを提案

できる。 
■専門実践力 
［ＤＰ-Ｈ］建築構造設計および施工管理に関する建築材料、構造設計および施工管理の基礎

的な考え方が説明でき、それらを応用できる。 
 
◎カリキュラム・ポリシー（ＣＰ：教育課程編成・実施の方針） 
ディプロマ・ポリシーに掲げる目標を達成するため、次のとおり教育課程を編成・実施し

ます。 
 



A 知的専門職業人にふさわしい科学技術の幅広い分野に関する基礎知識を身につけるため、

教養科目・社会を知る教養群の科学技術教養系「科学技術教養 R1」などの科目を配置す

る。 
B 技術が人間社会や自然に与える影響、および建築・都市工学技術者の果たすべき役割に

ついて学び、倫理的に判断できる技術者としての素養を身につけるため、専門科目「建

築法規」、「建築倫理」などの科目を配置する。 
C 国内外の文献や資料から幅広い知識を獲得でき、また建築・都市工学技術者として日本 

語および外国語を用いたコミュニケーション能力を身につけるため、教養科目・語学系

「基礎英語Ⅰa」、「実践英語入門」などの科目を配置する。 
D 建築・都市工学技術者として必要な専門知識の理解を深めるために、数学や物理学など

の基礎的な考え方が説明でき、それらを応用できる能力を身につけるため、専門科目・

専門基礎群などの科目を配置する。 
E 建築・都市工学技術者に求められる空間表現と情報処理技術を学び効果的にプレゼンテ

ーションができる能力を身につけるため、専門科目「情報リテラシーⅠ」、「建築情報処

理基礎」などの科目を配置する。 
F 建築・都市計画に必要な、計画・意匠・歴史・環境に関する基礎的な考え方が説明でき、

それらを応用できる能力を身につけるため、専門科目「建築計画基礎」、「建築環境工学

Ⅰ」、「設計演習Ⅰ」などの科目を配置する。 
G 建築・都市の問題点と課題の抽出方法および改善提案に結びつく調査・分析方法を学び、

チームワーク力を発揮して社会の問題を解決するためのデザインを提案できる能力を養

うため、専門科目「建築ゼミⅠ」、「卒業研究」などの科目を配置する。 
H 建築構造設計および施工管理に関する建築材料、構造設計および施工管理の基礎的な考

え方が説明でき、それらを応用できる能力を身につけるため、専門科目「構造力学Ⅰ」、

「建築材料Ⅰ」などの科目を配置する。 
 
◎アドミッション・ポリシー（ＡＰ：入学者受入れの方針） 

本学科のディプロマ・ポリシーおよびカリキュラム・ポリシーを理解し、次に掲げる知識・

技能・意欲などを備え、入学後は学修・課外活動に主体的に取り組む人を求めます。 
■知識・理解 
①高校までの数学、物理の基礎知識を身につけている。 
②高校までの国語または英語の基礎知識を身につけている。 
■思考・判断 
③問いに対して筋道を立てて思考し、解答を得ることができる。 
■関心・意欲・態度 
④建築・都市分野に関する興味を有している。 
⑤勉学や課外活動で主体的に活動した経験を有する。 
■技能・表現 
⑥口頭または文章によって意見を表現し相手に伝えることができる。 
⑦2 級建築施工管理技士（学科試験）や建築ＣＡＤ検定（3 級）などの資格を取得している。

または、それらに繋がる技能などを有している。 
 



入学者選抜の実施にあたっては、学力試験、適性検査をはじめとして、大学入試センター

試験、面接、学修計画書、小論文、高等学校調査書、英語ほかの資格検定試験の結果などを

入試毎に組み合わせて評価します。 



 

科目履修にあたっての注意事項 
 

科目の内容を理解するためには、授業に出席することがとても重要です。特に、専門

科目では、下記のように期末試験だけの成績が良くても単位取得できないことがあるの

で注意してください。 
 
１．講義・演習・ゼミ・製図・１年次の実験科目では、原則として出席率８０％以上を

成績評価の対象とします。 
 
２．専門の実験・実習科目では、原則として出席率１００％を成績評価の対象とします。 
 
３．講義・演習・ゼミ・製図科目では、原則として３０分以上の遅刻は欠席扱いとしま

す。 
 
４．実験・実習科目では、原則として１５分以上の遅刻は欠席扱いとします。 
 
５．遅刻は、原則として２回で欠席１回とみなします。 
 
６．病欠、クラブなどの欠席では、ただちに教員の居室を訪ねて指示を受け、それに従

って課題等をすみやかに提出してください。 
 
７．各教室に掲示されている「授業中におけるマナーについて」にマナー違反としてあ

げられている項目について、このような行為を行い注意に従わない場合は、退室を

求め、欠席とします。 
 
８．１～７に示した出席管理のルールや成績評価の方法は科目により若干異なるので、

シラバスをよく読み、教員のアナウンスや掲示板の掲示に注意してください。 
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科目名 担当者 ページ

イ
インターンシップⅠ 水　野　　　武 119

インターンシップⅡ 石　井　三　恵 121

インテリア概論 大　谷　由紀子 123

エ
英語基礎会話ａ クリストファー　ジョンストン 124

英語基礎会話ｂ アイビス　ウイリアム 125

カ
海外語学研修 鳥　居　祐　介 126

海外ビジネスインターンシップ 西之坊　　　穂 128

解析学 友　枝　恭　子 9

科学英語 平　尾　秀　実 129

科学技術教養Ｃ１ 伊　藤　　　譲 130

科学技術教養Ｃ２ 伊　藤　　　譲 131

科学技術教養Ｅ１ 片　田　喜　章 132

科学技術教養Ｅ２ 片　田　喜　章 134

科学技術教養Ｍ１ 堀　江　昌　朗 136

科学技術教養Ｍ２ 諏　訪　晴　彦 138

科学技術教養Ｒ１ 岩　田　三千子 140

科学技術教養Ｒ２ 岩　田　三千子 142

科学技術教養Ｔ１ 東　　　武　大 143

科学技術教養Ｔ２ 島　田　伸　一 145

科学技術教養Ｖ１ 居　場　嘉　教 147

科学技術教養Ｖ２ 長　田　　　武 149

株式投資と企業家育成 林　　　正　浩 151

キ
幾何学Ⅰ 小　林　俊　公 10

幾何学Ⅱ 島　田　伸　一 11

企業経営 大　田　住　吉 153

技術英語 平　尾　秀　実 155

基礎英語Ⅰａ 東　野　厚　子 157

基礎英語Ⅰａ 梅　田　尋　道 158

基礎英語Ⅰａ 廣　野　允　紀 159

基礎英語Ⅰａ 平　野　　　惟 161

基礎英語Ⅰａ 齋　藤　安以子 162

基礎英語Ⅰｂ 松　井　信　義 164

基礎英語Ⅰｂ 井　原　　　駿 165

基礎英語Ⅰｂ 藤　原　　　崇 167

基礎英語Ⅰｂ 平　尾　秀　実 169

基礎英語Ⅰｂ 三　宅　一　平 171

基礎英語Ⅱａ 東　野　厚　子 173

基礎英語Ⅱａ 梅　田　尋　道 175

基礎英語Ⅱａ 江　崎　早　苗 176

基礎英語Ⅱａ 廣　野　允　紀 177

基礎英語Ⅱａ 永　冨　真　梨 178

基礎英語Ⅱｂ 松　井　信　義 179

基礎英語Ⅱｂ 井　原　　　駿 180

基礎英語Ⅱｂ 藤　原　　　崇 181

基礎英語Ⅱｂ 平　尾　秀　実 183

科目名 担当者 ページ

基礎英語Ⅱｂ 三　宅　一　平 185

基礎数学演習 佐々木　洋　平 12

基礎力学演習 前　田　純一郎 13

北河内を知る 荻　田　喜代一 187

キャリアデザインⅠ（ＢＡＳＩＣ） 石　井　三　恵 189

キャリアデザインⅠ（ＢＡＳＩＣ） 山　岡　亮　太 191

キャリアデザインⅠ（ＢＡＳＩＣ） 中　川　浩　一 193

キャリアデザインⅠ（ＢＡＳＩＣ） 上野山　裕　士 195

キャリアデザインⅡ（ＡＤＶＡＮＣＥ） 上野山　裕　士 197

キャリアデザインⅡ（ＡＤＶＡＮＣＥ） 橋　本　朗　子 198

教育課程論 大　野　順　子 377

教育経営論 朝　日　素　明 379

教育原理 谷　口　雄　一 381

教育実習Ⅰ 朝　日　素　明 382

教育実習Ⅱ 朝　日　素　明 383

教育実習Ⅲ 朝　日　素　明 384

教育社会学 大　野　順　子 385

教育心理学 吉　田　佐治子 387

教育相談 吉　田　佐治子 388

教育方法論 林　　　茂　樹 389

教職実践演習（中・高） 吉　田　佐治子 391

教師論 朝　日　素　明 393

近代建築史 竹　内　正　明 14

近代文学から学ぶ 細　川　知佐子 199

ク
空間表現論 山　本　一　貴 15

ケ
健康論 堀　　　美　幸 200

健康論 中　尾　千　晶 201

現代韓国事情 田　中　　　悟 202

現代作品論 竹　内　正　明 16

現代と地理学 笠　原　俊　則 204

現代ビジネス論 牧　　　美喜男 205

建築環境工学Ⅰ 宮　本　征　一 18

建築環境工学Ⅱ 宮　本　征　一 19

建築環境工学Ⅲ 原　　　直　也 20

建築環境工学演習 宮　本　征　一 21

建築関連法規 笠　井　精　二 23

建築企画 生　川　慶一郎 25

建築計画各論 木　多　彩　子 26

建築計画基礎 小　林　健　治 27

建築材料Ⅰ 柳　沢　　　学 28

建築材料Ⅱ 高　木　恭　子 29

建築情報処理応用 小　林　健　治 31

建築情報処理基礎 木　多　彩　子 32

建築施工Ⅰ 渡　邊　信　夫 33

建築施工Ⅱ 渡　邊　信　夫 34

建築設備学 宮　本　征　一 36

建築ゼミⅠ 宮　本　征　一 37

建築ゼミⅡ 宮　本　征　一 38

建築ゼミⅢ 宮　本　征　一 40
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科目名 担当者 ページ

建築法規 上　田　尚　延 41

建築倫理 飯　田　　　匡 42

コ
工業科教育法Ⅰ 福　岡　　　優 394

工業科教育法Ⅱ 福　岡　　　優 396

工業数学Ⅰ 小　泉　耕　蔵 44

工業数学Ⅱ 小　泉　耕　蔵 45

鋼構造Ⅰ 谷　口　与史也 46

鋼構造Ⅱ 西　村　勝　尚 47

構造実験 柳　沢　　　学 49

構造力学・構造基礎 池　内　淳　子 51

構造力学Ⅰ 池　内　淳　子 52

構造力学Ⅱ 西　村　勝　尚 54

構造力学Ⅱ 西　村　勝　尚 55

構造力学Ⅲ 西　村　勝　尚 57

構造力学実践 池　内　淳　子 58

国際理解概論 中　西　　　功 207

古典文学から学ぶ 細　川　知佐子 209

コミュニケーションⅠ 櫻　井　清　華 210

コミュニケーションⅡ 櫻　井　清　華 211

サ
材料デザイン 伊　熊　昌　治 59

産業技術史 照　元　弘　行 212

産業社会と知的財産 林　　　正　浩 214

シ
実践英語上級 梶　山　寿　子 216

実践英語初級 三　宅　一　平 218

実践英語初級 高　橋　章　夫 219

実践英語初級 田　村　康　子 221

実践英語初級 俣　野　裕　美 223

実践英語初級 谷　脇　康　子 225

実践英語中級 松　浦　茂　寿 227

実践英語中級 中　野　華　子 228

実践英語中級 有　本　好一郎 230

実践英語中級 近　藤　未　奈 231

実践英語中級 西　谷　継　治 233

実践英語中級 西　谷　継　治 234

実践英語中級 久　田　　　歩 235

実践英語入門 松　浦　茂　寿 237

実践英語入門 中　野　華　子 238

実践英語入門 有　本　好一郎 240

実践英語入門 近　藤　未　奈 241

実践英語入門 西　谷　継　治 243

実践の思想 柿　本　佳　美 244

実践の思想 山　口　　　尚 246

地盤工学 細　野　久　幸 61

社会の仕組み 野々村　元　希 247

社会の仕組み 谷　口　裕　久 248

就職実践基礎 山　岡　亮　太 250

就職実践基礎 亀　田　峻　宣 251

科目名 担当者 ページ

就職実践基礎 亀　田　峻　宣 252

生涯スポーツ実習 河　瀬　泰　治 253

生涯スポーツ実習 河　瀬　泰　治 254

生涯スポーツ実習 近　藤　　　潤 255

情報リテラシーⅠ 妹　尾　史　郎 63

情報リテラシーⅡ 妹　尾　史　郎 64

職業指導 水　野　　　武 398

心理と社会 牧　野　幸　志 256

ス
数学科教育法Ⅰ 小　林　俊　公 400

数学科教育法Ⅱ 小　林　俊　公 402

数学科教育法Ⅲ 富　永　　　雅 404

数学科教育法Ⅳ 富　永　　　雅 406

図学Ⅰ 木　多　彩　子 65

図学Ⅱ 小　林　健　治 66

スポーツ科学実習Ⅰ 河　瀬　泰　治 258

スポーツ科学実習Ⅱ 河　瀬　泰　治 259

セ
青少年育成ファシリテーター養成講座 浅　野　英　一 260

生徒指導論 朝　日　素　明 408

西洋建築史 加　嶋　章　博 67

世界遺産論 北　條　ゆかり 261

設計演習Ⅰ 木　多　彩　子 69

設計演習Ⅱａ 木　多　彩　子 70

設計演習Ⅱｂ 大　谷　由紀子 71

設計演習Ⅲａ 小　林　健　治 72

設計演習Ⅲｂ 白　須　寛　規 73

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 居　場　嘉　教 263

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 橋　本　正　治 264

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 石　田　秀　士 265

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 石　田　裕　子 266

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 浅　野　英　一 267

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 久　保　貞　也 268

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 牧　野　幸　志 269

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 大　塚　正　人 270

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 石　井　信　輝 271

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 田　井　義　人 272

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 吉　田　佐治子 274

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 上野山　裕　士 275

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 藤　原　京　佳 276

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 居　場　嘉　教 277

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 橋　本　正　治 278

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 石　田　秀　士 279

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 石　田　裕　子 280

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 浅　野　英　一 281

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 久　保　貞　也 282

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 牧　野　幸　志 283

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 大　塚　正　人 284

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 石　井　信　輝 285

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 田　井　義　人 286

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 吉　田　佐治子 288
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科目名 担当者 ページ

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 上野山　裕　士 289

摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 藤　原　京　佳 290

線形代数Ⅰ 東　　　武　大 74

線形代数Ⅰ 東　山　和　巳 75

線形代数Ⅱ 安　井　幸　則 76

線形代数Ⅱ 西　脇　純　一 77

専門日本語ＦⅠ 塩　谷　尚　子 291

専門日本語ＦⅡ 塩　谷　尚　子 292

専門日本語Ｒ 塩　谷　尚　子 293

ソ
造形演習Ⅰ 山　崎　秀　昭 78

造形演習Ⅱ 坂　本　り　か 80

ソーシャル・イノベーション実務総論 石　井　三　恵 294

測量 長　岡　弘　隆 81

卒業研究 宮　本　征　一 82

タ
大学教養応用 大　塚　正　人 296

大学教養実践 伊　藤　　　譲 298

大学教養入門 荻　田　喜代一 300

耐震工学 足　立　博　之 83

代数学 中　津　了　勇 84

ダイバーシティとコミュニケーション 石　井　三　恵 302

チ
地域貢献実践演習 鶴　坂　貴　恵 304

地域と私 鶴　坂　貴　恵 305

地域連携教育活動Ⅰ 吉　田　佐治子 307

地域連携教育活動Ⅱ 吉　田　佐治子 308

チームビルディング 水　野　　　武 309

地球環境論 宮　本　征　一 85

テ
哲学から学ぶ 柿　本　佳　美 311

哲学から学ぶ 森　本　誠　一 312

鉄筋コンクリート構造Ⅰ 柳　沢　　　学 87

鉄筋コンクリート構造Ⅱ 柳　沢　　　学 88

ト
統計学 中　津　了　勇 89

道徳教育の研究 谷　口　雄　一 409

特別活動・総合的な学習の時間の理論と指導法 林　　　茂　樹 411

特別活動の理論と方法 林　　　茂　樹 413

特別支援教育論 林　　　茂　樹 415

都市・地域計画 加　嶋　章　博 91

ニ
日本建築史 中　川　　　等 92

日本語会話ＦⅠ 古　川　由理子 315

日本語会話ＦⅡ 古　川　由理子 316

日本語会話Ｒ 古　川　由理子 317

日本国憲法 大　仲　淳　介 318

科目名 担当者 ページ

日本語総合ＦⅠ 藤　原　京　佳 320

日本語総合ＦⅡ 藤　原　京　佳 321

日本語総合Ｒ 藤　原　京　佳 322

日本語読解 櫻　井　清　華 323

日本語読解 松　尾　佳津子 325

日本語読解ＦⅠ 佐々木　成　美 326

日本語読解ＦⅡ 佐々木　成　美 327

日本語読解Ｒ 佐々木　成　美 328

日本語表現 久　田　行　雄 329

日本語表現 小　林　理　正 330

日本語表現作文ＦⅠ 佐々木　成　美 331

日本語表現作文ＦⅡ 佐々木　成　美 332

日本語表現作文Ｒ 佐々木　成　美 333

日本語文法ＦⅠ 佐々木　成　美 334

日本語文法ＦⅡ 佐々木　成　美 335

日本語文法Ｒ 佐々木　成　美 336

日本事情ＦⅠ 門　脇　　　薫 337

日本事情ＦⅡ 門　脇　　　薫 339

日本事情ＲⅠ 門　脇　　　薫 341

日本事情ＲⅡ 門　脇　　　薫 343

日本の政治 森　　　康　一 345

人間力と心理 寺　口　　　司 346

ハ
犯罪被害者の支援と法的救済 小　野　晃　正 348

ヒ
ビジネスマナー 奥　田　和　子 350

微積分Ⅰ 島　田　伸　一 93

微積分Ⅰ 中　津　了　勇 95

微積分Ⅰ 東　山　和　巳 97

微積分Ⅱ 島　田　伸　一 99

微積分Ⅱ 島　田　伸　一 100

フ
福祉すまい環境 大　谷　由紀子 101

物理学Ⅰ 長　島　　　健 102

物理学Ⅱ 前　田　純一郎 103

物理学実験 神　嶋　　　修 104

プロポーザル・デザイン 北　村　　　浩 352

ホ
法学入門 大　仲　淳　介 354

保存再生論 所　　　千　夏 106

マ
マーケティング 武　居　奈緒子 355

マーケティングと歴史 武　居　奈緒子 356

マクロ経済学入門 奥　西　達　也 358

マクロ経済学入門 内　田　勝　巳 359

ミ
身近な犯罪から自分、家族、まちを守る 中　沼　丈　晃 360
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科目名 担当者 ページ

モ
ものづくりインターンシップ基礎 坂　本　淳　二 362

ものづくりインターンシップ基礎 楢　橋　祥　一 364

ものづくりインターンシップ実践 坂　本　淳　二 365

ものづくり海外インターンシップ 楢　橋　祥　一 367

ヤ
役立つ金融知力 陸　川　富　盛 368

ユ
ユニバーサルデザイン 大　谷　由紀子 108

ラ
ライフサイエンスの基礎 西　矢　芳　昭 370

リ
力学Ⅰ 松　尾　純　子 109

力学Ⅰ 島　津　浩　哲 111

力学Ⅱ 松　尾　純　子 112

力学Ⅱ 前　田　純一郎 113

理工学基礎実験 池　内　淳　子 114

緑地計画 吉　永　規　夫 115

レ
歴史に学ぶ 織　田　康　孝 371

歴史に学ぶ 村　上　司　樹 373
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専　　門　　科　　目

専
門
科
目
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教　　養　　科　　目

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 解析学 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 友枝 恭子

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

微積分学の厳密な展開を目標にする。理工学部初年度の微積分では計算技法の習得に主眼がおかれ その基礎となる実数についての理解は直感に

たよっている。この授業では 実数を厳密に構成しそれに基づいて連続，収束の概念の明確な理解をめざす。そして連続関数 微分可能関数のも

つ重要な性質の理解 また関数の集合が与えられたときの関数族としてもつ性質についての理解を目標にする。

到達目標
関数の収束概念、各点収束と一様収束の違いを理解する。微分方程式や積分方程式などの解の存在定理および解の定性的性質を示すために一様

収束の概念がどのように有効に働いているのかを理解し、数理工学に現れる諸問題の数値計算や近似計算ができる。

授業方法と

留意点

授業は以下の科目を履修していることを前提にして進める：

線形代数 、線形代数 、 微積分 、微積分

講義を基本とし理解度をみるため適宜演習をおこなう。また他者に説明できるまで授業内容を把握しているかもみるので出席を重視する。

科目学習の

効果（資格）
数学教職免許取得に不可欠。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

実数の構成と性質
論証の用語，和集合，共通部分

有理数と実数
課題レポート

実数の構成と性質
無限集合 濃度の比較

有理数の可算性と実数の非可算性
課題レポート

実数の構成と性質

実数の連続性 実数の作る集合の性質

限・下限 上極限・下極限

数列の極限 ε 論法

課題レポート

実数の構成と性質

コーシー列 実数の完備性

ボルツァーノ・ワイエルシュトラスの定

理

課題レポート

関数の性質
関数の定義 関数の極限

関数の連続性とε δ論法
課題レポート

関数の性質 中間値の定理 最大値・最小値の存在 課題レポート

連続関数

逆関数の定義 合成関数の連続性

一様連続性

リプシッツ・ヘルダー連続性

課題レポート

微分と積分
微分係数の定義 導関数の定義

微分可能な関数の作る空間
課題レポート

微分と積分
リーマン積分可能性と定積分、

微積分の基本定理
課題レポート

平均値の定理とテーラー展

開

ロルの定理、コーシーの平均値の定理

有限増分の公式
課題レポート

平均値の定理とテーラー展

開

べき級数の収束と収束半径

多項式近似定理
課題レポート

関数列
数列の収束と関数列の収束

一様収束と各点収束
課題レポート

関数空間
関数の作る空間 ノルム区間と完備性

アスコリ・アルツェラの定理
課題レポート

関数方程式と関数空間
関数方程式と関数空間

縮小写像の原理と不動点定理
課題レポート

関数方程式と関数空間 色々な関数方程式と解の存在 課題レポート

関連科目 微積分Ⅰ・Ⅱ，線形代数Ⅰ・Ⅱ，力学，物理学など。特に微積分Ⅰ・Ⅱ の修得は不可欠。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

適宜プリント教材を配布する。

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
レポート３０％、定期テスト 期末 ７０％で判定し評価する。レポートは毎回採点して返却する。

学生への

メッセージ

講義内容に関することはどんな事でも遠慮なく質問すること。いつでも親切に答えるようにしています。参考書を貸し出しますので相談に来て下

さい。また、スチューデントアワー 月 金の 限目 には 号館 階準備室に数学教員がいますので数学、 自然科学に関するどんな質問でも気楽

においで下さい。

担当者の

研究室等
号館 階 数学研究室

備考 事前事後学習は、毎回１ 時間以上かけること。

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 幾何学Ⅰ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 小林 俊公

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

幾何学は、公理と公準から正しい推論により導かれる命題の体系として確立された最初の学問である。三角形、四辺形、円などの図形の性質を学

ぶとともに、古典幾何の形成をたどりながら、論理的に述べられた文章を理解し、論理的に考え、論理的に記述することができるようになること

を目的とする。

到達目標

（１）命題に関する基本的な事柄について理解している。

（２）命題の基本的な証明方法を使うことができる。

（３）線分、角、三角形、四辺形、円などの図形に関する基本的な事柄について理解している。

（４）平行線の公理について理解している。

（５）三角形、四辺形、円などの図形に関する基本的な命題を、定義や公理を用いて証明することができる。

授業方法と

留意点

講義を中心に行います。授業中は集中して、論理的な文章の理解の仕方、記述の仕方等を掴んでいってください。また毎回の課題レポートは、時

間をかけて取り組むようにしましょう。論理的な文章が書けるように、練習を積んでください。

科目学習の

効果（資格）
数学における論理を平面幾何を通じて学ぶことは、内容の異なる代数学や解析学の理解にもつながる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

推論と証明 命題、三段論法、背理法 課題レポート

推論と証明 命題の逆、対偶、必要十分条件 課題レポート

平面幾何の諸定理 合同の概念、線分と角の合同 課題レポート

平面幾何の諸定理 三角形の合同定理 課題レポート

平面幾何の諸定理 直角の存在、垂線の存在 課題レポート

平面幾何の諸定理 三角不等式、線分の中点、角の二等分線 課題レポート

平面幾何の諸定理 三角形の外心、内心、重心、垂心 課題レポート

平面幾何の諸定理 円に内接する四角形 課題レポート

平行線の公理 三角形の内角の和 課題レポート

平行線の公理 平行四辺形の性質、長方形の存在 課題レポート

平面幾何学の公理系 点と直線、無定義の用語、公理 課題レポート

平面幾何学の公理系 あらためて平行線の公理、直角仮説 課題レポート

平面幾何学の公理系 非ユークリッド幾何 課題レポート

平面上の曲線 ２次曲線、媒介変数表示 課題レポート

複素数平面
複素数による図形表示、ド・モアブルの

定理
課題レポート

関連科目 微積分 ・ 、線形代数 ・ など。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

幾何入門 砂田利一 岩波書店

幾何への誘い 小平邦彦 岩波書店

幾何のおもしろさ 小平邦彦 岩波書店

評価方法

（基準）
課題レポート３０％、定期テスト７０％の割合で判定し評価する。

学生への

メッセージ

授業の中でわからないことがあれば遠慮なく質問してください。また、毎回の課題レポートでは難しいものもあるかもしれませんが、まずは「考

えることに意義がある」と思って、じっくり取り組んでください。そしてできるだけ欠かさず提出することを心がけましょう。

担当者の

研究室等
３号館３階 数学研究室

備考
事前事後学習は、毎回 時間以上かけること。

レポート課題は採点して返却し、適宜講義中に解説する。

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 幾何学Ⅱ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 島田 伸一

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的
微分幾何学の見地から，日常によくみる曲面 曲線がいかに分類されているのか その理解を目標とする。

到達目標

基礎知識を身につけ 課題に対して定量的な解を求めることができる基礎的能力を有する：

２次曲線の焦点・準線・極形式を理解する

焦点の性質と微分方程式を用いた解析を理解する

２次曲線を座標軸の回転により標準形に直す

平面曲線の弧長・曲率を理解する

曲面の接平面を理解する

曲面積分と曲面の重心が計算できる。

授業方法と

留意点

授業は以下の科目を履修していることを前提にして進める：

線形代数 、線形代数 、 微積分 、微積分

講義を基本とし理解度をみるため適宜演習をおこなう。また他者に説明できるまで授業内容を把握しているかもみるので出席を重視する。

科目学習の

効果（資格）
教職科目なので教員の資格を得るためには取る事が望ましい。空間の理解に役に立ち、線形代数・微積分のみごとな応用を見る事ができる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

２次曲線（１）
放物線、グラフ 標準形、準線、焦点、

極形式
課題レポート

２次曲線（２）
放物線の焦点の性質 接線 接空間

微分方程式を立てて解く
課題レポート

２次曲線（３） 楕円、標準形、準線、焦点、極形式 課題レポート

２次曲線（４）
楕円の焦点の性質 接線 接空間 パ

ラメータ表示 面積
課題レポート

２次曲線（５） 双曲線、標準形、準線、焦点、極形式 課題レポート

２次曲線（ ）

双曲線の焦点の性質 接線 接空間

パラメータ表示 微分方程式を立てて

解く

課題レポート

２次曲線（ ） 座標軸の回転と固有値 課題レポート

２次曲線（ ） 固有値による２次曲線の分類 課題レポート

平面の曲線（１） 弧長、曲率 課題レポート

平面の曲線（ ） 曲率円 課題レポート

平面曲線（ ）
曲率と平面曲線の特徴付け、フルネセレ

ーの公式
課題レポート

空間内の曲面（１） 陰関数表示、パラメータ表示、接平面 課題レポート

空間内の曲面（２） 曲面積分、曲面積、重心 課題レポート

空間内の曲面（ ） 平均曲率 ガウス曲率 課題レポート

空間内の曲面（ ） 平均曲率 ガウス曲率 課題レポート

関連科目 微積分Ⅰ・Ⅱ，線形代数Ⅰ・Ⅱ，幾何学Ⅰ 解析学 代数学

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
課題で ％、期末試験 ％で評価する。

学生への

メッセージ

講義内容に関することはどんな事でも遠慮なく質問すること。いつでも親切に答えるようにしています。参考書を貸し出しますので相談に来て下

さい。また、スチューデントアワー 月 金の 限目 には 号館 階準備室に数学教員がいますので数学、 自然科学に関するどんな質問でも気楽

においで下さい。

担当者の

研究室等
号館 階 数学研究室

備考

毎回プリントを配布し講義する。

事前事後学習は毎回１ 時間以上かけること。

課題は採点して返却し、適宜講義中に解説する。

専
門
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 基礎数学演習 科目名（英文） Exercises in Basic Mathematics 

学部 理工学部 学科 建築学科 

配当年次 １年 クラス ハ 

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 佐々木 洋平 

ディプロマポリシー(DP) D◎ 

科目ナンバリング TDA1001a0 

 

授業概要・ 

目的 

この講義は微積分学への準備となるように意図されている。微積分の講義では説明が省略されるか簡単に済まされるものに対して詳しい説明

と演習を行う。微積分学では瞬間の変化を記述し、微小なものを足し合わせる方法を教えており、その動機付けとなるような問題として、物

理からの簡単な応用問題も取り上げる予定である。 

到達目標 

主な目標は以下の通りである: 

(1) 種々の量を文字式で表現できる。 

(2) 初等関数の性質を利用した計算ができる。 

(3) 初等関数のグラフについての平行移動と対称移動を利用して、派生する関数のグラフが描ける。 

授業方法と 

留意点 

教科書に基づく講義と演習を中心に進める。 

これと並行して、各単元の内容の演習を演習教材(ワークブック)を用いて次のサイクルで実施する： 

（１）授業で指定された演習問題に解答し、 

（２）教員の評価を受けること。正解するまでやり直し、 

（３）その単元の全問題に正答した時点で、教員から検印を貰う。 

科目学習の 

効果（資格） 

現代科学は微積分および線形代数で記述されている。これら微積分および線形代数のための基礎を身につけることによって、専門科目の理解

に役立てる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 整数・有理数・無理数 
・オリエンテーション 

・整数・有理数・無理数の諸性質 
演習テキスト 第 1.1～1.4 章、レポート課題 

2 複素数・無理数 ・複素数の四則演算 演習テキスト 第 1.5～1.6 章、レポート課題 

3 複素平面と極形式 ・複素数の極形式表示 演習テキスト 第 1.7 章、レポート課題 

4 文字式 ・文字式の展開・因数分解 演習テキスト 第 2.1～2.3 章、レポート課題 

5 2 次方程式 ・解の公式等による 2 次方程式の解法 演習テキスト 第 2.4 章、レポート課題 

6 高次方程式 ・因数定理を用いた高次方程式の解法 演習テキスト 第 2.4 章、レポート課題 

7 1 次関数(1) ・直線の式、直交条件 演習テキスト 第 3.1 章、レポート課題 

8 1 次関数(2) ・1 次関数の応用 演習テキスト 第 3.1 章、レポート課題 

9 2 次関数 ・グラフ 演習テキスト 第 3.2 章、レポート課題 

10 無理関数 ・グラフ 演習テキスト 第 3.2 章、レポート課題 

11 分数式 ・計算・部分分数分解 演習テキスト 第 4.1-4.2 章、レポート課題 

12 分数式 ・グラフ 演習テキスト 第 4.2 章、レポート課題 

13 三角比(1) ・一般角、三平方の定理とその応用 演習テキスト 第 5.1 章、レポート課題 

14 三角比(2) ・三角関数の定義、グラフ 演習テキスト 第 5.2 章、レポート課題 

15 三角比(3) ・三角比の計算、余弦定理 演習テキスト 第 5.2～5.3 章、レポート課題 

16 絶対値(1) ・絶対値の基本的性質 演習テキスト 第 6.1 章、レポート課題 

17 絶対値(2) ・絶対値付きの方程式の解法、グラフ 演習テキスト 第 6.2～6.3 章、レポート課題 

18 指数関数(1) ・指数法則 演習テキスト 第 7.1 章、レポート課題 

19 指数関数(2) ・指数関数のグラフ、方程式の解法 演習テキスト 第 7.1 章、レポート課題 

20 対数関数(1) ・対数の定義、底の変換公式 演習テキスト 第 7.2 章、レポート課題 

21 対数関数(2) ・対数関数を含む方程式 演習テキスト 第 7.2 章、レポート課題 

22 対数関数(3) ・対数関数のグラフ 演習テキスト 第 7.2 章、レポート課題 

23 三角関数(1) ・加法定理 演習テキスト 第 8.1 章、レポート課題 

24 三角関数(2) ・加法定理を用いた計算問題 演習テキスト 第 8.1 章、レポート課題 

25 三角関数(3) ・加法定理から導かれる種々の公式 演習テキスト 第 8.2 章、レポート課題 

26 三角関数(4) 
・加法定理を用いた三角関数のグラフの

描き方 
演習テキスト 第 8.3 章、レポート課題 

27 数列 ・等差数列、等比数列 演習テキスト 第 9.1～9.3 章、レポート課題 

28 和の公式 
・等差数列、等比数列の和、シグマ記号

に慣れる 
演習テキスト 第 9.2～9.4 章、レポート課題 

29 数学的帰納法 ・数学的帰納法を用いた証明 演習テキスト 第 9.5 章、レポート課題 

30 総合演習 ・応用問題 レポート課題 

 

関連科目 数式を用いるすべての科目。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 数学の基礎 

摂南大学基礎理工学機構数学教

室編 
 

2 日々の演習 
摂南大学基礎理工学機構数学教

室編 
 

 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

 

評価方法 

（基準） 

全単元の検印を受けて演習教材(ワークブック)を完遂した者のみを成績評価の対象とし、演習、小テスト、演習教材(ワークブック)で３０％、

中間３５％、期末３５％の割合で判定し評価する。 

学生への 

メッセージ 

教科書の問題を自分で何度も解いて数式を扱う経験を十分に積むよう努力してください。演習は必ず自分で解こうと努力し、わからないとこ

ろは質問する積極的な姿勢を望みます。 

担当者の 

研究室等 
3 号館 3 階 数学研究室 

備考 
事前事後学習には、毎回 1 時間以上かけること。 

レポート課題は採点して返却し、適宜講義中に解説する。 

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 基礎力学演習 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス Ｙ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 前田 純一郎

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

物理学は近代の科学技術の基礎となっており，力学はこの物理学の基礎柱の一つである。力学はものづくりにも必要な日常的な現象をとらえる

ことのできる学問であり，理工学部専門科目を理解する上で必要不可欠である。基礎力学演習では，日常において経験している力学現象の表し方

や取り扱い方を学ぶ。

到達目標

建築・都市工学技術者として専門知識の理解を深めるために 必要な数学や物理学の基本的な考え方ができる。

具体的に 下記のことを到達目標とする。

１：質点系のつり合いの方程式を記述できる。

２：剛体系のつり合いの方程式を記述できる。

物体の運動方程式を記述し 物体の運動を理解できる。

授業方法と

留意点
分の講義と 時間の演習にて行う。演習問題は友達と相談して解いてもよいので勉強の仲間作りのきっかけにしよう。

科目学習の

効果（資格）
理工学の基礎として必要不可欠な力学の理解に役立つ。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

力学と自然現象

自然科学とは何だろうかを身近な例を

とって分かりやすく説明する。また、物

理を理解する上で基本となる単位につ

いても説明する。

授業中に行った単位変換の問題を復習すること。

重力 質量と重力加速度
予習・復習課題１

質量と重量の違い

質点のつりあい（１） １質点にかかる力の合力
予習・復習課題２

運動方程式とつり合いの条件を求める１

質点のつりあい（２） 力の合成と分解
予習・復習課題３

運動方程式とつり合いの条件を求める２

質点のつり合い（３） 質点のつり合いの総合問題に取り組む。
予習・復習課題４

運動方程式とつり合いの条件を求める３

剛体のつり合い（１） 重心について
予習・復習課題５

様々な図形での重心点を求める

剛体のつり合い（２） 天秤、シーソー
予習・復習課題６

力のモーメント

剛体のつり合い（３） 棒のつり合い
予習・復習課題７

剛体が回転しないための条件を求める

運動する物体（１） 等速直線運動
予習・復習課題８

位置と速度との関係

運動する物体（２） 等加速度運動
予習・復習課題９

速度と加速度との関係

運動する物体（３） 円運動
予習・復習課題

角度の時間に関する変化

作用・反作用 作用と反作用
予習・復習課題

物体の衝突問題

エネルギー 仕事とエネルギー
予習・復習課題

力学的エネルギー保存則

さまざまな力学現象 さまざまな力学現象の解法
予習・復習課題

運動方程式から，物体の速度と位置を求める

基礎力学演習のまとめ 総合問題に取り組む。 ―――――

関連科目 微積分Ⅰ，線形代数Ⅰ，力学Ⅰ，物理学実験

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

やさしい基礎物理 潮秀樹，上村洸 森北出版

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
期末試験（６０％）と演習問題の解答・取り組みに関する授業態度（４０％）の割合で評価する。

学生への

メッセージ

物理は試験問題と考えると難しく思われがちですが、自然現象や自らの経験をもとに考えると取り組みやすい学問です。この授業を通して、１

つ１つみなさんが体験している現象の原因を突き止めてみましょう。

担当者の

研究室等
８号館２階 物理準備室

備考

教科書や授業当日の配布されるプリントを１時間以上かけて丁寧に読み直し、可能であれば再度問題を解く事こと。また、理解出来なかった点

を洗い出し可能な限り次の授業で質問すること。

質問・相談時間：火曜 ～

課題は適宜講義中に解説する。

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 近代建築史 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 後期 授業担当者 竹内 正明

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

近代建築は社会の変革とともに発展してきた。この授業では、その一連の流れを解説する。

産業革命がもたらした社会の変革は、都市や建築の風景を大きく変えていくことになった。激動の世紀末を迎え、 世紀に入ると現代建築の基

礎となる概念が形成されていく。「近代建築」と我々が呼んでいるものとそれを取り巻く環境の変遷を通じて、巨匠たちの建築作品がどのような

歴史的意義を持ち得たのかを考え、今日の建築につながる問題を考える。

到達目標
（１）建築が今日に至るまでどのような展開をなしたか、（２）どのような建築家がモダニズムの重要な位置を占め、どのような建築を生み出し

たか、（３）現代建築のデザインにどのような課題がみえるかを理解すること。

授業方法と

留意点
図面や写真の映写を多用し、視覚的理解に重点をおく。講義は教科書に概ね対応して進めるので、受講前に必ず該当箇所を読んでくること。

科目学習の

効果（資格）
建築に携わる者としての基礎的知識ならびに建築に対する評価眼を養い、設計思想に役立てる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ル・コルビュジエ

ル・コルビュジエの建築理論の解説を通

じて、近代建築が目指した理想像につい

て理解する。

教科書の該当箇所を通読し、特に作品や思想の特徴

について解釈を試みる。

ミース・ファン・デル・ロー

エ

ミース・ファン・デル・ローエの設計手

法の解説を通じて、近代建築の建築的特

徴を把握する。

教科書の該当箇所を通読し、特に作品や思想の特徴

について解釈を試みる。

批判の対象としての古典主

義

ギリシア・ローマの建築を手掛かりに、

近代建築の批判の対象となった古典主

義建築について理解する。

教科書の該当箇所を通読し、特に作品や思想の特徴

について解釈を試みる。

近代建築の萌芽と曙光
世紀の都市と建築の変遷を概観し、

近代建築の前提条件を把握する。

教科書の該当箇所を通読し、特に作品や思想の特徴

について解釈を試みる。

近代への多様な道のり そ

の１

アントニオ・ガウディの建築を通じて、

時代の転換期における建築事情を把握

する。

教科書の該当箇所を通読し、特に作品や思想の特徴

について解釈を試みる。

近代への多様な道のり そ

の２

ウィーンの建築を通じて、時代の転換期

における建築事情を把握する。

教科書の該当箇所を通読し、特に作品や思想の特徴

について解釈を試みる。

建築のアヴァンキャルド

デ・ステイルを中心に、芸術運動と連動

した 世紀初頭の前衛的な建築思潮に

ついて学ぶ。

教科書の該当箇所を通読し、特に作品や思想の特徴

について解釈を試みる。

中間レポートの発表と講評
提出した中間レポートの発表および講

評をディスカッション形式でおこなう。

自身が作成したレポートおよびこれまでのノート

を見直し、知識を整理しておくこと。

近代建築の実験場としての

ドイツ

バウハウスを手掛かりに、ドイツにおけ

る建築の近代化について把握する。

教科書の該当箇所を通読し、特に作品や思想の特徴

について解釈を試みる。

アメリカにおける近代建築

の形成

シカゴ・ニューヨークの建築の動向を通

じて、摩天楼を形成したアメリカにおけ

る建築の近代化について学ぶ。

教科書の該当箇所を通読し、特に作品や思想の特徴

について解釈を試みる。

フランク・ロイド・ライト

フランク・ロイド・ライトの作品解説を

通じて、彼が追求した「有機的建築」に

ついての理解を深める。

教科書の該当箇所を通読し、特に作品や思想の特徴

について解釈を試みる。

近代建築のひろがりと変容

風土のなかの建築やイデオロギーとし

ての建築を通じて、近代建築の地域主義

的展開を知る。

教科書の該当箇所を通読し、特に作品や思想の特徴

について解釈を試みる。

近代建築への懐疑と超克

ルイス・カーンの建築を通じて、

の終焉を告げた時代の建築の動向につ

いて学ぶ。

教科書の該当箇所を通読し、特に作品や思想の特徴

について解釈を試みる。

建築のポスト・モダン

ポスト・モダン以降における建築の特徴

を把握し、近代建築との違いを理解す

る。

教科書の該当箇所を通読し、特に作品や思想の特徴

について解釈を試みる。

まとめ
世紀の建築家の作品分析を通じて、

近代建築の全体像を整理する。

教科書およびこれまでのノートを見直し、知識を整

理しておくこと。

関連科目 西洋建築史、設計演習、卒業研究

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

テキスト 建築の 世紀 本田昌昭・末包伸吾 編著 学芸出版社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

カラー版 図説 建築の歴史 西田雅嗣・矢ヶ崎善太郎 編著 学芸出版社

評価方法

（基準）
授業への積極的な関与や質問への回答（ ％）、中間レポート（ ％）、期末試験（ ％）を総合的に判断する。

学生への

メッセージ

近代の建築・都市・デザインを理解することは、これから自分が創り出そうとする建築のコンセプトや空間そのものに大きなヒントを与えてくれ

ます。単なる歴史の暗記ということではなく、自分が評価したい対象を模索するきっかけとなるはずです。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考 事前学習：事後学習欄に示した内容について、毎回 時間以上かけて取り組む

専
門
科
目

14



摂南大学シラバス

科目名 空間表現論 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ４年 クラス

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 前期 授業担当者 山本 一貴

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

本講義は、空間デザインを単なる形態操作の問題として捉えるのではなく、その形態を生み出している社会的、経済的、文化的背景との関係から

理解することを目的とする。また、講義では、具体的な事例を通して空間デザインの理論と方法論を学び、情報化や環境に配慮した空間デザイン

など現代社会特有の試みも合わせて紹介し、今後の可能性を展望する。

到達目標 空間デザインを社会的、経済的、文化的背景との関係から考察し、論理的に説明することができる。

授業方法と

留意点

主にスライドを用いて講義を行う。各回の講義の終わりに、ワークシートを配布し、テーマや講義内容に関する気づきや考え、そしてそれらを踏

まえてこれから取り組むことについて、記述を求める。レポート課題について、進め方の目安や評価の指標を出題時に示す。グループに分かれて

プレゼンテーションを行う時間も設ける。

科目学習の

効果（資格）
空間・建築・都市に対する自らの考え方を形づくり、設計・表現活動へ展開する。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

イントロダクション

講義概要、進め方、評価方法等を説明す

るとともに、建築・都市に対する空間の

位置づけを考察する

教科書

機能と形態（１）
機能と形態との関係を軸に空間デザイ

ンのあり方を考察する
教科書

機能と形態（２）
機械をモチーフとした空間デザインの

ありようを考察する
教科書

機能と形態（３）
生物をモチーフとした空間デザインの

ありようを考察する
教科書

近代の解体と継承（１）
時間との関わりから空間デザインのあ

りようを考察する
教科書 及び

近代の解体と継承（２）
場所との関わりから空間デザインのあ

りようを考察する
教科書 及び

近代の解体と継承（３）

現代建築に潜むモダニズムとの相同性

から空間デザインのありようを考察す

る

教科書

中間まとめ
中間まとめとレポート・プレゼンテーシ

ョン

レポート課題（１）の提出。受講前にはそのプレゼ

ンテーションの準備も進めておくこと

近代の解体と継承（４）
モダニズムとの相同性に関してケース

スタディを試みる―（その１）表層
教科書 及び

近代の解体と継承（５）
モダニズムとの相同性に関してケース

スタディを試みる―（その２）組み立て
教科書 及び

近代の解体と継承（６）

モダニズムとの相同性に関してケース

スタディを試みる―（その３）プログラ

ム

教科書

持続可能な社会へ（１）
近現代建築の保存・再生の理論と手法か

ら空間デザインのあり方を考察する
教科書

持続可能な社会へ（２）
環境意識の変化との関係から空間デザ

インのあり方を考察する
教科書

持続可能な社会へ（３）
情報技術の発達との関係から空間デザ

インのあり方を考察する
教科書

まとめ
全体のまとめとレポート・プレゼンテー

ション、今後の展望を考察する

レポート課題（２）の提出。受講前にはそのプレゼ

ンテーションの準備も進めておくこと

関連科目 西洋建築史、日本建築史、近代建築史、設計演習

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

マトリクスで読む 世紀の空間デザイン
矢代真己、田所辰之助、濱崎良実

著
彰国社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

テキスト建築の 世紀 本田昌昭、末包伸吾編著 学芸出版社

テキスト建築意匠 平尾和洋、末包伸吾編著 学芸出版社

評価方法

（基準）

レポート課題（１）（３０％）、レポート課題（２）（４０％）、各回の授業中に行うワークシート（３０％）の合計点により評価する。なお、いず

かのレポートが期限内に提出されない場合、あるいは，公欠などの正当な理由が示されることなく、未提出のワークシートが４つとなった場合、

その時点以降の提出物は評価しない。

学生への

メッセージ

空間・建築・都市をつくる設計の論理を、より深くより広く捉えようとする意欲のある人に向けた講義です。これからの社会に対していかなる課

題を構想し設定するか、そして、いかなるかたちにより現実化するかをめぐって、頭と手を動かす機会になれば嬉しいです。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考

●事前学習：事前事後学習課題欄に示した教科書の範囲について、毎回 時間以上の時間をかけて、全体の構成を捉えたり、個々の用語や事例を

調べたりして、内容の理解に取り組むこと。

●事後学習：講義を通じて気づいたことや考えたことについて、毎回 時間以上の時間をかけて、資料を探したり、設計・表現活動への展開を試

行錯誤したりして、学びを深めること。

●応対等：質問等は授業時間中に、または、配付するワークシートを用いて応対する。また、ワークシート及びレポート課題に対するフィードバ

ックは、授業時間中に、または、提出物の返却をもって応対する。

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 現代作品論 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ４年 クラス

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 後期 授業担当者 竹内 正明

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

建築を取り巻く状況は常に大きく変貌し続けている。戦後の日本においても、目まぐるしい社会変動に翻弄されるかのように建築は移り変わって

きた。そのなかで建築家たちは、テクノロジーの発展、ライフスタイルの変化など、人びとの価値観を揺るがす「時代の意思」を鋭敏に読み取り、

それを建築作品に反映させようと多くの試みをおこなってきた。そして、このような先達の試みは現在第一線で活躍している建築家たちに多くの

示唆を与えている。

この授業の目的は、現代建築の潮流のなかでターニングポイントとなった作品やプロジェクト案、コンペティション案を振り返りつつ議論するこ

とで、現代における建築と建築家のあり方を学ぶことにある。

到達目標
１．建築を取り巻く状況を把握するために必要な基礎知識を習得すること

２．自らの視点で建築について評価し、それを言語化できるようになること

授業方法と

留意点

現代建築のターニングポイントとなったトピックスを取り上げ、その象徴となる建築作品について図面や写真を用いて解説する。また、建築作品

について自分で考える能力を養うためのディスカッションを授業内にて随時おこなう。活発な議論を展開するために、授業で扱う各トピックスに

関連する内容を参考書などで事前に調べてから受講すること。

科目学習の

効果（資格）
現代社会における建築や建築家の役割についての理解力を高めるとともに、建築や都市空間に対する批評力を培う。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

長屋の実践と建築ストック

の活用

建築ストックの活用は、人口減少社会に

おける重要なテーマのひとつである。大

阪長屋の耐震改修事例を紹介しながら、

建築ストック活用の実情について解説

する。

トピックスに関連する建築家や時代背景について、

参考書などを活用して基本的事項を受講前に調べ

ておくこと。

風景としての建築

ランドスケープとして風景に溶け込む

建築。場所の特性を活かした建築作品を

検証し、建築における場所性のあり方に

ついて学ぶ。

トピックスに関連する建築家や時代背景について、

参考書などを活用して基本的事項を受講前に調べ

ておくこと。

表層の建築表現

環境との関係性のなかで表層的な意匠

を重視した建築が生み出された。このよ

うな建築作品を検証し、環境のなかでの

建築のあり方について学ぶ。

トピックスに関連する建築家や時代背景について、

参考書などを活用して基本的事項を受講前に調べ

ておくこと。

アートと建築

アートと建築は互いの影響を及ぼしあ

ってきた。同時代的なアートと関連づけ

て建築を検証し、アートと建築の関係性

について学ぶ。

トピックスに関連する建築家や時代背景について、

参考書などを活用して基本的事項を受講前に調べ

ておくこと。

プログラム論

年代にはプログラム論が建築界を

席巻した。これらの理論に基づく建築作

品を検証し、既成のプログラムを組み直

すことの建築的意義について学ぶ。

トピックスに関連する建築家や時代背景について、

参考書などを活用して基本的事項を受講前に調べ

ておくこと。

道標としての近代建築

近代建築の巨匠であるル・コルビュジ

エ。彼の建築作品を検証し、日本におけ

る近代建築の継承とその意味について

学ぶ。

トピックスに関連する建築家や時代背景について、

参考書などを活用して基本的事項を受講前に調べ

ておくこと。

伝統性と地域主義

戦後日本建築界を牽引した丹下健三。彼

の作品を中心に、伝統性や地域主義がど

のような形で近代建築に加味されてい

ったのかを学ぶ。

トピックスに関連する建築家や時代背景について、

参考書などを活用して基本的事項を受講前に調べ

ておくこと。

中間レポートの発表と講評
提出した中間レポートの発表および講

評をディスカッション形式でおこなう。

自身のレポートおよびこれまでのノートを見直し、

知識を整理しておくこと。

日本の住まいとモダンリビ

ング

戦後日本で模索された小住宅。その革新

性を清家清の作品を中心に検証し、現代

住宅に多大な影響をもたらすモダンリ

ビングという概念について学ぶ。

トピックスに関連する建築家や時代背景について、

参考書などを活用して基本的事項を受講前に調べ

ておくこと。

未来都市のイメージ

年の日本万国博覧会。そこで実現

したプロジェクトを手掛かりに、未来都

市を提起するという可能性とその限界

について学ぶ。

トピックスに関連する建築家や時代背景について、

参考書などを活用して基本的事項を受講前に調べ

ておくこと。

建築の解体という手法

年代以降に花開くポスト・モダン

建築を検証し、近代建築の枠を超える新

しい試みとして実践された建築手法に

ついて学ぶ。

トピックスに関連する建築家や時代背景について、

参考書などを活用して基本的事項を受講前に調べ

ておくこと。

野武士と称された建築家

安藤忠雄の建築を中心に、 年代後

半に「平和な時代の野武士たち」と称さ

れた建築家を検証し、現代の日本建築界

をリードする建築家たちの建築思想に

ついて学ぶ。

トピックスに関連する建築家や時代背景について、

参考書などを活用して基本的事項を受講前に調べ

ておくこと。

建築表現におけるテクノロ

ジーの系譜

年代後半から 年代前半にかけて

流行したハイテク建築。この検証を通し

て、時代を越えて繰り返し出現するテク

ノロジーの建築表現について学ぶ。

トピックスに関連する建築家や時代背景について、

参考書などを活用して基本的事項を受講前に調べ

ておくこと。

リノベーションという方法

建築に新たな役割を与えて生まれ変わ

らせるリノベーションという手法。リノ

ベーションによる建築作品を検証し、建

築ストックの活用という現代社会の大

命題に対する建築的アプローチについ

て学ぶ。

トピックスに関連する建築家や時代背景について、

参考書などを活用して基本的事項を受講前に調べ

ておくこと。

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

まとめ
戦後日本の建築事情を整理し、現代にお

ける建築と建築家のあり方を学ぶ。

教科書およびこれまでのノートを見直し、現代建築

についての知識を整理しておくこと

関連科目 西洋建築史、近代建築史、設計演習など

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

カラー版 図説 建築の歴史 西田雅嗣・矢ヶ崎善太郎 編著 学芸出版社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

テキスト 建築の 世紀 本田昌昭・末包伸吾 編著 学芸出版社

評価方法

（基準）
中間レポート（ ）、期末試験 、授業への積極的関与および質問への回答 によって総合的に評価する。

学生への

メッセージ
図面を読み込み、各時代のエッセンスを感じてください。建築家たちの鋭敏な感性は、今という時代を読み解くうえでのヒントになります。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考 事前学習：事後学習欄に示した内容について、毎回 時間以上かけて取り組む

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 建築環境工学Ⅰ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 宮本 征一

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

快適な建築空間を構築するには，熱環境・光環境・空気環境・音環境の概略を理解し，知識を深める必要がある。具体的には，日照の問題，伝熱・

結露，換気の必要性，通風計画，照明計画，音響計画と騒音対策などについて学習する。授業担当者は、建築の実務経験を有する。この経験を活

かし、受講生に実務を意識した学びを提供します。

到達目標 人体や建物を取り巻く多くの環境について考えることで，建築環境に関する理解を深め，建築環境工学に関する基礎知識を身につける。

授業方法と

留意点
授業テーマに関して，日頃から問題意識を持って生活することが望ましい。授業中に課題を課すため，毎回出席すること。

科目学習の

効果（資格）
一級・二級建築士資格取得のために必須である。その他，カラーコーディネーター，色彩検定，インテリアコーディネーターなど。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

建築環境工学の概略

建築空間をより安全で快適な環境にす

るために理解しなければならない光・

熱・音・空気の各環境の概略について把

握する。

事後学習は、講義内容に関連する内容が記述してあ

る教科書の範囲を読むなどして復習すること。

熱環境 気候

都市や建築室内の熱環境を左右する気

候（気温，湿度，風，雨と雪）について

理解を深める。

事前学習は、授業テーマの教科書の範囲に記述して

いる図表を見てくること。事後学習は、講義内容を

教科書を読むなどして復習すること。

熱環境 室内気候
人体の生理心理反応と温熱要素，温熱環

境指標について理解を深める。

事前学習は、授業テーマの教科書の範囲に記述して

いる図表を見てくること。事後学習は、講義内容を

教科書を読むなどして復習すること。

熱環境 伝熱

伝熱の基礎を理解して，熱貫流，断熱性

能，蓄熱性能などと温熱環境との関係を

理解する。

事前学習は、授業テーマの教科書の範囲に記述して

いる図表を見てくること。事後学習は、講義内容を

教科書を読むなどして復習すること。

熱環境 結露
結露の発生とその害について理解して，

結露防止の対策を考える。

事前学習は、授業テーマの教科書の範囲に記述して

いる図表を見てくること。事後学習は、講義内容を

教科書を読むなどして復習すること。

空気環境 室内空気質
室内空気質を左右する汚染物質につい

て理解を深める。

事前学習は、授業テーマの教科書の範囲に記述して

いる図表を見てくること。事後学習は、講義内容を

教科書を読むなどして復習すること。

空気環境 換気と通風

室内空気環境を改善するための換気や

温熱環境を改善するための通風につい

て理解を深める。

事前学習は、授業テーマの教科書の範囲に記述して

いる図表を見てくること。事後学習は、講義内容を

教科書を読むなどして復習すること。

熱・光環境 日照と日射と建

築計画

日照の効果を理解して，太陽の位置（高

度・方位）について理解を深める。

事前学習は、授業テーマの教科書の範囲に記述して

いる図表を見てくること。事後学習は、講義内容を

教科書を読むなどして復習すること。

熱・光環境 日影の検討と日

照の調整

日影曲線，日照図表，太陽位置図などの

使用方法を理解して，日射・日照の調整

について理解を深める。

事前学習は、授業テーマの教科書の範囲に記述して

いる図表を見てくること。事後学習は、講義内容を

教科書を読むなどして復習すること。

光環境 採光
測光量と見やすさについて理解を深め

て，採光計画について理解する。

事前学習は、授業テーマの教科書の範囲に記述して

いる図表を見てくること。事後学習は、講義内容を

教科書を読むなどして復習すること。

光環境 照明

人工光源の種類と照度基準について把

握して，光束法による照明計算による照

明計画を理解する。

事前学習は、授業テーマの教科書の範囲に記述して

いる図表を見てくること。事後学習は、講義内容を

教科書を読むなどして復習すること。

光環境 色彩
色彩について建築空間に対する心理

的・生理的効果などを理解する。

事前学習は、授業テーマの教科書の範囲に記述して

いる図表を見てくること。事後学習は、講義内容を

教科書を読むなどして復習すること。

音環境 音の性質
音の基本的な性質について理解して，遮

音と吸音について理解する。

事前学習は、授業テーマの教科書の範囲に記述して

いる図表を見てくること。事後学習は、講義内容を

教科書を読むなどして復習すること。

音環境 音響計画
騒音と振動，音響について理解を深め

る。

事前学習は、授業テーマの教科書の範囲に記述して

いる図表を見てくること。事後学習は、講義内容を

教科書を読むなどして復習すること。

復習
講義ノートに書かれている重要な語句

を中心に理解を深める。

事前学習は、今までの講義ノートを読み直すこと。

事後学習は、重要な語句について理解を深めるこ

と。

関連科目 建築環境工学Ⅱ・建築環境工学Ⅲ・建築環境工学演習・建築設備学

教科書 番号 書籍名 著者名 出版社名

環境工学教科書 環境工学教科書研究会 彰国社

参考書 番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
期末試験（ ％）の成績と授業中の課題（ ％）で総合的に評価する。

学生への

メッセージ

受身の態度でなく，自ら考えながら積極的に授業に参加してください。教科書の図表を参照したりしますので持参し， 予習・復習を心がけてく

ださい。

担当者の

研究室等
宮本教授室

備考
事前学習（授業テーマの内容が記述している部分を教科書で探して読む）は、 分以上してください。

事後学習（授業で示した教科書の部分を読み、理解を深める）は、 分以上してください。

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 建築環境工学Ⅱ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 前期 授業担当者 宮本 征一

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

熱環境分野および空気環境分野の専門的内容を学習する。いずれも人間の生理的・心理的反応に着目しながら，建築計画に際して知っておくべき

基本的要件と，解析法・測定法や評価法について理解を深める。授業担当者は、建築の実務経験を有する。この経験を活かし、受講生に実務を意

識した学びを提供します。

到達目標 熱環境と空気環境に関して，建築空間における現象を知り、問題点とそれに対する改善策や設計計画への応用が考えられる知識を得る。

授業方法と

留意点
教科書に沿った授業を行うため、教科書は必ず持参すること。

科目学習の

効果（資格）
一級・二級建築士資格取得のために必須である。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

風土と暮らしと建築環境

南北に長い日本の風土を知り、その風土

に適し建築物が，どのように造られてき

たのかを把握する。

事前学習は、授業テーマ（内容）が記述している教

科書の部分の図表を見てくること。事後学習は、講

義内容を教科書を読むなどして復習すること。

建築環境制御と地球・都市環

境との関係

建築環境を快適に保つための建築部材

や建築環境の制御についてを把握し、地

球・都市環境との関わりについて大まか

に把握する。

事前学習は、授業テーマ（内容）が記述している教

科書の部分の図表を見てくること。事後学習は、講

義内容を教科書を読むなどして復習すること。

温度と熱の移動（１）

熱移動の基本原理である熱伝導と熱対

流についての基本的な知識を身につけ

る。

事前学習は、授業テーマ（内容）が記述している教

科書の部分の図表を見てくること。事後学習は、講

義内容を教科書を読むなどして復習すること。

温度と熱の移動（２）

熱移動の基本原理である熱放射と熱貫

流についての基本的な知識を身につけ

る

事前学習は、授業テーマ（内容）が記述している教

科書の部分の図表を見てくること。事後学習は、講

義内容を教科書を読むなどして復習すること。

熱貫流・熱負荷の演習

一級建築士レベルの熱貫流や熱負荷に

ついての計算問題を解きながら，知識を

身につける。

事前学習は、授業テーマ（内容）が記述している教

科書の部分の図表を見てくること。事後学習は、講

義内容を教科書を読むなどして復習すること。

断熱・気密と結露 人間の生

理心理反応

結露のメカニズムについての基本的な

知識を身につける。また，人間の生理・

心理反応について把握する。

事前学習は、授業テーマ（内容）が記述している教

科書の部分の図表を見てくること。事後学習は、講

義内容を教科書を読むなどして復習すること。

温熱環境（１）
人間の体温調節機能と熱環境，熱環境を

評価するため測定法を把握する。

事前学習は、授業テーマ（内容）が記述している教

科書の部分の図表を見てくること。事後学習は、講

義内容を教科書を読むなどして復習すること。

温熱環境（２）

人間の体温調節機能と熱環境，熱環境を

評価するための温熱環境指標について

専門知識を身につける。

事前学習は、授業テーマ（内容）が記述している教

科書の部分の図表を見てくること。事後学習は、講

義内容を教科書を読むなどして復習すること。

太陽の動き

日射・日照についての基礎知識を身につ

けて，熱環境の視点からの日射の利用と

遮蔽について理解する。

事前学習は、授業テーマ（内容）が記述している教

科書の部分の図表を見てくること。事後学習は、講

義内容を教科書を読むなどして復習すること。

換気と汚染質濃度
流体力学の基礎式及び換気力学につい

ての基本的な知識を身につける。

事前学習は、授業テーマ（内容）が記述している教

科書の部分の図表を見てくること。事後学習は、講

義内容を教科書を読むなどして復習すること。

重力換気・風力換気

重力換気と風力換気の原理について理

解するとともに，換気計算手法について

の知識を身につける。

事前学習は、授業テーマ（内容）が記述している教

科書の部分の図表を見てくること。事後学習は、講

義内容を教科書を読むなどして復習すること。

室内の温度分布と換気計画

気流の流れについて大まかに把握して，

温度分布をイメージする。換気設備につ

いて基本的な知識を身につける。

事前学習は、授業テーマ（内容）が記述している教

科書の部分の図表を見てくること。事後学習は、講

義内容を教科書を読むなどして復習すること。

通風計画 気密性能と換気

通風による温熱環境の改善について基

礎的な知識を身につける。また，気密性

能などについて基礎的な知識を身につ

ける。

事前学習は、授業テーマ（内容）が記述している教

科書の部分の図表を見てくること。事後学習は、講

義内容を教科書を読むなどして復習すること。

重力換気・風力換気の演習

一級建築士レベルの熱貫流や熱負荷に

ついての計算問題を解きながら，知識を

身につける。

事前学習は、授業テーマ（内容）が記述している教

科書の部分の図表を見てくること。事後学習は、講

義内容を教科書を読むなどして復習すること。

復習
復習問題を実施し，理解不十分な箇所の

補足解説を行う。

解けない復習問題があれば、教科書を見るなどをし

て、解けるようにすること。

関連科目 建築環境工学Ⅰ・建築環境工学演習

教科書 番号 書籍名 著者名 出版社名

環境工学教科書 環境工学教科書研究会編著 彰国社

参考書 番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
期末試験（ ％）と授業中に実施する演習など（ ％）で総合的に評価する。

学生への

メッセージ
講義には毎回必ず教科書を持参し，自宅学習でも教科書を用いて予習・復習を心がけてください。

担当者の

研究室等
宮本教授室

備考 事前学習は、 分以上してください。事後学習は、 分以上してください。暗記をするのではなく、理解するようにしてください。

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 建築環境工学Ⅲ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 後期 授業担当者 原 直也

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

授業概要・目的 健康で快適な生活を営む上で、重要な役割を果たす様々な環境要因の中で、日照・日射、光環境と音環境に着目して、それ

らと人間の生理的・心理的反応との関係を理解するとともに、建築計画や設計に際して、承知しておくべき基本的要因と、計画・設計の結果とし

て得られる状況の解析法や評価法についての理解を深める。

到達目標 日照、光環境と音環境について、建築計画や設計において必要な基礎知識を身につける。

授業方法と

留意点

講義による授業を行う、講義のストーリーは教科書とは異なり、一部教科書に無い内容を含む。教科書との参照を付記しながら講義を進める。

日常生活で経験する日照・日射、光環境と音環境に関する種々の事柄に関心を持つように心掛ける。

科目学習の

効果（資格）

一級、二級建築士の学科試験の受験において、必要不可欠な最低限の知識を習得できる。インテリアコーディネーター、インテリアプランナー、

照明士などの資格取得に有効である。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

太陽の動きと日照

居住環境における太陽エネルギーの効

果、太陽の運行と位置の表示と算定法、

時刻の表現

指定教科書（ 、 ）を参考にした予習と、講義

内容の復習を行なうこと

太陽放射と昼光光源
日照検討の項目・内容、日影曲線・太陽

位置図・日照図表による検討

指定教科書 、 を参考にした予習と、

講義内容の復習を行なうこと

視覚と表色、色彩の効果
視環境の構成、目の構造・機能、表色系、

色彩、色彩の効果

指定教科書 、 を参考にした予習と、

講義内容の復習を行なうこと

測光量と視環境要件
光の量、基本測光量、見やすさ、明るさ・

視野の輝度分布

指定教科書 、 を参考にした予習と、講

義内容の復習を行なうこと

視環境要件と照明基準
グレア、光色と演色、光の方向性と立体

感、照明基準

指定教科書 を参考に知った予習と、講義内

容の復習を行なうこと

測光量の相互関係
点光源による照度、物体表面での光の反

射、輝度の算定

指定教科書（ ）を参考にした予習と、講

義内容の復習を行なうこと

照明計算
面光源による照度、立体角投射率の算

定、間接照度の算定

指定教科書（ ）を参考にした予習と、講義

内容の復習を行なうこと

室内視環境設計

照明の変遷、光源の特性、発光原理とラ

ンプ、照明用光源の特性、人工照明設計

の方法、昼光光源の種類と特徴、昼光照

度、昼光率、採光計画

指定教科書 を参考にした予習

と、講義内容の復習を行なうこと

聴覚と音環境
聴覚生理、聴覚心理、音環境計画の構成、

建物の用途と着眼点

指定教科書（ ）を参考にした予習と、講義

内容の復習を行なうこと

音波と音響レベル 音波とその性質、音の実用単位
指定教科書（ ）を参考にした予習と、講義内容の

復習を行なうこと

騒音レベルと音の伝播
音響レベルの合成と、等ラウドネス曲

線、周波数補正、音の伝搬過程、

指定教科書 を参考にした予習と、講義内容の復

習を行なうこと

音響エネルギーの伝播

距離減衰、回折減衰、空気の吸収減衰、

音響エネルギーの反射、吸収、透過と吸

音

指定教科書 を参考にした予習と、講義内容の復

習を行なうこと

騒音制御と遮音
遮音の性能表示、遮音の機構と特性、二

重構造の遮音性能

指定教科書（ ）を参考にした予習と、講義内容の

復習を行なうこと

室内音響と吸音
室内音場の特徴、吸音の機構と吸音特

性、拡散音場、残響時間

指定教科書（ ）を参考にした予習と、講義内容

の復習を行なうこと

音響の評価と設計 最適残響時間、室内音響指標
指定教科書 を参考にした予習と、講義内容の

復習を行なうこと

関連科目 建築環境工学Ⅰ、建築環境工学演習

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

環境工学教科書第二版 環境工学教科書研究会編著 彰国社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
期末試験（ ％）

学生への

メッセージ

日常的な生活環境で観察可能な現象を科学的に取り扱う学問である。講義内容を知識として修得するだけでなく、生活環境の工学的な取り扱うた

めの考え方を身につけてもらいたい。

担当者の

研究室等
なし

備考 事前学習・事後学習欄に示した内容について、毎回１．５時間以上かけて取り組む

専
門
科
目
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科目名 建築環境工学演習 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 後期 授業担当者 宮本 征一 大浦 理沙 北本 裕之

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

建築環境工学Ⅰ、建築環境工学Ⅱ、建築環境工学Ⅲで学んだ知識を基に、実務に沿った状況を想定した課題に取り組むことによって、理論と知識

の理解を深める。具体的な数値を用いた演算処理を通して、各種の演算式の意味内容の理解や処理結果の考察などの実務対応能力の向上を図るこ

とを目的とする。授業担当者は、建築の実務経験を有する。この経験を活かし、受講生に実務を意識した学びを提供します。

到達目標 演習を通して、適正な建築環境の実現、ひいては、合理的な建築計画の実施に資する素養を身に着ける。

授業方法と

留意点

課題と資料を配布し、課題の要点を解説を行った後、課題に取り組み、授業終了時に成果物を提出する。各課題におけるキーワードについての予

習と復習を欠かさぬこと。また、熱環境、光環境、音環境の測定を通して理解を深めること。

科目学習の

効果（資格）

建築の環境工学、建築設備の実務において、処理すべきさまざまな課題に対する解決能力が身につく。また、一級、二級建築士の学科試験の取り

組みにおいて、学習契機の形成や学習意欲の向上を図ることができる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

日照の検討

日影曲線図を活用して、検討建物の日影

図を描き、日影の面積を算定する。また、

検討建物の天球上の射影図を描き、太陽

位置図を活用して、日影となる時間帯を

求める。

キーワード 【赤緯、時角、真太陽時、日影曲線図、

太陽位置図、日影の範囲、日影の時間帯】 の理解

を深める

熱環境測定計画

温度と湿度を測定する機器を用いて熱

環境の測定を行うための計画を立案す

る。そして、測定を開始する。

どのような環境の温度・湿度を測定したいのか考え

てくること。

熱移動の基礎

伝導、対流、放射による熱移動形態の違

いを理解し、壁体の各部位および、壁体

全体を流れる熱量の算定式を誘導する。

この算定式を活用して、断熱処理の効果

を検討する。

キーワード 【伝導、対流、放射、熱伝導率、熱伝

達率、熱貫流率】 の理解を深める

結露の検討

多層壁体内部の温度および、絶対湿度

（水蒸気分圧）の分布を求め、表面結露、

内部結露の判定を試みる。また、断熱材、

防湿材の位置と結露の発生の関係を考

察する。

キーワード 【飽和水蒸気分圧、露点温度、表面結

露、内部結露】 の理解を深める

熱環境測定分析

熱環境測定計画で計画して測定したデ

ータを分析する。目的通りに測定できた

かを確認する。

前半までに が完成できるように、エクセルで分

析をしてくること。

昼光率分布の検討

矩形の高窓を持つ室の床面上の検討点

における直接昼光率（立体角投射率）を、

計算式及び、計算図表により算定し、床

面の格子点の値に基づいて昼光率の分

布図を作成する。

キーワード 【立体角投射率、昼光率】 の理解を

深める

人工照明の設計

光の量を表現する諸量の関係を理解し

た上で、点光源で照らされた紙面の輝度

を算定する。また、製図室を蛍光灯器具

で照度基準を充足するように照明する

場合の器具配置計画を試みる。

キーワード 【光束、光度、照度、輝度、照度基準、

照明率、保守率、室指数】 の理解を深める

光環境測定

照度計を用いて、教室の照度分布を測定

する。昼光のみ、人工照明のみ、昼光＋

人工照明の場合の差異を考察する。

照度について理解を深めておくこと。

換気の検討の基礎

室内汚染質の発生量と換気量を各種の

組み合わせた場合の、汚染質濃度の変化

過程を算定する。また、ベルヌーイの式

を理解し、開口部の圧力損失と流量の関

係を誘導する。

キーワード 【汚染質濃度、換気量、換気回数、ベ

ルヌーイの式、圧力損失】 の理解を深める

換気量の検討

空気流量の算定式に基づいて、複数開口

を持つ室の相当開口面積を算定する。ま

た、重力換気と風力換気が複合する場合

について、 つの開口を持つ室の換気量

を算定する。

キーワード 【開口部流量、流量係数、圧力差、重

力換気、風力換気】の理解を深める

騒音レベルの検討

周波数特性が既知の電車騒音の距離減

衰と回折減衰を考慮して、住居の窓前に

おける騒音レベルを予測する。

キーワード 【音圧レベル、周波数帯域、距離減衰、

回折減衰、聴感補正、騒音レベル】 の理解を深め

る

残響時間の検討

内装仕上げの面積と吸音率が既知であ

る、簡単な舞台と平土間の客席を持つ集

会室の残響時間を予測する。

キーワード 【残響時間、吸音率、吸音力】 の理

解を

音環境測定分析
騒音計を用いて、交通騒音を測定する。

距離元帥について考察する。
騒音について理解を深めておくこと。

総合問題①

一級建築士試験の過去問から抽出した、

環境工学及び設備に関する基本問題の

解答を試みる。

これまでの講義、演習の内容の理解を深める

総合問題②

一級建築士試験の過去問から抽出した、

環境工学及び設備に関する基本問題の

解答を試みる。

これまでの講義、演習の内容の理解を深める

関連科目 建築環境工学Ⅰ、建築環境工学Ⅱ、建築環境工学Ⅲ

教科書 番号 書籍名 著者名 出版社名

専
門
科
目
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参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
各課題に対する成果物で評価（成果物 ％）する。定期試験は実施しない。

学生への

メッセージ

受講に際して準備するもの：建築環境工学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの授業における教科書、配布資料、ノート、関数機能付き電卓、２０ 程度の三角定規１

組、Ａ４判レポート用紙

担当者の

研究室等
宮本教授室

備考

一級建築士試験の環境工学分野の理解を深めるために有用です。

事前学習は、建築環境工学で使用した教科書やノートを見直すことを 分以上してください。

事後学習は、演習で解いた内容の理解を深めることを 分以上してください。

専
門
科
目
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科目名 建築関連法規 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ４年 クラス

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 後期 授業担当者 笠井 精二

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

建築を志した者が、建築業界で活躍するためには建築関係業界の実態を知ることが大変重要である。

そのため最新の建築社会情勢を、建築業界毎に整理し、最新情報を提供する。

授業内容としては、建築社会のルールである「建築関連法」の説明を中心に、その解説及び運用について勉強する。

また将来取得を目指す「一級建築士」「二級建築士」の資格試験での「学科Ⅲ（法規）」の対策等を中心に勉強し、

早期の取得を目指す。

到達目標

まず実社会に出て体験する「建築業界」について、各々の業界の概要を理解できる。

「建築関連法規」を中心に、「建築法規」とは、どのようなものであるか理解し、

各種の建築関係資格試験で問われる知識の習得ができる。

授業方法と

留意点

主に、授業で配布するテキスト 資料等 を用いた授業方式とし、法律の背景や内容の解釈を中心に、実社会において、どのように運用されてい

るか、できるだけ具体的な事例を通じて理解・ 習得する。

なお授業終了後に理解度テストと簡単なレポートの提出を求る。

科目学習の

効果（資格）

まずは「二級建築士」資格の取得を目指し、実務経験を積んだ後に 「一級建築士」の資格の取得を目指す計画の道筋を立てる。また建築関連業

務で活躍できる基礎的な法律の知識を得ることにより、社会人としての常識の幅を広げる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション
授業の進め方、総合的に見た建築業界の

最近の動向について

理解度テストとレポート

（授業へのアンケートと理解度チェック）

建築業界の現状について

建築設計業界 建設業界

不動産業界 住宅業界

建築構造業界 建築設備業界 確認検

査業界の実態等

理解度テストとレポート

建設業法
「建設業法」の意義・用語の定義や

法律の概要について
理解度テストとレポート

建築士法
建築物の設計、工事監理等を行うことの

できる資格の建築士法について
理解度テストとレポート

都市計画法

都市計画法設立の経緯及び概要及び都

市計画の各種事業手法び各種手続きに

ついて

理解度テストとレポート

耐震改修促進法

耐震基準、耐震診断、耐震改修などにつ

いて

【「建築物の耐震改修の促進に関する法

律」などの概要】

理解度テストとレポート

バリアフリー法
高齢者、障害者等の移動等の円滑化に関

する法律の概要について
理解度テストとレポート

省エネルギー法

住宅・建築物関係における省エネ措置を

行う省エネルギー関連法の概要につい

て

理解度テストとレポート

まちづくり関連法
まちづくり３法において、中心市街地の

活性化などの概要について
理解度テストとレポート

景観行政について
良好な景観を形成するための「景観緑３

法」などの概要について
理解度テストとレポート

宅地・土砂災害関係法
宅地造成等規制法、土砂災害防止法等の

概要および技術的基準について
理解度テストとレポート

住宅品質確保法
住宅業界の実態と住宅の品質確保の促

進に関する法律の概要について
理解度テストとレポート

消防法
消防法に関する留意事項及び事例紹介

について
理解度テストとレポート

ストック対策について
ストック重視の長期優良住宅の普及の

促進に関する法律などの概要について
理解度テストとレポート

建築士試験対策とまとめ

授建築士資格試験の受験対策と

授業全体のまとめとして、最も重要な点

についての再確認する

理解度テストとレポート

授業全体に対するアンケート）

関連科目
・建築基準法を中心とした『建築法規』 また、幅広い知識を得るため、

『自然科学関連科目』ほもちろん『社会科学関連科目』での学習を通じ、社会の動き、経済の動きを知る。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

建築関係 法令集 平成 年度版 総合資格学院 編 総合資格学院

評価方法

（基準）
定期試験 ６０％、毎回 授業の最後に行う理解度テスト２０％、毎回提出するレポート２０％の割合で評価する。

専
門
科
目
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学生への

メッセージ

建築関連法規は、建築物を建てる際の絶対条件であり、設計する際にも、その道筋を示すものでもある。

しかし、多岐にわたる建築関連法律は、その正確さを期すことから一読しても理解できないものが多い。しかし、その根本を知れば、常識的なも

のが多くある。そこまでの道筋を自らの知識として知ってほしい。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考

最新の建築業界のトピックスを、授業の中で取り上げ問題点などを整理する。

毎回の理解度テストやレポートを提出して授業の理解を深める。

事前・事後学習欄に示した内容について、毎回 時間以上かけて取り組む

専
門
科
目
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科目名 建築企画 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ４年 クラス

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 前期 授業担当者 生川 慶一郎

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

「建築企画」とは「建築に関する事業において、なすべき仕事のイメージを描き、全体的または細部にわたる構想を練って取りまとめた提案お

よびそれに至る過程」と定義される（出典：建築企画事典）。近年、建築に関する事業は、その計画敷地で完結することなく、周辺地域や都市と

関係性が問われており、さまざまな経済活動、まちづくりとの連携も重要となっている。

本講義では、「建築企画」に伴う事業主体のあり方に始まり、継続的な協議体制の確立や多様な財源の確保、事業・取り組みの優先順位やその

決定プロセスなど、都市が抱えている課題の解決に資する知見について学習する。

到達目標
①都市が抱えている多岐にわたる課題に関する包括的な理解を深める。

②具体的な「建築企画」の提案発表を通じて、事業実施に関する実践的な理論・手法・技能について習得する。

授業方法と

留意点

①景観まちづくり、②地域まちづくり、③空家の利活用促進、④防災・減災まちづくり、⑤まちなか観光、⑥里山再生・農ある暮らし、⑦繁華街

の安全・安心、⑧地域福祉、⑨団地マネジメント、⑩市街地住宅の再生、⑪地域住宅計画、以上１１テーマを取り上げ、実例を通じた課題解説と

それに対する「建築企画」の提案発表を行う。また、参加型のワークショップを２回実施し、議論を深化させる実践的なアプローチを試みる。

科目学習の

効果（資格）
特になし

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

都市再生分野で求められる

建築企画
都市再生・まちづくりの経緯と現状 都市・住宅政策

テーマ 京都の景観まちづ

くり

保全再生される京町家、地域で取り組む

景観づくり
京町家再生プラン

テーマ 地域まちづくり 地域コミュニティの再生 パートナーシップ

テーマ 空家の利活用流通

促進
六原学区における空家活用まちづくり

都市部において急増する空家の現状とその発生要

因

テーマ 防災・減災まちづ

くり
災害後応急対策と事前対策 ・ ・ の原則、住まいの耐震化

ワークショップ【発表】
自分の気にいる都市景観を提出し、その

選定および評価について発表
都市に対する観察眼を養う

テーマ まちづくり観光
長崎さるく博、歩いて暮らせるまちづく

り、くらっそ京都の取組
まちなか交通戦略、まちづくり観光

テーマ 農ある暮らし

木津中央地区におけるニュータウン開

発、中間組織による地域コミュニティ育

成

里山再生の現状

テーマ 繁華街の安全・

安心まちづくり
廃校小学校を活用した文化・交流

繁華街の抱える課題

ポジティブ・サーキット

ワークショップ【発表】

今日的な都市課題を考える

ロールプレイによるアクティブラーニ

ング

課題解決に資する企画を提案

異なる主体・立場の理解

テーマ 地域福祉 地域包括ケアシステム、終の棲家 少子高齢化で破綻する社会保障

テーマ 団地マネジメント
武庫川団地における団地マネジメント、

行列ができる公的住宅団地
公的住宅の現状と課題

テーマ 市街地住宅の再

生①

京都府住宅供給公社堀川団地の再生ビ

ジョン
公的資産としての団地再生の現状と課題

テーマ 市街地住宅の再

生②

京都府住宅供給公社堀川団地の再生ビ

ジョン
世紀型の団地再生まちづくり

テーマ 地域住宅
京都まちなかこだわり住宅、平成の京町

家、震災復興住宅プロジェクト
計画の趣旨とその限界

関連科目 特になし

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
小テスト（適宜） 、 回のワークショプに関する提案内容 、および最終試験（記述式筆記試験） により評価する。

学生への

メッセージ
都市再生・まちづくり分野に興味を持ち、積極的な議論を望む学生を求めます。

担当者の

研究室等
特になし

備考
特になし

事前学習：事後学習欄に示した内容について、毎回 時間程度取り組む

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 建築計画各論 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 前期 授業担当者 木多 彩子 柳沢 学

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

授業概要・目的 建築計画各論は、人間の活動の受け皿としての空間を、その空間の使われ方（ビルディングタイプ）に応じて知見を整理する

講義である。具体的には、利用者と使用者という二つの視点からみた「建物の使われ方」、文化的背景を踏まえた「規模計画」、近年注目されてい

る具体的な実例をなどをとりあげる。授業担当者は、建築の実務経験を有する。この経験を活かし、受講生に実務を意識した学びを提供します。

到達目標 到達目標 各種ビルディングタイプの特徴の理解 規模計画の基本的事項の把握 代表的な事例とプランタイプの理解

授業方法と

留意点

講義全般において建築計画上の要点をおさえつつ、近年注目される建築事例を紹介します。 を活用した資料提供を利用して、学生の皆さ

んも積極的に外に出て、講義で習った事項を実際の場所や空間で実体験するようにしてください。

科目学習の

効果（資格）
設計演習Ⅱ 、Ⅱ 、Ⅲ 、Ⅲ 、および卒業設計、さらに建築士試験において必要な基礎的知識を得られる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

建築計画とは何か

建築計画が教えること・教えないこと

建築計画各論の目的 生活圏とコミュ

ニティ施設、プレテスト

予習課題（１）

居住施設の計画 １ 独立住宅の計画と実例 予習課題（２）

居住施設の計画 ２
集合住宅の計画（かたち、関係、しくみ）

と実例
予習課題（３）

居住施設の計画 ３
集合住宅の計画（住宅地、住宅関連産業）

と実例
予習課題（４）

商業・業務施設の計画 １ 店舗・ の計画と実例 予習課題（５）

商業・業務施設の計画 ２ オフィス・駐車場の計画と実例 予習課題（６）

商業・業務施設の計画 ３ ホテル・宿泊研修施設の計画と実例 予習課題（７）

中間テスト
第１回から第 回の学習内容習得状況

の確認
試験対策

学校・教育施設の計画 幼稚園・小学校の計画と実例 予習課題（８）

社会・文化施設の計画 １ ホール・劇場の設計と実例 予習課題 ９

社会・文化施設の計画 ２ 図書館の設計と実例 予習課題 １０

社会・文化施設の計画 ３ 美術館の設計と実例 予習課題 １１

医療・福祉施設の計画 病院の設計と実例 予習課題 １２

医療・福祉施設の計画 ２ ケーススタディ 福祉関連施設見学 予習課題 １３

多様化するデザイン概念
建物再生、人々によるデザイン、未完成

のデザイン

関連科目 「建築計画基礎」、「構造力学・構造基礎」をあらかじめ修得しておくこと。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

建築空間計画 積田 洋 他 彰国社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
学期末試験成績（ ）、中間試験（ ）、復習・予習課題（

学生への

メッセージ

色々な建物や街の環境を体験し、その場所の良さや価値（問題も含めて）が、空間・人・社会・使い方・歴史などによって、どのように成立して

いるかを考えることが重要です。建築計画で得た知識を元に、各自が体験し、読みとった場所を、復習・予習課題を通じて報告する機会を設けま

す。

担当者の

研究室等
号館 階 木多教授室

備考 事前学習：事前事後学習課題欄に示した内容について、毎回 時間以上かけて取り組み、授業開始時に課題を提出する

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 建築計画基礎 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 前期 授業担当者 小林 健治 加嶋 章博

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

本科目は、遠藤剛生建築設計事務所において９年間一級建築士として設計実務に携わった教員が、実例を紹介しながら、建築の設計・計画の基礎

知識と基本的技法等を講義する。建築士資格相当の設計・計画の基礎知識を修得することを目的とする。

到達目標

建築計画に関する基礎知識の修得、 各種単位空間の計画知識の修得、 社会や時代に対応した人間的な建築を計画する基礎の理解、 建築と

人間の関わりに関する重要な概念の理解、 建築を計画する上で必要なボキャブラリーを組み立てる基礎の理解、 建築計画に関する基本的技法

の理解。

授業方法と

留意点

配布資料を用いたノート講義形式です。スライドや板書等の資料を積極的にメモすることで知識の修得を行ってください。知識は建築や空間を実

体験することでさらに理解が深まるので、積極的に建築や空間を体験してもらう演習課題を課します。

科目学習の

効果（資格）
設計演習Ⅰ、Ⅱａ、Ⅱｂ、Ⅲａ、Ⅲｂ、及び卒業設計、さらに建築士資格取得のための基礎知識を修得することができる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

建築の範囲（これまでの建

築）

建築とは何か、建築が扱ってきた範囲及

び基本ボキャブラリー

建築とは何か、建築と建築以外の境界線を自身でひ

いてみる

身近な環境における建築計

画
住宅における単位空間 自身の住宅の単位空間の構成を調べる

身近な環境における建築計

画
公共施設における単位空間

不特定多数の人が利用する建築の単位空間の構成

を調べる

日常の生活を支える建築計

画
建築の安全性、経済性

安全性、経済性という視点で日常生活を支える建築

を見直す

日常の生活を支える建築計

画
建築の耐久性、更新性

耐久性、更新性という視点で日常生活を支える建築

を見直す

人間と建築の関係からみた

建築計画
建築の機能性、快適性

機能性と快適性という視点で人間と建築の関係を

考える

人間と建築の関係からみた

建築計画

パーソナルスペース、テリトリー、人間

の属性
自身の知覚と他者の知覚の違いを調べる

中間試験・建築の寸法 形態とスケール、建築の秩序 前半の復習、前半に調べた内容の寸法を計測する

屋外空間の生活とデザイン

１
人の居方・アクティビティ 自分のまわりに居る他者の意味や価値を考える

屋外空間の生活とデザイン

２
関係性のデザイン

単体としてのデザインではなく、互いの関係性の上

で成り立つデザインを探す

建築の技法１
敷地、計画目標、イメージ、フィールド

サーヴェイ
身近な建築の計画条件をしらべる

建築の技法２
平面計画、断面計画、ファサードデザイ

ン

身近な建築の平面計画、断面計画、ファサードデザ

インをしらべる

建築の構成１ 建築の構法 建築を構成する「材」は何かをしらべる

建築の構成 ２ 建築の一般構造 建築を構成する【材」の種別を考える

建築の範囲（これからの建

築）

計画を伝えるための技法や手法、建築が

扱わなければならない範囲

これからの建築が検討すべき課題は何かをしらべ

る

関連科目 設計演習Ⅰ、Ⅱ 、Ⅱ 、Ⅲ 、Ⅲ 、 建築計画各論、構造力学・構造基礎など

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

コンパクト建築設計資料集成 日本建築学会編 丸善株式会社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

建築計画
長澤泰編著、在塚礼子、西出和彦

著
市ヶ谷出版会

（新版）建築計画Ⅰ
岡田光正、柏原士郎、森田孝夫、

鈴木克彦著
鹿島出版会

初めての建築設計ステップ・バイ・ステップ
川北健雄、三上晴久、倉知徹、水

島あかね、花田佳明著
彰国社

評価方法

（基準）
中間試験と期末試験（併せて ％）、予習・復習課題（ ）とする。

学生への

メッセージ

建築を学ぶためには、自分が経験、体験することが必要です。講義で示す視点を思い出しながら、その場所で建築が生み出している場所の質を観

察してください。また幅広く本を読み、各種メディアにアンテナを張るようにしてください。

担当者の

研究室等
号館 階 小林准教授室

備考
事前学習：内容に記載した事柄について身近な環境がどうなっているか、毎回 時間以上考える。

事後学習：講義した事柄について身近な環境におきかえて毎回 時間以上取り組む。

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 建築材料Ⅰ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 前期 授業担当者 柳沢 学 木多 彩子 山田 知輝

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

授業概要・目的 建築材料には、建物の柱、梁、床、耐力壁、基礎など建物の骨組を構成する構造材料がある。これらの材料を使用して建築物を

設計する時、あらかじめ材料の長所、短所あるいは材質など基礎的知識と応用を熟知し適材を適所に用いる方法を間違えないことが大切である。

授業担当者は 年間準大手ゼネコンに勤務し、主に技術開発研究や構造設計のキャリアがある。授業ではそれらの経験を踏まえて、実務社会で

要求される建築骨組に関わる専門技術教育の他、社会人として必要となる人間力はじめ協働でワークするための実践教育を行う。

到達目標
到達目標 建築材料で用いる用語を理解し利用できる フレッシュコンクリートの性能を理解し調合設計ができる 硬化コンクリート

の性能を理解し構造設計に適用できる 鋼材の種類および性能を理解し利用できる

授業方法と

留意点

教科書を中心とした講義とするが、事前に反転授業（ 事前講義・ 小テスト）を受けてくる方法をとることがある。グループワークを行い

グループで課題をまとめて発表することもある。能動的学習用に による全小テストも用意している。事前・事後学習、授業中の積極的（能動

的）な参加を期待する。

科目学習の

効果（資格）
一級建築士および二級建築士学科試験の「構造」および「材料・施工」部門に関係する。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

授業内容これから学ぶ建築

材料

建築材料の基本的性質

スケジュール、注意事項、評価方法

建築材料の発達 建築材料の分類 建築

材料に必要な性能および性質 建築材

料と規格

シラバス熟読

教科書ｐ ～ｐ

セメント 概説
種類と製法 諸性質 教科書ｐ ～ｐ

コンクリート 特徴

構成材

料

セメント 水 骨材

各種コンクリート
教科書ｐ ～ｐ ，ｐ ～ｐ

コンクリート 混和材料 ＡＥ剤 減水剤 ＡＥ減水剤 混和材 教科書ｐ ～ｐ

コンクリート コンクリー

トの調合

調合設計の目標・手順

調合強度 スランプ値 水セメント比

単位水量 単位セメント量 細骨材率

空気量 混和材料 計画調合の表し方

教科書ｐ ～ｐ

コンクリート フレッシュ

コンクリートの性質

ワーカビリティー スランプ 空気量

材料分離 コールドジョイント
教科書ｐ ～ｐ

コンクリート 硬化したコ

ンクリートの性質

コンクリートの強度 強度理論

コンクリートの圧縮強度に及ぼす要因
教科書ｐ ～ｐ

コンクリート コンクリー

ト強度
強度試験方法と各種強度 力学的性質 教科書ｐ ～ｐ

コンクリート コンクリー

トの耐久性
中性化 塩害 アルカリ骨材反応 教科書ｐ ～ｐ

コンクリート コンクリー

ト製品

プレキャストコンクリート プレスト

レストコンクリート コンクリートブ

ロック パネル

教科書ｐ ～ｐ

金属１ 鉄類

製鉄と加工・成形
製鉄 圧延 教科書ｐ ～ｐ

金属２ 炭素鋼の性質・種類
物理的性質 機械的性質 熱的性質

熱処理 構造用鋼材の種類
教科書ｐ ～ｐ

金属３ 炭素鋼以外の鉄類，

鉄類以外の金属，金属の腐食

とその防止

鋳鉄 合金鋼

銅とその合金 アルミニウムとその合

金

腐食 防食法

教科書ｐ ～ｐ

金属４ 金属製品
構造用材

形鋼 鉄筋コンクリート用棒鋼
教科書ｐ ～ｐ

全体 まとめ 全体的なまとめ 回～ 回の見直し

関連科目

鉄筋コンクリート構造Ⅰ，Ⅱ

鋼構造Ⅰ，Ⅱ

構造実験

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

建築材料（第四版） 橘高義典、杉山央 市ヶ谷出版社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

による事前講義・ 小テスト（２５％）と、演習・レポートなど（２５％）、定期試験（５０％）の割合で評価する。６０％以上を合格とす

る。

学生への

メッセージ

多くの建築材料の特性を知り、その使用用途や使用適正個所への判断を誤らないような知識の習得が重要である。主に構造材料に時間を割いてい

る。はば広く知識を得ることを希望する。

授業中は私語を慎み、集中して授業内容の理解に努めて下さい。

担当者の

研究室等
号館 階 柳沢教授室

備考 事前講義、 小テスト、 全小テスト、教科書や事前学習ノート・演習の見直しなどには 回あたり 時間以上かけること。

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 建築材料Ⅱ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 後期 授業担当者 高木 恭子

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

建築構造材としての木材及び各種仕上材を、建築物での使用部位ごとの特徴的な要求性能や、それに対応する材料の長所・短所から学び、建物の

設計、積算、施工等を縦断する基礎的知識を得ることを目的としている。

到達目標

）木構造の構成と木材の長所・短所を知ることができる。

）建築物の構成部位ごとの要求性能から、材料を選択した理由を考察することができる。

）図面から、 つの建築物を構成する材料の数量や価格を含めた概要を読み取ることができる。

授業方法と

留意点

教科書及び配布資料を中心とした講義形式とする。

毎回のテーマに応じた材料特性を教科書から学び、図面を利用して材料の種類や名称、数量を読みとる。

数量計算や図面の読み取りを授業内でも行うので、三角スケールと計算機、色鉛筆（またはサインペン等図面に色分けができるもの）を持参する

こと。

科目学習の

効果（資格）
一級・二級建築士資格取得のために必須である。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス

建物を構成する材料の種類

授業の目的と概要、評価基準と注意事項

の確認。

建物に必要な部材と数量算定方法の

説明。

予習：建築材料Ⅰの内容について復習しておくこ

と。（ 時間）

復習： 構造体の数量算定方法を把握する（ 時間）

木構造 ：木材の概要 木の種類とその特徴

予習：課題建物の概要をまとめる。（ 時間）

復習：住宅事例の使用木材をリストアップし、部位

及び樹種、形状を確認する。（ 時間）

木構造 ：木構造の構成

構造部材の名称

事例図面から構造部材を分類し、その数

量と価格を確認する。

予習：木構造の構造材の名称を確認する。（ 時間）

復習：授業課題を完了させる。（ 時間）

木構造 ：下地材の構成

下地材料の名称

事例図面から下地材を分類し、その数量

と価格を確認する。

予習：木構造の下地材の名称を確認する。（ 時間）

復習：授業課題を完了させる。（ 時間）

木構造 ：木構造に関するま

とめ

木質材料の長所と短所

木構造の構成材に関わる価格のまとめ
予習：住宅事例の材料についてのレポート（ 時間）

建築物の内外装材とは
住宅事例の材料のまとめ

建築物の内外装材の概要

予習：事例の構造材及び下地材の数量と価格をまと

める（ 時間）

復習：事例の仕上げ材を確認する（ 時間）

外装材 ：屋根材料（防水材）
屋根の機能と要求性能、屋根葺き材、屋

根勾配と防水材

予習：事例の屋根材の名称と数量を確認する。（

時間）

復習：授業課題を完了させる。（ 時間）

外装材 ：外壁材料 外壁の機能と要求性能

予習：事例の外装材の名称と数量を確認する。（

時間）

復習：授業課題を完了させる。（ 時間）

外装材 ：開口部と接合材料

（外部の開口部）
外部開口の機能と要求性能

予習：事例の外部開口の数量を確認する。（ 時間）

復習：授業課題を完了させる。（ 時間）

内装材 ：床材料 床の機能と要求性能
予習：事例の床材の名称と数量を確認する。（ 時間）

復習：授業課題を完了させる。（ 時間）

内装材 ：内壁・天井材 内壁・天井の機能と要求性能

予習：事例の壁材・天井材の名称と数量を確認する。

（ 時間）

復習：授業課題を完了させる。（ 時間）

内装材 ：開口部と接合材料

（内部の開口部）
内部建具の要求性能

予習：事例の内部建具の数量を確認する。（ 時間）

復習：授業課題を完了させる。（ 時間）

内外装材に関するまとめ 内外装材のまとめ
予習：非住宅事例の材料についてのレポート（ 時

間）

建築材料に関するまとめ

（建物全体を構成するその

他の材料）

非住宅事例から確認した構造材・仕上材

の特性。

建物に関わるその他の材料について

予習：建築工事に関わる項目を価格としてまとめる

（ 時間）

復習：授業課題を完了させる。（ 時間）

建築材料に関するまとめ

（建物と材料の寿命）

建物の廃棄までの流れと建材のリサイ

クルについて

建物

予習：建築物に関わる価格をまとめる（ 時間）

関連科目 設計演習関連科目、建築材料Ⅱ、鉄筋コンクリート構造 、鉄筋コンクリート構 造 Ⅱ、鋼構造Ⅰ 、鋼構造Ⅱ

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

建築材料 第四版 橘高義典、杉山央 市ヶ谷出版社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

初学者の建築講座 建築材料 橘高義典・小山明男・中村成春 市ヶ谷出版社

構造用教材 日本建築学会 丸善株式会社

積算ポケット手帳 建築編 建築資料研究社 建築資料研究社

評価方法

（基準）

課題のまとめ 、中間レポート ％、授業への積極的関与 （授業時の課題への取組、宿題への取組）の割合で総合的に評価する。

原則として出席率 以上の学生のみを成績評価の対象とする。

学生への

メッセージ

建築物は多くの材料で成り立っています。建築材料への理解は、建物の設計、積算、施工等を具体的な確認につながると共に、材料の開発や選択

する際の評価基準にもつながります。

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

授業では木造建築物を主な事例として、設計や環境、構造、建築基準法といった様々なテーマを材料を通して理解することを目指しています。建

築材料Ⅰの学習内容も含むので、よく理解しておいて下さい。

担当者の

研究室等
号館 階 建築学科共通準備室

備考 質問が授業時間内で行えるように、事前事後学習にて授業内容を理解しておくこと。

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 建築情報処理応用 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 前期 授業担当者 小林 健治 白須 寛規 辻井 麻衣子

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

企画、設計、施工という建設業務の多くで必要とされているプレゼンテーションの技能を修得する為に、 、 を用いて、プ

レゼンテーションの手法について実習を中心に学ぶ。

到達目標
および を用いて ）計画のダイアグラムを制作出来ること、 プレゼンテーションボードが作成できること、 現象を他

者に効果的に伝える為の視点を身につけること

授業方法と

留意点
各回の始めに簡単な説明をしますが、講義の基本は自発的な演習と質問に対しての回答という方法で行います。

科目学習の

効果（資格）
将来の実務・現場でのプレゼンテーション能力の基礎となる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

建築写真・パース、建築図面

の加工
背景・人物の合成 建築系雑誌、コンペ等の建築写真の事例を調べる。

建築写真・パース、建築図面

の加工
色の補正、明るさの補正 建築写真の表現方法を検討する。

建築写真・パース、建築図面

の加工
断面図の表現 建築系雑誌、コンペ等の図面表現の事例を調べる。

建築写真・パース、建築図面

の加工
平面図の表現 建築系雑誌、コンペ等の図面表現の事例を調べる。

伝わるデザイン レイアウトのルール、ストーリー 紙面デザインの事例を調べる。

伝わるデザイン 紙面構成、グループ化、階層化 紙面構成のルールを分析する。

伝わるデザイン ターゲット、コンテンツ 表現手法、レイアウトを検討する。

伝わるデザイン 発表と講評
他者のデザインに対する批評を行い、自身のデザイ

ンと向き合う。

インフォグラフィック１

インフォグラフィックの事例及び手法

の紹介

データの収集１

インフォグラフィックの事例を調べる

インフォグラフィック２
データの収集

適切な表現方法を検討する

インフォグラフィックの表現を検討する

ラフスケッチを描いてくる

インフォグラフィック３ 表現を作成する 資料を完成させて提出する

風景分析１
風景の分析の事例および手法を紹介す

る
街のなかの気になる風景を集めてくる

風景分析２
風景写真を分析、グループで検討する

イラストレーターで風景のトレース
気になる風景をトレースする

風景分析３ 資料を作成する 資料を完成させて提出する

風景分析４ 発表と講評
発表に対して批評を行う

自身の資料を振り返る

関連科目 建築設計Ⅲ 建築設計Ⅲｂ 卒業研究

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

、 等のソフトウェアの技法修得度（ ）、成果物の完成度・密度（ ）で、各課題ごとに評価を行い、総合 ％以上を合

格とする。

学生への

メッセージ

授業は 演習室で行いますが、インターネットを含めた講義室以外でみること、しらべること等を意識して、授業に取り組んでください。教科

書や参考書の指定はしませんが、個々に合った本を購入して利用するようにしてください。

担当者の

研究室等
号館 階 小林准教授室・白須講師室

備考

事前・事後学習：事前事後学習欄に記載した内容を毎回 時間以上取り組むこと。

本講義で教授するスキルは、設計演習Ⅲ 設計演習Ⅲｂのプレゼンテーションや調査分析に非常に関係があり、卒業研究を行うための基礎的なス

キルである。

専
門
科
目

31



摂南大学シラバス

科目名 建築情報処理基礎 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 後期 授業担当者 木多 彩子 小林 宏彰 辻井 麻衣子

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

授業概要・目的］ 建築の設計・施行に際して必要となるコンピュータを用いた製図技術（ ： の修得を目的とする。

本講義では 次元 は を利用し、 次元 は を用いる。本講義は情報処理室で行うが、パソコン台数と作業時間に限り

があるので、 年次学生の履修を優先する。授業担当者は、建築の実務経験を有する。この経験を活かし、受講生に実務を意識した学びを提供し

ます。

到達目標 到達目標 で基本的な操作を覚える。 で一般図が作成できる。 でプレゼンテーション図面が作成できる。

授業方法と

留意点
授業時間内に作業を進め、完了するためには、無遅刻、無欠席が必須である

科目学習の

効果（資格）
を用いた製図は、とりわけ透視図作成時に活用度が高い。また他の ・ ソフト習得時の理解が速まる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション、

の概要

基本操作と基本

コマンド

コンピュータ利用上の説明、バックアッ

プ体制の準備、カスタマイズ

操作手順、拡大・縮小、入力方法、作成

コマンド、修正コマンド、文字記入、寸

法記入、練習問題

配布プリント （参考書 から ）

平面図作成 １
通り芯、寸法の作図

柱、壁の作図
配布プリント （参考書 から ）

平面図作成 ２
建具、設備の作図

文字入力、印刷出力
配布プリント （参考書 から ）

中間作業確認 操作修得の確認 配布プリント

の概要 基本操作
の基本コマンド、基本操作、

練習問題
教科書 （ から

によるプロダクト

モデリング１
マグカップのデザインと作成 教科書 （ から

によるプロダクト

モデリング ２
椅子のデザインと作成 配布資料

による住宅のモデ

リング １
平面図の作成と立体化 教科書 （ から

による住宅のモデ

リング ２
外部建具の作成と配置 教科書 （ から ）

による住宅のモデ

リング ３
外装／内装の作成と仕上げ 教科書 （ から ）

による住宅のモデ

リング ４

画像の出力／アニメーションの作成

データの読み込みと利用
教科書 （ から ）

と３ プリンタ
３ プリントサービスの概要

模型用データの作成
教科書 （ から ）

による建物のモデ

リング１
形態作成 マテリアルの表現 配布資料

による建物のモデ

リング ２
見せ方の工夫 プレゼン―との作成 配布資料

期末作業確認 操作修得の確認 配布資料

関連科目 設計演習Ⅰ・Ⅱ ・Ⅱ

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

パーフェクト作図実践編 阿部秀之

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

やさしく学ぶ 芳賀百合

評価方法

（基準）
課題点 、中間作業確認（ 、期末作業確認（ ）

学生への

メッセージ

私語を慎み熱心に取り組めば、授業時間内に作業を完了させることが充分にできます。もし、自宅で復習や自習をする場合には のコンピ

ュータが必要です。

担当者の

研究室等
号館 階 木多教授室

備考 事後学習：事前・事後学習課題欄に示した内容について、毎回 時間以上かけて作業手順を確認する。

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 建築施工Ⅰ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 前期 授業担当者 渡邊 信夫

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

建築の主な構造体である 造、 造、 造で構成されている大型事務所ビルをモデルとしたイラストを多用した教科書を使用して、着工から竣

工までの工事進捗に沿った工事の流れや建築用語、工法、工事管理ポイント等を学びます。

工事の流れに合わせて経験談や失敗談を交えたり、実際の工事写真等を用いて実務内容がイメージしやすいように進めます。

到達目標
教科書のイラストとその内容説明また適時示す写真や関連資料により、各工事の概要やイメージをつかみ、建築施工とは、施工管理とは、どのよ

うなもので何をするのかを学ぶ事により、建築施工管理技術者としての基礎知識を得ることを到達目標とします。

授業方法と

留意点

教科書を中心とした授業としますが、適時写真や図など関連資料を示したりしながら授業を進めます。授業の中では適時質問時間も設けますが、

事前の学習では教科書をみてわからないところ等をきちんとノートで整理しておいてください。これらをもとに授業態度を考慮します。グループ

で課題を解き発表してもらう場合があります。また小テスト以外に理解度確認テストをする場合があります。

科目学習の

効果（資格）
一級建築士や一級施工管理技士の資格取得の学科試験「施工部門」に関係します。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

授業内容について、建築生産

の流れ

授業内容、進め方、評価基準等に関して

説明する。

概要として建築生産の流れを説明する。

シラバスを良く読み、教科書全体に目を通しておく

事

建築生産
工事に携わる人と組織体制、役割、建築

施工の工事管理について説明する。
教科書 ～ ， ～

準備工事
着工までの調査、現場事務所の設置等、

仮設工事を含めた準備工事を説明する。
教科書 ～ ， ～

地業・土工事 山留め・杭・土工事について説明する。 教科書 ～ ， ～

鉄筋コンクリート工事１

躯体工事の流れと型枠工事について

説明する。

１～４回までの小テスト及びその解説

を行う。

教科書 ～ ， ～

鉄筋コンクリート工事２
躯体工事の流れと鉄筋工事、コンク

リート工事について説明する
教科書 ～ ， ～

鉄骨工事
地上躯体部分の鉄骨造において鉄骨製

作から現場作業について説明する。
教科書 ～ ， ～

防水、カーテンウォール工事

防水、シール工事、外装カーテンウォー

ル工事について説明する。

５～７回までの小テスト及びその解説

を行う。

教科書 ～ ， ～

石・左官・タイル工事
各工事の概要と管理ポイントについて

説明する。
教科書 ～ ， ～

建具・ガラス・塗装・軽量鉄

骨下地・内装・

各工事の概要と管理ポイントについて

説明する。
教科書 ～ ， ～

電気・空調・給排水設備工事

各設備工事の概要と管理ポイントにつ

いて説明する。

レポート課題を配布する。

教科書 ～

工程表作成演習
躯体サイクル工程の作成演習と発表を

行う。
教科書ｐ ～ｐ ，ｐ ～ｐ

昇降機・機械駐車設備工事・

防災・建築と設備

８～１１回までの小テスト及び解説を

行う。

各設備工事の概要と管理ポイント、建築

と設備のかかわりについて説明する。

レポート課題の回収。

教科書 ～

外構・その他工事・竣工

外構工事の概要、検査・引渡しまでの業

務について説明する。

レポート課題の内容分析について説明

する。

教科書 ～

全体 まとめ 全体的なまとめを行う。 教科書全般

関連科目 建築施工Ⅱ 建築材料 その他構造関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

施工がわかるイラスト建築生産入門
日本建設業連合会編 イラスト

川崎一雄
彰国社

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
期末試験 ％ 小テスト ％ 演習、課題レポート等 ％ の割合で総合的に評価します。

学生への

メッセージ

建築施工は業界の特殊用語が多く、言葉だけではなかなかイメージがわきにくいと思います。今回イラストを多用した教科書を採用しているので、

事前・事後学習では事前に目を通しわからない事を整理しておいて下さい。時には経験談をまじえた話をし、建築施工の面白さを伝えたいと思っ

ていますので、興味を持って授業に臨んでください。

担当者の

研究室等
号館 階 共通準備室

備考 事前事後の学習は 回あたり 時間以上かけるようにしてください。

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 建築施工Ⅱ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 後期 授業担当者 渡邊 信夫

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

「建築施工Ⅰ」で学んだ事をベースに 工事に沿った施工管理業務のいくつかを、授業の中で実際に手を動かしてもらいながら、教科書の内容を

更に掘り下げて学ぶ事によって、建築施工の面白さと興味を深めてもらいます。

到達目標
施工管理技術者として、必要な実務のいくつかを演習を行い手を動かすことにより、その考え方ややり方を会得し、施工管理技術者の業務を理

解することを目標とします。

授業方法と

留意点

教科書を中心に授業を進めますが、その内容を取りまとめた資料も用いて行います。

また適時関連した資料や参考図等のプリントを配布し説明します。講義内容によっては施工管理業務の一部をグループワークで演習したり、それ

を板書で発表してもらったります。

科目学習の

効果（資格）
一級建築士や一級施工管理技士の資格取得の学科試験「施工部門」に関係します。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

授業の内容

請負契約、施工体制

授業の進め方、履修の心構え

請負契約、現場の施工体制について説明

する。

教科書 ～ 、 ～

準備工事、仮設工事

工事着工までの準備工事、共通仮設工

事、直接仮設工事について説明する。仮

設足場等の計画演習を行う。

教科書 ～ 、 ～

杭工事、山留工事、土工事

杭の種類、工法、施工計画、山留めと支

保工、土工事の計画、施工管理を説明す

る。

小テスト①を実施、合わせて回答解説を

行う。

教科書 ～ 、 ～ 、 ～ 、

鉄骨工事
鉄骨工事の施工計画、検査の内容など施

工管理のポイントを説明する。
教科書 ～ 、 ～

工事全体の流れ
ビデオを見ながら流れを説明、質疑応答

を行う。

ビデオを見た中で感じたこと、学んだ事を見つけ、

質問を入れたレポートを作成すること

鉄筋コンクリート工事の流

れ

型枠工事

鉄筋コンクリートの躯体工事の流れ、型

枠工事の計画、施工管理を説明する。型

枠支保工についての計画演習を行う。

教科書 ～ 、 ～

鉄筋工事、コンクリート工事

鉄筋工事、コンクリート工事の計画、施

工管理を説明する。

コンクリートの数量積算演習を行う。

教科書 ～ 、 ～

躯体図（コンクリート寸法

図 Ⅰ

設計図（意匠、構造）に基づいて、躯体

図の見方を説明し、いくつか断面を作図

することにより理解を深める。

講義での躯体図見方の復習を行うこと

躯体図（コンクリート寸法

図 Ⅱ

躯体図の作図手順と表現の仕方等を説

明する。
演習での作図復習を行うこと

課題レポートの分析と総括
課題に対し提出されたレポートの分析

と総括。
レポートに記載した以外にも質問を考えておく。

外装タイル割り

外装タイル割付けについて解説、簡単な

タイル割付け図の作成を行う。

小テスト②を実施、合わせて解説を行

う。

割付の考え方を復習し理解を深めること

設計図の見かた

実際にある意匠、構造の設計図を見て、

表現の仕方や、書かれてる内容の解説を

行う。

渡された設計図を再度みて、わからない点などを探

してみる復習をすること

設備工事

電気・空調・給排水・昇降機・機械駐車・

防災設備工事について、方式や機器など

を説明、建築工事との関りについて説明

する。

教科書 ～

各工事のポイント
教科書全体を通して、各工事における品

質、原価等の管理ポイントを説明する。
教科書全般

安全管理、まとめ

安全管理について、その概要、関連法、

管理のポイントなどを説明し、最後に後

期授業全体のまとめを行う。

今までの総復習をしておくこと

関連科目 建築施工Ⅰ 建築材料Ⅰ・Ⅱ その他構造関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

施工がわかるイラスト建築生産入門
日本建設業連合会編 イラスト

川崎一雄
彰国社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

誰でもわかる 建築施工 改訂版
雨宮幸蔵 荒井一彦 池永博威

長内軍士 河合弘泰 倉持幸由
彰国社

評価方法 期末試験 ％ 小テスト ％ 演習、課題レポート等 ％の割合で総合的に評価します。

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

（基準）

学生への

メッセージ

物をつくることにたずさわる醍醐味は、建物が完成した時のみならず、それぞれの過程で自分がどのように係わったかで、その面白さや喜びが違

ってきます。

物をつくる過程や様子が判るように、具体的な例や体験を交え、時には実際に手を動かしてもらい、ものづくりの面白さや興味が湧く講義にした

いと思っています。

担当者の

研究室等
号館 階 共通準備室

備考
始めて知る事が多いと思われるので、事前事後の学習は 回あたり 時間くらいかけて理解を深めて下さい。授業時間外の質問については、授

業の前後を利用して対応します。

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 建築設備学 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 宮本 征一

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

建築物における建築設備の役割を説明する。空気調和設備・給排水衛生設備とそれらに関する電気設備などの内容を説明する。地球環境負荷の低

減に向けての建築設備設計の役割について説明する。

建築環境工学で学んだ知識を基に、地球環境への配慮した設備計画を提案できる能力を身につけること、またはそれらを理解したうえで建築計画

を行なう能力を身につけることを目的とする。授業担当者は、建築の実務経験を有する。この経験を活かし、受講生に実務を意識した学びを提供

します。

到達目標
空気調和設備・給排水衛生設備とそれらにかかわる電気設備などの内容を理解し、一級建築士の資格試験に出題される用語を理解して、設備の概

略を説明することができる。

授業方法と

留意点
教科書に沿った講義を行うため、第２回の授業までに、教科書を購入して、必ず持参すること。

科目学習の

効果（資格）
建築設備士、一級建築士、一級管工事施工管理技士、などの資格を取得するために重要な科目である。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

空気調和・給排水衛生設備の

概要
建築設備の必要性について学ぶ。

事前学習は、授業テーマ（内容）の教科書の範囲に

記述している図表を見てくること。事後学習は、

講義内容を教科書を読むなどして復習すること。

空気調和設備１
空気調和設備の概要、室内の温熱環境・

空気環境について学ぶ。

事前学習は、授業テーマ（内容）の教科書の範囲に

記述している図表を見てくること。事後学習は、

講義内容を教科書を読むなどして復習すること。

空気調和設備２ 空気調和の負荷について学ぶ。

事前学習は、授業テーマ（内容）の教科書の範囲に

記述している図表を見てくること。事後学習は、

講義内容を教科書を読むなどして復習すること。

空気調和設備３ 熱源システムについて学ぶ。

事前学習は、授業テーマ（内容）の教科書の範囲に

記述している図表を見てくること。事後学習は、

講義内容を教科書を読むなどして復習すること。

空気調和設備４ 空気調和システムについて学ぶ。

事前学習は、授業テーマ（内容）の教科書の範囲に

記述している図表を見てくること。事後学習は、

講義内容を教科書を読むなどして復習すること。

空気調和設備５

暖房方式、排煙設備、空気調和設備にか

かわる省エネルギー技術、空気調和設備

のマネージメントについて学ぶ。

事前学習は、授業テーマ（内容）の教科書の範囲に

記述している図表を見てくること。事後学習は、

講義内容を教科書を読むなどして復習すること。

空気調和設備に関する演習
一級建築士レベルの空気調和設備に関

する問題を解答し、理解を深める。

事後学習は、授業で解いた問題の理解を深めるこ

と。関連する内容を復習すること。

給排水衛生設備１
給排水衛生設備の概要、給水設備につい

て学ぶ。

事前学習は、授業テーマ（内容）の教科書の範囲に

記述している図表を見てくること。事後学習は、

講義内容を教科書を読むなどして復習すること。

給排水衛生設備２ 給湯設備、衛生器具設備について学ぶ。

事前学習は、授業テーマ（内容）の教科書の範囲に

記述している図表を見てくること。事後学習は、

講義内容を教科書を読むなどして復習すること。

給排水衛生設備３
排水通気設備、排水処理・雨水利用設備

について学ぶ。

事前学習は、授業テーマ（内容）の教科書の範囲に

記述している図表を見てくること。事後学習は、

講義内容を教科書を読むなどして復習すること。

給排水衛生設備４ 消火設備、ガス設備について学ぶ。

事前学習は、授業テーマ（内容）の教科書の範囲に

記述している図表を見てくること。事後学習は、

講義内容を教科書を読むなどして復習すること。

給排水衛生設備に関する演

習

一級建築士レベルの空気調和設備に関

する問題を解答し、理解を深める。

事後学習は、授業で解いた問題の理解を深めるこ

と。関連する内容を復習すること。

空気調和・衛生設備に関する

電気設備

電気設備の概要、電力設備の概要、通

信・情報・防災・中央監視制御設備の概

要、搬送設備の概要について学ぶ。

事前学習は、授業テーマ（内容）の教科書の範囲に

記述している図表を見てくること。事後学習は、

講義内容を教科書を読むなどして復習すること。

建築設備の見学会

寝屋川キャンパスの建築設備について

見学して具体的な建築設備について学

ぶ。

事前学習は、教科書の図・写真を見てくること。事

後学習は、見学できた機器について教科書などで理

解を深めること。

建築設備学総論
建築設備に関する重要な語句について

学ぶ。

事後学習は、今までの授業の内容について体系的に

復習すること。

関連科目 建築環境工学をはじめとする建築に関する専門知識が必要である。

教科書 番号 書籍名 著者名 出版社名

空気調和・衛生設備の知識 空気調和・衛生工学会 オーム社

参考書 番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
演習 および期末試験 で評価する。

学生への

メッセージ
建築設備の基本的知識を身につけるために、復習すること。教科書の図表を使用して講義を行うため、教科書を必ず持参すること。

担当者の

研究室等
宮本教授室

備考
事前学習は、 分以上してください。事後学習は、 分以上してください。暗記するのではなく、建築環境工学の知識と関連付けて理解するこ

と。

専
門
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 建築ゼミⅠ 科目名（英文） Seminar in Architecture I 

学部 理工学部 学科 建築学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 1 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 
宮本 征一.池内 淳子.大谷 由紀子.加嶋 章博.木多 彩子.

小林 健治.白須 寛規.西村 勝尚.柳沢 学 

ディプロマポリシー(DP) G◎ 

科目ナンバリング TDA1073a0 

 

授業概要・ 

目的 

建築学は計画環境系・構造生産系の広い分野からなり、専任教員の専門分野も多岐にわたる。早期に各教員と身近に接し、各分野をどのよう

に学べばよいか、建築学の概要を学び、大学での勉学・調査・研究の仕方と倫理を具体例を通して体験する。建築全般について、また学生生

活全般にわたって、教員に相談が出来る機会でもある。なお、本授業は建築学科専任教員全員で担当する。授業担当者は、建築の実務経験を

有する。この経験を活かし、受講生に実務を意識した学びを提供します。 

到達目標 [到達目標]１）建築学の各分野の概要把握、２）大学での勉学の仕方を身につける。 

授業方法と 

留意点 

建築ゼミⅠでは、各教員に同人数となるようにゼミ分けをする。ここでのゼミ担当者が３年次前期までの担任であり、日常的な質問や相談の

窓口になる。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

以下の流れに沿って、各回教員毎の 9 グループに分かれ、 建築・都市に関する課題を模擬的に体験する。 

〈第 1 回〉全体ゼミ１：建築学科で学ぶ内容（コース概要等）について・コース申請等 

〈第 2 回〉全体ゼミ２：建築学科で学ぶ内容（倫理教育等）について（ファーストイヤーガイドを用いて研究不正の防止や ISO14000 の取り組

みなどを知る）・SMART SPI 

〈第 3 回〉全体ゼミ３：PC 環境（成績管理システム・履修確認）・SMART SPI 

〈第 4 回〉についてかたちと言葉の関係を考える１（課題説明・建築模型材料の加工方法） 

〈第 5 回〉かたちと言葉の関係を考える２（グループディスカッション・課題制作） 

〈第 6 回〉かたちと言葉の関係を考える３（建築をみる視点・課題制作） 

〈第 7 回〉かたちと言葉の関係を考える４（プレゼンテーション） 

〈第 8 回〉かたちと言葉の関係を考える５（制作の仕上（ハコの制作）） 

〈第 9 回〉かたちの力学的性質を考える１（ストローによる建築構造の制作） 

〈第 10 回〉かたちの力学的性質を考える２（ストローによる建築構造の実験） 

〈第 11 回〉かたちの力学的性質を考える３（発泡スチロールによる梁の制作） 

〈第 12 回〉かたちの力学的性質を考える４（発泡スチロールによる梁の実験） 

〈第 13 回〉かたちの力学的性質を考える５（実験結果の考察・発表） 

〈第 14 回〉全体ゼミ４：ふりかえりと到達目標（全体をふりかえる） 

〈第 15 回〉全体ゼミ５：（建築見学会＋レポート） 

関連科目  専門科目全般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

教科書・・教材は毎回プリントを配布する。 その他

必要なものは、各教員の指示に従って用意すること。  

参考書・・授業で紹介 

  

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

課題に対する積極性やグループワークにおける責任遂行および連携の取り組み（チームワーク力）（75％） 

作品・実験結果・調査分析・レポート等の提出物（25％） 

学生への 

メッセージ 

建築をはじめて学ぶ諸君に幅広い専門分野を紹介し、これから学ぶ建築学に導きます。まずは建築に興味を抱き、将来の職業イメージをもつ

ことは日々の学習意欲を高めます。また、社会に貢献する建築家、建築技術者を目指すには、広範に、深く学び、時間をかけて思索する姿勢、

さらに様々な人とコミュニケーションを図り協力する姿勢を培うことが大切です。そのきっかけの場になるものとして、このゼミを位置付け

て欲しいと思います。 

建築ゼミにおいて、担任とのつながりを再確認し、学習方法や態度を反省するとともにアドバイスなどを受けることも大切です。 

担当者の 

研究室等 
8 号館 3 階 各教員の研究室 

備考 

第 15 回建築見学会は、曜日・場所の変更となる可能性がある。また見学先の都合により全体を分割して実施する場合がある。詳細は授業で伝

達する。 

事前・事後学習：授業テーマに即してさまざまな課題が提示される。各回の事前・事後併せて 3 時間程度、これらの課題に取り組み成果を振

り返ること。 

専
門
科
目
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科目名 建築ゼミⅡ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 前期 授業担当者
宮本 征一 池内 淳子 大谷 由紀子 加嶋 章博 木多

彩子 小林 健治 白須 寛規 西村 勝尚 柳沢 学

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

建築学は計画・環境・構造・生産など広い分野からなる。各専任教員が各専門分野の概要などを示し、建築学の分野の領域を把握する。分野に関

連する課題を通して、社会が抱える問題を理解し、調査内容を編集し、プレゼン能力を高めることを目的とする。共同で課題に取り組むことで、

多面的価値観を育成し、コミュニケーション力の向上を図るとともに、キャリアデザインを考える一助とする。演習課題は、計画・役割分担・考

察・発表といった協働作業を少人数グループで取り組むことで、担任との、また学生間の交流促進をはかる。なお、本授業は建築学科専任教員全

員で担当する。授業担当者は、建築の実務経験を有する。この経験を活かし、受講生に実務を意識した学びを提供します。

到達目標

到達目標

１）建築学における専門分野の概要を把握する。

２）課題を探求し、解決のプロセスを考え、発表する能力を高める。

３）建築分野における就業イメージを持つ。建築ゼミ では特に協働作業に積極的に参加することで、自身の役割を見極め、チームワーク力を

高める力を培う。

授業方法と

留意点
当該担当教員による講義と演習がある。また共通課題が与えられ、各グループで課題や解決プロセスを探求する。

科目学習の

効果（資格）

幅広い分野を持つ建築学の各分野に関連付けながら社会が抱える課題を理解できるようになる。同時に、建築の社会がいかなるものか、キャリア

デザインの一助になる。一級建築士、二級建築士

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス／共同作業への

アプローチを考える

建築専門分野の概要、および、建築の仕

事の新しい動向などを紹介する。また、

共同作業へのアプローチについて概説

する

ゼミⅠにおける共同作業の振り返り、ゼミⅡにおけ

る共同作業の方法を考える

建築環境系１

建築および周囲環境で用いられている

建築材料の表面温度を測定することと、

その建築材料に触れた時の温冷感を把

握することを行い、温冷感に影響を及ぼ

す物理要因は何であるのか。また、感覚

知覚の個人差はどの程度であるのかを

明らかにする。

身近な建築物を構成している材料に触れて、どのよ

うな感触であるのか、その材料は何であるのかを調

べておく。

建築環境系２
グループ作業の進捗と成果を確認・議論

し、課題と取り組み方を共有する。
観測内容と方法を確認し復習しておく。

建築環境系３
グループ作業の成果を発表し、課題と取

り組み方を共有する。
プレゼンテーションの準備をゼミで取り組む。

建築意匠・デザイン系

人々の活動の受け皿として建築・都市空

間の美しさ、優しさを体験学習をとおし

て考える。

身近な建築やまちに目を向け、意匠や景観、使いや

すさなど各々が問題意識をもって観察しておく。

建築意匠・デザイン系

グループ作業の進捗と成果を確認し、課

題を再度議論し、取り組み方を共有す

る。

グループワークの進捗を確認し、最終成果に向けて

ゼミで作業に取り組む。

建築意匠・デザイン系

グループ作業の成果を発表し、課題と取

り組み方を共有する。建物見学会の事前

レクチャーを聞く

プレゼンテーションの準備をゼミで取り組む。

建物見学会
学外の建物見学に行き、建物の意匠・構

造・環境・設備について学ぶ。

事前レクチャーの内容を復習し、見学する建築に関

する文献、資料に目を通す。見学後はまとめておく。

建築構造系１
コンクリートの基本をなすモルタルを

用いた模型梁を製作する。
建築材料Ⅰの「コンクリート」を復習しておく。

建築防災系
災害・防災をテーマにワークショップ

（避難所運営訓練）を行う。

災害に関する報道や事例に目を通しておく。ワーク

ショップ結果をまとめる。

建築防災系
防災系 で実施したワークショップを

グループごとに議論しまとめる

防災系 で実施した の結果を個人的に分析し、

議論に備える。結果をまとめる。

建築防災系
ワークショップの成果を発表し、課題と

取り組み方を共有する。

成果発表準備を行う。他班の発表を聞き、自分の班

の結果を振り返る

建築構造系

モルタルで作った模型梁の構造実験を

行い、力の大きさと壊れ方の関係を観察

する。

構造力学Ⅰの単純梁の曲げモーメントおよびせん

断力を復習しておく。

建築構造系
グループ作業の成果を発表し、課題と取

り組み方を共有する。
プレゼンテーションの準備をゼミで取り組む。

総合発表会
各チームのベストジョブの発表を行う。

レポートをまとめる。

これまでの取り組みから各チームのベストジョブ

に対するプレゼン内容をブラッシュアップする。他

チームの発表から自分たちとの比較を行う。

関連科目 専門科目全般

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

専
門
科
目
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評価方法

（基準）

以下で評価を行う。

・課題に対する積極性やグループワークにおける責任遂行および連携の取り組み（チームワーク力）（ ％）

・作品・実験結果・調査分析・レポート等の提出物（ ％）

学生への

メッセージ

建築学のさまざまな専門分野を知り、興味を抱くこと、また将来の職業イメージをもつことは日々の学習意欲を高めることに繋がる。建築ゼミⅡ

において、担任とのつながりを再確認し、一年間の大学での学習結果などを踏まえて、学習方法や態度を反省するとともにアドバイスなどを受け

ることも大切である。

担当者の

研究室等
号館 階 各教員の研究室

備考

講義、実習等の順番は変更となる場合がある。その場合は事前に通告するので、掲示等をよく見ること。

事前・事後学習：授業テーマに即してさまざまな課題が提示される。事前・事後併せて 時間程度、これらの課題に取り組み成果を振り返るこ

と。

専
門
科
目
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科目名 建築ゼミⅢ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者
宮本 征一 池内 淳子 大谷 由紀子 加嶋 章博 木多

彩子 小林 健治 白須 寛規 西村 勝尚 柳沢 学

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

建築学は、計画・環境・構造系などの分野からなり、 人の専任教員の分野も多岐にわたる。この科目では、 年次の卒業研究を考える第 段階

として、専任教員の専門分野に関連する演習にゼミ単位で取り組み、基礎的な知識を修得する。

授業担当者は、建築の実務経験を有する。この経験を活かし、受講生に実務を意識した学びを提供します。

到達目標 卒業研究に向けた専門分野選択やテーマ選定を行う上で必要な素養を身につけることを到達目標とする。

授業方法と

留意点

専任教員ごとの グループ（ゼミ）に分かれ、各教員の専門に関連した演習を行う。従って、ゼミ課題は基本的にゼミごとに異なる。

ゼミ分属は、各ゼミがおよそ同人数となるよう決定する。その際に本人の希望が優先されるが、 年次の成績や修得単位数などを参考に人数調

整が行われる場合があるので、日常的な勉学に励むこと。

科目学習の

効果（資格）
卒業研究を行うために重要な科目である

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス
各ゼミで課題や指導方針の説明など

研究者倫理に関する基礎的な解説
各ゼミの取り組み方法に合わせた学習課題

各ゼミの個別課題 各教員の専門に関連した演習 各ゼミの取り組み方法に合わせた学習課題

各ゼミの個別課題 各教員の専門に関連した演習 各ゼミの取り組み方法に合わせた学習課題

各ゼミの個別課題 各教員の専門に関連した演習 各ゼミの取り組み方法に合わせた学習課題

各ゼミの個別課題 各教員の専門に関連した演習 各ゼミの取り組み方法に合わせた学習課題

卒業研究中間発表会の聴講
年生の卒業研究中間発表会を聴講し概

要を記録する

卒業研究中間発表会の聴講レポート（ゼミ間共通課

題）

卒業研究中間発表会の聴講
年生の卒業研究中間発表会を聴講し概

要を記録する

卒業研究中間発表会の聴講レポート（ゼミ間共通課

題）

各ゼミの個別課題 各教員の専門に関連した演習 各ゼミの取り組み方法に合わせた学習課題

各ゼミの個別課題 各教員の専門に関連した演習 各ゼミの取り組み方法に合わせた学習課題

各ゼミの個別課題 各教員の専門に関連した演習 各ゼミの取り組み方法に合わせた学習課題

各ゼミの個別課題 各教員の専門に関連した演習 各ゼミの取り組み方法に合わせた学習課題

各ゼミの個別課題 各教員の専門に関連した演習 各ゼミの取り組み方法に合わせた学習課題

各ゼミの個別課題 各教員の専門に関連した演習 各ゼミの取り組み方法に合わせた学習課題

卒業研究審査会の聴講
年生の卒業研究審査会を聴講し概要を

記録する
卒業研究審査会の聴講レポート（ゼミ間共通課題）

卒業研究審査会の聴講
年生の卒業研究審査会を聴講し概要を

記録する
卒業研究審査会の聴講レポート（ゼミ間共通課題）

関連科目 建築専門科目全般、一般教養科目、特に人文系、社会科学系

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

・課題に対する積極性やグループワークにおける責任遂行および連携の取り組み（チームワーク力）（ ％）

・学科共通レポート等の提出物（ ％）

・ゼミ内の作品・実験結果・調査分析・レポート等の提出物（ ％）

学生への

メッセージ
年生の卒業研究を考えていく上で、きっかけとなる重要な科目です。

担当者の

研究室等
号館 階 建築学科専任教員（ 人）の研究室

備考
年生の卒業研究中間発表会および卒業研究審査会の日程は、変更の可能性がある。別途、提示する。

事前・事後学習：事前・事後併せて 時間程度、課題に取り組み成果を振り返ること。

専
門
科
目
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科目名 建築法規 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 前期 授業担当者 上田 尚延

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

建築物を建設する場合だけでなく、建設市場の動向をもコントロールするものの一つが建築法規であるため、建設関係のどの職種においても欠か

せないツールであることを認識し、その必要となる法規制の基本的知識の諏旨、内容を理解すること。

到達目標

基本的用語の理解に始まり、建物の主要技術的基準や、都市計画区域内の建築制限を把握した上で、建築関係規定の概観し、建築確認申請・検査

の手続きを理解し、建設技術者としての社会的責任を理解する

授業方法と

留意点

建築基準法法令集と図解・建築基準法を併用した講義方式であるが、建築法規であるためプロジェクター等を使用し、なるべく立体的な表現を目

指し、講義・演習を行い、理解し習得する。

科目学習の

効果（資格）
二級建築士及び一級建築士等の資格を取得するのに重要な試験項目である。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション・建築基

準法 目的と構成

授業の進め方､法律の制定及び目的と構

成
演習問題

建築基準法 用語の解説

一般的な用語について、防火関係の用

語、面積、高さ及び階数の求め方等につ

いて

演習問題

建築基準法 建築手続
既存不適格建築物、建築確認申請､中間､

完了検査等について
演習問題

建築基準法 単体規定
敷地の安全､居室の採光､換気､遮音等に

ついて
演習問題

建築基準法 建築設備
電気 避雷針､昇降機､給水､排水等につ

いて
演習問題

建築基準法 構造強度
構造耐力、構造計算、荷重と外力等につ

いて
演習問題

建築基準法 構造強度
木造、鉄筋コンクリート造、鉄骨造、特

定天井等について
演習問題

建築基準法 防火関係（ ）

耐火建築物などとしなければならない

特殊建築物、防火地域と準防火地域、防

火区画について

演習問題

建築基準法 防火関係（ ）

防火区画の設置基準、面積区画と高層階

区画、竪穴区画、異種用途区画、内装制

限等について

演習問題

建築基準法 避難関係等
廊下､階段、排煙設備、非常用照明装置

等の避難について
演習問題

建築基準法 集団規定
道路、都市計画区域等､用途地域内の建

築制限について
演習問題

建築基準法 集団規定
容積率、前面道路の幅員の緩和、建ぺい

率、外壁後退について
演習問題

建築基準法 高さ関係
高さ制限、道路斜線、隣地斜線、北側斜

線等について
演習問題

建築基準法 まちづくり
天空率、日影規制及び総合設計制度、建

築協定等について
演習問題

建築基準法 関係法令
消防法、建築士法、バリアフリー新法、

都市計画法等について
なし

関連科目 建築設計を行うに当たっては、建築設備としての電気工学や機械工学等の習得が必要である。。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

建築基準法関係法令集 年版（平成 年版）オ

レンジ本・横書き
建築資料研究所 日建学院 建築資料研究所

史上最強図解 よくわかる建築基準法 大脇賢次 ナツメ社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
定期試験の成績 と演習問題やレポート等の内容 を用いて評価する。

学生への

メッセージ

条文が難解なため、最初はかっこ内は読まない等工夫し、全部を読もうとせず、興味のある部分から読み始めると理解が進むと考えます。また、

学習が進むほどに、以外と楽しくなると考えます。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考

質問などあれば、講義の前後の時間等、教室で対応したいと思います。

授業の内容はかなり多いため、事前・事後学習はもちろん演習問題など授業内容について、毎回 時間以上かけて自習に取り組む事が必要と考

えます。

専
門
科
目
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科目名 建築倫理 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 後期 授業担当者 飯田 匡

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

建築倫理とは、建築技術者が実務の場で直面するであろう諸問題への対処方法を考える際に、その拠り所となるとなる普遍的な規準である。建築

を取り巻く社会環境が大きく変化する中、将来を支える優れた建築技術者は、こうした規準、すなわち専門家としての心構えを身につけることが

不可欠である。そこで本講義では、リスク、責任、義務、技術等に関する具体的な事例の分析を通して、これからの建築技術者に求められる倫理

的責任を学習する。また、事故や失敗を起こさないためには、どのように考え、行動すべきであるのかといった議論を通して、バランス感覚のと

れた建築技術者の育成を図る。

到達目標

これまでに技術者の関わる場で生じた倫理的な問題や事故、失敗等の発生した理由、およびその後の対処等を学ぶことにより、技術者がこうした

状況でどのように責任を果たすべきかを理解できる。

また、自身がそうした問題に巻き込まれたり、引き起こしたりしないためには、どのような規準を頼りに行動すべきかを知ることができる。

授業方法と

留意点

建築倫理の基本を学ぶ講義を行うと同時に、建築に限らず様々な工学分野における事故や失敗事例等の紹介を行う。事故・失敗事例に関しては、

グループ討議等を通してその原因の分析や対策等について考える。また、さらに理解を深めるために定期的にレポート課題を課す。

科目学習の

効果（資格）

建築倫理は、技術的な知識だけではなく、人間の行動や社会状況に関する知識の活用が重要であることを理解し、良識ある建築技術者として、持

てる技術を活かし、社会の要求に応えるために必要な普遍的なバランス感覚を身につける。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

建築倫理の概要
建築倫理とは何か、なぜ建築倫理を学ぶ

必要があるのかを理解する。
レポート課題

倫理と倫理学

正しい意思決定のためのツールとも捉

えられる倫理学の基礎概念を理解し、よ

りよく使う方法を学ぶ。

復習・予習課題

工学倫理の基礎

工学は本質的には危険を伴う社会的実

験という側面を持つことを理解し、そう

した中で工学技術者が果たすべき責任

はどうあるべきかを学ぶ。

復習・予習課題

工学倫理の基礎

倫理的に問題を解決するための手段を

学び、具体的な事例を対象に検討を行

う。

レポート課題

事故事例に学ぶ

構造計算書偽装事件、六本木ヒルズ回転

扉事故、ジョン・ハンコック・タワーの

ガラス崩落事故等の事故事例の分析か

ら、建築における事故発生のメカニズム

を理解する。

復習・予習課題

製造物責任

消費者の救済を目的とする製造物責任

法の理念について学び、設計者・製造者

が製品の設計・製造時に注意すべきこと

を理解する。

復習・予習課題

施工管理

基本的には一品生産であり、多種の材料

や職種が関わるため、複雑にならざるを

得ない建築の施工管理における問題点

ついて学習する。

レポート課題

失敗事例に学ぶ

手抜き工事による欠陥住宅や、構造計算

書偽造事件等の事例分析から、建築にお

ける設計 施工 監理のシステムの問題

について考える。

復習・予習課題

ヒューマンエラーとリスク

マネジメント

人が介在することによって引き起こさ

れるヒューマンエラーの発生メカニズ

ム、およびリスクを組織的に管理し、効

果的に危険や損失を回避するリスクマ

ネジメントの基本的な概念を理解する。

復習・予習課題

事故事例に学ぶ

明石花火大会事故ほか、過去に起こった

群集事故等の事例から、建築や都市空間

における事故発生のメカニズムを分析

し、より安全な建築・都市の設計方法を

考える。

レポート課題

倫理綱領

日本建築学会の定める倫理綱領等を参

考に、技術者を対象とする様々な倫理綱

領や行動規範を理解し、建築技術者に求

められる倫理や社会的責任等について

学ぶ。

復習・予習課題

知的財産権

特許や著作権といった知的財産権の概

要と、建築分野における知的財産権の扱

いについて具体的な事例から学習する。

復習・予習課題

失敗事例に学ぶ

期待された性能を満たさない「がっかり

建築」の事例分析から、建築の評価の難

しさと建築技術者の立ち位置について

考える。

レポート課題

ビジネス倫理

経済最優先ではなく、企業の社会的責任

が重視されるようになってきた今日、技

術者といえども理解しておくべきビジ

ネスの倫理について学ぶ。

復習・予習課題

応用倫理・総括

建築倫理と同様の技術倫理である、様々

な応用倫理の基本について学習する。ま

た、本講義の総括として、教訓と戒めを

まとめる。

レポート課題

専
門
科
目
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関連科目 特になし。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

建築倫理用教材 日本建築学会編 日本建築学会

はじめての工学倫理 第 版 齊藤了文、坂下浩司編 昭和堂

テクノリテラシーとは何か 齊藤了文 講談社

評価方法

（基準）
期末試験（ ）、レポート（ 回）（ ）により評価する。

学生への

メッセージ
授業への主体的な参加を望む。

担当者の

研究室等
号館 階 （建築学科共通準備室）

備考 事前学習：事後学習欄に示した内容について、毎回 時間以上かけて取り組む。

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 工業数学Ⅰ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 小泉 耕蔵

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

工学の分野では、法則は微分方程式で定式化され、解は積分で表現される場合が多い。また積分は種々の物理量の計算に用いられる。この講義で

は、まずはじめにベクトルの内積・外積等について復習及び工学への応用について学習するとともに、幾何学的な感覚を養う。そして、微分に関

する話題を復習しながら、速度、加速度、典型的な物理現象に触れる。また、積分については重心・慣性モーメントを中心にその定義の物理的意

味と計算技法を学ぶ。このように、物理の言葉が数学にどのように翻訳されるかを学び、数学の計算から物理現象を理解できるのだという、ささ

やかな経験を積むことを目標とする。

到達目標
微積分及び線形代数の主要な計算を実行できる。

専門基礎で用いられる数学的表現が理解できる。

授業方法と

留意点

比較的平易な内容に限定し容易に理解出来るものであるので、確実に自分のものとするよう心掛けて頂きたい。 そのためには、第一に欠席をせ

ず、毎回授業の前には復習をしておくこと、第二にどんなに些細でも不明なことは質問すること。

科目学習の

効果（資格）
本講義の内容は、工業数学 及び諸々の専門科目の習得に引き継がれる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

関数のグラフ
・微分の図形的意味、増減凹凸表、最大

最小値の計算
演習問題

最大値、最小値の計算
・微分を用いた最大最小値の計算及び工

学への応用
演習問題

関数の積分 ・種々の関数の積分の計算法 演習問題

ベクトル ・ベクトルの内積の図形的意味 演習問題

ベクトル ・ベクトルの外積の図形的意味 演習問題

行列式の計算 ・種々の行列式の計算方法 演習問題

行列式の応用 ・平行 面体の体積の計算 演習問題

一次独立、一次従属
・ベクトルの一次独立、一次従属性の判

定
演習問題

速度・加速度
・微分・積分を用いた速度、加速度の定

義、運動方程式の記述
演習問題

速度・加速度
・ポテンシャル、エネルギー保存則、単

振動と三角関数
演習問題

ベクトルを用いた物理量
・直線上の運動、投げ上げ、斜方投射へ

の応用
演習問題

ベクトルを用いた物理量
・外積を用いた、角運動量と力のモーメ

ントの記述
演習問題

重積分の計算 ・重積分の逐次積分法 演習問題

重積分の計算 ・ヤコビ行列を用いた変数変換 演習問題

重心と慣性モーメント ・重積分を用いた定義とその物理的意味 演習問題

関連科目
授業は以下の科目を履修していることを前提にして進める。

微積分 微積分 線形代数 線形代数

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

工業数学の基礎 年度版 摂南大学 基礎理工学機構編

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
小テストで ％、習熟度確認テストで 、期末テストで 判定し評価する。

学生への

メッセージ
号館 階に数学教員がいますので数学、自然科学に関するどんな質問でも気楽においで下さい。

担当者の

研究室等
号館 階 数学研究室

備考
事前事後学習は、毎回１ 時間以上かけること。

小テスト，演習問題等は採点して返却し、適宜講義中に解説する。

専
門
科
目
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科目名 工業数学Ⅱ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 小泉 耕蔵

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

工学の分野では微分方程式はもっとも頻繁に使われている数学の１つである。講義の前半は、 階の常微分方程式の解法及び工学・自然現象への

応用について学習する。そして講義の後半では 階の定数係数常微分方程式の解法・応用、及び微分方程式の数値的な解法について学習する。

到達目標

変数分離系などの微分方程式を解くことができる。

線形微分方程式を理解して解くことができる。

専門分野で出てくる微分方程式で解くことができる。

授業方法と

留意点

比較的平易な内容に限定し容易に理解出来るものであるので、確実に自分のものとするよう心掛けて頂きたい。 そのためには、第一に欠席をせ

ず、毎回授業の前には復習をしておくこと、第二にどんなに些細でも不明なことは質問すること。

科目学習の

効果（資格）
本講義の内容は、諸々の専門科目の習得に引き継がれる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

微分方程式の解
・微分方程式とは何か、原始関数 不定

積分 と微分方程式
教科書の演習問題

階常微分方程式 ・変数分離形１階微分方程式の解法 教科書の演習問題

階常微分方程式
・定数変化法による 階線形微分方程式

の解法
教科書の演習問題

階常微分方程式 ・微分方程式を用いた運動方程式の記述 教科書の演習問題

階常微分方程式 ・空気抵抗中の運動など物理への応用 教科書の演習問題

階定数線形微分方程式 ・基本解の導出 教科書の演習問題

階定数線形微分方程式 ・基本解・解の表示 教科書の演習問題

階定数線形微分方程式
・未定係数法 多項式

の解法
教科書の演習問題

習熟度確認試験及び解説講

義

第 回目までの内容に関する習熟度

確認試験、及びその解説講義

階定数線形微分方程式
・未定係数法 指数関

数 の解法
教科書の演習問題

階定数線形微分方程式
・未定係数法 三角関

数 の解法
教科書の演習問題

階定数線形微分方程式の応

用
・強制振動など物理への応用 教科書の演習問題

数値計算
・差分を用いた微分の記述、オイラー法

による微分方程式の解法
教科書の演習問題

数値計算
・ルンゲ・クッタ法による微分方程式の

解法
教科書の演習問題

総合演習 ・応用問題 教科書の演習問題

関連科目
授業は以下の科目を履修していることを前提にして進める。

微積分 微積分 線形代数 線形代数 工業数学

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

微分方程式の基礎 年度版 摂南大学 基礎理工学機構編

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
小テストで ％、習熟度確認テストで 、期末テストで 判定し評価する。

学生への

メッセージ
号館 階に数学教員がいますので数学、自然科学に関するどんな質問でも気楽においで下さい。

担当者の

研究室等
号館 階 数学研究室

備考
事前事後学習は、毎回１ 時間以上かけること。

小テスト，演習問題等は採点して返却し、適宜講義中に解説する。

専
門
科
目
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科目名 鋼構造Ⅰ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 前期 授業担当者 谷口 与史也

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

【授業概要】鋼構造建築物の構造設計をするうえで基礎となる構造解析理論をもとに鋼材の材料，接合法，各構造部材の特性を理解し，鋼構造に

おける設計，施工技術に関連する基本的事項を学習する。

到達目標 【到達目標】鋼構造建築物の設計・施工に関連する基本的な品質管理を行う能力を修得することを到達目標とする。

授業方法と

留意点

教科書、配布資料に沿って要点を板書して説明しますので、専用ノートを用意してください。また演習を２回実施しますので関数電卓を持参して

必ず出席してください。

科目学習の

効果（資格）
一級建築士、構造設計、設計監理、施工管理、技術士

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

序論 鋼構造の特徴，形式，部材の構成
教科書 の内容について教科書を初回から持

参すること

材料 鉄と鋼，生産過程，構造用鋼材など
教科書 ， の内容について

時間以上の事後学習に取り組む

許容応力度
機械的性質，疲労強度，ボルト接合，実

験ビデオによる学習

教科書 の内容について 時間以上の事前・事

後学習に取り組む

引張材 構造設計概要，断面算定，有効断面積
教科書 の内容について 時間

以上の事前・事後学習に取り組む

圧縮材 単材の許容圧縮応力度，座屈長さ
教科書 の内容について 時間以上の事

前・事後学習に取り組む

同 上
組立圧縮材，局部座屈，実験ビデオによ

る学習

教科書 の内容について 時間以上の事

前・事後学習に取り組む

演 習 圧縮材の検討
教科書 章末例題

関数電卓を持参すること

曲げ材
せん断応力度，せん断中心，降伏モーメ

ント

教科書 の内容について 時間以上の事

前・事後学習に取り組む

同 上 横座屈，曲げ材の検定
教科書 の内容について 時間以上の事

前・事後学習に取り組む

接合部の設計 ボルト接合，高力ボルト接合
教科書 の内容について 時間以上の事前・事

後学習に取り組む

同 上 溶接，溶接欠陥，各種接合部の検討
教科書 ，配布資料の内容について 時間以上

の事前・事後学習に取り組む

演 習 曲げ材，接合部の検討
教科書 ・ 章末例題

関数電卓を持参すること

仕 口 柱梁仕口，システムトラス接合部，柱脚
教科書 ，配布資料の内容について 時間以上

の事前・事後学習に取り組む

耐震設計 地震被害，耐震設計 スライド

まとめ 期末試験の準備
全体の要点整理をしますので、期末試験の準備とし

て必ず出席すること。

関連科目 建築材料学，建築構造力学，鋼構造２

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

鉄骨構造 基礎知識（第 版） 橋本篤秀編著 市ヶ谷出版

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

演習（ ），期末試験（ ）

演習は小テスト形式で授業時間内での解答、提出とするので、遅刻・欠席のないように留意すること。

学生への

メッセージ

授業中ノートを採り、教科書を確認しながら復習すること。また建築関連の雑誌などに掲載されている鋼構造に関する設計詳細をよく観ることで

理解が深まる。

担当者の

研究室等
建築学科共通準備室（ 号館）

備考
演習は期末試験を補完するもので、とても重要なので欠席することのないようにしっかり準備してください。

事前・事後学習課題に関しては各回のシラバスを参照してください。

専
門
科
目
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科目名 鋼構造Ⅱ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 後期 授業担当者 西村 勝尚

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

授業担当者は、株式会社大林組構造設計部門での 年間の構造設計者としての経験により、鋼構造に関する必要不可欠な下記の示す知識、設計

法に関して実践的に教授する。

鋼は重量に比して強度と変形能力に優れた構造材料であり、低層建築から高層建築まで幅広く用いられている。鋼構造を構成する柱や梁部材，お

よび鋼構造の構築にとって重要な接合部の力学的特性とそれに基づく設計法の基礎を修得する。鋼構造建築物の安全性を決定する２つの大きな要

因は座屈と接合部である。この科目では、構造力学の各科目、鋼構造Ⅰ、構造材料で学習した知識・技能に基づき、 柱、梁部材の性能、設計

法、 鋼構造に現れる座屈現象と接合部の性能、力学性状や設計法を設計演習を通して、鋼構造部材の設計の基本的な考え方を修得し、健全な

鋼構造物を設計・施工するための基礎知識を学び、演習を通して理解を深める。

到達目標 鋼構造の基本である柱、梁部材の設計法、柱の座屈現象、接合部の設計法の基本的考え方が説明でき、さらに簡単な部材の設計ができる。

授業方法と

留意点

指定教科書「建築鋼構造－その理論と設計－」と配布資料を用い、講義形式で授業を進める。適宜、演習問題を課す。演習では数値の計算も行う

ので、電卓を持参する。

科目学習の

効果（資格）
建築の施工や設計の実務に携わるための、基礎的知識と技法が身に着く。一級・二級建築士などの資格取得に役立つ。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス

設計荷重と部材・接合部の設

計条件

小梁設計の考え方を学ぶ。荷重、許容応

力度制約、たわみ制約など。

（事前）鋼構造Ⅰの復習しておく。教科書第 部

、 、第 部 章を読む。

（事後）配布資料等授業内容を復習する。

梁の設計
小梁設計の考え方と方法を理解するた

め、簡単な小梁設計の演習課題を行う。

事前 教科書第 部 を読む。第１回の内容の

復習。

事後）講義プリントの復習と演習問題の解答を見

直す。

梁の設計 ）

横座屈荷重、座屈長さ、局部座屈、幅厚

比、許容曲げ応力度などの基礎事項を理

解し、骨組構造の主要部材である大梁の

設計法について学び、演習課題を行う。

（事前）教科書第 部 を読む。

（事後）講義中に解いた演習問題を再解答する。第

回の配布プリントの復習および演習問題を見直

す。

圧縮材の設計

中心圧縮中の座屈について学ぶ。オイラ

ー座屈荷重、座屈長さ、細長比、許容圧

縮応力度など基本事項を学ぶ。

（事前）教科書第 部 章 、 を読む。

（事後）配布プリント等を復習しておく。出来れば、

座屈に関する参考資料を自主的に学習し、理解を深

めて置く。第 回の配布プリントを良く復習する。

柱の設計 ）
軸力と曲げを受ける部材の短期許容耐

力について学び、演習課題を行う。

（事前）教科書第 部 ～ を読む。

事後）講義プリントの復習と演習問題の解答を見

直す。

柱の設計 ）
軸力と曲げを受ける部材の終局耐力に

ついて学び、演習課題を行う。

（事前）教科書第 部 を読む。

（事後）第 回の内容を総復習および演習課題を

見直し、中間テスト１に備える。

中間テスト１＋復習
設計荷重、梁の設計、中心圧縮中の座屈、

柱の設計。

事前）梁の設計、中心圧縮中の座屈についてよく

復習する。

事後）解答例を良く見直しておく。

接合部パネルの設計
柱梁接合部パネルでの応力伝達機構を

学び、演習課題を行う。

（事前）教科書第 部 を読む。

（事後）講義プリントの復習および演習課題の回答

を見直す。

接合部の概要、アーク溶接

鋼構造の各種接合方式を説明し、設計法

の考え方を解説する。また、アーク溶接

を知る。

（事前）教科書第 部 、 を読む。

（事後）配布プリント等を復習する。

溶接接合 ）
溶接接合の接合形式と溶接記号につい

て学び、演習課題を行う。

（事前）教科書第 部 を読む。

（事後）今回の配布プリントを復習および演習課題

を見直す。

溶接接合 ）
完全溶け込み溶接、隅肉溶接の設計を学

び、演習課題を行う。

（事前）第 、 回の配布プリントの復習

（事後）講義プリントの復習と演習問題を見直す。

高力ボルト接合 ）
高力ボルト接合の力学原理、設計法につ

いて学び、演習課題を行う。

（事前）教科書第 部 、 を読む。

（事後）今回の配布プリントを復習および演習課題

を見直す。

高力ボルト接合

高力ボルト接合部の破壊機構と最大耐

力、引張接合について学び、演習課題を

行う。

（事前）教科書第 部 ～ を読む。

（事後）接合部に関する総復習を行い、中間試験に

備える。

中間試験２＋復習 溶接接合、高力ボルト接合。

事前）溶接接合、高力ボルト接合についてよく復

習する。

事後）解答例を良く見直しておく。

柱脚：埋込柱脚

中間テスト２解答の解説を通して、溶接

接合部や高力ボルト接合の設計に関す

る要点を総復習する。

柱脚の種類および埋込柱脚について学

び演習課題を行う。

（事前）教科書第 部 を読む。

（事後）演習課題、中間試験での解答を良く見直し、

正しい知識を得る。

関連科目
専門関連科目（微積分、線形代数、力学、物理等）、理工学基礎実験、鋼構造Ⅰ、構造力学 、構造力学Ⅱ、構造力学実践、その他建築構造関係

の全科目。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

建築鋼構造－その理論と設計－ 井上一郎、吹田啓一郎 鹿島出版会

参考書

専
門
科
目
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番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
演習課題＋中間試験（ ％）と期末試験（ ％）により総合的に判断する。

学生への

メッセージ

構造力学系科目の修得には、建物の挙動、特に安全性に係る諸現象を知り、それらが何故どのように生じるかを力学の原理原則に基づいて理解し、

イメージすることが重要である。その上で、建物の変形や限界状態を解析し，解析結果を理解および説明する能力を身につけることができる。重

要なことは、与えられた公式をただ形式的に理解し計算する技術を学ぶだけでは応用できない。実際の現象と力学的な理解を結びつけた技能およ

び結びつける知識、能力が重要であり，そこからのアイデアにより新たな技術が生まれる。

担当者の

研究室等
８号館３階 西村教授室

備考
・事前学習：事前学習欄に示した内容について、毎日 時間以上調べておく。

・事後学習：事後学習欄に示した内容について、毎日 １時間以上かけて復習する。授業で演習・解答した問題は必ず解きなおす。

専
門
科
目
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科目名 構造実験 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 柳沢 学 池内 淳子 西村 勝尚

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

授業概要・目的 建築物を構成する主要な構造要素・材料の力学的特性および物理・化学的特性の試験・実験法とその特性を下記の実験を通じて

学ぶ。ただし、天候等によって、順番、内容を一部変更することがある。

授業担当者は 年間準大手ゼネコンに勤務し、主に技術開発研究や構造設計のキャリアがある。授業ではそれらの経験を踏まえて、実務社会で

要求される建築骨組に関わる専門技術教育の他、社会人として必要となる人間力はじめ協働でワークするための実践教育を行う。

到達目標

到達目標 毎回出席して実験を肌で感じること。 実験で使用する器具や機器を覚えること。 結果を一般解と比較して考察できる。 コ

ンクリートの調合設計ができる。 ）後半の材料試験、鉄骨梁、鉄筋コンクリート梁の実験では予想値と比較して実際を確認し、比較・検討でき

る楽しみがある。

授業方法と

留意点

班毎にグループを作って実験する。グループ内でのチームワークが重要である。毎回、実験概要を説明し実験室にて実験する。翌日、観察、養生

する場合もある。実験後レポートを作成し提出する。回によっては講義室で演習をする場合にがある。

科目学習の

効果（資格）
構造実験は建築士受験資格のある指定学科では必要科目となっている。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス、班分け
構造実験概要

安全マニュアルの熟読

シラバスを熟読してくること

安全マニュアルの理解

セメント比重試験

セメントの比重の計測方法を理解し、そ

の比重を市販品の値と比較して評価す

る。

教科書ｐ

セメント凝結試験
セメントの凝結試験方法を理解し凝結

時間を計測し硬化状況を確認する。
教科書ｐ

セメント強度試験のための

供試体作製

セメント強度試験のための供試体を作

製する。
教科書ｐ ～ｐ

骨材比重試験
細骨材および粗骨材の比重を計測し地

域別の値と比較する。
教科書ｐ ～ｐ

コンクリート調合設計

コンクリートの調合設計の仕方を理解

し、翌週のコンクリート打設のための調

合計画を行う。

教科書ｐ ～ｐ

コンクリート強度試験のた

めの供試体作製

コンクリートを構成する、水、セメント、

細骨材、粗骨材および混和剤を計量し、

練り混ぜ後、スランプ試験の実施と供試

体を３本を作製する。

教科書ｐ ～ｐ

骨材粒度分布試験

コンクリートを構成する骨材のふるい

分け試験を行い、 値算出と粒度分布

曲線を求め 規格範囲と比較・検討す

る。

教科書ｐ ～ｐ

セメント強度試験
セメントの強度試験を行い、曲げ強度お

よび圧縮強度を算出し、評価・検討する。
教科書ｐ ～ｐ

細骨材中の有機不純物、塩化

物の定量分析

有機不純物試験方法を理解し、実験を行

い評価する。塩化物の定量分析を行いコ

ンクリート用骨材として使用できるか

を検討する。

教科書ｐ ～ｐ

コンクリート強度試験、鋼材

引張試験

コンクリート強度試験（圧縮および割

裂）の実施。鋼材の引張試験により、降

伏強度、引張強度および伸びを計測し規

格値と比較する。

教科書ｐ ～ｐ

教科書ｐ ～ｐ

鉄骨はりの曲げ実験 試験

体製作

鉄骨はりの曲げ実験を理解し、鉄骨はり

の曲げ耐力を推定する。また、翌週実験

する試験体にひずみゲージを貼付して

実験準備をする。

教科書ｐ ～ｐ

鉄骨はりの曲げ実験 実験

実施

鉄骨はりの曲げ実験を行い諸荷重等を

計算値と比較する。
教科書ｐ ～ｐ

鉄筋コンクリートはりの曲

げせん断実験

耐力算定

鉄筋コンクリートはりの曲げせん断実

験を理解し、鉄筋コンクリートはりの諸

耐力、諸剛性を算出する。

教科書ｐ ～ｐ

鉄筋コンクリートはりの曲

げせん断実験

実験実施

鉄筋コンクリートはりの曲げせん断実

験を行い諸荷重等を計算値と比較する。
教科書ｐ ～ｐ

関連科目
鉄筋コンクリート構造Ⅰ、Ⅱ

鋼構造Ⅰ、Ⅱ

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

建築材料実験用教材 日本建築学会 日本建築学会

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

専
門
科
目

49



摂南大学シラバス

評価方法

（基準）

実験教科であり、 の出席を前提とする。レポート課題点（ ）および実験態度点（ ）の成績を総合し、到達目標の達成度に応じて合否

を判定する。実験態度点は積極的に実験に参加し材料特性や構造性能を理解しようとする態度に基づいて評価する。

学生への

メッセージ

原則として実験資材は大学で用意するが、作業服・靴は用意しない。作業服・靴を購入する必要はないが、実験の内容により砂・セメント・油な

どで衣服が汚れる場合、足下が悪い場合がある。

授業中は私語を慎み集中して授業内容の理解に努めること。

担当者の

研究室等

号館 階 各教授室

共同担当者 西村勝尚・池内淳子

備考 事前・事後の学習（レポート作成含む）には 回あたり 時間程度を確保する必要がある。

専
門
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科目名 構造力学・構造基礎 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 前期 授業担当者 池内 淳子

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

建築の空間を自然災害から守り、安全に支えるために必要な要件の概説を行い、構造力学の基礎を学ぶ。また、特に構造力学修得に必要となる数

学および物理学に対して、高校課程までの学習内容の補足を行うとともに、今後学習する構造系科目との関連付けを学ぶ。授業担当者は、建築の

実務経験を有する。この経験を活かし、受講生に実務を意識した学びを提供します。

到達目標
１）建築における構造の役割と重要性の理解 ２）構造関連科目それぞれが持つ役割の理解 ３）構造力学修得に必要となる数学および物理学

に関して深く理解する。

授業方法と

留意点

講義と演習を組み合わせて授業を行うため、遅刻・欠席をしないこと。

やむを得ず、欠席をした場合には配布プリントの再配布は行わない。また、欠席した場合の授業内容については自己責任において回復すること。

科目学習の

効果（資格）
構造力学Ｉや構造力学Ⅱ、構造力学実践など、構造力学系科目を学ぶ基礎となる。一級・二級建築士資格取得のために必須である。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス

建築構造力学とは？

授業の目的と概要、評価基準と注意事

項、専門関連科目との関係、建築士試験

と構造力学、安全を支える構造力学

（事前）建築構造力学とはどのような学問であるか

を調べる

（事後）配布資料等授業内容を復習する

構造力学に必要な基礎知識

三角比、三角関数、微分・積分、方程式

とグラフ、質量と重量等について理解度

を確認し、簡単な構造力学の演習を行

う。

（事前）高校課程の復習を行う、

配布資料を読む

（事後）配布資料等授業内容を復習する

建物に作用する荷重（１）
固定荷重・積載荷重とそのモデル化につ

いて学ぶ

（事前）配布資料を読む

（事後）配布プリント等を復習し、講義中に解いた

演習問題を再解答する。

建物に作用する荷重（２） 雪荷重とそのモデル化について学ぶ

（事前）配布資料を読む

（事後）配布プリント等を復習し、講義中に解いた

演習問題を再解答する。

建物に作用する荷重（３） 風荷重とそのモデル化について学ぶ

（事前）配布資料を読む

（事後）配布プリント等を復習し、講義中に解いた

演習問題を再解答する。

建物に作用する荷重（４） 地震荷重とそのモデル化について学ぶ

（事前）配布資料を読む

（事後）配布プリント等を復習し、講義中に解いた

演習問題を再解答する。

静力学の基礎（１）
ベクトル、力，合力と分力，力のモーメ

ント

（事前）高校課程の復習、配布資料を読む

（事後）講義中に解いた演習問題を再解答する。

静力学の基礎（２） 示力図、連力図
（事前）高校課程の復習、配布資料を読む

（事後）講義中に解いた演習問題を再解答する。

梁から学ぶ構造力学（１）
外力・反力・応力について、支点と接点

について

（事前）配布資料を読む

（事後）配布プリント等を復習し、講義中に解いた

演習問題を再解答する。

梁から学ぶ構造力学（２） 反力算定 単純梁・片持梁

（事前）配布資料を読む

（事後）配布プリント等を復習し、講義中に解いた

演習問題を再解答する。

梁から学ぶ構造力学（３） 反力算定 静定ラーメン

（事前）配布資料を読む

（事後）すべての演習問題を解き直し内容の理解を

深める。

静定梁の断面力（１） 断面力・応力とは？
（事前）配布資料を読む

（事後）本日解いた問題を再解答する

静定梁の断面力（２） 単純梁の断面力、断面力図
（事前）配布資料を読む

（事後）本日解いた問題を再解答する

静定梁の断面力（３） 片持梁の断面力、断面力図
（事前）配布資料を読む

（事後）本日解いた問題を再解答する

静定梁の断面力（４）
断面力図の意味と符号の確認＝力の流

れを意識する＝

（事前）配布資料を読む

（事後）本日解いた問題を再解答する

関連科目
専門関連科目（微積分、線形代数、力学、物理等）、

理工学基礎実験、構造力学Ⅰ、構造力学Ⅱ、構造力学実践、その他建築構造関係の全科目

教科書 番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書 番号 書籍名 著者名 出版社名

図説 構造力学入門 豊田正敏 島村和夫 東洋書店

評価方法

（基準）
復習課題の提出（ ％）と期末試験（ ％）により総合的に判断する。

学生への

メッセージ

構造力学系科目の修得には、たゆまぬ努力が必要である。本講義は、これら構造力学系科目の導入に位置づけられており、必要に応じて高校課程

までで学習した数学や物理等の補足も行う。積極的に取り組み、「理解できた喜び」や「解ける喜び」をいち早く感じることが構造力学系科目の

修得には近道である。

担当者の

研究室等
号館 階 池内教授室

備考

・事前学習：事前事後学習課題欄に示した内容について、毎回 時間以上の時間をかけること

・事後学習：事前事後学習課題欄に示した内容について、毎回 時間以上かけて問題を解きなおす。特に授業で解答した問題は必ず解きなおすこ

と。

・理解できなくなったら、早めに質問に来ること。その際は、自分が解いたノートを持参すると、より理解が深まる。また、教育支援センターで

も構造力学の質問は受け付けてもらえるため、積極的に活用すること。

専
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科目名 構造力学Ⅰ 科目名（英文） Structural Mechanics I 

学部 理工学部 学科 建築学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 3 履修区分 必修科目 

学期 後期 授業担当者 池内 淳子.西村 勝尚.藤井 章男 

ディプロマポリシー(DP) H◎ 

科目ナンバリング TDA1052a0 

 

授業概要・ 

目的 

建築物の構造的安全性を確保するための構造上の基礎的知識を修得する。他の構造関係の科目を学習する上で必要な重要科目である。構造材

料の力学的性質、静力学の基礎的事項を述べ、静定骨組構造の力学的解析法について解説する。静定梁、静定ラーメン、静定トラスなど簡単

な構造要素について構造物の支点反力や内部に生ずる断面力を正確に求め、断面力図を描くための演習を行う。また、静定梁の応力の解析手

法を解説し、そのための演習を行う。授業担当者は、建築の実務経験を有する。この経験を活かし、受講生に実務を意識した学びを提供しま

す。 

到達目標 
 １）静定骨組構造の断面力を求め、断面力図を描くことができる、２）静定トラス構造の断面力を求めることができる、３) 骨組部材の断

面力から応力を求めることができる 

授業方法と 

留意点 

講義形式による解説と演習を繰り返しながら進める。よって遅刻・欠席などないようにすること。 

欠席した場合のプリントの再配布は行わない。また、欠席した場合の授業内容については、自己責任において回復すること。 

科目学習の 

効果（資格） 

一級建築士・二級建築士資格取得のために必須である。 

本講義については、単位修得のために取り組むのではなく、 

将来の一級建築士・二級建築士受験時をみすえて取り組むこと 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 ガイダンス・反力算定 

授業の目的と概要、評価基準と注意事項、

専門関連科目との関係、反力算定の確

認・復習 

（事前）構造力学・構造基礎で学んだ反力算定の復習 

（事後）本日解いた問題を再解答する 

2 静定梁の断面力（１） 集中荷重の断面力、断面力図 
（事前）配布資料を読む 

（事後）本日解いた問題を再解答する 

3 静定梁の断面力（２） 分布荷重の断面力、断面力図 
（事前）配布資料を読む 

（事後）本日解いた問題を再解答する 

4 
静定ラーメンの断面力

（１） 

静定ラーメン（単純梁）の断面力、断面

力図 

（事前）配布資料を読む 

（事後）本日解いた問題を再解答する 

5 
静定ラーメンの断面力

（２） 

静定ラーメン(片持ち梁)の断面力、断面

力図 

（事前）配布資料を読む 

（事後）本日解いた問題を再解答する 

6 
静定ラーメンの断面力

（３） 

静定ラーメンの断面力図の意味と符号の

確認＝力の流れを意識する＝ 

(事前）配布資料を読む 

（事後）本日解いた問題を再解答する 

7 
ヒンジを有する静定梁

の断面力 
連続梁の断面力、断面力図 

（事前）配布資料を読む 

（事後）本日解いた問題を再解答する 

8 
ヒンジを有するラーメ

ン構造の断面力 

3 ヒンジラーメン・連続梁の断面力と断

面力図 

（事前）配布資料を読む 

（事後）本日解いた問題を再解答する 

9 断面力算定 断面力算定の確認テスト 
（事前）これまで解いた問題を再解答 

（事後）テストの振り返り 

10 静定トラス（１） トラスとは？トラスの種類 
（事前）配布資料を読む 

（事後）本日解いた問題を再解答する 

11 静定トラス（２） トラスの解法（接点でのつり合い） 
（事前）配布資料を読む 

（事後）本日解いた問題を再解答する 

12 静定トラス（３） トラスの解法（接点法） 
（事前）配布資料を読む 

（事後）本日解いた問題を再解答する 

13 静定トラス（４） トラスの解法（梁のつり合い） 
（事前）配布資料を読む 

（事後）本日解いた問題を再解答する 

14 静定トラス（５） トラスの解法（切断法） 
（事前）配布資料を読む 

（事後）本日解いた問題を再解答する 

15 静定力学のまとめ 反力算定から断面力算定まで、力の流れ 
（事前）これまでの学習内容について総復習する 

（事後）本日解いた問題を再解答する 

16 中間テスト ------ 
（事前）これまでの学習内容について総復習する 

（事後）本日解いたテスト問題を再解答する 

17 断面の性質（１） 断面１次モーメントについて 
（事前）配布資料を読む 

（事後）本日解いた問題を再解答する 

18 断面の性質（２） 断面２次モーメントについて 
（事前）配布資料を読む 

（事後）本日解いた問題を再解答する 

19 断面の性質（３） 
図心軸からずれる断面２次モーメントに

ついて 

（事前）配布資料を読む 

（事後）本日解いた問題を再解答する 

20 断面の性質（４） 断面２次モーメントの算定 
（事前）配布資料を読む 

（事後）本日解いた問題を再解答する 

21 
軸方向力のみを受ける

梁要素 

軸方向力のみをうける梁要素の応力算定

手法 

（事前）配布資料を読む 

（事後）本日解いた問題を再解答する 

22 
断面力の定義、応力ブロ

ック 

断面力と断面力に作用する応力（応力ブ

ロック） 

（事前）配布資料を読む 

（事後）本日解いた問題を再解答する 

23 
断面に作用する応力

(１) 

軸方向力と曲げモーメントが作用する場

合の応力算定 

（事前）配布資料を読む 

（事後）本日解いた問題を再解答する 

24 
断面に作用する応力

(２) 

軸方向力と曲げモーメントが作用する場

合のラーメンの応力算定 

（事前）配布資料を読む 

（事後）本日解いた問題を再解答する 

25 
断面に作用する応力

(３) 

軸方向力と曲げモーメントが作用する場

合のラーメンの応力算定(解法) 

（事前）配布資料を読む 

（事後）本日解いた問題を再解答する 

26 
断面に作用する応力

(４) 
２方向の曲げをうける梁要素の応力 

（事前）配布資料を読む 

（事後）本日解いた問題を再解答する 

27 
断面に作用する応力

(５) 

軸方向力と２方向の曲げをうける梁要素

の応力 

（事前）配布資料を読む 

（事後）本日解いた問題を再解答する 

28 許容応力度設計 
梁の構造設計法について学び、応力を求

めたのち、断面算定を行う。 

（事前）配布資料を読む 

（事後）本日解いた問題を再解答する 
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29 
曲げに伴うせん断応力

（１） 
曲げに伴う梁のせん断応力を求める。 

（事前）配布資料を読む 

（事後）本日解いた問題を再解答する 

30 
曲げに伴うせん断応力

（２） 
H 型鋼のせん断応力と曲げ応力 

（事前）配布資料を読む 

（事後）本日解いた問題を再解答する 

 

関連科目 構造力学・構造基礎、構造力学Ⅱ、構造力学実践、構造力学Ⅲ、その他建築構造関係の全科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 図説 構造力学入門 豊田正敏、島村和夫 東洋書店 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

講義内に実施する中間テスト（１回）と期末試験の成績を合計して 70％、また、講義内で行う確認テストや確認レポート（合計 5 回程度）の

成績を 30％とし、あわせて 100％で評価を行い、60％以上を合格とする。 

学生への 

メッセージ 

建築の構造安全性を考える上で、重要な基礎科目である。 

この科目を履修するためには、構造力学 ・構造基礎で履修した知識を必要とする。特に、構造力学・構造基礎で学んだ反力の算定、断面力算

定はもう一度復習すること。毎回の講義で行う演習問題を復習していくと、理解が一層進む。 

担当者の 

研究室等 
8 号館 3 階  池内教授室 

備考 

・事前学習：事前事後学習課題欄に示した内容について、毎回 0.5 時間以上の時間をかけること 

・事後学習：事前事後学習課題欄に示した内容について、毎回 1 時間以上かけて問題を解きなおす。特に授業で解答した問題は必ず解きなお

すこと。 

・藤井先生・・・火曜５限担当 

専
門
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科目名 構造力学Ⅱ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 西村 勝尚

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

授業概要・

目的

建築物の構造的安全性を確保するための構造上の基礎的知識を復習し、実践力を養う。建築構造分野で用いる用語の定義や荷重・外力について二

級建築士および一級建築士問題を用いて確かめる。また、静定梁の力のつり合い、断面力・応力、棒材の伸縮変形、曲げ変形について実践的な解

法を学ぶ。さらに、建築骨組みに用いられる木材、セメント、鋼材等について、理解を深める。授業担当者は、建築の実務経験を有する。この経

験を活かし、受講生に実務を意識した学びを提供します。

到達目標
構造分野で用いられる用語を理解する、 荷重・外力・力のつり合い・断面力・応力・変形に関する実践的解法を理解し、基礎的な演習問題

を回答できる、 ） 建築構造物の各種材料について理解する。

授業方法と

留意点

講義形式による解説と演習を繰り返しながら進める。よって遅刻・欠席などないようにすること。欠席した場合のプリントの再配布は行わない。

また、欠席した場合の授業内容については、自己責任において回復すること。頻繁に課される演習問題を次週までに必ず解答してくる。

科目学習の

効果（資格）

一級建築士・二級建築士資格取得のために必須である。本講義については、単位修得のために取り組むのではなく、将来の一級建築士・二級建築

士受験時をみすえて取り組むこと。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス・構造力学で用い

る用語

授業の目的と概要、評価基準と注意事

項、構造力学で用いる用語

（事前）構造力学Ⅰ・構造力学Ⅱで学んだ内容の復

習

（事後）本日解いた問題を再解答する

荷重・外力 建物に作用する荷重と外力
（事前）構造力学・構造基礎で学んだ内容の復習

（事後）本日解いた問題を再解答する

力のつり合い（ ） 梁の断面力計算と断面力図
（事前）構造力学Ⅰで学んだ内容の復習

（事後）本日解いた問題を再解答する

力のつり合い（ ） ラーメン構造の断面力計算と断面力図
（事前）構造力学Ⅰで学んだ内容の復習

（事後）本日解いた問題を再解答する

力のつり合い（ ） 静定梁の断面力計算と断面力図まとめ
（事前）構造力学Ⅰで学んだ内容の復習

（事後）本日解いた問題を再解答する

断面の性質 断面二次モーメントの算出
（事前）構造力学Ⅰで学んだ内容の復習

（事後）本日解いた問題を再解答する

静定トラス トラス構造物の実践的解法
（事前）構造力学Ⅰで学んだ内容の復習

（事後）本日解いた問題を再解答する

断面に作用する応力（ ）
曲げモーメントが作用する場合の応力

算定

（事前）構造力学Ⅰで学んだ内容の復習

（事後）本日解いた問題を再解答する

断面に作用する応力（ ）
軸方向力と２方向の曲げをうける梁要

素の応力

（事前）構造力学Ⅰで学んだ内容の復習

（事後）本日解いた問題を再解答する

梁の変形（ ） 梁構造のたわみ・たわみ角
（事前）構造力学Ⅱで学んだ内容の復習

（事後）本日解いた問題を再解答する

梁の変形（ ） ラーメン構造のたわみ・たわみ角
（事前）構造力学Ⅱで学んだ内容の復習

（事後）本日解いた問題を再解答する

梁の変形（ ） ラーメン構造のたわみ・たわみ角
（事前）構造力学Ⅱで学んだ内容の復習

（事後）本日解いた問題を再解答する

木材 木材の性質と強度
（事前）建築材料Ⅰで学んだ内容の復習

（事後）本日解いた問題を再解答する

セメント・コンクリート
セメントの性質と強度、コンクリートの

性質

（事前）建築材料Ⅰで学んだ内容の復習

（事後）本日解いた問題を再解答する

鋼材 鋼材の性質と強度
（事前）建築材料Ⅰで学んだ内容の復習

（事後）本日解いた問題を再解答する

関連科目 構造力学・構造基礎、構造力学 、構造力学 、建築材料 Ⅰ他、 建築構造関係の全科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

「図説 構造力学入門」 豊田正敏 島村和夫 東洋書店

「建築構造力学 図説・演習」 中村恒善 丸善

「鉄筋コンクリート構造の基本と部材の設計」 永坂具也・柳沢学 彰国社

評価方法

（基準）
回の講義内テスト（ ％× 回）と期末試験（ ％）の成績を合計して評価する。

学生への

メッセージ

一級建築士・二級建築士資格取得のために構成した科目です。

本講義については、単位修得のために取り組むのではなく、将来の一級建築士・二級建築士受験時をみすえて取り組んでください。

単に数式や計算手法を学ぶだけではなく、建築骨組みの力の流れや変形の様子などを理解できるよう心がけること。

担当者の

研究室等
号館 階・・・池内教授室、西村教授室、柳沢教授室

備考

・事前学習：事前事後学習課題欄に示した内容について、毎回 時間以上の時間をかけること

・事後学習：事前事後学習課題欄に示した内容について、毎回 時間以上かけて問題を解きなおす。特に授業で解答した問題は必ず解きなおすこ

と。
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科目名 構造力学Ⅱ 科目名（英文） Structural Mechanics II 

学部 理工学部 学科 建築学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 3 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 西村 勝尚.池内 淳子.福井 弘久 

ディプロマポリシー(DP) H◎ 

科目ナンバリング TDA2053a0 

 

授業概要・ 

目的 

授業担当者は、株式会社大林組構造設計部門での 37 年間におよぶ構造設計者としての経験から、現代の建築構造を理解する上での必要不可欠

な以下に示す構造力学の知識および計算手法に関する内容を実践的に教授する。 

建物を支持する骨組はほとんどが不静定構造で構成されている。構造力学Ⅰで学んだ静定構造物は力の釣合だけを考えて応力（断面力）を算

出できた。しかし、不静定構造物の応力や変形を計算するには、力の釣合式に加えて変位とひずみに関する適合条件式を用いなければならな

い。本講義では不静定構造物の代表的な解法である、仮想仕事法、たわみ角法、モーメント分配法に関する理論および手法を学ぶ。 

到達目標 
仮想仕事法、たわみ角法、モーメント分配法の(1)解法の原理を説明でき、(2)簡単な骨組について方程式を立て応力あるいは変形を計算でき

る。 

授業方法と 

留意点 

参考書「構造力学図説・演習Ⅱ」と配布資料を用い、講義＋演習の形式で授業を進める。適宜演習を課す授業なので 100%の出席を前提とする。

やむを得ず欠席する場合は文書で届け出る。また，欠席した授業内容は自己責任で補充すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
一級・二級建築士資格取得のための必須科目である。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 
不静定構造の考え方

(１） 

静定と不静定、力の釣合と変形の適合． 

講義＋演習 

(事前)構造力学Ⅰの復習。 

(事後）講義プリントの復習と演習問題の解答を見直

す。 

2 
不静定構造の考え方

(２） 

梁の釣合微分方程式とたわみの計算． 

講義＋演習 

(事前)前回の復習。 

(事後）講義プリントの復習と演習問題の解答を見直

す。 

3 
不静定構造の考え方

(３） 

仮想仕事の原理と単位仮想荷重法． 

講義＋演習 

(事前)前回までのプリントおよび課題の復習。 

(事後）講義プリントの復習と演習問題の解答を見直

す。 

4 
不静定構造の考え方

(４） 

単純な静定構造の変位計算。 

講義＋演習 

(事前)前回までのプリントおよび課題の復習。 

(事後）講義プリントの復習と演習問題の解答を見直

す。 

5 
不静定構造物の考え方

(５) 

梁微分方程式および仮想仕事法。 

講義＋演習 

(事前）前回までのプリントおよび課題の復習。 

(事後）講義プリントの復習と演習問題の解答を見直

す。 

6 中間テスト１＋復習 静定トラスと静定骨組の変位計算 
(事前)前回までのプリントおよび課題の総復習。 

(事後）解答例を良く見直しておく。 

7 たわみ角法(１） 

基本仮定，たわみ角法公式. 

 

講義＋演習 

(事前)第 2 回プリントの復習。 

(事後）講義プリントの復習と演習問題の解答を見直

す。 

8 たわみ角法(２） 
たわみ角法公式の誘導 

講義＋演習 

(事前)第 7 回プリントの復習。 

(事後）講義プリントの復習と演習問題の解答を見直

す。 

9 たわみ角法（３） 
剛度と剛比、たわみ角法実用公式。 

講義＋演習 

(事前)第 7,8 回プリントの復習。 

(事後）講義プリントの復習と演習問題の解答を見直

す。 

10 たわみ角法（４） 
変位の適合条件式、節点方程式。講義＋

演習 

(事前)第 7-9 回プリントの復習。 

(事後）講義プリントの復習と演習問題の解答を見直

す。 

11 たわみ角法(５) 
中間荷重が作用する場合のたわみ角法 

講義+演習 

(事前）第 7-10 回プリントの復習。 

(事後）講義プリントの復習と演習問題の解答。 

12 たわみ角法（６） 
中間荷重が作用する場合のたわみ角法 

講義+演習 

(事前)第 7-11 回プリントの復習． 

(事後）講義プリントの復習と演習問題の解答を見直

す。 

13 たわみ角法（７） 
せん断力、軸力の計算。 

講義＋演習 

(事前) 第 7-12 回プリントの復習。 

(事後）講義プリントの復習と演習問題の解答を見直

す。 

14 たわみ角法(８） 
節点移動のない場合の総復習。 

講義＋演習 

(事前)第 7-13 回プリントの復習。 

(事後）講義プリントの復習と演習問題の解答を見直

す。 

15 中間テスト２＋復習 節点移動のない場合のたわみ角法 

(事前）中間荷重の扱いや、層方程式の立て方を含め、

たわみ角法全般をよく復習する。 

(事後）解答例を良く見直しておく。 

16 たわみ角法(９） 

節点移動がある場合の変位と変形、部材

角間の関係． 

講義＋演習 

(事前)第 7-14 の総復習。 

(事後）講義プリントの復習と演習問題の解答を見直

す。 

17 たわみ角法（10） 
層方程式． 

講義＋演習 

(事前)第 16 回プリントの復習。 

(事後）講義プリントの復習と演習問題の解答を見直

す。 

18 たわみ角法(11） 
多層・多スパン骨組． 

講義＋演習 

(事前)第 17 回プリントの復習。 

(事後）講義プリントの復習と演習問題の解答を見直

す。 

19 たわみ角法(12） 
節点移動がある場合の総復習．講義＋演

習 

(事前)第 16-18 回プリントの復習。 

(事後）講義プリントの復習と演習問題の解答を見直

す。 

20 中間テスト３＋復習 たわみ角法全般 

(事前)節点移動がある場合のたわみ角法をよく復習

し、解法について総復習する。 

(事後）解答例をよく見直しておく。 
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21 モーメント分配法(１) 
基本仮定，解法の原理。 

講義＋演習 

(事前)第 7-9 回のプリントの復習。 

(事後）講義プリントの復習と演習問題の解答を見直

す。 

22 モーメント分配法(２) 

節点の回転拘束と単位回転角を与える材

端モーメント。 

講義＋演習 

(事前）第 21 回プリントの復習する。 

(事後）解答例を良く見直しておく。 

23 モーメント分配法(３) 
モーメントの分配と伝達。 

講義＋演習 

(事前) 第 21,22 回プリントの復習。 

(事後）講義プリントの復習と演習問題の解答を見直

す。 

24 モーメント分配法(４) 
複数節点のモーメント解放。 

講義＋演習 

(事前)第 21-23 回プリントの復習。  

(事後）講義プリントの復習と演習問題の解答を見直

す。 

25 中間試験４＋復習 
変位移動がない場合のモーメント分配

法。 

(事前)節点移動がない場合のモーメント分配法をよく

復習する。 

(事後）解答例を良く見直しておく。 

26 モーメント分配法(５) 
モーメント分配法の実用法． 

講義＋演習 

(事前)第 21-25 回プリントの復習。 

(事後）講義プリントの復習と演習問題の解答を見直

す。 

27 モーメント分配法(６) モーメント分配法の総復習 

(事前)第 21-26 回プリントの復習。 

(事後）講義プリントの復習と演習問題の解答を見直

す。 

28 モーメント分配法(７) 

多層矩形ラーメン、節点移動がある場合

のモーメント分配法の応用。  

講義＋演習 

(事前)第 27 回プリントの復習．  

(事後）講義プリントの復習と演習問題の解答を見直

す。 

29 中間試験５＋復習 
変位移動がある場合のモーメント分配

法。 

(事前）モーメント分配法全般をよく復習する。 

(事後）解答例を良く見直しておく。 

30 構造力学Ⅱ総復習 全般 

(事前）仮想仕事法、たわみ角法、モーメント分配法全

般をよく復習する。 

(事後）講義プリントの復習と演習問題の解答を見直

す。 

 

関連科目 
常に構造力学Ⅰを復習しながら進むこと。構造力学の演習では、解析により部材の断面力（応力）を得たら必ず構造力学Ⅰで学んだ方法によ

り断面力図と変形の略図を描くこと。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 建築構造力学図説・演習Ⅱ 中村恒善 丸善 

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
講義中の課題および中間テストの成績（50%） および期末試験成績（50%）の総計で評価する。 

学生への 

メッセージ 

必ずしも簡単な内容ではありませんが、授業に毎回出席し、講義にしっかりと耳を傾け、演習課題を納得がいくまで繰返し反芻すれば、将来

役立つ知識や能力を必ず身に着けることができます。 

担当者の 

研究室等 
８号館３階 西村教授室 

備考 事前、事後学習により理解度が大きくアップします。事前学習、事後学習欄に示した内容について、毎回 1.5 時間以上かけて取り組むこと。 

専
門
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科目名 構造力学Ⅲ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ４年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 西村 勝尚

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

授業担当者は、株式会社大林組構造設計部門での 年間の構造設計者としての経験から、地震動などの水平力に対する建物の最大耐力（終局耐

力）を推定するための必要不可欠な下記に示す知識、手法に関して実践的に教授する。

【授業概要】建築物の耐震安全性は、構成部材の硬さおよび強さ（耐力）のバランスのとれた配置に左右される。部材や建物の耐力を支配するの

は全塑性耐力と座屈耐力である。本講義では、部材の耐力および建物の耐力を算出するための基礎的考え方と方法について学ぶ。

【目的 】鋼構造部材を中心に以下の項目について理解し、具体的な計算能力を身につける。

梁や柱の弾塑性曲げモーメント－曲率関係と全塑性モーメント、 塑性極限解析の上・下界の定理、 簡単なトラスやラーメンの塑性崩壊

荷重の計算法、 中心圧縮柱の曲げ座屈，梁の横座屈などの簡単な骨組の座屈

到達目標

構造設計や現場での仮設計画を行う場合、その構造物が終局的にどのようなふるまいをするかを知っておくことは極めて重要である。建築構造物

の終局状態を求めるための重要項目である「塑性極限解析」と「座屈理論」について理論的基礎を理解し、簡易な部材の座屈耐力あるいは架構の

終局耐力を計算できる。

授業方法と

留意点
教科書「建築鋼構造－その理論と設計－」と配布資料を用い、講義形式で授業を進める。適宜、演習問題を課す。

科目学習の

効果（資格）
構造設計者、施工管理技術者を目指すものにとって必須の教科である。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション

構造材料の応力－歪関係

この授業内容の位置付け、概説、授業の

進め方。

鋼材、コンクリートの力と変形関係。

講義と演習

（事前）教科書２部 を読む。

（事後）演習課題の復習

トラスの塑性崩壊
単純なトラスの強さと変形。

講義と演習

（事前）第 回配布資料を読む。

（事後）配布資料、演習課題の復習

断面の全塑性モーメント

１

長方形断面、 形断面。

講義と演習

（事前）教科書第 部 を読む。

（事後）配布資料、演習課題の復習

断面の全塑性モーメント

２

Ｈ型断面、箱形断面。

講義と演習

（事前）教科書第 部 を読む。

（事後）配布資料、演習課題の復習

断面の全塑性モーメント

３

軸力の影響。

講義と演習

（事前）教科書第 部 ～ を読む。

（事後）配布資料、演習課題の復習

中間試験１＋復習

（範囲）トラスの塑性崩壊、断面の全塑

性モーメント。

講義と演習

（事前）ここまでの範囲について、演習課題を含め

て良く復習すること

梁の塑性崩壊（１）
静定梁の塑性崩壊； 単純梁、片持梁。

講義と演習

（事前）教科書第 部 、 を読む。

（事後）配布資料、演習課題の復習

梁の塑性崩壊（２）

不静定梁の塑性崩壊； 下界定理による

方法。

講義と演習

（事前）教科書第 部 、 を読む。

（事後）配布資料、演習課題の復習

梁の塑性崩壊（３）

不静定梁の塑性崩壊； 上界定理による

方法。

講義と演習

（事前）教科書第 部 、 を読む。

（事後）配布資料、演習課題の復習

骨組の塑性崩壊（１）
１層１スパンの塑性崩壊。

講義と演習

（事前）教科書第 部 、 ～ を読む。

（事後）配布資料、演習課題の復習

骨組の塑性崩壊（２）
２層１スパンの塑性崩壊。

講義と演習

（事前）教科書第 部 を読む。

（事後）配布資料、演習課題の復習

中間試験２＋復習 （範囲）梁の塑性崩壊、骨組の塑性崩壊。
ここまでの範囲について、演習課題を含めて良く復

習すること。

部材の座屈（１）
座屈概説、オイラー座屈。

講義と演習

（事前）教科書第 部 を読む。

（事後）配布資料、演習課題の復習

部材の座屈（２）

境界条件の違い、座屈長さ、横座屈、局

部座屈、骨組座屈。

講義と演習

（事前）教科書第 部 、 ～ 、 を読む。

（事後）配布資料、演習課題の復習

復習課題 授業範囲全般
これまでの授業範囲全般を通して、理解が不十分と

思うところを、もう一度復習しておくこと。

関連科目 構造力学Ⅰ 、Ⅰ 、構造力学Ⅱの授業内容をよく理解していること。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

建築鋼構造－その理論と設計－ 井上一郎、吹田啓一郎 鹿島出版会

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
講義内での課題および中間試験成績（ ） および期末試験成績（ ）の総計で評価する。

学生への

メッセージ

必ずしも簡単な内容ではありませんが、授業に毎回出席し、講義にしっかりと耳を傾け、演習課題を納得がいくまで繰返し反芻すれば、将来建築

の構造に関連する職業において必要かつ役立つ知識や能力を必ず身に着けることができます。

講義には必ず電卓（関数電卓）を持参のこと。

担当者の

研究室等
８号館３階 西村教授室

備考 事前、事後学習により理解度が大きく向上します。事前学習： 時間、事後学習： 時間実施すること。

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 構造力学実践 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 池内 淳子 西村 勝尚 柳沢 学

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

建築物の構造的安全性を確保するための構造上の基礎的知識を復習し、実践力を養う。建築構造分野で用いる用語の定義や荷重・外力について二

級建築士および一級建築士問題を用いて確かめる。また、静定梁の力のつり合い、断面力・応力、棒材の伸縮変形、曲げ変形について実践的な解

法を学ぶ。さらに、建築骨組みに用いられる木材、セメント、鋼材等について、理解を深める。授業担当者は、建築の実務経験を有する。この経

験を活かし、受講生に実務を意識した学びを提供します。

到達目標
構造分野で用いられる用語を理解する、 荷重・外力・力のつり合い・断面力・応力・変形に関する実践的解法を理解し、基礎的な演習問題

を回答できる、 ） 建築構造物の各種材料について理解する。

授業方法と

留意点

講義形式による解説と演習を繰り返しながら進める。よって遅刻・欠席などないようにすること。欠席した場合のプリントの再配布は行わない。

また、欠席した場合の授業内容については、自己責任において回復すること。頻繁に課される演習問題を次週までに必ず解答してくる。

科目学習の

効果（資格）

一級建築士・二級建築士資格取得のために必須である。本講義については、単位修得のために取り組むのではなく、将来の一級建築士・二級建築

士受験時をみすえて取り組むこと。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス・構造力学で用い

る用語

授業の目的と概要、評価基準と注意事

項、構造力学で用いる用語

（事前）構造力学Ⅰ・構造力学Ⅱで学んだ内容の復

習

（事後）本日解いた問題を再解答する

荷重・外力 建物に作用する荷重と外力
（事前）構造力学・構造基礎で学んだ内容の復習

（事後）本日解いた問題を再解答する

力のつり合い（ ） 梁の断面力計算と断面力図
（事前）構造力学Ⅰで学んだ内容の復習

（事後）本日解いた問題を再解答する

力のつり合い（ ） ラーメン構造の断面力計算と断面力図
（事前）構造力学Ⅰで学んだ内容の復習

（事後）本日解いた問題を再解答する

力のつり合い（ ） 静定梁の断面力計算と断面力図まとめ
（事前）構造力学Ⅰで学んだ内容の復習

（事後）本日解いた問題を再解答する

断面の性質 断面二次モーメントの算出
（事前）構造力学Ⅰで学んだ内容の復習

（事後）本日解いた問題を再解答する

静定トラス トラス構造物の実践的解法
（事前）構造力学Ⅰで学んだ内容の復習

（事後）本日解いた問題を再解答する

断面に作用する応力（ ）
曲げモーメントが作用する場合の応力

算定

（事前）構造力学Ⅰで学んだ内容の復習

（事後）本日解いた問題を再解答する

断面に作用する応力（ ）
軸方向力と２方向の曲げをうける梁要

素の応力

（事前）構造力学Ⅰで学んだ内容の復習

（事後）本日解いた問題を再解答する

梁の変形（ ） 梁構造のたわみ・たわみ角
（事前）構造力学Ⅱで学んだ内容の復習

（事後）本日解いた問題を再解答する

梁の変形（ ） ラーメン構造のたわみ・たわみ角
（事前）構造力学Ⅱで学んだ内容の復習

（事後）本日解いた問題を再解答する

梁の変形（ ） ラーメン構造のたわみ・たわみ角
（事前）構造力学Ⅱで学んだ内容の復習

（事後）本日解いた問題を再解答する

木材 木材の性質と強度
（事前）建築材料Ⅰで学んだ内容の復習

（事後）本日解いた問題を再解答する

セメント・コンクリート
セメントの性質と強度、コンクリートの

性質

（事前）建築材料Ⅰで学んだ内容の復習

（事後）本日解いた問題を再解答する

鋼材 鋼材の性質と強度
（事前）建築材料Ⅰで学んだ内容の復習

（事後）本日解いた問題を再解答する

関連科目 構造力学・構造基礎、構造力学 、構造力学 、建築材料 Ⅰ他、 建築構造関係の全科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

「図説 構造力学入門」 豊田正敏 島村和夫 東洋書店

「建築構造力学 図説・演習」 中村恒善 丸善

「鉄筋コンクリート構造の基本と部材の設計」 永坂具也・柳沢学 彰国社

評価方法

（基準）
回の講義内テスト（ ％× 回）と期末試験（ ％）の成績を合計して評価する。

学生への

メッセージ

一級建築士・二級建築士資格取得のために構成した科目です。

本講義については、単位修得のために取り組むのではなく、将来の一級建築士・二級建築士受験時をみすえて取り組んでください。

単に数式や計算手法を学ぶだけではなく、建築骨組みの力の流れや変形の様子などを理解できるよう心がけること。

担当者の

研究室等
号館 階・・・池内教授室、西村教授室、柳沢教授室

備考

・事前学習：事前事後学習課題欄に示した内容について、毎回 時間以上の時間をかけること

・事後学習：事前事後学習課題欄に示した内容について、毎回 時間以上かけて問題を解きなおす。特に授業で解答した問題は必ず解きなおすこ

と。

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 材料デザイン 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 前期 授業担当者 伊熊 昌治

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

建築を構成する材料の選択は空間やコンセプトの表現として重要な要素である。

その為に材料の種類と特徴を知り、適材適所に材料を選択し劣化を防ぎ快適で安全な居住環境を実現することを学ぶ必要がある。

鉄、アルミといった金属・ガラス・木・コンクリートから建築を構成する様々な材料について紹介し、伝統的な材料から近年開発された新素材ま

で幅広い材料についての知識と使用にあたっての留意点、デザインの実現のための使用方法についての基礎知識を身につけるとともに、どんなデ

ザイン意思が潜んでいるのかを探る。

デザイン（意思）を表現し、実現する為に材料を選択する（デザインする）プロセスを学び実際の設計演習課題での作品のイメージの多様性の獲

得や設計密度をあげることも目指す。

設計の実務による経験から実際の材料選択についての実践的事例等の紹介を行う。

到達目標

現実の建造物の仕上げあるいは内装についての材料に関する知識を得ることで、町並みデザインや建築デザインへの関心を高めるとともに工業化

製品の抱える問題点や、材料の耐久性や耐火性、設計者の使用意図等についての理解を深める。

材料のもつ強度、物性からディテールを含めた設計方法、建築写真に映る姿・材料の歴史性、意匠性文化価値等についての理解を深めることを目

標とする。

実際に材料を選択し、実際の設計演習等での計画内容にそったカラースキーム（材料を張合わせた仕上げパネル）のを作成することを目指す。

授業方法と

留意点

①材料の見え方（距離、肌理等）②材料の使われ方（設計方法、ディテール、材料の歴史性、意匠的・文化的価値）③材料を選ぶ の 部構成と

する。

講義時にプリントあるいは資料を配布する。

国内外の事例を中心とした紹介を行うが、ミニレポートとして各自で事例を収集調査することも必要となる。

科目学習の

効果（資格）

材料の経年変化に対する意識を高め、使用する材料に意識的になることで室内外の建築材料についての知識を得られるとともに実際に材料を選択

することでリアリティーを得ることができる。

高効率エネルギーや省エネルギーについて配慮をした建築デザインについて理解を深めることができる。

一級建築士資格取得やインテリアコーディネータ取得にも役立つ。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス

材料とデザイン

材料を使ってデザインをするのか。デザ

インを実現する為に材料を使うのか。工

業化にともなう材料の開発と新素材を

使用した事例を近代建築史のなかから

学び材料（素材）をどのように使用・利

用してきたのかの概略を学ぶ

自分をとり囲む環境の中で、どのような材料が使わ

れているかに注意を向ける。

フロッタージュにてその表面を映し出す。

①材料の見え方

材料とテクスチャー

材料のテクスチャーと肌理

距離によるテクスチャーの変化

安全な表面仕上げ

呼吸する材料

距離によってテクスチャーが変化する事例を探す

環境に呼応する材料とはどんなものか。

つるつる・デコボコ・サラサラ等

①材料の見え方

材料と時間

（時間のなかの建築）

発酵する材料と腐敗する材料

長寿命の為の材料

経年価値と新しさの価値、歴史的価値と

保存価値

時間と共に熟成する材料、腐敗していく材料を探

す。

①材料の見え方

材料と透明性・表層

（表層デザイン）

透明性実現の為の材料（事例紹介）

ガラスを中心とした透明性・透過材料

虚の透明性と実の透明性

ガラスを床に使う、壁に使う、天井に使

う、屋根に使う

透明性を実現している事例をチェックする。

覆い隠すことで、実体がますます強調

①材料の見え方

軽く見せる・重く見せる、暖

かくみせる・冷たく見せる

（材料デザインと構法）

屋根・庇を軽く見せる

床・壁を薄くする

天井を軽くする

床・壁・天井の区別をなくす

軽くみえる、重く見える・薄くみえる・厚くみえる

実例を探す・

各種材料のサンプルを集める。

建物の部位別に同じ素材が使われている（床、壁、

天井、屋根等）事例とその違いを列挙する。

②材料の使われ方

システム・基準寸法

モデュールとデザイン

モデュール・プランニング

基準寸法による建築の構成についてどのような寸

法を用いて設計しているかを調べる。

②材料の使われ方

システムと材料

オープンシステムとクローズドシステ

ム

プレファブリケーションとデザイン

規格品を用いた材料デザインについて考える

便利なようで不便なシステムの事例を探す。

②材料の使われ方

構法

建築エレメント

床石はどのように貼られているのか。

壁はどのように貼られているのか。

天井はどのように貼られているのか。

納まりについて

詳細図や納まり図を検討する。

②材料の使われ方；建物を構

成する材料の特性

（材料と色）

現代建築は白い？

建築と色について

光と影

建築に色が有効に使われている実例を探す

②材料の使われ方；建物を構

成する材料の特性

（材料と特殊機能）

耐久性・防滑性

断熱性・遮音性・音を反射する材料・防

火材料

実際の建築の熱貫流率を算出する。

③材料を選ぶ

材料の歴史性、意匠的・文化

的価値

材料とイメージ・デザインの

表現

カラースキームについて事例紹介とそ

の役目

イメージを実現するために。

コンクリートは自然素材か。

木質系と木造の違い。

③材料を選ぶ

コンクリート、鉄骨、土壁、

各種材料と構法について

各々の歴史性について

再生可能な材料を探す。

耐久性や経年劣化への対応を調べる。
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瓦等素材

木造、 造、 造、コンクリ

ートブロック造

イメージ・デザインを表現するための材

料

材料とディテール

国内外の事例

③材料を選ぶ

材料の歴史性、意匠的・文化

的価値

材料とコンセプト

コンセプトと使用材料との関係

今までと異なる場所に異なる材料を使

う

国内外の事例紹介

素材から材料を考えだす。（ある素材を

選択し、利用方法を考えてみる。）

国内外の事例でコンセプトを明確に表現している

材料を使用している事例を探す。

国内外の事例について興味のある建築での材料を

収集する。

③材料を選ぶ

意思を実現するための材料

デザイン

設計演習での自分の作品について自分

のコンセプトを表現する材料を選択す

る。

実際の材料を収集する。

仕上げ材料表としてパネルにまとめる。

③材料を選ぶ

意思を実現するための材料

デザイン

設計演習での自分の作品について自分

のコンセプトを表現する材料を選択し

プレゼンテーションを行う。

実際の設計演習課題での作品について各種仕上げ

表を作成する

関連科目

建築環境工学やデザインと材料は密接な関係にある。

建築基準法でも防火等安全面から多様な材料の指定が記載されている。

国内外の事例から建築家のコンセプトや考えを具現化するための材料の選択についても興味を持つ事は需要である。さらに実際の建物を訪れて、

計画、デザイン、環境等の知識を総合する訓練を日々行うことも薦める。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

回生での教科書、建築材料、菊池雅史・小山明男著

（オーム社）以外の本については適宜紹介をする

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

ベーシック建築材料 野口貴文他著 彰国社

素材の系譜 隈研吾監修／長井宏憲著 グラフィック社

メディアとしてのコンクリート エイドリアン・フォーティー著 鹿島出版会

評価方法

（基準）

授業中でのミニレポート ％

最終レポート ％

最終レポートへの取り組み評価 ％

学生への

メッセージ

建築材料の知識を身につけることで実際の設計演習課題への取り組みも具体性を帯び、プレゼンテーションに役立てることができる。

さらに材料から喚起されるデザインからイメージの枠を広げることができる。

新しさと同時に耐久性や耐摩耗性といった観点からも周囲の建築や都市を眺めることができ、視野を広げることができる。表皮・表層のデザイン

の可否についても自分なりの意見を持てるようになる。

さらにミニレポートや発表を経て自分の意見をまとめ、相手にきちんと伝える訓練ができる。

また講義時の三回程、特別授業を開催し多面的な内容や知識や話を聴講する機会を設ける。

担当者の

研究室等
号館 階 建築学科共通準備室

備考

事前学習：事後学習欄に示した内容について、毎回 時間以上かけて取り組む

授業時間内での質問の受付を原則とする。
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科目名 地盤工学 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 後期 授業担当者 細野 久幸

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

建物を地盤の上に安全に建てるとき，同じような建物であればどんな地盤でも同じように建てればよいということはありません。建てようとす

る地盤の特性を把握し，建物の力学的特徴を踏まえて，建物を地盤の上に建てる必要があります。

地盤の特性を知るためには，土の基礎的な力学性状（土質力学）を理解することが大変重要です。授業では，土の構成，その構成によって変わ

る力学特性を学び，それをもとに，私たちの建物を支える建物基礎の設計と施工（基礎工学）について考えることができる「地盤工学」力をつけ

ることを目的とします。

地盤の成り立ち，建物と地盤の相性を考え，考えるために必要な基礎的な土質力学，基本的な建物基礎（直接基礎，杭基礎）の建物を支持させ

るための基本的な考え方を学び，ある地盤に建設する建物が問題となるのはどこか，考える演習を設計事例，現場事例を踏まえながら行なってい

きます。

到達目標

基礎的な土質力学を理解し，敷地の状況から地盤調査すべき項目、建物の特性を踏まえての建物の基礎計画、建物基礎の設計、施工における留

意点など、地盤建築基礎工学への応用方法へ展開するための基本的な考え方を取得することを目標とします。

地盤と建物の関わりを捉えることのできる設計的視点（マクロ）と、土粒子＋水＋空気で構成される土の力学的・化学的挙動の細部を捉える細

部観察視点（ミクロ）を合わせ持ち，考えられる問題は何か，対処としてどうすればよいかという視点をたくさん持って技術的に考える力をつけ

ていくことを目指します。

学科の学習・教育到達目標との対応：「 」

授業方法と

留意点

配布資料をもとにスライド（パワーポイント）を使用して授業を行ないます。スライドのみで理解ができない部分については，随時，黒板上で

も理解度に応じて解説を行ないます。

復習して技術を身につけるために，授業後の理解度を確認する即日レポートの他，次回の授業に，前回の授業で学んだことを理解するための即

日レポート作成を実施し，このレポート提出を出席とします。

毎回配布するテキストは即日レポート作成と期末テストで使用するので保管しておく必要があります。

授業テーマによっては，簡単な計算を必要とする場合があるので，電卓を携帯してください。

科目学習の

効果（資格）

基礎的な土質力学の理解，地盤調査の方法と種類，建物基礎の計画、設計と施工について留意すべき点が理解できる基礎的な「地盤工学」力を

身につける。

一級建築士，構造設計者、現場技術者、技術士などで必要とされる「地盤工学」の基礎能力を取得する。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

地盤工学ガイダンス 概論

建物の支え方，基礎の種類

ガイダンス 土質工学と基礎工学の概

論

地盤の成り立ちと，地盤上に建てること

についての概論

基礎の種類（地盤改良・異種基礎・パイ

ルド・ラフト含む）

当日配布するテキストで講義を行う。授業後半に、

物を安定させるためにはどうすればよいかについ

て考えたり，疑問に思うことをあげてもらう。

土の分類と粘土・砂の基本特

性

土の分類と基本量，試験方法，粘土と砂

の違いは何か、その基本特性を知る

前回授業を復習するレポートと今回授業で学んだ

ことについてレポート作成を行う。前回に講義，配

布したテキストの復習をしておくこと。

土と水，地表荷重と地中応力
地下水と土，有効圧と中立圧，上載圧

災害事例を踏まえた土と水の関係

前回授業を復習するレポートと今回授業で学んだ

ことについてレポート作成を行う。前回に講義，配

布したテキストの復習をしておくこと。

地下水の水理学，土の透水性

地中での水頭差，土の透水係数

砂のボイリング，液状化現象と液状化算

定

前回授業を復習するレポートと今回授業で学んだ

ことについてレポート作成を行う。前回に講義，配

布したテキストの復習をしておくこと。

土の圧縮性と圧密
土の圧縮性状，土内の水が排出される圧

密理論，絞り出し破壊

前回授業を復習するレポートと今回授業で学んだ

ことについてレポート作成を行う。前回に講義，配

布したテキストの復習をしておくこと。

土のせん断強さ

土はどのようなときに壊れるのか

の式と土のせん断破壊

・ の破壊規準

前回授業を復習するレポートと今回授業で学んだ

ことについてレポート作成を行う。前回に講義，配

布したテキストの復習をしておくこと。

土圧

建物に作用する受働土圧，主働土圧，静

止土圧

隣接する建物から受ける土圧

前回授業を復習するレポートと今回授業で学んだ

ことについてレポート作成を行う。前回に講義，配

布したテキストの復習をしておくこと。

地盤の調査と試験

土質柱状図の見方と地形

標準貫入試験と土質柱状図

室内土質試験概要

孔内水平載荷試験

土質柱状図の見方と古地図，地形の関連

性

前回授業を復習するレポートと今回授業で学んだ

ことについてレポート作成を行う。前回に講義，配

布したテキストの復習をしておくこと。

直接基礎の設計（１）鉛直

支持力の考え方（どのように土は上に載

った建物を支持しているのか、メカニズ

ムを理解する）

地盤の形状に応じた基礎検討

前回授業を復習するレポートと今回授業で学んだ

ことについてレポート作成を行う。前回に講義，配

布したテキストの復習をしておくこと。

直接基礎の設計（２）鉛直・

水平

地盤の沈下と不同沈下

基礎の設計方法

地震時の水平抵抗

前回授業を復習するレポートと今回授業で学んだ

ことについてレポート作成を行う。前回に講義，配

布したテキストの復習をしておくこと。

杭基礎の設計（１）鉛直

杭の種類と工法概要

杭の鉛直支持力（先端支持力，摩擦力）

メカニズムの理解

杭の設計（鉛直）

前回授業を復習するレポートと今回授業で学んだ

ことについてレポート作成を行う。前回に講義，配

布したテキストの復習をしておくこと。

杭基礎の設計（２）水平

杭の水平抵抗，引抜き抵抗

杭の設計（水平）

地盤の変位による影響（応答変位）

前回授業を復習するレポートと今回授業で学んだ

ことについてレポート作成を行う。前回に講義，配

布したテキストの復習をしておくこと。

側面土圧を受ける地下外

壁・擁壁・山留め壁の設計

側面土圧を受ける地下外壁，擁壁，施工

時に用いる山留め壁などの構造物の計

画、設計

前回授業を復習するレポートと今回授業で学んだ

ことについてレポート作成を行う。前回に講義，配

布したテキストの復習をしておくこと。

地盤と建物の相互作用 建物と地盤のマクロな挙動（建物と土の 前回授業を復習するレポートと今回授業で学んだ
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表層地盤の増幅特性と建物

外力

力のやり取り）

静的・動的の建物と地盤の相互作用（沈

下問題、地震被害）

過去の地盤災害，相互作用を応用した免

震構造

ことについてレポート作成を行う。前回に講義，配

布したテキストの復習をしておくこと。

基礎の計画

建物の特性と地盤の性質

建設地に対する計画建物の支え方

基礎形式の選択

前回授業を復習するレポートと今回授業で学んだ

ことについてレポート作成を行う。前回に講義，配

布したテキストの復習をしておくこと。

関連科目 構造力学，鋼構造，鉄筋コンクリート構造，建築施工，耐震工学

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

即日レポート＋課題レポート： ％

期末試験： ％

学生への

メッセージ

建物とは，どのようにして建っているのだろう。

同じような建物でも地盤の違いによって，被害が生じたり，何も起こらなかったりするのはなぜだろう。

身近な物に置き換えて動きを考えると，それは意外に簡単な力学的考察で説明することができることが多い。

実際の建物がどのようにして建っているか，設計，施工を行なう上でどんなことを考える必要があるのか。

まずは地盤工学の基礎を学び，そしてその基礎の応用の仕方について学んで，自分の技術として地盤工学を加えてみないだろうか。

決して難しくはない。土がどんなものかを知り，どのようにこの土の上に建物が建っているかを知れば，建築に対する可能性も広がってくる。

構造を目指す人だけでなく，企画・計画・デザイン・設備など建築全般を目指す人にも，是非，建築物を建てる土台（ ）について，基

本的な判断ができる力を身につけてほしい。

授業で分からなかったこと，普段，建物がなんで建つことができるのか疑問に思っていること，どんどんあげて尋ねてほしい。

担当者の

研究室等
建築学科共通準備室

備考

事前学習：事後学習欄に示した内容について，毎回 時間以上かけて取り組み，授業でわからなかったところは授業後に，遠慮なく質問してほし

い。

授業時間外で質問したいことがある場合は，建築学科共通準備室まで書面で提出してほしい。

専
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科目名 情報リテラシーⅠ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 前期 授業担当者 妹尾 史郎 藤井 信忠

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

コンピュータと情報通信ネットワークを利用するために必要な基礎的知識と技術を習得する。 システムをベースとして、オフィスアプリ

ケーションの基本操作の習得と，電子メールやインターネットの利用技術，さらには数値データの収集・分析に必要な基礎技法を習得する。

到達目標
理工学に関連する情報処理の重要性を認識する。コンピュータの基本操作を習得し、理工学の学習・研究においてコンピュータを有効活用でき

るようにする。

授業方法と

留意点

， および を取り上げ，とくに数学的に考察する能力の向上を図ったデータ収集と分析に関する演習課題を提示し，演習を

行う。また，コンピュータと情報通信ネットワークの基礎知識を習得するための資料を配付する。

科目学習の

効果（資格）
パスポート 国家資格 や オフィススペシャリスト 民間資格 の試験に役に立つ。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

利用システムの概説
・演習室の概要とシステム

・授業計画と受講留意事項の説明
情報処理室の利用手引きに目を通しておく．

システム ・ の基本操作
ファイル操作と文字入力に慣れる．

（ 章全般）

電子文書の作成
・ の基本操作，レイアウト

・ファイル入出力

の起動・終了，文書ファイルの読込・保存方法

を理解する．

（ ～ の演習課題）

電子文書の作成
・罫線と表作成

・オブジェクト（図）の挿入

罫線の引き方，表と図の作成方法を整理しておく．

（ ～ の演習課題）

表計算入門
・ の基本操作

・セルの概念

起動・終了，表計算ファイルの読込・保存方

法を理解する．

（ ～ の演習課題）

表計算とグラフ
・グラフの作成

・簡単なデータベース

セルの相対参照と絶対参照の違いを整理する．

（ ～ の演習課題）

表計算と関数
・数学関数

・統計関数

利用する数学関数の使い方を理解する．

（ の演習課題）

演習
・表計算のまとめ

・理工学系レポート作成の基本
レポート作成要領を理解する

電子メール
・電子メールの配信の仕組み

・課題のメール送信

添付ファイルの送信方法を理解する．

（ の練習）

ネット技術と情報検索
・情報検索の方法

・ 入門

インターネットの仕組みを理解する．

（ と の練習）

演習 ・情報検索と レポートのまとめ方
レポートのまとめ方を整理する．

（演習課題配布）

プレゼンテーションソフト

入門
・ の基本操作

の起動・終了，ファイルの読込・保存を

理解する．

（ 章全般）

プレゼンテーション資料の

作成

・効果的なデータ提示（ヒストグラム等）

・資料の作成方法

文書の作成との違いを理解する．

（ 章全般）

テクニカル・プレゼンテーシ

ョン

総合演習

・プレゼンテーション資料の作成演習

・発表の仕方
総合演習課題

総合演習 ・演習課題とレポート作成 総合演習課題

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

Ｏｆｆｉｃｅ で学ぶコンピュータリテラシー 小野目如快 実教出版

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
毎回の演習や小テスト（ ）と、演習レポート（ ）で評価する。

学生への

メッセージ

学業を遂行していく上で必須となる情報処理の基本技術を身に着けることができます。毎回実施する演習課題を着実にこなしていくことが重要で

す。

担当者の

研究室等
７号館２階 非常勤講師室

備考 事前学習：事後学習欄に示した内容について、毎回 時間以上かけて取り組む

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 情報リテラシーⅡ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 妹尾 史郎 藤井 信忠

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

情報技術の有効利用の中でも，科学技術分野においてとりわけ重要であるデータの処理と分析のための種々の数学的処理技法を理解する。表計算

ソフトを用いて，その特有のデータ処理・分析の操作・手順を学ぶ。

到達目標 理工学分野で必要となる情報（数値データ）の処理方法と基本的分析方法を習得する。

授業方法と

留意点

代表的かつ標準的な表計算ソフトである を対象とする。 の多種多様な機能のうち理工系の学生にとって必要なデータの集計・分析に

有効利用できる機能に焦点を絞り，表計算を利用した数学的な考察能力の向上を促進するための演習を行う。

科目学習の

効果（資格）
パスポートや基本情報処理技術者 ともに国家資格 や オフィススペシャリスト 民間資格 の試験に役に立つ。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

利用システムの説明

表計算の基本操作

・演習室の概要とシステム

・授業計画と受講留意事項の説明

・ソフトの起動・終了，データ入力

情報処理室の利用手引きを読む．

（第 ～ 回の課題）

表計算の基本操作

効果的なグラフ表現

・表の整形，数式入力

・式のコピーと貼り付け

・グラフの作成

表のレイアウト設定に関する演習課題の配布

（第 ～ 回の課題）

関数の利用
・数式の書き方

・関数ウィザード

統計基本関数を用いた演習課題の配布

（第 回の課題）

データ集計とセルの参照
・セルの相対参照と絶対参照

・データの並び替え

オートフィルタの演習

（第 回の課題）

ヒストグラム
・分析ツールの利用

・論理関数によるヒストグラムの作成

ヒストグラム作成の演習

（第 回の課題）

散布図と回帰分析 ・回帰直線とデータの推測

散布図の作成と回帰直線によるデータ分析の演習

課題

（第 回の課題）

相関係数
・相関係数とは

・相関係数の求め方

相関係数を用いたデータ分析の演習課題

（第 回の課題）

統計基礎量（分布の代表値・

広がり）

・分布の代表値（平均値／中央値／最頻

値）

・分布の広がり（最大最小／分散／標準

偏差）

データ集計とデータ分布の割合に関する演習課題

（第 回の課題）

正規分布
・正規分布とは／標準正規分布

・分布データの存在確率

正規分布関数を用いたデータ分析の演習課題

（第 回の課題）

データの標準化（平均と標準

偏差）

・平均が異なるデータの比較／標準偏差

の異なるデータの比較

・分布の異なるデータの比較／データの

標準化

データの標準化と比較の演習課題

（第 回の課題）

分析ツールによる単回帰分

析

・散布図による回帰分析

・相関係数と決定係数

・分析ツールを用いた単回帰分析

分析ツールを用いた単回帰分析の演習課題

（第 回の課題）

重回帰分析 ・相関行列／重回帰分析の基本
分析ツールを用いた重回帰分析の演習課題

（第 回の課題）

重回帰分析の応用 （判別分

析）
・判別分析

簡単な判別分析の演習課題

（第 回の課題）

重回帰分析の応用 （数量化

理論）

・数量化理論の基本

・数量化理論による分析方法

簡単な数量化理論の演習課題

（第 回の課題）

総合演習 ・まとめ データ集計・分析の総合的演習課題

関連科目 情報リテラシーＩ

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

演習テキストおよび資料を毎回配布する

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

必要に応じて関連書籍（アスキー出版，インプレス

出版等）を各自用意するとよい

評価方法

（基準）
毎回の演習や小テスト（ ）と、演習レポート（ ）で評価する。

学生への

メッセージ

上位学年次の学習や研究で必要となるデータの処理と分析の方法を効率よく学ぶことができます。毎回実施する演習課題にじっくり取り組む姿勢

が大事です。

担当者の

研究室等
７号館２階 非常勤講師室

備考 事前学習：事後学習欄に示した内容について、毎回 時間以上かけて取り組む

専
門
科
目

64



摂南大学シラバス

科目名 図学Ⅰ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 前期 授業担当者 木多 彩子 河野 学 白須 寛規

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

［授業概要・目的 建築は、建築家がイメージした空間（ 次元）が客観化・図形化され、その図面（ 次元）に従って施工されて、現実の建築（

次元）として完成される。図学Ⅰでは 次元の立体をいかに 次元で表現するか、つまり、いかに図形化するか、そして図形化された形を、いか

に空間に結びつけて読み解くかの方法を、点、直線、平面、立体の各正投象法によって学ぶ。授業担当者は、建築の実務経験を有する。この経験

を活かし、受講生に実務を意識した学びを提供します。

到達目標 到達目標 直線の正投象の考え方と作図方法。 平面の正投象の考え方と作図方法。 立体の正投象の考え方と作図方法。 正投象の陰影。

授業方法と

留意点

図学Ⅰでは、各授業において教科書を用いた講義と応用演習プリントにより、段階的に図形に対する理解を高め、具体的な図形操作能力と空間把

握力を培う。

科目学習の

効果（資格）
図学Ⅱや設計演習の基礎的知識を培う。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

図学基礎
図学の概説と授業概要、線の等分、角の

等分、楕円による作図作業基礎
復習予習課題

点の正投象１ 投象と正投象、正投象図 復習予習課題（２）

点の正投象２ 点の正投象図と副投象図 復習予習課題（３）

直線の正投象１ 直線の正投象図と跡 復習予習課題（４）

直線の正投象２ 直線の正投象と実長、傾角 復習予習課題（５）

平面の正投象１ 平面の正投象図と傾角 復習予習課題（６）

平面の正投象２ 平面の交線 復習予習課題（７）

第 回から第 回の復習
第 回から第 回の内容を総括して、こ

こまでの流れを復習する
第 回までの授業の不明点を明確にする

中間試験 試験範囲を狭め理解を深める 試験対策

平面の正投象３ 平面の開角と実形 復習予習課題（８）

立体の正投象１ 正多面体の平面図と立面図 復習予習課題（９）

立体の正投象２ 立体の切断、断面図 復習予習課題（１０）

陰影１ 直線・平面の陰影 復習予習課題（１１）

陰影２ 立体の陰影 復習予習課題（１２）

第 回から第 回の復習
第 回から第 回の内容を総括して、

ここまでの流れを復習する
第 回までの授業の不明点を明確にする

関連科目 図学Ⅱや設計演習のために修得しておくこと。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

建築図学 佐藤 平 理工学社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
中間試験 、期末試験 、演習 、復習課題

学生への

メッセージ

図学Ⅰは必修科目であり、ぜひ１年次で単位を修得してほしいです。欠席せずに、まじめに演習に取り組んでいる学生で、単位が修得できない人

はほぼいません。予習よりも復習を大切にして下さい。

担当者の

研究室等
号館 階 木多教授室

備考
事前学習：事前・事後学習欄に示した内容について、毎回 時間以上をかけて調べておく。

事後学習：事前・事後学習欄に示した内容について、毎回 時間以上かけて問題を解きなおす。

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 図学Ⅱ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 小林 健治 加嶋 章博

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

本科目は、これから建築に関してさまざまな内容を学ぶ上で必要な知識のひとつとして、自身が計画する空間のスタディツールとして、他者に自

身の考えを伝えるツールとして、投影図法を理解し、３次元の立体や空間を２次元の平面に描く図法を学ぶ。主として軸測投影、透視投影、標高

投影を学び、様々な形態や空間を適切に表現する力を培う。授業担当者は、建築の実務経験を有する。この経験を活かし、受講生に実務を意識し

た学びを提供します。

到達目標 ）軸測投影の作図方法の修得、 ）透視投影の作図方法の修得、 ）標高投影の作図方法の修得、 投影を用いたプレゼンテーションの理解

授業方法と

留意点
各授業において配布プリントを用いた講義と演習により、軸測投影や透視投影を条件を変化させて段階的に学習する。

科目学習の

効果（資格）
設計演習のための基礎的な表現手法の修得。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

投影とは何か
２次元と３次元、その図表現の違いを理

解する
復習課題を行う

軸測投影 軸測投影図の基礎
返却する演習プリントの復習または予習課題を行

う

軸測投影 軸測投影図の応用
返却する演習プリントの復習または予習課題を行

う

軸測投影 軸測投影図の応用
返却する演習プリントの復習または予習課題を行

う

中間試験と標高投影
軸測投影の修得確認

標高投影

返却する演習プリントの復習または予習課題を行

う

透視投影 直接法による透視図
返却する演習プリントの復習または予習課題を行

う

透視投影 消点透視図法による透視図
返却する演習プリントの復習または予習課題を行

う

透視投影 消点透視図法による透視図
返却する演習プリントの復習または予習課題を行

う

透視投影 消点透視図法による透視図
返却する演習プリントの復習または予習課題を行

う

透視投影 消点透視図法による透視図
返却する演習プリントの復習または予習課題を行

う

透視投影 消点透視図法による透視図
返却する演習プリントの復習または予習課題を行

う

中間試験と透視図
透視投影の修得確認

透視図を用いた表現

返却する演習プリントの復習または予習課題を行

う

投影による表現 投影の応用 （分割）
返却する演習プリントの復習または予習課題を行

う

投影による表現 投影の応用 （影）
返却する演習プリントの復習または予習課題を行

う

投影による表現 投影の応用 （ドローイング） 返却する演習プリントの復習

関連科目 図学Ⅰ、設計演習科目。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
授業への積極的な関与及び毎回の演習（ ％）、中間試験の合計（ ％）、期末試験（ ％）。遅刻、欠席は減点対象とします。

学生への

メッセージ

各回の内容は、段階的な理解を目指して作成している為、欠席した場合は必ず自己学習をして追いついてください。学習する内容について実際ど

のように使うか意識して、演習に取り組んでください。建築に限らず、身の回りの環境をどう認知しているか意識し、ものをみる「目」を鍛える

ことを、本科目を通して感じてもらいたいと思います。

担当者の

研究室等
号館 階 小林准教授室

備考

事前学習：各回の内容について、前週の配布資料等を参照しながら、毎回 時間以上調べておく。

事後学習：返却したプリントに書かれたコメントを参照しながら、毎回 時間以上かけて解きなおす。

教科書は指定しませんが、設計演習 と同じテキストを適宜参照しますので、授業の際は持参してください。

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 西洋建築史 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 前期 授業担当者 加嶋 章博 小林 健治

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

この授業では、現代建築のデザインと秩序の形成背景にある西洋の建築の変遷を説明する能力を培うことを目標とする。世界の近代建築の成立に

大きく関わっているのがヨーロッパ建築であり、また、わが国でも明治以来「西洋化」を試みて来た延長線上にある日本の現代建築のルーツを理

解するのに、西洋建築は外せない。「建築」の変遷、そして、現代建築の源泉を辿るという視点から西洋建築史を学習し、あわせて建築設計にも

資する計画性や建築論についての最低限の知識と評価力を身に付ける。授業担当者は、建築の実務経験を有する。この経験を活かし、受講生に実

務を意識した学びを提供します。

到達目標

この科目の目的は、実は「史」の知識習得ではなく、「表現力」「建築の評価力」をつけることにある。現代は様式建築の時代ではないものの、西

洋建築史は今なお建築の領域では世界共通の発想の源となっている知識体系といえる。建築に携わるものの基本知識としてそれを俯瞰できる目を

培う。「建築」という言葉自体がギリシアに由来し、 年以上にわたってこの概念のもとに建造物が営み続けられてきたのが「西洋」であるこ

とを多くの事例を通して理解する。建築の基礎学力として西洋建築史に対する「感性」を磨き、現代建築、日本建築との関係も捉えながら、今日

的視点で西洋建築をみていく。

授業方法と

留意点
スライドを多用し、視覚的理解に努める。講義は教科書に概ね対応して進めるので、受講前に必ず該当箇所を読んでくること。

科目学習の

効果（資格）
世界各国の建築を理解し、それらの価値を大きく捉える眼を養うとともに、設計思想に役立てることができる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

現代人が見る西洋建築史

古代から 世紀までのヨーロッパ建築

の大きな流れを把握する。また、時代様

式（固有の建築的特徴）という見方の意

味と限界を考える。

教科書

現代と異なる古代建築のス

ケール

古代オリエント、古代エジプト建築から

建築の記念性と象徴性を考える。
教科書

建築とチューリップ畑

～古代ギリシア建築の秩序

～

神秘性、記念性、秩序性の高い空間を計

画するうえで大切な視点を述べる。建築

における秩序とは何かを古代ギリシア

建築と都市計画から読み取る。

教科書

今に伝わるローマ建築の構

造（１）

古代ローマ建築の変遷と代表的建築に

ついて学び、古代ローマ建築がどのよう

に使われていたのかを概観する。拡大し

ていった建築のタイポロジーという見

方を理解する。

教科書

今に伝わるローマ建築の構

造（２）

古代ローマ建築の変遷と代表的建築に

ついて学び、古代ローマ建築がどのよう

に使われていたのかを概観する。拡大し

ていった建築のタイポロジーという見

方を理解する。

教科書

十字架を大地に刻む建築

バシリカ式と集中堂式の教会堂とは何

か。ローマ世界のキリスト教化とローマ

帝国の東西分裂と建築様式の特徴を理

解し、初期キリスト教建築とビザンチン

建築の変遷と代表的建築について学ぶ。

教科書

ロマネスク建築の構造

ロマネスク建築にヨーロッパ中世建築

の一つの完成形を見る。構造、形式、表

現の諸側面にわたって、知的に極めて洗

練された象徴的な聖なる空間の構造と

ありようを考える。石と光の造形を見

る。

教科書

ゴシック建築の構造（１）

ゴシック建築にロマネスクとは全く異

なる心性で出来たもう一つの聖なる空

間の完成形を見る。極めて感覚的に構造

化された民衆のための聖なる空間の構

造とありようを考える。

教科書

中世建築の特質
中世建築を通して建築を言語的に理解

する。中間試験を含む。
授業前半を復習する。

ゴシック建築の構造（２）
ゴシック建築の建築的特徴と実際の空

間を理解する。
教科書

建築のルネサンス

～クラシックとは何か～

ルネサンス建築その１）ルネサンス期の

建築における特徴について、現代的視点

から解釈する。古典主義建築の創始を、

ルネサンスの代表的建築家の考えと代

表的作品の中に見る。

教科書

マニエリスムの建築

ルネサンス建築その２）様式と手法（マ

ニエラ）による新しい造形原理。建築デ

ザインにおける知的な操作を理解する。

教科書

イタリア・バロック

～建築と真珠～

バロック建築その１）建築が社会状況に

反応し、他の芸術と手を組んで一つの政

治的、宗教的プロパガンダとして形を変

えたバロック建築のありようを理解す

る。

教科書

フランス・バロック

～都市スケールの建築と演

出～

～ 世紀のフランスの建築に、古典

主義洗練の諸相を見る。国家の建築とし

て、如何に古典主義建築が体系化、規範

化されて行くかを、代表的建築家の作品

教科書

専
門
科
目

67



摂南大学シラバス

を通して見て行く。

西洋建築史の学習をどう設

計や建築の評価に活かすか

西洋建築・近代建築・日本建築のつなが

りを理解し、現代建築の可能性を考え

る。

教科書

関連科目 設計演習、近代建築史、建築計画など、計画系科目の学習に資するよう、専門用語の使い方にも留意してください。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

カラー版 図説 建築の歴史 西洋・日本・近代 西田 雅嗣・矢ヶ崎 善太郎（編） 学芸出版社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

図説 西洋建築史 陣内 秀信ほか 彰国社

評価方法

（基準）

授業への積極的な関与やレポート等の提出物（ ％）、中間試験または論述レポート（ ）、期末試験または論述レポート（ ）を総合的に判断

する。

学生への

メッセージ

「史」がつく授業ですが、設計製図に結びつく視点から講義します。建築を志す者として様々な建築を丁寧に見て、その作意を感じ取ってくださ

い。歴史の暗記という意識は捨てて、現代的視点で捉えながら建築に対する興味関心はどこにあるのかを模索する材料にしてほしい。

担当者の

研究室等
号館 階 加嶋教授室

備考

【事前学習】事前事後学習課題欄に示した内容について、毎回 分をかけて内容を理解する。

【事後学習】事前事後学習課題欄に示した内容について、毎回 時間かけて、教科書以外の資料や実際の建築物に目を向ける。出来るだけ視覚的

資料にあたること。

専
門
科
目
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科目名 設計演習Ⅰ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者
木多 彩子 大谷 由紀子 大津 若果 加嶋 章博 白須

寛規 杉山 圭一 新森 雄大 山根 健太郎

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

【授業概要・目的】建築設計の学習は、図面の作成を通して行なう。最初に、建築設計図面がどのようなものかを学ぶため、建築の一般図と詳細

図を模写し、各図面の意味内容や表記法などを理解する。つづいて、小規模建築の設計課題に取り組み、アイデアを如何に表現するのか、設計の

方法や表現技法を学習する。さらに、実寸の制作を通じて、素材の特性と構造の関係を学ぶ。授業担当者は、建築の実務経験を有する。この経験

を活かし、受講生に実務を意識した学びを提供します。

到達目標 この演習では、①図面に関する知識や技能の修得、②設計の基本的な方法の習得、③表現技法の習得、を目標とする。

授業方法と

留意点

第 課題は製図室で模写するので欠席すると提出期限内に完成できなくなる。第 課題・第 課題は時間外においても製図室と自宅で並行して作

業をすすめ、担当教員の個別指導を受ける。また、全員に対し、課題ごとに様々な形で発表と講評の機会を設ける。

科目学習の

効果（資格）
建築設計はすべての専門科目とかかわる大変重要な科目である。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

設計図の模写 第 回

図面の意味と種類の説明、製図道具の説

明

課題の説明、グループ分けと作業方法の

説明・配置図の作成

教科書

設計図の模写 第 回 平面図の作成、各グループでの指導 教科書

設計図の模写 第 回
立面図と断面図の作成、各グループでの

指導
教科書

設計図の模写 第 回
配置図、様々な図面表現、各グループで

の指導、次課題の説明
教科書

小規模な建築の設計 第

回

デザインサーベイのグループ発表、エス

キース・設計方法の説明
敷地観察レポートの作成と事例収集

小規模な建築の設計 第

回

全体平面計画の仕上げ、平面・断面エス

キース、各グループでの設計方法の指導
建築の各部位の計測と作図

小規模な建築の設計 第

回

エスキース、ボリューム模型の検討、各

グループでの個別指導

一次提出、講評会、作品講評の視点、模

型撮影についての理解

スタディ模型の事例を集める

小規模な建築の設計 第

回

スタディ模型、断面計画、外構計画、各

グループでの個別指導

二次提出、選抜作品の講評会、評価の視

点の理解、全体講評

断面計画の事例を集める

小規模な建築の設計 第

回

図面清書及びレイアウト：配置図、平面

図、断面図、各グループでの個別指導
立面計画の事例を集める

小規模な建築の設計 第

回

一次提出、講評会、作品講評の視点、模

型撮影についての理解
ポートフォリオの事例を集める

小規模な建築の設計 第

回

二次提出、選抜作品の講評会、評価の視

点の理解、全体講評、次課題の説明
模型写真の事例を集める

実作（原寸）の制作 第 回 かたちの検討 身近にあるかたちの根拠を集める

実作（原寸）の制作 第 回 素材と構造の関係 素材の特性を活かした構造の事例を集める

実作（原寸）の制作 第 回 原寸と縮尺、制作図（割付図） 納まり、寸法を調べる。

実作（原寸）の制作 第 回 講評会 他者の作品を批評し、自身の作品を再考する

関連科目 専門科目全般

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

建築設計製図 住吉の長屋・屋久島の家・東大阪

の家に学ぶ
貴志雅樹監修 学芸出版社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

コンパクト建築設計資料集成 日本建築学会 丸善出版

評価方法

（基準）

計画条件に対する考え方・プレゼンテーションなどの評価 ％、提出図面の完成度と技法などの評価 ％で

各課題ごとに評価を行い、総合 ％以上を合格とする。

学生への

メッセージ

建築設計はすべての専門科目の学習が反映される重要な分野である。特に設計演習Ⅰはその第一歩であるが、初めて製図を学ぶ学生にとっては厳

しい科目と感じるかもしれない。しかし欠席せずにまじめに学習すれば、必ず建築設計の楽しさや空間計画の面白さが理解できると思います。ま

た、提出日時は非常に大切なものなので厳守してください。

担当者の

研究室等
号館 階

備考

【事前学習】事前事後学習課題欄に示した内容について、毎回 時間以上の時間をかけて図面や参考作品の特徴の理解に努めること。

【事後学習】事前事後学習課題欄に示した内容について、毎回 時間以上かけて設計課題やエスキースを再検討するとともに、類似例、とくに視

覚的資料を探すこと。

専
門
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科目名 設計演習Ⅱａ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 前期 授業担当者
木多 彩子 今津 康夫 大谷 由紀子 加嶋 章博 武田

憲人 中尾 勝悦 中西 ひろむ

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

［授業概要・目的］本演習では木造、鉄筋コンクリート造の基礎的知識と図面表記を習得する。同時に、演習課題を通じて設計の進め方、模型に

よるボリュームや断面検討などスタディ方法、課題ごとにプレゼンの方法を学ぶ。課題は環境問題など今日的テーマを盛り込み、建築と社会の関

係を学ぶ機会とする。授業担当者は、建築の実務経験を有する。この経験を活かし、受講生に実務を意識した学びを提供します。

到達目標
到達目標］（１）木造の基本構成と図面表現法の習得（２）住宅設計の基礎知識、模型づくりの技法等の修得（３）設計条件の設定能力や設計方

法の修得、鉄筋コンクリート造の躯体計画技能、断面図の表現法、模型作成や透視図などによる提案方法の習得

授業方法と

留意点

少人数グループを一人の担当教員が指導し、課題ごとに担当者が替わっていく。住宅の設計、交流施設の設計では授業時間は担当教員から指導を

受ける時間であり、各自の設計作業、特に草案づくりは授業時間外にも行う必要がある。

科目学習の

効果（資格）
建築学科での授業内容を総合的に理解することに役立つとともに、将来の建築士試験のために極めて重要である。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

木造住宅のリサーチ

・ガイダンス、グループわけ、作業に関

する説明

・課題説明、リサーチなど

参考図面・事例の収集など

住宅の設計

（第 回）
・グループ別指導など 参考図面・事例収集・エスキス模型作成など

住宅の設計

（第 回）

・中間発表、グループ別指導などグルー

プ別指導など
事例収集・現地調査・エスキス・模型作成など

住宅の設計

（第 回）
・グループ別指導など エスキス・作図・模型作成など

住宅の設計

（第 回）

・グループ別指導など

・図面チェック
エスキス・作図・模型作成など

軸組模型の制作

（第 回）
・模型の説明、グループ別指導など 事例収集・作図・模型作成など

軸組模型の制作

（第 回）
・グループ指導など 作図・模型作成など

成果発表、講評
・設計課題および軸組模型のプレゼン、

講評
作図・模型作成など

交流会館の設計

（第１回）

・作業の説明

グループ別指導など

事例収集・現地調査・エスキス・作図・模型作成な

ど

交流会館の設計

（第 回）
・グループ別指導など

事例収集・現地調査・エスキス・作図・模型作成な

ど

交流会館の設計

（第 回）

・第 回中間発表

グループ別指導など
事例収集・エスキス・模型作成など

交流会館の設計

（第 回）
・グループ別指導など エスキス・模型作成など

交流会館の設計

第 回）

・第 回中間発表

グループ別指導など
エスキス・作図・模型作成など

交流会館の設計

第 回）
・グループ別指導 作図・模型作成など

成果発表、講評

総括

・プレゼンと講評

・学習の振り返り
―――――

関連科目 建築設計・計画基礎、建築計画各論、設計演習 、および専門科目全般

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

初めての建築設計ステップ・バイ・ステップ 川北健雄ほか 名 彰国社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

コンパクト建築資料集成 日本建築学会 丸善

評価方法

（基準）

計画条件に対する考え方・プレゼンテーションなどの評価 ％、提出図面（平面図、立面図、断面図を含む）の完成度と技法などの評価 ％で

各課題ごとに評価を行い、総合 ％以上を合格とする。

学生への

メッセージ

設計演習は建築学科での学習の総合化であり、多くの建築事例を見学や研究しして、着実に構想力、提案力をつけてください。教員や仲間との意

見交換も重要です。

図面表記が身につくよう、設計Ⅰでのテキスト、コンパクト建築資料集成、専門誌などの図面を参照して習得してください。

提出物の未完成、未提出は評価対象とならないため、期限を厳守して取り組んでください。

担当者の

研究室等
号館 階 木多教授室、加嶋教授室、大谷教授室

備考

事前・事後学習：設計演習ではほぼ毎回、現地調査、事例収集、エスキス、作図、模型制作などの課題を提示する。よって、事前・事後併せて

時間程度、課題に取り組むこと

コンパクト建築資料集成、設計Ⅰでのテキストは毎回持参し、エスキスや作図などにおいて参照すること

新建築など建築作品の掲載されている専門誌に目を通し、解説文、図面、写真を参照すること

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 設計演習Ⅱｂ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者
大谷 由紀子 加嶋 章博 岸下 真理 小林 健治 髙橋

俊介 西村 勝尚 藤田 慶 堀 賢太

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

［授業概要・目的］保育園の設計では、大人とこどものスケールの違いを踏まえた設計を考える。また、こどもの行動や多くのこどもたちが通過

する保育の場を振り返り、理想とする建築計画を実践する。限定された時間内に条件を分析、設計し、それを的確に図面化することを学ぶ。

美術館の設計では実際の美術館や展示空間を調査し、資料を収集することで計画条件を理解する。どのような展示空間がどのような効果をもたら

すのか、建築の可能性を考え、都市にあるべき美術館として提案する。また、利用者の動線、職員や作品搬出入の動線など、表と裏の動線を検討

する訓練とする。外観や景観のデザインについても検討し、建築の設計が建物と敷地、および周辺環境を考えることであることを考える。授業担

当者は、建築の実務経験を有する。この経験を活かし、受講生に実務を意識した学びを提供します。

到達目標

（１）平面計画の理解と設計技術、および正確な図面表記の習得

（２）建物と周辺との関係についての設計技術の習得

（３）保存も含めた外観デザイン技術の習得

授業方法と

留意点

少人数グループでの個別指導による。授業時間内は担当教員から指導を受けることを優先し、各自のエスキスや製図作業は事前・事後学習として

時間外にも行う必要がある。敷地調査や課題に関連する建物の見学や資料（作品集や雑誌など）調査なども積極的に行う。

科目学習の

効果（資格）
建築学科での授業内容を総合的に理解することに役立つとともに、将来の建築士試験のために極めて重要である。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

保育園の設計
課題説明・各グループでの指導方針説明

など
敷地調査・事例調査・図面・模型作成

保育園の設計 各グループでの個別指導 図面・模型作成

保育園の設計 各グループでの個別指導 図面・模型作成

保育園の設計 各グループでの個別指導 図面・模型作成

保育園の設計 各グループでの個別指導 図面・模型作成

保育園の設計の講評、および

構造模型の説明

保育園のプレゼンテーション、講評およ

び構造模型制作の指導
構造模型の作成

保育園構造模型の講評、およ

び美術館の課題説明

保育園構造模型のプレゼンテーション、

講評、および美術館の課題説明など
敷地調査・事例調査

美術館の設計 各グループでの個別指導 図面・模型作成

美術館の設計 各グループでの個別指導 図面・模型作成

美術館の設計 各グループでの個別指導 図面・模型作成

美術館の設計 各グループでの個別指導 図面・模型作成

美術館の設計 各グループでの個別指導 図面・模型作成

美術館の設計 各グループでの個別指導 図面・模型作成

美術館の設計 各グループでの個別指導 図面・模型作成

美術館のプレゼンテーショ

ン、講評、および総括

課題全体についての講評、および総合的

な指導など
―――――

関連科目 設計演習Ⅰ、設計演習Ⅱ 、建築設計・計画基礎、建築計画各論が特に関連するが、専門科目全般が関連科目といえる。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

初めての建築設計 ステップ・バイ・ステップ 川北健雄 他 彰国社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

授業での設計製図の取組姿勢ならびに計画条件に対する考え方・プレゼンテーションなどの評価 ％、提出図面（平面図、立面図、断面図を含

む）の完成度と技法などの評価 ％で各課題ごとに評価を行い、総合 ％以上を合格とする。

本科目においては、設計製図の基本ルールや模型制作に明らかな不備があるものについては、提出物を受け付けることができません。

学生への

メッセージ

得手不得手の感覚ではなく、「学ぶ心」を培って欲しい。大切なことはまずは「感動すること」「模倣すること」です。模倣といっても、どのよう

に自分自身の考え方に取り込めるのかの解釈が必要です。製図室での作業よりは、見学や資料の検索などがより一層重要になります。好きな建築、

建築家を見付けることや参考となる作品をどんどん調べ、模倣することから出発し、次第に自分のオリジナリティーへと繋げていってください。

担当者の

研究室等
号館 階 加嶋教授室・大谷教授室

備考 事前事後学習：事前事後学習課題欄に示した内容について、毎回 時間以上かけて作業を行うこと（標準）。

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 設計演習Ⅲａ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 前期 授業担当者
小林 健治 井上 久実 大谷 由紀子 加嶋 章博 白須

寛規 竹内 正明 長澤 浩二 西村 勝尚 矢田 朝士

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

これまでの設計演習の成果を基に、より複合的な設計課題に取組みます。第一課題は、都市的な環境におけるこれからの建築、第二課題は、歴史

的環境における集合住宅、の設計です。いずれも、設定された敷地周辺の環境や時代背景などを読み解いた上で、その場所に相応しい建築の有り

様を提案します。なお、本演習科目は建築実務経験を有する専任教員、非常勤講師により指導を行う。

到達目標
）課題条件に対する読解力の修得、 ）計画内容・アイデア等をわかりやすく美しくプレゼンテーションする技術の修得、 ）計画を成果物とし

て完成させ、第三者に伝える技術の修得、 ）建築士試験（実技）に関する基礎的な知識の理解。

授業方法と

留意点
少人数グループでの個別指導による。演習は製図室でのエスキス、製図に留まらず、見学や調査なども積極的に行う。

科目学習の

効果（資格）
この科目は、建築士 次試験（実技試験）と大変に関連が深い。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

これからの建築の設計

（第 回）

・課題説明

・グループ分けおよび作業方法の説明

・グループ別個別指導

必要な検討事項を整理し、設計からプレゼンテーシ

ョンまでのプロセスを認識する。

調査・図面・模型作成

社会背景の情報収集

これからの建築の設計

（第 回）
・グループ別個別指導

調査・図面・模型作成

社会背景の情報収集とその建築化

これからの建築の設計

（第 回）
・グループ別個別指導

調査・図面・模型作成

社会背景の情報収集とその建築化

これからの建築の設計

（第 回）
・グループ別個別指導

調査・図面・模型作成

社会背景の情報収集とその建築化

これからの建築の設計

（第 回）

・グループ別個別指導

・仕上げ作業

調査・図面・模型作成

社会背景の情報収集とその建築化

表現方法・図面レイアウトの検討

これからの建築の設計

（第 回）

・グループ別個別指導

・仕上げ作業

調査・図面・模型作成

社会背景の情報収集とその建築化

表現方法・図面レイアウトの検討

これからの建築の設計

（第 回）
・課題作品の発表と講評

プレゼンテーションの方法を検討する。また他者の

作品に対する批評を行う。

集合住宅の設計

（第 回）

・課題説明

・作業方法の説明

・グループ別個別指導

必要な検討事項を整理し、設計からプレゼンテーシ

ョンまでのプロセスを認識する。

調査・図面・模型作成

集合住宅の事例検討

集合住宅の設計

（第 回）
・グループ別個別指導

調査・図面・模型作成

木質空間の事例検討

集合住宅の設計

（第 回）
・グループ別個別指導

調査・図面・模型作成

集合住宅の事例検討

集合住宅の設計

（第 回）
・グループ別個別指導

調査・図面・模型作成

集合住宅の事例検討

集合住宅の設計

（第 回）

・グループ別個別指導

・仕上げ作業

調査・図面・模型作成

集合住宅の事例検討

表現方法・図面レイアウトの検討

集合住宅の設計

（第 回）

・グループ別個別指導

・仕上げ作業

調査・図面・模型作成

集合住宅の事例検討

表現方法・図面レイアウトの検討

集合住宅の設計

（第 回）

・グループ別個別指導

・仕上げ作業

調査・図面・模型作成

集合住宅の事例検討

表現方法・図面レイアウトの検討

集合住宅の設計

（第 回）
・課題作品の発表と講評

プレゼンテーションの方法を検討する。また他者の

作品に対する批評を行う。

関連科目 設計演習Ⅰ、Ⅱａ、Ⅱｂ、Ⅲｂ、建築計画系科目が特に関連するが、専門科目全般が関連科目と言える。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

コンパクト建築設計資料集成 日本建築学会編 丸善株式会社

初めての建築設計ステップ・バイ・ステップ
川北健雄、三上晴久、倉知徹、水

島あかね、花田佳明著
彰国社

評価方法

（基準）

計画条件に対する考え方・プレゼンテーションなどの評価 ％、提出図面（平面図、立面図、断面図を含む）の完成度と技法などの評価 ％で

各課題ごとに評価を行い、総合 ％以上を合格とする。

学生への

メッセージ
単体としての建築物のあり方のみならず、地域や社会との関係から、いかにより多くの人々に開かれた環境を創造できるかがポイントとなります。

担当者の

研究室等
号館 階 小林准教授室・白須講師室

備考
事前事後学習：事前事後学習欄に示した内容について、毎回 時間以上取り組むこと。外部講師による課題に関連したショートレクチャーなど

を行う場合があります。

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 設計演習Ⅲｂ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 後期 授業担当者
白須 寛規 魚谷 剛紀 小野 龍人 木多 彩子 京 智

健 小林 健治 中村 卓 宮本 征一

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

第一課題では、都市的な機能を有する複合的施設を設計し、環境工学的視点も含め、都市と建築のあり方について提案する。第二課題では、スタ

ジオ課題とし、各々関心のある課題に取り組み、その解決策としての斬新なアイデアを発想する。いずれの課題でも、自身の提案を図面や模型で

魅力的に表現する。また、第一課題・第二課題とも、建築・都市空間に関するフィールドワークを行い、そこから課題や魅力を抽出した上で都市

空間に対するオリジナルな視点での分析を行う。いずれの課題でも分析結果を提案としてまとめ、相応しい形式でアウトプットし、的確にプレゼ

ンテーションできるようになることを目的とする。なお、本演習科目は建築実務経験を有する専任教員、非常勤講師により指導を行う。

到達目標
）大規模で複雑な内容の施設の総合的計画技術の修得、 ）課題抽出力の修得、 ）課題分析力と提案創出力の修得、 デザイン発想力及び考察

力の修得、 図面や模型、図表での表現力の修得、 プレゼンテーション力の修得

授業方法と

留意点

少人数グループを一人の担当教員が指導し、課題ごとに担当者が替わる。授業時間は担当教員から指導を受ける時間であり、各自の設計作業、特

に草案づくりは授業時間外にも行う必要がある。課題の順番、内容は変更されることがある。

科目学習の

効果（資格）
建築学科での授業内容を総合的に理解することに役立つとともに、将来の建築士試験のために極めて重要である。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

複合施設の設計１
・課題説明・グループわけおよび作業方

法の説明、グループ別指導方針説明など
調査・図面・模型・図表作成

複合施設の設計２ ・グループ別個別指導など 調査・図面・模型・図表作成

複合施設の設計３ ・グループ別個別指導など 調査・図面・模型・図表作成

複合施設の設計４ ・グループ別個別指導など 調査・図面・模型・図表作成

複合施設の設計５ ・グループ別個別指導など 調査・図面・模型・図表作成

複合施設の設計６ ・グループ別個別指導など 表現手法・レイアウトの検討

複合施設の設計７ ・課題の発表と講評
プレゼンテーションの方法を検討する。また他者の

作品に対する批評を行う。

スタジオ課題１
・課題説明・グループわけおよび作業方

法の説明、グループ別指導方針説明など

プレゼンテーションの方法を検討する。また他者の

作品に対する批評を行う。

スタジオ課題２ ・グループ別個別指導など 調査・図面・模型・図表作成

スタジオ課題３ ・グループ別個別指導など 調査・図面・模型・図表作成

スタジオ課題４ ・グループ別個別指導など 調査・図面・模型・図表作成

スタジオ課題５ ・グループ別個別指導など 調査・図面・模型・図表作成

スタジオ課題６ ・グループ別個別指導など 調査・図面・模型・図表作成

スタジオ課題７ ・グループ別個別指導など 表現手法・レイアウトの検討

スタジオ課題８ ・課題の発表と講評
プレゼンテーションの方法を検討する。また他者の

作品に対する批評を行う。

関連科目 設計演習Ⅰ、Ⅱａ、Ⅱｂ、Ⅲａ、建築計画系科目が特に関連するが、専門科目全般が関連科目と言える。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

コンパクト建築設計資料集成 日本建築学会編 丸善株式会社

評価方法

（基準）

計画条件に対する考え方・プレゼンテーションなどの評価 ％、提出図面（平面図、立面図、断面図を含む）の完成度と技法などの評価 ％で

各課題ごとに評価を行い、総合 ％以上を合格とする。

学生への

メッセージ

最後の設計演習です。建築学科での学習の集大成のひとつとして、意匠・構造・設備に関して学んだことをフィードバックして、課題に取り組ん

でください。また教員や仲間とのコミュニケーションや意見交換も積極的に行ってください。

担当者の

研究室等
号館 階 小林准教授室・白須講師室

備考 事前事後学習：事前事後学習欄に示した内容について、毎回 時間以上取り組むこと。

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 線形代数Ⅰ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス イ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 東 武大

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的
線形代数は，幾何ベクトルや連立１次方程式の取り扱い方を一般化してできた理論で，理工系学生に欠くことのできない数学的教養である。

到達目標

行列の計算ができる

ベクトルの内積・外積を理解する

基本変形で連立 次方程式を解く

基本変形で逆行列を求める。

授業方法と

留意点

比較的平易な内容に限定し容易に理解出来るものであるので、確実に自分のものとするよう心掛けて頂きたい。 そのためには、第一に欠席をせ

ず、毎回授業の前には復習をしておくこと、第二にどんなに些細でも不明なことは質問すること。

科目学習の

効果（資格）
本講義の内容は線形代数Ⅱをはじめ諸々の専門科目を習得するのに引き継がれる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

行列の定義 ・和、スカラ－倍 演習問題 時間

行列の定義 ・積の定義・転置行列 演習問題 時間

正方行列 ・単位行列・正則行列の定義 演習問題 時間

正方行列 ・正則行列の性質、逆行列の計算 演習問題 時間

いろいろな行列
・対称行列・交代行列・冪零行列・回転

や対称移動を表す行列
演習問題 時間

連立 次方程式 ・消去法 演習問題 時間

中間試験
・第 回の講義に関する中間試験、及

び解答解説
演習問題 時間

連立 次方程式
・連立１次方程式の行列表示・基本変

形・階数
演習問題 時間

連立 次方程式
・基本変形の正則行列表示・掃き出し法

による逆行列の求め方
演習問題 時間

連立 次方程式 ・基本解・特殊解 演習問題 時間

空間のベクトル
・空間のベクトルの定義・和とスカラ－

倍
演習問題 時間

空間のベクトル ・内積・距離 演習問題 時間

空間のベクトル
・外積・スカラ－３重積・平行六面体の

体積
演習問題 時間

空間のベクトル ・直線の方程式 演習問題 時間

空間のベクトル ・平面の方程式 演習問題 時間

関連科目

以下の科目の講義は線形代数 の知識とスキルを前提にして授業が進められます：

工業数学 工業数学 統計学 代数学 幾何学 解析学

上記科目を受講する予定の学生は線形代数 を履修すること。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

線形代数の基礎講義 島田伸一・廣島文生 共立出版

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
レポート課題 ％、中間試験 、期末試験 の割合で判定し評価する。

学生への

メッセージ

疑問に思ったことがあれば遠慮なく質問してください。いかなる質問も大歓迎です。大学の数学は簡単ではありませんが些細なことにこだわらず

に最終目標をいつも頭において勉強してください。

担当者の

研究室等
号館 階 数学研究室

備考 事前事後学習には毎回１時間以上かけること。レポート課題は毎回採点して返却し、解答解説を行う。

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 線形代数Ⅰ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス ロ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 東山 和巳

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的
線形代数は，幾何ベクトルや連立１次方程式の取り扱い方を一般化してできた理論で，理工系学生に欠くことのできない数学的教養である。

到達目標

（１）行列の計算ができる。

（２）基本変形で連立 次方程式を解くことができる。

（３）基本変形で逆行列を求めることができる。

（４）ベクトルの内積・外積を理解する。

これらの知識は電磁気や回路を学ぶのに必要であり、複雑なシステムの解析や設計に役立つ。

授業方法と

留意点

比較的平易な内容に限定し容易に理解出来るものであるので、確実に自分のものとするよう心掛けて頂きたい。 そのためには、第一に欠席をせ

ず、毎回授業の前には復習をしておくこと、第二にどんなに些細でも不明なことは質問すること。

科目学習の

効果（資格）
本講義の内容は、諸々の数学及び専門科目の習得に引き継がれる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

行列の定義 ・和、スカラ－倍 第 章の問，演習問題

行列の定義 ・積の定義・転置行列 第 章の問，演習問題

正方行列 ・単位行列・正則行列の定義・性質 第 章の問，演習問題

２次正方行列 ・行列式・逆行列の計算 第 章の問，演習問題

いろいろな行列 ・対称行列・交代行列・冪零行列 第 章の問，演習問題

線形写像 ・線形写像 第 章の問，演習問題

連立 次方程式 ・掃き出し法 第２章の問、演習問題

連立 次方程式
・連立１次方程式の行列表示・基本変

形・階数
第 章の問，演習問題

連立 次方程式
・基本変形の正則行列表示・掃き出し法

による逆行列の求め方
第 章の問，演習問題

連立 次方程式 ・基本解・特殊解 第 章の問，演習問題

連立 次方程式
・同次連立 次方程式・正則行列となる

条件
第 章の問，演習問題

空間のベクトル
・空間のベクトルの定義・和とスカラ－

倍
第 章の問，演習問題

空間のベクトル ・内積・距離 第 章の問，演習問題

空間のベクトル
・外積・スカラ－３重積、平行 面体の

体積
第 章の問，演習問題

空間のベクトル
・直線の方程式・平面の方程式・一次独

立性
第 章の問，演習問題

関連科目

以下の科目の講義は線形代数 の知識とスキルを前提にして授業が進められます：

工業数学 工業数学 統計学 代数学 幾何学 解析学 統計学

上記科目を受講する予定の学生は線形代数 を履修すること。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

線形代数の基礎講義 島田伸一・廣島文生 共立出版

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
演習・小テストで ％、期末テスト ％で判定し評価する。

学生への

メッセージ
号館 階に数学教員がいますので数学、自然科学に関するどんな質問でも気楽においで下さい。

担当者の

研究室等
号館 階 数学研究室

備考 事前事後学習は、毎回 時間以上かけること。小テストは採点して返却し、適宜講義中に解説する。

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 線形代数Ⅱ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス イ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 安井 幸則

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的
行列式の計算ができ、行列の固有値と固有ベクトルが求められ、それらを行列の対角化へ応用できるようになることが本講義の目的である。

到達目標

（１）行列式の計算ができる。

（２）行列の固有値と固有ベクトルを求めることができる。

（３）行列の３角化と対角化ができる。

授業方法と

留意点

授業ではテ－マに掲げた内容を出来るだけ平易に説明する。基本的には授業の前半の６０分を講義に充て、後半の３０分を演習の時間に充てるが、

進行状況により変更することもある。

（１）演習問題は授業の前半に講義した内容から出題する。 （２）期末試験の出題内容は授業中の演習問題レベルとする。

科目学習の

効果（資格）

工業数学 、工業数学 、統計学、代数学、幾何学 、解析学の講義は線形代数 の知識とスキルを前提にして授業が進められるため、それ

らの科目を受講する予定の場合は線形代数 を履修すること。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

行列式 ・置換の定義・置換の積・置換の符号 第 章の問，演習問題 レポート

行列式 ・行列式の定義・多重線形性・交代性 第 章の問，演習問題 レポート

行列式
・２次正方行列の行列式・３次正方行列

の行列式
第 章の問，演習問題 レポート

行列式 ・行列式の余因子展開 第 章の問，演習問題 レポート

行列式 ・行列の積と行列式・逆行列をもつ条件 第 章の問，演習問題 レポート

行列式 ・余因子行列・逆行列 第 章の問，演習問題 レポート

行列式 ・クラメ－ルの公式 第 章の問，演習問題 レポート

固有値と固有ベクトル
・固有多項式 ・固有方程式

・固有値 固有ベクトルの計算
第 章の問，演習問題 レポート

固有値と固有ベクトル ・固有値 固有ベクトルの計算 第 章の問，演習問題 レポート

固有値と固有ベクトル ・正方行列の３角化 第 章の問，演習問題 レポート

固有値と固有ベクトル
・フロベニウスの定理 ・ハミルトン・

ケーリーの定理
第 章の問，演習問題 レポート

固有値と固有ベクトル ・正方行列の対角化 第 章の問，演習問題 レポート

固有値と固有ベクトル ・実対称行列の対角化 ・直交行列 第 章の問，演習問題 レポート

固有値と固有ベクトル ・２次形式への応用・２次形式の符号 第 章の問，演習問題 レポート

固有値と固有ベクトル ・２次曲線，曲面の例 第 章の問，演習問題 レポート

関連科目

以下の科目の講義は線形代数Ⅱの知識とスキルを前提にして授業が進められます：

工業数学 工業数学 統計学 代数学 幾何学 解析学

上記科目を受講する予定の学生は線形代数Ⅱを履修すること。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

線形代数の基礎講義 島田伸一、廣島文生 共立出版

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
演習・小テスト（４０％）・期末テスト（６０％）で評価する。

学生への

メッセージ

疑問に思ったことがあれば遠慮なく質問してください。いかなる質問も大歓迎です。大学の数学は簡単ではありませんが些細なことにこだわらず

に最終目標をいつも頭において勉強してください。

担当者の

研究室等
号館 階 数学研究室

備考 事前事後学習には、毎回１時間以上かけること。小テストは採点して返却し、適宜講義中に解説する。

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 線形代数Ⅱ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス ロ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 西脇 純一

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的
行列式の計算法と行列の固有値と固有ベクトルの求め方が本講義の目的である。

到達目標

（１）行列式の計算

（２）固有値と固有ベクトル

（３）行列の３角化と対角化

授業方法と

留意点

授業ではテ－マに掲げた内容を出来るだけ平易に説明する。基本的には授業の前半の６０分を講義に充て、後半の３０分を演習の時間に充てる。

（１）演習問題は授業の前半に講義した内容から出題する。（２）期末試験の出題内容は授業中の演習問題レベルとする。

科目学習の

効果（資格）

以下の科目の講義は線形代数Ⅱの知識とスキルを前提にして授業が進められます：

工業数学 工業数学 統計学 代数学 幾何学 解析学

上記科目を受講する予定の学生は線形代数Ⅰを履修すること。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

行列式 ・置換の定義・置換の積・置換の符号 第 章の問，演習問題 レポート

行列式 ・行列式の定義・多重線形性・交代性 第 章の問，演習問題 レポート

行列式
・２次正方行列の行列式・３次正方行列

の行列式
第 章の問，演習問題 レポート

行列式 ・行列式の余因子展開 第 章の問，演習問題 レポート

行列式 ・行列の積と行列式・逆行列をもつ条件 第 章の問，演習問題 レポート

行列式 ・余因子行列・逆行列 第 章の問，演習問題 レポート

行列式 ・クラメ－ルの公式 第 章の問，演習問題 レポート

固有値と固有ベクトル
・固有多項式 ・固有方程式

・固有値 固有ベクトルの計算
第 章の問，演習問題 レポート

固有値と固有ベクトル ・固有値 固有ベクトルの計算 第 章の問，演習問題 レポート

固有値と固有ベクトル ・正方行列の３角化 第 章の問，演習問題 レポート

固有値と固有ベクトル
・フロベニウスの定理 ・ハミルトン・

ケーリーの定理
第 章の問，演習問題 レポート

固有値と固有ベクトル ・正方行列の対角化 第 章の問，演習問題 レポート

固有値と固有ベクトル ・実対称行列の対角化 ・直交行列 第 章の問，演習問題 レポート

固有値と固有ベクトル ・２次形式への応用・２次形式の符号 第 章の問，演習問題 レポート

固有値と固有ベクトル ・２次曲線，曲面の例 第 章の問，演習問題 レポート

関連科目 線形代数Ⅰ 工業数学 工業数学 統計学 代数学 幾何学 解析学

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

線形代数の基礎講義 島田伸一・廣島文生 共立出版

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
演習 小テストで３０％、期末テスト７０％の割合で判定し評価する。

学生への

メッセージ

疑問に思ったことがあれば遠慮なく質問してください。いかなる質問も大歓迎です。大学の数学は簡単ではありませんが些細なことにこだわらず

に最終目標をいつも頭において勉強してください。

担当者の

研究室等
号館 階 数学研究室

備考
事前事後学習は、各々毎回１時間以上かけること。

小テスト 演習は採点して返却する。

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 造形演習Ⅰ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 山崎 秀昭 尾島 守 坂本 りか

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

建築を始めとする全ゆる造形に対し、美を求めるのは、誰しもが抱く基本的欲求の一つです。本演習では広くファインアート（純粋美術＝絵画、

彫刻等）に根ざした立場から、美しい形（特に立体）を具体的に取り扱います。当面は西洋近代の造形理念を足場にして、個人の感性から生み出

される形でのトレーニングが有効です。従って学生諸君はこの演習の中で、近代から現代に至る造形の世界を良く知る事、そして、各個人の中に

潜んでいる感性を、鋭く目覚めさせる事が目標となります。良く知って、鋭く蘇らせながら形を作り続けるうちに、徐々に美しい形に対する判断

力が身に付いて来るでしょう。

又、建築家として必ず求められる素養の一つ、フリーハンドによって正確な形態、明・暗、質感を描く力を身に付ける為、時間の許す限り鉛筆

ドローイングも行います。

到達目標 感性を磨き、学問による理性との整合性を保ち、ものを造る事を喜べる学生を目指す。

授業方法と

留意点

実践的な形の課題に取り組む演習が基本です。平行してスライド、配布資料等を用いた講義により、理論及び知識を伝えます。一連の内容と、マ

ン・ツー・マンで行う各学生との対話を通じ、総合的に造形を学びます。用具、材料の忘れ物は時に致命的になるので注意する事。

科目学習の

効果（資格）

特別の具体的効果は示し難いが、次第に磨かれる感性と、表現力の向上が期待される。

色彩の体系、調和に関しては、建築士試験の計画として出題される事が有る。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス。

２０分ドローイング。

平面・色彩構成Ⅰ－１。

授業に対する基本的態度、スケジュール

の説明。用具、教材についての解説。

「色彩と光」の講義。

材料、用具の手配。

平面・色彩構成Ⅰ－ 。

２０分ドローイング。

「色彩の体系」の講義。小スタディー課

題。
事後：復習問題。

２０分ドローイング。

立体構成Ⅰ－１。

面的材料（スチレンシート）による造形

１ー１。

立体に関する講義と課題提示。

スタディー小課題。具体的演習及び指

導。

事後：スケッチ及び復習レポート。

２０分ドローイング。

立体構成Ⅰ－２。

面的材料（スチレンシート）による造形

１ー２。

具体的演習及び指導。完成、記録撮影、

講評。

事後：スケッチ及び復習レポート。

２０分ドローイング。

立体構成Ⅱ－１（グループ制

作前段階）。

面的材料（スチレンシート）による造形

Ⅱ－１。

テーマを持った本課題の呈示。

スライド等を併用した、立体に関する講

義。制作及び指導。

事後：スケッチ及び復習レポート。

２０分ドローイング。

立体構成Ⅱ－２（グループ制

作前段階）。

面的材料（スチレンシート）による造形

Ⅱ－２。

本課題の制作及び指導、完成。

撮影、記録。

事後：スケッチ及び復習レポート。

２０分ドローイング。

立体構成Ⅱ－３（グループ制

作前段階）。

面的材料（スチレンシート）による造形

Ⅱ－３。

グループ作品の選出（相互コンペ）。

制作計画、作業分担。

事後：スケッチ及び復習レポート。

立体構成Ⅲ－１（グループ制

作）。

面的材料（スチレンボード）による造形

Ⅲ－１。

グループ共同制作。

事後：作業レポート。

立体構成Ⅲ－２（グループ制

作）。

面的材料（スチレンボード）による造形

Ⅲ－２。

グループ共同制作。

事後：作業レポート。

立体構成Ⅲ－３（グループ制

作）。

・面的材料（スチレンボード）による造

形Ⅲ－３。

・グループ共同制作。

事後：作業レポート。

立体構成Ⅲ－４（グループ制

作）。

・面的材料（スチレンボード）による造

形Ⅲ－４。

・グループ共同制作。

事後：作業レポート。

立体構成Ⅲ－５（グループ制

作）

面的材料（スチレンボード）による造形

Ⅲ－５

グループ共同制作。

展覧会場設置。空間と展示物との関係を

学ぶ。

事後：作業レポート。

展覧会展示物撤去。

石膏デッサン。

人体デッサンに備え、基礎的、基本的描

画法を学ぶ。
ーーーー

人体デッサン１。

対象を観察によって表現しようとする

時、観察がどのように深められ、表現が

厳密化して行くかを学ぶ為、裸婦をデッ

サンする。

ーーーー

人体デッサン２。
１に引き続き、習熟度、完成度を高める。

講評、提出、記録。
ーーーーー

関連科目 設計演習。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

各演習毎の課題 本課題約７０％、補助課題約３０ ）提出作品全ての完成度、質によって評価し合否を判定する。なお、演習教科なので、１００％

の出席及び課題提出を前提とする。

学生への

メッセージ

下手だ、センスが無いと身を引くより、実際の課題制作、ヌードデッサン等我々は共に考え、感じ、工夫しながら常に感性に刺激を与え続けます。

素直に受け留め、楽しく続けていくうちに、いつの間にか磨かれている自分に気付くはずです。

担当者の

研究室等
８号館３階 「建築学科造形演習準備室」

備考
教材等：メジャー、金属定規、カッターナイフ、接着剤等、約￥１，０００程度。

事前学習：事後学習欄に示した内容について、毎回 時間以上かけて取り組む

専
門
科
目
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科目名 造形演習Ⅱ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者
坂本 りか 木多 彩 加嶋 章博 大谷 由紀子 小林

健治 白須 寛 尾島 守

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

造形演習Ⅰとは一体のものとして完結するように組まれています。Ⅰとは同じ路線上で、同じ目標に至るものですが、現実的な提案、発表（プ

レゼンテーション）の軸となる平面上での手作業による表現、レイアウト等にもじっくりと取り組む方針です。同時に立体での演習は、課題の提

示から、発想、試行、修正、完成までの速度、密度の向上に挑戦してもらい、学生諸君の五感、第六感の、より鋭い覚醒と表現力の熟習を目指し

ます。

また、広く美術に親しむ為、学外での美術展観覧を行います。

到達目標 作業に対する集中力（根気）を養い、平面及び３次元での空間感知力を高める。

授業方法と

留意点

基本的には実践的な表現の課題に取り組む。平行してスライド、配布資料等を用いた講義により、理論及び知識を伝え、一連の内容と、マン・ツ

ー・マンで行う各学生との対話を通じ、総合的に造形、表現を学ぶ。用具、材料の忘れ物は時に致命的になるので注意する事。

科目学習の

効果（資格）
感性の更なる覚醒とともに、形を創造する事に対する厳密な態度や忍耐力の向上が期待される。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス。

授業に対する基本的態度、スケジュール

の説明。用具、教材についての解説。２

回目以降の作業に備えた準備手順の指

導。

事後：必要な材料の手配。演習の基本である線トレ

ース。

彩色演習１。

描写について、透明水彩絵の具の扱い

方、「基本色」の調色。彩色の進め方の

指導及び実践。

事後：着彩技法の復習（グレースケール）。

彩色演習２。
陰・影の彩色。「基本色」によるうす塗

り、重ね塗りの指導及び実践。
指定段階までの着彩完了。

彩色演習３。

陰・影の彩色。「基本色」によるグレー

ジング、グラデーション技法の指導及び

実践。完了、中間提出。

事後：未完了者の作業。

彩色演習、プレゼンパースの

簡易的着彩技法。

「設計演習」等のプレゼンパースの短時

間着彩法。指導及び実践。
事後：練習問題。

立体構成Ⅰ－１

面的材料（スチレンシート）による造形。

スタディー小課題の提示、制作及び指

導。

事後：スケッチ及び復習レポート。

立体構成Ⅰ－２

面的材料（スチレンシート）による造形。

スタディー小課題の制作及び指導。完

成、講評。

事後：スケッチ及び復習レポート。

彩色演習４。

「近現代造形、表現概念の変遷史」スラ

イド及び資料による講義。

面的材料（ケント紙）による造形。テー

マを持った本課題の提示、制作及び指

導。

事後：スケッチ及び復習レポート。

彩色演習５。

面的材料（ケント紙）による造形。テー

マを持った本課題の制作及び指導。完

成、撮影及び講評。

彩色演習提出物の添削指導返却。

事後：スケッチ及び復習レポート。

彩色演習６。 「固有色」彩色の指導、実践。 事後：指定段階までの彩色完了。

彩色演習７。 「固有色」彩色の指導、実践、完了。 事後：指定段階までの彩色完了。

彩色演習８。 「最暗部」彩色の指導、実践。 事後：指定段階までの彩色完了。

彩色演習９。
「最明部」彩色の指導、実践。完了、提

出。
事後：未完成者の作業完了。

平面・色彩構成１。
小課題。課題に基づく「平面の分割と比

例」スライド、資料による講義。
事後：小課題。

平面・色彩構成２。

「平面の分割と比例」スライド、資料に

よる講義。

造形演習Ⅱのまとめ。

―――――

関連科目 設計演習。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

特に指定しない。

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
各演習毎の課題 本課題約８０％、補助課題約 ）提出作品全ての完成度、質によって評価し合否を判定する。

学生への

メッセージ

下手だ、センスが無いと身を引くより、実際の課題制作、ヌードデッサン、学外演習等我々は共に考え、感じ、工夫しながら常に感性に刺激を与

え続けます。素直に受け留め、楽しく続けていくうちに、いつの間にか磨かれている自分に気付くはずです。

担当者の

研究室等
８号館３階 「建築学科造形演習準備室」

備考
教材：水彩用具（筆、パレット、筆洗等）。透明水彩絵の具５～８色程度。 程度。

事前学習：事後学習欄に示した内容について、毎回 時間以上かけて取り組む

専
門
科
目
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科目名 測量 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 長岡 弘隆 名草 一成

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

測量（ ）は，地球表面の異なる点の相対的な位置関係を決定する技術であり、測量学は流域計画，都市計画，建築物・道路等の設計や

施工に欠くことのできない基礎的学問である。本講義は測量に関する知識、技術、計算方法および実測方法の修得を目的としている。講義を担当

する教員は、実際に測量実務に携わる者、及び測量成果を基にした建築設計実務に携わる者の 名で行い、最新の測量技術や建築設計に活用して

いる測量成果例の紹介を通じた知識の習得と、基礎的な測量機器の使用を通じた演習実施の二面から、幅広い技術・知識の習得を目的とする。

到達目標
学生が、距離測量、角測量、水準測量を理解し基本事項を説明できること、主な測量器具の原理と構造を理解すること、測量値の情報処理と調整

計算ができること、測定結果を効果的に図示および表現できること、最新の測量技術の知識を習得すること、を到達目標とする。

授業方法と

留意点

～ 回は教室にて講義を中心に授業は進め、必要に応じてレポート提出を行う。 ～ 回分については実際に測量器具を用いた演習を土曜日に

終日かけて行い、その成果品となる計算書と図面を提出する。提出物の内容が基準に満たない場合は再提出を求めることがある。講義には三角関

数の計算ができる関数電卓を持参すること。

科目学習の

効果（資格）
さらに残された内容を自習することによって、測量士及び測量士補の国家試験の合格が期待される。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス、測量の定義、基

礎的概念

測量の歴史，分類，基準．測量の現場に

おける具体的な事項，地球の形状，実測

点の位置決定法，測定時に生じる誤差に

ついて

参考書にて予習を行い、授業での資料をもとに復習

を行うこと（目安 時間）

距離の測量
直接距離測定法についての概要，並びに

誤差の補正について

参考書にて予習を行い、授業での資料をもとに復習

を行うこと（目安 時間）

各種測量方法とその結果の

利用１

人工衛星，航空機，ＵＡＶ，自動車等を

用いた測量技術とその活用方法につい

て

参考書にて予習を行い、授業での資料をもとに復習

を行うこと（目安 時間）

各種測量方法とその結果の

利用２

レーザ測量の展開事例，写真測量におけ

る位置決定の原理について

参考書にて予習を行い、授業での資料をもとに復習

を行うこと（目安 時間）

基準点（骨組）測量における

角測定１

トラバースの概要 種類，作業の進め方

について

参考書にて予習を行い、授業での資料をもとに復習

を行うこと（目安 時間）

基準点（骨組）測量における

角測定２

測角機器の構造及び種類 原理 水平角

の測定法について

参考書にて予習を行い、授業での資料をもとに復習

を行うこと（目安 時間）

基準点（骨組）測量における

角測定３

トラバース測量の精度 生ずる誤差の処

理について．

参考書にて予習を行い、授業での資料をもとに復習

を行うこと（目安 時間）

基準点（骨組）測量における

角測定４

緯距・経距の計算，閉合誤差・閉合比に

ついて

参考書にて予習を行い、授業での資料をもとに復習

を行うこと（目安 時間）

基準点（骨組）測量における

角測定５
閉合誤差の調整，座標展開について

参考書にて予習を行い、授業での資料をもとに復習

を行うこと（目安 時間）

直接水準測量の方法１
水準儀の種類，それら器機の構造につい

て．

参考書にて予習を行い、授業での資料をもとに復習

を行うこと（目安 時間）

直接水準測量の方法２
水準測量の方法，精度・誤差の補正につ

いて．

参考書にて予習を行い、授業での資料をもとに復習

を行うこと（目安 時間）

測量演習１ 踏査選点，造標．
参考書にて予習を行い、授業での資料をもとに復習

を行うこと（目安 時間）

測量演習２ 水平距離，土地の高低差の測定．
参考書にて予習を行い、授業での資料をもとに復習

を行うこと（目安 時間）

測量演習３ 水平交角，方位角の測定．
参考書にて予習を行い、授業での資料をもとに復習

を行うこと（目安 時間）

測量演習４ 座標展開，トラバース完成．
参考書にて予習を行い、授業での資料をもとに復習

を行うこと（目安 時間）

関連科目 微積分Ⅰ

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

改訂新版基礎測量学 長谷川昌弘、川端良和他 電気書院

評価方法

（基準）

授業時の受講態度（投げかけられる質問に対する発言、呼応状態、積極性など） ％、測量演習における計算書・図面の内容 ％、期末試験 ％

の割合で総合的に評価する。

学生への

メッセージ

測量は、古来からある位置を把握するための基礎的な技術であると共に、最新の技術によりデジタルに空間情報を把握するための最先端の技術で

もあります。幅広く、かつ奥深い、現代社会を支える測量技術の一端を学んでください。授業には必ず関数電卓を持参してください。

担当者の

研究室等
号館 階 建築学科共通準備室

備考
事前学習：事後学習欄に示した内容について、毎回 時間以上かけて取り組むこと。

教員は非常勤であるため、授業時間外での質問などに関しては、建築学科共通準備室を通じてやり取りする。

専
門
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 卒業研究 科目名（英文） Graduation Thesis 

学部 理工学部 学科 建築学科 

配当年次 ４年 クラス  

単位数 6 履修区分 必修科目 

学期 通年集中 授業担当者 
宮本 征一.池内 淳子.大谷 由紀子.加嶋 章博.木多 彩子.

小林 健治.白須 寛規.西村 勝尚.柳沢 学 

ディプロマポリシー(DP) C○,E○,G○ 

科目ナンバリング TDA4076a0 

 

授業概要・ 

目的 

建築学は、計画・環境・構造系等の分野からなり、専任教員の専攻も多岐にわたる。摂南大学理工学部建築学科で学んできた学習内容を活用

し、おのおのが取り組む課題・テーマを基に研究を行う。なお、本授業は建築学科専任教員全員で担当する。授業担当者は、建築の実務経験

を有する。この経験を活かし、受講生に実務を意識した学びを提供します。 

到達目標 各専門分野の基礎知識の習得と課題解決能力を向上して、成果を適切に発表する技術を修得する。 

授業方法と 

留意点 

専任教員の指導の下、ゼミ方式および個別指導方式とし、中間発表会および卒業研究審査会を実施する。自分のテーマに対し積極的に取り組

み、他人のテーマにも関心を持つことで、分析能力や考察能力を向上することが重要である。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

各研究室の研究活動方針にしたがって，卒業研究を遂行する。 

卒業研究は、「卒業論文」、「卒業設計」、「卒業論文および卒業設計」の中から１つ選び、各研究室の指導においては、個人またはグループごと

に研究テーマを設定し、課題の分析、情報収集等を行う。 

卒業研究中間発表会ならびに卒業研究審査会で、論文または設計としてまとめたものを、発表して議論する。 

関連科目 建築学全般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

中間発表会および最終審査会による梗概・プレゼンテーション・成果物などの評価 60％と 

日頃の取組みなどの卒業研究活動のプロセス・提出物の評価 40％を基に総合的に判断する。60 点を合格とする。 

学生への 

メッセージ 
卒業研究の指導を通して、社会人力が向上できるように指導します。 

担当者の 

研究室等 
８号館３階 

備考  

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 耐震工学 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ４年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 足立 博之

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

わが国では、阪神大震災 、東日本大震災 、熊本地震（ ）、大阪府北部震（ 月）北海道胆振東部地震（ 月）などの地

震が続発し、また、近い将来に海溝型大地震も予想されている。そのような中、人命、建築、インフラなどの安全確保に社会的関心が集まってい

る。授業では、地震やその時の建物の動きを理解し、実設計での経験を紹介しながら耐震設計法を学習し、耐震工学の基礎的で専門的知識を習得

する。

到達目標 最近、社会的に注目されている「耐震安全性の確保」に応えられる構造設計者になるための基礎的でかつ専門的な知識が習得できる。

授業方法と

留意点

教科書をベースとして、補足説明を資料プリントで補いながら授業を行う。簡単な道具で振動（実験）を試したり、理解を深めるための学生相互

の意見交換の機会を設ける。毎回出す宿題では、基礎力の充実や、実務的な数値計算を行いながら、授業の理解を助ける。

科目学習の

効果（資格）

地震時の建物の挙動を理解することにより、地震に対する安全性の考え方や設計法を習得する。建築士の資格試験では「建築構造」の一部で必ず

出題される内容である。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

第 章 建築振動を学ぶ 地震の歴史 地震の伝播や被害 各回の課題と復習（約 時間）

第 章 地震による地盤と

建物の揺れ
揺れと地盤、地震波形を見る 各回の課題と復習（約 時間）

第３章 １質点系ﾓﾃﾞﾙの振

動
ﾀﾞﾗﾝﾍﾞｰﾙの原理と振動方程式 各回の課題と復習（約 時間）

第４章 減衰を考慮した

質点系ﾓﾃﾞﾙの振動

減衰系の振動方程式と減衰の影響（効

果）
各回の課題と復習（約 時間）

第 章 １質点系ﾓﾃﾞﾙの地

震応答
地震応答の数値計算法 各回の課題と復習（約 時間）

第 章 １質点系ﾓﾃﾞﾙの地

震応答
応答ｽﾍﾟｸﾄﾙと応用 各回の課題と復習（約 時間）

第 章 質点系ﾓﾃﾞﾙの調和

地動入力時の応答

単純な調和地動で建物応答を探る（パル

ス応答）
各回の課題と復習（約 時間）

第 章 １質点系ﾓﾃﾞﾙの周

波数応答解析
伝達関数とﾌｰﾘｴｽﾍﾟｸﾄﾙ 各回の課題と復習（約 時間）

第 章 １質点系ﾓﾃﾞﾙの周

波数応答解析
フーリエ変換と周波数解析 各回の課題と復習（約 時間）

第 章 多質点（多自由度）

系ﾓﾃﾞﾙの振動
１質点系から多質点系の展開 各回の課題と復習（約 時間）

第 章 多質点（多自由度）

系ﾓﾃﾞﾙの振動
固有ベクトル・展開定理・ねじれ振動 各回の課題と復習（約 時間）

第 章 免震構造・制震構造 現在の設計法を通して免震・制振を学ぶ 各回の課題と復習（約 時間）

第 章 地盤と建物の相互

作用と連成応答

相互作用 コーンﾓﾃﾞﾙと モデルの紹

介
各回の課題と復習（約 時間）

第 章 地震動の地盤増幅 地盤震動 透過・反射と増幅 各回の課題と復習（約 時間）

第 章 建築振動と地震防

災・減災 と まとめ
建築振動と地震防災・減災 復習および試験前のまとめ

関連科目 構造力学、鋼構造、鉄筋コンクリート構造等の構造系科目および基礎的な数学

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

建築振動を学ぶ 地震から免震・制震まで 永野正行ほか 理工図書

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
期末試験の結果（ ％）と、宿題（ ％）の課題やレポートによって、到達目標の習熟度を総合的に判断し合否を判定する。

学生への

メッセージ

地震と、地盤や建物の動きを、簡単な物理・数学を用いて工学的に理解する授業です。知識を身につけて、社会にでてからの設計実務や研究に役

立てるとともに、さらに 制振・免震などの分野へと発展させる動機となることを願っています。同時に、地震に対して人命・財産を守るという

社会的使命の達成にも役立てていただきたい。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考
宿題と予習復習に毎回 ～２時間程度かけて取り組むこと。 授業に関する質疑等は、原則、授業中または授業後に受け付ける。なお、文書で

質疑などを提出すれば、次回授業時に取り上げて回答する。

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 代数学 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 中津 了勇

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

抽象代数である「群」、「環」、「体」の知識は最近の電子社会の発展に伴い、その必要性が増している。抽象代数学においては、単純な公理から驚

くほどの豊富な理論が展開される。そのなかにあって、「群」は最も基本的な代数的構造であり、自然現象のなかに現れる「対称性」を記述する

のに重要な概念である。この講義では、代数的構造がどのようにして捉えられ、記述されるか、その方法を学ぶことを目的とする。

到達目標 「群」の定義を理解し、部分群、剰余類、正規部分群、商群、準同型定理について説明できる。

授業方法と

留意点

授業は以下の科目を履修していることを前提にして進める： 線形代数 、線形代数 。

毎時間の講義の内容を復習し、自分で納得するまで手と頭を動かすことを習慣づけること。

授業時間の倍以上の自主学習が必要である。

やむを得ず欠席した場合のフォローアップは、各自が責任をもって行うこと。

科目学習の

効果（資格）
代数的構造がどのようにして捉えられ、記述される方法がわかる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

集合

・集合

・集合の間の関係

・論理記号など

・演習問題１

同値関係と商集合

・同値関係

・同値類、類別

・商集合

・講義の復習

・演習問題

写像
・全射、単射、全単射

・逆写像

・講義の復習

・演習問題

群の定義と例

・ 項演算

・群の定義、加法群、乗法群

・群の乗積表

・講義の復習

・演習問題 前半

群の定義と例 ・群の例
・講義の復習

・演習問題 後半

群と対称性への入門

面体群で遊ぶ

・ 面体群

・生成元と基本関係式

・講義の復習

・演習問題

部分群
・部分群の定義

・部分群の例

・講義の復習

・演習問題 前半

部分群と剰余類

・左剰余類、右剰余類

・ラグランジュの定理

・剰余の同値律

・講義の復習

・演習問題 後半

要素の位数
・群の要素の位数

・巡回群

・講義の復習

・演習問題

正規部分群と剰余群 商

群
・正規部分群の定義と例

・講義の復習

・演習問題 前半

正規部分群と剰余群 商

群

・正規部分群による剰余類

・剰余群 商群 とその例

・講義の復習

・演習問題 後半

群の準同型

・群準同型写像、群準同型

・群準同型の例

・群同型写像、群同型

・群同型の例

・講義の復習

・演習問題

群の準同型
・群準同型写像の核

・群準同型写像の核と正規部分群

・講義の復習

・演習問題

群の準同型定理 ・準同型定理
・講義の復習

・演習問題

群の準同型定理 ・準同型定理とその応用
・講義の復習

・演習問題

関連科目 線形代数 、線形代数 、 微積分 、微積分

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

代数的構造 遠山 啓 ちくま学芸文庫

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

代数学の基礎 岩永 恭雄 日評数学選書

評価方法

（基準）
期末試験 ％、小テスト・演習レポート ％ で評価する。

学生への

メッセージ

こまめに考え、調べ、質問して、疑問点を溜めないように心がけること。中途半端な学習では何も身に付きません。「数学」教員を目指す学生は

覚悟をして受講してほしい。

担当者の

研究室等
号館 階 数学研究室

備考
毎回 時間程度の事後学習が必要だろう。

小テスト，レポート課題は採点して返却し、適宜講義中に解説する。

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 地球環境論 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ４年 クラス

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 前期 授業担当者 宮本 征一

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

かつては地球の規模に対して人類の活動規模は小さく、人類の活動が地球環境やエネルギー・資源問題に及ぼす影響は考えられてこなかった。し

かし、近年では ２の排出量や資源の浪費については国際的な問題となり、特に、建築業界の非効率性や資源の浪費が問いだされている。地球

環境を考えた上での建築のあり方について、エネルギー・資源問題やライフサイクルという概念について講義を行う。

授業担当者は、建築の実務経験を有する。この経験を活かし、受講生に実務を意識した学びを提供します。

到達目標
今まで学んできた建築学（環境・計画・構造）の知識を再構築することによって、建設が地球環境に与える影響を知り、その対策について議論す

る知識を身につける。

授業方法と

留意点
教科書に沿っての講義を主体とします。授業中にどの程度理解できているのかを把握するための要約などを課します。

科目学習の

効果（資格）
一級・二級建築士資格取得のために有用である。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

地球環境と建築
授業の概要・持続可能な社会の構築につ

いて

事前学習は、授業テーマ（内容）の教科書の範囲に

記述している図表を見てくること。事後学習は、

講義内容を教科書を読むなどして復習すること。

地球環境建築の基本的視点
地球環境建築の２つの視点について・

についての要約

事前学習は、授業テーマ（内容）の教科書の範囲に

記述している図表を見てくること。事後学習は、

講義内容を教科書を読むなどして復習すること。

地球環境建築の基本的視点
バウビオロギーと地球環境・建築憲章に

ついて

事前学習は、授業テーマ（内容）の教科書の範囲に

記述している図表を見てくること。事後学習は、

講義内容を教科書を読むなどして復習すること。

自然環境と地域・都市
自然（生態系・風土）と都市との融合に

ついて

事前学習は、授業テーマ（内容）の教科書の範囲に

記述している図表を見てくること。事後学習は、

講義内容を教科書を読むなどして復習すること。

地球環境とエネルギー
気候風土に適した建築物と都市化によ

るヒートアイランド現象について

事前学習は、授業テーマ（内容）の教科書の範囲に

記述している図表を見てくること。事後学習は、

講義内容を教科書を読むなどして復習すること。

地球環境とエネルギー

住宅省エネルギー基準についての講

義・パッシブデザインとアクティブデザ

インについての要約

事前学習は、授業テーマ（内容）の教科書の範囲に

記述している図表を見てくること。事後学習は、

講義内容を教科書を読むなどして復習すること。

地球環境と資源
建築物の寿命・ 建築・資源の循環に

ついて

事前学習は、授業テーマ（内容）の教科書の範囲に

記述している図表を見てくること。事後学習は、

講義内容を教科書を読むなどして復習すること。

安全と健康 建築空間の安全・健康について

事前学習は、授業テーマ（内容）の教科書の範囲に

記述している図表を見てくること。事後学習は、

講義内容を教科書を読むなどして復習すること。

地球環境と建築環境工学と

の関係と中間試験

地球環境と建築環境工学との関係

中間試験

事前学習は、授業テーマ（内容）の教科書の範囲に

記述している図表を見てくること。事後学習は、

講義内容を教科書を読むなどして復習すること。中

間試験で解答できなかったところを復習すること。

世代・文化の継承 良き建築文化の継承について

事前学習は、授業テーマ（内容）の教科書の範囲に

記述している図表を見てくること。事後学習は、

講義内容を教科書を読むなどして復習すること。

建築・立地環境の評価
気候風土に適した建築計画の評価法に

ついて

事前学習は、授業テーマ（内容）の教科書の範囲に

記述している図表を見てくること。事後学習は、

講義内容を教科書を読むなどして復習すること。

環境計画の評価
建築環境性能の事前評価・事後評価につ

いて

事前学習は、授業テーマ（内容）の教科書の範囲に

記述している図表を見てくること。事後学習は、

講義内容を教科書を読むなどして復習すること。

社会の制度と建築専門家の

役割など

建築の と環境マネジメントなどにつ

いて

事前学習は、授業テーマ（内容）の教科書の範囲に

記述している図表を見てくること。事後学習は、

講義内容を教科書を読むなどして復習すること。

最近の研究紹介

地球環境に関する研究を紹介し、これか

ら、どのようなことを明らかにしていか

なければならないのかを紹介する

建築環境工学の視点からの地球環境に関すること

のなかで興味があることを調べること。

最近の研究紹介

地球環境に関する研究を紹介し、これか

ら、どのようなことを明らかにしていか

なければならないのかを紹介する

建築環境工学の視点からの地球環境に関すること

のなかで興味があることを調べること。

関連科目 建築環境工学・建築計画学・建築構造学

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

地球環境建築のすすめ 日本建築学会 彰国社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

専
門
科
目
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評価方法

（基準）
レポート（ ％）・中間試験（ ％）・期末試験（ ％）により総合的に評価する。

学生への

メッセージ

地球規模の視点から建築物の有り方を考えるための授業です。縦割りに学んできた建築に関する知識を再構築して、これからの建築について考え

ていきます。

担当者の

研究室等
宮本教授室

備考
事前学習は、 分以上してください。事後学習は、 分以上してください。中間試験の内容は重要ですので、解けなかった問題は時間をかけて

復習すること。

専
門
科
目
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科目名 鉄筋コンクリート構造Ⅰ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 柳沢 学 山内 豊英

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

授業概要・目的 鉄筋コンクリート構造は、コンクリートの圧縮強さと、コンクリートが引張り力に弱い欠点のところに、引張り力に強い鉄筋

を挿入し、そして、鉄筋が防火性、防錆性に弱い欠点をコンクリートが防ぐという、互いの短所を補い長所を活かした複合構造です。このように

全くの異質の材料を一体として設計するところに巧妙な設計法が用いられています。

授業担当者は 年間準大手ゼネコンに勤務し、主に技術開発研究や構造設計のキャリアがある。授業ではそれらの経験を踏まえて、実務社会で

要求される建築骨組に関わる専門技術教育の他、社会人として必要となる人間力はじめ協働でワークするための実践教育を行う。

到達目標
到達目標 以下の項目の理解。 鉄筋コンクリート構造の基礎知識 構造形式の理解 許容応力度設計法の基礎知識 構造材料と許容

応力度の基礎知識 梁の曲げ設計の基礎知識 柱の曲げ設計の基礎知識 梁および柱の実用設計ができるようになります。

授業方法と

留意点

教科書を中心とした授業です。多くの授業回では反転授業（ 事前講義・ 小テスト）とし授業を受けるに当たり事前の学習をしてください。

教科書に出てくる例題や演習の他に用語をわかりやすく説明するポスターをグループで作成し、発表する演習もあります。能動的学習用に に

よる全小テストも用意しています。事前の学習ではノートをとることを勧めます。事前・事後学習、授業中の積極的（能動的）な参加を期待しま

す。

科目学習の

効果（資格）
一級建築士および二級建築士学科試験の「構造」部門に関係します。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

授業内容 受講注意事項 評

価方法

鉄筋コンクリート構造概要

履修の心構え

鉄筋コンクリートの意義 鉄筋コンク

リートの歴史 鉄筋コンクリート構造

の利点と欠点

シラバスを熟読してくること

教科書 ～

鉄筋によるコンクリートの

補強

鉄筋とコンクリートの協働

作用

鉄筋とコンクリートの付着力など 教科書 ～

鉄筋に対するかぶり厚さ かぶり厚さ、鉄筋間隔・あき 教科書 ～

材料の力学的特性

曲げに対する抵抗

部材の受ける力と抵抗

コンクリート、鉄筋の材料特性、定数
教科書 ～

曲げと軸力に対する抵抗
曲げひび割れモーメント

曲げ終局耐力
教科書 ～

設計法と荷重・外力 許容応力度設計法、地震力 教科書 ～

許容応力度設計法に基づく

部材の設計

材料の選定と許容応力度

コンクリートと鉄筋の選定、許容応力度 教科書 ～

中間試験および解説 第 回から第 回までの内容の確認 試験内容を再度復習すること

曲げモーメントに対する設

計

軸方向力に対する抵抗

基本仮定、軸力のつり合い式、ヤング係

数比、許容軸力の算定
教科書 ～

曲げモーメントに対する抵

抗
長方形断面梁の許容曲げモーメント 教科書 ～

梁の設計（１）
梁の実用設計 構造規定 設計法（設計

手順） 断面算定
教科書 ～

梁の設計（２） 梁の実用設計、演習 教科書 ～

柱の設計（１）

断面内の力のつり合い 中立軸位置（断

面内，断面外） 断面算定 存在応力と

許容応力度

教科書 ～

柱の設計（２）
柱の実用設計 構造規定 設計法（設計

手順） 演習
教科書 ～

施工を含む全体のまとめ

鉄筋工事 型枠工事 コンクリート工

事

全体のまとめ

今までの総復習をしておくこと

関連科目
鉄筋コンクリート構造Ⅱ，構造実験

建築ゼミⅢ，卒業研究（構造系），建築施工Ⅰ Ⅱ

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

鉄筋コンクリート構造の基本と部材の設計 永坂具也／柳沢 学 彰国社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

鉄筋コンクリート構造設計規準・同解説 日本建築学会 日本建築学会

評価方法

（基準）

による事前講義・ 小テスト（２５％）と、演習・レポートなど（２５％）、中間および期末試験（５０％）の割合で評価します。６０％以

上を合格とします。

学生への

メッセージ

現在、身の回りにある多くの建物が鉄筋コンクリート構造で建設されており、その構造を知ることは建築の意匠・計画にも重要です。構造系希望

者はもとより、計画系を希望する学生も本授業を履修することを薦めます。

積極的に授業に参加してください。

担当者の

研究室等
号館 階 柳沢教授室

備考
事前講義、 小テスト、 全小テスト、教科書や事前学習ノート・演習の見直しなどには 回あたり 時間以上をかける必要がありま

す。

専
門
科
目
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科目名 鉄筋コンクリート構造Ⅱ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 前期 授業担当者 柳沢 学 加嶋 章博

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

授業概要・目的 鉄筋コンクリート構造は、コンクリートの圧縮強さと、コンクリートが引張り力に弱い欠点のところに、引張り力に強い鉄筋

を挿入し、そして、鉄筋が防火性、防錆性に弱い欠点をコンクリートが防ぐという、互いの短所を補い長所を活かした複合構造である。このよう

に全くの異質の材料を一体として設計するところに巧妙な設計法が用いられている。

授業担当者は 年間準大手ゼネコンに勤務し、主に技術開発研究や構造設計のキャリアがある。授業ではそれらの経験を踏まえて、実務社会で

要求される建築骨組に関わる専門技術教育の他、社会人として必要となる人間力はじめ協働でワークするための実践教育を行う。

到達目標

到達目標 以下の項目の理解。 鉄筋コンクリート構造せん断設計の基礎知識 梁のせん断設計 柱のせん断設計 鉄筋コンクリート構

造基礎の設計 床スラブの設計 耐震壁の設計 ）柱・梁接合部の設計

のもとに ～ ）ができる

授業方法と

留意点

教科書を中心とした授業です。教科書に出てくる例題や演習をほぼ毎回行います（除中間テスト）。また、授業を受けるにあたり事前の学習が望

まれます。板書をするので授業ではノートをとってもらい、これを重視して受講状況を確認します。毎回計算問題があるので電卓は必携です。

科目学習の

効果（資格）
一級建築士および二級建築士学科試験の「構造」部門に関係する。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

講義概要

せん断（１）

せん断力に対する抵抗

受講注意事項，評価方法，耐震設計の遍

歴，耐震設計法，過去の地震被害，破壊

機構，せん断抵抗因子

シラバスを熟読してくること

教科書 ～

せん断（２）

せん断力に対する抵抗
せん断補強筋の働き 教科書 ～

せん断（３）

部材のせん断ひび割れ耐力

とせん断耐力

せん断ひび割れ耐力とせん断ひび割れ

耐力算定式

せん断耐力とせん断耐力算定式

教科書 ～

せん断（４）

せん断力に対する設計
梁のせん断設計（あばら筋の算定） 教科書 ～

せん断（５）

せん断力に対する設計
柱のせん断設計（帯筋の算定） 教科書 ～

せん断（６）

せん断設計のまとめ

せん断設計の意義や梁、柱ののせん断設

計をおさらいする

教科書ｐ ～ 、

～ 、

～

中間試験および解説
せん断設計の意義，部材のせん断設計な

ど
１～６回までをよく復習して中間試験に臨むこと

床スラブ（１） 床スラブに作用する荷重と応力、変形 教科書 ～

床スラブ（２） スラブの設計 教科書 ～

柱・梁接合部（１） 柱と梁の接合部のせん断抵抗 教科書 ～

柱・梁接合部（２） 許容せん断力、短期設計用せん断力 教科書 ～

耐震壁（１）
耐震壁のせん断抵抗

無開口耐震壁の設計

教科書ｐ ～

～

耐震壁（２） 耐震壁の設計（開口耐震壁） 教科書 ～

基礎（１）
直接基礎の設計

（設計応力、地耐力度の検討）
教科書 ～

基礎（２）
直接基礎の設計

（基礎スラブのせん断、曲げ補強設計）
教科書ｐ ～

関連科目
鉄筋コンクリート構造Ⅰ 建築ゼミⅢ，卒業研究（構造系）

建築施工Ⅰ，Ⅱ

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

鉄筋コンクリート構造の基本と部材の設計 永坂具也／柳沢 学 彰国社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説 日本建築学会 日本建築学会

評価方法

（基準）

事前学習確認小テスト（１０％）、演習 レポート等（３０％）、中間試験（３０％）および期末試験（３０％）の割合で評価し、到達目標の理解

度を含め判定する。

学生への

メッセージ

現在、身の回りにある多くの建物が鉄筋コンクリート構造で建設されており、その構造を知ることは建築の意匠・計画にも重要である。構造系希

望者はもとより、計画系を希望する学生も本授業を履修することを薦める。

授業中は私語を慎み、授業に集中すること。

担当者の

研究室等
号館 階 柳沢教授室

備考 教科書の指定ページの熟読や当該演習の見直しなど、事前・事後学習には 回あたり 時間以上をかけることが必要である。

専
門
科
目
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科目名 統計学 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 中津 了勇

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

統計学は現在の理工学において非常に重要かつ強力な道具になっている。

この講義では、統計の基本的な考え方を紹介し、皆さんの将来に役立てることを目的とする。

到達目標

到達目標

データ整理に関する基礎的な統計計算ができる

確率の基本的性質の理解

確率分布の平均 分散 標準偏差を求めることができる

項分布などの離散型の確率分布に関する計算ができる

正規分布などの連続型の確率分布に関する計算ができる

統計的推定についての理解と計算

統計的仮説検定についての理解と計算

授業方法と

留意点

確率の基本的な諸概念から出発して、ランダムな現象を捉える確率分布モデルを学ぶ。

その上でデータから母集団分布の特性について推論を行う統計的推測の基本的な考え方と、統計的推定、検定を学ぶ。

授業は以下の科目を履修していることを前提にして進める： 微積分 微積分 線形代数 線形代数

科目学習の

効果（資格）
統計的推定、検定の考え方を理解して、その方法を実践できる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

データの整理

・講義内容の説明

・母集団と標本

・標本平均 標本分散

・ヒストグラム

・講義の復習

・課題

データの整理

・ 変量データ

・相関係数

・散布図

・講義の復習

・課題

確率とその基本的な性質１

・全事象と事象

・事象の確率

・問題演習

・講義の復習

・演習問題

確率とその基本的な性質２

・条件付確率

・事象の独立性

・問題演習

・講義の復習

・演習問題

離散的確率変数１

・離散型確率変数とその確率分布

・離散型確率変数の期待値、分散値

・問題演習

・講義の復習

・演習問題 前半

離散的確率変数２
・ 項分布とその応用

・問題演習

・講義の復習

・演習問題 後半

離散的確率変数
・ 項分布とその応用

・問題演習

・講義の復習

・演習問題

連続型確率変数１

・連続型確率変数

・確率分布と確率密度関数

・確率分布関数

・問題演習

・講義の復習

・演習問題

連続型確率変数２

・正規分布とその関連分布

・標準正規分布

・正規分布に従う確率変数の基準化

・講義の復習

・演習問題

連続型確率変数

・正規分布に従う確率変数の定数倍

・正規分布に従う独立な２つの確率変数

の和

・問題演習

・講義の復習

・演習問題

現象のモデル化
・母集団分布

・母平均，母分散，母標準偏差
・講義の復習

統計的推定

・推定の考え方

・点推定と区間推定

・問題演習

・講義の復習

統計的推定

・母平均の区間推定

・危険度

・信頼区間

・問題演習

・講義の復習

・演習問題 前半

統計的仮説検定

・仮説検定の考え方

・帰無仮説と対立仮説

・問題演習

・講義の復習

・演習問題 後半

統計的仮説検定

・母平均の仮説検定

・両側検定

・片側検定

・問題演習

・講義の復習

・演習問題

関連科目 微積分 微積分 線形代数 線形代数

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

基礎統計学 坂田，高田，百武 朝倉書店

参考書

専
門
科
目
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番号 書籍名 著者名 出版社名

関連の本が沢山出版されている。図書館に所蔵され

ている他、数学研究室にも多数あり貸し出し可

評価方法

（基準）
小テスト・演習レポートで４０％、期末試験で６０％を判定し評価する。

学生への

メッセージ
疑問に思ったことがあれば遠慮なく質問すること いかなる質問も歓迎する

担当者の

研究室等
号館 階数学研究室

備考
事前事後学習は毎回１ 時間以上かけること。

小テスト，レポート課題は採点して返却し、適宜講義中に解説する。

専
門
科
目
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科目名 都市・地域計画 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 前期 授業担当者 加嶋 章博 小林 健治

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

都市計画、都市デザイン、地域計画、まちづくりという広い領域にまず何があり、どんな課題があるのかを理解する。都市とはどのように形成さ

れ、どのようにプランニングされてきたのか、計画理論を概観し、「都市の読み方」とは何かを考えていく。都市で起こっている様々な課題に目

を向け、都市や地域の良好な環境形成を促すための制度や事業を理解し、これからの計画のあり方や新しい発想を提案するための手掛かりを考え

る。出来るだけ身近な都市計画や町づくりの事例に目を向ける。地域資源やシビックプライドといった近年着目されている「町の育て方」にも目

を向け、都市づくりに自身がどう関われるかを考える力を育むことを目的とする。授業担当者は、建築の実務経験を有する。この経験を活かし、

受講生に実務を意識した学びを提供します。

到達目標

都市計画・まちづくりにおいて重要かつ基本的な概念、制度、歴史、事業、日本と世界の動向等を捉え、都市計画に関わる基礎的事項を把握し、

実際の都市計画や都市の課題に当てはめて考える力を培う。都市環境や町並み、生活環境を改善していくうえで重要な基礎知識と視点を養い、都

市に対する好奇心を拡げることを到達目標とする。

授業方法と

留意点

都市で起こっている様々な事象に着目しながら、重要概念やトピックスに関連する都市計画や都市デザインの実践事例の理解に努める。毎回、講

義テーマに基づいたミニレポートや課題等に取り組む。

科目学習の

効果（資格）
１級・２級建築士・宅地建物取引主任者など

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス／

都市へのイメージ

ガイダンス

都市空間に対するイメージを整理する
身近な都市の評価を考える。

都市のモデル
・都市の発生と構造

・モデルで都市の成り立ちを理解する

都市の構造に関する情報を収集する。

テキスト「現況と展望編 第 講」を理解する。

都市計画の歴史
様々な都市形成プロセスから、都市、都

市計画への視点を育む

都市形成に関する情報を収集する。

テキスト「現況と展望編 第 講」を理解する。

都市と市街地 市街地形成における特性を把握する。 テキスト「現況と展望編 第 講」を理解する。

建築のコントロール
建築基準法と都市計画の関係を理解す

る。
テキスト「制度と技術編 第 講」を理解する。

地区の計画とデザイン
地区の歴史・文化を継承する地区ルール

の存在を理解する。
テキスト「現況と展望編 第 講」を理解する。

都市の再生と交通システム

道路ネットワーク、歩行者ネットワー

ク、交通ネットワークから都市を考え

る。

テキスト「現況と展望編 第 講」を理解する。

都市と自然

都市計画の観点から生活環境に必要な

自然との関係について歴史的な事例か

ら理解する。

テキスト「現況と展望編 第 講」を理解する。

都市を再生する
都市を再生するための具体的な制度や

動向から、都市の成り立ちを理解する。
テキスト「現況と展望編 第 講」を理解する。

都市と防災
復興都市計画の事例から、都市計画技術

を理解する。
テキスト「現況と展望編 第 講」を理解する。

都市の景観まちづくり
景観まちづくりがどのように進んでい

るか関連する制度や事例から理解する。
テキスト「現況と展望編 第 講」を理解する。

シビックプライドの観点を

理解する（１）

シビックプライドとは何かを考える。関

連する都市事例から、住民と町とのコミ

ュニケーションの可能性を考え、持続可

能性のあるまちづくりを考える。

シビックプライドという言葉の意味を理解する。

テキスト「現況と展望編 第 講」を理解する。

シビックプライドの観点を

理解する（２）

地域資源とは何かを考える。シビックプ

ライドの視点から寝屋川の都市空間を

捉え、地域資源の新たな価値付けについ

て考える。

テキスト「現況と展望編 第 講」を理解する。

都市のプロモーション
都市のプロモーションという視点から、

まちづくりの動向を把握する。
都市のプロモーションに関連する映像を鑑賞する。

参加・協働のまちづくり
身近な地域におけるまちづくりの事例

から、住民参加の多様性を学ぶ。
自身が都市とどのように関われるかを考える。

関連科目 基礎科目、専門科目全般であるが、特に設計演習 や卒業設計・卒業論文、大学院研究の導入とする。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

初めて学ぶ都市計画 饗庭 伸ほか 市ケ谷出版社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

都市計画 川上光彦 森北出版

評価方法

（基準）

レポートならびに授業内中間試験または論述レポート（ ）、期末試験または論述レポート（定期試験またはレポート）（ ）を総合し、 ％以

上を合格とする。

学生への

メッセージ

建築と都市計画の領域は切り離せません。みなさんは、都市の魅力を創造していく立場に将来立ちます。どのような分野に進もうとも都市への関

心を高めてください。講義の中では、基礎的な事項の理解だけではなく、身近な都市や地域に着目し、現在の状況に見いだせる課題を抽出し、そ

れらを取り巻く多用な要素を踏まえた計画のあり方を一緒に検討したいと思います。卒業研究のテーマを模索する材料にもしてください。

担当者の

研究室等
号館 階 加嶋教授室

備考

【事前学習】事前事後学習課題欄に示した内容について、毎回 時間以上の時間をかけて内容を理解する。

【事後学習】事前事後学習課題欄に示した内容について、毎回 時間以上かけて、教科書以外の資料に目を通す。出来るだけ視覚的資料も探すこ

と。

専
門
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科目名 日本建築史 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 前期 授業担当者 中川 等

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

日本の建築の歴史について、有史以前から古代、中世、近世、近代にいたる形成と展開の過程を講述する。各時代の寺院、神社、住宅など代表的

な建築を写真と図面により具体的に紹介し、その空間構成と構造技法、意匠材料の特徴と変遷について通史的に解説する。当時の社会的な背景と

生活様式、生産技術にも言及し、幅広い視野で総合的に建築を捉えるようにつとめる。あわせて、都市や集落、町並など集住環境の歴史について

も考察する。

到達目標
日本の建築と集住環境の歴史及びその背景に関する総合的な理解に基づいて、建築・都市計画に必要な、計画・意匠・歴史・環境に関する基礎的

な考え方が説明でき、それらを応用できる。

授業方法と

留意点
授業では、重要項目を板書して解説を行う。毎回、教科書の写真と図面に基づいて説明するので、必ず教科書を持参すること。

科目学習の

効果（資格）
建築や都市に関わる者の基本素養として、また一級・二級建築士の資格を取得するために、建築史の知識は必要である。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

概説 時代区分と基本語彙 説明した基本語彙を習得する。

竪穴住居と高床住居 先史・原史時代の遺跡・遺物とその展開
興味をもった遺跡・遺物について写真集等で再確認

する。

神社建築の諸相 神社建築の起源と諸形式の特徴
興味をもった神社建築について写真集等で再確認

する。

仏教伝来と法隆寺 飛鳥・奈良時代の寺院建築とその展開
興味をもった寺院建築について写真集等で再確認

する。

密教と浄土教の建築 平安時代の寺院建築とその展開
興味をもった寺院建築について写真集等で再確認

する。

古代の都市と住宅 平城京・平安京の建設と宮殿・住宅
興味をもった遺跡・建築について写真集等で再確認

する。

鎌倉仏教と新様式 伝統的な和様と大仏様・禅宗様の展開
興味をもった寺社建築について写真集等で再確認

する。

座敷飾りと書院造 寝殿造から書院造が成立した過程
興味をもった住宅建築について写真集等で再確認

する。

中世の庶民住宅 中世の都市・農村と庶民の住宅
興味をもった遺跡・絵画・建築について写真集等で

再確認する。

近世の寺社・城郭と城下町 近世の寺社・霊廟・城郭建築と城下町
興味をもった建築・都市について写真集等で再確認

する。

茶室と数寄屋 茶室と数寄屋の形成とその展開
興味をもった茶室・数寄屋建築について写真集等で

再確認する。

近世民家の成立 近世民家の地域分布と成立背景
興味をもった民家建築について写真集等で再確認

する。

近代の洋風・和風建築 近代化の進展と洋風・和風建築の展開
興味をもった洋風・和風建築について写真集等で再

確認する。

歴史的建造物と都市の現在
文化財保護と景観・まちづくりの現況と

課題

歴史的建造物と都市の現況と課題について各自で

考察する。

まとめ 日本建築の特質 日本建築の特質について各自で考察する。

関連科目 西洋建築史、近代建築史

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

日本建築史図集（新訂第三版） 日本建築学会編 彰国社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
定期試験の結果により判断する（ ％）。定期試験は自筆ノート参照可とするので、授業にしっかり出席して充実したノート作成を心がけること。

学生への

メッセージ

日本建築史を理解するためには、歴史的な建築と環境に実際に接してその空間を体験することが大切である。京都、奈良、大阪など大学の周辺は

史跡と文化財の宝庫であり、各所に伝統文化がいきづいている。現地に足を運んで自ら感得することが望ましい。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考 事前学習：事後学習欄に示した内容について、毎回 時間以上かけて取り組む

専
門
科
目

92



 

摂南大学シラバス 2019 

科目名 微積分Ⅰ 科目名（英文） Calculus I 

学部 理工学部 学科 建築学科 

配当年次 １年 クラス ニ 

単位数 4 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 島田 伸一 

ディプロマポリシー(DP) D◎ 

科目ナンバリング TDA1002a0 

 
授業概要・ 

目的 

整式、有理式、無理関数、三角関数、指数・対数関数などの基本的な関数について、微分の計算法、テイラー展開の求め方、不定積分の計算

法を習得する。 

到達目標 

（１）基本的な関数の微分を行うことができる。 

（２）関数の挙動を調べ、グラフを描くことができる。 

（３）基本的な関数の不定積分を行うことができる。 

授業方法と 

留意点 

進捗の具合により講義と演習を適宜配分する。授業計画に挙げた内容を解説し、演習で理解を深める。専門学科で必要とされる微積分の素養、

計算能力を身につけるために授業には必ず出席し、予習復習も励行すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
本講義の内容は微積分Ⅱを習得するのに引き継がれる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 関数とそのグラフ(1) ・座標平面・点の表示・点の移動の表示 第 1 章の問題 

2 関数とそのグラフ(2) 
・関数に関する用語・簡単な関数のグラ

フ 
第 1 章の問題 

3 関数の極限 
・実数の性質・極限の定義・極限の計算

方法 
第 1 章の問題 

4 関数の連続性 ・連続性の定義・連続関数の性質 第 1 章の問題 

5 微分係数 ・微分係数の定義・接線の方程式 第 2 章の問題 

6 導関数 
・導関数の定義・導関数の求め方・整式

の導関数 
第 2 章の問題 

7 導関数の計算方法 ・積，商の導関数 第 2 章の問題 

8 
合成関数の微分高次導

関数 
・合成の方法・合成関数の微分の計算 第 2 章の問題 

9 逆関数の微分 ・逆関数の定義・逆関数の微分の計算 第 2 章の問題 

10 指数関数 
・指数法則・ネイピア数 e・指数関数の

定義 
第 3 章の問題 

11 指数関数の微分 ・x=0 での微分係数・指数関数の微分 第 3 章の問題 

12 対数関数 ・自然対数の定義・対数の性質 第 3 章の問題 

13 対数関数の微分 
・x=1 での微分係数・導関数の求め方・

対数微分法 
第 3 章の問題 

14 三角関数 
・弧度法・三角関数の定義・諸性質と公

式 
第 4 章の問題 

15 
三角関数・逆三角関数の

微分 

・sin x の微分・三角関数の微分・逆三

角関数の微分 
第 4 章の問題 

16 高次導関数(1) 
・高次導関数の定義・多項式の高次導関

数 
第 5 章の問題 

17 高次導関数(2) 
・指数，対数，三角関数の高次導関数・

ライプニッツの公式 
第 5 章の問題 

18 平均値の定理 ・ロルの定理・平均値の定理 第 6 章の問題 

19 関数の挙動(1) ・関数の増減・極大，極小 第 6 章の問題 

20 関数の挙動(2) ・グラフの凹凸・変曲点 第 6 章の問題 

21 関数の展開(1) ・テイラー展開・マクローリン展開 第 6 章の問題 

22 関数の展開(2) 
・指数関数，三角関数，対数関数の展開・

二項定理の一般化 
第 6 章の問題 

23 原始関数(1) ・微分の逆演算としての不定積分 第 7 章の問題 

24 原始関数(2) ・整式，有理式の不定積分 第 7 章の問題 

25 原始関数(3) ・三角関数の不定積分 第 7 章の問題 

26 原始関数(4) ・指数関数，対数関数の不定積分 第 7 章の問題 

27 不定積分の計算法(1) ・置換積分 第 7 章の問題 

28 不定積分の計算法(2) ・部分積分 第 7 章の問題 

29 不定積分の計算法(3) 
・分数関数の不定積分・無理関数の不定

積分 
第 7 章の問題 

30 不定積分の計算法(4) ・初等関数の不定積分のまとめ 第 7 章の問題 

 

関連科目 

以下の科目の講義は微積分Ⅰの知識とスキルを前提にして授業が進められる。 

微積分Ⅱ、工業数学Ⅰ、工業数学Ⅱ、統計学、代数学、幾何学Ⅱ、解析学、応用数学Ⅰ、応用数学Ⅱ 

上記科目を受講する予定の学生は微積分 I を履修すること。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

微 積 分 基 礎  ― 理 工 系 学 生 に 向 け て ―

(ISBN:9784320110274) 
寺本惠昭 共立出版 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    
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評価方法 

（基準） 
課題演習 40%、期末試験 60%で判定し評価する。 

学生への 

メッセージ 
3 号館 3 階に数学教員はいますので、数学、自然科学に関するどんな質問でも気軽に聞きに来て下さい。 

担当者の 

研究室等 
3 号館 3 階 数学研究室 

備考 
事前事後学習は毎回１時間以上かけること。 

課題は採点して返却し、適宜講義中に解説する。 

専
門
科
目
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科目名 微積分Ⅰ 科目名（英文） Calculus I 

学部 理工学部 学科 建築学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 4 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 中津 了勇 

ディプロマポリシー(DP) D◎ 

科目ナンバリング TDA1002a0 

 
授業概要・ 

目的 

整式、有理式、無理関数、三角関数、指数・対数関数などの基本的な関数について、微分の計算法、テイラー展開の求め方、不定積分の計算

法を習得する。 

到達目標 

（１）基本的な関数の微分を行うことができる。 

（２）関数の挙動を調べ、グラフを描くことができる。 

（３）基本的な関数の不定積分を行うことができる。 

授業方法と 

留意点 

進捗の具合により講義と演習を適宜配分する。授業計画に挙げた内容を解説し、演習で理解を深める。専門学科で必要とされる微積分の素養、

計算能力を身につけるために授業には必ず出席し、予習復習も励行すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
本講義の内容は微積分Ⅱを習得するのに引き継がれる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 関数とそのグラフ(1) ・座標平面・点の表示・点の移動の表示 第 1 章の問題 

2 関数とそのグラフ(2) 
・関数に関する用語・簡単な関数のグラ

フ 
第 1 章の問題 

3 関数の極限 
・実数の性質・極限の定義・極限の計算

方法 
第 1 章の問題 

4 関数の連続性 ・連続性の定義・連続関数の性質 第 1 章の問題 

5 微分係数 ・微分係数の定義・接線の方程式 第 2 章の問題 

6 導関数 
・導関数の定義・導関数の求め方・整式

の導関数 
第 2 章の問題 

7 導関数の計算方法 ・積，商の導関数 第 2 章の問題 

8 
合成関数の微分高次導

関数 
・合成の方法・合成関数の微分の計算 第 2 章の問題 

9 逆関数の微分 ・逆関数の定義・逆関数の微分の計算 第 2 章の問題 

10 指数関数 
・指数法則・ネイピア数 e・指数関数の

定義 
第 3 章の問題 

11 指数関数の微分 ・x=0 での微分係数・指数関数の微分 第 3 章の問題 

12 対数関数 ・自然対数の定義・対数の性質 第 3 章の問題 

13 対数関数の微分 
・x=1 での微分係数・導関数の求め方・

対数微分法 
第 3 章の問題 

14 三角関数 
・弧度法・三角関数の定義・諸性質と公

式 
第 4 章の問題 

15 
三角関数・逆三角関数の

微分 

・sin x の微分・三角関数の微分・逆三

角関数の微分 
第 4 章の問題 

16 高次導関数(1) 
・高次導関数の定義・多項式の高次導関

数 
第 5 章の問題 

17 高次導関数(2) 
・指数，対数，三角関数の高次導関数・

ライプニッツの公式 
第 5 章の問題 

18 平均値の定理 ・ロルの定理・平均値の定理 第 6 章の問題 

19 関数の挙動(1) ・関数の増減・極大，極小 第 6 章の問題 

20 関数の挙動(2) ・グラフの凹凸・変曲点 第 6 章の問題 

21 関数の展開(1) ・テイラー展開・マクローリン展開 第 6 章の問題 

22 関数の展開(2) 
・指数関数，三角関数，対数関数の展開・

二項定理の一般化 
第 6 章の問題 

23 原始関数(1) ・微分の逆演算としての不定積分 第 7 章の問題 

24 原始関数(2) ・整式，有理式の不定積分 第 7 章の問題 

25 原始関数(3) ・三角関数の不定積分 第 7 章の問題 

26 原始関数(4) ・指数関数，対数関数の不定積分 第 7 章の問題 

27 不定積分の計算法(1) ・置換積分 第 7 章の問題 

28 不定積分の計算法(2) ・部分積分 第 7 章の問題 

29 不定積分の計算法(3) 
・分数関数の不定積分・無理関数の不定

積分 
第 7 章の問題 

30 不定積分の計算法(4) ・初等関数の不定積分のまとめ 第 7 章の問題 

 

関連科目 

以下の科目の講義は微積分Ⅰの知識とスキルを前提にして授業が進められる。 

微積分Ⅱ、工業数学Ⅰ、工業数学Ⅱ、統計学、代数学、幾何学Ⅱ、解析学、応用数学Ⅰ。 

上記科目を受講する予定の学生は微積分 I を履修すること。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

微 積 分 基 礎  ― 理 工 系 学 生 に 向 け て ―

(ISBN:9784320110274) 
寺本惠昭 共立出版 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

専
門
科
目

95



 

摂南大学シラバス 2019 

評価方法 

（基準） 
課題演習 40%、期末試験 60%で判定し評価する。 

学生への 

メッセージ 
3 号館 3 階に数学教員はいますので、数学、自然科学に関するどんな質問でも気軽に聞きに来て下さい。 

担当者の 

研究室等 
3 号館 3 階 数学研究室 

備考 
事前事後学習は毎回１時間以上かけること。 

課題は採点して返却し、適宜講義中に解説する。 

専
門
科
目
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科目名 微積分Ⅰ 科目名（英文） Calculus I 

学部 理工学部 学科 建築学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 4 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 東山 和巳 

ディプロマポリシー(DP) D◎ 

科目ナンバリング TDA1002a0 

 
授業概要・ 

目的 

整式、有理式、無理関数、三角関数、指数・対数関数などの基本的な関数について、微分の計算法、テイラー展開の求め方、不定積分の計算

法を習得する。 

到達目標 

（１）基本的な関数の微分を行うことができる。 

（２）関数の挙動を調べ、グラフを描くことができる。 

（３）基本的な関数の不定積分を行うことができる。 

授業方法と 

留意点 

進捗の具合により講義と演習を適宜配分する。授業計画に挙げた内容を解説し、演習で理解を深める。専門学科で必要とされる微積分の素養、

計算能力を身につけるために授業には必ず出席し、予習復習も励行すること。 

科目学習の 

効果（資格） 
本講義の内容は微積分Ⅱを習得するのに引き継がれる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 関数とそのグラフ(1) ・座標平面・点の表示・点の移動の表示 第 1 章の問題 

2 関数とそのグラフ(2) 
・関数に関する用語・簡単な関数のグラ

フ 
第 1 章の問題 

3 関数の極限 
・実数の性質・極限の定義・極限の計算

方法 
第 1 章の問題 

4 関数の連続性 ・連続性の定義・連続関数の性質 第 1 章の問題 

5 微分係数 ・微分係数の定義・接線の方程式 第 2 章の問題 

6 導関数 
・導関数の定義・導関数の求め方・整式

の導関数 
第 2 章の問題 

7 導関数の計算方法 ・積，商の導関数 第 2 章の問題 

8 
合成関数の微分高次導

関数 
・合成の方法・合成関数の微分の計算 第 2 章の問題 

9 逆関数の微分 ・逆関数の定義・逆関数の微分の計算 第 2 章の問題 

10 指数関数 
・指数法則・ネイピア数 e・指数関数の

定義 
第 3 章の問題 

11 指数関数の微分 ・x=0 での微分係数・指数関数の微分 第 3 章の問題 

12 対数関数 ・自然対数の定義・対数の性質 第 3 章の問題 

13 対数関数の微分 
・x=1 での微分係数・導関数の求め方・

対数微分法 
第 3 章の問題 

14 三角関数 
・弧度法・三角関数の定義・諸性質と公

式 
第 4 章の問題 

15 
三角関数・逆三角関数の

微分 

・sin x の微分・三角関数の微分・逆三

角関数の微分 
第 4 章の問題 

16 高次導関数(1) 
・高次導関数の定義・多項式の高次導関

数 
第 5 章の問題 

17 高次導関数(2) 
・指数，対数，三角関数の高次導関数・

ライプニッツの公式 
第 5 章の問題 

18 平均値の定理 ・ロルの定理・平均値の定理 第 6 章の問題 

19 関数の挙動(1) ・関数の増減・極大，極小 第 6 章の問題 

20 関数の挙動(2) ・グラフの凹凸・変曲点 第 6 章の問題 

21 関数の展開(1) ・テイラー展開・マクローリン展開 第 6 章の問題 

22 関数の展開(2) 
・指数関数，三角関数，対数関数の展開・

二項定理の一般化 
第 6 章の問題 

23 原始関数(1) ・微分の逆演算としての不定積分 第 7 章の問題 

24 原始関数(2) ・整式，有理式の不定積分 第 7 章の問題 

25 原始関数(3) ・三角関数の不定積分 第 7 章の問題 

26 原始関数(4) ・指数関数，対数関数の不定積分 第 7 章の問題 

27 不定積分の計算法(1) ・置換積分 第 7 章の問題 

28 不定積分の計算法(2) ・部分積分 第 7 章の問題 

29 不定積分の計算法(3) 
・分数関数の不定積分・無理関数の不定

積分 
第 7 章の問題 

30 不定積分の計算法(4) ・初等関数の不定積分のまとめ 第 7 章の問題 

 

関連科目 

以下の科目の講義は微積分Ⅰの知識とスキルを前提にして授業が進められる。 

微積分Ⅱ、工業数学Ⅰ、工業数学Ⅱ、統計学、代数学、幾何学Ⅱ、解析学、応用数学Ⅰ、応用数学Ⅱ 

上記科目を受講する予定の学生は微積分Ⅰを履修すること。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 

微 積 分 基 礎  ― 理 工 系 学 生 に 向 け て ―

(ISBN:9784320110274) 
寺本惠昭 共立出版 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    
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評価方法 

（基準） 
課題演習 40%、期末試験 60%で判定し評価する。 

学生への 

メッセージ 
3 号館 3 階に数学教員はいますので、数学、自然科学に関するどんな質問でも気軽に聞きに来て下さい。 

担当者の 

研究室等 
3 号館 3 階 数学研究室 

備考 
事前事後学習は毎回１時間以上かけること。 

課題は採点して返却し、適宜講義中に解説する。 

専
門
科
目
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科目名 微積分Ⅱ 科目名（英文） Calculus II 

学部 理工学部 学科 建築学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 4 履修区分 選択科目 

学期 後期 授業担当者 島田 伸一 

ディプロマポリシー(DP) D◎ 

科目ナンバリング TDA2003a0 

 
授業概要・ 

目的 

定積分の概念と計算法，広義積分の概念と計算法及び収束の判定法，2 変数関数の偏微分の計算とそのグラフの把握極値問題の扱い方，重積分

の概念と計算法，以上を説明する。 

到達目標 

基礎知識を身につけ, 課題に対して定量的な解を求めることができる基礎的能力を有する： 

1)基本的な関数の積分ができる 

2)偏微分の計算ができる 

3)2 変数関数の挙動がわかる 

4)重積分の計算ができる 

5)極値, 体積, 重心, 慣性モーメントへの応用ができる。 

授業方法と 

留意点 

挙げた内容を具体的な計算例を中心にできるだけ平易に解説し，理解の程度を演習により確かめる。受講者はその厳選された平易な内容を確

実に自分のものとするよう心掛けて頂きたい。そのためには、欠席をせず授業の前に３０分でも良いから復習を重ねること。 

科目学習の 

効果（資格） 
２年生以降に学ぶ数学、物理学関連科目の基礎となる。これらの科目を履修予定の者はこの科目を履修しておくことが望まれる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 定積分の定義 
・面積と定積分・定積分の定義・定積分

の性質 
第 8 章の問，問題        課題レポート 

2 簡単な定積分 

・定数関数，１次，２次関数の定積分・

不定積分と定積分・基本的な関数の定積

分 

第 8 章の問，問題        課題レポート 

3 定積分の計算法 (1) ・微積分の基本定理・不定積分と定積分 第 8 章の問，問題        課題レポート 

4 定積分の応用(2) ・置換積分 第 8 章の問，問題        課題レポート 

5 定積分の応用(3) ・部分積分 第 8 章の問，問題        課題レポート 

6 定積分の応用(4) ・指数関数，3 角関数の定積分 第 8 章の問，問題        課題レポート 

7 定積分の計算法(5) ・有理関数，無理関数の定積分 第 8 章の問，問題        課題レポート 

8 定積分の応用(1) ・曲線が囲む面積の計算 第 8 章の問，問題        課題レポート 

9 定積分の応用(2) ・体積の計算 第 8 章の問，問題        課題レポート 

10 定積分の応用(3) ・回転体の体積 第 8 章の問，問題        課題レポート 

11 定積分の応用(4) ・広義積分 第 8 章の問，問題        課題レポート 

12 2 変数の関数(1) 
・2 変数関数の例・xy 平面内の領域と関

数の定義域 
第 9 章の問，問題       課題レポート 

13 2 変数関数のグラフ(1) ・グラフとしての曲面・グラフ上の曲線 第 9 章の問，問題       課題レポート 

14 2 変数の関数(2) ・2 変数関数の極限・2 変数関数の連続性 第 9 章の問，問題       課題レポート 

15 2 変数関数のグラフ(2) ・グラフ上の曲線の接線・接平面の導入 第 9 章の問，問題       課題レポート 

16 偏微分 ・偏微分の定義 第 9 章の問，問題       課題レポート 

17 偏微分の計算(1) ・偏導関数の定義・偏導関数の計算法 第 9 章の問，問題       課題レポート 

18 偏微分の計算(2) ・偏微分可能性・全微分可能性 第 9 章の問，問題       課題レポート 

19 合成関数の偏微分 ・2 変数関数の合成と偏微分の計算 第 9 章の問，問題       課題レポート 

20 高次偏導関数(1) 
・2 次偏導関数の定義・偏微分の順序交

換 
第 9 章の問，問題       課題レポート 

21 高次偏導関数(2) 
・合成の高次偏微分・偏微分作用素の表

示 
第 9 章の問，問題       課題レポート 

22 高次偏導関数(3) 
・2 変数のテイラー展開・マクローリン

展開 
第 9 章の問，問題       課題レポート 

23 偏微分の応用(1) ・2 変数関数の極値問題 第 9 章の問，問題       課題レポート 

24 偏微分の応用(2) ・陰関数定理・条件付き極値問題 第 9 章の問，問題       課題レポート 

25 重積分の定義(1) 
・体積と重積分・長方形領域上での重積

分 
第 10 章の問，問題       課題レポート 

26 重積分の定義(1) ・長方形上での逐次積分 第 10 章の問，問題       課題レポート 

27 重積分の計算法(1) ・曲線で囲まれた領域上での重積分 第 10 章の問，問題       課題レポート 

28 重積分の計算法(2) ・逐次積分への帰着 第 10 章の問，問題       課題レポート 

29 重積分の計算法(3) ・重積分と立体の体積 第 10 章の問，問題       課題レポート 

30 重積分の計算法(4) ・広義重積分・Γ関数とベータ関数 第 10 章の問，問題       課題レポート 

 

関連科目 微積分Ⅰ、線形代数Ⅰ・Ⅱ 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 微積分基礎 寺本恵昭 共立出版 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

評価方法 

（基準） 
演習,小テスト、課題で 20％、中間試験 25%, 期末試験 55％で評価する。 

学生への 

メッセージ 

どんなに些細な事でも遠慮なく質問すること、授業中でもいつでも親切に答えます。参考書を貸し出しますので相談に来て下さい。また、ス

チューデントアワー(月-金の 5 限目)には 3 号館 3 階準備室に数学教員がいますのでどんな質問でも良いから来て下さい。数学は特に積み重ね

が肝心の科目です。諦めずに続けましょう。 

担当者の 

研究室等 
3 号館 3 階 数学研究室 

備考 
事前事後学習は毎回１時間以上かけること。 

課題は採点して返却し、適宜講義中に解説する。 

専
門
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科目名 微積分Ⅱ 科目名（英文） Calculus II 

学部 理工学部 学科 建築学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 4 履修区分 選択科目 

学期 前期 授業担当者 島田 伸一 

ディプロマポリシー(DP) D◎ 

科目ナンバリング TDA2003a0 

 
授業概要・ 

目的 

定積分の概念と計算法，広義積分の概念と計算法及び収束の判定法，2 変数関数の偏微分の計算とそのグラフの把握極値問題の扱い方，重積分

の概念と計算法，以上を説明する。 

到達目標 

基礎知識を身につけ, 課題に対して定量的な解を求めることができる基礎的能力を有する： 

1)基本的な関数の積分ができる 

2)偏微分の計算ができる 

3)2 変数関数の挙動がわかる 

4)重積分の計算ができる 

5)極値, 体積, 重心, 慣性モーメントへの応用ができる。 

授業方法と 

留意点 

挙げた内容を具体的な計算例を中心にできるだけ平易に解説し，理解の程度を演習により確かめる。受講者はその厳選された平易な内容を確

実に自分のものとするよう心掛けて頂きたい。そのためには、欠席をせず授業の前に３０分でも良いから復習を重ねること。 

科目学習の 

効果（資格） 
２年生以降に学ぶ数学、物理学関連科目の基礎となる。これらの科目を履修予定の者はこの科目を履修しておくことが望まれる。 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 定積分の定義 
・面積と定積分・定積分の定義・定積分

の性質 
第 8 章の問，問題        課題レポート 

2 簡単な定積分 

・定数関数，１次，２次関数の定積分・

不定積分と定積分・基本的な関数の定積

分 

第 8 章の問，問題        課題レポート 

3 定積分の計算法 (1) ・微積分の基本定理・不定積分と定積分 第 8 章の問，問題        課題レポート 

4 定積分の応用(2) ・置換積分 第 8 章の問，問題        課題レポート 

5 定積分の応用(3) ・部分積分 第 8 章の問，問題        課題レポート 

6 定積分の応用(4) ・指数関数，3 角関数の定積分 第 8 章の問，問題        課題レポート 

7 定積分の計算法(5) ・有理関数，無理関数の定積分 第 8 章の問，問題        課題レポート 

8 定積分の応用(1) ・曲線が囲む面積の計算 第 8 章の問，問題        課題レポート 

9 定積分の応用(2) ・体積の計算 第 8 章の問，問題        課題レポート 

10 定積分の応用(3) ・回転体の体積 第 8 章の問，問題        課題レポート 

11 定積分の応用(4) ・広義積分 第 8 章の問，問題        課題レポート 

12 2 変数の関数(1) 
・2 変数関数の例・xy 平面内の領域と関

数の定義域 
第 9 章の問，問題       課題レポート 

13 2 変数関数のグラフ(1) ・グラフとしての曲面・グラフ上の曲線 第 9 章の問，問題       課題レポート 

14 2 変数の関数(2) ・2 変数関数の極限・2 変数関数の連続性 第 9 章の問，問題       課題レポート 

15 2 変数関数のグラフ(2) ・グラフ上の曲線の接線・接平面の導入 第 9 章の問，問題       課題レポート 

16 偏微分 ・偏微分の定義 第 9 章の問，問題       課題レポート 

17 偏微分の計算(1) ・偏導関数の定義・偏導関数の計算法 第 9 章の問，問題       課題レポート 

18 偏微分の計算(2) ・偏微分可能性・全微分可能性 第 9 章の問，問題       課題レポート 

19 合成関数の偏微分 ・2 変数関数の合成と偏微分の計算 第 9 章の問，問題       課題レポート 

20 高次偏導関数(1) 
・2 次偏導関数の定義・偏微分の順序交

換 
第 9 章の問，問題       課題レポート 

21 高次偏導関数(2) 
・合成の高次偏微分・偏微分作用素の表

示 
第 9 章の問，問題       課題レポート 

22 高次偏導関数(3) 
・2 変数のテイラー展開・マクローリン

展開 
第 9 章の問，問題       課題レポート 

23 偏微分の応用(1) ・2 変数関数の極値問題 第 9 章の問，問題       課題レポート 

24 偏微分の応用(2) ・陰関数定理・条件付き極値問題 第 9 章の問，問題       課題レポート 

25 重積分の定義(1) 
・体積と重積分・長方形領域上での重積

分 
第 10 章の問，問題       課題レポート 

26 重積分の定義(1) ・長方形上での逐次積分 第 10 章の問，問題       課題レポート 

27 重積分の計算法(1) ・曲線で囲まれた領域上での重積分 第 10 章の問，問題       課題レポート 

28 重積分の計算法(2) ・逐次積分への帰着 第 10 章の問，問題       課題レポート 

29 重積分の計算法(3) ・重積分と立体の体積 第 10 章の問，問題       課題レポート 

30 重積分の計算法(4) ・広義重積分・Γ関数とベータ関数 第 10 章の問，問題       課題レポート 

 

関連科目 微積分Ⅰ、線形代数Ⅰ・Ⅱ 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 微積分基礎 寺本恵昭 共立出版 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

評価方法 

（基準） 
演習,小テスト,課題で 20％, 中間試験 25%, 期末試験 55％で評価する。 

学生への 

メッセージ 

どんなに些細な事でも遠慮なく質問すること、授業中でもいつでも親切に答えます。参考書を貸し出しますので相談に来て下さい。また、ス

チューデントアワー(月-金の 5 限目)には 3 号館 3 階準備室に数学教員がいますのでどんな質問でも良いから来て下さい。数学は特に積み重ね

が肝心の科目です。諦めずに続けましょう。 

担当者の 

研究室等 
3 号館 3 階 数学研究室 

備考 
事前事後学習は毎回１.5 時間以上かけること。 

課題は採点して返却し、適宜講義中に解説する。 

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 福祉すまい環境 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 大谷 由紀子

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

人々が安全で、安心して暮らせる生活環境の計画に資する、基本的な考え方を学ぶ。超高齢化、多様化する現代社会において、福祉の観点から建

築・都市を見直すと同時に、新しい住まい方やまちづくりの動向を学ぶ。授業担当者は、建築の実務経験を有する。この経験を活かし、受講生に

実務を意識した学びを提供します。

到達目標 多様な人々を配慮した住宅・地域の空間計画に関する基礎的知識、および、計画手法を理解できる。

授業方法と

留意点

講義では事例の紹介やドキュメントの提示など、写真や映像を併用する。また、リサーチや見学などの体験を通じた授業は学外で行う場合もある。

課題を通じて一般的な理解にとどまらず、身近な日常生活空間から理解を促す。

科目学習の

効果（資格）
級・ 級建築士、 級・ 福祉住環境コーディネーター、インテリアプランナーなど

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

社会の変化と建築・都市

社会の変化、多様化、生活空間の変化、

将来像などを統計から読み取り、建築ま

ちづくりに必要な基礎的知識を学ぶ

予習または復習課題として、新聞や文献から戦後日

本の社会の変化に関する知識を得る

バリアフリーとユニバーサ

ルデザイン

バリアフリーとユニバーサルの歴史、考

え方、建築への応用を学ぶ

予習または復習課題として、文献や建築雑誌など

で、ユニバーサルデザインを事例を勉強する

こどもの福祉とすまい環境
こどもの育ちと安全から集合住宅の環

境を考える

予習または復習課題として、新聞や文献などで、こ

どもの事故や安全についての知識を得る

こどもの福祉とすまい環境
こどもの育ちと生活から保育所の環境

を考える

予習または復習課題として、建築雑誌などで保育所

の建築を勉強する

障害の種類とすまい環境
さまざまな障害と特徴を知り、ユニバー

サルな生活空間を考える

予習または復習課題として、文献や建築雑誌などで

障碍者施設の建築を勉強する

高齢期の福祉とすまい環境
高齢期のさまざまな変化を知り、すまい

の問題や住宅改修を考える

予習または復習課題として、新聞や文献などで高齢

者住宅にかかわる記事を読み知識を得る

高齢期の福祉とすまい環境
高齢者向けサービス、生活の質、近年の

住まいについて、事例を通じて考える

予習または復習課題として、建築雑誌などで高齢者

向け住宅の事例を勉強する

中間テスト これまでの内容を復習

高齢期の福祉とすまい環境

中間テストの解説

高齢者向け住宅、グループホーム、特別

養護老人ホームの計画を学ぶ

予習または復習課題として、建築雑誌などで高齢者

向け住宅の事例を勉強する

現代家族と新しいすまい
他人と一部を共有する暮らし方、すまい

の計画を事例を通じて考える

予習または復習課題として、建築雑誌などでシェア

ハウスの事例を参照し勉強する

災害と住まい
災害時の被災者のすまいの問題を考え

る

予習または復習課題として、新聞や文献などで災害

時の被災者のすまいの問題に関する知識を得る

災害と住まい
近年の災害を通じで、避難所、仮設住宅、

復興住宅の現状と課題を考える

予習または復習課題として、建築雑誌などで、避難

所や仮設住宅の問題点、建築家による提案などを勉

強する

日常生活圏における移動と

サイン

買い物、通勤通学をはじめ、多様な人々

の移動空間におけるサイン計画を学ぶ

予習または復習課題として、新聞や文献などでユニ

バーサルサインについて調べ知識を得る

長寿社会のまちづくり
長寿社会、多世代共生社会に向けたまち

づくりについて近年の事例から考える

予習または復習課題として、福祉のまちづくりや自

治体の取り組みを調べ勉強する

総括
福祉の観点から、これからの建築・まち

づくりの可能性をさぐる
―

関連科目 設計演習Ⅱ 、Ⅱ 、Ⅲ 、建築計画基礎、建築計画各論、インテリア概論など

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

高齢社会に生きる 上野淳 鹿島出版社

評価方法

（基準）
中間試験 ）、期末試験 ）、予習・復習課題（ ％）の合計 点満点の 点以上を合格とする。

学生への

メッセージ

みなさんの身近な生活空間が教材です。何気なく過ごしているいつもの空間も、問題意識をもって観察すると、これまで見えなかったさまざまな

問題に気づきます。その気づきこそ、授業での学び、建築への興味を深めます。

担当者の

研究室等
号館 階 大谷教授室

備考

見学や学外でのワークなどは先方との調整が必要となるため、日程や詳細は事前に授業で伝える。

事前学習 授業テーマに即して毎回 時間程度、新聞、文献、建築雑誌などを読み知識を得る。

事後学習 授業の内容について毎回 時間以上、講義メモ、配布資料を確認し、文献で知識を広げる。また、調査や見学レポートの課題を行う。

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 物理学Ⅰ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 長島 健

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

物理学は力学とともに理工系大学教育において、極めて重要な基礎科目である。物理学Ⅰでは「熱力学」を軸として、「力学」と関連した物理学

の基礎を総合的に学ぶ。熱力学は建築設備における熱の発生及び伝導の仕組み，そして空調設備の動作原理等を理解する上で不可欠である。授業

ではさまざまな熱現象を基本原理、基本原則から丁寧に講義する。

到達目標 力学を基礎として、熱の性質を基本原理から理解することができる。

授業方法と

留意点

教科書とプリントを用いて授業を進める。また理解を深めるため、簡単な実験を行うこともある。毎回小テストを行なうが、小テストは友達と相

談したり、教科書を参照してもよいので、最後まであきらめずに考えて解くこと。

科目学習の

効果（資格）
理工系専門科目において必要不可欠な工学の基礎であり、専門で出てくる物理量の意味や相互関係の理解に役立つ。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

物理学とは

物理学の役割を身近な例をとって分か

りやすく説明する。数式化の基礎となる

物理量の表し方や単位について学ぶ。

―――――

数学的準備：時間に対する変

化量と微分・積分

時々刻々と変化する量を時間の関数と

して理解するため，微分・積分の概念を

導入する。

配布プリント・小テストの復習（ 時間以上）

時間変化と位置ベクトル，速

度ベクトル，加速度ベクトル

時間とともに変化する位置ベクトルか

ら，その動きの速度ベクトルが求まる。

速度ベクトルという概念を習得する。さ

らに速度の時間変化を追うことで，加速

度ベクトルの概念を習得する。

配布プリント・小テストの復習（ 時間以上）

運動の法則と運動方程式

力学の基礎となる運動の第１～第３法

則を学び，運動方程式のたて方およびそ

の解き方について理解する。

配布プリント・小テストの復習（ 時間以上）

運動量と力積
時間と力との関係から，運動量という新

たな量を理解する。
配布プリント・小テストの復習（ 時間以上）

仕事と運動エネルギー
空間と力との関係から，エネルギーとい

う新たな量を理解する。
配布プリント・小テストの復習（ 時間以上）

気体法則
「熱力学」の紹介。ボイルの法則，シャ

ルルの法則を学ぶ。
配布プリント・小テストの復習（ 時間以上）

理想気体の状態方程式
理想気体の概念を学び、理想気体の状態

を記述する状態方程式を学ぶ。
配布プリント・小テストの復習（ 時間以上）

気体の分子運動論

圧力と温度の関係を気体の分子運動論

から理解する。内部エネルギーの概念を

習得する。

配布プリント・小テストの復習（ 時間以上）

温度と熱
温度と熱の概念を気体の分子運動論か

ら理解する。
配布プリント・小テストの復習（ 時間以上）

熱力学第一法則

力学的な仕事と熱量の関係を学び、熱現

象に関わるエネルギー保存則を理解す

る。

配布プリント・小テストの復習（ 時間以上）

様々な状態変化
等温変化，定圧変化，定積変化，断熱変

化を知る。
配布プリント・小テストの復習（ 時間以上）

カルノーサイクル

カルノーサイクルを学び，熱エネルギー

からどのように機械的なエネルギーを

取り出すのかを理解し，第２種永久機関

の是非を問う。

配布プリント・小テストの復習（ 時間以上）

熱力学第二法則とエントロ

ピー

熱現象の不可逆性を概観し，エントロピ

ーという新たな量を知る。これより自然

界の根底には，熱力学第二法則が存在し

ていることを学ぶ。

配布プリント・小テストの復習（ 時間以上）

まとめ ――――― ―――――

関連科目 物理学Ⅱ、力学Ⅰ、力学Ⅱ、物理学実験

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

やさしい基礎物理 潮秀樹、上村洸 森北出版

評価方法

（基準）
期末試験と小テストにより行う。期末試験７０％、小テスト３０％

学生への

メッセージ

この授業内容は，中学や高校における「試験用の物理」とは全く異なる「専門につながる基礎」なので，苦手意識をもたずに授業にのぞんでくだ

さい。

担当者の

研究室等

号館 階 長島研究室

スチューデントアワー 火曜日 限目

小テストは、適宜講義中に解説する。

備考

専
門
科
目
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科目名 物理学Ⅱ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 前田 純一郎

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

物理学は自然現象や理工系学部の専門科目を理解する上で，極めて重要な基礎科目であり，現代の科学技術の基礎をなしている。本講義では身近

な物理現象の紹介とその成り立ちについて基本的な法則から説明する。特に，力学，熱学，光学および電磁気学に関する物理学の基本的原理や法

則の相互関係を概説し，物理現象を総括的にかつ定量的に取り扱う方法を学ぶ。

到達目標 建築・都市工学技術者として必要な専門知識の理解を深めるために，数学や物理学などの基礎的な考え方が説明でき，それらを応用できる。

授業方法と

留意点

教科書と小テストを用いて授業をすすめる。ほぼ毎回小テストを行なうが、小テストは友達と相談したり、教科書を参照してもよいので、最後ま

であきらめずに考えて解くこと。

科目学習の

効果（資格）
理工系専門科目において必要不可欠な工学の基礎であり、専門で出てくる物理量の意味や相互関係の理解に役立つ。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

身の周りの現象と物理学 身近なところで活躍する物理学 ―――――

時間変化と速度，加速度
位置の時間変化から，速度や加速度が定

義される

予習・小テスト復習（ 時間以上）

時間に関する微分法

運動の法則 運動の三法則
予習・小テスト復習（ 時間以上）

運動方程式を導く

つり合いの状態

運動方程式の解法を学んだのち，物体が

つり合っている状態での運動方程式を

理解する

予習・小テスト復習（ 時間以上）

運動方程式を解く

力学的エネルギー
空間と力との関係から，エネルギーとい

う新たな量を理解する

予習・小テスト復習（ 時間以上）

エネルギー保存則

電荷と力 力学と電気の関係：クーロンの法則
予習・小テスト復習（ 時間以上）

万有引力以外の力

電荷の運動（質点の力学）
ミリカンの実験・ブラウン管における電

荷の運動

予習・小テスト復習（ 時間以上）

電場中での荷電粒子の運動

電流と電圧（簡単な回路）
電圧，電流，抵抗及び消費電力について

説明する

予習・小テスト復習（ 時間以上）

オームの法則

電磁誘導（磁石と力） 磁石と力，モーターと発電機
予習・小テスト復習（ 時間以上）

電場と磁場の違い

直流と交流
家庭用電源と電池の原理と役割，簡単な

回路

予習・小テスト復習（ 時間以上）

直流電流と交流電流の用途

電気エネルギーと熱エネル

ギー
電気エネルギーと熱エネルギーの関係

予習・小テスト復習（ 時間以上）

電気を熱に変換したときのエネルギー保存則

光の性質：電磁波 折れ曲がる電磁波と光
予習・小テスト復習（ 時間以上）

重ね合わせの原理

光の性質：粒子 光の粒子性とエネルギー
予習・小テスト復習（ 時間以上）

光電効果

物理学とエネルギー
エネルギーの変換と効率化 力学，電磁

気，熱，光の融合

予習・小テスト復習（ 時間以上）

様々なエネルギー

おわりに 講義のまとめ ―――――

関連科目 力学Ⅰ・Ⅱ，物理学Ⅰ，物理学実験

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

やさしい基礎物理 潮 秀樹，上村 洸 森北出版

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
期末試験（７０％）と小テスト（３０％）の割合で評価する。

学生への

メッセージ

数学や物理は単に「試験問題」と考えると難しく思われがちですが、自然現象や経験をもとに考えると難しくありません。この授業は、中学や

高校における「試験用の物理」とは全く異なる「専門につながる基礎」なので、苦手意識をもたずに授業にのぞんでください。

担当者の

研究室等
８号館２階 物理準備室

備考

教科書や授業当日の配布されるプリントを１ 時間以上かけて丁寧に読み直すこと。理解出来なかった点を洗い出し，可能な限り次の授業にて

質問したうえで，さらなる知識を積み上げること。

小テストは、適宜講義中に解説する。

専
門
科
目
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科目名 物理学実験 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 神嶋 修 大上 雅史 三木 久巳

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

この実験科目は，自然科学の基本である「物理学」を，実際の測定やデータ解析を通して理解し，さらに物理現象をより深く観察・認識する科目

である。よって，いろいろな装置を活用して，一連の基本的実験および計測手段を学ぶ。

到達目標

以下の項目の理解を目標とする。

１）国際単位系

２）各テーマの物理的内容

３）計測機器の取り扱い法

４）物理量の測定方法

５）誤差の考え方と取り扱い方

授業方法と

留意点
～ 人で１つの班が編成されるが，各班は順番表に従って週に 回（ 時限）の実験を行い，レポートを提出する。

科目学習の

効果（資格）
この科目では，事実・現象・測定等の実体験をとおして，すじ道を立てて考える科学的な思考法を養う。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

物理学実験に向けて

「実験」に関するガイダンス，および有

効数字，誤差についての講義を行う。技

術者・研究者の行動規範，倫理を身につ

ける。

―――――

サールの装置によるヤング

率の測定

サールの装置を用いて，２本の針金（真

ちゅう線・ピアノ線）のヤング率を求め

る。

事前報告書およびレポート課題

熱の仕事当量Ｊの測定

電流の発熱作用により，熱量計の中の水

の温度上昇から熱の仕事当量Ｊを求め

る。

事前報告書およびレポート課題

電子の比電荷の測定
電子が磁場内で円運動する状態を観察

し，電子の比電荷 の値を求める。
事前報告書およびレポート課題

分光実験
分光計を用いて、葉緑素の光吸収スペク

トルを求める。
事前報告書およびレポート課題

プランク定数の測定

光電効果の現象を通して，光量子の概念

を理解し，プランク（ ）定数 の

値を測定する。

事前報告書およびレポート課題

ボルダの振り子による重力

加速度の測定

ボルダの振り子にを用いて、当実験室で

の重力加速度の値を求める。
事前報告書およびレポート課題

直流回路と交流回路

簡単な直流回路と交流回路を通じて，そ

の動作原理を理解し、未知の抵抗の抵抗

値を求める。

事前報告書およびレポート課題

低温の世界

低温では物質の性質が劇的に変化する。

本実験では低温におけるさまざまな現

象について体験を通して理解する。

事前報告書およびレポート課題

光の回折の実験

レーザーと回折格子を用いて，回折格子

の間隔と回折角との関係を調べ，回折格

子の間隔の値を求める。

事前報告書およびレポート課題

ねじれ振り子による剛性率

の測定

ねじれ振り子の周期、金属製円鐶のサイ

ズ、ピアノ線の直径等を測定し、これら

の測定結果からピアノ線の剛性率を求

める。

事前報告書およびレポート課題

コールラウシュブリッジに

よる電解質溶液の抵抗測定

コールラウシュブリッジを用い，電気伝

導率が既知の電解質溶液から容器定数

を求め，未知の電解質溶液の電気伝導率

を測定する。

事前報告書およびレポート課題

電磁波の実験
電磁波に関する種々の基本的測定から、

電磁波の周波数や偏向特性を調べる。
事前報告書およびレポート課題

レンズの焦点距離の測定

凸レンズおよび凹レンズの焦点距離の

測定法を学び、レンズの特性を理解す

る。

事前報告書およびレポート課題

速度と加速度

ストロボ撮影により、自由落下現象を観

察し、速度と加速度を理解し、重力加速

度を求める。

事前報告書およびレポート課題

関連科目 基礎力学演習，力学Ⅰ・Ⅱ，物理学Ⅰ・Ⅱ，

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

物理学実験 基礎理工学機構

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

やさしい基礎物理 潮秀樹、上村洸 森北出版

第 版 物理学基礎 原 康夫 学術図書出版

専
門
科
目
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評価方法

（基準）

実験は講義と異なり，全て出席を前提とする。

レポートの提出がない場合，実験をしていないものとみなすので必ず提出すること。

レポート ６０％ ，実験態度 ４０％ の割合で評価する。

学生への

メッセージ

１）実験は自然科学の基本です。この物理学実験でおおいに物理学を実体験して下さい。

２）質問がある場合，担当の先生に遠慮なく質問してください。

３）授業時間外の場合は、担当の先生の研究室へ訪ねてみて下さい。

担当者の

研究室等
８号館２階 光物性研究室

備考

毎回レポート提出が課せられている。

自らが行う実験の事前学習として，

時間以上をかけて教科書を読み，１）実験の目的，２）理論的背景，３）実験手順

を提出レポートにまとめたうえで授業に参加すること。

レポート課題は採点して返却し、適宜講義中に解説する。

専
門
科
目
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科目名 保存再生論 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 後期 授業担当者 所 千夏

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

【授業概要・目的】

建築を社会の資産（ストック）ととらえ、資産の価値を上げる手法と技術を学び、建築の保存再生の実務に対する的確な判断を可能とする基礎的

な知識を身に付ける。

到達目標
建築の保存再生に対する知識を深め、保存再生の重要性を実感するとともに、社会のニーズに適切に対応できる技術を体得し、実際の建築保存再

生現場など、実践の場で活用できるための基礎的な知識を身につける。

授業方法と

留意点

講義全体について、講義前半では、建築の保存再生の全般的な知識を深め、後半には実例について学び、自ら演習を行うことで、前半で学んだ知

識を活かす。

講義は再生技術に関する知識を、できる限り具体的な事例を交えながら学べることを目標とする。

授業は基本的には講義を中心とするが、必要に応じて授業の中で簡単なレポートなどを加えたり、質疑応答や意見交換も適宜行ったり、学生が参

加できる方法を織り交ぜながら進める。

科目学習の

効果（資格）

建築実務についたときに、現存する建物の価値を知り、保存再生にふさわしい建築かどうかを的確に判断し、企画・計画・施工・運営の流れと各

段階の技術を把握した上で、魅力的な保存再生計画を提案するための基礎知識を体得する。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス

・講義全体概要について説明

・建築の再生について現段階の知識と興

味についてアンケートなど

・建築を再生することについて考える

・興味のあることについて や書籍などで知識を

深める（約 時間）

保存再生概論

建築再生の歴史

・建築を保存再生するとはどういうこと

か

・建築の保存再生と社会環境の変化の再

生の担い手

・建築の保存再生について興味を持った事柄につい

て知識を深める（約 時間）

建築再生のプロセス

・建築の価値向上を計画するプロセスを

学ぶ

・企画～設計～施工～運用の つの各段

階において、建築再生プロジェクトの進

行と各段階での課題を知る

・プロジェクトの具体的な進め方を、具体的事例に

照らし合わせて検証してみる（約 時間）

建築再生の技術

既存建物の健康状態を知る

・既存の建築を保存再生するために、ま

ず既存建築の健康状態をどのように知

るかを学ぶ

・どこでもよいので既存建物を見て、その健康状態

を考えてみる（約 時間）

建築再生の技術２

構造・外装

・建築の保存再生の基本となる構造の安

全性を確保する技術と、内部空間の性能

を守る外装材の基礎知識・技術、および

景観にも配慮した材料選択を行うため

の基礎知識を体得する

・構造の安全性と空間性能を両立する方法を具体的

事例をもとにシミュレーションする

・身近なところでの外装材を確認し、授業の内容と

照らし合わせ、外装選択の理由を考える（約 時間）

建築再生の技術３

設備

・建築に必要な設備には何があるか、必

要な設備をどのように選択するかを知

り、設備の経年劣化と更新についても考

慮した上での設備計画に役立つ知識を

学ぶ

・校内はじめ身近なところに設置されている設備を

確認し、授業の内容と照らし合わせて設備更新に対

する工夫をさがす（約 時間）

建築再生の技術４

内装

・建築保存再生後の用途を担保するため

に、内装計画をどのように行うかを理解

し、その計画に役立つ基礎知識を身に付

ける

・校内はじめ身近なところに設置されている内装材

を確認し、例えば用途変更を行うためにはどのよう

な改修計画が適切か考える（約 時間）

中間テスト

・前半の講義の理解度を確認し、後半の

授業に役立てる。○×式または穴埋め問

題および小論文

・出題内容を確認し、保存再生に関する重点的項目

について復習する（約 時間）

建築再生の実例
・中間テストの返却と解説

・建築再生の実例について（概要）

・中間テストの結果を復習し、間違えた内容につい

ては関連知識も含めて確認する（約 時間）

建築再生の実例

・建築再生の実例

総合的視点での再生実例

建築単体性能向上再生実例

・各実例の内容を、多面的に理解し、書籍や を

利用して知識を深める（約 時間）

建築再生の実例

・建築再生の実例

民家の再生実例

地域の価値向上に関わる再生実例

同上

建築再生計画演習

・建築保存再生計画演習課題発表

・再生計画条件をもとに、計画内容をま

とめ、提案としてまとめる

・建築保存再生計画案を検討する（約 時間程度）

演習課題 ・保存再生計画演習エスキースチェック
・自分以外の提案内容をさらにブラッシュアップす

る（約 時間以上）

演習課題提出 ・保存再生計画演習最終チェックと提出
・保存再生計画演習の内容をとりまとめ、次週の発

表に備える（約 時間以上）

総括・発表 ・演習発表および講評

・前回までの講義で、最終授業の前に理解できてい

ないこと・疑問点をまとめる（約 分以上）

・期末試験に向け、疑問点は払拭しておくこと

関連科目

建築材料Ⅰ・Ⅱ

その他構造関連科目

横断的に関連する科目：建築法規、材料デザイン、インテリア概論

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

建築再生学（考え方・進め方・実践例） 松村秀一（編著） 市ヶ谷出版

専
門
科
目
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参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）
国土交通省大臣官房官庁営繕部

監修
（財）建築保全センター

建築生産（改訂版） 古阪秀三（編著） 理工図書

評価方法

（基準）
期末試験 ％ 中間テスト ％ 計画演習 ％ 授業内でのレポートなど提出物 ％

学生への

メッセージ
・新築と異なる、建築保存再生の魅力に触れ、建築実務の中で適切に活かすことができるよう、楽しみながら学び、知識や技術を体得してほしい

担当者の

研究室等
号館２階非常勤講師室

備考
質疑などは 号館 階非常勤講師室にて受付

毎回授業終了後、適宜受付とする

専
門
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摂南大学シラバス

科目名 ユニバーサルデザイン 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 大谷 由紀子

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

授業概要・

目的

人々が安全で、安心して暮らせる生活環境の計画に資する、基本的な考え方を学ぶ。超高齢化、多様化する現代社会において、福祉の観点から建

築・都市を見直すと同時に、新しい住まい方やまちづくりの動向を学ぶ。授業担当者は、建築の実務経験を有する。この経験を活かし、受講生に

実務を意識した学びを提供します。

到達目標 多様な人々を配慮した住宅・地域の空間計画に関する基礎的知識、および、計画手法を理解できる。

授業方法と

留意点

講義では事例の紹介やドキュメントの提示など、写真や映像を併用する。また、リサーチや見学などの体験を通じた授業は学外で行う場合もある。

課題を通じて一般的な理解にとどまらず、身近な日常生活空間から理解を促す。

科目学習の

効果（資格）
級・ 級建築士、 級・ 福祉住環境コーディネーター、インテリアプランナーなど

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

社会の変化と建築・都市

社会の変化、多様化、生活空間の変化、

将来像などを統計から読み取り、建築ま

ちづくりに必要な基礎的知識を学ぶ

予習または復習課題として、新聞や文献から戦後日

本の社会の変化に関する知識を得る

バリアフリーとユニバーサ

ルデザイン

バリアフリーとユニバーサルの歴史、考

え方、建築への応用を学ぶ

予習または復習課題として、文献や建築雑誌など

で、ユニバーサルデザインを事例を勉強する

こどもの福祉とすまい環境
こどもの育ちと安全から集合住宅の環

境を考える

予習または復習課題として、新聞や文献などで、こ

どもの事故や安全についての知識を得る

こどもの福祉とすまい環境
こどもの育ちと生活から保育所の環境

を考える

予習または復習課題として、建築雑誌などで保育所

の建築を勉強する

障害の種類とすまい環境
さまざまな障害と特徴を知り、ユニバー

サルな生活空間を考える

予習または復習課題として、文献や建築雑誌などで

障碍者施設の建築を勉強する

高齢期の福祉とすまい環境
高齢期のさまざまな変化を知り、すまい

の問題や住宅改修を考える

予習または復習課題として、新聞や文献などで高齢

者住宅にかかわる記事を読み知識を得る

高齢期の福祉とすまい環境
高齢者向けサービス、生活の質、近年の

住まいについて、事例を通じて考える

予習または復習課題として、建築雑誌などで高齢者

向け住宅の事例を勉強する

中間テスト これまでの内容を復習

高齢期の福祉とすまい環境

中間テストの解説

高齢者向け住宅、グループホーム、特別

養護老人ホームの計画を学ぶ

予習または復習課題として、建築雑誌などで高齢者

向け住宅の事例を勉強する

現代家族と新しいすまい
他人と一部を共有する暮らし方、すまい

の計画を事例を通じて考える

予習または復習課題として、建築雑誌などでシェア

ハウスの事例を参照し勉強する

災害と住まい
災害時の被災者のすまいの問題を考え

る

予習または復習課題として、新聞や文献などで災害

時の被災者のすまいの問題に関する知識を得る

災害と住まい
近年の災害を通じで、避難所、仮設住宅、

復興住宅の現状と課題を考える

予習または復習課題として、建築雑誌などで、避難

所や仮設住宅の問題点、建築家による提案などを勉

強する

日常生活圏における移動と

サイン

買い物、通勤通学をはじめ、多様な人々

の移動空間におけるサイン計画を学ぶ

予習または復習課題として、新聞や文献などでユニ

バーサルサインについて調べ知識を得る

長寿社会のまちづくり
長寿社会、多世代共生社会に向けたまち

づくりについて近年の事例から考える

予習または復習課題として、福祉のまちづくりや自

治体の取り組みを調べ勉強する

総括
福祉の観点から、これからの建築・まち

づくりの可能性をさぐる
―

関連科目 設計演習Ⅱ 、Ⅱ 、Ⅲ 、建築計画基礎、建築計画各論、インテリア概論など

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

高齢社会に生きる 上野淳 鹿島出版社

評価方法

（基準）
中間試験 ）、期末試験 ）、予習・復習課題（ ％）の合計 点満点の 点以上を合格とする。

学生への

メッセージ

みなさんの身近な生活空間が教材です。何気なく過ごしているいつもの空間も、問題意識をもって観察すると、これまで見えなかったさまざまな

問題に気づきます。その気づきこそ、授業での学び、建築への興味を深めます。

担当者の

研究室等
号館 階 大谷教授室

備考

見学や学外でのワークなどは先方との調整が必要となるため、日程や詳細は事前に授業で伝える。

事前学習 授業テーマに即して毎回 時間程度、新聞、文献、建築雑誌などを読み知識を得る。

事後学習 授業の内容について毎回 時間以上、講義メモ、配布資料を確認し、文献で知識を広げる。また、調査や見学レポートの課題を行う。

専
門
科
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科目名 力学Ⅰ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス Ｘ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 松尾 純子

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

物理学は現在の科学技術において基礎となる学問である。この物理学の基礎分野の大きな柱の一つである力学は、理工学部のものづくりを基本と

する専門科目を理解するための必要不可欠なものとなる。 「力学 」では，ニュートンの運動方程式を基礎として，力（ちから）とはなにか？

エネルギーとはなにか？を学ぶ。

到達目標
到達目標は，物体に加わる力（ちから）からニュートンの運動方程式を記述し，物体の位置や速度，加速度に関する運動が求めることが出来る

こと。さらに，エネルギーの概念が説明出来ること。

授業方法と

留意点

講義は主として教科書に沿って行い、授業後にはプリントを配布する。プリントは教科書と授業を参照すれば理解できるので最後まであきらめず

に考えて解くこと。

科目学習の

効果（資格）

理工学の基礎として，専門で出てくる物理量の意味や多岐にわたる物理量の相互関係の理解に役立つ。例えば，質量と重量との違い，運動量とエ

ネルギーとの違いなど。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

力学とは

自然科学とは何だろうかを身近な例を

とって分かりやすく説明する。力学に必

要な物理量や単位と次元についての説

明を行う。

課題プリント

課題プリントの復習 以上

ベクトルの基礎
ベクトルの和・合成、そして分解につい

て説明を行う。

課題プリント

事前の授業内容に関する教科書の通読および事後

の課題プリントの復習 以上

ベクトルの座標表示とスカ

ラー積

ベクトルを表示するために直交座標を

導入する。そしてベクトルのスカラー積

についての説明を行う。

課題プリント

事前の授業内容に関する教科書の通読および事後

の課題プリントの復習 以上

微分とベクトルに対する微

分

力学に必要な数学的な微分を説明し、そ

れをベクトルに拡張する。そして位置ベ

クトルの時間微分についての説明を行

う。

課題プリント

事前の授業内容に関する教科書の通読および事後

の課題プリントの復習 以上

位置ベクトルの微分と速度

ベクトル

平均の速度と瞬間の速度との違いを示

し、位置ベクトルの微分と速度の関係を

説明する。また、速さと速度の違いにつ

いて説明を行う。

課題プリント

事前の授業内容に関する教科書の通読および事後

の課題プリントの復習 以上

加速度と運動の法則

速度ベクトルの微分が瞬間の加速度で

あることを理解するために、速度の時間

的変化についての説明を行う。

課題プリント

事前の授業内容に関する教科書の通読および事後

の課題プリントの復習 以上

重力

運動の三つの法則についての説明を行

い、ニュートンの万有引力の法則につい

て説明する。

課題プリント

事前の授業内容に関する教科書の通読および事後

の課題プリントの復習 以上

運動方程式

自由落下や放物線運動を基礎としてニ

ュートンの第二法則である運動方程式

の作り方を説明する。

課題プリント

事前の授業内容に関する教科書の通読および事後

の課題プリントの復習 以上

垂直抗力と摩擦

垂直抗力と摩擦について説明し、釣り合

っている状態での運動方程式を理解す

る。

課題プリント

事前の授業内容に関する教科書の通読および事後

の課題プリントの復習 以上

ばねからの力と単振動
ばねによる単振動、さらに円運動と単振

子について説明を行う。

課題プリント

事前の授業内容に関する教科書の通読および事後

の課題プリントの復習 以上

運動量と力積

運動量を定義し、衝撃力による物体の運

動を理解するために、物体の運動量変化

と力積についての説明を行う。 また、

運動量の保存則を説明する。

課題プリント

事前の授業内容に関する教科書の通読および事後

の課題プリントの復習 以上

仕事とエネルギー

空間と力の内積から仕事 エネルギー

を定義し、仕事が移動経路に依存するこ

とを示す。

課題プリント

事前の授業内容に関する教科書の通読および事後

の課題プリントの復習 以上

運動エネルギーと位置エネ

ルギー

運動エネルギーと位置エネルギーにつ

いて説明を行う。 さらにポテンシャル

エネルギー 位置エネルギー について

説明を行う。

課題プリント

事前の授業内容に関する教科書の通読および事後

の課題プリントの復習 以上

エネルギー保存則
運動エネルギーと位置エネルギーの和

が保存することを説明する。

課題プリント

事前の授業内容に関する教科書の通読および事後

の課題プリントの復習 以上

まとめ 講義のまとめ 事後の授業内容の復習 以上

関連科目 微積分Ⅰ、線形代数Ⅰ、力学Ⅱ、物理学実験

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

やさしい基礎物理 潮 秀樹、上村 洸 森北出版

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名
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摂南大学シラバス

評価方法

（基準）

評価は期末試験と小テストにて行う。

定期試験７０％、小テスト３０％

学生への

メッセージ

力学Ⅰの考え方や物事の捉え方は、これから学ぶ専門科目で役に立ちますので、できるだけ授業に集中してください。また、力学Ⅰでは微分・積

分の知識も必要となりますが、授業で力学Ⅰに必要な微分・積分について簡単に講義しますので、数学の苦手な方も不安にならずに履修してくだ

さい。

担当者の

研究室等
号館 階 物理準備室

備考

講義のノート等を読み直し、分からないところがあれば、そのままにしないで必ず次の講義で質問をすること。

質問・相談時間：金曜

小テストや課題は採点して返却し、適宜講義中に解説する。

専
門
科
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摂南大学シラバス

科目名 力学Ⅰ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス Ｙ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 島津 浩哲

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

物理学は現代の科学技術において基礎となる学問です。この物理学の基礎分野の大きな柱の一つである力学は、理工学部の専門科目を理解するた

めに必要不可欠なものです。 力学 では物体の形や大きさを考慮しない質点の運動について学習します。

到達目標

この授業を通じて学生には、次のことができるようになることが期待されます。

ニュートンの運動の三法則を理解する。

質点の運動の運動方程式を作り、積分をすることにより解くことができる。

運動量保存則と力学的エネルギー保存則を理解し活用することができる。

授業方法と

留意点
まず、毎回の授業テーマについて解説をし、その後プリントによる演習をおこなうことで、理解を確認します。毎回、小テストをおこないます。

科目学習の

効果（資格）
専門科目で学習するさまざまな物理量の意味や相互関係の理解に役立ちます。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

力学とは

力学とは何だろうかということについ

て身近な例をとって分かりやすく説明

し、力学に必要な物理量や単位と次元に

ついての説明を行う。

事前の授業内容に関する教科書の通読、および、事

後の課題プリントの見直し 時間

ベクトルの基礎
ベクトルの和・差、そして分解・合成に

ついて説明を行う。

事前の授業内容に関する教科書の通読、および、事

後の課題プリントの見直し 時間

ベクトルの座標表示と内積
直交座標におけるベクトルの表現と、ベ

クトルの内積についての説明を行う。

事前の授業内容に関する教科書の通読、および、事

後の課題プリントの見直し 時間

微分・積分と速度、加速度１
平均の速度、加速度、相対速度について

説明する。また、微分・積分を導入する。

事前の授業内容に関する教科書の通読、および、事

後の課題プリントの見直し 時間

微分・積分と速度、加速度２

平均の速度と瞬間の速度との違いを示

し、微分・積分と速度、加速度との関係

を説明する。

事前の授業内容に関する教科書の通読、および、事

後の課題プリントの見直し 時間

微分・積分と速度ベクトル、

加速度ベクトル

位置ベクトルの微分・積分と速度、加速

度との関係を説明する。

事前の授業内容に関する教科書の通読、および、事

後の課題プリントの見直し 時間

力と運動の法則

運動の三法則、万有引力の法則、重力、

いろいろな力について説明し、運動方程

式を導入する。

事前の授業内容に関する教科書の通読、および、事

後の課題プリントの見直し 時間

運動方程式
運動方程式の作り方と解き方を説明す

る。

事前の授業内容に関する教科書の通読、および、事

後の課題プリントの見直し 時間

垂直抗力と摩擦力

垂直抗力や摩擦力などさまざまな力を

運動方程式にあてはめ、解き方について

説明する。

事前の授業内容に関する教科書の通読、および、事

後の課題プリントの見直し 時間

円運動と単振動
等速円運動、角速度、周期、向心力、単

振動、振動数について説明する。

事前の授業内容に関する教科書の通読、および、事

後の課題プリントの見直し 時間

運動量と力積

運動量を定義し、物体の運動量の変化と

力積についての説明を行う。 また、運

動量の保存則を説明する。

事前の授業内容に関する教科書の通読、および、事

後の課題プリントの見直し 時間

仕事とエネルギー
仕事とエネルギーを定義し、その意味す

るところを説明する。

事前の授業内容に関する教科書の通読、および、事

後の課題プリントの見直し 時間

運動エネルギーと位置エネ

ルギー

運動エネルギーと位置エネルギーにつ

いて説明を行い、力学現象においてそれ

らの和が保存することを説明する。

事前の授業内容に関する教科書の通読、および、事

後の課題プリントの見直し 時間

運動量保存の法則と力学的

エネルギー保存の法則

衝突や分裂現象を題材に、運動量の保存

則と力学的エネルギーの保存則につい

て説明する。

事前の授業内容に関する教科書の通読、および、事

後の課題プリントの見直し 時間

まとめ 全体のまとめをおこなう。 事後の授業内容の見直し 時間

関連科目 微積分Ⅰ・Ⅱ、力学Ⅱ、物理学実験

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

やさしい基礎物理 潮 秀樹、上村 洸 森北出版

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

期末試験７０％、小テスト３０％。

小テストは採点した上で次の回の授業で返却しますので、復習をしてください。

学生への

メッセージ

力学Ⅰの考え方や物事の捉え方は、これから学ぶ専門科目で役に立ちますので、授業に集中して学習してください。微分・積分の知識が必要とな

りますが、授業で微分・積分についても説明しますので、数学の苦手な方も不安にならずに履修してください。 授業で配布するプリント、ノー

ト、教科書等を復習し、理解できなかったところがあれば、そのままにしないで必ず次の授業で遠慮なく質問をしてください。みなさんに役立つ

知識と同時に、物理学の考え方やおもしろさも伝えます。

担当者の

研究室等
号館 階 物理準備室

備考 質問・相談時間：金曜 ～

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 力学Ⅱ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス Ｘ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 松尾 純子

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

現代の科学技術の基礎には物理学があり，さらにその基礎には力学がある。力学は工学の基盤となる科目であり，理工学部専門科目を理解する

上で必要不可欠である。「力学Ⅰ」では形や大きさをもたない質点の運動を取り扱いましたが，この「力学Ⅱ」は剛体という形ある物体について

の運動について学ぶ。ここでは剛体の運動を理解するために，力のモーメント（回転力もしくはトルクと呼ぶ）そして角運動量という新しい概念

を習得する。

到達目標

「力学１」の科目では，物体を小さな点で表し，その形や大きさは取り扱わなかった。実際，物体とは棒状の形もあれば，星形もあり様々な形

状を持っているのは言うまでも無い。小さな点と形をもった物体との大きな違いは，その物体の回転を無視するか，取り扱うかの違いである。「力

学Ⅱ」では、主に回転の力学を学習する。

到達目標は，力のモーメント（トルク），角速度や慣性モーメントという回転に関する量の概念が説明できること。

授業方法と

留意点

教科書と小テストを用いて授業をすすめる。ほぼ毎回小テストを行なうが、小テストは友達と相談したり、教科書を参照してもよいので、最後

まであきらめずに考えて解くこと。

科目学習の

効果（資格）

物理は概念の学問です。小中学校にて，面積とは何か？体積とはなにか？という概念を教わります。

これらの概念を習得してないと，言わずもがな社会生活において，大変困ったことになりますね。

本大学にて教わる次の高度な概念は，「力のモーメント（＝トルク）」です。

建築にたずさわるためには，この概念を理解する必要があり「力学Ⅱ」にて身につきます。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

力学Ⅰの復習 質点の力学について復習する。 ―――――

力のモーメント（トルク）の

基礎
てこの原理について学ぶ

予習・復習課題

力のモーメント（トルク）の理解

力のモーメント（トルク）の

つりあい
シーソー、天秤のつりあいについて学ぶ

予習・復習課題

剛体が回転しないための条件を求める

力のモーメント（トルク）と

並進・回転運動

並進、回転運動の静止条件から物体のつ

りあいについて考える

予習・復習課題

剛体が動かないための条件を求める

重心とモーメント
重心の意味を理解し、様々な図形の重心

の位置を求める

予習・復習課題

様々な図形での重心点を求める

数学的準備
回転運動を表現する上で重要なラジア

ン表記、角速度、角加速度について学ぶ

予習・復習課題

ラジアン表記と角度の時間変化

数学的準備
回転運動を表現する上で重要な外積に

ついて学ぶ

予習・復習課題

ベクトルの外積演算

角運動量 角運動量保存則について学ぶ
予習・復習課題

角運動量保存則を導く

慣性モーメントの基礎

慣性モーメントについて定性的に理解

をし、慣性モーメントと角運動量の関係

について学ぶ

予習・復習課題

剛体の運動方程式を解く

棒の慣性モーメント
棒状の慣性モーメントについて説明す

る

予習・復習課題

慣性モーメントを計算する１

板の慣性モーメント
板状の慣性モーメントについて説明す

る

予習・復習課題

慣性モーメントを計算する２

円盤の慣性モーメント
円盤状の慣性モーメントについて説明

する

予習・復習課題

慣性モーメントを計算する３

平行軸の定理、直行軸の定理
慣性モーメントの便利な計算方法につ

いて説明する

予習・復習課題

慣性モーメントを計算する４

剛体の平面運動 剛体の一般的な運動について考える
予習・復習課題

円柱体の転がりの問題を解く

剛体の力学のまとめ 剛体の運動についてのまとめ ―――――

関連科目 微積分Ⅰ，線形代数Ⅰ，力学Ⅰ，物理学実験

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

やさしい基礎物理 潮秀樹，上村洸 森北出版

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
期末試験（７０％）と小テスト（３０％）の割合で評価する。

学生への

メッセージ

数学や物理は単に「試験問題」と考えると難しく思われがちですが、自然現象や経験をもとに考えると難しくありません。この授業は、中学や

高校における「試験用の物理」とは全く異なる「専門につながる基礎」なので、苦手意識をもたずに授業にのぞんでください。

担当者の

研究室等
８号館２階 物理準備室

備考

教科書や授業当日の配布されるプリントを１時間以上かけて丁寧に読み直すこと。理解出来なかった点を洗い出し，可能な限り次の授業にて質

問したうえで，さらなる知識を積み上げること。

質問・相談時間：金曜 ～

小テストや課題は採点して返却し、適宜講義中に解説する。

専
門
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 力学Ⅱ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 前田 純一郎

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

現代の科学技術の基礎には物理学があり，さらにその基礎には力学がある。力学は工学の基盤となる科目であり，理工学部専門科目を理解する

上で必要不可欠である。「力学Ⅰ」では形や大きさをもたない質点の運動を取り扱いましたが，「力学Ⅱ」は剛体という形ある物体についての運動

について学ぶ。ここでは剛体の運動を理解するために，力のモーメント（回転力もしくはトルクと呼ぶ）そして角運動量という新しい概念を習得

する。

到達目標

「力学Ⅰ」の科目では，物体を小さな点で表し，その形や大きさは取り扱わなかった。実際，物体とは棒状の形もあれば，星形もあり様々な形状

を持っているのは言うまでも無い。小さな点と形をもった物体との大きな違いは，その物体の回転を無視するか，取り扱うかの違いである。「力

学Ⅱ」では、主に回転の力学を学習する。

到達目標は，力のモーメント（トルク），角速度や慣性モーメントという回転に関する量の概念が説明できること。

授業方法と

留意点

教科書と小テストを用いて授業をすすめる。ほぼ毎回小テストを行なうが、小テストは友達と相談したり、教科書を参照してもよいので、最後

まであきらめずに考えて解くこと。

科目学習の

効果（資格）

物理は概念の学問です。小中学校にて，面積とは何か？体積とはなにか？という概念を教わります。

これらの概念を習得してないと，言わずもがな社会生活において，大変困ったことになりますね。

本大学にて教わる次の高度な概念は，「力のモーメント（＝トルク）」です。

建築にたずさわるためには，この概念を理解する必要があり，「力学Ⅱ」にて身につきます。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

力学Ⅰの復習 質点の力学について復習する。 ―――――

力のモーメント（トルク）の

基礎
てこの原理について学ぶ

予習・復習課題

力のモーメント（トルク）の理解

力のモーメント（トルク）の

つりあい
シーソー、天秤のつりあいについて学ぶ

予習・復習課題

剛体が回転しないための条件を求める

力のモーメント（トルク）と

並進・回転運動

並進、回転運動の静止条件から物体のつ

りあいについて考える

予習・復習課題

剛体が動かないための条件を求める

重心とモーメント
重心の意味を理解し、様々な図形の重心

の位置を求める

予習・復習課題

様々な図形での重心点を求める

数学的準備
回転運動を表現する上で重要なラジア

ン表記、角速度、角加速度について学ぶ

予習・復習課題

ラジアン表記と角度の時間変化

数学的準備
回転運動を表現する上で重要な外積に

ついて学ぶ

予習・復習課題

ベクトルの外積演算

角運動量 角運動量保存則について学ぶ
予習・復習課題

角運動量保存則を導く

慣性モーメントの基礎

慣性モーメントについて定性的に理解

をし、慣性モーメントと角運動量の関係

について学ぶ

予習・復習課題

剛体の運動方程式を解く

棒の慣性モーメント
棒状の慣性モーメントについて説明す

る

予習・復習課題

慣性モーメントを計算する１

板の慣性モーメント
板状の慣性モーメントについて説明す

る

予習・復習課題

慣性モーメントを計算する２

円盤の慣性モーメント
円盤状の慣性モーメントについて説明

する

予習・復習課題

慣性モーメントを計算する３

平行軸の定理、直行軸の定理
慣性モーメントの便利な計算方法につ

いて説明する

予習・復習課題

慣性モーメントを計算する４

剛体の平面運動 剛体の一般的な運動について考える
予習・復習課題

円柱体の転がりの問題を解く

剛体の力学のまとめ 剛体の運動についてのまとめ ―――――

関連科目 微積分Ⅰ，線形代数Ⅰ，力学Ⅰ，物理学実験

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

やさしい基礎物理 潮秀樹，上村洸 森北出版

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
期末試験（７０％）と小テスト（３０％）の割合で評価する。

学生への

メッセージ

力学Ⅰでは主に質点の運動を取り扱いましたが，力学Ⅱは実際の形ある物体についての運動を記述します。力学Ⅱの剛体の力学は日常の様々なと

ころで使用されています。この授業を通して，どのようなところで剛体の力学が使用されているのか考えてみましょう。

担当者の

研究室等
８号館２階 物理準備室

備考

教科書や授業当日の配布されるプリントを１時間以上かけて丁寧に読み直すこと。理解出来なかった点を洗い出し，可能な限り次の授業にて質

問したうえで，さらなる知識を積み上げること。

質問・相談時間：火曜 ～

小テストや課題は採点して返却し、適宜講義中に解説する。

専
門
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 理工学基礎実験 科目名（英文） Basic Experiments in Science and Engineering 

学部 理工学部 学科 建築学科 

配当年次 １年 クラス  

単位数 2 履修区分 必修科目 

学期 前期 授業担当者 
池内 淳子.磯見 麻衣.大上 雅史.北本 裕之.東谷 篤志.三

木 久巳.柳沢 学 

ディプロマポリシー(DP) D◎ 

科目ナンバリング TDA1018a0 

 

授業概要・ 

目的 

身近な物理現象に接しながら、理工学で必要な基礎的計測技術を身に付けるとともに、専門分野を越えた理工学全体の基礎的な考え方を身に

付ける。 

授業担当者は、建築の実務経験を有する。この経験を活かし、受講生に実務を意識した学びを提供します。 

到達目標 

(1)長さ、重さ、電圧・電流、圧力・温度、pH などの基礎的な計測技術を身に付ける。 

(2)工学、物理学の基礎的な考え方を実験により身に付ける。 

(3)ものつくりの基本である「視る、聴く、触れる、嗅ぐ、味わう」の五感を働かせることと、よく考えて予想・考察する力を身に付ける。 

(4)自らの役割に主体的に取組み、他のメンバーと協力・話し合い・働きかけて、目的を実行する能力を身に付ける。 

(5)準備学習する習慣を身に付ける。 

授業方法と 

留意点 

実験は 4 グループに別れて行う。グループ内では 4～6 名のチームで協力して実験を行う。時間内に実験からレポート作成まで行う。なお、17

種類の実験テーマ中、15 テーマをグループごとに実施する。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

1 回目：ガイダンス、歩測 

2～15 回目：下記テーマの実験、レポート作成（毎回予習レポートを課す） 

実験テーマ： 

(1) 歩測 自分の歩幅を知り、道の距離を測定する。誰が正確に測れるか？ 

(2) 体積と重量 身の回りのさまざまなものの単位体積重量を求める。いろいろな物体の形をはかりスケッチする。 

(3) 浮力 浮力のメカニズムを理解する。 

(4) 平面図形の重心（図心） 重心を実測と計算により求める。モーメントとはなにか？ 

(5) 力の合成 力の合成に関する法則を実証するための実験方法を考え、実験を計画する。実験装置を作り、実験を実施し、測定データをも

とに法則を検証する。 

(6) フックの法則 ばねに力が作用するときの変形量をはかる。フックの法則を理解する。 

(7) 重力加速度 重力加速度を計測する。計測精度を評価する。 

(8) 水平投射運動 斜面から球が水平投射されたときの球の位置などを測定する。力学的エネルギー保存則と水平投射による運動を説明する。 

(9) 圧力と温度 圧力と温度をはかる。圧力の作用と空気の状態変化を理解する。 

(10) 仕事と熱エネルギー 人の馬力をはかる。仕事と熱エネルギーを体感する。 

(11) 電流と電圧 簡単な電気回路を作り、テスターの使い方を知る。オームの法則、直流と交流について調べる。 

(12) 電池の仕組み 金属のイオン化傾向を調べ、化学電池（乾電池）の基礎を学ぶ。次世代電池の仕組みを理解する。 

(13) 電流と磁場 磁石を使って電気をつくり、つくった電気で磁場中の導線を動かす。逆の現象として、磁場の力で動きを止める磁気ブレー

キを体験する。 

(14) 光の強さと成分 いろいろな光の強さと色の成分を測定する。 

(15) 空気の対流 空気の対流を作り、対流内の温度差を計測することで仕組みを理解する。 

(16) ｐＨとＥＣ 身近な環境をはかってみる。環境をはかる方法の原理を理解する。 

(17) ビオトープの観察 ビオトープの環境を調べ、生物を観察する。 

関連科目 構造力学・構造基礎はじめ、建築構造系科目全般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 理工学基礎実験 摂南大学理工学部 摂南大学 

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
実験への積極性（50%）、毎回のレポート（50%）の総合点で評価する。 

学生への 

メッセージ 

建築を学ぶには、物理現象に興味を抱き理解しようとすることが大切です。「理工学基礎実験」を通じて工学や物理学の基礎的な考え方を知り、

理解を深めるために役立ててください。 

担当者の 

研究室等 

8 号館 3 階 池内教授室 

8 号館 3 階 柳沢教授室 

備考 
事前学習として、教科書を読み用紙に要約する課題を課している。毎回 1 時間以上をかけ、教科書をよく読み、丁寧な字できちんとした文章

を書き、課題を提出すること。 

専
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科目名 緑地計画 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ４年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 吉永 規夫

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

緑地計画（造園・ランドスケープ・自然等）に関する基礎的事項を理解させるとともに、緑や自然、まちづくりへの感受性を磨く手がかりを論じ

る。具体的なみどりのまちづくりや建築物事例を関西を中心に紹介する。

到達目標 人の生活環境や地域の自然環境に関心を持ち必要な基礎知識を身につけることを到達目標とする。

授業方法と

留意点

資料に基づいた具体的な造園・ランドスケープ事例を中心とした講義を行う。講義以外に、見学や調査等も行う。身近な緑や自然に関心を深めて

もらうため、毎回、講義テーマに基づいたミニレポート・課題を課す。

科目学習の

効果（資格）
１・２級造園施工管理技師（国土交通省）、環境再生医（自然環境復元協会）等の資格取得の参考となります。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

緑地計画概論

造園・ランドスケープの対象領域を網羅

的に概説。個人庭園から都市公園・自然

公園、また街路樹などの都市緑化、里山

など森林の保全、ビオトープなど自然環

境再生、さらにはみどりのコミュニティ

デザインやマネージメント等。

緑地・造園・ランドスケープについて考えたうえで、

知りたい対象を報告。

都市の自然観察

住居地やキャンパスなど身近な自然を

観察し、季節感や自然の多様性を感じる

力を養う。

季節を感じる事象の写真を持参。

植物と植栽
一般の植物の分類、形態、生態等。造園

植栽の種類等。
自宅等に植えたい植物とその理由を報告。

里山・里地の保全

森林・林業の現状と課題、茅葺民家の保

全、農山村・里山の保全活動、ビオトー

プ（生物生息空間）等。

身近な自然樹林の現状調査を報告。

ランドスケープの歴史
近代ランドスケープの歴史とランドス

ケープアーキテクト等。
ランドスケープの歴史を調査し報告。

わが国の庭園の歴史 日本庭園、庭園材料、近代造園等。 好きな日本庭園とその理由を報告。

西欧の庭園の歴史
フランス整形式庭園、イギリス風景式庭

園等。
好きな洋風庭園とその理由を報告。

都市公園

都市公園の種類（国営・総合・地区・近

隣・街区・都市緑地等）、公園配置計画、

緑の基本計画、都市公園法等。

好きな都市公園とその理由を報告。

自然公園
自然公園の種類（国立・国定・県立）、

自然環境保全法、自然公園法等。
あなたが体験した国立公園での行動事例報告。

公共空間とみどり
公共空間に計画されたランドスケープ

事例の紹介。
公共空間に計画されたランドスケープ事例を報告。

居住空間とみどり
居住空間に計画されたランドスケープ

事例の紹介。
居住空間に計画されたランドスケープ事例を報告。

みどりのまちづくり
国内外のみどりのまちづくり事例の紹

介。
身近なみどりのまちづくりの事例を報告。

ケーススタディ 寝屋川市の緑地計画や都市公園等。 寝屋川市の緑地、都市公園の事例を報告。

ケーススタディ 大阪市の緑地計画や都市公園等。 大阪市の緑地、都市公園の事例を報告。

緑地計画の課題と展望 緑地計画の現状と課題と先駆的活動等。 みどりと建築の課題について考え報告。

関連科目 都市・地域計画等、特に卒業研究・設計の導入とする。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
期末試験（７割）、レポート課題（３割）の合計１００点満点の６０点以上を合格とする。

学生への

メッセージ

講義のなかでは、造園・ランドスケープの基礎の理解とともに、身近なみどりや地域の自然へ関心を深めるためにグループ討議・発表を行い、建

築や街の中のみどりの役割について一緒に考えていきたいと思います。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考 事前学習：事後学習欄に示した内容について、毎回 時間以上かけて取り組む
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科目名 インターンシップⅠ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 水野 武 石井 三恵

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

この科目を通じて、学生は、実際の仕事現場の一員として業務を担当させていただくことで社会人の方々がどのような考え方で働かれているのか、

特に １）仕事の社会における役割 ２）仕事の成果とは ３）仕事の責任と充実感 を直接肌で感じること が期待される。

インターンシップⅠでは事前学修として、ビジネス組織のあり方、マナーや常識を習得する。

なお、講義では担当者の実務経験に基づいて議論を進めることもある。

到達目標
就職活動の流れとインターンシプの位置づけ、意義について説明することができる。

インターンシップへ意欲的に自信を持って参加するためのマナーと心がまえを身につける。

授業方法と

留意点

グループワークやプレゼンテーションなどを行う参加型の授業である。

インターンシップの現場につながる講義（演習を含む）であることから、能動的に、真摯に参加することを求める。

科目学習の

効果（資格）
インターンシップへ行く目的を理解し、その準備ができる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

インターンシップとは

・授業オリエンテーション

・学生と社会人の違いを理解する

・インターンシップの目的を考える

・事前学修：インターンシップとは何かについて考

えること １時間

・事後学修：配付した資料を見直して講義を振り返

ること（２時間

企業組織・ビジネスの理解
・組織の形態を知る

・ビジネスへの理解を深める

・事前学修：自らの興味のあるビジネスについて調

べておくこと ３時間

・事後学修：配付した資料を見直して講義を振り返

ること １時間

実習参加企業について

・産業の分類を知る

・業種、内容、インターン時期等、イン

ターン受入企業等の組織について知る

・興味のある会社や自治体などの組織について調べ

ること（１時間）

・事後学修：インターン受入企業等の組織のリスト

に目を通し、希望する実習先を吟味すること ３時

間

効果的なプレゼンテーショ

ンとは

・効果的なプレゼンテーションの仕方、

注意点などを知る

・事前学修：効果的なプレゼンテーションについて

考えること １時間

・事後学修：配付された資料を見直し講義を振り返

ること ３時間

課題のプレゼンテーション

①

・第４回目の課題をプレゼンテーション

する

・事前学修：第４回目の課題について、プレゼンテ

ーションの準備をすること ３時間

・事後学修：プレゼンテーションのポイントをまと

める（１時間）

社会人のマナー①
・社会人としての心構えを知る

・身だしなみ

・事前学修：マナーがなぜ大切なのかを考えること

２時間

・事後学修：配付されたテキストを精読すること ２

時間

社会人のマナー② ・文書でのコミュニケーション

・事前学修：効果的なコミュニケーションについて

考えること ２時間

・事後学修：授業以降は丁寧なメールを心がけ、文

書での適切な発信方法を試みること（２時間

社会人のマナー③ ・口頭でのコミュニケーション

・事前学修：効果的なコミュニケーションについて

考えること ２時間

・事後学修：マナーの大切さを再度考えること ２

時間

履歴書を記入する
・インターンシップ用の履歴書を記入す

る

・事前学修：履歴書を書く準備をしておくこと ２

時間

・事後学修：講義を振り返り、履歴書を下書きする

こと ２時間

グループワーク①

・掲示された課題について、チームで情

報を集約、検証、プレゼンテーションを

行う

・事前学修：グループ内の自分の役割を考えること

２時間

・事後学修：グループで課題に取り組むこと ２時

間

グループワーク②

・掲示された課題について、チームで情

報を集約、検証、プレゼンテーションを

行う

・事前学修：グループでプレゼンテーションを行う

準備をすること ２時間

・事後学修：自グループ及び他グループのプレゼン

テーションを振り返ること ２時間

事前訪問について ・事前訪問のマナーと準備について

・事前学修：インターン先の企業等の組織のことを

もう一度調べること ２時間

・事後学修：訪問時のマナーについておさらいをす

ること ２時間

課題のプレゼンテーション

②

・インターン先を調べて、インターンシ

ップで何を学びたいかをプレゼンテー

ション

・事前学修：プレゼンテーションの準備をすること

２時間

・事後学修：プレゼンテーションの内容を内省する

こと ２時間

課題のプレゼンテーション

③

・インターン先を調べて、インターンシ

ップで何を学びたいかをプレゼンテー

ション

・事前学修：プレゼンテーションの準備をすること

２時間

・事後学修：プレゼンテーションの内容を内省する

こと ２時間

振り返りとまとめ
・授業を振り返る

・インターンシップの目的を再考する

・事前学修：インターンシップⅠで学んだことをま

とめること（２時間）

・事後学修：インターンシップで何を身につけたい

教
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かをもう一度考えること ３時間

関連科目 この科目を履修する学生は、「インターンシップⅡ（企業等の組織での就業体験）」を履修することが望まれる。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

個別の発表（ ）、グループでの発表 、授業でのレポート等の提出物（ ）、授業態度（投げかける質問に対する発言、呼応状態、積極性、

グループワークへの参加し姿勢など）（ ）を総合的に評価する

学生への

メッセージ

インターシップの流れは以下のとおりである。

※４月下旬にリスト公開→５月上旬に希望企業等の組織の絞り込み→５月下旬に就職部から受け入れ可否の回答→６月末頃に事前訪問→８月上

旬からインターンシップ開始（予定）

インターンシップ先の都合により、流れの日程等が変更する場合もある。

担当者の

研究室等
７号館３階 教育イノベーションセンター（水野）

備考

教科書・・・必要に応じてレジュメを配布

参考書・・・必要に応じて推薦図書を提示

インターンシップ先の都合により、インターンシップ参加期間等の日程が変更される場合もある。

予習・復習に毎回２時間以上取り組むこと。グループワーク、レポート作成のための学習時間を含め、総時間数で６０時間程度を目安とする。

教
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科目名 インターンシップⅡ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 通年集中 授業担当者 石井 三恵 水野 武

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

インターンシップの目的は、実際の仕事現場の一員として業務を担当させていただくことで社会人の方々がどのような考え方で働かれているの

か、特に社会における仕事の役割、仕事の成果、仕事に対する責任と充実感を肌で感じることである。

到達目標
インターンシップ先での実習参加の機会を最大限に活用し、自分や社会をより理解し、将来の選択肢や可能性について主体的に考えることができ

る。講義での学び、経験を通じて、職業観を涵養し、それを他者に伝えることができる。

授業方法と

留意点

「事前学修→インターンシップ実習→事後学修」という流れで実施するので、必ず日程を確認しておくこと。

実習中は、大学の代表、そして実習先の一員としての意識を持って参加すること。

事前学修・事後学修はすべてスーツ着用のこと。

受講態度や規則等を著しく逸脱し、注意しても改善が見られない場合は、実習参加を許可しない場合もあることを理解しておく。

科目学習の

効果（資格）
就職活動や将来を考えるうえでの貴重な出会いや気づきを得ることができる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

直前学修①

６月２２日（土） ３限目（予

定）

・インターンシップの心構え

・今後のスケジュールの確認

＊スーツ着用のこと

・事前学習：社会人を意識したスーツ着用し、身だ

しなみを自分なりに整えてくること １時間

直前学修②

６月２２日（土） ４限目（予

定）

・報告書の書き方、注意点 マナー

・身だしなみの最終確認

・グループワークとプレゼンテーション

・事前学習：マナーについて考えること 時間

・事後学修：講義の内容を振り返ること 時間

インターンシップ実習 ・夏季休暇中に１０日間以上（原則）

・事前学修：実習先からの指示がある場合はそれに

沿うこと

・事後学修：実習中は毎日日誌をつけ、実習内容を

振り返ること 時間

インターンシップ実習 ・夏季休暇中に１０日間以上（原則）

・事前学修：実習先からの指示がある場合はそれに

沿うこと

・事後学修：実習中は毎日日誌をつけ、実習内容を

振り返ること 時間

インターンシップ実習 ・夏季休暇中に１０日間以上（原則）

・事前学修：実習先からの指示がある場合はそれに

沿うこと

・事後学修：実習中は毎日日誌をつけ、実習内容を

振り返ること 時間

インターンシップ実習 ・夏季休暇中に 日間以上（原則）

・事前学修：実習先からの指示がある場合はそれに

沿うこと

・事後学修：実習中は毎日日誌をつけ、実習内容を

振り返ること 時間

体験報告書の作成・提出・指

導

・報告書提出 ゼミ教員

・インターンシップ担当教員における報

告書のチェックと指導

（担当教員への提出と教務課へ電子デ

ータを提出）

・事後学修：事前学修②の通りに報告書を作成する

が、提出前に必ず推敲を行い、提出期限を厳守する

こと ２時間

事後学修①

９月２１日（土） ３限目（予

定）

・体験報告会に向けたプレゼン指導及び

個人発表

・事前学修：個人発表用のレジュメを準備し、プレ

ゼンテーションができるように練習し、準備するこ

と

時間

事後学修②

９月２１日（土） ４限目（予

定）

・体験報告会に向けたプレゼン指導及び

個人発表

・事前学修：個人発表用のレジュメを準備し、プレ

ゼンテーションができるように練習し、準備するこ

と 時間

事後学修③

９月２８日（土） ３限目（予

定）

・体験報告会に向けたプレゼン指導及び

個人発表

・事前学習：代表者はスライドを作成し、プレゼン

テーションの準備をすること 時間

・事後学修：聴講者は他者の発表を振り返ること

時間

事後学修④

９月２８日（土） ４限目（予

定）

・体験報告会に向けたプレゼン指導及び

個人発表

・事前学修：代表者はスライドを作成し、プレゼン

テーションの準備をすること 時間

・事後学修：聴講者は他者の発表を振り返ること

時間

事後学修⑤

１０月５日（土） ３限目（予

定）

・インターンシップを振り返る

（実習記録簿の提出）

・事前学習：実習記録簿を見直してくること １時

間

事後学修⑥

１０月５日（土） ４限目（予

定）

・インターンシップを振り返る
・事後学修：インターンシップの講義の全体を振り

返ること １時間

事後学修⑦

１０月２６日（土） （予定）

・全体報告会

・学生代表者の発表

・事前学修：全員スーツ着用で受講するため、身だ

しなみを再度確認すること

＊学生代表者はパワーポイントで ０分で報告がで

きるように準備すること

事後学修⑧

１０月２６日（土） （予定）

・全体報告会

・受け入れ企業管理者の講演とまとめ

（予定）

関連科目 インターンシップⅠ

教科書
番号 書籍名 著者名 出版社名

教
養
科
目
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参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

企業による報告書（ ％）、体験報告書など提出物（ ％）、発表を含む授業態度（投げかける質問に対する発言、呼応状態、積極性、グループワ

ークの参加姿勢など）（ ％）を総合的に評価する。

学生への

メッセージ

１．「インターンシップⅠ」を必ず履修すること。

２．「インターンシップⅠ」の履修には、ガイダンスに出席し、履修申し込み書を提出する必要がある。

履修希望者が多い場合は、選考することもある。

担当者の

研究室等
７号館３階 教育イノベーションセンター（水野）

備考

教科書・・・必要に応じてレジュメを配布する。

参考書・・・必要に応じて推薦図書を提示する。

なお、振り返りの課題（体験報告書、報告プレゼンテーションのためのスライド作成など）は 時間以上かけて仕上げること。

事前事後学修に出席する際は、必ずスーツを着用してくること。

教
養
科
目

122



摂南大学シラバス

科目名 インテリア概論 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 前期 授業担当者 大谷 由紀子

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

授業概要・目的 建築の内部空間を身体、行動、心理、環境など人の側からアプローチする科目である。内部空間の考え方、および基礎的知識

について解説し、具体的事例を参照しながら計画手法を講義する。授業担当者は、建築の実務経験を有する。この経験を活かし、受講生に実務を

意識した学びを提供します。

到達目標
到達目標 建築の内部空間計画に必要な基礎的知識を習得する。 具体的には ）空間の形と身体寸法、動きとの関係の理解 、 ）内部空間

の計画に必要な基礎知識の習得

授業方法と

留意点

テキストをもとに、板書、写真、 、サンプルなどを用いて講義や事例紹介、演習課題を行う。

ショールームや建築見学、学外でのリサーチなどを行う。また、実務家をゲストスピーカーに招く場合もある。

授業時間内での演習や予習・復習課題を課す。

上記以外に、雑誌に掲載された話題の建築を見学し、多くの建築空間を体験してほしい。

科目学習の

効果（資格）
設計演習Ⅲ Ⅲｂ、および、一級・二級建築士資格試験取得のための重要な科目である。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

インテリアデザインとは
建築におけるインテリアデザインの役

割、業務を学ぶ

予習・復習課題として、文献や建築雑誌でインテリ

アデザインの仕事に関する知識を得る

身体と寸法
建築空間と人々の身体、動作、安全との

関係を考える

予習・復習課題として、私の部屋を計測し図面化す

る

住空間の計画
住まいの機能、ライフスタイル、ライフ

ステージと住空間を考える

予習・復習課題として、建築雑誌、 などで、ラ

イフスタイルについて勉強する

住空間の計画 水回り、玄関、収納を考える
予習・復習課題として、建築雑誌などで住宅の一般

図と詳細図を読みとる

住空間の計画
集合住宅を事例に住戸のインテリア計

画を考える

予習・復習課題として、建築雑誌などで話題の集合

住宅を勉強する

内装・造作・開口部 床・壁・天井、階段、建具の基礎を学ぶ
予習・復習課題として、建築雑誌などで住宅の一般

図と詳細図を読みとる

材料 材料の種類と特徴を学ぶ
予習・復習課題として、建築雑誌などで住宅の一般

図と詳細図を読みとる

色彩と照明計画
色彩心理とインテリアへの活用、光の種

類と演出を学ぶ

予習・復習課題として、建築雑誌や文献などで色彩

計画に関する知識を得る

家具 家具の役割、家具がつくる空間を考える
予習・復習課題として、建築雑誌や文献などで家具

に関する知識を得る

住空間の計画
リノベーションを事例にインテリア計

画を考える

予習・復習課題として、建築雑誌でリノベーション

の事例を勉強する

働く空間の計画
オフィスのインテリア計画における留

意点を学び、働く空間の計画を考える

予習・復習課題として、建築雑誌などでオフィスの

建築を勉強する

商業空間の計画
物販、飲食のインテリア計画における留

意点を学ぶ

予習・復習課題として、身近な商業施設を取り上げ

インテリアを勉強する

商業空間の計画
大型商業施設など事例を通じて商業空

間のインテリアの特徴を読み解く

予習・復習課題として、身近な商業施設の事例を取

り上げインテリアを勉強する

商業空間の計画 話題の商業空間をみる
予習・復習課題として、建築雑誌などで商業施設の

インテリアを勉強する

まとめテストと解説 授業のまとめテスト及びその解説 これまでの復習をする

関連科目 専門科目全般、特に、建築計画各論・設計演習Ⅱ 、Ⅱ 、Ⅲ 、Ⅲ 、建築環境工学

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

実践例からみるインテリアデザインの基本 橋口新一郎 学芸出版社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

コンパクト建築資料集成 日本建築学会 丸善

カタチから考える住宅発想法 大塚篤 彰国社

宮脇檀の住宅デザインの教科書 中山繁信 エクスナレッジ

評価方法

（基準）
まとめテスト（ 、演習課題（ ％）

学生への

メッセージ

様々な建築空間の体験を通じて、そこでの人々のふるまいを観察することが重要です。空間の印象、特徴、居心地のよさ、問題点などが何に依る

のか、観察し、体験し、読み取る力をつけてほしいと思います。また、課題を通じて発表の機会を設けます。

担当者の

研究室等
号館 階 大谷教授室

備考

見学、ゲストスピーカーは先方の都合により、土曜日に振り替えの可能性もある。詳細は事前に授業でアナウンスする。

事前学習：授業のテーマに即して、毎回 時間程度、文献や建築雑誌、テキストで学習する。

事後学習：授業内容について、毎回 時間以上、テキストとメモをもとに授業内容を確認し課題を行う。

教
養
科
目
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科目名 英語基礎会話ａ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 ｸﾘｽﾄﾌｧｰ ｼﾞｮﾝｽﾄﾝ

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

到達目標

授業方法と

留意点

講義、演習、ロールプレイなど。

ノートを取るので、筆記用具を持参してください。

科目学習の

効果（資格）

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

関連科目 なし

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
共通課題（成果物・成果発表） ％ 授業中の小テスト・発言・討論、宿題、提出物等

学生への

メッセージ

頑張ってください。質問があれば、いつでも来てください。

授業はマナーを守って受けてください。

担当者の

研究室等
７号館２階（非常勤講師室）

備考

教
養
科
目
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科目名 英語基礎会話ｂ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 アイビス ウイリアム

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

基礎英会話の習得を目標とする。テキストは日常的に使っている英文を扱っており、しっかり学習すれば、リスニング、スピーキングの力も確実

に向上する。会話の習得を目的とする授業であるから、学生が中心になり、学生によって進められていくべきであることは言うまでもない。

到達目標 日常的な基礎英会話が、ある程度流暢にできるようになる。

授業方法と

留意点
学生主導の授業である。ペアワークなど、躊躇することなく積極的に参加すること。

科目学習の

効果（資格）
英語を使ってのコミュニケーション能力がつき、今後遭遇すると思われるさまざまなシチュエーションで役に立つ。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

授業ガイダンス、現在進行中

の事柄の会話

～しているところです。の会話

教科書を使い、リスニング、ディクテー

ション、ペアワークなど

現在進行中の事柄の会話

～しているところです。の会話

教科書を使い、リスニング、ディクテー

ション、ペアワークなど

人物を描写する会話

～のようにみえる、～のようです。の会

話

教科書を使い、リスニング、ディクテー

ション、ペアワークなど

人物を描写する会話

～のようにみえる、～のようです。の会

話

教科書を使い、リスニング、ディクテー

ション、ペアワークなど

近い計画、招待の会話

進行形で計画、招待の会話

教科書を使い、リスニング、ディクテー

ション、ペアワークなど

近い計画、招待の会話

進行形で計画、招待の会話

教科書を使い、リスニング、ディクテー

ション、ペアワークなど

～ の見直し、復習
教科書を使い、リスニング、ディクテー

ション、ペアワークなど

休暇の会話

過去形の疑問文、肯定文で休暇の会話

教科書を使い、リスニング、ディクテー

ション、ペアワークなど

休暇の会話

過去形の疑問文、肯定文で休暇の会話

教科書を使い、リスニング、ディクテー

ション、ペアワークなど

これまでの人生の会話

これまでの出来事の会話

教科書を使い、リスニング、ディクテー

ション、ペアワークなど

これまでの人生の会話

これまでの出来事の会話

教科書を使い、リスニング、ディクテー

ション、ペアワークなど

夢を語る会話

～したい。の会話

教科書を使い、リスニング、ディクテー

ション、ペアワークなど

夢を語る会話

～したい。の会話

教科書を使い、リスニング、ディクテー

ション、ペアワークなど

復習
教科書を使い、リスニング、ディクテー

ション、ペアワークなど

テーマは自由に選択、ペアで

ロールプレイを行う。
授業でペアを組み会話を実演

関連科目 他の英語のクラスすべて

教科書
番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

出席は必ずすること。 週間ごとにスピーキングクイズを行う。授業前の準備（単語・文法の使い方）も、評価に反映する。やる気があるかどう

かをみていきます。

評価割合は「授業前準備２０％、授業態度３０％、スピーキングクイズやテスト５０％」とします。

学生への

メッセージ

私は、このクラスの生徒のすべてが、真剣に英語でのコミュニケーションスキルを向上することを願っています。私は、学生のクラスでの最善の

努力を見てみたい。

担当者の

研究室等
号館 階（非常勤講師室）

備考
事前事後学習には，毎回 時間以上かけること．

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

教
養
科
目

125



摂南大学シラバス 2019 

科目名 海外語学研修 科目名（英文） Overseas Language Training 

学部 理工学部 学科 建築学科 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 鳥居 祐介 

ディプロマポリシー(DP) C◎ 

科目ナンバリング TEN2424c2 

 

授業概要・ 

目的 

外国語の運用能力（語学力）と、異文化環境で適切なコミュニケーションと行動をとる力（異文化間能力）の向上を目的とする。募集ガイダ

ンスへの参加からはじまる事前学習、海外研修先での実地学習、帰国後の成果報告を含む事後学習で構成される。研修先での授業は月曜日か

ら金曜日に開講され、語学力別に分けたクラス内で行われる。宿泊・費用等の詳細は募集ガイダンスで周知する。 

到達目標 

・語学力については、基礎的な会話への不安を解消し、TOEIC スコア等の客観的指標の自己ベストを更新すること。また、事前学習と現地で

の実践、そして帰国後の反省を通じて、自らにとって最も効果的な自学自習の方法と教材を発見し、自律的な語学学習を継続できるようにな

ることを目標とする。 

 

・異文化間能力については、渡航先の社会事情、歴史、文化についての基礎的な知識と理解を身につけ、現地で出会う人々と積極的に交流し、

交流の成果と反省点を客観的に整理して報告できるようになること。さらには帰国後も国際社会と異文化への好奇心を高め、広く多様な国・

地域の人々と積極的に協力し合う姿勢と適応力を身につけることを目標とする。 

授業方法と 

留意点 

参加学生は教員およびスタッフの指導を受けながら事前学習、実地学習、事後学習を行う。講義を聞いてメモをとるだけで完結する授業はな

く、常に自発的な語学学習と現地事情の情報収集に励む必要がある。また、現地において安全で効果的な実習を行うためには参加学生同士の

協同が不可欠であるので、事前授業の段階からチームとして情報を共有し、学び合う姿勢が求められる。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

次のスケジュールと内容が予定されている。（8 月出発の場合。春出発の場合の日程は、ガイダンスで確認のこと。） 

 

４月  

募集ガイダンス（日時等の詳細はポータルおよび掲示で連絡する）、事前学習としては事前のガイダンス出席、指示された学習課題が義務付け

られている。また、事後には成果報告会における発表とレポート提出が求められる。 

 

 

５月 

申込書の提出 

 

 

５月下旬 

派遣学生の決定および履修申請 

 

 

６月～８月 

事前ガイダンスを実施（全３回） 

 

 

８月上旬 

結団式 

 

 

＜研修スケジュール＞ 

[２週間コース] 

８月中旬～８月下旬（予定） 

 

 

[３週間コース] 

８月中旬～９月上旬（予定） 

 

 

9 月下旬～10 月上旬（予定） 

成果報告会 

 

 

事前学習 

・海外研修の目的と安全管理に関するガイダンスの受講と内容理解の確認 

・多読、会話演習など、学内の教材や設備を使った語学演習、ICT を活用した自主練習（ガイダンス時に説明） 

・渡航先の社会事情、歴史、文化に関する情報収集（ガイダンス時に説明） 

・研修中の目標と行動計画の策定。漠然と「語学力を上げたい」「話せるようになりたい」ではなく、「滞在中に・・・をする」という具体的

な行動目標を立てること。 

 

海外研修中 

・目標と行動計画に従い、授業に真摯に取り組むことはもちろん、授業外でも積極的に講師、スタッフ、ホストファミリーなど周囲の人々に

話しかけ、コミュニケーションを進めること。 

・事前に情報収集して得た知識を活用して目標に向けて行動し、日々の成果と反省点について記録をつけながら過ごすこと。 

 

事後学習課題 

・同時期に開催される他の研修参加者と合同での成果報告会が開催されるので、そこで研修の成果と反省点についてのプレゼンテーションを

行う。 

・成果と反省点をまとめたレポート（報告書）を作成して提出する。 

関連科目 英語その他外国語科目、研修先の地域に関する科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書  

教
養
科
目
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番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

事前・事後学習と成果報告会のプレゼン・レポートの評価（３０％） 

研修先での成績（７０％） 

学生への 

メッセージ 
大学生になったら早い段階で一度は海外に出ましょう。少しでも興味があれば、まずは国際交流センターへ足を運んで下さい。 

担当者の 

研究室等 
国際交流センター 

備考 

・参加学生は事前ガイダンスに必ず出席すること。やむを得ない事情で出席できない場合は事前に国際交流センターへ連絡し相談すること。 

・事前に参加申込みを行い許可を得た者に限り履修できる科目であり、通常の履修申請とは手続きが異なるので注意。 

・各学部の期末試験等のスケジュールを確認の上で履修を検討すること。学部・学年によって、また個々の学生の事情よって当該年度は受講

できない場合がある。 

教
養
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 海外ビジネスインターンシップ 科目名（英文） Overseas Business Internship 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 西之坊 穂 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W

科：DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

 本学では、将来グローバル、あるいは地域で活躍する力を身につけた知的職業人の育成を目指している。 

そのためには、他者と自分の違いを理解し、相手を尊重するという姿勢が必要である。このような態度は国内においても修得可能であるが、

日本とは異なる文化、経済事情、生活習慣、価値観などもつ海外においてインターンシップを体験することにより、相手を正しく理解し、尊

重する姿勢、柔軟な発想力の必要性を実感し修得できる。この海外インターンシップでは、ダイバーシティ社会の中で、自分の考えを相手に

伝え、また相手の考えを理解できるコミュニケーション能力と自己の責任で自ら考え行動する自律心を育成する。 

 なお、授業担当者の一人は企業で人事経験を持ち、もう一人は旅行会社での実務経験を持ちます。パラダイス・バリ（旅行会社）の運営責

任者は日本人であり、現地人をマネジメントしているため、授業担当者の実務視点から学生に教授する。また、旅行会社の実務視点からも学

生に教授する。、 

到達目標 

・日本と相手国（インドネシア・バリ島）の歴史、文化、経済等の違いを正しく理解する。 

・異なる文化、価値観等を尊重する姿勢を修得する。 

・他国を理解することにより、日本についての理解を深め、日本が抱えている問題について深く考察する。 

・将来、グローバルに活躍するために、自分に欠けているものは何か、大学生活で何を学ぶべきか、体得する。 

授業方法と 

留意点 

研修先としてサラスワティ大学、ウプド第一高校、パラダイス・バリ（旅行会社）等を予定している。 

研修先により研修内容は異なり、求められる資質、英語能力が異なります。事前学習において各研修先について 

説明しますが、受講生自身も調査し、研修先を選択します。有意義なインターンシップにするためには、学生の希 

望と相手先の要望とのマッチングが非常に重要になります。そのため学生の希望は配慮しますが、学生が最初に 

希望した研修先に配属されるとは限りません。事前に充分面談を行い、話し合いの上決定します。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

事前学習は１０日を予定している。具体的には、ガイダンス、研修先の研修内容の解説、受け入れ先とのマッチング、バリ島の歴史、習慣、

経済状況などを各自調べ発表する。 

本事前学習では、グループ学習、ディスカッション、プレゼンテーションを繰り返し行う。最終的には、現地での各自の研修内容の事前準備

が完了するまで行う。 

  

 

現地実習 １０日（移動日含む） 

 1 日目      移動 

 2 日目      環境学習  マングローブセンターにて 

 3 日目      サラスワティ大学で国際交流会 

 4 日目～6 日目 各研修先にて各々インターンシップ研修実施 

  7 日目～8 日目 ウブド第一高校にてインターンシップ研修実施 

 9 日目      現地視察 

 １０日目     移動 

 

 研修内容は、研修先により環境問題に対する取り組み、日本語授業の SA、課外活動のサポート、の取り組みなど異なります。なお、研修先

のリクエストにより、環境問題、日本の歴史や文化紹介（茶道、書道、空手等）、旅行会社のパッケージツアーの企画など、内容が異なります。 

 

 

事後学習  ３日（資料の作成が間に合わない場合は、追加する） 

 報告書の作成、指導、報告会に向けたプレゼンテーション資料の作成、指導、全体報告会 

関連科目 外国語関連科目、世界の歴史、日本の歴史等 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

実習前の事前学習（10%)、海外現地研修 60%（実習記録 10%、実習態度 50%（研修先からの評価を勘案し、引率教員が 

評価する）、実習報告書（20%）、全体報告会のプレゼン(10%)で評価する。 

ただし、災害やテロ等により海外現地に行けなかった場合は単位を認定しない。 

 

学生への 

メッセージ 
参加を迷っている方は、遠慮なく田中先生や私の研究室に訪問して質問をしてください。 

担当者の 

研究室等 

11 号館８階   西之坊研究室 

11 号館８階   田中研究室 

備考 事前学習は、全体で 10 時間程度行うこと。 

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 科学英語 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 平尾 秀実

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

多彩なトピックの英文を読み、科学に関する基礎知識を平易な英語を通して習得することを目的とする。本講座は主として読解力の向上を目指す

が、最終的にはリーディング・ライティング・リスニング・スピーキングの４技能を高めることを目標とする。

到達目標 科学に関する英語の語彙力をつけ、科学英語に対して興味を持ち、工業英検 ・ 級合格を目標とする。

授業方法と

留意点

１回の授業で、教科書の を学習する。教科書については、本文の和訳だけでなく、文法事項の復習、語彙の習得にも重点を置く。必要に応

じてプリント等（教員から配布）も使用する。毎回の授業時間内 終了前 に質問時間をとるので、積極的に活用してほしい。授業の前後には、必

ず予習、復習することが必要である。

大体 課ごとに理解度を確認するために小テストを行う。授業の冒頭で、 対策として単語テストも行う。授業にはできるだけ辞書を持参す

ること。英和・和英辞書必携

科目学習の

効果（資格）
科学英語の基礎知識を習得することに加え、所謂、英語の４技能を高めることを目指すので、結果として のスコアアップにもつながる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

授業の進め方、予習・復習の内容、成績

の基準、受講にあたっての心構えなどに

ついて説明する。

教科書の使い方を読んでおく

数を読む 単語小テスト及び教科書演習
教科書：

単語小テスト：

自然数 単語小テスト及び教科書演習
教科書：

単語小テスト：

いろいろな数 単語小テスト及び教科書演習
教科書：

単語小テスト：

ピタゴラスの定理 単語小テスト及び教科書演習
教科書：

単語小テスト：

微分積分 単語小テスト及び教科書演習
教科書：

単語小テスト：

Ｕｎｉｔ ：ベクトル 単語小テスト及び教科書演習
教科書：

単語小テスト：

Ｕｎｉｔ ：力学

課題テスト
単語小テスト及び教科書演習

テスト勉強

単語小テスト：

Ｕｎｉｔ ：地球温暖化 単語小テスト及び教科書演習 単語小テスト：

Ｕｎｉｔ ：元素と原子 単語小テスト及び教科書演習
教科書：

単語小テスト：

１０ 電気と磁気 単語小テスト及び教科書演習
教科書：

単語小テスト：

ビッグバン 単語小テスト及び教科書演習
教科書：

単語小テスト：

１２：星の形成 単語小テスト及び教科書演習
教科書：

単語小テスト：

１３：惑星の形成 単語小テスト及び教科書演習
教科書：

単語小テスト：

１４：地球近傍小天体 単語小テスト及び教科書演習
教科書：

単語小テスト：

関連科目 他の英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

Ｂａｓｉｃ Ｅｎｇｌｉｓｈ ｆｏｒ Ｅｎｇｉｎ

ｅｅｒｓ ａｎｄ Ｓｃｉｅｎｔｉｓｔｓ
上原慎吾 金星堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

学習の進捗度２０％、定期試験４０％、小テスト１０％、レポート１ ％、課題テスト２ ％（工業英検を受験して合格したら特別に

評価に加えます）

学生への

メッセージ
図書館や 等を利用し日頃から英語に親しんでください。

担当者の

研究室等
７号館２階（非常勤講師室） 水曜日の と 限目の休み時間、 金曜日の と 限目の間の休み時間

備考

事前・事後、毎回、 時間以上予習・復習すること

課題テストで間違った所は復習は復習して覚えること

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 科学技術教養Ｃ１ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者
伊藤 譲 石田 裕子 片桐 信 熊野 知司 佐藤 大作

田中 賢太郎 福島 徹 水野 忠雄

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

授業の目的は，受講者に私たちの生活を支える土木技術に対する興味を持つとともに技術の基本原理を知ってもらうことである．第 回目の授業

では，身の回りの土木技術の例を取り上げ，それらが技術者によってどのように守られているのかを説明する．第 ・ 回目は現在にまでつなが

る国土開発の歴史をそれに従事した人々にも注目して講義する．第 ～ 回は「土木」の由来となる基本的な材料，第 ～ 回は設計方法，第

～ 回は計画と環境問題について講義する．

到達目標 土木技術全般の基礎知識を有し，土木技術と社会や経済活動，生活との関りを理解できる．

授業方法と

留意点

・基本的にパワーポイントを用いた講義形式．授業中はメモを取らせ授業終了時もしくは終了後に提出する．

・歴史と人物と基本原理をセットとして取り扱う．第 回以降は材料や設計の基本原理を扱う．基本的に古くからの基礎的な技術と現在の技術を

セットで取り扱う．

・講義だけではイメージを伝えることが困難な場合には，サンプルや簡単な実験を併用する．

科目学習の

効果（資格）

産業・経済活動や私たちの生活を支える道路・鉄道・上下水道などの社会基盤施設に関する基礎的な知識が得られ，安全安心な社会システム構築

への興味関心が深まる．

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

私たちの日常生活と土木技

術

私たちの身の回りの土木技術：・鉄道・

道路網，上下水道，エネルギー施設，防

災施設，憩い．・私たちの生活にどう関

わっているのか？・技術を支える人たち

（建設会社，設計コンサルタント，公務

員，メーカー・・・）

配布資料講義部分の予習と復習

国土は先人たちによってど

のように形作られてきたの

か①

国土建設の歴史

・古墳時代～江戸時代

・明治～第二次大戦，敗戦以降

配布資料講義部分の予習と復習

国土は先人たちによってど

のように形作られてきたの

か②

国土建設を行った人々

・古墳時代～江戸時代

・明治～第二次大戦，敗戦以降

配布資料講義部分の予習と復習

都市をつくる材料の話①

土木技術は土から始まった

最も古い材料，土と人類，土と木

締固めて使う，事例（古くからの技術），

事例 （近代以降の技術）

配布資料講義部分の予習と復習

都市をつくる材料の話②

セメントコンクリートの発

明

セメントの発見・発明

耐久性，品質管理
配布資料講義部分の予習と復習

都市をつくる材料の話③

鋼は文明を支える

産業革命による鉄利用の拡大

鋼構造
配布資料講義部分の予習と復習

都市をつくる材料の話④

循環型社会と土木材料

新材料，リサイクル材料

産業廃棄物の利用
配布資料講義部分の予習と復習

国土を測る技術
広い国土をどうやって測るのか．

歩測から まで，原理，応用
配布資料講義部分の予習と復習

都市の造り方①

橋を設計する

橋はなぜ必要か？橋はどうやって重力

に抵抗しているのか．

構造力学の基礎

配布資料講義部分の予習と復習

都市の造り方②

川を設計する

治水は国を治める．水と波の力を計算す

る．川，ダムと港の設計へ．

水理学の基礎

配布資料講義部分の予習と復習

都市の造り方③

地盤とトンネルを設計する
都市を支える地盤の役割，地下空間．

地盤力学の基礎
配布資料講義部分の予習と復習

安全で安心な都市へ①

未来の都市を計画する

都市地域計画

（計画学の基礎）
配布資料講義部分の予習と復習

安全で安心な都市へ②

命の水を守る

衛生工学

（上下水道学の基礎）
配布資料講義部分の予習と復習

安全で安心な都市へ③

持続可能な都市を

地球規模環境問題，循環型社会

（環境工学）
配布資料講義部分の予習と復習

安全で安心な都市へ④

都市の生命線
ライフラインと防災 配布資料講義部分の予習と復習

関連科目 特になし

教科書
番号 書籍名 著者名 出版社名

配布資料：科学技術教養 都市環境工学科全教員

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

特になし

評価方法

（基準）
受講メモ ，レポート の総合点で評価する．※レポートは，授業のまとめとして毎回提出すること．期末試験は行わない．

学生への

メッセージ

豊かな自然に恵まれた日本は世界で最も厳しい自然災害にさらされる国土でもあります．この講義を通じて，自然災害の防災・減災や産業・経済

活動支える社会基盤施設に関する基礎知識を身につけていただければ幸いです．

担当者の

研究室等
講義担当者居室 号館 階および４階

備考 事前・事後学習にかける学習時間は授業外の課題や小テストの学習時間も含めは，毎回 時間程度としてください．

教
養
科
目
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科目名 科学技術教養Ｃ２ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者
伊藤 譲 石田 裕子 片桐 信 熊谷 樹一郎 熊野 知

司 佐藤 大作 田中 賢太郎 寺本 俊太郎 水野 忠雄

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

概要：いくつかのプロジェクトを例に，建設事業の流れに沿って，社会的な位置づけ，市民生活との関わりを解説する．第 回目の授業では，事

業主体別にプロジェクトの流れを説明する．第 ～ 回目は，高速道路建設を例に地形の調査・土質の調査，環境の調査を解説する．第 ～ 回は

高速道路を構成する橋，トンネル，道路の設計と施工の考え方を解説する．第 ～ 回は，安全で潤いのある社会を築く観点からダム・堰，堤防，

浸水対策，ライフライン，公園・まちづくり，地震防災など身近なテーマを概説する．

到達目標 土木構造物の計画から施工管理までの流れの概要を理解し土木構造物と社会や経済活動，生活との関りを理解できる．

授業方法と

留意点

授業はパワーポイントを用いた講義形式とする．私たちの生活を支える社会基盤がどのようにして計画され，設計・施工されているかを事業の流

れに沿って解説する．代表的な構造物や身近なテーマを取り上げ，安全で安心な社会を築くため，何が重要かを理解できるように講義を進める．

科目学習の

効果（資格）

産業・経済活動や私たちの生活を支える道路・鉄道・上下水道などの社会基盤施設がどのように計画設計され施工されているかなどの知識が得ら

れ，安全安心な社会システム構築への興味関心が深まる

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

社会基盤をつくる建設事業

の流れ

国家プロジェクト，地域プロジェクト，

民間主導プロジェクトなど事業主体別

の建設の流れ，計画（意思決定）～調査

～設計～施工の概要

配布資料講義部分の予習と復習を十分行う．

高速道路建設の計画・調査・

設計

国土開発や都市計画・地域計画との関

連，一般道路や鉄道との関連，需要予測，

予算，資本回収の考え方

配布資料講義部分の予習と復習を十分行う．

建設に必要な調査①（地形の

調査・土質の調査）

測量計測技術（地形測量・平板測量・水

準測量・写真測量・ 測量），地盤の

調査

配布資料講義部分の予習と復習を十分行う．

建設に必要な調査②（環境の

調査）

生態系・環境への影響，負荷の軽減策、

排ガス規制と大気汚染など環境アセス

メント

配布資料講義部分の予習と復習を十分行う．

橋の設計と施工
コンクリート橋と鋼橋，橋の形式と適用

支間長，景観設計，施工法
配布資料講義部分の予習と復習を十分行う．

トンネル，半地下開削工法

山岳トンネル・都市地下トンネルの設計

と施工，地山の強度と工法，半地下開削

工法

配布資料講義部分の予習と復習を十分行う．

道路の設計と施工
盛土形式と高架形式，道路の構造，道路

舗装
配布資料講義部分の予習と復習を十分行う．

ダム・堰の計画と施工

洪水への備え（治水、防災），発電・灌

漑・上水などの多目的ダム，ダムの構造

と種類

配布資料講義部分の予習と復習を十分行う．

堰・堤防の計画と設計・施工
洪水・土砂災害への備え（治山・治水、

防災），計画雨量，遊水池，親水施設
配布資料講義部分の予習と復習を十分行う．

都市型洪水への備え

透水性舗装，都市大型地下貯槽，屋上緑

化，排水と下水道設計，地下道・地下鉄

の浸水対策

配布資料講義部分の予習と復習を十分行う．

市民の日常生活を支えるラ

イフライン

上下水道，水質管理，水質浄化，下水処

理，電気，通信設備
配布資料講義部分の予習と復習を十分行う．

市民の生活に潤いを与える

公園・まちづくり

まちづくりとは，実現するものは，人と

のかかわり，技術とのかかわり
配布資料講義部分の予習と復習を十分行う．

市民の生活環境を守る

地球環境と生態系，人口増加と都市化・

食糧生産，・自然エネルギーの問題点，

火力発電所と大気汚染・温暖化，原子力

発電と放射能問題，温排水問題

配布資料講義部分の予習と復習を十分行う．

震災から市民を守る

地震の種類と特性，地震に備える構造と

は？制震構造と免震構造，ライフライン

の耐震，避難体制，緊急地震速報

配布資料講義部分の予習と復習を十分行う．

津波や台風・高潮から市民を

守る

港湾施設・防波堤，津波，避難施設，避

難誘導
配布資料講義部分の予習と復習を十分行う．

関連科目 特になし

教科書
番号 書籍名 著者名 出版社名

配布資料：科学技術教養 都市環境工学科全教員

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

特になし

評価方法

（基準）

受講メモ ，レポート・小論文 の総合点で評価する．※レポート・小論文は，授業のまとめとして毎回あるいは ～ 回に一回程度実施する

予定．期末試験は行わない．

学生への

メッセージ

豊かな自然に恵まれた日本は世界で最も厳しい自然災害にさらされる国土でもあります．この講義を通じて，自然災害の防災・減災や産業・経済

活動支える社会基盤施設がどのように計画設計され施工されているか知り理解を深めていただければ幸いです．

担当者の

研究室等
講義担当者居室 号館 階および４階

備考
出席および遅刻・欠席の扱いは，理工学部専門科目の出席および遅刻・欠席と同じ扱いとする．

事前・事後学習にかける学習時間は授業外の課題や小テストの学習時間も含め，毎回 時間程度としてください．

教
養
科
目
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科目名 科学技術教養Ｅ１ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者

片田 喜章 井上 雅彦 奥野 竜平 工藤 隆則 鹿間 信

介 高瀬 冬人 田口 俊弘 楢橋 祥一 西 恵理 堀内

利一 山田 逸成

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

電気は我々の生活になくてはならないものである。この講義では電気の簡単な基礎理論を紹介しながら、身の回りにある電気製品を題材として電

気電子工学から通信情報分野までの多岐にわたる応用技術を学習させることを目的とする。

到達目標
電気を作る電池の話や電気を力に変えるモータ、半導体や太陽電池の構造、携帯電話やパソコン、インターネットのしくみまで、電気を使った最

新技術がどの様なしくみで暮らしの中で活用されているかを理解できることを到達目標とする。

授業方法と

留意点

電気電子工学科の教員が各授業テーマを順番に担当する。

授業はスライドを用いて行う。

授業中にメモを取らせて授業後に回収する。次回授業時にメモを返却する。

授業の最後に小テストを行う。

講義は１話完結であるが、相互につながりがある。電気を用いた科学技術の全体像を理解するように努めよう。

科目学習の

効果（資格）

計測装置・電気設備など電気工学以外の分野でも電気を使った機器はいたるところで使われている。

これらの原理や特性を知ることで、その性能をフルに引き出すことができる。

また，身近な電気製品のしくみを知ることで、より有効活用することができる。

国家資格で電気の基礎の出題がある場合には、その基礎勉強にもなる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

電気の歴史と電気回路の基

礎

科学技術教養の意義

電磁気学の歴史、電気回路の基礎、

抵抗と電気エネルギーの利用、消費電

力、交流と直流

電気に関するニュースに注意する。１時間

電池の構造と応用技術

交流と直流、電池の種類と電圧発生原

理、

１次電池と２次電池

テキストを復習する。１時間

モータのしくみと応用
磁石と力、電磁石、

直流モータと交流モータ
テキストを復習する。１時間

半導体のお話
半導体とは何か、 形と 形、

大規模集積回路、 照明とは
テキストを復習する。１時間

太陽電池の構造と家庭での

利用

半導体で光エネルギーを電気に変換す

る。

売電のしくみ。

テキストを復習する。１時間

様々な電子回路

電子回路の歴史、 真空管と半導体・集

積回路、

代表的なアナログ電子回路

テキストを復習する。１時間

電波応用技術の変遷

電波と光、マクスウェル理論とヘルツの

実験

変調方式、ラジオとテレビ

テキストを復習する。１時間

モールス通信から携帯電話

へ

モールス電信からベルの電話へ、

電話機と交換機のしくみ、アナログから

ディジタルへ、

携帯電話とネットワークのしくみ

テキストを復習する。１時間

アナログからデジタルへ
アナログとデジタル、２進数とは、論理

回路入門
テキストを復習する。１時間

パソコン・スマートフォンの

内部構造

構成要素と機能、ハードウェアの構成、

ソフトウェアの役割、パソコン・スマー

トフォンの進化

テキストを復習する。１時間

マイコンで制御される家電

製品

電気制御の重要性、温度制御、圧力制御

電子レンジやＩＨのしくみ
テキストを復習する。１時間

音響機器のしくみ

マイクとスピーカ、録音技術の歴史

ＣＤのしくみ、アナログ録音とデジタル

録音、人工音の合成

テキストを復習する。１時間

画像表示のしくみ

画像表示の歴史と原理、各種表示デバイ

スのしくみ、

立体映像表示の原理と実例

テキストを復習する。１時間

インターネットのつなぎ方
インターネットのしくみ、ルータとハブ

無線ＬＡＮ、ネットワークセキュリティ
テキストを復習する。１時間

医療分野への貢献
ガルバノの実験、義手の制御

電気工学の医療への応用
テキストを復習する。１時間

関連科目 特になし

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

テキストを配付する

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

教
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評価方法

（基準）
受講メモ 、小テスト の総合点で評価する。

学生への

メッセージ

身の回りの電気製品は日々進化しています。これらを便利な道具としてブラックボックス的に使うのではなく、そのしくみを知って使うことでさ

らに活用することができます。そういったしくみに興味を持って受講して下さい。

担当者の

研究室等

１号館４階・５階の電気電子工学教員室

責任者： 片田（１号館４階）

備考

出席および遅刻・欠席の扱いは，理工学部専門科目の出席および遅刻・欠席と同じ扱いとする。

原則として出席率 以上を成績評価の対象とする。

就職活動中の 年生はとくに注意すること。

受講メモは翌週に返却し、小テストの結果は個別に通知する。

教
養
科
目
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科目名 科学技術教養Ｅ２ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者

片田 喜章 井上 雅彦 奥野 竜平 工藤 隆則 高瀬 冬

人 田口 俊弘 楢橋 祥一 西 恵理 堀内 利一 山田

逸成

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

電気は我々の生活になくてはならないものである。この講義では電気の歴史と簡単な基礎理論を説明した後、電気を発生する発電のしくみとその

方法を手始めに、現代社会において応用されている電気電子工学、通信情報工学の最新科学技術について講述する。

到達目標
電車のしくみや放送技術、携帯電話やレーザー光線の原理、最新のナノテクノロジーやロボット工学、また宇宙規模の電気の話などもあり、最終

的には電気を使った科学技術がどの様なしくみで我々の暮らしに関わっているかを理解できることを到達目標とする。

授業方法と

留意点

電気電子工学科の教員が各授業テーマを順番に担当する。

授業はスライドを用いて行う。

授業中にメモを取らせて授業後に回収する。次回授業時にメモを返却する。

授業の最後に小テストを行う。

講義は１話完結であるが、相互につながりがある。電気を用いた科学技術の全体像を理解するように努めよう。

科目学習の

効果（資格）

現代社会を支えている電気エネルギーとその応用について総合的に学ぶことにより、電気への理解を深め、これにより原子力発電も含めた電力供

給系と節電に対する正しい考え方を身につけることができる。

また、携帯電話やスマートフォンでどこでも通信ができる社会のしくみ等も知ることができる。

国家資格で電気の基礎の出題がある場合には，その基礎勉強にもなる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

電気の歴史

科学技術教養の意義

磁石の利用、クーロンの法則、アンペー

ルの法則、ファラデーの電磁誘導、マク

スウェル理論と電磁波の予言

電気に関するニュースに注意する。１時間

発電の原理と発電所

電気エネルギーを発生させるしくみ、発

電機、水力、火力

交流発生か直流か、 と

テキストを復習する。１時間

原子力発電

核エネルギーの発生、原子力発電のしく

み、事故と防災対策、

放射線の性質と測定

テキストを復習する。１時間

再生可能エネルギー

太陽光発電、風力発電

地熱発電、海洋エネルギー、宇宙発電、

エネルギー効率

テキストを復習する。１時間

送電・配電

電気を安定に送る、交流送電か直流送

電、周波数変換

送電電圧と家庭電圧への変換、スマート

グリッド

テキストを復習する。１時間

モータのしくみと電車

磁石と電流による力の発生、モータのし

くみ

電車、リニア新幹線、電気ブレーキと電

力回生

テキストを復習する。１時間

電波と放送
電波の利用と電波法、ラジオ放送、テレ

ビ放送、衛星放送、放送の進化
テキストを復習する。１時間

携帯電話のしくみ

固定電話から携帯電話へ、セルラーシス

テム、携帯電話のつながるしくみ、音声

通信からデータ通信へ、携帯電話の進化

テキストを復習する。１時間

私たちの生活をささえる電

気照明

エジソンによる電灯の発明、蛍光灯のし

くみ、青色ＬＥＤの発明、ＬＥＤ照明
テキストを復習する。１時間

レーザーの発明

物質からの光放射、線スペクトルと誘導

放射

メーザーからレーザーへ、レーザーの特

徴

テキストを復習する。１時間

光デバイス
さまざまな光デバイスの原理と応用な

ど
テキストを復習する。１時間

進化するナノテクノロジー

半導体の動作原理、半導体集積回路の構

造、

集積回路技術の歴史と現状、

スマートフォンからウェアラブル計算

機へ、今後の発展

テキストを復習する。１時間

プログラマブル高速計算機

の発達

チューリング機械、手回し計算機と計算

尺、最初の電算機

弾道ミサイルの計算、金融計算から天気

予報まで

テキストを復習する。１時間

ロボット工学 ロボット工学の過去・現在・未来を解説 テキストを復習する。１時間

電気と宇宙

第４の状態ープラズマ、放電の原理と応

用、雷の発生原理、

太陽プラズマと黒点の関係、オーロラの

発光メカニズム

テキストを復習する。１時間

関連科目 特になし

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

テキストを配付する

教
養
科
目
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参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
受講メモ 、小テスト の総合点で評価する。

学生への

メッセージ

我々の暮らしに電気は不可欠です。しかも原子力発電の問題が出てきて、エネルギー問題への関心は節電対策も含め高まっていると思います。し

かし、単純に噂などを鵜呑みにするのではなく、電気の発生から伝達までのしくみを詳しく知れば、風評に惑わされることなく、対策を考えるこ

とができます。常に様々な電気関連のニュースに注意を払いながら受講して下さい。

担当者の

研究室等

１号館４階・５階電気電子工学科教員室

責任者： 片田（１号館４階）

備考

出席および遅刻・欠席の扱いは、理工学部専門科目の出席および遅刻・欠席と同じ扱いとする。

原則として出席率 以上を成績評価の対象とする。

就職活動中の 年生はとくに注意すること。

受講メモは翌週に返却し、小テストの結果は個別に通知する。

教
養
科
目
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科目名 科学技術教養Ｍ１ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者
堀江 昌朗 池田 周之 岸本 直子 諏訪 晴彦 橋本 正

治 原 宣宏

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

機械工学は，ヒトが活動する上での効率化，合理化，さらには自動化を図るモノやコトの技術・学問の体系である。本講義では，ヒトはなぜモノ

を作ろうとするのか，何を用いてモノを作ってきたのか，どのようにモノを作るのかに注目し，その上で日本が世界に誇ると言われる「モノづく

り」の諸技術を学ぶ。モノの材料から道具を作ること，さらには産業の発展に役立ってきたさまざま機械とその諸技術について学ぶ。

到達目標 機械技術およびものづくり技術全般の基礎知識を身につけ，機械工学と社会・生活との関わりを理解できる。

授業方法と

留意点

・各テーマごとにその歴史，基本原理，最先端の話題を 回もしくは 回にわたって提供する。

・スライドを中心にビデオを用いた講義形式を取る。講義の終盤に講義内容のメモ（ノート）を提出するため，講義の内容をよく聞き，ノートに

ていねいにまとめていくことが大事。

科目学習の

効果（資格）

世の中に存在する工業製品，人力を越えた能力を備える機械など人工物・人工物システムの役割・仕組み・機能に関する幅広い知識を得て，知見

を広めることができる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

機械工学とは？

・機械工学の発展の歴史を概観する。

・「機械工学曼荼羅」を用いて，機械工

学の役割，範囲，応用を紹介する。

テキスト第 章に目を通しておくこと。

道具を作る ヒトと道

具

・道具の歴史：ヒトの手の動作を補う道

具から労働としての道具へ

・農具 漁具 大工道具 手動工具 電動工

具

テキスト第 章 に目を通しておくこと。

道具を作る 作り方

・鋳造，塑性加工，粉末冶金，材料加工，

生産加工

・刀鍛冶，セラミックス，溶接・切断

テキスト第 章 に目を通しておくこと。

モノの材料を知る 金

属材料

・金属材料はなぜ素材たり得るか？

・鉄鋼の製造方法

テキスト第 章（鉄つくりの変遷）に目を通してお

くこと。

モノの材料を知る セ

ラミックス・ポリマー

・セラミックス・ポリマーの構造（金属

と何が異なるか？）

・高強度・機能性材料の話

テキスト第 章（非金属材料）に目を通しておくこ

と。

モノの材料を知る 新

素材

・新素材と高度産業化社会

・形状記憶，超伝導，ナノ材料
テキスト第 章（新素材）に目を通しておくこと。

ものづくり 母なる機

械

・機械部品を作る機械（工作機械の歴史）

・機械時計，工具と運動，機械部品

テキスト第 章（母なる機械）に目を通しておくこ

と。

ものづくり 精密に加

工する

・精度を追求する（コンピュータと工作

機械）

・精密加工，マシニングセル，ナノ加工

テキスト第 章（精密に加工する）に目を通してお

くこと。

ものづくり 工場（ファ

クトリー）

・世界が学ぶ・日本が誇る製造システム

・無人化工場，デジタル屋台，トヨタ生

産方式

テキスト第 章（ファクトリー）に目を通しておく

こと。

大きな力を得る 車輪
・作業を補助する機械の歴史

・車輪，滑車，てこ，歯車

テキスト第 章（人間の作業を補助する機械）に目

を通しておくこと。

大きな力を得る 建設

運搬機械

・巨大な力を得るためのアクチュエータ

・油圧・水圧・空気圧機器，電動機

テキスト第 章（力を伝える・増幅する機械）に

目を通しておくこと。

大きな力を得る パワ

ーアシスト

・アクチュエータの知能化とパワーアシ

スト

・パワードスーツ，電動アシスト自転車，

人工筋肉

テキスト第 章（機械の知能化）に目を通してお

くこと。

ミクロの機械 精密機

械

・小さくなることで変わる使い方

・時計，携帯電話，計算機，テレビカメ

ラ，情報機器

テキスト第 章（精密機械）に目を通しておくこ

と。

ミクロの機械 小さく

作る

・小さくすることで変わる物理の法則，

加工法・アクチュエータ

・微細加工，ナノテク，半導体製造，カ

ーボンナノチューブ，微細気泡

テキスト第 章（小さくつくる）に目を通してお

くこと。

ミクロの機械 小さく

て広大な世界

・半導体製造技術を用いた微細構造を持

つ機械

・カプセル内視鏡，鞭毛モーター

テキスト第 章（小さくて広大な世界）に目を通

しておくこと。

関連科目 産業技術史

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

科学技術教養Ｍ１

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

毎回，講義メモとレポートを提出する。

講義全体にわたるメモ（ ），講義内容に対する理解と考察に関するレポート（ ）で評価する。

学生への 機械工学が関わる製品や技術を，大きなスケールで幅広く知ることができます。また，道具はどうやって進化してきたのか？ 日本の「ものづく

教
養
科
目
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メッセージ り」がなぜ優れているのか？ 近未来にどういう乗り物が実現されているか？等々，工業製品にまつわる歴史や最新のトピックを紹介します。本

講義を受講し，就職活動や職業観の涵養に役立てましょう。

担当者の

研究室等
担当教員の居室〔 号館の 階・ 階・ 階〕

備考

出席および遅刻・欠席の扱いは、次のルールを原則とする。

・出席率 以上を成績評価の対象とする。

・ 分以上の遅刻は欠席扱いとする。

・遅刻は 回で欠席 回とみなす。

※詳細は、初回に配布する『Ｍ科開講「科学技術教養 ・ 」受講の際の注意』を熟読すること。

フィードバック：講義メモ・レポートは翌週に返却します。

教
養
科
目
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科目名 科学技術教養Ｍ２ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者
諏訪 晴彦 石田 秀士 植田 芳昭 小田 靖久 川野 常

夫 安田 正志 山﨑 達志

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

機械工学は，ヒトが活動する上での効率化，合理化，さらには自動化を図るモノやコトの技術・学問体系である。本講義では，ヒトはなぜモノを

作ろうとするのか，何を用いてモノを作ってきたのか，どのようにモノを作るのかに注目し，その上で日本が世界に誇ると言われる「モノづくり」

の諸技術を学ぶ。モノの材料から道具を作ること，さらには産業の発展に役立ってきたさまざま機械とその諸技術について学ぶ。

到達目標 人の活動に貢献し生活を豊かにする機械技術を理解するとともに，機械システムと社会や経済活動，生活・生命との関わりを理解する．

授業方法と

留意点

・各テーマごとに，歴史，基本原理，最先端の話題を 回もしくは 回にわたって提供する。

・スライドを中心にビデオを用いた講義形式を取る。講義の終盤に講義内容のメモ（ノート）を提出するため，講義の内容をよく聞き，ノートに

ていねいにまとめていくことが大事。

科目学習の

効果（資格）

世の中に存在する工業製品，人力を越えた能力を備える機械など人工物・人工物システムの役割・仕組み・機能に関する幅広い知識を得て，知見

を広めることができる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

機械工学とは？

・機械工学の発展の歴史を概観する。

・「機械工学曼荼羅」を用いて，機械工

学の役割，範囲，応用を紹介する。

テキスト第 章（機械工学とは）に目を通しておく

こと（ 分）

活動の源 動力・エネル

ギーの世界

・身近なエネルギー利用と動力の歴史

・人力，蓄力，水力，風力，蒸気力

テキスト第 章（動力）に目を通しておくこと（

分）

活動の源 発電
・エネルギー利用と発電

・水力，風力，火力，地熱，原子力発電

テキスト第 章（電力）に目を通しておくこと（

分）

乗り物 エンジン

・熱工学とエンジンシステム

・種々のエンジン（ガソリン等），電気

モータ

テキスト第 章（エンジン）に目を通しておくこと

（ 分）

乗り物 輸送する
・交通と物流

・自動車交通，船舶，鉄道

テキスト第 章（輸送する）に目を通しておくこと

（ 分）

空間を移動する 空を

飛ぶ

・空中を飛ぶことができる機械の機能，

種類，歴史と原理

・飛行機，ヘリコプター，飛行船，揚力

テキスト第 章（空を飛ぶ）に目を通しておくこと

（ 分）

空間を移動する 高速

移動

・深海に潜ることができる機械の機能，

種類，歴史と原理

・しんかい ，深海探査，水圧，チ

タン合金，生命維持システム

テキスト第 章（深海に潜る）に目を通しておくこ

と（ 分）

空間を移動する 宇宙

へ飛び立つ

・宇宙空間に飛んでいける機械の機能，

種類，歴史と原理

・ロケット，スペースシャトル，宇宙ス

テーション，高真空，ロケットエンジン

テキスト第 章（宇宙へ飛び立つ）に目を通してお

くこと（ 分）

物を測る

・測り方を共通にすることで広がる世界

・度量衡と政治の関係，原器，ものさし，

機械的測定

テキスト第 章（物を測る）に目を通しておくこと

（ 分）

センサで測る
・センサの発達と誤差との戦い

・センサ，センシング技術，計測と誤差

テキスト第 章（センサで測る）に目を通してお

くこと（ 分）

制御する

・制御の成り立ちと発展，自動制御と

は？

・調速機，結果を見て制御する（フィー

ドバック）

テキスト第 章（制御するとは？）に目を通して

おくこと（ 分）

操る・抑える

・サーボ機構とプロセス制御

・ロボットアーム，ロケット，原子力発

電，鉄鋼プラント

テキスト第 章（操る・抑える）に目を通してお

くこと（ 分）

生命・生体に倣う機械 バ

イオエンジニアリング

・バイオエンジニアリング，生体工学の

世界

・生体の模倣と設計，鳥と飛行機，ハコ

フグと低燃費自動車，サソリと多足ロボ

ット

テキスト第 章（バイオエンジニアリング）に目

を通しておくこと（ 分）

生命・生体に倣う機械

医療と健康

・人間を援ける医用工学，人間を癒す福

祉工学の世界

・人工臓器，福祉機器，健康機器，スポ

ーツ機器

テキスト第 章（医療と健康）に目を通しておく

こと（ 分）

生命・生体に倣う機械

ヒューマノイド

・人間を測る，診る，まねる世界

・生体計測，生体力学，医用診断装置，

ヒューマノイドロボット

テキスト第 章（ヒューマノイド）に目を通して

おくこと（ 分）

関連科目 産業技術史

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

教
養
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評価方法

（基準）

毎回，講義メモとレポートを提出する。

講義全体にわたるメモ（ ），講義内容に対する理解と考察を問うレポート（ ）で評価する。

学生への

メッセージ

機械工学が関わる製品や技術を，大きなスケールで幅広く知ることができます。また，道具はどうやって進化してきたのか？ 日本の「ものづく

り」がなぜ優れているのか？ 近未来にどういう乗り物が実現されているか？等々，工業製品にまつわる歴史や最新のトピックを紹介します。本

講義を受講し，就職活動や職業観の涵養に役立てましょう。

担当者の

研究室等
担当教員の居室〔 号館の 階・ 階・ 階〕

備考

出席および遅刻・欠席の扱いは、次のルールを原則とする。

・出席率 以上を成績評価の対象とする。

・ 分以上の遅刻は欠席扱いとする。

・遅刻は 回で欠席 回とみなす。

※ 詳細は、初回に配布する『Ｍ科開講「科学技術教養 ・ 」受講の際の注意』を熟読すること。

フィードバック：講義メモ・レポートは翌週に返却する。

教
養
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科目名 科学技術教養Ｒ１ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者
岩田 三千子 稲地 秀介 大橋 巧 川上 比奈子 榊

愛 坂本 淳二 竹村 明久

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

古来より人間は、自然の力をかりてこの地球上に暮らしてきたが、祖先が自然と共生するために凝らしたさまざまな工夫は、それぞれの場所での

気候風土、地形、材料を活用したものであり、そこには多くの知恵と技術の歴史を見ることができる。このような背景にもとづく、住環境の成り

立ちについて、さまざまな事例を紹介しながら講義する。また、それらを踏まえて、具体的な空間やもののデザインに応用するための工夫や実践

につながる知識を学ぶ。

到達目標
住環境の成り立ち、空間やもののデザインの実践的な技法を理解し、建築都市インテリアなどの空間を対象とする住環境デザイン全般の基礎を理

解できる。

授業方法と

留意点

パワーポイントや板書による講義を行う。

講義の内容に沿った課題を毎回提出させる。講義を集中して聴く態度が求められる。

回目には、まとめテストを行うので、必ず出席すること。

科目学習の

効果（資格）
身近な住まいと暮らし、環境に関するデザインの知識と手法が身につく。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

（オリエンテーション）

自然の力をかりた住宅デザ

イン

（科目の内容、授業の進め方、評価基準

等を説明する。）

古代より人間は自然と共生するために

さまざまな工夫をこらした。世界各地に

おけるそれらの住まいの事例を学ぶ。

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。

エコ技術と住宅デザイン 近

代の住宅事例

新しい素材、技術、理論の進展に伴い、

エコ技術を駆使した近代の住宅デザイ

ン例を学ぶ。

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。

エコ技術と住宅デザイン 現

代の住宅事例

自然の力をかりるといった古来の知恵

を、最新の科学によって融合させた現代

の住宅デザイン例を学ぶ。

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。

環境配慮型デザインプロセ

ス

環境配慮型建築・設備設計のデザインプ

ロセスと、住宅のパッシブ・アクティブ

技術を学ぶ。

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。

住環境における換気

換気の考え方の歴史や法などの基準の

はなしを基に、住宅における換気の重要

性について学ぶ。

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。

健康で快適な生活とにおい

対策

心身ともに健康に過ごすための、住宅内

でのにおい問題やにおい対策の考え方

について学ぶ。

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。

生活の中における香りの活

用

屋内外の香りと人との関わりのはなし

から、香りの人への心理生理的影響や香

りの積極的な利用方法について学ぶ。

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。

いのちを守るあかりとサイ

ン

大規模災害時に避難・誘導を助けるあか

りやサインの存在を知り、その有用性と

デザイン上の注意点を学ぶ。

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。

安全・快適な照明環境

照明環境のユニバーサルデザイン手法

について、基礎的な知識と、最近の調査、

デザイン事例を学ぶ。

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。

暮らしの中のさまざまな寸

法

身近なモノの寸法がどの様に決められ

ているかを知り、住まいや暮らしをより

豊かにするデザインの視点を学ぶ。

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。

地域と景観

地域に居住・生活する人間と景観との関

係を、日本の伝統的コミュニティ、景観

保護の事例を通して学ぶ。

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。

野生動物との共存のデザイ

ン

近年獣害が増加する獣害問題及び野生

動物と人間が共存するための方策を，具

体的事例を通して学ぶ。

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。

と空間デザイン

インテリアや住宅デザインで用いられ

る のしくみと基本知識、その有用性

について学ぶ。

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。

かたちとデザイン

身の周りにある家具や住宅などのかた

ちをコンピュータを用いて表現する方

法を学ぶ。

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。

解説

まとめテスト
まとめテストを実施する。

講義内容の復習をして、

まとめテストを受けること。

関連科目 なし

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

科学技術教養（Ｒ１） 住環境デザイン学科 教科

書

摂南大学理工学部住環境デザイ

ン学科

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

教
養
科
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評価方法

（基準）
毎回の課題 ％、まとめテスト ％で評価する。

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等
号館 ・７階 各教員研究室

備考 事前・事後学習にかける学習時間は、授業外の課題やテストの学習時間も含め，毎回１ 時間程度とする． 教
養
科
目
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科目名 科学技術教養Ｒ２ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者
岩田 三千子 稲地 秀介 大橋 巧 坂本 淳二 白鳥

武 久冨 敏明 平田 陽子

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

日本の伝統的な住宅は、気候風土、地形、材料などに影響を受けて地方色が豊かであり、歴史的、文化的な相違からも地域性が認められる。現代

の住まいや暮らしはそれらの影響を受けて、さまざまな技術の発達、社会の変化とともに、かつての住まいや暮らしの形は変容しつつある。この

ような身近な住まい、まち、暮らしについての知識を得て、今後の持続可能な社会の創造に関わる知識を学ぶ。

到達目標
到達目標：建築都市インテリアなどの空間における歴史的文化的背景による地域性を理解し、持続可能な社会を創造するためのまちづくりや住宅

建築など、住環境の未来に向けたデザインの基礎を理解できる。

授業方法と

留意点

パワーポイントや板書による講義を行う。

講義の内容に沿った課題を毎回提出させる。講義を集中して聴く態度が求められる。

回目には、まとめテストを行うので、必ず出席すること。

科目学習の

効果（資格）
身近な住まいと暮らし、環境に関するデザインの知識と手法が身につく。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

（オリエンテーション）

住まいと生活

（科目の内容、授業の進め方、評価基準

等を説明する。）

住まいと何か。家庭生活や社会生活が複

雑に多様化する中での住まいの本来の

機能や役割について学ぶ。

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。

日本の住まいの地域性

気候風土や歴史、文化などを背景に、地

方色豊かな伝統的日本住宅について学

ぶ。

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。

住環境とパッシブデザイン
住環境におけるパッシブデザインの変

遷を建築家の作品を通して学ぶ。
配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。

住環境と考現学

私たちの身の回りにある住環境を観

察・記録することから新しい環境デザイ

ンをつくりだす方法を学ぶ。

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。

大規模災害時の避難生活環

境

阪神淡路大震災・東日本大震災など大規

模災害時の避難生活状況と支援活動を

知ることから未来への備えを学ぶ。

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。

様々な人に配慮した住宅・施

設設備

ユニバーサルデザインの観点からの住

宅設備や施設設備について学ぶ。
配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。

高齢者のための生活空間

高齢者の外出行動、生活環境の広がり

と、求められる支援の仕組みについて事

例を通して学ぶ。

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。

高齢者の生活環境の広がり

と支援

高齢者の心身機能の特性を踏まえて、高

齢者をめぐる住宅行政や、様々な高齢者

居住について学ぶ。

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。

学びと遊びの環境デザイン

発達段階にある子どもたちが多くの時

間を過ごす学校の新しいデザイン事例

を知り、人と空間との密接な関係を学

ぶ。

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。

地球共生建築のすすめ
地球共生建築および構造、コンポーネン

トデザインについて学ぶ。
配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。

バイオミメティックデザイ

ン

自然界における形態と構造とその応用

デザインについて学ぶ。
配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。

次世代の住環境を考える

私たちの住環境はどのように進化すべ

きか、地球共生から宇宙共生についてを

考える。

配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。

省エネルギーとパッシブデ

ザイン

住宅、オフィスビル等の先進のパッシブ

デザイン技術を学ぶ。
配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。

省エネルギーとアクティブ

デザイン

住宅、オフィスビル等の先進のアクティ

ブデザイン技術を学ぶ。
配布資料の講義部分の予習と復習を十分に行う。

解説

まとめテスト
まとめテストを実施する。

講義内容の復習をして、

まとめテストを受けること。

関連科目 なし

教科書
番号 書籍名 著者名 出版社名

科学技術教養（Ｒ２） 住環境デザイン学科 教科

書
理工学部住環境デザイン学科

参考書 番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

毎回の課題 ％、まとめテスト ％で評価する。

期末試験は行わない。

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等
号館 ・７階 各教員研究室

備考
遅刻・欠席の扱いは、理工学部専門科目の出席および遅刻・欠席と同じ扱いとする。

事前・事後学習にかける学習時間は、授業外の課題や小テストの学習時間も含めて、毎回 時間程度とすること。

教
養
科
目
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科目名 科学技術教養Ｔ１ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 東 武大 小林 俊公 友枝 恭子 長島 健 東谷 篤志

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

「情念や宗教」においては，時代を超えて人々に事物を伝えるために，「すごくたくさん」「山より大きい」といった抽象的な表現方法が用いられ

ていた。「科学」によって数や式を発明したことで，誤解無く誰でも客観的に量や概念を伝えることに成功し，人類は大きく飛躍することが出来

た。本講義では，科学技術を支える数学や物理学の内容を，時代背景を交えながら最新科学に至るまで講述する。数や形状を正確に記述するため

のさまざまな手法を概観し，それが最新技術にどのように用いられているかを知る。

到達目標
科学の歴史的な流れを，基礎的事項を踏まえながら説明できる。

科学という学問の背景にある考え方について，各自が意見を持つことができる。

授業方法と

留意点
初回に配布するテキスト及び毎回の配布プリントを用いる。各回の最後には講義メモを提出すること。

科目学習の

効果（資格）
数学・物理の発展に関する幅広い知識を得て知見を広めることができる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

人類にとっての数

太古の昔、物を数えるための道具として

「自然数」は生まれた。やがて「自然数」

から「分数」へと数の世界は広がってい

ったが、どのような経緯を経たのか？人

類の歴史と共に探る。

教科書 章の予習復習 時間

人類にとっての数

「小数」、「無理数」、「ゼロの数」、「負の

数」と数の世界は更に広がっていった。

これらの歴史を当時の文化や考え方を

交えながら紹介する。

教科書 章の予習復習 時間

人類にとっての数

更に「実数」から「虚数」、「複素数」へ

と広がった数の世界。ガウス平面、オイ

ラーの公式など「複素数」に関する先人

たちの功績。また「複素数」の登場によ

って発展した科学について紹介する。

教科書 章の予習復習、レポート課題 時間

三角形から始める幾何学

ピタゴラスの定理や三角形の合同と相

似、三角比について振り返ることから始

め、それらを用いて、私達の身の回りの

ものを測ってみる。

教科書 章の予習復習 時間

平行線の公理

高校までの幾何では扱われていない平

行線の公理について、その内容と意義を

紹介し、平面とは異なる世界はどのよう

なものか、想像してみる。

教科書 章の予習復習 時間

身近にある曲面

平行線の公理を検討することにより現

れてきた、平面とは異なる曲面は結構身

近にある。そのような曲面を通して、曲

がっている世界を体験してもらう。

教科書 章の予習復習、レポート課題 時間

波の数理

音と光の基礎

身近な「波」を表現するために、「振幅」、

「波長」、「位相」という新たな概念を導

入し、波の現象について紹介する。さら

に、波の性質をもつ音波と光についても

概観する。

教科書 章の予習復習 時間

波としての光

光は粒子の性質と波の性質をあわせ持

つ。しかし、この認識は科学者達の長年

の研究と論争を経て得られたものであ

る。本講では光が波であることの根拠を

示す。そして写真やホログラフィーなど

の、波の性質を利用した光の記録方法に

ついて述べる。

教科書 章の予習復習 時間

電磁波

光は波である．弦を伝わる波は，弦の振

れが大きいところと小さいところが繰

り返し現れて波になっている．光が波な

らば，いったい何の振動なのだろうか．

マックスウェルは理論的に電磁波とい

う波の存在を予言し、さらに光が電磁波

の一種であることをつきとめた。本講で

は電磁波、そして光の正体について述べ

る。

教科書 章の予習復習 時間

レーザー光

光を発するもの（光源）には様々なのが

ある。太陽は最も明るい光源である。人

口の光源としては、電球、蛍光灯がある。

近年では省エネルギーな発光ダイオー

ド（ ）が急速に普及している。本講

では人が創りだした「最も高機能な光」

を発生するレーザーについて、発振の原

理及び応用について述べる。

教科書 章の予習復習、レポート課題 時間

線の発見から利用

線の発見から発生の原理、さらに 線

の利用について概観する。医療機器とし

てよく知られているレントゲンや 線

がなぜ体内を見透かすことができる

のかなどについても説明する。また、

線の欠点と安全性についても簡単に紹

教科書 章の予習復習 時間

教
養
科
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介する。

放射光と未来の光

科学技術の発展によりシンクロトロン

放射光という次世代の光を生み出した。

放射光の発生原理と科学等への利用を

紹介する。さらに、近年の利用されてき

ている次世代の放射光である自由電子

レーザーの特性についても簡単に紹介

する。

教科書 章の予習復習、レポート課題 時間

コペルニクス以前の天動説

惑星の運動の法則を考えるうえで、コペ

ルニクス以前の天動説に ついて概観す

る。

教科書 章の予習復習 時間

コペルニクスの地動説

天動説から地動説へ、惑星運行の法則、

実験で物理法則を実証す る近代自然科

学の萌芽を考える。

教科書 章の予習復習 時間

ガリレオの天文学

望遠鏡を発明した技術が自然観察であ

る天体観測を精密化し宇宙 を理解した

い知的好奇心が科学革命を導く過程を

考える。

教科書 章の予習復習、レポート課題 時間

関連科目 数学・物理の全科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

科学技術教養 基礎理工学機構

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
講義メモ 、レポート の総合点で評価する。

学生への

メッセージ

科学は現代社会で不可欠な学問の一つです。周囲を見渡せば、皆さんの生活が科学抜きには成立しないことがわかるでしょう。科学は近代になっ

て急速に発展しましたが、古くから人々が自然現象や数に興味を持って考察を進めたことが基礎になっています。本講義で科学の歴史や重大な発

見・発明の概要を学び、科学という学問をどう考えるか、さらに、これから科学や人間の活動はどう進んでいくべきか、各自で意見を持てるよう

になりましょう。

担当者の

研究室等
担当教員の居室〔 号館 階， 号館 階， 号館 階〕

備考
遅刻・欠席の扱いは、理工学部専門科目の出席および遅刻・欠席と同じ扱いとする。事前事後学習は、毎回 時間以上かけること。講義メモは毎

回採点して返却する。

教
養
科
目
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科目名 科学技術教養Ｔ２ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者
島田 伸一 神嶋 修 佐々木 洋平 中津 了勇 安井 幸

則

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

「情念や宗教」においては，時代を超えて人々に事物を伝えるために，「すごくたくさん」「山より大きい」といった抽象的な表現方法が用いら

れていた。 「科学」によって数や式を発明したことで，誤解無く誰でも客観的に量や概念を伝えることに成功し，人類は大きく飛躍することが

出来た。本講義では，科学技術を支える数学や物理学の内容を，時代背景を交えながら最新科学に至るまで講述する。

到達目標
時間や位置とともに変化する量をどのように表すのか，そして，その変化の割合がいったい何を意味し，現代科学につながっていくのかを 歴史

的背景も込めて 知る。

授業方法と

留意点
座学・説明中心の講義となるので 遅刻・私語は厳禁である。

科目学習の

効果（資格）

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

微積分学が成立するまでの

話

ニュートンとライプニッツという２つ

異なる個性が微積分学の成立にどう影

響したか その歴史を概観する。

課題・レポート

文字式から単位のない実数

の世界へ

微積分の厳密化の過程で 記号法・単位

の問題から実数概念をどう獲得してい

ったか振り返る。

課題・レポート

ヒルベルトのテーゼ：無矛盾

ならば存在する

微積分学が挑んだ無限を無矛盾・選択公

理をキーワードにして述べる。
課題・レポート

現代科学は力（ちから） か

ら始まった

ニュートンの運動の法則 は，なん

だか良くわからない力 を使って，なん

だか良くわからない質量 を定めた。ど

ちらもわかっていないのに，大丈夫なの

だろうか。

課題・レポート

万有引力の法則の美しいス

ケール不変性は偶然か

ニュートンが発見した「万有引力の法

則」は，巨大なサイズをもった惑星の運

動から導き出されたにもかかわらず，人

工衛星や，飛行機，果ては雨粒にまで適

用できることが分かった。これは，自然

科学において貴重な「スケール不変性」

をもつといい，人類の科学の発展にとっ

て，計り知れないほど幸運であった。

課題・レポート

破壊力，衝撃力はどちらも同

じ意味か

物体がもつ「運動の勢い」を考えると，

２つの新しい概念が生まれた。一つを運

動量といい，他方をエネルギーという。

どちらの量が「運動の勢い」を正しく表

している尺度なのか人々は５０年間議

論した。その結論はどうだったのか。

課題・レポート

蒸気機関と熱力学の誕生
世紀イギリス産業革命と熱機関。蒸

気機関の改良・熱効率・熱素説。
課題・レポート

蒸気機関と熱力学の誕生

カルノー登場。カルノーサイクルとそれ

を用いる思考実験。カルノーの定理の発

見。

課題・レポート

蒸気機関と熱力学の誕生

カルノーからケルビン そしてクラウ

ジウスに至る道。エネルギー保存則 熱

力学第一法則 不可逆性。熱力学第

二法則とその表現。熱力学的エントロピ

ー。

課題・レポート

角の 等分について

歴史的背景 方程式と結びつける ユ

ークリッド作図 作図できる数・できな

い数

課題・レポート

角の 等分について 度は 等分できない 体の考え方 課題・レポート

角の 等分について 体の拡大と作図できる数 定理の証明 課題・レポート

ニュートンからアインシュ

タインへ

慣性系、ガリレイ変換、マイケルソン・

モーレーの実験等々アインシュタイン

登場前に何が謎だったのかを説明する。

課題・レポート

特殊相対論

原理はたったの つだけ

２つの基本的な原理を出発点にして、従

来の時間や空間に対する考え方がどの

ように変更されたのか、高校レベルの数

学を使って解説する。

課題・レポート

一般相対論

重力の謎

ニュートンの万有引力の法則はアイン

シュタインの相対論ではどのように記

述されるのか？

課題・レポート

関連科目 数学・物理の全科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

科学技術教養

参考書

教
養
科
目
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番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
講義メモ レポート で評価する。

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等

備考 遅刻・欠席の扱いは、理工学部専門科目の出席および遅刻・欠席と同じ扱いとする。事前事後学習は毎回 時間以上かけること。

教
養
科
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科目名 科学技術教養Ｖ１ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者
居場 嘉教 井尻 貴之 尾山 廣 川崎 勝己 中嶋 義

隆 西村 仁 船越 英資 宮崎 裕明

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

新聞やテレビが病気・くすりについてのニュースを取り上げることは珍しくないが，その内容を理解することは容易ではない。本講義では，病気・

くすりの発見や原因解明の歴史，生命現象との関係などを個体レベルから遺伝子レベルにわたって幅広く平易に概説する。この講義の到達目標は，

病気・くすりに関する知識を習得し，新聞やテレビのニュースを理解できるようになることである。 また，病気の原因解明や治療法・くすりの

開発における生命科学研究の意義を理解できるようになることを目指す。

到達目標
（ ）病気・くすりに関する知識を習得し，新聞やテレビのニュースを理解できるようになる。

（ ）病気の原因解明や治療法・くすりの開発における生命科学研究の意義を理解できるようになる。

授業方法と

留意点

一話完結型のオムニバス形式で講義を行い，配付する資料とパワーポイントを用いて解説する。講義ごとに講義メモの提出を求める。その他，レ

ポート，小論文，演習問題などの課題を課す。

科目学習の

効果（資格）
生命科学に関するニュースがより身近になり，明確に理解できるようになる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

不妊のしくみ

日本人夫婦（カップル）は 組のうち

組は不妊と言われており，実際に治療

を受けている人が多い。しかし，なぜ不

妊になるのかはっきりしない場合も多

い。本講義では受精の仕組みから考えら

れる不妊の原因と現在の治療法につい

て概説する。

予習として テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（ 時間）

病気と遺伝子

我々が持つ は日常生活で頻繁に「傷

（変異）」を受けている。しかしながら、

ヒトの体内には傷を発見して治療する

安全システムが備わっており、「がん」

を未然に防いでいる。本講義では、がん

の発症に密接に関わる「遺伝子の傷」と

体を守る安全システムの仕組みについ

て概説する。

予習として テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（ 時間）

なぜ肥満は問題なのか？

肥満そのものは病気とは言えない。しか

し，糖尿病，高脂血症，高血圧，脳血管

障害など様々な「生活習慣病」と呼ばれ

る疾患のリスクファクターになること

が知られている。なぜ肥満が様々な疾患

の原因になってしまうのか，そのメカニ

ズムと予防・治療法について解説する。

予習として テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（ 時間）

免疫が引き起こす病気のし

くみ

外敵や内なる敵から自らを守るために

つくられた免疫システムの概要と，が

ん，ウイルス感染 インフルエンザ， ，

肝炎 ，アレルギー疾患などとの関連に

ついて紹介する。

予習として テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（ 時間）

がんの発生とその予防法

死因別死亡率のトップはがんであり，約

人に 人ががんで亡くなっている。自

分の意思で調節可能なはずの危険因子

である喫煙が，がんの原因の を占め

ており，単因子要因としては最大であ

る。本講義では，がんの発生機序やその

予防法について説明する。

予習として テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（ 時間）

ミトコンドリアと病気

太古の昔にヒトの細胞に侵入した細菌

が由来のミトコンドリアであるが，我々

の生と死はそのミトコンドリアに支配

されている。本講義では，ミトコンドリ

アの特徴，役割およびミトコンドリアに

関連した病気について概説する。

予習として テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（ 時間）

くすりと遺伝子工学

ある生物から分離した遺伝子を別の細

胞または生物体に導入して，遺伝子産物

（タンパク質）を生産したり，新しい形

質を作り出すなど，遺伝子を人工的に操

作する技術，遺伝子工学について紹介す

る。

予習として テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（ 時間）

くすりと組換え生物

生物が持つ遺伝情報に改変を施した「遺

伝子組換え生物」は、再生医療やヒト疾

患の治療法を開発するための重要なツ

ールとして利用されていることに加え、

バイオ医薬品の開発などにも役立って

いる。本講義では、遺伝子組換え生物や

クローン生物の作製に関する技術と応

用について概説する。

予習として テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（ 時間）

くすりとバイオインフォマ

ティクス

遺伝子やタンパク質の配列情報を例に

バイオインフォマティクスの概要につ

いて説明し，病気と遺伝子，ゲノム創薬

への応用について述べる。

予習として テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（ 時間）

くすりとタンパク質のかた

ち

タンパク質構造決定の意義と構造決定

法のひとつである 線結晶構造解析の

予習として テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（ 時間）
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概要から，インフルエンザ治療薬を例に

医薬品開発への応用について述べる。

くすりとゲノム

ゲノムとは，創薬とは，遺伝子診断など

を解説し，生命倫理，歴史的な背景や将

来の課題と発展方向をさぐる。

予習として テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（ 時間）

薬物乱用と依存性薬物

社会のルールからはずれた方法や目的

で，薬物を使うことを薬物乱用という。

薬物依存というと，その人の性格や人格

の問題と思われがちであるが，脳内報酬

系の異常という生物学的基盤があるこ

とを理解する必要がある。本講義では，

薬物依存の形成機構および各種の依存

性薬物について説明する。

予習として テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（ 時間）

遺伝子治療の最前線

遺伝子により治療はできるか，遺伝性疾

患，科学・技術の概要，基本的な原理，

を解説．生命倫理や関連した話題のトピ

ックについても触れる。

予習として テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（ 時間）

認知症～その原因と治療法

我が国は超高齢化社会へと進行し続け

おり， 年には高齢者の 人に 人

が認知症患者になると推定されている。

そのため，認知症の発症率の低下や進行

抑制のための有効な手立てが見つから

なければ，社会的な負担が著しく増加す

ると懸念されている。認知症の原因や治

療薬の開発など最新の知見を踏まえて

解説する。

予習として テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（ 時間）

細胞研究の最前線

京都大学の山中伸弥教授によって作り

出された 細胞の基礎・臨床研究は今

や国家プロジェクトであり，新聞やテレ

ビでもたびたび登場する。本講義で

細胞の発見から現在までの研究状況を

概説する。

予習として テキストの該当する項目を熟読し，

講義後に配布資料を復習する（ 時間）

関連科目 科学技術教養

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

講義メモ およびレポート・小論文・演習問題などの課題 の総合点で評価する。なお， 分未満の遅刻は欠席 日， 分以上の遅刻は欠

席 日とする。

学生への

メッセージ

病気やくすりはみなさんの身近な問題で，関心も大きいと思います．本講義では病気やくすりについて，生命科学の観点から具体例を挙げて分か

りやすく解説します。本講義は生物・薬を中心とした幅広い分野を含んでおり、各自の専門と関連する講義内容もあります。毎回出席して各自の

専門とのつながりを見つけ、幅広い教養を身につけてください。

毎回レポート・課題があるので、毎回出席すること。

担当者の

研究室等
号館 階 川崎，尾山，西村，中嶋，宮崎，船越，井尻，居場研究室

備考 事前事後学習に要する総時間の目安は 時間

教
養
科
目
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科目名 科学技術教養Ｖ２ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者
長田 武 青笹 治 井尻 貴之 大橋 貴生 木村 朋紀

西矢 芳昭 松尾 康光 向井 歩

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

本講義では、微生物の単離・殺菌技術や化粧品の開発、繊維加工に利用されている遺伝子組換え技術など、我々のくらしを豊かにするバイオテク

テクノロジーから、環境リスクの評価、ヒトの健康を守る知識や技術まで、生命科学の分野における最新の研究事例を取り上げ、幅広く解説する。

到達目標 醗酵・腐敗の歴史、遺伝子組換え技術、バイオエネルギー、機能性食品など、我々の健康とくらしを支えている生命科学について説明できる。

授業方法と

留意点

講義内容について資料を配付し、パワーポイントを用いて解説する。講義ごとに受講メモの提出を求める。その他、レポート、小論文、演習問題

などの課題を課す。

科目学習の

効果（資格）
遺伝子組換え技術などのバイオテクテクノロジーと、我々のくらしや健康との関わりが理解できる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

機能性食品などの新しい食

品の形態

食品の一次機能 栄養素 ，二次機能 味，

触感など および三次機能 生体機能の

調節などの新規機能 について解説し，

保健機能食品制度，特定保健用食品，栄

養機能食品など新しい食品の形態を講

述する．

配布資料を復習する。

化粧品とバイオテクノロジ

ー

バイオテクノロジーを化粧品開発に応

用した事例を紹介し，実際の商品をとり

上げてバイオテクノロジーのメリット

を解説する．

配布資料を復習する。

繊維とバイオテクノロジー

繊維に反応する酵素を紹介し，これらを

用いた繊維加工の応用例および今後の

可能性について解説する．

配布資料を復習する。

遺伝子組換え植物とその将

来

代表的な遺伝子組換え植物の創生方法

について簡単に紹介し，世界における遺

伝子組換え植物の実際，遺伝子組換え作

物の環境への影響，また，日本における

組換え作物の安全審査について説明す

る．さらに，遺伝子組換え賛成派と反対

派の主な意見についても触れる．

配布資料を復習する。

バイオレメディエーション

の可能性

過去，日本であった重金属汚染について

簡単に復習し，特に水銀に焦点を合わせ

て水銀浄化法を説明する．物理化学的浄

化法と微生物を用いた生物学的浄化法

を対比しながら，適宜遺伝子組換え技術

について補足を加え概説し，植物を用い

た生物学的浄化法についても説明する．

配布資料を復習する。

エネルギーの創生と生物・環

境に及ぼす影響

近年，エネルギーの枯渇化問題や生物と

これを取りまく環境との共生の問題を

解決する新規エネルギーの創生が強く

望まれている．本講義では，これまでに

使用されてきたエネルギーから最先端

のエネルギーまでの特徴を，生物と環境

へ及ぼす影響といった観点から解説す

る．

配布資料を復習する。

バイオエネルギー技術

世紀に入り，エネルギー枯渇問題，

環境負荷低減の要請から，生物の持つエ

ネルギーを新しい代替エネルギーとし

て利用する試みが急速に発展している．

本講義では，バイオエネルギーの概要か

ら最先端のバイオエネルギー技術まで，

現在のエネルギーとの比較や生態系・環

境との共生の立場から解説する．

配布資料を復習する。

食品の健康障害リスクと対

策

微生物，アレルギー性物質，残留農薬な

どの食品に存在するヒトの健康障害リ

スクについて具体的な事例を取り上げ，

解説する．

配布資料を復習する。

動く分子とバイオテクノロ

ジー

合成酵素や細菌のべん毛モーターな

どの動く分子を紹介し、生物がもつ運動

機能を生体分子モーターなどへ応用す

るバイオテクノロジーについて解説す

る。

配布資料を復習する。

昆虫学を用いた、ヒトのくら

しを支える科学技術

地球上でもっとも繁栄した生物群であ

る昆虫は、時にヒトのくらしを脅かす害

虫となり、時にヒトに恵みをもたらす益

虫となる。害虫からヒトの財産・健康を

守り、益虫のもたらす恩恵を最大化する

ためには、昆虫を「知る」ことが不可欠

である。本講義では、昆虫学がうみだす

知識が、どのように科学技術に応用され

ているかを紹介する。

配布資料を復習する。

機能性糖質
食品や産業などに利用されている機能

性の糖質の具体例を紹介し、人の健康や
配布資料を復習する。
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産業にとってどのような機能性がある

のかを解説する。

糖質とバイオ医薬

人の体の中で、糖質はエネルギー源とし

て利用されているだけでなく、免疫応

答・代謝物の末梢組織への運搬など、多

岐に渡った生命維持に必要な機能を有

している。本講義では、このような糖質

の生理機能について解説する。

配布資料を復習する。

生体高分子の利用

最近、廃棄されたプラスチックにより生

成されるマイクロプラスチックによる

環境汚染問題が問題視されている。本講

義では、今後幅広く使用されることが期

待される生体高分子がどのように利用

され、化学合成によりつくられる様々な

マテリアルに代替されているかについ

て解説する。

配布資料を復習する。

環境リスクの評価方法

環境汚染物質や食品添加物などの合成

化学物質などのヒトに対する安全性評

価すなわちリスクアセスメントの考え

方を講述し，水道水質基準や環境基準の

策定に関する基本的な考え方を述べる．

配布資料を復習する。

地球規模の環境破壊と人体

への影響

主にオゾン層の破壊，地球の温暖化およ

び酸性雨に関して発生原因，発生機構，

人への影響およびその防止対策に関し

て述べる．

配布資料を復習する。

関連科目 科学技術教養Ｖ１

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

講義メモ およびレポート・小論文・演習問題などの課題 の総合点で評価する。 分未満の遅刻は欠席 日、 分以上の遅刻は欠席 日

とする。

学生への

メッセージ

本講義では、遺伝子組換え技術、バイオエネルギー、機能性食品など、我々の健康とくらしを支えている生命科学について、具体的な事例を取り

上げ、分かりやすく解説します。本講義は、生物・環境を中心とした幅広い分野を含んでおり、各自の専門と関連する講義内容もあります。毎回

出席して各自の専門とのつながりを見つけ、幅広い教養を身につけてください。

毎回レポート・課題があるので、毎回出席すること。出席および遅刻・欠席の扱いは、一回目の講義で説明します。

担当者の

研究室等
１号館８階 長田講師室

備考 事後学習に要する総時間の目安は 時間
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科目名 株式投資と企業家育成 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教養特別講義

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 林 正浩

ディプロマポリシー
科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ△ 科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： △ 科： ◎ 科：

◎ 科： ◎ ： ◎

科目ナンバリング
科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： ～ 科： ～ 科・ 科： ～ 科：

～ 科： 科： ～ 科： ～

授業概要・

目的

『「投資」とは何か』、個人投資に必要な基本的な金融・経済知識と投資手法にについて学び、シミュレーションによる資産運用演習を体験します。

更に、投資対象として注目度が高い新興企業（ベンチャー企業）について、新規事業の着想から，ビジネスモデルの構築，そして実際の起業に至

るまでの諸課題や起業の実際，事業の維持・継続と発展に不可欠な諸要素について学びます。

【担当教員実務経歴】

①ベンチャー投資財団（企業投資業務担当）

②監査法人（株式上場コンサルティング担当）

到達目標

将来、就職してからの確定拠出型年金制度への対応として、各種投資金融商品の特徴と運用リスク、リターンに対する税務処理を習得し、個人投

資家の育成を目指します。

また、将来の選択肢として自身のアイデアをビジネスに転換するための知恵を習得する起業家育成を目指します。

授業方法と

留意点

毎回、当該授業内容に関するキーワードを記載した「講義メモ」と付属資料を配付します。

「講義メモ」のキーワードについては、授業後の復習として活用してください。

またスライドで説明した内容について、自身で「講義メモ」に必要な点のみを記載する、効率的で効果的なノートの取り方を身に付けてください

（板書の習慣を変えてください）。

毎回、講義内容に関する質問（アンケート表）を配布します。講義終了時に提出してもらいます。

科目学習の

効果（資格）

自身の将来に向けた資産形成に必要な基本的ノウハウの習得

学生時代に自身のアイデアをビジネスに活かす挑戦意欲の醸成と将来の就くべき職業の選択肢を増やす（視野を拡げる）

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

講座ガイダンス

個人投資とは？

起業家とは？

講座ガイダンス（勉強方法・評価方法）

投資を学ぶ理由（確定拠出型年金制度へ

の対応、老後の資金需要への対応）

起業家教育を受ける理由

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習（ 時間）

経済、財政の基本知識と投資

との関係

投資のために必要とされる消費生活に

おける経済動向

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。

設問による授業内容の再確認

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（ 分）。

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習（ 時間）

家計と国の財政動向による

投資環境への影響

雇用と所得、財政の役割

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。

設問による授業内容の再確認

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（ 分）。

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習（ 時間）

海外の動向による影響と経

済指標との関係

景気動向指数、為替動向による投資環境

への影響と対応

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。

設問による授業内容の再確認

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（ 分）。

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習（ 時間）

株式市場の役割と株式価値

株式市場、発行市場、流通市場による株

式の役割と価値

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。

設問による授業内容の再確認

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（ 分）。

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習（ 時間）

銘柄選択の考え方と投資シ

ミュレーションの説明

投資情報に基づく株価評価の考え方と

投資シミュレーション

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。

設問による授業内容の再確認

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（ 分）。

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習、投資シミュレーシ

ョン開始（各自）（ 時間）

債券市場の役割と投資の考

え方

債券の基礎情報と債券投資の仕組み。金

利の決定方法。

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。

設問による授業内容の再確認

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（ 分）。

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習、投資シミュレーシ

ョン開始（各自）（ 時間）

株式市況先読みの捉え方

株式投資の基本的分析手法と投資テク

ニック

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。

設問による授業内容の再確認

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（ 分）。

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習、投資シミュレーシ

ョン開始（各自）（ 時間）

チャート分析と銘柄選定の

考え方

株価下降局面、景気低迷期における投資

リスクヘッジの考え方

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。

設問による授業内容の再確認

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（ 分）。

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習、投資シミュレーシ

ョン開始（各自）（ 時間）

投資信託の仕組み

グローバル投信を含む投資信託商品選

定の考え方

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。

設問による授業内容の再確認

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（ 分）。

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習、投資シミュレーシ

ョン開始（各自）（ 時間）

外貨預金・ＦＸ・金投資の仕

組みと投資の考え方

外貨預金・ＦＸ・金投資の魅力とリスク

判定

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（ 分）。

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習、投資シミュレーシ

教
養
科
目

151



摂南大学シラバス

設問による授業内容の再確認 ョン開始（各自）（ 時間）

企業組織と上場市場

ベンチャー企業組織組成の考え方と株

式公開の意義。

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。

設問による授業内容の再確

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（ 分）。

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習、投資シミュレーシ

ョン開始（各自）（ 時間）

事業構想におけるドメイン

設定の考え方

起業準備としての事業構想の立て方と

事例によるディスカッション

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。

設問による授業内容の再確認

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（ 分）。

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習、投資シミュレーシ

ョン開始（各自）（ 時間）

経営機能構造の設計と税務

ビジネスモデル設計の考え方と会社設

立および税務手続き。

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。

設問による授業内容の再確認

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（ 分）。

＜事後＞授業で学んだキーワードを調べることに

よる再認識と事例等の検索学習、投資シミュレーシ

ョン開始（各自）（ 時間）

投資シミュレーション結果

検証

各自投資シミュレーションの結果報告

と銘柄変動の要因についてのディスカ

ッション。

＜事後＞投資シミュレーション結果と分析の再確

認（ 分）

関連科目 ベンチャービジネス論、経営管理論、ビジネスプランニング（演習）

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

①毎回のアンケート内の［設問１］に対する回答評価（評価割合： ％）

授業内容のお復習いとして設定してある設問について、授業から学んだ手法を用いた自身の考え方を評価しま

す。またアンケート内の［設問２］（授業内容に関する質問および要望）について、積極的に質問または提案した場

合は加点評価とします。

なお、当該質問や要望については、次回授業時に解説文を付けて一覧表にして学習者全員に資料配付します。

②最終課題レポート（評価割合： ％）

投資手法および銘柄選定（経済指標分析）に関する知識度を判定するため、総括的評価としてのレポート課題と

します。

学生への

メッセージ

■「投資」はギャンブルではありません。将来の資産形成のための金融手段です。

■「儲かる／儲からない」を競うものでもありません。

■法令を遵守した投資スタンスが必要です。

■投資は、あくまでも自己責任で行うものです。

この点を理解できる学生は参加してください。

担当者の

研究室等
１１号館７階 林研究室

備考 実際の株式銘柄の動きを反映した「投資シミュレーション」を行う予定です。

教
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科目名 企業経営 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 大田 住吉

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

・学ぶのは、「戦略」です。企業経営の視点から、とくに理系学生にとって不可欠な「ものづくり」に関するテーマにフォーカスし、その「ビジ

ネス戦略」について様々な視点から学ぶ「ビジネススクール形式」の授業です。

・主な学習テーマは、以下のとおりです。

①理工学部の学生にとって、なぜ「ビジネス戦略」を学ぶことが必要なのか？

②起業し、経営し、そして成功するための「ビジネス戦略」とは、何か？

③「ものづくり」を行う製造業は、日頃どんな課題を抱え、どのように解決しているのか？

④「ものづくり」を行う製造業にとって、市場のニーズをどう掴むのか？

⑤「ものづくり」を行う製造業は、卸・小売・サービス業とはどんな違いがあるのか？

⑥厳しい国際間競争の中で、「ものづくり」をビジネス戦略や企業の持続的成長にどう活かせば良いのか？

・なお、この科目は、「実務経験のある教員による授業科目」です。民間企業、経済団体、シンクタンク等に通算 年間勤務し、また経営コンサ

ルタント 中小企業診断士 として 社以上（うち製造業 社以上）の企業経営支援に携わった実務経験を活かし、アクティブラーニング（ケ

ースメソッド形式）による実践的な授業を行います。

到達目標

・実社会で「戦力」として通用するビジネスリーダーを養成することが、この授業の到達目標です。

・「ものづくり」とビジネス戦略の関連性について分析し、判断し、表現する、実践的な知識および能力を身につけることができます。

・また、その到達目標をクリアできているか検証するため、毎回の授業において、ケースメソッドによる個人作業、グループワーク、プレゼン、

質疑応答等を実施し、その到達度合いを一人一人判定します。

授業方法と

留意点

・この授業は、座学ではありません。授業の特徴は、以下のとおり。

① 基本的な「ものづくり」の企業事例について、実際のビジネス現場で起きるケースメソッド（仮想企業による事例研究）を準備し、学生同

士でディスカッションを行う「ビジネス・スクール形式」の授業です。

② 毎回の授業においてグループ討議、プレゼン、質疑応答などを徹底的に繰り返し、明るく、楽しく、わかりやすく、学びます。

③ グループメンバー、役割分担は定期的に交替し、自分の考えを主張するとともに、他人の考え方との違いを体感します。

・なお、授業ではスマホ等を使ったキーワード検索等があります。教科書の他、スマホ等は必ず持参して下さい。

科目学習の

効果（資格）
・販売士または中小企業診断士等の資格取得に向けた基礎知識の習得に効果があります。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス ～この授業で

何を学ぶのか？～

本科目の目的とテーマ、授業の進め方・

ルール、成績評価基準等について説明し

ます。

＜予習＞

テキストを熟読し、分からない専門用語等は事前に

調べておくように 時間 。

＜復習＞授業の最後に必ず「本日のポイント」を説

明します。その内容について、しっかり復習し、小

レポートにまとめて下さい 時間

ケースメソッドⅠ：

ものづくりをマネジメント

する

企業事例研究：和菓子メーカーＳ社～①

作業標準書、生産方法、生産形態～

＜予習＞

教科書 時間

＜復習＞

生産方法・形態の違い、なぜ作業標準書が必要か等

について、しっかりと復習し、小レポートにまとめ

て下さい 時間

同上②
企業事例研究：和菓子メーカーＳ社～②

生産工程の揺らぎと進捗管理～

＜予習＞

教科書 時間

＜復習＞

生産の進捗を遅らせる原因分析と、それが取引先に

どれだけ迷惑をかけるのか、しっかりと復習し、小

レポートにまとめて下さい 時間

同上③
企業事例研究：和菓子メーカーＳ社～③

不良品発生とその解決策～

＜予習＞

教科書 時間

＜復習＞

個の不良品を発生させることが、生産工程全体に

どんな影響を及ぼすのか、しっかりと復習し、小レ

ポートにまとめて下さい 時間

同上④
企業事例研究：和菓子メーカーＳ社～④

工程間のムダの排除～

＜予習＞

教科書 時間

＜復習＞

生産の進捗を遅らせる「揺らぎ」を解決するために

何が必要なのか、しっかりと復習し、小レポートに

まとめて下さい 時間

同上⑤
企業事例研究：和菓子メーカーＳ社～⑤

ロット生産と１個流し～

＜予習＞

教科書 時間

＜復習＞

製造業にとって、市場で生き残るための「ものづく

り」とは何か、しっかりと復習し、小レポートにま

とめて下さい 時間

ケースメソッドⅢ：

アジアの中で生き残れ！

企業事例研究：プリント基板メーカーＹ

社～①企業の海外進出理由～

＜予習＞

教科書 時間

＜復習＞

業種や進出先によって、理由が異なる点について、

しっかりと復習し、小レポートにまとめて下さい

時間

同上②
企業事例研究：プリント基板メーカーＹ

社～②国内回帰とマザー工場～

＜予習＞

教科書 時間

＜復習＞

せっかく海外進出したのに、なぜ戻って来るのかに

ついて、しっかりと復習し、小レポートにまとめて

下さい 時間
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同上③
企業事例研究：プリント基板メーカーＹ

社～③ライン生産とセル生産～

＜予習＞

教科書 時間

＜復習＞

つの生産方法のメリット・デメリット、国際立地

戦略における使い分け等について、しっかりと復習

し、小レポートにまとめて下さい 時間

同上④
企業事例研究：プリント基板メーカーＹ

社～④ライン生産のボトルネック～

＜予習＞

教科書 時間

＜復習＞

ライン生産のボトルネックについて、実例と試算に

よる検証について、しっかりと復習して下さい。

同上⑤
企業事例研究：プリント基板メーカーＹ

社～⑤アジア諸国との競争戦略～

＜予習＞

教科書 時間

＜復習＞

アジアとの競争の中で、生産の 要素をどのように

戦略化すべきか、しっかりと復習して下さい。

ケースメソッドⅢ：

シャッターガード誕生物語

技術開発型ベンチャー企業Ｙ社～①起

業家精神と 分析～

＜予習＞

教科書 時間

＜復習＞

起業家「精神」だけでは決してビジネスに成功しな

い点を、しっかりと復習し、小レポートにまとめて

下さい 時間

同上②
技術開発型ベンチャー企業Ｙ社～②個

人市場と法人市場比較～

＜予習＞

教科書 時間

＜復習＞

と の戦略の違いを、しっかりと復習し、

小レポートにまとめて下さい 時間

同上③
技術開発型ベンチャー企業Ｙ社～③製

品流通チャネルと流通価格戦略～

＜予習＞

教科書 時間

＜復習＞

流通プロセスにおける価格設定のポイントについ

て、しっかりと復習し、小レポートにまとめて下さ

い 時間

同上④
技術開発型ベンチャー企業Ｙ社～④損

益分岐点と目標売上高～

＜予習＞

教科書 時間

＜復習＞

持続的成長のために利益を出すことの重要性につ

いて、しっかりと復習し、小レポートにまとめて下

さい 時間

関連科目 ＣＳＲ経営論、産業社会と知的財産など

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

アクティブラーニング（ケースメソッド）授業テキ

スト ものづくりと企業ビジネス 第 版
大田住吉、佐々木公之 デザインエッグ社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

イラスト図解 工場のしくみ 松林光男、渡部弘 日本実業出版社

工場コストダウン事典 五十嵐瞭 日刊工業新聞社

現場のムダどり事典 山田日登志 日刊工業新聞社

評価方法

（基準）

①グループワークへの貢献度（参加意欲、役割分担、個人別作業、呼応発言内容など）（ ％）

②制限時間内におけるプレゼン用シートの記載内容・分析力（ ％）

③プレゼン力および質疑応答対応力（ ％）

④毎回の授業における理解度チェック小テスト ％

⑤定期試験（論述式）（ ％）

による総合評価。

ただし、①～④は、毎回の授業の都度採点し、集計します。

学生への

メッセージ

・通算 年間の民間企業等でのビジネス経験やコンサルティング経験をもとに、皆さんと熱くディスカッションしましょう！

・失敗は大いに結構です。実社会に通用する真のビジネスリーダーにチャレンジしたい人、大歓迎です。

担当者の

研究室等
号館 階 大田住吉研究室

備考
理解度チェック小テストの結果については、授業の中で適宜フィードバックします。

事前事後学習は各々概ね 分程度を目安に行ってください。
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科目名 技術英語 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 平尾 秀実

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

このクラスの目的は、技術者として、研究者として必要となる基本的な英語力を養成することである。具体的には、基本的な科学技術系英語の語

彙・表現を増やし、書き表したり、また自らも発音することができるようになることを目標とする。

到達目標
科学技術に関する英語の語彙力をつけ、技術英語に対して興味を持ち、工業英検４・３級合格を目標とする。

授業方法と

留意点
基本的な英語で書かれた科学系、工学関連のテキストを使用し、語彙強化し知識を実際に運用する訓練を行う。

科目学習の

効果（資格）
工業英検 級・ 級

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

化学に関する語句（１）

リーディング

ライティング

テキスト、 の問題を解いておくこと。 復

習ーその日の問題の単語を書けるようにすること。

化学に関する語句（２）

リーディング

ライティング

テキスト、 ２ の問題を解いておくこと。

復習ーその日の問題の単語を書けるようにするこ

と。

単語小テスト：

物理学に関する語句（ ）

リーディング

ライティング

テキスト、 ３ の問題を解いておくこと。

復習ーその日の問題の単語を書けるようにする

こと。

単語小テスト：

物理学に関する語句（２）

リーディング

ライティング

テキスト、 ４ の問題を解いておくこと。

復習ーその日の問題の単語を書けるようにするこ

と。

単語小テスト

天文学に関する語句

リーディング

ライティング

テキスト、 ５ の問題を解いておくこと。

復習ーその日の問題の単語を書けるようにするこ

と。

単語小テスト：

地球科学に関する語句

リーディング

ライティング

テキスト、 の問題を解いておくこと。 復

習ーその日の問題の単語を書けるようにすること。

単語小テスト

環境・資源に関する語句

リーディング

ライティング

テキスト、 の問題を解いておくこと。 復

習ーその日の問題の単語を書けるようにすること。

単語小テスト：

生物に関する語句（１）

課題テスト

リーディング

ライティング

テキスト、 の問題を解いておくこと。 復

習ーその日の問題の単語を書けるようにすること。

単語小テスト

生物に関する語句（２）

リーディング

ライティング

テキスト、 の問題を解いておくこと。 復

習ーその日の問題の単語を書けるようにすること。

単語小テスト：

生物に関する語句（３）

リーディング

ライティング

テキスト、 の問題を解いておくこと。 復

習ーその日の問題の単語を書けるようにすること。

単語小テスト

人体・医学に関する語句（１）

リーディング

ライティング

テキスト、 の問題を解いておくこと。 復

習ーその日の問題の単語を書けるようにすること。

単語小テスト

人体・医学に関する語句（２）

リーディング

ライティング

テキスト、 の問題を解いておくこと。 復

習ーその日の問題の単語を書けるようにすること。

単語小テスト

科学・技術に関する語句（１）

リーディング

ライティング

テキスト、 の問題を解いておくこと。 復

習ーその日の問題の単語を書けるようにすること。

単語小テスト

科学技術・産業に関する語句

（２）

リーディング

ライティング

テキスト、 の問題を解いておくこと。 復

習ーその日の問題の単語を書けるようにすること。

単語小テスト ：

建築・土木に関する語句

リーディング

ライティング

復習ーその日の問題の単語を書けるようにする

こと。

定期試験の準備。単語小テスト

関連科目 その他の英語科目全て

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

佐藤誠司 南雲堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

４級工業英検問題集 日本工業英語協会

３級工業英検問題集 日本工業英語協会
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評価方法

（基準）

学習の進捗度 ％、 期末試験 ％、 レポート１０％、 課題テスト ％、、小テスト１０％ （工業英検を受験し、 級・ 級に

合格すると特別に評価に加えます）

学生への

メッセージ
音楽や、映画など、自分が興味のあるものを原語で楽しむことが語学力の向上につながります。

担当者の

研究室等
７号館２階（非常勤講師室）

備考

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること。 課題（レポート）には 回あたり 時間以上かけて仕上げること．

自主学習には，期末試験の準備を含めて，合計 時間はかけること．

英単語は を含めて，毎日，平均 時間は学習すること．

課題テストで間違った所は復習して覚えること

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」
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科目名 基礎英語Ⅰａ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス Ａ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 東野 厚子

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

英語は今日世界共通語としての地位を築きつつあります。今後好むと好まざるにかかわらず、英語は私たちの生活にますます関わってきます。こ

うした時代の流れに対応するためにも、文法・語法を徹底し、それを実践にいかし、読解力を身に付けることを目標にします。

到達目標 基礎英文法を徹底的に理解し、国際的コミュニケーションのための基本的な意思疎通ができる。

授業方法と

留意点

授業では、まず単語テスト、各 で小テストを行うので文法、語彙等の復習をすること、また文法事項の確認の後、英文読解、リスニング等

を行うので学習予定の内容について予習を行っておくことが必要である。

科目学習の

効果（資格）
基礎読解力、語彙力をつける。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション 講義の進め方、評価方法等を説明

主語と述語動詞を見つける

文法事項の説明、練習問題、語彙の確認

教科書・英和辞典を持参すること

主語と述語動詞の確認をする

主語と述語動詞を見つける

動く学校ってなんだろう？

テキスト予習、復習

単語：

目的語と補語を認識する

文法事項の説明、練習問題、語彙の確認

テキスト予習、復習

単語：

目的語と補語を認識する

砂漠の中の未来型都市

テキスト予習、復習

単語：

主節と従属節を見分ける

文法事項の説明、練習問題、語彙の確認

テキスト予習、復習

単語：

主節と従属節を見分ける

人間の世話をするロボット達

テキスト予習、復習

単語：

等位接続詞の役割を理解する

文法事項の説明、練習問題、語彙の確認

テキスト予習、復習

単語：

等位接続詞の役割を理解する

外向型と内向型の性格

テキスト予習、復習

単語：

不定詞を理解する

文法事項の説明、練習問題、語彙の確認

テキスト予習、復習

単語：

不定詞を理解する

宇宙ホテルをのぞいてみよう

テキスト予習、復習

単語：

関係代名詞の違いを理解する

文法事項の説明、練習問題、語彙の確認

テキスト予習、復習

単語：

関係代名詞の違いを理解する

宗教の違いを超えた会合

テキスト予習、復習

単語：

時制の違いを理解する

文法事項の説明、練習問題、語彙の確認

テキスト予習、復習

指示された単語学習

時制の違いを理解する

求職者が集まる人気企業

テキスト予習、復習

指示された単語学習

まとめ

１－７全体の復習
これまでの学習内容のまとめと確認

学習内容の総復習

指示された単語学習

関連科目 基礎英語

教科書
番号 書籍名 著者名 出版社名

岡本 京子他 成美堂

西谷 恒志 成美堂

参考書 番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

原則として出席率 ％以上の学生のみを成績評価の対象とする。

共通試験（統一英語単語テスト） ０％ ％ 課題提出・授業参加（授業への積極性など）を ０％ 定期試験４ ％の割合で総合的

に評価する。

学生への

メッセージ
基本的な文法を理解し、確実に英語力をつけることを目指します。あきらめず、積極的に学習をすすめ、英語の資格試験にも挑戦しましょう。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考
事前事後学習には、毎回１時間以上かけること。

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 基礎英語Ⅰａ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス Ｂ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 梅田 尋道

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

英語は今日世界共通語としての地位を築きつつあります。ですから今後好むと好まざるにかかわらず、英語は私たちの生活にますます関わってき

ます。こうした時代の流れに対応するためにも、もう一度英語全体の根底にある文法・語法を徹底し、それを実践にいかし、読解力を身に付ける

ことを目標にします。

到達目標 基礎英文法を徹底的に理解し、国際的コミュニケーションのための基本的な意思疎通ができる能力を有する。

授業方法と

留意点
毎回、クラスのほぼ全員に答えてもらうので、予習を欠かさないこと。

科目学習の

効果（資格）
ＴＯＥＩＣ 点台を取るのに必要な読解力、語彙力をつける。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス 講義の進め方、評価方法などを説明。 教科書・英和辞典を持参すること。

学習範囲のパッセージの音読

学習範囲のパッセージの音読

学習範囲のパッセージの音読

学習範囲のパッセージの音読

学習範囲のパッセージの音読

学習範囲のパッセージの音読

中間テスト
のまとめと中間試験 中間テストの準備

学習範囲のパッセージの音読

学習範囲のパッセージの音読

学習範囲のパッセージの音読

学習範囲のパッセージの音読

学習範囲のパッセージの音読共通テストに向けて

学習

学習範囲のパッセージの音読

のまとめ 定期試験の学習

関連科目 基礎英語

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

他 成美堂

西谷 恒志 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

原則として出席率 ％以上の学生のみを成績評価の対象とする。

統一英語単語テスト２０％、 を２０％、課題提出・授業参加（授業への積極性など）を ０％、中間試験と定期試験の合計点を４ ％

の割合とする。

学生への

メッセージ

“ ” ―
たくさん失敗し、たくさん学んでください！

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考
事前事後学習には、毎回１時間以上かけること。

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

教
養
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摂南大学シラバス

科目名 基礎英語Ⅰａ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス Ｃ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 廣野 允紀

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

スコアの向上。

基本的な英語力の養成。

到達目標

中学校・高等学校で学んだ基礎英語の復習。

基本的な文法・英単語を身につけ、簡単な英語の読み物を理解できるようになる。

点前後の実力を身につける。

授業方法と

留意点

・今まで学んできた基礎的な文法事項を解説し、 の問題形式に慣れていくための問題演習や共同学習に取り組むことによってスコア向上や、

英語の理解を深める。

・共通テキスト『 』により語彙力の強化を図る。

科目学習の

効果（資格）
基本的な英語力、または のスコアの向上。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

イントロダクション
授業の進め方、評価の仕方、予習の仕方

など、実力テスト

単語学習（単語番号 ）

の予習

１

２

５文型、名詞、冠詞

演習（リーディング、リスニング）

１、２の復習

３、４の予習

単語学習（単語番号 ）

３

４

代名詞１、２

演習（リーディング、リスニング）

３、４の復習

５、６の予習

単語学習（単語番号 ）

５

６

時制

進行形

演習（リーディング、リスニング）

５、６の復習

７、８の予習

単語学習（単語番号 ）

７

８

完了形１、２

演習（リーディング、リスニング）

７、８の復習

９、１０の予習

単語学習（単語番号 ）

９

１０

助動詞１、２

演習（リーディング、リスニング）

９、１０の復習

１１、１２の予習

単語学習（単語番号 ）

１１

１２

関係詞１、２

演習（リーディング、リスニング）

１１、１２の復習

単語学習（単語番号 ）

実力テスト 実際の形式で、 の問題に取り組む
１３、１４の予習

単語学習（単語番号 ）

１３

１４

態１、２

演習（リーディング、リスニング）

１３、１４の復習

１５、１６の予習

単語学習（単語番号 ）

１５

１６

不定詞１、２

演習（リーディング、リスニング）

１５、１６の復習

１７、１８の予習

単語学習（単語番号 ）

１７

１８

分詞１、２

演習（リーディング、リスニング）

１７、１８の復習

１９、２０の予習

単語学習（単語番号 ）

１９

２０

動名詞１，２

演習（リーディング、リスニング）

１９、２０の復習

２１、２２の予習

単語学習（単語番号 ）

２１

２２

形容詞、副詞

比較１

演習（リーディング、リスニング）

２１、２２の復習

２３、２４の予習

単語学習（単語番号 ）

２３

２４

比較２

前置詞

演習（リーディング、リスニング）

２３、２４の復習

２５、２６の予習

単語学習（単語番号 ）

２５

２６

仮定法１、２

演習（リーディング、リスニング）

今期のまとめ、総括

期末試験の準備

単語学習（単語番号 ）

関連科目 他の英語に関連する科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

西谷 恒志 成美堂

北山 長喜 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

・共通テスト （ 統一英語単語テスト ）

・リンガポルタ

・平常点 小テスト・授業態度・宿題

・期末試験

教
養
科
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摂南大学シラバス

学生への

メッセージ

・毎回辞書を持参すること。

・毎回授業の初めに『 』の単語テストがあるため、必ず準備すること。

・積極的に発言、授業に参加するのものには授業態度としてプラス評価する

・私語など授業を妨害するような行為や許可なく途中退席する場合は欠席とみなす。

担当者の

研究室等

備考
自主学習の目安時間は、少なくとも 分は必要である。

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 基礎英語Ⅰａ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス Ｄ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 平野 惟

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

英語は今日世界共通語としての地位を築きつつあります。ですから今後好むと好まざるにかかわらず、英語は私たちの生活にますます関わってき

ます。こうした時代の流れに対応するためにも、もう一度英語全体の根底にある文法・語法を徹底し、それを実践にいかし、読解力を身に付ける

ことを目標にします。

到達目標 基礎英文法を徹底的に理解し、国際的コミュニケーションのための基本的な意思疎通ができる能力を有する。

授業方法と

留意点
毎回、クラスのほぼ全員に答えてもらうので、予習を欠かさないこと。

科目学習の

効果（資格）
全員がＴＯＥＩＣ３００点を取るのに必要な読解力、語彙力をつける。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション 講義の進め方、評価方法などを説明。 教科書・英和辞典を持参すること。

英語四技能のトレーニング

単語テスト

学習範囲のパッセージの音読

英語四技能のトレーニング

単語テスト

学習範囲のパッセージの音読

英語四技能のトレーニング

単語テスト

学習範囲のパッセージの音読

英語四技能のトレーニング

単語テスト

学習範囲のパッセージの音読

復習

英語四技能のトレーニング

単語テスト

学習範囲のパッセージの音読

英語四技能のトレーニング

単語テスト

学習範囲のパッセージの音読

英語四技能のトレーニング

単語テスト
特になし

英語四技能のトレーニング
学習範囲のパッセージの音読

英語四技能のトレーニング

単語テスト

学習範囲のパッセージの音読

復習

英語四技能のトレーニング

単語テスト

学習範囲のパッセージの音読

英語四技能のトレーニング

単語テスト

学習範囲のパッセージの音読

英語四技能のトレーニング

単語テスト

学習範囲のパッセージの音読共通テストに向けて

学習

英語四技能のトレーニング 学習範囲のパッセージの音読

前期の復習、定期試験対策 英語四技能のトレーニング 定期試験の学習

関連科目 基礎英語

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

、他 南雲堂

西谷 恒志 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

原則として出席率 ％以上の学生のみを成績評価の対象とする。

共通試験２０％（統一英語単語テスト）、 を２ ％、課題提出・授業参加（授業への積極性など）を ０％、中間試験と定期試験の合計

点を４ ％の割合とする。

学生への

メッセージ

“ ”

「誰もが自分の視野の限界を世界の視野の限界だと思っている。」 アルトゥル・ショーペンハウアー 『心理学的観察』

外国語学習はコミュニケーションの手段を得ることに留まらず、あなたの「視野」を拡げ違う世界を見せてくれるでしょう。一緒に楽しみながら

学びましょう。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考
事前事後学習には、毎回１時間以上かけること。

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

教
養
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摂南大学シラバス

科目名 基礎英語Ⅰａ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス Ｅ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 齋藤 安以子

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

英文の理解に必要な英文法の基礎を習得し、簡単な読解能力・語彙力を身につけることを目的とする。

データや論理的展開を述べる英語の表現を学び、ポスター発表やプレゼンをする道具としての英語をレパートリーに持つ。

到達目標

基礎英文法の徹底理解を到達目標とする。

英語で専攻科目に関連する話題の紹介プレゼンができるようになる。

学部共通の学習・教育到達目標との対応： Ⅵ

授業方法と

留意点

最大の学習成果を上げるために必要なのは

授業への活発な参加（≠居るだけ出席） ・ 予習復習 ・ 教科書 ・ 辞書 ・ 文房具 ・ クラスメートへの敬意

そして

集中没頭

です。

科目学習の

効果（資格）
予習・復習を欠かさず、英語に触れる絶対量を増やせば、文法・読解力の基礎は必ず身につきます。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

シラバスの説明

他の言葉で言い換える

授業目的・計画・方法の説明、受講の心

構え、英語学習の方法など

統一英単語テスト準備学習（ －

）

の予習

英単語復習、予習

類似点・相違点を表す

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習（ － ）

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

対比・対照

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習（ － ）

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

具体例を挙げる

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習（ － ）

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

機能を説明

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習（ － ）

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

原因と結果

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習（ － ）

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

自分の意見

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習（ － ）

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

可能性を示唆

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習（ － ）

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

影響

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習（ － ）

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

着眼点

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習（ － ）

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

出典や根拠

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習（ － ）

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

背景説明

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習（ － ）

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

プレゼンの始まり

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習（ － ）

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

プレゼンの目的を述べる

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習（ － ）

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

プレゼンをまとめる

既習範囲の総復習

英単語テスト準備学習（ － ）

定期試験（前期末）の準備

定期試験（前期末）の準備

英単語復習

関連科目 他の英語関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

英和辞典・和英辞典

評価方法

（基準）

定期試験４０％

授業中の発表・小レポート・音声録音など ２０％

統一英語単語テスト２０

２０
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学生への

メッセージ

言語の力は筋肉と似てます

トレーニングの目的は何か （パワーをつけたい 競争に勝ちたい？ 誰かにモテたい？）

そのために鍛えたいのはどこか インパクト？ スピード？ 外見？）

柔軟性を高め （今からじゃ無理、なんて思い込みを捨て、素直になる）

材料を仕込み（語彙・構文・発音・・・外国語だから）

そして正しいフォームで集中して練習！

担当者の

研究室等
７号館４階 齋藤研究室

備考

１．事前・事後学習は自分に必要なだけやりましょう。

２．英単語は新しく覚えて 週間以内に復習すると定着率が上がります。使うともっと身につきます。

３．試験のためだけにつめこんだことは、すぐに忘れます。

教
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科目名 基礎英語Ⅰｂ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス Ａ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 松井 信義

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的
英文の理解に必要な英文法の基礎を習得し、簡単な読解を中心に、語彙力、英作文、現代英語等を学ぶ。

到達目標
英語の基礎読解力を身に付けることを到達目標とする。

学部共通の学習・教育到達目標との対応： Ⅵ

授業方法と

留意点

授業は‘ ’（授業への前向きな参加）が大前提である。双方向の全員参加の活発な授業を展開するので、予習が必

須で辞書（できれば、紙の英和辞典）は必ず持ってくること。

科目学習の

効果（資格）
予習・復習を欠かさず、英語に触れる絶対量を増やせば、英語の基礎力は必ず身につきます。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

シラバスの説明

の導入

恐竜

授業目的・計画・方法の説明、受講の心

構え、英語学習の方法など

統一英単語テスト準備学習（ －

）

の予習

英単語復習、予習

恐竜

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習（ － ）

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

エンパイアステートビル

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習（ － ）

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

エンパイアステートビル

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習（ － ）

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

ツールドフランス

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習（ － ）

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

ツールドフランス

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習（ － ）

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

アルキメデス

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習（ － ）

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

アルキメデス

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習（ － ）

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

ワシントン桜祭り

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習（ － ）

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

ワシントン桜祭り

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習（ － ）

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

四谷怪談

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習（ － ）

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

四谷怪談

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習（ － ）

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

ロータス・エスプリ

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習（ － ）

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

ロータス・エスプリ

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習（ － ）

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

～

恐竜 ～ ロータス・エスプリ

既習範囲の総復習

英単語テスト準備学習（ － ）

定期試験（前期末）の準備

定期試験（前期末）の準備

英単語復習

関連科目 他の英語関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

山田久美 他 南雲堂

成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

英和辞典・和英辞典

評価方法

（基準）

定期試験 ３０％

統一英語単語テスト ２０

２０

（小テスト）１０％（翌週に返却し、解説を加える）

課題レポート（只管筆写、英語多読） １０％

授業態度（発表など）１０％

原則、出席率８０％以上の学生を成績評価の対象とする。

学生への

メッセージ

英語学習に王道なし）にあるように英語学習に王道（ などありません。英語に触れる

絶対的な量を増やさない限り、英語の力は絶対に伸びません。 急がば回れ）を心に留め、ゆっくり

でも着実に学習を続けることです。そうすれば英語の力は必ず上達します。諦めずに頑張ってください。

担当者の

研究室等
７号館２階 非常勤講師室

備考

１．事前・事後学習に、毎回１時間以上かけること。

２．英単語は を含めて、毎日、平均１時間は学習すること。

３．期末試験の準備には、合計２０時間以上かけること。

４．上記の学習に、「只管筆写」用紙を活用すること（用紙は非常勤講師室にある）。

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

教
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科目名 基礎英語Ⅰｂ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス Ｂ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 井原 駿

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

この授業では、様々な映画に登場する食べ物をテーマにした英文を読みながら、リーディング能力を身に付ける。

また、基本的な文法の定着を図り、英作文の力や語彙力も高めていく。

グループワークを取り入れ、様々な知識や意見を出し、刺激し合いながら英語能力を高める。

到達目標
正確にリーディングができるようになり、大学レベルのアカデミックなリーディングスキルの基礎を築く。

基本的な文法を定着させ、使いこなせるようになる。

授業方法と

留意点

・毎回、予習としてリーディングの下読み、単語調べを行うこと。

・「統一英語単語テスト」に備えて、『 』より、単語テストを毎回実施する。

・小テストは次回授業時にフィードバックの時間を設ける。

・グループワークを実施する。積極的なグループへの貢献を評価する。

・辞書か電子辞書を必ず持参すること（携帯電話やスマートフォンで代用することは認めない）。

・積極的な参加、努力する姿勢を大いに評価する。ただし、授業に関係のない行為は以下のような扱いをする。成績が下がるだけでなく、単位の

取得に大きな影響を及ぼす。

①私語など授業を妨害するような行為や許可のない途中退席、テキスト忘れは、欠席とみなす。

②睡眠、携帯やスマートフォンの使用は減点対象。

科目学習の

効果（資格）

リーディングスキルの向上。

基本的な文法の定着。

語彙力の向上。

英検、 テストのスコアアップ。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

イントロダクション
授業の進め方、評価の仕方、予習の仕方

など
予習：次回範囲の下読み、単語調べ、単語学習

スポーツでストレス解消

文法問題 、資料の読解

問題を解く

予習：次回範囲の下読み、単語調べ、単語学習

復習：本文の音読、文法のノートまとめ

ヒップホップ音楽で元気づ

け

文法問題 、資料の読解問題

を解く

予習：次回範囲の下読み、単語調べ、単語学習

復習：本文の音読、文法のノートまとめ

心身の回復とエキゾチック

な風景を満喫

文法問題 、資料の

読解問題を解く

予習：次回範囲の下読み、単語調べ、単語学習

復習：本文の音読、文法のノートまとめ

テレビゲームで現実からの

脱出と達成感

文法問題 、資料の読解

問題を解く

予習：次回範囲の下読み、単語調べ、単語学習

復習：本文の音読、文法のノートまとめ

リサイクルで環境保全のお

手伝い

文法問題 、資料

の読解問題を解く

予習：次回範囲の下読み、単語調べ、単語学習

復習：本文の音読、文法のノートまとめ

安い、早い、便利なファース

トフードだが？

文 法 問 題

、資料の読解問題を解く

予習：次回範囲の下読み、単語調べ、単語学習

復習：本文の音読、文法のノートまとめ

異常気象に備えて緊急バッ

グの用意を！

文法問題 、資料

の読解問題を解く

予習：次回範囲の下読み、単語調べ、単語学習

復習：本文の音読、文法のノートまとめ

海外での医療サービスには

リスクも！

文法問題 、資料の読解問

題を解く

予習：次回範囲の下読み、単語調べ、単語学習

復習：本文の音読、文法のノートまとめ

購買に大きなインパクトの

ある広告

文 法 問 題

、資料の読解問題を解く

予習：次回範囲の下読み、単語調べ、単語学習

復習：本文の音読、文法のノートまとめ

企業にも個人にも利点のあ

る出張

文法問題 、

資料の読解問題を解く

予習：次回範囲の下読み、単語調べ、単語学習

復習：本文の音読、文法のノートまとめ

オンラインショッピングは

便利

文法問題 、資料の読

解問題を解く

予習：次回範囲の下読み、単語調べ、単語学習

復習：本文の音読、文法のノートまとめ

『白鯨』に登場する一等航海

士が店名に

文法問題 、資料の読解

問題を解く

予習：次回範囲の下読み、単語調べ、単語学習

復習：本文の音読、文法のノートまとめ

進化するロボット技術の利

点と不安

文法問題 、資料の読

解問題を解く

予習：次回範囲の下読み、単語調べ、単語学習

復習：本文の音読、文法のノートまとめ

ウェブ上で交流できるサー

ビスが続々登場

総括

文法問題 、資料の読解問題

を解く

予習：次回範囲の下読み、単語調べ、単語学習

復習：本文の音読、文法のノートまとめ

関連科目 他の英語に関連する科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

西谷 恒志 成美堂

英語総合イン

ディケーター ＜中級＞

，三原 京，中村

善雄， 木村 博是 著
南雲堂
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参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

辞書

評価方法

（基準）

・共通テスト （統一英語単語テスト ）

・リンガポルタ

・平常点 小テスト 数回実施予定 ・授業態度・宿題

・期末試験

注意：原則として出席率 ％以上の学生のみを成績評価の対象とする。平常点とは、小テストや宿題、授業態度（投げかける質問に対する呼応、

積極性、集中度など）を総合的に評価するものであり、出席点ではない。

学生への

メッセージ

・「統一英語単語テスト」に備え、『 』の指定範囲 単語番号： ～ を自己学習すること。

・ 教材「リンガポルタ」を利用すること。進捗状況を成績に含む。

・外国の映画や文化に興味を持つと、自然と英語の学習が楽しくなります。積極的に外国へ目を向けましょう。

・英語ができるようになると、必ず自分の世界が広がります。多少の失敗で落ち込まず、前向きにトライしましょう。

・英検や を自主的に受けてみましょう。

担当者の

研究室等

７号館２階非常勤講師控室

備考

授業に関係のない行為は厳しく減点、もしくは欠席扱いとする。授業中は勉強に集中すること。

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

自主学習は、試験の準備も含めて合計約 時間とする。

教
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科目名 基礎英語Ⅰｂ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス Ｃ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 藤原 崇

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

この授業では基礎的な科学を扱った内容の英文を学ぶことを目的とする。また続く基礎英語 、 への道筋を付けるため、英語の基本的な語彙

並びに文法の把握、簡単な文章の読解の徹底を目指していく。

到達目標
基礎英文法に関する理解の徹底に加え、テキストの講読やその内容についてのリスニング問題への取り組みを通して今後の英語学習に向けて各イ

ンプット・アウトプット技能を強化する。

授業方法と

留意点

理工学部の規定に則り、本クラスの評価点は授業時間内だけでなく、学部が別途実施する 学習の進捗度や統一英語単語テストの成績

からも決定されるので注意されたい。毎回の授業は、基本的に教科書１（下記参照）のテキスト講読と小テストから成る。小テストは教科書２（同

じく下記参照）からの単語問題を主とするが、講読テキストの内容理解についても適宜確認のテストを行う。

科目学習の

効果（資格）
英検テストに有効な単語力、文法力を養うことができる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション
授業内容・評価方法についての説明

次回単語テストの語彙解説

テキスト の予習

～ の暗記

（リンガポルタ含む）

（１時間）

語彙

単語テスト

次回単語テストの語彙解説

テキスト の学習

テキスト １の復習

～ の暗記

（リンガポルタ含む）（ 時間）

語彙

単語テスト

次回単語テストの語彙解説

単語テスト返却と解説

テキスト １の学習

テキスト の予習

の暗記

（リンガポルタ含む）（１時間）

語彙

単語テスト

次回単語テストの語彙解説

単語テスト返却と解説

テキスト の学習

テキスト の復習

の暗記

（リンガポルタ含む）（ 時間）

テスト対策勉強

語彙

単語テスト

次回単語テストの語彙解説

単語テスト返却と解説

テキスト の学習

テキスト の復習

の暗記

（リンガポルタ含む）（１時間）

ふりかえりテスト

語彙

単語テスト

次回単語テストの語彙解説

テキスト のふりかえりテスト

テキスト の予習

の暗記

（リンガポルタ含む）（１時間）

語彙

単語テスト

次回単語テストの語彙解説

テキスト の学習

単語テスト返却と解説

テキスト のふりかえりテスト

の返却と解説

テキスト の復習

の暗記

（リンガポルタ含む）（１時間）

語彙

単語テスト

次回単語テストの語彙解説

テキスト の学習単語テスト返却

と解説

テキスト の予習

の暗記

（リンガポルタ含む）（１時間）

語彙

単語テスト

次回単語テストの語彙解説

テキスト の学習

単語テスト返却と解説

テキスト の復習

の暗記

（リンガポルタ含む）（１時間）

テスト対策勉強

語彙

単語テスト

次回単語テストの語彙解説

単語テスト返却と解説

テキスト の復習

の暗記

（リンガポルタ含む）（１時間）

ふりかえりテスト

語彙

単語テスト

次回単語テストの語彙解説

テキスト ふりかえりテスト

単語テスト返却と解説

テキスト の予習

の暗記

（リンガポルタ含む）（ 時間）

語彙

単語テスト

次回単語テストの語彙解説

テキスト の学習

テキスト ふりかえりテストの

返却と解説

単語テスト返却と解説

テキスト の復習

の暗記

（リンガポルタ含む）（ 時間）

語彙

単語テスト

テキスト の学習

単語テスト返却と解説

テキスト の復習

の暗記

（リンガポルタ含む）（１時間）

語彙

単語テスト

テキスト の学習

単語テスト返却と解説

テキスト の復習

の暗記（リンガポルタ含む）

テスト準備（１時間以上）

まとめ

語彙

単語テスト

テキスト － 復習

単語テスト返却と解説

期末試験についての説明

期末試験の準備（１時間以上）

関連科目 他の英語全科目

教科書

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

番号 書籍名 著者名 出版社名

石貫文子 他 成美堂

『学校語彙で学ぶ テスト』
西谷恒二 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

統一英語単語テスト（ ％）

学習の進捗度

定期試験（ ％）

小テスト（ ）

積極的参加点（ ）

学生への

メッセージ
将来的に専門分野について英語で読んだり書いたりする時に必ず必要になると思いますので、頑張って語彙を増やしてください。

担当者の

研究室等
号館 階 藤原研究室

備考
質問等はスチューデントアワーにて対応する。

小テスト等は授業中にフィードバックする。

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 基礎英語Ⅰｂ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス Ｄ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 平尾 秀実

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

やさしい物理学の教科書で英語運用能力の土台となる基礎英文法を重点的に学びます。教科書または配布プリントを使用し、学習した文法事項を

実際のシチュエーションで使用することを意識しながら、特に初級レベルの聴解力、読解力、コミュニケーション力の習得を目指します。

到達目標
基礎読解力を身に着ける。 工業英検 級 級

授業方法と

留意点

毎回の授業で、単語テストを実施します。小テスト、グループの発表を行います。

復習課題を指示しますので、必ず辞書を丁寧に調べて取り組んだ上で授業に出席してください。

科目学習の

効果（資格）

英語資格試験に備えた基本的語彙の習得。（工業英検 級）

基礎英文法の理解と習得。

初級レベルの聴解力、読解力、コミュニケーション力の伸長

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

授業方法（小テスト実施、予習・復習課

題等）の説明

単語の勉強方法

中学・高校で学習した英文法の復習

工業英検 級レベルに慣れ

る

授業テーマの語彙を含んだ英文リーデ

ィング

と文法エクササイズ等

単語集 単語番号

工業英検 級レベルに慣れ

る

授業テーマの語彙を含んだ英文リーデ

ィング

文法エクササイズ等

単語集 単語番号

工業英検 級レベルに慣れ

る

授業テーマの語彙を含んだ英文リーデ

ィング

文法エクササイズ等

単語集 単語番号

工業英検 級レベルに慣れ

る

授業テーマの語彙を含んだ英文リーデ

ィング

文法エクササイズ等

単語集 単語番号

工業英検 級レベルに慣れ

る

授業テーマの語彙を含んだ英文

と文法エクササイズ等
単語集 単語番号

古典物理学と現代物理学の

英語

授業テーマの語彙を含んだ英文リスニ

ングとリーディング

文法エクササイズ等

教科書

単語集 単語番号

古典物理学と現代物理学の

英語

授業テーマの語彙を含んだ英文リスニ

ングとリーディング

文法エクササイズ等

教科書

単語集 単語番号

発表のプリント提出

光（反射・屈折・スペクトル・

光ファイバー）の英語

授業テーマの語彙を含んだ英文リスニ

ングとリーディング

文法エクササイズ等

教科書

単語集 単語番号

光（反射・屈折・スペクトル・

光ファイバー）の英語

授業テーマの語彙を含んだ英文リスニ

ングとリーディング

文法エクササイズ等

教科書

単語集 単語番号

課題テスト 前半内容の総復習とテスト解説
教科書

単語集 単語番号

音（音波・波長・振幅・オシ

ロスコープ・超音波）の英語

授業テーマの語彙を含んだ英文リスニ

ングとリーディング

文法エクササイズ等

教科書

単語集

音（音波・波長・振幅・オシ

ロスコープ・超音波）の英語

授業テーマの語彙を含んだ英文リスニ

ングとリーディング

文法エクササイズ等

教科書

単語集

力（力の 要素・振り子・力

のつり合い・作用・反作用）

の英語

授業テーマの語彙を含んだ英文リスニ

ングとリーディング

文法エクササイズ等

教科書

単語集

力（力の 要素・振り子・力

のつり合い・作用・反作用）

の英語

授業テーマの語彙を含んだ英文リスニ

ングとりーデイング

文法エクササイズ

教科書

単語集

関連科目 特になし

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

井村誠

成美堂

プリント配布

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

統一英単語テスト

期末試験

学習の進捗度 ％

小テスト ％ 、課題テスト １０％、レポート １０％

教
養
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摂南大学シラバス

授業に積極的に参加しているかを評価します。

欠席は３回までを評価基準とします。遅刻は三回で欠席一回。居眠り、私語、携帯電話の使用などは教室に来ていても欠席扱いとします。

学生への

メッセージ

新たに覚えた英単語・文法事項を実際のシチュエーションで使用することを意識しながら勉強してください。たとえば、２～３文の短い文章でも

よいので、毎日英語で日記を書いてみたり、自分の興味のある事を英語で読んだり、聴いたりする習慣をつけて下さい。楽しみながら学習しまし

ょう。 授業には、毎回必ず辞書持参のこと。

担当者の

研究室等
号館 階（非常勤講師室）

備考

事前事後学習には、毎回１時間以上かけること。

英単語は毎日、平均１時間は学習すること。 課題テストで間違った所を復習して覚えること

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

毎回単語の小テストを行うが、隣の人と交換して採点してもらい、間違った単語を 回書いてその次の週に提出してもらいます。

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 基礎英語Ⅰｂ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス Ｅ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 三宅 一平

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

世界の「食」を扱った英文の読解を通し、基礎的な英文法を習得すると同時に、他文化理解を進めることを目標とします。

また、毎時間の英単語テストにより、語彙の増強を図ります。

到達目標
基礎的な英文法を習得すること。

文章の内容を正確に把握する力を養うこと。

授業方法と

留意点

毎回の授業で単語テストを実施します。

教科書については、該当範囲を予習として事前に必ず読んでおき、疑問点などを確認しておいてください。

各 を二週に分けて読み進め、内容確認問題を課題として解いてきてもらいます。

小テスト等の結果については授業内でフィードバックを行います。

また、辞書を必ず持参することとし、スマートフォンアプリ等の使用は禁止します。

科目学習の

効果（資格）

基礎英文法の習得。

文章読解能力の向上。

各種英語試験のスコア上昇。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

イントロダクション 授業の進め方、教科書の説明

シラバスに目を通しておくこと

次週の範囲の予習 分

単語集 分

内容理解
文法、単語を確認しながら英文を読み進

める

次回範囲の予習 分

単語集 分

内容理解
文法、単語を確認しながら英文を読み進

める

次回範囲の予習 分

内容確認課題 分

単語集 分

内容理解
文法、単語を確認しながら英文を読み進

める

次回範囲の予習 分

単語集 分

内容理解
文法、単語を確認しながら英文を読み進

める

次回範囲の予習 分

内容確認課題 分

単語集 分

内容理解

文法、単語を確認しながら英文を読み進

める

次回範囲の予習 分

単語集 分

内容理解

文法、単語を確認しながら英文を読み進

める

次回範囲の予習 分

内容確認課題 分

単語集 分

内容理解
文法、単語を確認しながら英文を読み進

める

次回範囲の予習 分

単語集 分

内容理解
文法、単語を確認しながら英文を読み進

める

次回範囲の予習 分

内容確認課題 分

単語集 分

内容理解
文法、単語を確認しながら英文を読み進

める

次回範囲の予習 分

単語集 分

内容理解
文法、単語を確認しながら英文を読み進

める

次回範囲の予習 分

内容確認課題 分

単語集 分

内容理解
文法、単語を確認しながら英文を読み進

める

次回範囲の予習 分

単語集 分

内容理解
文法、単語を確認しながら英文を読み進

める

次回範囲の予習 分

内容確認課題 分

単語集 分

内容理解
文法、単語を確認しながら英文を読み進

める

次回範囲の予習 分

内容確認課題 分

単語集 分

内容理解
文法、単語を確認しながら英文を読み進

める
期末テストの準備 分

関連科目 基礎英語

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

英語で楽しむ世界の食文化 他 英宝社

西谷 恒志 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

統一英単語テスト

学習の進捗度

期末試験

平常点 小テスト 、課題 、授業中の発表等の受講態度

教
養
科
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摂南大学シラバス

学期中に 回以上欠席した場合は、単位取得意思のないものとみなし、成績評価を行いません。

学生への

メッセージ

人間に不可欠なものとしての食は、不可欠だからこそ文化を強く反映するものとなるでしょう。

英語読解能力はもちろんのこと、食に関する知識を通して、他文化の理解を進めてもらえればと思います。

また、教科書には各国の料理の簡単なレシピが英語で掲載されています。英語の確認のついでにぜひつくってみてください。

担当者の

研究室等

号館 階（非常勤講師室）

備考 質問等は出講時に非常勤講師室にて対応します。

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 基礎英語Ⅱａ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス Ａ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 東野 厚子

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

英語は今日世界共通語としての地位を築きつつあります。今後好むと好まざるにかかわらず、英語は私たちの生活にますます関わってきます。こ

うした時代の流れに対応するためにも、文法・語法を徹底し、それを実践にいかし、読解力を身に付けることを目標にします。

到達目標 基礎英文法を徹底的に理解し、国際的コミュニケーションのための基本的な意思疎通ができる。

授業方法と

留意点

授業ではまず単語テスト、各 で小テストを行うので文法、語彙等の復習をすること、また文法事項の確認の後、英文読解、リスニング等を

行うので学習予定の内容について予習を行うことが必要である。

科目学習の

効果（資格）
基礎的読解力、語彙力をつける。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション
講義の進め方、評価方法などを説明

つなぎ言葉を理解する

文法事項の説明、練習問題、語彙の確認

教科書・英和辞典を持参すること

教科書全体にざっと目を通しておくこと

つなぎ言葉を理解する

将来、食べるかもしれない食物

テキストの予習、復習

単語学習：

分詞構文に慣れる

文法事項の説明、練習問題、語彙の確認

テキストの予習、復習

単語学習：

分詞構文に慣れる

どんな結婚式が理想ですか？

テキストの予習、復習

単語学習：

助動詞を理解する

文法事項の説明、練習問題、語彙の確認

テキストの予習、復習

単語学習：

助動詞を理解する

若さと健康の簡単な秘訣とは？

テキストの予習、復習

単語学習：

比較表現を理解する

文法事項の説明、練習問題、語彙の確認

テキストの予習、復習

単語学習：

比較表現を理解する

次に行くのは月か火星か？

テキストの予習、復習

単語学習：

仮定法過去を理解する

文法事項の説明、練習問題、語彙の確認

テキストの予習、復習

単語学習：

仮定法過去を理解する

幹細胞治療の可能性を探る

テキストの予習、復習

単語学習：

受動態を認識する

文法事項の説明、練習問題、語彙の確認

テキストの予習、復習

単語学習：

受動態を認識する

文明と接触しない未開の部族達

テキストの予習、復習

単語学習：

挿入句に惑わされない

文法事項の説明、練習問題、語彙の確認

テキストの予習、復習

指示された単語学習

挿入句に惑わされない

未来のコンピューターとは？

テキストの予習、復習

指示された単語学習

まとめ

－ までの復習
これまでの学習内容のまとめと確認 学習内容の総復習

関連科目 基礎英語

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

岡本 京子他 成美堂

西谷 恒志 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

原則として出席率 ％以上の学生のみを成績評価の対象とする。

共通試験３０％（ ２０％、統一英語単語テスト１０％）、 を１ ％、課題提出・授業参加（授業への積極性など）を ０％、定期
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試験４ ％の割合で総合的に評価する。

学生への

メッセージ
基本的な文法を理解し、確実に英語力をつけることを目指します。あきらめず、積極的に学習をすすめ、英語の資格試験にも挑戦しましょう。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考
事前事後学習には、毎回１時間以上かけること。

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」
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科目名 基礎英語Ⅱａ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス Ｂ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 梅田 尋道

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

英語は今日世界共通語としての地位を築きつつあります。ですから今後好むと好まざるにかかわらず、英語は私たちの生活にますます関わってき

ます。こうした時代の流れに対応するためにも、もう一度英語全体の根底にある文法・語法を徹底し、それを実践にいかし、読解力を身に付ける

ことを目標にします。

到達目標 基礎英文法を徹底的に理解し、国際的コミュニケーションのための基本的な意思疎通ができる能力を有する。

授業方法と

留意点

毎回、クラスのほぼ全員に答えてもらうので、予習を欠かさないこと。

後期から履修する学生は遅くとも第 週目に間に合うように教科書を入手してください。

科目学習の

効果（資格）
ＴＯＥＩＣ 点突破に必要な読解力、語彙力をつける。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス 講義の進め方、評価方法などを説明。 教科書・辞書を持参すること。

学習範囲のパッセージの音読

学習範囲のパッセージの音読

学習範囲のパッセージの音読

学習範囲のパッセージの音読

学習範囲のパッセージの音読

学習範囲のパッセージの音読

中間試験
のまとめと中間試験 中間試験の学習

学習範囲のパッセージの音読

学習範囲のパッセージの音読

学習範囲のパッセージの音読

学習範囲のパッセージの音読

学習範囲のパッセージの音読

共通試験に向けて学習

学習範囲のパッセージの音読

のまとめ 定期試験の学習

関連科目 基礎英語

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

他 成美堂

西谷 恒志 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

原則として出席率 ％以上の学生のみを成績評価の対象とする。

共通試験（ ％、統一英語単語テスト ％）を ％、 を ％、課題提出・授業参加（授業への積極性など）を ０％、中間試

験と定期試験の合計点を ％の割合とする。

学生への

メッセージ

“ ” ―
失敗を恐れず、様々なことにチャレンジしてください。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考
事前事後学習には、毎回１時間以上かけること。

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」
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科目名 基礎英語Ⅱａ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス Ｃ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 江崎 早苗

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的
英文の理解に必要な英文法の基礎を習得し、簡単な読解能力・語彙力を身につけることを目的とする。

到達目標
基礎英文法の徹底理解を到達目標とする。

学部共通の学習・教育到達目標との対応： Ⅵ

授業方法と

留意点

授業は‘ ’（授業への前向きな参加）が大前提である。双方向の全員参加の活発な授業を展開するので、予習が必

須で辞書（できれば、紙の英和辞典）は必ず持ってくること。

科目学習の

効果（資格）
予習・復習を欠かさず、英語に触れる絶対量を増やせば、文法・読解力の基礎は必ず身につきます。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

授業目的・計画・方法の説明、受講の心

構え、英語学習の方法など

統一英単語テスト準備学習

の予習

英単語復習・予習

品詞

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

２

比較

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

２ 既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

不定詞

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

不定詞

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

動名詞

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

動名詞

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

分詞と分詞構文

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

分詞と分詞構文

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

代名詞

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

関係代名詞

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

関係副詞

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

関係副詞

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

仮定法

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

仮定法

既習範囲の総復習

英単語テスト準備学習

定期試験（後期末）の準備

定期試験（後期末）の準備

英単語復習

関連科目 他の英語関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

他 線ゲージラーニング

成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

英和辞典・和英辞典

評価方法

（基準）

定期試験 ３０％、 小テスト ０％

Ｂｒｉｄｇｅ２０％、統一英語単語テスト １０

１０

授業態度（発表など） １０％

原則、出席率８０％以上の学生を成績評価の対象とする。

学生への

メッセージ

英語学習に王道なし）にあるように英語学習に王道（ などありません。英語に触れる

絶対的な量を増やさない限り、英語の力は絶対に伸びません。 急がば回れ）を心に留め、ゆっくり

でも着実に学習を続けることです。そうすれば英語の力は必ず上達します。諦めずに頑張ってください。

担当者の

研究室等
７号館２階 非常勤講師室

備考

１．事前・事後学習に、毎回１時間以上かけること。

２．英単語は を含めて、毎日、平均１時間は学習すること。

３．期末試験の準備には、合計２０時間以上かけること。

４．上記の学習に、「只管筆写」用紙を活用すること（用紙は非常勤講師室にある）。

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」
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科目名 基礎英語Ⅱａ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス Ｄ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 廣野 允紀

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

英語は今日世界共通語としての地位を築きつつあります。ですから今後好むと好まざるにかかわらず、英語は私たちの生活にますます関わってき

ます。こうした時代の流れに対応するためにも、もう一度英語全体の根底にある文法・語法を徹底し、それを実践にいかし、読解力を身に付ける

ことを目標にします。

到達目標 基礎英文法を徹底的に理解し、国際的コミュニケーションのための基本的な意思疎通ができる能力を有する。

授業方法と

留意点

毎回、クラスのほぼ全員に答えてもらうので、予習を欠かさないこと。

後期から履修する学生は遅くとも第 週目に間に合うように教科書を入手してください。

科目学習の

効果（資格）
全員がＴＯＥＩＣ ００点を取るのに必要な読解力、語彙力をつける。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション 講義の進め方、評価方法などを説明。 教科書・辞書を持参すること。

英語の四技能の訓練

単語テスト

学習範囲のパッセージの音読

英語の四技能の訓練

単語テスト

学習範囲のパッセージの音読

英語の四技能の訓練

単語テスト

学習範囲のパッセージの音読

英語の四技能の訓練

単語テスト

学習範囲のパッセージの音読

復習

英語の四技能の訓練

単語テスト

学習範囲のパッセージの音読

英語の四技能の訓練

単語テスト

学習範囲のパッセージの音読

英語の四技能の訓練

単語テスト
学習範囲のパッセージの音読

英語の四技能の訓練
学習範囲のパッセージの音読

英語の四技能の訓練

単語テスト

学習範囲のパッセージの音読

英語の四技能の訓練

単語テスト

学習範囲のパッセージの音読

英語の四技能の訓練

単語テスト

学習範囲のパッセージの音読

時事英語 生の英語に触れる（プリントを配布）
学習範囲のパッセージの音読

共通試験に向けて学習

時事英語 生の英語に触れる（プリントを配布） 学習範囲のパッセージの音読

後期の復習、定期試験対策
これまでの復習

単語の再確認
定期試験の学習

関連科目 基礎英語

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

他 南雲堂

西谷 恒志 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

原則として出席率 ％以上の学生のみを成績評価の対象とする。

共通試験（ ％、統一英語単語テスト ％）を ％、 を ％、課題提出・授業参加（授業への積極性など）を ０％、中間

試験と定期試験の合計点を ％の割合とする。

学生への

メッセージ

“ ”

「誰もが自分の視野の限界を世界の視野の限界だと思っている。」 アルトゥル・ショーペンハウアー 『心理学的観察』

外国語学習はコミュニケーションの手段を得ることに留まらず、あなたの「視野」を拡げ違う世界を見せてくれるでしょう。一緒に楽しみながら

学びましょう。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考
事前事後学習には、毎回１時間以上かけること。

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」
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科目名 基礎英語Ⅱａ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス Ｅ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 永冨 真梨

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的
英文の理解に必要な英文法の基礎を習得し、簡単な読解能力・語彙力を身につけることを目的とする。

到達目標
基礎英文法の徹底理解を到達目標とする。

学部共通の学習・教育到達目標との対応： Ⅵ

授業方法と

留意点
予習を含め、授業での集中度を高め、英語を効率よく学びましょう。授業中での集中、積極的な参加を強く求めます。

科目学習の

効果（資格）
基礎的な英文法を用いた英文の読解とリスニング力を身につけることができます。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

イントロダクション 授業運営、評価についての説明
次回のユニットでわからない単語や語句を調べる

単語テストの準備

名詞を学ぶ

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

次回のユニットでわからない単語や語句を調べる

単語テストの準備

形容詞を学ぶ

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

次回のユニットでわからない単語や語句を調べる

単語テストの準備

副詞を学ぶ

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

次回のユニットでわからない単語や語句を調べる

単語テストの準備

４

時制を学ぶ

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

次回のユニットでわからない単語や語句を調べる

単語テストの準備

主語と動詞の一致を学ぶ

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

次回のユニットでわからない単語や語句を調べる

単語テストの準備

能動態と受動態を学ぶ

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習
中間のまとめテストの準備

まとめのテスト
までの内容でのリスニング、文

法の把握

次回のユニットでわからない単語や語句を調べる

単語テストの準備

動名詞、不定詞を学ぶ

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

次回のユニットでわからない単語や語句を調べる

単語テストの準備

＆

前置詞と接続詞を学ぶ

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

次回のユニットでわからない単語や語句を調べる

単語テストの準備

接続詞を学ぶ

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

次回のユニットでわからない単語や語句を調べる

単語テストの準備

前置詞と接続しの違いを学

ぶ

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

次回のユニットでわからない単語や語句を調べる

単語テストの準備

関係代名詞を学ぶ

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

次回のユニットでわからない単語や語句を調べる

単語テストの準備

語彙の結びつきを学ぶ（名

詞・形容詞）

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

次回のユニットでわからない単語や語句を調べる

単語テストの準備

語彙の結びつきを学ぶ（動

詞・副詞）

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習
期末まとめのテストに向けての予習

関連科目 他の英語関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

レベル別 テスト実力養成コース：初級編 早川幸治、岸洋一 金星堂

成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

共通試験 （ Ｂｒｉｄｇｅ 、統一英語単語テスト 、 学習の進捗度 、定期試験と小テスト（中間と期末のまとめ）

、授業態度（マナー、積極的態度）

学生への

メッセージ

基礎的な英語力をつけるのはいつからでも遅くありません。１限目の授業ですが、新たな言語世界を開いていく気持ちで一緒に楽しく学びましょ

う。

担当者の

研究室等
７号館２階 非常勤講師室

備考

教
養
科
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摂南大学シラバス

科目名 基礎英語Ⅱｂ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス Ａ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 松井 信義

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的
英文の理解に必要な英文法の基礎を習得し、簡単な読解を中心に、語彙力、英作文、現代英語等を学ぶ。

到達目標
英語の基礎読解力を身に付けることを到達目標とする。

学部共通の学習・教育到達目標との対応： Ⅵ

授業方法と

留意点

授業は‘ ’（授業への前向きな参加）が大前提である。双方向の全員参加の活発な授業を展開するので、予習が必

須で辞書（できれば、紙の英和辞典）は必ず持ってくること。

科目学習の

効果（資格）
予習・復習を欠かさず、英語に触れる絶対量を増やせば、英語の基礎力は必ず身につきます。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

シラバスの説明

の導入

海藻類

授業目的・計画・方法の説明、受講の心

構え、英語学習の方法など

統一英単語テスト準備学習

の予習

英単語復習・予習

海藻類

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

ペンギン

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

ペンギン

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

ナノテクノロジー

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

ナノテクノロジー

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

スリランカの象

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

スリランカの象

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

深海生物

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

深海生物

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

モアイ像

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

モアイ像

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

エイプリルフール

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

冥王星

内容把握、語彙・発音、練習問題

英単語テスト準備学習

既習範囲の復習、予習

英単語復習、予習

～

海藻類 ～ 冥王星

既習範囲の総復習

英単語テスト準備学習

定期試験（後期末）の準備

定期試験（後期末）の準備

英単語復習

関連科目 他の英語関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

山田久美 他 南雲堂

成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

英和辞典・和英辞典

評価方法

（基準）

定期試験 ４０％

２０％

統一英語単語テスト １０

１０

（小テスト） １０％（翌週に返却し、解説を加える）

授業態度（発表など） １０％

原則、出席率８０％以上の学生を成績評価の対象とする。

学生への

メッセージ

英語学習に王道なし）にあるように英語学習に王道（ などありません。英語に触れる

絶対的な量を増やさない限り、英語の力は絶対に伸びません。 急がば回れ）を心に留め、ゆっくり

でも着実に学習を続けることです。そうすれば英語の力は必ず上達します。諦めずに頑張ってください。

担当者の

研究室等
７号館２階 非常勤講師室

備考

１．事前・事後学習に、毎回１時間以上かけること。

２．英単語は を含めて、毎日、平均１時間は学習すること。

３．期末試験の準備には、合計２０時間以上かけること。

４．上記の学習に、「只管筆写」用紙を活用すること（用紙は非常勤講師室にある）。

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 基礎英語Ⅱｂ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス Ｂ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 井原 駿

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的
科学に関するテーマを扱った英語文献を読解し、英語リーディングを通じての科学的知識の習得と、科学英語の読解力養成を目指す。

到達目標 英語による科学文献の基礎的読解ができる。

授業方法と

留意点

授業で扱うテキストの予習を前提とし、クラス全体で読解内容の確認を行う。受講者によるテキスト内容の説明と、それに対する教員の補足説明

や解説を中心に授業を進めるので、当週授業の課題テキストについて予習を行って授業に参加することが求められる。授業には辞書を持参するこ

とが望ましい。

小テストは結果と内容を踏まえて次回授業内でフィードバックを行う。

科目学習の

効果（資格）
科学に関する知識と科学英語の読解力を習得する。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション 授業の内容、方法、評価について確認 シラバスの内容をよく読んでくる

電気の歴史をひも

解く

テーマに関する技術英語の確認、テキス

ト読解、英語表現の運用演習

テキストの予習

単語帳： ～

睡眠と肥満の関係
テーマに関する技術英語の確認、テキス

ト読解、英語表現の運用演習

前回の復習・テキストの予習

単語帳：

放射線被ばくの治

療に、幹細胞が果たす役割と

は

テーマに関する技術英語の確認、テキス

ト読解、英語表現の運用演習

前回の復習・テキストの予習

単語帳：

ネット依存症の診

断法

テーマに関する技術英語の確認、テキス

ト読解、英語表現の運用演習

前回の復習・テキストの予習

単語帳： ～ （２回目）

発電機の仕組み
テーマに関する技術英語の確認、テキス

ト読解、英語表現の運用演習

前回の復習・テキストの予習

単語帳： （２回目）

２ヶ国語が話せる

ことの効用

テーマに関する技術英語の確認、テキス

ト読解、英語表現の運用演習

前回の復習・テキストの予習

単語帳： （２回目）

火星への定住の可

能性を探る

テーマに関する技術英語の確認、テキス

ト読解、英語表現の運用演習

前回の復習・テキストの予習

単語帳： ～ （３回目）

物質結合の不思議
テーマに関する技術英語の確認、テキス

ト読解、英語表現の運用演習

前回の復習・テキストの予習

単語帳： （３回目）

度目の大量絶滅進

行中

テーマに関する技術英語の確認、テキス

ト読解、英語表現の運用演習

前回の復習・テキストの予習

単語帳： （３回目）

数の魅力
テーマに関する技術英語の確認、テキス

ト読解、英語表現の運用演習

前回の復習・テキストの予習

単語帳：習熟度を踏まえて要確認単語の復習

原始人と火
テーマに関する技術英語の確認、テキス

ト読解、英語表現の運用演習

前回の復習・テキストの予習

単語帳：習熟度を踏まえて要確認単語の復習

遺伝子組み換え鶏

の意外な活躍とは

テーマに関する技術英語の確認、テキス

ト読解、英語表現の運用演習

前回の復習・テキストの予習

単語帳：習熟度を踏まえて要確認単語の復習

プレート理論と地

震

テーマに関する技術英語の確認、テキス

ト読解、英語表現の運用演習
前回の復習・テキストの予習

ホオジロサメの行

動パターンを探る

テーマに関する技術英語の確認、テキス

ト読解、英語表現の運用演習

学習内容の総復習

これまでの復習

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

自然科学を読む：過去・現在・未来 ―工業英検対応

―

原口治 北和丈 土屋結城 池

田有花
朝日出版社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

辞書

評価方法

（基準）

・共通試験（ ）

・統一単語テスト

・ 学習の進捗度

・平常点 小テスト 数回実施予定 ・授業態度・宿題

・期末試験

注意：原則として出席率 ％以上の学生のみを成績評価の対象とする。平常点とは、小テストや宿題、授業態度（投げかける質問に対する呼応、

積極性、集中度など）を総合的に評価するものであり、出席点ではない。

学生への

メッセージ

科学に関する英語文献の読解力を高めていけるよう、地道に取り組みを続けていきましょう。単に英語の文章を「解読」するのではなく、読解し

た内容を自身の知識として取り込めるように、と意識しながら学習に臨んでいってもらえればと思っています。

担当者の

研究室等

非常勤講師控室

備考

予習、復習には時間がかかるかもしれませんが、地道に取り組み、学習内容を定着させていきましょう。

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

事前事後学習は毎回概ね 時間することが望まれる。

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 基礎英語Ⅱｂ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス Ｃ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 藤原 崇

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

この授業では基礎的な科学を扱った内容の英文を学ぶことを目的とする。また続く基礎英語 、 への道筋を付けるため、英語の基本的な語彙

並びに文法の把握、簡単な文章の読解の徹底を目指していく。

到達目標
基礎英文法に関する理解の徹底に加え、テキストの講読やその内容についてのリスニング問題への取り組みを通して今後の英語学習に向けて各イ

ンプット・アウトプット技能を強化する。

授業方法と

留意点

理工学部の規定に則り、本クラスの評価点は授業時間内だけでなく、学部が別途実施する 学習の進捗度や統一英語単語テストの成績

からも決定されるので注意されたい。毎回の授業は、基本的に教科書１（下記参照）のテキスト講読と小テストから成る。小テストは教科書２（同

じく下記参照）からの単語問題を主とするが、講読テキストの内容理解についても適宜確認のテストを行う。

科目学習の

効果（資格）
英検テストに有効な単語力、文法力を養うことができる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション
授業内容・評価方法についての説明

次回単語テストの語彙解説

テキスト の予習

～ の暗記

（リンガポルタ含む）

（１時間）

語彙

単語テスト

次回単語テストの語彙解説

テキスト の学習

単語テストの返却と解説

テキスト の復習

～ の暗記

（リンガポルタ含む）（ 時間）

語彙

単語テスト

次回単語テストの語彙解説

テキスト １の学習

単語テストの返却と解説

テキスト の予習

の暗記

（リンガポルタ含む）（１時間）

語彙

単語テスト

次回単語テストの語彙解説

テキスト の学習

単語テストの返却と解説

テキスト の復習

の暗記

（リンガポルタ含む）（ 時間）

テスト対策勉強

語彙

単語テスト

次回単語テストの語彙解説

単語テストの返却と解説

テキスト の復習

の暗記

（リンガポルタ含む）（１時間）

ふりかえりテスト

語彙

単語テスト

次回単語テストの語彙解説

テキスト のふりかえりテスト

単語テストの返却と解説

テキスト の予習

の暗記

（リンガポルタ含む）（１時間）

語彙

単語テスト

次回単語テストの語彙解説

テキスト の学習

単語テストの返却と解説

テキスト の復習

の暗記

（リンガポルタ含む）（１時間）

語彙

単語テスト

次回単語テストの語彙解説

テキスト の学習

単語テストの返却と解説

テキスト の予習

の暗記

（リンガポルタ含む）（１時間）

語彙

単語テスト

次回単語テストの語彙解説

テキスト の学習

単語テストの返却と解説

テキスト の復習

の暗記

（リンガポルタ含む）（１時間）

テスト対策勉強

語彙

単語テスト

次回単語テストの語彙解説

単語テストの返却と解説

テキスト の復習

の暗記

（リンガポルタ含む）（１時間）

ふりかえりテスト

語彙

テキスト ふりかえりテスト

単語テストの返却と解説

テキスト の予習

（リンガポルタ含む）（ 時間）

語彙

次回単語テストの語彙解説

テキスト の学習

テキスト の復習

（リンガポルタ含む）（ 時間）

語彙
テキスト の学習

テキスト の復習

（リンガポルタ含む）（１時間）

語彙
テキスト の学習

テキスト の復習

テスト準備（１時間以上）

まとめ

語彙
テキスト － 復習 期末試験の準備（１時間以上）

関連科目 他の英語全科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

石貫文子 他 成美堂

『学校語彙で学ぶ テスト』
西谷恒二 成美堂

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

教
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評価方法

（基準）

共通試験（ ブリッジ）

統一英語単語テスト（ ％）

学習の進捗度

定期試験（ ％）

小テスト（ ）

積極的参加点（ ）

学生への

メッセージ
将来的に専門分野について英語で読んだり書いたりする時に必ず必要になると思いますので、頑張って語彙を増やしてください。

担当者の

研究室等
号館 階 藤原研究室

備考 質問等はスチューデントアワーにて対応する。

教
養
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科目名 基礎英語Ⅱｂ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス Ｄ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 平尾 秀実

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

やさしい物理学の教科書で基礎的英語運用能力の土台となる基礎英文法を重点的に学びます。教科書または配布プリントを使用し、学習した文

法事項を実際のシチュエーションで使用することを意識しながら、特に初級レベルの聴解力、読解力、コミュニケーション力の習得を目指します。

到達目標
英語基礎読解力、工業英検 級・ 級レベル

授業方法と

留意点

毎回の授業で、単語テストを実施します。小テスト、グループ発表を行います。

復習課題を指示しますので、必ず辞書を丁寧に調べて取り組んだ上で授業に出席してください。

辞書を持ってくること。

科目学習の

効果（資格）

英語資格試験に備えた基本的語彙の習得。

基礎英文法の理解と習得。

初級レベルの聴解力、読解力、コミュニケーション力の伸長。

工業英検受験合格、ＴＯＥＩＣ得点アップ

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

工業英検 級レベルの問題

に慣れる

授業テーマの語彙を含んだ英文Ｒｅａ

ｄｉｎｇと文法問題
前期に学習した英文法の復習

工業英検 級レベルの問題

に慣れる

授業テーマの語彙を含んだリーディン

グ

文法エクササイズ等

教科書

単語集 単語番号

工業英検 級レベルに問題

に慣れる

授業テーマの語彙を含んだ英とリーデ

ィング

文法エクササイズ等

教科書

単語集 単語番号

工業英検 級レベルの問題

に慣れる

授業テーマの語彙を含んだ英文リーデ

ィング

文法エクササイズ等

教科書

単語集 単語番号

工業英検 級レベルの問題

に慣れる

授業テーマの語彙を含んだ英文リーデ

ィング

文法エクササイズ等

教科書

単語集 単語番号

運動（等速直線運動、等加速

運動、自由落下、放物運動）

の英語

授業テーマの語彙を含んだ英文Ｒｅａ

ｄｉｎｇ文法エクササイズ等

教科書

単語集 単語番号

運動（等加速運動、等加速運

動 自由落下放物運動）の英

語

授業テーマの語彙を含んだ英文リスニ

ングとリーディング

文法エクササイズ等

教科書

単語集 単語番号

電気（静電気、雷、自由電子、

電気回路）の英語

授業テーマの語彙を含んだ英文リスニ

ングとリーディング

文法エクササイズ等

発表のプリントの提出

単語集 単語番号

電気（静電気、雷、自由電子、

電気回路）の英語

授業テーマの語彙を含んだ英文リスニ

ングとリーディング

文法エクササイズ等

教科書

単語集 単語番号

電磁気（磁石、電磁場、モー

ター）の英語

授業テーマの語彙を含んだ英文リスニ

ングとリーディング

文法エクササイズ等

教科書

単語集 単語番号

電磁気（磁石、電磁場、モー

ター）の英語

授業テーマの語彙を含んだ英文リスニ

ングとＲｅａｄｉｎｇ

文法エクササイズ等

発表の準備

単語集 単語番号

仕事とエネルギーの英語

授業テーマの語彙を含んだ英文リスニ

ングとリーディング

文法エクササイズ等

教科書

単語集 単語番号

仕事とエネルギーの英語

授業テーマの語彙を含んだ英文リスニ

ングとリーディング

文法エクササイズ等

教科書

単語集 単語番号

熱力学の英語

授業テーマの語彙を含んだ英文リスニ

ングとリーディング

文法エクササイズ等

教科書

単語集 単語番号

熱力学の英語

授業テーマの語彙を含んだ英文リスニ

ングとＲｅａｄｉｎｇ

文法エクササイズ等

期末試験の準備

関連科目 特になし

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

井村誠

成美堂

プリント配布

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法 共通試験２０ 、 期末試験 ３０％、 ｅ 学習の進捗度１０％、 小テスト１０％、 課題テスト１０％、 レポート１０％、 統一

教
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（基準） 単語テスト１０％

授業に積極的に参加しているか、ディスカッションに積極的に参加しているかを評価します。

欠席は三回までを評価基準とします。遅刻は三回で欠席一回。居眠り、私語、携帯電話の使用などは教室に来ていても欠席扱いとします。

学生への

メッセージ

新しく覚えた英単語・文法事項を実際のシチュエーションで使用することを意識しながら勉強してください。たとえば、２～３文の短い文章で

もよいので、毎日英語で日記を書いてみたり、自分の興味のある事を英語で読んだり、聴いたりする習慣をつけて下さい。楽しみながら学習を続

けましょう。

担当者の

研究室等
号館 階（非常勤講師室）

備考

事前事後学習には、毎回１時間以上かけること。

英単語は毎日、平均１時間は学習すること。

課題テストで間違った所は復習して覚えること

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

毎回単語の小テストを行いますが、隣の人と交換して採点してもらい、間違った単語は 回書いてその次の週に提出してもらいます。

教
養
科
目
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科目名 基礎英語Ⅱｂ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス Ｅ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 三宅 一平

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

世界の「食」を扱った英文の読解を通し、基礎的な英文法を習得すると同時に、他文化理解を進めることを目標とします。

また、毎時間の英単語テストにより、語彙の増強を図ります。

到達目標
基礎的な英文法を習得すること。

文章の内容を正確に把握する力を養うこと。

授業方法と

留意点

毎回の授業で単語テストを実施します。

教科書については、該当範囲を予習として事前に必ず読んでおき、疑問点などを確認しておいてください。

各 を二週に分けて読み進め、内容確認問題を課題として解いてきてもらいます。

小テスト等の結果については授業内でフィードバックを行います。

また、辞書を必ず持参することとし、スマートフォンアプリ等の使用は禁止します。

科目学習の

効果（資格）

基礎英文法の習得。

文章読解能力の向上。

各種英語試験のスコア上昇。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

前期の内容の復習 前期の内容の復習

前期の内容の復習

次週の範囲の予習 分

単語集 分

内容理解
文法、単語を確認しながら英文を読み進

める

次回範囲の予習 分

単語集 分

内容理解
文法、単語を確認しながら英文を読み進

める

次回範囲の予習 分

内容確認課題 分

単語集 分

内容理解
文法、単語を確認しながら英文を読み進

める

次回範囲の予習 分

単語集 分

内容理解
文法、単語を確認しながら英文を読み進

める

次回範囲の予習 分

内容確認課題 分

単語集 分

内容理

解

文法、単語を確認しながら英文を読み進

める

次回範囲の予習 分

単語集 分

内容理

解

文法、単語を確認しながら英文を読み進

める

次回範囲の予習 分

内容確認課題 分

単語集 分

内容理解
文法、単語を確認しながら英文を読み進

める

次回範囲の予習 分

単語集 分

内容理解
文法、単語を確認しながら英文を読み進

める

次回範囲の予習 分

内容確認課題 分

単語集 分

内容理解
文法、単語を確認しながら英文を読み進

める

次回範囲の予習 分

単語集 分

内容理解
文法、単語を確認しながら英文を読み進

める

次回範囲の予習 分

内容確認課題 分

単語集 分

内容理解
文法、単語を確認しながら英文を読み進

める

次回範囲の予習 分

単語集 分

内容理解
文法、単語を確認しながら英文を読み進

める

次回範囲の予習 分

内容確認課題 分

単語集 分

内容理解
文法、単語を確認しながら英文を読み進

める

次回範囲の予習 分

内容確認課題 分

単語集 分

内容理解
文法、単語を確認しながら英文を読み進

める
期末テストの準備 分

関連科目 二年次英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

英語で楽しむ世界の食文化 他 英宝社

西谷 恒志 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

統一英単語テスト

学習の進捗度

期末試験

平常点 小テスト 、課題 、受講態度

教
養
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学期中に 回以上欠席した場合は、単位取得意思のないものとみなし、成績評価を行いません。

学生への

メッセージ

人間に不可欠なものとしての食は、不可欠だからこそ文化を強く反映するものとなるでしょう。

英語読解能力はもちろんのこと、食に関する知識を通して、他文化の理解を進めてもらえればと思います。

また、教科書には各国の料理の簡単なレシピが英語で掲載されています。英語の確認のついでにぜひつくってみてください。

担当者の

研究室等

号館 階（非常勤講師室）

備考 質問等は出講時に非常勤講師室にて対応します。

教
養
科
目
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科目名 北河内を知る 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 地域志向系

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者
荻田 喜代一 尾山 廣 喜多 大三 久保 貞也 鶴坂 貴

恵

ディプロマポリシー
科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ○ 科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： △ 科： ◎

◎ ◎ 科： ◎ ◎ 科： ◎ ： ◎

科目ナンバリング
科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： 科： 科・ 科： 科： 科： 科：

科：

授業概要・

目的

摂南大学と大学が立地する「北河内」に焦点をあて、この地域の歴史・文化・産業・ライフライン、地方自治体の現状と課題、「北河内」に関

係する各分野で活躍している団体や機関の人びとの活動状況などをテーマに、外部講師の講演とグループディスカッションを中心に、この地域に

住む人々の暮らしや特徴、現在の問題と今後の課題を知ることにより、摂南大生として、この地域とどのようにかかわるかを考える。

この授業は、「地域をつくる」「地域を考える」「地域をまなぶ」の３つのテーマからなり、地域貢献活動の動機づけを目的とする。授業担当者

として、北河内７市および和歌山県すさみ町の「行政実務者」が担当する。

到達目標

北河内地域の歴史、文化、産業、街づくりを知り、地域に対する愛着を醸成し、社会の一員として地域とのかかわりの大切さを認識する。この認

識を踏まえて、地域おける摂南大学の役割を考え、積極的に地域にかかわる態度を示すとともに、活気ある地域の創生に向けたアイデアを立案し、

行動できる。

授業方法と

留意点

北河内地域の各分野で活躍されている方々を学外講師とするオムニバス講義である。授業は、土曜日に集中的に実施し、毎回の授業で「自己学習・

グループ学習」「講演の聴講」「グループワーク・成果物のプレゼンテーション」を行う。

情報収集ツールとしてスマートフォン、タブレット、ノートパソコン等を持参すること

科目学習の

効果（資格）

ソーシャルイノベーション副専攻の必須科目である。「北河内を知る」を通じて、地域の課題を発見して解決する能力を身につけることに努力す

る。さらに、外部講師の方々と交流を深め、地域貢献活動に参画し、自ら考え行動することで、生涯にわたり学習する基盤が培われる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション・グルー

プワークのアイスブレイク

９月２ 日（土）２限

授業の進め方、成績評価方法

グループワークの進め方等を学ぶ

事前課題：北河内について調べる（３０分）

事後課題：グループワークの成果物をまとめる（３

０分）

北河内地域に関する講演

１０月５日（土）１限

北河内地域（守口市、枚方市、寝屋川市、

大東市、門真市、四條畷市、交野市）に

関する講演を聴講し、地域課題の発見す

る。

事前課題：学修する市の総合戦略等について調べ、

レポートを作成する（１時間）

北河内地域に関する講演

１０月５日（土）２限

北河内地域（守口市、枚方市、寝屋川市、

大東市、門真市、四條畷市、交野市）に

関する講演を聴講し、地域課題の発見す

る。

事前課題：学修する市の総合戦略等について調べ、

レポートを作成する（１時間）

グループワーク・プレゼンテ

ーション

１０月５日（土）３限

北河内地域の活性化・課題解決の対応策

を策定し、発表する

事後課題：討議内容をもとに、自分の考えや意見を

まとめる。グループワークの成果物をまとめる（３

０分）

北河内地域に関する講演

１０月１９日（土）１限

北河内地域（守口市、枚方市、寝屋川市、

大東市、門真市、四條畷市、交野市）の

情報を収集して地域課題を発見する

事前課題：学修する市の総合戦略等について調べ、

レポートを作成する（１時間）

北河内地域に関する講演

１０月１９日（土）２限

北河内地域（守口市、枚方市、寝屋川市、

大東市、門真市、四條畷市、交野市）に

関する講演を聴講し、地域課題の発見す

る。

事前課題：学修する市の総合戦略等について調べ、

レポートを作成する（１時間）

グループワーク・プレゼンテ

ーション

１０月１９日（土）３限

北河内地域の活性化・課題解決の対応策

を策定し、発表する

事後課題：討議内容をもとに、自分の考えや意見を

まとめる。グループワークの成果物をまとめる（３

０分）

北河内地域に関する講演

１１月２日（土）１限

北河内地域（守口市、枚方市、寝屋川市、

大東市、門真市、四條畷市、交野市）に

関する講演を聴講し、地域課題の発見す

る。

事前課題：学修する市の総合戦略等について調べ、

レポートを作成する（１時間）

北河内地域に関する講演

１１月２日（土）２限

北河内地域（守口市、枚方市、寝屋川市、

大東市、門真市、四條畷市、交野市）に

関する講演を聴講し、地域課題の発見す

る。

事前課題：学修する市の総合戦略等について調べ、

レポートを作成する（１時間）

グループワーク・プレゼンテ

ーション

１１月２日（土）３限

北河内地域の活性化・課題解決の対応策

を策定し、発表する

事後課題：討議内容をもとに、自分の考えや意見を

まとめる。グループワークの成果物をまとめる（３

０分）

北河内地域に関する講演

１１月１６日（土）１限

北河内地域（守口市、枚方市、寝屋川市、

大東市、門真市、四條畷市、交野市）に

関する講演を聴講し、地域課題の発見す

る。

事前課題：学修する市の総合戦略等について調べ、

レポートを作成する（１時間）

北河内地域に関する講演

１１月１６日（土）２限

北河内地域（守口市、枚方市、寝屋川市、

大東市、門真市、四條畷市、交野市）に

関する講演を聴講し、地域課題の発見す

る。

事前課題：学修する市の総合戦略等について調べ、

レポートを作成する（１時間）

グループワーク・プレゼンテ

ーション

１１月１６日（土）３限

北河内地域の活性化・課題解決の対応策

を策定し、発表する

事後課題：討議内容をもとに、自分の考えや意見を

まとめる。グループワークの成果物をまとめる（３

０分）

最終発表会

１２月７日（土）１限

アクションプランをプレゼンテーショ

ンし、意見交換により、より深い学びを

行う

事後課題：討議内容をもとに、自分の考えや意見を

まとめる。グループワークの成果物をまとめる。ま

た、プレゼンテーションの練習を十分に行う（１０

時間）

最終発表会

１２月７日（土）２限

アクションプランをプレゼンテーショ

ンし、意見交換により、より深い学びを

行う

事後課題：討議内容をもとに、自分の考えや意見を

まとめる。グループワークの成果物をまとめる。ま

た、プレゼンテーションの練習を十分に行う（１０

時間）
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関連科目 ソーシャルイノベーション副専攻科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

個人レポートの評価（４０％）、グループごとの講演聴講および討議の態度のルーブリック評価（３０％）、グループワークの成果物（３０％）。

欠席・遅刻の場合には当該項目の評価は「０」とする。

学生への

メッセージ
地域創生の第一歩を踏み出してみませんか？

担当者の

研究室等

荻田喜代一（薬学部・副学長室）、鶴坂貴恵（経営学部・経営情報学科）、尾山廣（理工学部・生命科学科）、久保貞也（経営学部・経営情報学科）、

喜多大三

備考
学外講師のご都合により、授業計画の内容や実施日、順序等を変更すること、学外の方が聴講すること、授業の様子をカメラ・ビデオで撮影する

ことがあります。ご了解下さい。

教
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科目名 キャリアデザインⅠ（ＢＡＳＩＣ） 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教養特別講義

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 石井 三恵

ディプロマポリシー 科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ△ 科：Ⅱ◎

科目ナンバリング 科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： ～

授業概要・

目的

この授業を通じて学生には、

１）就職や人生設計の前提として、「大学生」として大学生活をプランニングする。

２）基礎ゼミと連携しつつ、「摂南大学」の学生として必要な知識や技能を習得する。

３ 専門の学びとの接続となるよう基本的なスタディスキルを習得する。

４）講義と並行して、グループワークを実施し、課題やメンバー構成などの所与の条件に対してグループとして処していく力を養成する。

ようになることが期待される。

なお、講義は担当講師の民間企業社員、自治体職員として業務経験及び、 法人の理事、高等教育での教育ならびに経営の経験を活かした内容

も含まれる。

到達目標

１）摂南大学への理解を深め、自らの大学生活を充実させる方法を考えられるようになる。

２）社会の変化を知り、これから身につけたい力について考えられるようになる。

３）調べる・考える・発表するための技能についての理解を深めることを講義目標とする。

授業方法と

留意点
講義だけでなくグループワークなどを織り交ぜて進行するので、積極的な態度で受講すること。

科目学習の

効果（資格）

社会と自分の接点を考えるきっかけとなる。

「大学生活を充実させる」きっかけになる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ようこそ、摂南大学へ

・授業のオリエンテーション

・キャリアデザインとは何か、またなぜ

必要なのかについて考える

・公と私について考える

・事前学修：自分にとって“キャリアデザイン”と

は何かを考えること １時間

・事後学修 キャリアデザインがなぜ必要かをまと

め、「公と私」いついて考えること ３時間）

さぁ始めよう！大学生活を

・大学で学ぶということを理解する

・「学修」の意味を学ぶ

・ノートの取り方、学ぶためのスキルを

身に付ける

・事前学修：大学で学ぶ意味について考えること １

時間

・事後学修：各受講科目のノートを整理すること（３

時間）

摂大学

・摂南大学の建学の精神と教育理念を理

解する

・摂南大学の中にある「機会」について

知る

・先輩の話を聴く

・事前学修：摂大生として、 の建学の精神と教育

理念を理解すること の（２時間）

・事後学修：大学の中にある「機会」の活用の仕方

を考えること ２時間

自己効力感を高めよう

・学生生活において目標とすることを考

える

・自己効力感を高めることの意味を知る

・個人ワークのインストラクション

・事前学修：設定された個人ワークに取り組むこと

２時間

・事後学修：学生生活の目標を再度考えること（２

時間）

グループ課題の設定

・グループワーク（インタビュープロジ

ェクト）の目的を理解する

・社会人としてのマナーを学ぶ

・グループで工程管理を考える

・事前学修：グループワークに必要なことを考える

こと（１時間）

・事後学修：グループで課題に取り組むこと ３時

間

社会は君を待っている

・日本の労働事情の推移を知る

・社会で求められている力について考え

る

・事前学修：社会で求められる人材について考える

こと １時間

・事後学修：社会で求められる能力について考える

こと（３時間）

社会の仕組み①

・ から見る社会の仕組み

・労働と貨幣

・税金について考える

・事前学修： について調べること（１時間）

・事後学修：経済・金融と私たちの生活の結びつき

を考えること ３時間

社会の仕組み②
・税金について考える

・社会の問題についてディスカッション

・事前学修：税金について調べること（１時間）

・事後学修：配布資料を熟読し、社会の仕組みにつ

いて考えること ３時間

自分づくり①
・自分の良いところを１００挙げる

・ペアワーク

・事前学修：自分の長所や短所について考え、周囲

の人にも聴くこと ２時間

・事後学修：長所を伸ばすための自分の言動につい

て考えること（２時間）

自分づくり②

・ワークシート記入

・ペアワーク

・大学４年間の目標設定

・事前学修：大学へ入学した目的をを考えること（２

時間）

・事後学修：学生としての自分の目標を再確認する

こと ２時間

スケジューリング術

・社会人基礎力を理解する

・ サイクルを身につける

・入学から今までの大学生活を振り返る

・未来履歴書を書いてみる

・事前学修：社会人基礎力を調べること（１時間）

・事後学修：社会人基礎力を実践する方法を考える

こと ３時間

ビブリオバトル①
・ビブリオバトルで発表をする準備

・グループ内で発表する

・事前学修：他者に紹介したい本を選び、発表の準

備を行うこと ３時間

・事後学修：自分が選択した本に関して、よりまと

めておくこと（１時間）

グループ課題の発表会 グループ課題の発表会

・事前学修：グループのプレゼンテーションの準備

をすること。 ３時間

・事後学修：発表グループの良かった点、改善点を

まとめること（１時間）

グループ課題の発表会 ・グループごとのプレゼンテーション

・事前学修：グループのプレゼンテーションの準備

をすること ３時間

・事後学修：発表グループの良かった点、改善点を

まとめること（１時間）
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夢の実現に向けて 学びのプ

ランニング 講義のおさら

い

・学びのプランニング

・講義の振り返り

・事前学修：キャリアデザインを振り返ること（１

時間）

・事後学修：夏休み以降の大学生活の目標を考える

こと ３時間

関連科目
キャリアデザインⅡ 、キャリアデザインⅢ 、インターンシップⅠ 、インターンシップⅡ

エンプロイメントデザイン Ⅰ、エンプロイメントデザインⅡ

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
グループワーク（ ）、ミニレポート（ ）、レポート（ ）で総合的に評価する。

学生への

メッセージ
自分の将来を考える授業であると認識し、能動的に参加すること。

担当者の

研究室等
号館５階 教育イノベーションセンター（石井）

備考
１．必要に応じて授業内でレジュメを配布する。

２．ミニレポートや最終課題を除くレポートは採点した後に、講義内で返却する。

教
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科目名 キャリアデザインⅠ（ＢＡＳＩＣ） 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教養特別講義

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 山岡 亮太

ディプロマポリシー 科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ△ 科：Ⅱ◎

科目ナンバリング 科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： ～

授業概要・

目的

この授業を通じて学生は、

１）就職や人生設計の前提として、「大学生」として大学生活をプランニングする。

２）基礎ゼミと連携しつつ、「摂南大学」の学生として必要な知識や技能を習得する。

３ 専門の学びとの接続となるよう基本的なスタディスキルを習得する。

４）講義と並行して、グループワークを実施し、課題やメンバー構成などの所与の条件に対してグループとして処していく力を養成する。

ことが期待される。

到達目標

１）摂南大学への理解を深め、自らの大学生活を充実させる方法を考えられるようになる。

２）社会の変化を知り、これから身につけたい力について考えられるようになる。

３）調べる・考える・発表するための技能についての理解を深めることを講義目標とする。

授業方法と

留意点
講義だけでなくグループワークなどを織り交ぜて進行するので、積極的な態度で受講すること。

科目学習の

効果（資格）

社会と自分の接点を考えるきっかけとなる。

「大学生活を充実させる」きっかけになる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ようこそ、摂南大学へ

・授業のオリエンテーション

・キャリアデザインとは何か、またなぜ

必要なのかについて考える

・公と私について考える

・事前学修：自分にとって“キャリアデザイン”と

は何かを考えること １時間

・事後学修 キャリアデザインがなぜ必要かをまと

め、「公と私」いついて考えること ２時間）

さぁ始めよう！大学生活を

・大学で学ぶということを理解する

・「学修」の意味を学ぶ

・ノートの取り方、学ぶためのスキルを

身に付ける

・事前学修：大学で学ぶ意味について考えること １

時間

・事後学修：各受講科目のノートを整理すること（３

時間）

摂大学

・摂南大学の建学の精神と教育理念を理

解する

・摂南大学の中にある「機会」について

知る

・先輩の話を聴く

・事前学修：摂大生として、 の建学の精神と教育

理念を理解すること の（２時間）

・事後学修：大学の中にある「機会」の活用の仕方

を考えること ２時間

自己効力感を高めよう

・学生生活において目標とすることを考

える

・自己効力感を高めることの意味を知る

・個人ワークのインストラクション

・事前学修：設定された個人ワークに取り組むこと

２時間

・事後学修：学生生活の目標を再度考えること（２

時間）

グループ課題の設定

・グループワークの目的を理解する

・社会人としてのマナーを学ぶ

・グループで工程管理を考える

・事前学修：グループワークに必要なことを考える

こと（１時間）

・事後学修：グループで課題に取り組むこと ３時

間

社会は君を待っている

・日本の労働事情の推移を知る

・社会で求められている力について考え

る

・事前学修：社会で求められる人材について考える

こと １時間

・事後学修：社会で求められる能力について考える

こと（３時間）

社会の仕組み①

・ から見る社会の仕組み

・労働と貨幣

・税金について考える

・事前学修： について調べること（１時間）

・事後学修：経済・金融と私たちの生活の結びつき

を考えること ３時間

社会の仕組み②
・税金について考える

・社会の問題についてディスカッション

・事前学修：税金について調べること（１時間）

・事後学修：配布資料を熟読し、社会の仕組みにつ

いて考えること ３時間

自分づくり①
・自分の良いところを１００挙げる

・ペアワーク

・事前学修：自分の長所や短所について考え、周囲

の人にも聴くこと ２時間

・事後学修：長所を伸ばすための自分の言動につい

て考えること（２時間）

自分づくり②

・ワークシート記入

・ペアワーク

・大学４年間の目標設定

・事前学修：大学へ入学した目的をを考えること（２

時間）

・事後学修：学生としての自分の目標を再確認する

こと ２時間

スケジューリング術

・社会人基礎力を理解する

・ サイクルを身につける

・入学から今までの大学生活を振り返る

・未来履歴書を書いてみる

・事前学修：社会人基礎力を調べること（１時間）

・事後学修：社会人基礎力を実践する方法を考える

こと ３時間

ビブリオバトル①
・ビブリオバトルで発表をする準備

・グループ内で発表する

・事前学修：他者に紹介したい本を選び、発表の準

備を行うこと ３時間

・事後学修：自分が選択した本に関して、よりまと

めておくこと（１時間）

グループ課題の発表会 グループ課題の発表会

・事前学修：グループのプレゼンテーションの準備

をすること。 ３時間

・事後学修：発表グループの良かった点、改善点を

まとめること（１時間）

グループ課題の発表会 ・グループごとのプレゼンテーション

・事前学修：グループのプレゼンテーションの準備

をすること ３時間

・事後学修：発表グループの良かった点、改善点を

まとめること（１時間）

夢の実現に向けて 学びのプ

ランニング 講義のおさら

い

・学びのプランニング

・講義の振り返り

・事前学修：キャリアデザインを振り返ること（１

時間）

・事後学修：夏休み以降の大学生活の目標を考える
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こと ３時間

関連科目
キャリアデザインⅡ 、キャリアデザインⅢ 、インターンシップⅠ 、インターンシップⅡ

エンプロイメントデザイン Ⅰ、エンプロイメントデザインⅡ

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
グループワーク（ ）、ミニレポート（ ）、レポート（ ）で総合的に評価する。

学生への

メッセージ
自分の将来を考える授業であると認識し、能動的に参加すること。

担当者の

研究室等
号館 階 教育イノベーションセンター（上野山）

備考
１．必要に応じて授業内でレジュメを配布する。

２．ミニレポートや最終課題を除くレポートは採点した後に、講義内で返却する。
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科目名 キャリアデザインⅠ（ＢＡＳＩＣ） 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教養特別講義

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 中川 浩一

ディプロマポリシー 科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ△ 科：Ⅱ◎

科目ナンバリング 科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： ～

授業概要・

目的

この授業を通じて学生は、

１）就職や人生設計の前提として、「大学生」として大学生活をプランニングする。

２）基礎ゼミと連携しつつ、「摂南大学」の学生として必要な知識や技能を習得する。

３ 専門の学びとの接続となるよう基本的なスタディスキルを習得する。

４）講義と並行して、グループワークを実施し、課題やメンバー構成などの所与の条件に対してグループとして処していく力を養成する。

ことが期待される。

到達目標

１）摂南大学への理解を深め、自らの大学生活を充実させる方法を考えられるようになる。

２）社会の変化を知り、これから身につけたい力について考えられるようになる。

３）調べる・考える・発表するための技能についての理解を深めることを講義目標とする。

授業方法と

留意点
講義だけでなくグループワークなどを織り交ぜて進行するので、積極的な態度で受講すること。

科目学習の

効果（資格）

社会と自分の接点を考えるきっかけとなる。

「大学生活を充実させる」きっかけになる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ようこそ、摂南大学へ

・授業のオリエンテーション

・キャリアデザインとは何か、またなぜ

必要なのかについて考える

・公と私について考える

・事前学修：自分にとって“キャリアデザイン”と

は何かを考えること １時間

・事後学修 キャリアデザインがなぜ必要かをまと

め、「公と私」いついて考えること ２時間）

さぁ始めよう！大学生活を

・大学で学ぶということを理解する

・「学修」の意味を学ぶ

・ノートの取り方、学ぶためのスキルを

身に付ける

・事前学修：大学で学ぶ意味について考えること １

時間

・事後学修：各受講科目のノートを整理すること（３

時間）

摂大学

・摂南大学の建学の精神と教育理念を理

解する

・摂南大学の中にある「機会」について

知る

・先輩の話を聴く

・事前学修：摂大生として、 の建学の精神と教育

理念を理解すること の（２時間）

・事後学修：大学の中にある「機会」の活用の仕方

を考えること ２時間

自己効力感を高めよう

・学生生活において目標とすることを考

える

・自己効力感を高めることの意味を知る

・個人ワークのインストラクション

・事前学修：設定された個人ワークに取り組むこと

２時間

・事後学修：学生生活の目標を再度考えること（２

時間）

グループ課題の設定

・グループワークの目的を理解する

・社会人としてのマナーを学ぶ

・グループで工程管理を考える

・事前学修：グループワークに必要なことを考える

こと（１時間）

・事後学修：グループで課題に取り組むこと ３時

間

社会は君を待っている

・日本の労働事情の推移を知る

・社会で求められている力について考え

る

・事前学修：社会で求められる人材について考える

こと １時間

・事後学修：社会で求められる能力について考える

こと（３時間）

社会の仕組み①

・ から見る社会の仕組み

・労働と貨幣

・税金について考える

・事前学修： について調べること（１時間）

・事後学修：経済・金融と私たちの生活の結びつき

を考えること ３時間

社会の仕組み②
・税金について考える

・社会の問題についてディスカッション

・事前学修：税金について調べること（１時間）

・事後学修：配布資料を熟読し、社会の仕組みにつ

いて考えること ３時間

自分づくり①
・自分の良いところを１００挙げる

・ペアワーク

・事前学修：自分の長所や短所について考え、周囲

の人にも聴くこと ２時間

・事後学修：長所を伸ばすための自分の言動につい

て考えること（２時間）

自分づくり②

・ワークシート記入

・ペアワーク

・大学４年間の目標設定

・事前学修：大学へ入学した目的をを考えること（２

時間）

・事後学修：学生としての自分の目標を再確認する

こと ２時間

スケジューリング術

・社会人基礎力を理解する

・ サイクルを身につける

・入学から今までの大学生活を振り返る

・未来履歴書を書いてみる

・事前学修：社会人基礎力を調べること（１時間）

・事後学修：社会人基礎力を実践する方法を考える

こと ３時間

ビブリオバトル①
・ビブリオバトルで発表をする準備

・グループ内で発表する

・事前学修：他者に紹介したい本を選び、発表の準

備を行うこと ３時間

・事後学修：自分が選択した本に関して、よりまと

めておくこと（１時間）

グループ課題の発表会 グループ課題の発表会

・事前学修：グループのプレゼンテーションの準備

をすること。 ３時間

・事後学修：発表グループの良かった点、改善点を

まとめること（１時間）

グループ課題の発表会 ・グループごとのプレゼンテーション

・事前学修：グループのプレゼンテーションの準備

をすること ３時間

・事後学修：発表グループの良かった点、改善点を

まとめること（１時間）

夢の実現に向けて 学びのプ

ランニング 講義のおさら

い

・学びのプランニング

・講義の振り返り

・事前学修：キャリアデザインを振り返ること（１

時間）

・事後学修：夏休み以降の大学生活の目標を考える

教
養
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こと ３時間

関連科目
キャリアデザインⅡ 、キャリアデザインⅢ 、インターンシップⅠ 、インターンシップⅡ

エンプロイメントデザイン Ⅰ、エンプロイメントデザインⅡ

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
グループワーク（ ）、ミニレポート（ ）、レポート（ ）で総合的に評価する。

学生への

メッセージ
自分の将来を考える授業であると認識し、能動的に参加すること。

担当者の

研究室等
号館 階 教育イノベーションセンター（上野山）

備考
１．必要に応じて授業内でレジュメを配布する。

２．ミニレポートや最終課題を除くレポートは採点した後に、講義内で返却する。

教
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科目名 キャリアデザインⅠ（ＢＡＳＩＣ） 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教養特別講義

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 上野山 裕士

ディプロマポリシー 科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ△ 科：Ⅱ◎

科目ナンバリング 科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： ～

授業概要・

目的

この授業を通じて学生は、

１）就職や人生設計の前提として、「大学生」として大学生活をプランニングする。

２）基礎ゼミと連携しつつ、「摂南大学」の学生として必要な知識や技能を習得する。

３ 専門の学びとの接続となるよう基本的なスタディスキルを習得する。

４）講義と並行して、グループワークを実施し、課題やメンバー構成などの所与の条件に対してグループとして処していく力を養成する。

ことが期待される。

到達目標

１）摂南大学への理解を深め、自らの大学生活を充実させる方法を考えられるようになる。

２）社会の変化を知り、これから身につけたい力について考えられるようになる。

３）調べる・考える・発表するための技能についての理解を深めることを講義目標とする。

授業方法と

留意点
講義だけでなくグループワークなどを織り交ぜて進行するので積極的な態度で受講すること。

科目学習の

効果（資格）

社会と自分の接点を考えるきっかけとなる。

「大学生活を充実させる」きっかけになる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ようこそ、摂南大学へ

・授業のオリエンテーション

・キャリアデザインとは何か？何故必要

なのか？

・公と私について考える

・自分にとって“キャリアデザイン”とは何かを考

えること 時間

さぁ始めよう！大学生活を

・大学で学ぶということを理解する

・「学修」の意味を学ぶ

・ノートの取り方、学ぶためのスキルを

身に付ける

・大学で学ぶ意味について考えること 時間

摂大学

・摂南大学の建学の精神と教育理念を理

解する

・摂南大学の中にある「機会」について

知る

・先輩の話を聴く

・摂大生として、建学の精神と教育理念を理解する

こと

・大学の中にある「機会」の活用の仕方を考えるこ

と 時間

自己効力感を高めよう

・学生生活において目標とすることを考

える

・自己効力感を高めることの意味を知る

・個人ワークのインストラクション

・設定された個人ワークに取り組むこと ２時間

グループ課題の設定

・グループワーク（インタビュープロジ

ェクト）の目的を理解する

・社会人としてのマナーを学ぶ

・グループで工程管理を考える

・グループで課題に取り組むこと ３時間

社会は君を待っている

・日本の労働事情の推移を知る

・社会で求められている力について考え

る

・社会で求められる人材について考えること

時間

社会の仕組み①

・ から見る社会の仕組み

・労働と貨幣

・税金について考える

・経済・金融と私たちの生活の結びつきを考えるこ

と 時間

社会の仕組み②
・税金について考える

・社会の問題についてディスカッション

・配布資料を熟読し、社会の仕組みについて考える

こと 時間

自分づくり①
・自分の良いところを１００挙げる

・ペアワーク

・自分の長所や短所について考え、周囲の人にも聴

くこと １時間

自分づくり②

・ワークシート記入

・ペアワーク

・大学４年間の目標設定

・大学へ入学した目的と学生としての自分の目標を

再確認すること 時間

スケジューリング術

・社会人基礎力を理解する

・ サイクルを身につける

・入学から今までの大学生活を振り返る

・未来履歴書を書いてみる

・社会人基礎力を実践する方法を考えること

時間

ビブリオバトル
・ビブリオバトルで発表をする準備

・グループ内で発表する

・他者に紹介したい本を選び、発表の準備を行うこ

と １時間

グループ課題の発表会 グループ課題の発表会
・グループ内のプレゼンテーションの内容をまとめ

ること 時間

グループ課題の発表会 ・グループごとのプレゼンテーション ・プレゼンテーションの準備をすること ２時間

夢の実現に向けて 学びのプ

ランニング 講義のおさら

い

・学びのプランニング

・講義の振り返り

・夏休み以降の大学生活の目標を考えること １時

間

関連科目
キャリアデザインⅡ 、キャリアデザインⅢ 、インターンシップⅠ 、インターンシップⅡ

エンプロイメントデザイン Ⅰ、エンプロイメントデザインⅡ

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書 番号 書籍名 著者名 出版社名
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評価方法

（基準）
グループワーク（ ）、ミニレポート（ ）、レポート（ ）で総合的に評価する。

学生への

メッセージ
自分の将来を考える授業であると認識し、能動的に参加すること。

担当者の

研究室等
号館 階 教育イノベーションセンター（上野山）

備考
１．必要に応じて授業内でレジュメを配布する。

２．各回のミニレポートは採点した後に、最終講義で返却する。

教
養
科
目

196



摂南大学シラバス

科目名 キャリアデザインⅡ（ＡＤＶＡＮＣＥ） 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教養特別講義

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 上野山 裕士

ディプロマポリシー 科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ△ 科：Ⅱ◎

科目ナンバリング 科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： ～

授業概要・

目的

この授業を通じて学生には、現代社会で生じているさまざまな事象を氾濫する情報から的確にとらえ、それらを起点に思考し、自らの活かし方、

伸ばすべきポイントについて考えるようになることが期待される。

講義は担当者の実務経験を元に議論を進行することもある。

到達目標 将来、就きたい職業を模索し、そのために今何を行うべきかを自ら考え、宣言できるようになることである。

授業方法と

留意点
講義だけでなく、グループワークや個人で考えるワークを織り交ぜて進行するので、能動的な態度で受講すること。

科目学習の

効果（資格）
来るべき就職活動に向けて、自分に必要な能力を自覚し、計画的に実行に移すことができる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション
・講義の目的・内容の解説

・評価の方法

・配布したレジュメを見直すこと

・大学生活１年目で経験したことを思い出しておく

こと 時間

社会を知る①

・なぜ仕事をするのか

・仕事観について考える

・仕事の成果とは他者への貢献であるこ

とを学ぶ

・配付したレジュメを見直すこと

・人はなぜ働くのかについて自分なりに考えること

時間

社会を知る②
・課題「働く人を取材してレポート」の

グループ討議とプレゼンテーション

・配布したレジュメを見直すこと

・働くひとへの取材を行い、グループで討議する準

備をすること 時間

社会を知る③

・視点 視座 視野の使い方事例を知る

・業種・職種の概念を理解する

・川上～川下の概念の理解

・配布したレジュメを見直すこと

・グループ課題に取り組むこと 時間

社会を知る④
・会社・業種・職種を理解する

・付加価値について考える

・配布したレジュメを見直すこと

・どのような業種・会社があるのか調べること

時間

就活体験①
・特性と心がけ、自己 の組み立て方

を学ぶ

・配布したレジュメを見直すこと

・自らの強みについて考えること 時間

就活体験②

・学生生活を振り返る

・学生生活で自分を高めるための方法を

考える

・配布したレジュメを見直すこと

・学生生活の振り返りを行うこと 時間

社会を知る⑤ ・グループプレゼンテーション

・配布したレジュメを見直すこと

・プレゼンテーションンの準備をしておくこと

時間

社会を知る⑥ ・グループプレゼンテーション

・配布したレジュメを見直すこと

・プレゼンテーションの準備をしておくこと 時

間

自分を高める①
・今までの習慣を見直し、自分を高める

必要性を認識する

・配布したレジュメを見直すこと

・講義を踏まえ、これからの大学生活において何に

取り組むのかを考えること 時間

自分を高める②

・リーダーシップ開発

・リーダーシップのタイプを知る

・リーダーシップコミュニケ―ションを

学ぶ

・配布したレジュメを見直すこと

・講義の内容を日常生活で実践すること 時間

社会を知る⑦
・ライフイベントを考える

・ライフイベントにかかる費用を知る。

・配付資料を見直すこと

・自らの将来について考えること 時間

自分を高める③
・講義⑩⑪の実践報告プレゼンテーショ

ン

・配布したレジュメを見直すこと

・プレゼンテーションの準備をしておくこと 時

間

社会を知る⑧
・ニッポンの課題について考える

・未来の働き方を考える

・配布したレジュメを見直すこと

・日本を取り巻く課題につて理解すること 時間

授業のおさらい ・講義のおさらい

・配布したレジュメを見直すこと

・課題の出し忘れ等がないか確認しておくこと

時間

関連科目 キャリアデザインⅠ・Ⅲ、インターンシップⅠ・Ⅱ

教科書
番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
グループワーク（ ）、授業参加度（ ）、レポート（ ）を総合的に評価する。

学生への

メッセージ

来たるべき就職活動に向けて日々の生活を振り返り、準備することを第一とし授業を行うので、卒業後の「あなた」になるために積極的に参加す

ること。

担当者の

研究室等
号館 階 教育イノベーションセンター（上野山）

備考 毎回のミニレポートが採点をした後に最終講義で返却する。

教
養
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科目名 キャリアデザインⅡ（ＡＤＶＡＮＣＥ） 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教養特別講義

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 橋本 朗子

ディプロマポリシー 科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ△ 科：Ⅱ◎

科目ナンバリング 科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： ～

授業概要・

目的

この授業を通じて学生には、現代社会で生じているさまざまな事象を氾濫する情報から的確にとらえ、それらを起点に思考し、自らの活かし方、

伸ばすべきポイントについて考えるようになることが期待される。

講義は担当者の実務経験を元に議論を進行することもある。

到達目標 将来、就きたい職業を模索し、そのために今何を行うべきかを自ら考え、宣言できるようになることである。

授業方法と

留意点
講義だけでなく、グループワークや個人で考えるワークを織り交ぜて進行するので、能動的な態度で受講すること。

科目学習の

効果（資格）
来るべき就職活動に向けて、自分に必要な能力を自覚し、計画的に実行に移すことができる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション
・講義の目的・内容の解説

・評価の方法

・配布したレジュメを見直すこと

・大学生活１年目で経験したことを思い出しておく

こと 時間

社会を知る①

・なぜ仕事をするのか

・仕事観について考える

・仕事の成果とは他者への貢献であるこ

とを学ぶ

・配付したレジュメを見直すこと

・人はなぜ働くのかについて自分なりに考えること

時間

社会を知る②
・課題「働く人を取材してレポート」の

グループ討議とプレゼンテーション

・配布したレジュメを見直すこと

・働くひとへの取材を行い、グループで討議する準

備をすること 時間

社会を知る③

・視点 視座 視野の使い方事例を知る

・業種・職種の概念を理解する

・川上～川下の概念の理解

・配布したレジュメを見直すこと

・グループ課題に取り組むこと 時間

社会を知る④
・会社・業種・職種を理解する

・付加価値について考える

・配布したレジュメを見直すこと

・どのような業種・会社があるのか調べること

時間

就活体験①
・特性と心がけ、自己 の組み立て方

を学ぶ

・配布したレジュメを見直すこと

・自らの強みについて考えること 時間

就活体験②

・学生生活を振り返る

・学生生活で自分を高めるための方法を

考える

・配布したレジュメを見直すこと

・学生生活の振り返りを行うこと 時間

社会を知る⑤ ・グループプレゼンテーション

・配布したレジュメを見直すこと

・プレゼンテーションンの準備をしておくこと

時間

社会を知る⑥ ・グループプレゼンテーション

・配布したレジュメを見直すこと

・プレゼンテーションの準備をしておくこと 時

間

自分を高める①
・今までの習慣を見直し、自分を高める

必要性を認識する

・配布したレジュメを見直すこと

・講義を踏まえ、これからの大学生活において何に

取り組むのかを考えること 時間

自分を高める②

・リーダーシップ開発

・リーダーシップのタイプを知る

・リーダーシップコミュニケ―ションを

学ぶ

・配布したレジュメを見直すこと

・講義の内容を日常生活で実践すること 時間

社会を知る⑦
・ライフイベントを考える

・ライフイベントにかかる費用を知る。

・配付資料を見直すこと

・自らの将来について考えること 時間

自分を高める③
・講義⑩⑪の実践報告プレゼンテーショ

ン

・配布したレジュメを見直すこと

・プレゼンテーションの準備をしておくこと 時

間

社会を知る⑧
・ニッポンの課題について考える

・未来の働き方を考える

・配布したレジュメを見直すこと

・日本を取り巻く課題につて理解すること 時間

授業のおさらい ・講義のおさらい

・配布したレジュメを見直すこと

・課題の出し忘れ等がないか確認しておくこと

時間

関連科目 キャリアデザインⅠ・Ⅲ、インターンシップⅠ・Ⅱ

教科書
番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
グループワーク（ ）、授業参加度（ ）、レポート（ ）を総合的に評価する。

学生への

メッセージ

来たるべき就職活動に向けて日々の生活を振り返り、準備することを第一とし授業を行うので、卒業後の「あなた」になるために積極的に参加す

ること。

担当者の

研究室等
号館 階 教育イノベーションセンター（上野山）

備考 毎回のミニレポートが採点をした後に最終講義で返却する。

教
養
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摂南大学シラバス

科目名 近代文学から学ぶ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 細川 知佐子

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

この講義では、明治以降現代までの新聞小説を、朝日新聞を中心に読んでいきます。作品の面白さとともに、時代順に読むことで、近現代史の中

で新聞小説が持つ役割も考えましょう。

到達目標 社会性、時事性など新聞小説の特色を理解すること。文学の枠内だけでなく、複数の視点で大きく作品を捉えるようになることが目標です。

授業方法と

留意点

配布資料による講義形式。不定期に復習テストを行います。

また、授業で紹介した新聞小説を最低１冊読み、定期試験で感想文を書いてもらいます。

科目学習の

効果（資格）
日本近代文学の教養を身につけることができます。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション

新聞小説とは何か

本講義に臨むための基本姿勢と注意点

について説明

新聞小説の始まりと歴史

特になし

明治時代の新聞小説１
黎明期（明治３０年まで）の新聞小説

尾崎紅葉『金色夜叉』を中心に
配布資料と作品を読む

明治時代の新聞小説２
明治３１年以降の新聞小説

夏目漱石『虞美人草』を中心に
配布資料と作品を読む

明治時代の新聞小説３ 夏目漱石『坑夫』 配布資料と作品を読む

大正時代の新聞小説１
中勘助『銀の匙』

芥川龍之介『地獄変』
配布資料と作品を読む

大正時代の新聞小説２
菊池寛『真珠夫人』

谷崎潤一郎『痴人の愛』
配布資料で作品を読む

大正時代の新聞小説３ 江戸川乱歩『一寸法師』を中心に 配布資料と作品を読む

昭和初期の新聞小説 川端康成『浅草紅団』 配布資料と作品を読む

戦前・戦中の新聞小説
戦前・戦中の新聞小説の特色

火野葦平『花と兵隊』を中心に
配布資料と作品を読む

戦後の新聞小説１

戦後の新聞小説の特色

石坂洋次郎『青い山脈』

太宰治『グッド・バイ』

配布資料と作品を読む

戦後の新聞小説２ 三島由紀夫『にっぽん製』 配布資料と作品を読む

現代の新聞小説１ 松本清張『砂の器』 配布資料と作品を読む

現代の新聞小説２ 有吉佐和子『複合汚染』 配布資料と作品を読む

現代の新聞小説３ 宮部みゆき『理由』 配布資料と作品を読む

現代の新聞小説４

本講義のまとめ

東野圭吾『手紙』

奥田英朗『沈黙の町で』など

近年の作品

講義で取り上げた新聞小説を振り返り、

時代との関わりを考えます

配布資料と作品を読む

関連科目 日本語読解

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

不定期の復習テスト、および授業態度（授業への集中度・質問への回答など） ％

定期試験（感想文を含む） ％

学生への

メッセージ

新聞小説というジャンルを意識し、社会と文学との関わりを考えてみよう。文学が時代を反映していることや社会に与える影響を、新聞小説を通

して理解することが重要である。また、授業で興味を持った作品を積極的に読み、読書の楽しさを知ってもらいたい。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考
予習復習は、新聞小説としての特徴を考えながら、配布資料を約 時間程度通読する。

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

教
養
科
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科目名 健康論 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 堀 美幸

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

現代社会において、生活の質（ ）を高めるためには、健康であることがまず重要になる。健康であるためには自分の身体を理解し、より良い

生活習慣を身に付けるための知識が必要となる。本授業では、身体のしくみを理解し、健康増進のための知識とそれを実践するための基礎知識を

修得することを目的とする。

到達目標

健康の概念を理解し、より良い生活習慣を身に付けるための知識を得ることを目標とする。

身体のしくみについては、解剖学的、生理学的、心理学的基礎知識を習得すること、また、健康維持・増進のための栄養学的理解と運動実践の方

法を理解し実践できるようになることを目標とする。

授業方法と

留意点

講義形式で授業を進める。

参考資料は適宜配布する。

科目学習の

効果（資格）
この講義を受講することにより、健康な身体づくりのための方法と知識を身に付けることができる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス

・授業の進め方について説明を行う。

・健康についての基礎的な理解をするこ

とができる。

・授業ノートで復習すること。

社会と健康
・現代日本における健康問題と国の施策

について知ることができる。
・授業ノートで復習すること。

生活習慣病と３大疾病

・メタボリックシンドローム、生活習慣

病、３大疾病について正しく理解ができ

る。

・授業ノートで復習すること。

こころの健康
・ストレスの生理的・心理的メカニズム

を理解することができる。
・授業ノートで復習すること。

身体のしくみ
・筋・骨格について理解ができる。

・体組成について知ることができる。
・授業ノートで復習すること。

身体のしくみ
・脳・内臓・神経の働きについて理解が

できる。
・授業ノートで復習すること。

身体のしくみ
・ホルモンバランス、睡眠、アレルギー

について理解ができる。
・授業ノートで復習すること。

食事と栄養

・５大栄養素と食事の選び方について理

解、実践ができる。

・カロリーバランスについて知ることが

できる。

・授業ノートで復習すること。

食事と現代社会

・食品添加物、サプリメントについて知

ることができる。

・食物アレルギーとアナフラキシーショ

ックの対応について学ぶことができる。

・授業ノートで復習すること。

嗜好品と薬物

・喫煙、飲酒、カフェインの功罪につい

て理解ができる。

・薬物について学ぶことができる。

・授業ノートで復習すること。

健康と運動
・全身持久力を高めるための運動処方と

実践の方法を理解できる。
・授業ノートで復習すること。

健康と運動
・筋持久力と筋力向上のための運動処方

と実践の方法を理解できる。
・授業ノートで復習すること。

健康と運動

・レクリエーショナルスポーツや生涯ス

ポーツについての理解を深めることが

できる。

・授業ノートで復習すること。

緊急時の応急手当て
・外傷やスポーツ傷害、熱中症などの初

期対応ができる。
・授業ノートで復習すること。

まとめ ・授業の内容に関して総括する。 ・授業ノートで復習すること。

関連科目
スポーツ科学実習Ⅰ・Ⅱ

生涯スポーツ実習

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

期末試験（４０％）、小テスト（３０％）、課題・提出物（３０％）により評価を行う。

小テストの回答および結果は、次の回の授業でフィードバックを行う。

１００点中６０点で合格とする。

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等
総合体育館 階 体育館事務室

備考 事前・事後学習に必要な時間については、６０時間を目安とします。

教
養
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科目名 健康論 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 中尾 千晶

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

健康について理解し、自身の健康管理に役立てる

自身の健康づくりについて立案する事ができる

到達目標
健康の成り立ち、考え方が理解できる

健康に関わる要因について理解できる

授業方法と

留意点

講義形式で授業を進める

参考資料は適宜配布する

科目学習の

効果（資格）

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス
授業の進め方、履修上の注意点、評価な

どの説明
なし

健康とは
健康に関する考え方、成り立ちを理解す

る
配布資料の復習

応急手当 けがや病気に対する手当を理解する 配布資料の復習

体の構造と機能 体のしくみと働きについて理解する 配布資料の復習

生活習慣病
生活行動、生活習慣と健康について理解

する
配布資料の復習

運動と健康
運動が健康に及ぼす影響について理解

する
配布資料の復習

食事と健康
食事が健康に及ぼす影響について理解

する
配布資料の復習

休養と健康
休養が健康に及ぼす影響について理解

する
配布資料の復習

ストレスマネジメント ストレスの対処法について理解する 配布資料の復習

飲酒、喫煙、薬物乱用
飲酒、喫煙、薬物が健康に及ぼす影響に

ついて理解する
配布資料の復習

ライフスタイルの変化と健

康

ライフスタイルの変化に伴う健康課題

について理解する
配布資料の復習

はたらく人の健康
はたらく人の健康課題について理解す

る
配布資料の復習

健康づくりのためのエクサ

サイズ

健康づくりのためのエクササイズにつ

いて理解、実践する
配布資料の復習

ヘルスマネジメント 自身の健康づくりを計画する 配布資料の復習

まとめ 健康論総括、補足 配布資料の復習

関連科目
スポーツ科学実習Ⅰ・Ⅱ

生涯スポーツ実習

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
配布資料の記入及び提出 ％、授業態度（発言、積極性、呼応状態） ％、レポート ％で総合的に評価する

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等
総合体育館 階 体育館事務室

備考 質問等ある場合は体育館事務室へ来てください

教
養
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科目名 現代韓国事情 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教養特別講義

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 田中 悟

ディプロマポリシー
科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ△ 科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： △ 科： ◎ 科：

◎ 科： ◎ ： ◎

科目ナンバリング
科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： ～ 科： ～ 科・ 科： ～ 科：

～ 科： 科： ～ 科： ～

授業概要・

目的

日本社会に生きる者にとって、似通っているようで異なる、また異なっているようで似通っている、そんな存在である韓国。そのような隣国に関

して、大きな歴史的流れを検討し、近現代の韓国社会における変化を長期的な視点から理解することを目指す。

到達目標

この講義を通じて、韓国社会についての理解を深めていく。具体的には、次の各項目を目標とする。

・韓国近現代史を概観できるようになる。

・「解放」前後における朝鮮半島の政治状況について理解する。

・「民主化」前後における韓国の政治状況について理解する。

授業方法と

留意点
韓国近現代史の基礎を踏まえた上で、関連する映画作品を鑑賞し、それらの解説なども交えながら講義を進める。

科目学習の

効果（資格）
韓国近現代史および現代韓国社会に関する基礎的な理解

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

イントロダクション
授業の目指すところ、テキストの内容に

ついて概説する。

テキストについて指示するので、次回講義までに入

手しておくこと

近現代韓国の基礎知識（１）
韓国近現代史概説： 年以前と以

後

［事前学習］配布レジュメの該当部分を読んでおく

こと（目安時間： 分）

［事後学習］配布レジュメを参照しながら、テキス

トを読み返しておくこと（目安時間： 分）

近現代韓国の基礎知識（２）
韓国近現代史概説： 軍事政権の時代と

民主化後の時代

［事前学習］配布レジュメの該当部分を読んでおく

こと（目安時間： 分）

［事後学習］配布レジュメを参照しながら、テキス

トを読み返しておくこと（目安時間： 分）

映画作品に見る「韓国現代

史」（前編）
関連する映画作品の鑑賞と解説

［事前学習］テキストの関連部分を読んでおくこと

（目安時間： 分）

［事後学習］配布資料を参照しながら、テキストを

読み返しておくこと（目安時間： 分）

映画作品に見る「韓国現代

史」（後編）
関連する映画作品の鑑賞と解説

［事前学習］テキストの関連部分を読んでおくこと

（目安時間： 分）

［事後学習］配布資料を参照しながら、テキストを

読み返しておくこと（目安時間： 分）

近現代韓国社会への理解

（１）
解放・建国に始まる韓国現代史概説

［事前学習］テキストの該当部分を読んでおくこと

（目安時間： 分）

［事後学習］配布レジュメを参照しながら、テキス

トを読み返しておくこと（目安時間： 分）

近現代韓国社会への理解

（２）
解放・建国に始まる韓国現代史概説

［事前学習］テキストの該当部分を読んでおくこと

（目安時間： 分）

［事後学習］配布レジュメを参照しながら、テキス

トを読み返しておくこと（目安時間： 分）

映画作品に見る「韓国現代史

における政治と人々」（前編）
関連する映画作品の鑑賞と解説

［事前学習］テキストの関連部分を読んでおくこと

（目安時間： 分）

［事後学習］配布資料を参照しながら、テキストを

読み返しておくこと（目安時間： 分）

映画作品に見る「韓国現代史

における政治と人々」（後編）
関連する映画作品の鑑賞と解説

［事前学習］テキストの関連部分を読んでおくこと

（目安時間： 分）

［事後学習］配布資料を参照しながら、テキストを

読み返しておくこと（目安時間： 分）

近現代韓国社会への理解

（３）
民主化と、民主化以後の現代韓国

［事前学習］テキストの該当部分を読んでおくこと

（目安時間： 分）

［事後学習］配布レジュメを参照しながら、テキス

トを読み返しておくこと（目安時間： 分）

近現代韓国社会への理解

（４）
民主化と、民主化以後の現代韓国

［事前学習］テキストの該当部分を読んでおくこと

（目安時間： 分）

［事後学習］配布レジュメを参照しながら、テキス

トを読み返しておくこと（目安時間： 分）

映画作品に見る「民主化と、

民主化以後の現代韓国」（前

編）

関連する映画作品の鑑賞と解説

［事前学習］テキストの関連部分を読んでおくこと

（目安時間： 分）

［事後学習］配布資料を参照しながら、テキストを

読み返しておくこと（目安時間： 分）

映画作品に見る「民主化と、

民主化以後の現代韓国」（後

編）

関連する映画作品の鑑賞と解説

［事前学習］テキストの関連部分を読んでおくこと

（目安時間： 分）

［事後学習］配布資料を参照しながら、テキストを

読み返しておくこと（目安時間： 分）

現代韓国に向き合う（１） 韓国現代史と現代韓国社会

［事前学習］テキストの該当部分を読んでおくこと

（目安時間： 分）

［事後学習］配布レジュメを参照しながら、テキス

トを読み返しておくこと（目安時間： 分）

現代韓国に向き合う（２） 韓国現代史と現代韓国社会

［事前学習］テキストの該当部分を読んでおくこと

（目安時間： 分）

［事後学習］配布レジュメを参照しながら、テキス

トを読み返しておくこと（目安時間： 分）

教
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摂南大学シラバス

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

韓国現代史 木村幹 中公新書

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

提出レポートに基づく評価を行なう。（ ％）

詳細については授業内で指示する。

学生への

メッセージ
韓国語の能力は不要です。

担当者の

研究室等
号館 階 田中研究室

備考 授業のスケジュール・進行形式については、出席者の状況によって調整する可能性もある。

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 現代と地理学 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 笠原 俊則

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

『環境』ということばはいろいろの分野でよく使われているが、地理学では最も重要な術語の一つである。そして近年人間活動にともなって

この環境に著しい変化が生じている。本講義では、最近の地理的環境問題の例をいくつか取り上げて説明し、受講生諸君が現代社会について考え

る一助にしてもらいたいと考えている。

到達目標
最終的には、受講者全員が現代の環境問題について興味を持ち、理解し、考え方を確立してくれることを期待している。これら３点をクリアで

きれば、この科目を受講した事が諸君の今後の人生に大いに役立つであろう。

授業方法と

留意点
講義形式で行う。テキストに掲載されている図表だけでは不足するような場合、講義中に適宜プリントを配布する。

科目学習の

効果（資格）
人間活動が、我々を取り巻く環境にいかなる影響を与えているかを、身近に感じ取ることができるようになる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

地理学とは？
・地理学の歴史

・地理学の定義
指定テキストに目を通しておいて下さい。

地理学と環境
・人類による環境への働きかけの歴史

（過去から現在まで）

指定テキストに目を通しておいて下さい。前回の講

義内容を各自で確認しておいて下さい。

生活の舞台としての地形－

その１－

・扇状地の地形と土地利用

・氾濫原における生活と土地利用

配布プリントに目を通しておいて下さい。前回の講

義内容を各自で確認しておいて下さい。

生活の舞台としての地形－

その２－
・台地・河岸段丘の発達と土地利用

配布プリントに目を通しておいて下さい。前回の講

義内容を各自で確認しておいて下さい。

ため池の多面的機能 ・ため池の持つ多面的な機能とその活用
指定テキストに目を通しておいて下さい。前回の講

義内容を各自で確認しておいて下さい。

ダム建設とそれにともなう

環境の変化

・ダム堆砂およびそれにともなう環境の

変化

指定テキストに目を通しておいて下さい。前回の講

義内容を各自で確認しておいて下さい。

離島における地下ダムの建

設
・宮古島における地下ダムの建設

指定テキストに目を通しておいて下さい。前回の講

義内容を各自で確認しておいて下さい。

都市化にともなう水文環境

の変化

・都市化にともなう流出および水質の変

化

・都市化地域における水害と下水道整備

指定テキストに目を通しておいて下さい。前回の講

義内容を各自で確認しておいて下さい。

都市気候について
・都市気候とは？

・都市気候の具体例

配布プリントに目を通しておいて下さい。前回の講

義内容を各自で確認しておいて下さい。

広域中心都市仙台の発展

・広域中心都市とは

・仙台の発展状況

・仙台における東日本大震災の影響

配布プリントに目を通しておいて下さい。前回の講

義内容を各自で確認しておいて下さい。

すみわけられた都市社会空

間

・エスニックマイノリティー社会

・インナーシティ問題

指定テキストに目を通しておいて下さい。前回の講

義内容を各自で確認しておいて下さい。

ニュータウンの高齢化
・日本におけるニュータウンの成立

・千里ニュータウンの高齢化

指定テキストに目を通しておいて下さい。前回の講

義内容を各自で確認しておいて下さい。

日本の産業立地 ・工業地域構造の形成と変貌
指定テキストに目を通しておいて下さい。前回の講

義内容を各自で確認しておいて下さい。

都市商業の盛衰と多様化
・都市商業の発展と社会環境の変化

・都市中心部の空洞化と都市商業の変化

指定テキストに目を通しておいて下さい。前回の講

義内容を各自で確認しておいて下さい。

伝統工業の現状と課題
・伝統工業の育成および発展。京都市を

例として。

指定テキストに目を通しておいて下さい。前回の講

義内容を各自で確認しておいて下さい。

関連科目 「環境関連科目」等

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

人間活動と環境変化 吉越昭久編 古今書院

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

定期試験を実施する。さらに前期中頃に小テストも実施する。評価の割合は、定期試験 ％、小テスト ％、授業参加点 ％である。授業参

加点については、時々実施する授業に関わる用語の事前調べ、授業参加チェックシートの記入などによって授業参加状況をチェックして判断する。

したがって、単なる出席点は付けないので、真剣に授業に取り組んで欲しい。

学生への

メッセージ

地理学には地図が付きものである。講義中に出てくる地名を地図帳で確認すれば、内容がより理解しやすくなるであろう。最近の高校教育では

地理が選択になっているため、履修していない人もいると思われるが、もし高校時代に使用した地図帳があれば、講義中に持参して欲しい。

担当者の

研究室等
７号館２階 非常勤講師室

備考

授業前の用語の下調べが課された場合、可能な限り文献や辞典類を読み、１時間以上の十分な時間を掛けた丁寧な報告を作成してくれることを

期待している。なお、レポートを提出する際には出典も必ず明記すること。

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

教
養
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科目名 現代ビジネス論 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教養特別講義

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 牧 美喜男

ディプロマポリシー
科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ△ 科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： △ 科： ◎ 科：

◎ 科： ◎ ： ◎

科目ナンバリング
科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： ～ 科： ～ 科・ 科： ～ 科：

～ 科： 科： ～ 科： ～

授業概要・

目的

本講義では組織行動論の中心テーマであるリーダーシップや日本企業の直面するマネジメントの国際化時代における人的資源管理を学習する。本

講義の特色は将来のビジネスリーダーを目指す皆さんが考える基盤や目標の提供を目指す。

両分野の基礎知識の学習に加えて、豊富な事例を紹介する。企業の倒産や再建事例におけるリーダーの行動、皆さんが属する若者の行動や意識の

特徴、日本的経営の特色や日本が生み出したビジネスリーダー実例を学習する。私たち日本人の心の奥底に存する企業観・倫理観や労働観につい

て再検討し、グローバル化・価値観の多様化が進展する中、将来のわが国ビジネスの在り方について、皆さんと一緒に考える。

到達目標

本講義では、以下の つの目標を設定する。

①組織を管理するマネージャーに求められる資質やスキルを理解する。

②日本的経営の特色および、マネジメントの国際化時代におけるその進化の方向性を理解する。

③組織で働くとは何かを考え、自分が目指すリーダーとは何かを理解する。

授業方法と

留意点

可能な限り双方向（ ）の講義を目指す。単に教科書を読んで内容を理解するというだけでなく、レクチャーを通じて身につけた基礎

的な知識に基づきながら、現実世界の経営上の諸問題についての対応策を皆さんが考え、答えを追求する。わからない点や難しい点については補

足的に説明しながら、必要に応じて応用的なディスカッションを実施する。

科目学習の

効果（資格）

資格等の取得はありませんが、本講義終了時には以下が身に付きます。今後のビジネス社会の方向性を理解し、ビジネスリーダーとは何か、自身

はどのようなビジネスリーダーを目指すかを考える基盤を取得出来ます。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

現在のビジネス環境

及びリーダーの重要性

オペレーションの国際化とマネジメン

トの国際化の違いを説明しリーダーの

役割を述べる。ビジネスマンの職場職場

の現実の雰囲気を知る。

働くとは何かをを考える。

日本企業の戦後の海外展開の歴史や現状を調べて

みよう。

マネジャーとマネジメント 人材を管理するとは何かを学ぶ。
マネジャーはどんな仕事をしているのか、またなぜ

マネジメントを学ぶ必要があるか考えてみる。

個人行動の原点

人はどのようなときに最もよく働くの

かを考える。

個人行動の起点を知る。

組織行動論の目的は何かを考えてみる。

リーダーシップと信頼 各種リーダー論を紹介する。
自身のリーダー体験および今までに出会った素晴

らしいーダーの特徴を考えてみる。

変革型リーダーがなぜ求め

られるか

マネジメントの国際化時代の変革型リ

ーダーの重要性を各種事例をもとに説

明する。（ ～ 回までのレポート提出）

なぜリーダーシップに信頼が強調されるのか自己

の体験に照らして考えてみる。

国際人的資源管理とは何か
各国人材・マネジメント方式の差異。

各国企業文化を知る。

海外展開をする企業は、本国の或いは出身国の労務

管理制度のどちらを採用しようとしてしているの

か考えてみる。

日本企業国際化の軌跡

オペレーションの国際化・マネジメント

国際化時代の日本企業の対応。

多国籍従業員の意識。

トヨタ自動車・ との合弁企業 がなぜ設立さ

れたのか調べてみよう。

最近、日本本社で外国人が多数採用されているがそ

の理由を考えてみよう。

コミュニケーションと情報

高コンテクスト文化・社内言語とコミュ

ニケーション外国人社員は何で苦労す

るのかを考える。

日本人は自己主張をしないと言われいます。あなた

が発揮する日本人らしさとは何でしょうか？

日本人の特性と日本的経営

の本質

歴史や地勢的観点から日本人独特の経

営が生み出されたことを学ぶ。

有史以来他民族の侵略を受けてこなかった国が世

界に一つだけあります。その特異性を考えましょ

う。

自身を考える

日米中韓 か国の若者調査の紹介・

人の有識者による若者の実像。人材育成

のモデルの紹介・提案

（ ～ 回までのレポート提出）

あなたは偉くなり社会に貢献したいですか？

自身の能力をどう評価していますか？

自分はどのようなビジネス

リーダーになるか

事例１．平生釟三郎

日本的経営の原点・心も金も豊かにする

実学を学ぶ。人生 分論（成長・働く・

奉仕（奉公）を実践

以下 回にわたり偉大なビジネスの先人の話をしま

す。 人に関する本はたくさん出版されているので

図書館やインターネットで調べてみよう。

事例２ パナソニック創業

者 松下幸之助

経営の神様が追求し実践した指導者の

条件。
第 回参照

地方創生

「やりたい仕事がない」［若者が地方に

魅力を持たなくなっている」地方の現状

を如何に解決するか

外部講師を呼ぶ予定です

国際企業を経営する
マネジメントの国際化時代です。国際企

業の経営者が実情を語ります。
外部講師を呼ぶ予定です

まとめ
全 回の講義の中で浮かび上がってき

たことを総括する。

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書 番号 書籍名 著者名 出版社名

国際人的資源管理 関口倫紀ほか 中央経済社

教
養
科
目
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マネジメント入門 スティーブン ロビンス ダイヤモンド社

世界が称賛する日本の経営 伊勢雅臣 育鵬社

評価方法

（基準）
第５回時のレポート（２０％）、第 回時のレポート（２０％）、定期試験（６０％）

学生への

メッセージ

自身を知り自身の特性を生かしマネジメントの国際化時代のリーダーとして活躍する。そのモデルである企業やリーダーに巡り合えると思いま

す。紹介するリーダー事例より、自身がどのようなリーダーになりたいか自分に置き換えて考えてください。

担当者の

研究室等
教務課（ 号館１階）

備考
事前事後学習には、毎回 時間以上かけること。

「質問等は出講時に教務課にて対応する」

教
養
科
目
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科目名 国際理解概論 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 中西 功

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

グローバリゼーション という考え方をもとにして、変化が激しく不透明な我々を取り巻く環境を理解する。

前半では米国、中国、欧州、日本それぞれの現状を端的に表現するキーワードを掘り下げて学ぶことで、世界の動きを大まかに把握する。そのう

えで後半では、グローバル市場に取組む日本企業の活動を学ぶことで、より具体的に日常の仕事のレベルで理解を深める。世界の動きと企業の活

動を学んだうえで、自分自身の生活や日常に関連付けて考えることで、今後のキャリアや学習に関する示唆を得る。

到達目標
日本に暮らしていても、これからはグローバルの視点で物事を考え、判断しなければならなくなるということに気づき、海外での出来事にも関心

を持ち、自らで考えるという意識を持つ。

授業方法と

留意点

講義形式を原則とするが、テーマによって随時対話形式を取り入れ、学生が主体的に授業に参加して、議論しながら理解を深められることを目指

す。

科目学習の

効果（資格）
グローバリズムによる大きな変革期であることを理解して、理工学部に学ぶ学生として、今後の進路を考えるうえでの気づきを得る。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

講義のガイダンス

グローバルという言葉の定

義

グローバリゼーション という考え

を紹介しながら、現在起きている現象と

その影響について考える。

講義の復習（ 時間）

世界の状況をグローバルに

理解する

世界の状況を理解するために、政治的

（ ）、経済的（ ）、社会的（ ）、技術的

（ ）の切り口で整理する のフレー

ムワークを学ぶ。

講義の復習

次回のキーワード「一帯一路」について事前に調べ

ておく（ 時間）

キーワードを掘り下げて学

ぶ①

中国の一帯一路構想

一帯一路という構想の政治的な思惑と、

経済的な期待効果を学び、特に日本に及

ぼす影響を考える。

講義の復習

次回のテーマのトランプ政権について、基礎的な事

項を確認しておく（ 時間）

キーワードを掘り下げて学

ぶ②

米国トランプ政権のアメリ

カンファースト

アメリカンファーストという考え方の

米国の社会的背景を学んだうえで、中国

との関係と世界経済に及ぼす影響につ

いて考える。

講義の復習

次回のテーマの英国の 離脱について、基礎的な

事項を確認しておく（ 時間）

キーワードを掘り下げて学

ぶ③

欧州の

に至った背景を学び、英国と

の歴史、現代抱える問題を学び、 と

いう市場共同体の意義について考える。

講義の復習

次回のテーマのアベノミクスという政策について、

基礎的な事項を確認しておく（ 時間）

キーワードを掘り下げて学

ぶ④

日本のアベノミクス

アベノミクスの三本の矢という政策を

理解した上で、現在の問題について考え

る。

講義の復習（ 時間）

キーワードから経済（ を学

ぶ

自由貿易と保護貿易

海外との交易に焦点をあてて、金融、為

替、関税、貿易規制、国際分業、サプラ

イチェーンの仕組みについて学ぶ。

講義の復習（ 時間）

キーワードから社会（ を学

ぶ

高齢化、長寿命社会、グロー

バリズムとナショナリズム

高齢化と労働力不足が及ぼす影響につ

いて学ぶ。特に日本での少子高齢化と外

国人労働者の受入について、身近な問題

として考える。

講義の復習

次回のテーマの ・ロボットによってなくなる仕事

について、自分なりに考えておく（ 時間）

キーワードから技術（ を学

ぶ

・ロボットにより無くなる

仕事

技術革新の世界的な動向と社会や産業

構造に及ぼす影響を学び、職業という視

点で考える。

講義の復習（ 時間）

グローバルに取組む日本企

業を研究する

ネットを使って、企業の業績やビジョ

ン・戦略の調査の仕方と簡単な分析の手

法を学ぶ。

講義の復習

ネット有価証券報告書をダウンロードして読んで

みる

企業研究①

グローバル化した日本企業

の発展の歴史

トヨタ、パナソニック、ソニーといった

グローバルブランドの企業の発展の歴

史を、海外事業という点に焦点をあてて

学ぶ。

講義の復習

ネットで関心の有る企業の戦略、ビジョンを調べて

みる（ 時間）

企業研究②

グローバル化を目指してい

る日本企業の戦略

小林製薬、ダイワハウスといった従来内

需中心であった企業のグローバル事業

への取組みについて学ぶ。

講義の復習

ネットで関心の有る企業の戦略、ビジョンを調べて

みる（ 時間）

企業研究③

グローバル化のための

武田薬品、シャープを事例に、外国企業

との を通じてグローバルを目指す

取組みについて学ぶ。また外国人経営

者・社員と日本人社員の関係についても

考える。

講義の復習（ 時間）

グローバル企業の経営、働き

方

グローバル企業で求められるダイバー

シテイ＆インクルージョンという考え

を学び、日本企業・日本人としての課題

について考える。

講義の復習（ 時間）

グローバルゼーションのも

とでのキャリア開発

社会がグローバル化するなかで、現在グ

ローバルで働く人の事例を学びながら、

自分自身の職業観とこれから何を学ぶ

べきかについて考える。

講義の復習（ 時間）

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

教
養
科
目
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参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

定期試験の点数で評価する（ ）

加えて、授業での積極的な発言や姿勢については、加点要素とする。

学生への

メッセージ
授業では積極的な発言を期待しています。

担当者の

研究室等

非常勤講師室（ 号館２階）

非常勤講師ですので研究室はありません。授業内に質疑の時間を設けます。

備考 テキストはありませんが、重要なキーワードについては、ネット等で事前に簡単に調べて予習をしておいてください。

教
養
科
目
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科目名 古典文学から学ぶ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 細川 知佐子

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

この講義では『百人一首』を読んでいきます。まず、文学作品としての位置づけを行ったうえで、和歌の鑑賞を通して、我々現代人が忘れてしま

った自然と共生する力や方法、また今も昔も変わらない心情などを学びましょう。古典作品は、現代と断絶した遠い過去の遺物ではありません。

自ら作品に近づき親しむことにより、現代の文学作品と同様に多くの知見や感動を得ることができます。

到達目標 和歌の断片的な知識ではなく、時代背景を含め作品としての総合的な理解が目標です。

授業方法と

留意点
講義形式です。理解度を確認する復習テストを不定期に行い、翌週以降に答え合わせをします。理解できていない箇所は必ず見直してください。

科目学習の

効果（資格）
大学生として必要最低限の「古典文学」の知識を身につけることができます。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス 授業の目的、方法の説明 『百人一首』を読む

作品としての『百人一首』１ 『百人一首』の成立と謎 配布プリントを読む

作品としての『百人一首』２
江戸時代を中心にした、『百人一首』の

後世の受容
配布プリントを読む

作品としての『百人一首』３
『百人一首』の構成と和歌を読むための

基礎知識
配布プリントを読む

四季歌を読む 春１ 春の歌を読みます 配布プリントを読む

四季歌を読む 春２ 桜の歌を読みます 配布プリントを読む

四季歌を読む 夏 夏の歌を読みます 配布プリントを読む

四季歌を読む 秋１ 秋の歌を読みます 配布プリントを読む

四季歌を読む 秋２ 秋の月の歌を読みます 配布プリントを読む

四季歌を読む 冬 冬の歌を読みます 配布プリントを読む

恋歌１ 恋の歌を読みます 配布プリントを読む

恋歌２ 歌枕を用いた恋の歌を読みます 配布プリントを読む

雑歌 友情をテーマにした歌を読みます 配布プリントを読む

雑歌 人生をテーマにした歌を読みます 配布プリントを読む

授業の総括
『百人一首』の意義と他の文学作品との

関わり
配布プリントを読む

関連科目 日本語読解

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

百人一首 島津忠夫 角川ソフィア文庫

百人一首 王朝和歌から中世和歌へ 井上宗雄 笠間書院

評価方法

（基準）
授業態度 質問への回答 や復習テストなど ％、定期試験 ％

学生への

メッセージ
和歌が持つ美しいリズムを味わい、千年前の歌人たちからのメッセージを受け取りましょう。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考

予習復習は、配布資料を約 時間程度通読する。

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

教
養
科
目
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科目名 コミュニケーションⅠ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 櫻井 清華

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

（概要と目的）私たちは日本語を母語としているため、読み・書き・会話にさして苦労はないと考えがちである。だが実際は、自己の意思や思考

を話し言葉（音声言語）によって正確に他者に伝達し、かつ明快な文章（書記言語）で過不足なく表現することは必ずしも容易ではない。そのた

めには一定の技術と知識が必要であり、それらを実践練習の中で琢磨していく必要がある。この授業を履修することで、大学生活・社会生活にお

いて不可欠な言語能力を一段高いベルにおいて習得し、それに伴う思考力の獲得と向上をめざす。

到達目標

大学生に求められる基本的な日本語能力の取得を目指す。特に、大学生として不足のない文章を書けるようになること、就職活動に必要な日本語

表現、自己表現方法をマスターし、ひいては社会人に相応しい日本語使用ができるようになることを目指す。これについては文語・口語ともに射

程に含まれる。

授業方法と

留意点
積極的な参加を求めます。

科目学習の

効果（資格）
文章の読解・文章の作成・対話（コミュニケーション）といった日本語能力の向上。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

イントロダクション コミュニケーションとは何かをまなぶ
毎回の授業時に指示します。事前・事後学習には、

毎回 時間以上かけること。

敬語の基礎をまなぶ 敬語の基礎をまなぶ
毎回の授業時に指示します。事前・事後学習には、

毎回 時間以上かけること。

敬語の基礎を応用する 敬語の基礎を応用する
毎回の授業時に指示します。事前・事後学習には、

毎回 時間以上かけること。

敬語の応用問題をまなぶ 敬語の応用問題をまなぶ
毎回の授業時に指示します。事前・事後学習には、

毎回 時間以上かけること。

就職活動に必要な敬語をま

なぶ
就職活動に必要な敬語をまなぶ

毎回の授業時に指示します。事前・事後学習には、

毎回 時間以上かけること。

日常生活とビジネスシーン

に敬語をまなぶ

日常生活とビジネスシーンに必要な敬

語をまなぶ

毎回の授業時に指示します。事前・事後学習には、

毎回 時間以上かけること。

日本語表現の基礎を確認す

る
基礎的な日本語の習得度の確認をする

毎回の授業時に指示します。事前・事後学習には、

毎回 時間以上かけること。

漢字の読み書きに習熟する 漢字の習得度の確認をする
毎回の授業時に指示します。事前・事後学習には、

毎回 時間以上かけること。

同音異義語をまなぶ 同音異義語をまなぶ
毎回の授業時に指示します。事前・事後学習には、

毎回 時間以上かけること。

熟語表現をまなぶ 熟語表現をまなぶ
毎回の授業時に指示します。事前・事後学習には、

毎回 時間以上かけること。

自分の苦手分野を知る 自己分析と人生の棚卸し
毎回の授業時に指示します。事前・事後学習には、

毎回 時間以上かけること。

自分の得意分野を知る 自己分析と人生の棚卸し
毎回の授業時に指示します。事前・事後学習には、

毎回 時間以上かけること。

挫折経験を振り返る 自己分析と人生の棚卸し
毎回の授業時に指示します。事前・事後学習には、

毎回 時間以上かけること。

苦労したことを振り返る 自己分析と人生の棚卸し
毎回の授業時に指示します。事前・事後学習には、

毎回 時間以上かけること。

自己紹介文を完成させる テーマに沿って文章を完成させる
毎回の授業時に指示します。事前・事後学習には、

毎回 時間以上かけること。

関連科目 特になし。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

期末試験 ％、授業態度 ％の割合で評価する。参加態度の悪さから講義中に退席を求めた学生については期末試験を評価しない。授業態度と

は、①質問への投げかけに対する応答の姿勢、②授業への集中度、③授業内における演習の達成度を指し、出席点をさすものではない。

学生への

メッセージ
日本語の読み書きに関心をもって下さい。積極的な参加を期待しています。

担当者の

研究室等
号館 階（非常勤講師室）

備考 「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

教
養
科
目
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科目名 コミュニケーションⅡ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 櫻井 清華

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

本講義では、音声言語（話し言葉）のみならず、文字言語（書き言葉）によるコミュニケーションも射程に入れ、「コミュニケーションⅠ」で修

得した言語技術をさらに深めさせることを目指す。挨拶・紹介・説明（研究発表を含む）・報告（調査報告を含む）・依頼・勧誘・質疑応答・議論・

話し合い・見舞い・詫び・感謝・賞賛といった目的別の言語行動を想定し、より実践的な言語運用能力を修得することを目標とする。

到達目標

目的に応じた日本語表現の技法を学ぶことで、日本語の誤用をなくす。日本語を支える文化背景を学ぶことで、現在無意識に使用している流行語、

若者言葉、オノマトペの意義を知り、大学生として不足のない文章を書けるようになることを初歩的目標とする。さらに就職活動に必要な基礎的

社会人敬語、自己表現方法を獲得し、ひいては社会人にふさわしい日本語使用ができることを最終的に目指す。これについては、文語・口語とも

に射程に含まれる。

授業方法と

留意点
積極的な参加を求めます。

科目学習の

効果（資格）
文章の読解・作成・対話 コミュニケーション といった、日本語能力の向上。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション 講義の概要

コミュニケーションとはどのような現象かを考え

てください。事前・事後学習には、毎回１時間以上

かけること。

挨拶と自己紹介の方法 自己表現・挨拶を学ぶ。 事前・事後学習には、毎回１時間以上かけること。

来客の応対
来客・電話の応対・メールのマナーを学

ぶ。
事前・事後学習には、毎回１時間以上かけること。

ビジネス文書の表現 文書におけるビジネス用語を学ぶ。 事前・事後学習には、毎回１時間以上かけること。

ウチとソトの関係を表現す

る
内と外の敬語を学ぶ 事前・事後学習には、毎回１時間以上かけること。

上下内外の関係を表現する 内と外の敬語を学ぶ 事前・事後学習には、毎回１時間以上かけること。

謝罪の文言をまなぶ 謝罪・御礼表現を学ぶ。 事前・事後学習には、毎回１時間以上かけること。

クレーム対応の基本 携帯のマナーとクレーム対応を学ぶ。 事前・事後学習には、毎回１時間以上かけること。

二重敬語をさけた表現 冗長表現を学ぶ 事前・事後学習には、毎回１時間以上かけること。

スマートな日本語をこころ

がける
冗長表現を学ぶ 事前・事後学習には、毎回１時間以上かけること。

自分を軸にした人物呼称 ひと・ものの呼称を学ぶ。 事前・事後学習には、毎回１時間以上かけること。

対人の言葉のマナー 応対のマナーを学ぶ 事前・事後学習には、毎回１時間以上かけること。

対人のしぐさのマナー 応対のマナーを学ぶ 事前・事後学習には、毎回１時間以上かけること。

日常生活の敬語 配慮ある日常表現を学ぶ。 事前・事後学習には、毎回１時間以上かけること。

まとめ 後期総括 事前・事後学習には、毎回１時間以上かけること。

関連科目 国語学、言語学、日本語学、社会学、コミュニケーション論、コミュニケーションＩなど

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

授業態度１ ％、定期試験９ ％。

授業態度には①質問の投げかけに対する応答姿勢、②授業への集中度、③ノート書写の姿勢、などを指します。

出席回数は点数に含まれません。 以上の出席を単位認定の前提とします。

学生への

メッセージ
意欲的な参加を求めます。

担当者の

研究室等
７号館２階 非常勤講師室

備考 「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

教
養
科
目
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科目名 産業技術史 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 照元 弘行

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

様々な産業で用いられる技術を「産業技術」という。この「産業技術」は、どのような経路をたどりながら、何を原動力として発展してきたかと

いう問題について考える。本講義では、様々な「産業技術」の変遷を体系的に捉え、地球規模での産業技術の役割について考え、これまでに築か

れてきた技術を学習・理解することで、今後、独創的な技術を生み出していく手がかりを提供する。

到達目標

幅広い教養と地球的視野をもった技術者になるための基礎を身につけることである。具体的には、それぞれの産業技術の歴史を学習・理解するこ

とで、技術者として幅広い教養を、また、情報社会の世界情勢や地球環境問題を学ぶことで、物事を地球的視点から多面的に捉える能力と素養を

身につけることを到達目標とする。

授業方法と

留意点

授業形式は、視聴覚教材を用いた「プレゼンテーション授業」である。

講義中心の授業となるが、産業技術をできるだけわかりやすく理解してもらうために、視聴覚教材および資料集の図表を用いて解説する。

科目学習の

効果（資格）

現在の産業技術社会は、膨大な情報と知識の専門化が進んでおり、この産業技術の世界を系統的に学ぶ機会は、一般教養科目を学ぶ以外の時期に

は少なくなる傾向にあり、他分野の知識の吸収には、自分自身で常に努力していく必要がある。それゆえ、できるだけ早い時期に産業技術の源を

学んでおくことは、多くの分野に興味をもつための一助になると考えている。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

産業技術史を学ぶにあたっ

て／特許から見た産業発展

史

産業技術史を学ぶ意味を考える。

明治時代の近代日本創生から現代のプ

ロパテント時代まで、日本の産業発展に

特許制度が果たした役割を理解し、我が

国の歴史から産業発展と特許制度の関

係を学ぶ。

課題レポート提出①

製鉄・鉄鋼産業の技術史①：

たたら製鉄の技術

金属材料の基礎について学ぶ。

伝統の日本製鉄法「たたら」について学

ぶ。

資料集を事前に読んでおくこと。

課題レポート提出②

製鉄・鉄鋼産業の技術史②：

近代製鋼法の技術

製鉄・鉄鋼産業の技術発展史とその公

害・環境対策について学ぶ。

資料集を事前に読んでおくこと。

課題レポート提出③

製鉄・鉄鋼産業の技術史③：

高炉の技術

製鉄所のシンボルである高炉について

学ぶ。

資料集を事前に読んでおくこと。

課題レポート提出④

製鉄・鉄鋼産業の技術史④：

新素材の技術

国産技術で育てた画期的な次世代の鉄

「超鉄鋼」、「超電導材料」などについて

学ぶ。

資料集を事前に読んでおくこと。

課題レポート提出⑤

自動車産業の歴史①：自動車

産業のあけぼの

国産自動車トヨダ 型の開発を事例に

して、日本の自動車産業を学ぶ。

資料集を事前に読んでおくこと。

課題レポート提出⑥

自動車産業の歴史②：自動車

産業の基礎技術

自動車産業の生産技術およびエンジン、

ブレーキ、タイヤなどの基本技術を学

ぶ。

資料集を事前に読んでおくこと。

課題レポート提出⑦

自動車産業の歴史③：低公害

自動車「 エンジン」の

技術

自動車産業の公害・環境問題について学

ぶ。

ここでは、低公害エンジン「 」を事

例にして学ぶ。

資料集を事前に読んでおくこと。

課題レポート提出⑧

自動車産業の歴史④：ハイブ

リットカー・電気自動車の技

術

自動車産業の公害・環境問題について学

ぶ。

ここでは、「ハイブリッドカー」、「電気

自動車」を事例にして学ぶ。

資料集を事前に読んでおくこと。

課題レポート提出⑨

自動車産業の歴史⑤：燃料電

池自動車の技術

自動車産業の公害・環境問題について学

ぶ。

ここでは、燃料電池の技術と「究極のエ

コカー」である燃料電池自動車について

学ぶ。

資料集を事前に読んでおくこと。

課題レポート提出⑩

鉄道産業の歴史①：高速鉄道

のかかえる社会的問題

国と地方の問題から「新幹線問題」につ

いて学ぶ。

資料集を事前に読んでおくこと。

課題レポート提出⑪

鉄道産業の歴史②：新幹線の

技術

高速鉄道「新幹線」の開発の歴史とその

主要技術について学ぶ。

新幹線を作る様々な技術（町工場がもつ

アナログ的な技術）を学ぶ。

資料集を事前に読んでおくこと。

課題レポート提出⑫

鉄道産業の歴史③：リニアモ

ーターカーの技術

未来の高速鉄道「リニアモーターカー」

について学ぶ。

また、これからの鉄道の公害・環境対策

技術、安全対策技術について学ぶ。

資料集を事前に読んでおくこと。

課題レポート提出⑬

公害・環境対策の技術史

産業競争力強化の重要な柱の１つであ

る「 」の認証取得の事例を解説

する。

資料集を事前に読んでおくこと。

課題レポート提出⑭

世界の産業技術
産業技術の未来への取り組みについて、

子どもたちへの活動を通して考える。

資料集を事前に読んでおくこと。

課題レポート提出⑮

関連科目 産業技術史は、多面的で複合的な科目であることから、大学において、できるだけ数多くの科目を習得すれば、必ず役立つと思います。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書 番号 書籍名 著者名 出版社名

教
養
科
目
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評価方法

（基準）

各授業毎の課題レポート（４５点配分）と定期試験（５５点配分）で総合的（合計１００点）に評価する。なお、合格基準は、レポートおよび定

期試験がそれぞれ１００点満点換算の６０点以上、総合評価で１００点満点換算の６０点以上を合格とする。なお、課題レポートの総合評価は、

最終講義日にお知らせします。原則として出席率 以上の学生のみを成績評価の対象とする。

学生への

メッセージ

１時間目の授業ではありますが、遅刻せずに毎回出席することが望ましい。

各授業毎の課題レポートは、期限内に提出してください。

授業中は私語を慎み、集中して授業に臨み、話を聞き、話の内容を理解し、話した内容を理解したうえで授業の内容を整理し、文章にまとめる力

をつけてください。

担当者の

研究室等
第１回目の講義時にお知らせします。

備考
講義のキーワードとして、「特許」、「公害・環境問題」、「アナログ的な技術・デジタル的な技術」などを示しておく。

事前事後学習時間は、毎講義当たり、レポート作成、予習、復習の学習時間として 時間程度である。

教
養
科
目
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科目名 産業社会と知的財産 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 林 正浩

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

近年、知的財産の戦略的な創造と活用が企業経営の機能として占める意義がますます高まっています。効率的な企画・開発プロセスにより高収益

体質のビジネスモデルを作り上げるためには、知的財産を成長戦略の軸として活用することが必要不可欠となっています。

知的財産（特許権）を企業成長戦略に必要な武器として今後創出し、活用するために必要な基本的な知識と戦略、法的背景について事例を通じて

学びます。

【担当教員実務経歴】

①監査法人（ベンチャー等、事業会社の無形資産価値評価：資産査定業務）

②ベンチャー投資財団（株式公開準備企業における特許等無形資産の戦略的管理指導）

③大学機関（知的財産本部副本部長 研究シーズ、特許等の出願、管理に係る業務）

到達目標
企業での開発業務等において、技術者として必要な基本的で且つ実践的な知的財産に関する知識を、事例等を通じて習得し、企業等が求めている

戦略的且つ挑戦意欲があり、開発を経営的視点で広く捉えられる人材の育成を目指します。

授業方法と

留意点

毎回、当該授業内容に関するキーワードを記載した「講義メモ」と付属資料を配付します。

「講義メモ」のキーワードについては、授業後の復習として活用してください。

またスライドで説明した内容について、自身で「講義メモ」に必要な点のみを記載する、効率的で効果的なノートの取り方を身に付けてください

（板書の習慣を変えてください）。

毎回、講義内容に関する質問（アンケート表）を配布します。講義終了時に提出してもらいます。

科目学習の

効果（資格）

研究者、技術者であっても企業の研究成果（知的資産）の戦略的活用のノウハウ

社会生活、企業活動における遵守すべき知的資産の管理ノウハウ

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

講座ガイダンス

知的財産の基礎

講座ガイダンス（勉強方法・評価方法）

企業における知的財産の活用事例

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。

設問による授業内容の再確認。

＜事後＞授業内容の再確認と事例等の検索・学習

（ 分）

技術的範囲の実質的解釈

「発明」の概念と法的解釈。

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。

設問による授業内容の再確認。

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（ 分）。

＜事後＞事前学習で調べた内容の再確認と事例等

の検索・学習（３０分）。

知的財産制度基本事項の確

認

出願～拒絶対応に至るまでの事例研究

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。

設問による授業内容の再確認

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（ 分）。

＜事後＞事前学習で調べた内容の再確認と事例等

の検索・学習（３０分）。

先行技術調査手法

先行技術調査の進め方と知財審決訴訟

の考え方。

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。

設問による授業内容の再確認

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（ 分）。

＜事後＞事前学習で調べた内容の再確認と事例等

の検索・学習（３０分）。

特許侵害

侵害の判断基準と諸説事例。

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。

設問による授業内容の再確認

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（ 分）。

＜事後＞事前学習で調べた内容の再確認と事例等

の検索・学習（３０分）。

侵害対応

特許等侵害訴訟への対応策。

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。

設問による授業内容の再確認

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（ 分）。

＜事後＞事前学習で調べた内容の再確認と事例等

の検索・学習（３０分）。

知的財産の活用方法

ライセンスチェックポイントと実用新

案、意匠権の活用事例。

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。

設問による授業内容の再確認

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（ 分）。

＜事後＞事前学習で調べた内容の再確認と事例等

の検索・学習（３０分）。

商標権

商標権の特徴と活用方法。

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。

設問による授業内容の再確認

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（ 分）。

＜事後＞事前学習で調べた内容の再確認と事例等

の検索・学習（３０分）。

営業粗密

不正競争防止法、著作権法によるノウハ

ウの管理と活用。

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。

設問による授業内容の再確認

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（ 分）。

＜事後＞事前学習で調べた内容の再確認と事例等

の検索・学習（３０分）。

国際市場での活用

国際出願とライセンス条約。

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。

設問による授業内容の再確認

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（ 分）。

＜事後＞事前学習で調べた内容の再確認と事例等

の検索・学習（３０分）。

知財管理

知財管理事例（国内）と他国の知財法

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。

設問による授業内容の再確認

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（ 分）。

＜事後＞事前学習で調べた内容の再確認と事例等

の検索・学習（３０分）。

知財管理

標準化戦略と知財管理との関係事例

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。

設問による授業内容の再確認

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（ 分）。

＜事後＞事前学習で調べた内容の再確認と事例等

の検索・学習（３０分）。

知財管理 国際標準化戦略と知財価値評価の考え ＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を
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方。

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。

設問による授業内容の再確認

活用した用語等の習得（ 分）。

＜事後＞事前学習で調べた内容の再確認と事例等

の検索・学習（３０分）。

著作権

アニメーション制作における著作権管

理事例。

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。

設問による授業内容の再確認

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（ 分）。

＜事後＞事前学習で調べた内容の再確認と事例等

の検索・学習（３０分）。

著作権事業

著作権による事業戦略事例

配布資料の「講義メモ」のキーワードに

基づく授業聴講でのポイントをメモ。

設問による授業内容の再確認

＜事前＞次回授業内容についてネットや新聞等を

活用した用語等の習得（ 分）。

＜事後＞事前学習で調べた内容の再確認と事例等

の検索・学習（３０分）。

関連科目 知的財産管理

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

知的創造活動と知的財産 工業所有権情報・研修館 工業所有権情報・研修館

評価方法

（基準）

①毎回のアンケート内の［設問１］に対する回答評価（評価割合： ％）

授業内容のお復習いとして設定してある設問について、授業から学んだ手法を用いた自身の考え方を評価し

ます。またアンケート内の［設問２］（授業内容に関する質問および要望）について、積極的に質問または提案

した場合は加点評価とします。なお、当該質問や要望については、次回授業時に解説文を付けて一覧表にし

て学習者全員に資料配付します。

②定期試験（評価割合： ％）

知的財産権の基本的な戦略的考え方を習得した知識から知恵として活用する学習効果を測定するため、総括

的評価として実施します。

学生への

メッセージ

我々の消費生活における身の回りの製品・商品には多々、知的資産が活用されています。これら知的資産を戦略的に活用・管理する手法が、企業

単位だけではなく、国の施策としても重要視されてきています。

社会人としてこれら戦略的思考を身に付けると共に、学生時代とは異なる著作物やデータの法令に則った取扱の重要性を認識してください。

担当者の

研究室等
１１号館７階 林研究室

備考
工業所有権情報・研修館のサイトのうち、「知的財産人材の育成」のカテゴリーより、「知的創造活動と知的財産」のむテキストをダウンロード（無

料）し、学習に役立ててください。
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科目名 実践英語上級 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 梶山 寿子

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

リーディング力、リスニング力、ライティング力を含む、総合的かつ実践的な英語運用能力の向上を目指す。

「ものづくり企業」を題材としたテキストを用いることで、日本企業の経営や技術力に対する理解と関心を深め、

就職など、将来に向けての参考とすることも目的とする。

到達目標
長文のスムーズな読解。

英語を英語のまま理解し、内容に対する考察を深め、自分なりの意見を述べられるような力をつける。

授業方法と

留意点

テキストに沿った長文読解を中心とする。

演習型の授業を行うため、積極的な参加が求められる。

回以上欠席した者には、原則として単位を認めない。

科目学習の

効果（資格）

英文読解能力と文法知識に基づくリーディング力の向上

等の実力試験への対策

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション

１

マツダ 広島から世界へ

授業の進め方や評価基準に関する説明

本文の読解と文法、リスニングなど
１の下読み

ハウス食品

西洋の味を食卓に

小テスト

本文の読解と文法、リスニングなど

予習・復習

小テストの準備（ ）

単語学習

トイレと、ともに

本文の読解と文法、リスニングなど
予習・復習

単語学習

シマノ

自転車文化と釣り文化の創

造

小テスト

本文の読解と文法、リスニングなど

予習・復習

小テストの準備 （ ）

単語学習

マツダデザイン

クルマはアート

本文の読解と文法、リスニングなど
予習・復習

単語学習

上島珈琲

ギネス入りした缶コーヒー

小テスト

本文の読解と文法、リスニングなど

予習・復習

小テストの準備（ ）

単語学習

ダイフク

進化する物流ソリューショ

ン

本文の読解と文法、リスニングなど
予習・復習

単語学習

サクラクレパス

子供たちに「彩り」をとどけ

て

小テスト

本文の読解と文法、リスニングなど

予習・復習

小テストの準備（ ）

単語学習

ヤンマー

テクノロジーで拓く豊かな

未来

本文の読解と文法、リスニングなど
予習・復習

単語学習

山岡孫吉の生涯 ・ 小型デ

ィーゼルエンジン開発物語

小テスト

本文の読解と文法、リスニングなど

予習・復習

小テストの準備（ ）

単語学習

オタフクソース

お好み焼きを世界へ

本文の読解と文法、リスニングなど
予習・復習

単語学習

トンボ

文化としての「制服」

小テスト

本文の読解と文法、リスニングなど

予習・復習

小テストの準備（ ）

単語学習

日東電工

見えない場所から世界を変

える

本文の読解と文法、リスニングなど
予習・復習

単語学習

モロゾフ

心に響く洋菓子の鐘

小テスト

本文の読解と文法、リスニングなど

予習・復習

小テストの準備（ ）

単語学習

企業ミュージアムとカフェ
本文の読解と文法、リスニングなど

予習・復習

期末テストの準備

関連科目 他の英語科目全般

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

知ら

れざる日本の「ものづくり」企業の世界
吉野成美、 他 松柏社

参考書
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番号 書籍名 著者名 出版社名

西谷恒志 成美堂

評価方法

（基準）

期末試験 ％、 ％、

授業への参加や態度（質問に対する返答や集中度、積極性、小テストなどを含む） の割合で評価する。

学生への

メッセージ

単語学習は 教材を有効に活用し、毎回の予習・復習をしっかりと行ってください。

テキストの内容だけでなく、日本企業の技術や経営戦略などについて知見を広げてもらえるような

授業にしたいと考えています。積極的な授業参加を期待しています。

担当者の

研究室等
７号館２階 非常勤講師控室

備考

予習・復習には、毎回 時間以上かけてください。

英単語は を含め、各自で学習してください。

質問等は、出講時に非常勤講師室で対応します。
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科目名 実践英語初級 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス Ａ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 三宅 一平

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

一年次に習得した基礎的な英語能力の定着を図り、その実践として の問題を解いていきます。

特に において求められる、正確に英語を聞き取る能力、速く正確に文章を読み、把握する能力の向上を目的とします。

到達目標
英語リスニング、リーディング能力の向上

テスト 点以上の獲得

授業方法と

留意点

の問題を演習形式で解き、解答の確認、解説を行います。

授業の終わりには答案を提出してもらい、成績評価に含めます。

また、毎時間単語テストを行い、語彙の増加を図ります。

また、辞書を必ず持参することとし、スマートフォンアプリ等の使用は禁止します。

一週目の授業から教科書を使いますので、事前に必ず入手するようにしてください。

科目学習の

効果（資格）
テストのスコアアップ 目安 点

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

イントロダクション
授業の進め方の説明、および、 を

用いた テストの概要説明

シラバスに目を通しておくこと

教科書を授業までに用意しておくこと

単語集 分

単語テスト

問題演習

教科書内容の復習 分

単語集 分

単語テスト

問題演習

教科書内容の復習 分

単語集 分

単語テスト

問題演習

教科書内容の復習 分

単語集 分

単語テスト

問題演習

教科書内容の復習 分

単語集 分

単語テスト

問題演習

教科書内容の復習 分

単語集 分

単語テスト

問題演習

教科書内容の復習 分

単語集 分

単語テスト

問題演習

教科書内容の復習 分

単語集 分

単語テスト

問題演習

教科書内容の復習 分

単語集 分

単語テスト

問題演習

教科書内容の復習 分

単語集 分

単語テスト

問題演習

教科書内容の復習 分

単語集 分

単語テスト

問題演習

教科書内容の復習 分

単語集 分

単語テスト

問題演習

教科書内容の復習 分

単語集 分

単語テスト

問題演習

教科書内容の復習 分

単語集 分

単語テスト

問題演習

教科書内容の復習 分

期末試験準備 分

関連科目 後期英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

レベルを上げる！ テ

スト
光冨省吾 他 南雲堂

西谷恒志 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

統一英単語テスト

学習の進捗度

期末試験

平常点 単語テスト 、演習問題 、授業中の発表等の受講態度

学期中に 回以上欠席した場合は、単位取得意思のないものとみなし、成績評価を行いません。

学生への

メッセージ

は英語能力の評価基準として用いられる場面も多く、高得点を取れるようになれば損をすることはないでしょう。

この授業でしっかりと対策をし、好成績獲得の一助としてもらえれば幸いです。

担当者の

研究室等

号館 階 （非常勤講師室）

備考 質問等は出講時に非常勤講師室にて対応します。
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科目名 実践英語初級 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス Ｂ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 高橋 章夫

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

２冊の教科書（ 対策のテキスト、単語集）を用い、 の各問題の傾向と対策を理解し、高得点を取るのに必要な勉強方法を理解し、そ

れを実践するとともに語彙力を伸ばすことで、 でのスコアアップにつながる総合的な英語力を向上させる。

到達目標 点以上のスコアを取るために必要な英語力を身に着けることを到達目標とする。

授業方法と

留意点

授業の最初に単語テストを行います。その後、 対策のテキストの解答と解説を中心に演習形式で進めていきます。単語テストに関しては、

（リンガポルタ）を活用し、必ず予習をしてきてください。また、単語テストには前回の授業内容の復習問題も加えますので、しっか

り復習してください。

科目学習の

効果（資格）
ＴＯＥＩＣ、英検等

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

イントロダクション
・授業の進め方、評価方法などを説明。

・

テストの

全体像を知る

・単語テスト、復習テスト

・語彙問題

・リスニング・セクション

写真描写問題、応答問題

会話・説明文問題

・リーディング・セクション

文法事項の確認と練習問題

読解問題

事前学習課題：単語学習（ ）

事後学習課題：

リスニングを再度聞く

文法事項のまとめ

人物の動作に注目

する

・単語テスト、復習テスト

・語彙問題

・リスニング・セクション

写真描写問題、応答問題

会話・説明文問題

・リーディング・セクション

文法事項の確認と練習問題

読解問題

事前学習課題：単語学習（ ）

事後学習課題：

リスニングを再度聞く

文法事項のまとめ

疑問詞を聞き取る

・単語テスト、復習テスト

・語彙問題

・リスニング・セクション

写真描写問題、応答問題

会話・説明文問題

・リーディング・セクション

文法事項の確認と練習問題

読解問題

事前学習課題：単語学習（ ）

事後学習課題：

リスニングを再度聞く

文法事項のまとめ

物の位置・状態を表

す表現を身に付ける

・単語テスト、復習テスト

・語彙問題

・リスニング・セクション

写真描写問題、応答問題

会話・説明文問題

・リーディング・セクション

文法事項の確認と練習問題

読解問題

事前学習課題：単語学習（ ）

事後学習課題：

リスニングを再度聞く

文法事項のまとめ

話がかみ合う応答

を選ぶ

・単語テスト、復習テスト

・語彙問題

・リスニング・セクション

写真描写問題、応答問題

会話・説明文問題

・リーディング・セクション

文法事項の確認と練習問題

読解問題

事前学習課題：単語学習（ ）

事後学習課題：

リスニングを再度聞く

文法事項のまとめ

設問を先読みする

・単語テスト、復習テスト

・語彙問題

・リスニング・セクション

写真描写問題、応答問題

会話・説明文問題

・リーディング・セクション

文法事項の確認と練習問題

読解問題

事前学習課題：単語学習（ ）

事後学習課題：

リスニングを再度聞く

文法事項のまとめ

文脈を意識する

・単語テスト、復習テスト

・語彙問題

・リスニング・セクション

写真描写問題、応答問題

会話・説明文問題

・リーディング・セクション

文法事項の確認と練習問題

短文穴埋め問題

長文穴埋め問題

読解問題

事前学習課題：単語学習（ ）

事後学習課題：

リスニングを再度聞く

文法事項のまとめ

動名詞と 不定

詞を理解する

・単語テスト、復習テスト

・語彙問題

・リスニング・セクション

写真描写問題、応答問題

事前学習課題：単語学習（ ）

事後学習課題：

リスニングを再度聞く

文法事項のまとめ
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会話・説明文問題

・リーディング・セクション

文法事項の確認と練習問題

短文穴埋め問題

長文穴埋め問題

読解問題

手紙の特徴を理解

する

・単語テスト、復習テスト

・語彙問題

・リスニング・セクション

写真描写問題、応答問題

会話・説明文問題

・リーディング・セクション

文法事項の確認と練習問題

短文穴埋め問題

長文穴埋め問題

読解問題

事前学習課題：単語学習（ ）

事後学習課題：

リスニングを再度聞く

文法事項のまとめ

代名詞を理解する

・単語テスト、復習テスト

・語彙問題

・リスニング・セクション

写真描写問題、応答問題

会話・説明文問題

・リーディング・セクション

文法事項の確認と練習問題

短文穴埋め問題

長文穴埋め問題

読解問題

事前学習課題：単語学習（ ）

事後学習課題：

リスニングを再度聞く

文法事項のまとめ

意図問題を攻略す

る

・語彙問題

・リスニング・セクション

写真描写問題、応答問題

会話・説明文問題

・リーディング・セクション

文法事項の確認と練習問題

短文穴埋め問題

長文穴埋め問題

読解問題

事後学習課題：

リスニングを再度聞く

文法事項のまとめ

複数パッセージを

攻略する

・語彙問題

・リスニング・セクション

写真描写問題、応答問題

会話・説明文問題

・リーディング・セクション

文法事項の確認と練習問題

短文穴埋め問題

長文穴埋め問題

読解問題

事後学習課題：

リスニングを再度聞く

文法事項のまとめ

形式模擬テスト

・リスニング・セクション

写真描写問題、応答問題

会話・説明文問題

事後学習課題：

リスニングを再度聞く

形式模擬テスト

・リーディング・セクション

文法事項の確認と練習問題

短文穴埋め問題

長文穴埋め問題

読解問題

事後学習課題：

文法事項のまとめ

期末試験に向けて準備

関連科目 他の英語関連科目全般

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

センゲージラーニング

西谷恒志 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

原則として、出席率 ％以上の学生のみを成績評価の対象とする。

統一英単語テスト 学習の進捗度 、小テスト 、授業中に取り組む課題 、定期テスト

学生への

メッセージ

のスコアは必ずしも英語力がそのまま反映されたものではありませんが、 の活用、学内 テストの受験、そしてこの授業を

通し、 のスコアが上がる喜びを感じ、それをさらなる英語学習の励みとすることを願っています。

担当者の

研究室等
号館 階非常勤講師室

備考
事前事後学習には、 での単語学習を含めて毎回 時間以上かけること。

質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する。

教
養
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科目名 実践英語初級 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス Ｃ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 田村 康子

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

この授業では、 ー 点レベルの基礎的な英語力を養うことを目標に、テキストに沿って練習問題をこなしていく。 関連の基本的

な語彙や表現を覚え、 、ビジネス文書などを取り上げた簡単な読解問題に親しんでもらう。また、各ユニットで説明されている英語表現を

習得する。テキストに沿って聞き取りを行い、リスニング力も養成する。練習問題をたくさんこなして の点数アップを狙う。

到達目標
受講者が、 の出題形式に慣れ、授業のみならず、自主的に の受験勉強をすすめ、最終的には ～ 点程度スコアを上げることが目

標である。

授業方法と

留意点
毎週、単語の副読本から単語テストを行う。また、テキストに沿って、 のリスニング、リーディング対策を行っていく。

科目学習の

効果（資格）
語彙力の強化及び のスコアアップ。リスニング、リーディング力の向上。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

リスニング・リーディング
授業で指示した箇所を予習・復習しておく。テキス

ト 練習問題を行うこと。

リスニング・リーディング

授業で指示した箇所を予習・復習しておく。テキス

ト

練習問題を行うこと。

単語テスト

リスニング・リーディング

授業で指示した箇所を予習・復習しておく。テキス

ト

練習問題を行うこと。

単語テスト

リスニング・リーディング

授業で指示した箇所を予習・復習しておく。テキス

ト 練習問題を行うこと。

単語テスト

リスニング・リーディング

授業で指示した箇所を予習・復習しておく。テキス

ト 練習問題を行うこと。

単語テスト

リスニング・リーディング

授業で指示した箇所を予習・復習しておく。テキス

ト 練習問題を行うこと。

単語テスト

リスニング・リーディング

授業で指示した箇所を予習・復習しておく。テキス

ト 練習問題を行うこと。

単語テスト

復習、臨時テスト 復習と臨時テスト
授業で指示した箇所を予習・復習しておく。

単語テスト

リスニング・リーディング

授業で指示した箇所を予習・復習しておく。テキス

ト 練習問題を行うこと。

単語テスト

リスニング・リーディング

授業で指示した箇所を予習・復習しておく。テキス

ト 練習問題を行うこと。

単語テスト

リスニング・リーディング

授業で指示した箇所を予習・復習しておく。テキス

ト 練習問題を行うこと。

単語テスト

（各自学習

リスニング・リーディング

授業で指示した箇所を予習・復習しておく。テキス

ト 練習問題を行うこと。

単語テスト

各自学習

リスニング・リーディング

授業で指示した箇所を予習・復習しておく。テキス

ト 練習問題を行うこと。

単語テスト

リスニング・リーディング

授業で指示した箇所を予習・復習しておく。テキス

ト 練習問題を行うこと。

単語テスト

リスニング・リーディング

授業で指示した箇所を予習・復習しておく。テキス

ト 練習問題を行うこと。

単語テスト

各自学習

関連科目 他の英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

頻出表現と頻出単語で攻略する 他 成美堂

西谷恒志 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

教
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評価方法

（基準）

統一英語単語テスト

学習の進捗度

期末試験 、臨時テスト クラス内単語テスト 、授業態度 投げかける質問に対する発言、呼応状態、積極性など

学生への

メッセージ

毎回の授業に必ず出席し、授業内容を復習すること。

単語力を増強するため に積極的に取り組むこと。

さらに、 を受験することを勧める。

担当者の

研究室等
７号館２階 非常勤講師室

備考

毎回授業開始時に、単語テストを行います。

単語帳

事前事後学習には、毎回一時間以上かけて下さい。

自習学習には、期末試験の準備を含めて、合計 時間以上はかけて下さい。

英単語は を含めて、毎日、平均一時間以上は学習すること。

質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する。

教
養
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科目名 実践英語初級 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス Ｄ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 俣野 裕美

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

本授業では、 の受験対策に特化し、スコアアップを目指す。

発音の特徴や聞き間違いやすい単語の確認、各文法事項の定着、語彙力のアップ、複数の資料を参照して問題を

解く方法など、様々な角度からアプローチをする。

また、効率的な問題の解き方についても習得してもらいたい。

到達目標

・前期末の スコアアップを目指す。目標は ５ 点 とする。

・各 の総合的なスコアアップ。

・効率的に問題が解けるようになる。

・語彙力、文法力の定着。

授業方法と

留意点

・共通テキストの単語集から毎回単語テストを行う。

・毎回 の問題に取り組み、随時解説を加える。

・辞書、電子辞書を持参すること（携帯やスマートフォンでの代用は認めない）。

・積極的な参加、努力する姿勢を大いに評価する。ただし、授業に関係のない行為は以下のような扱いをする。成績が下がるだけでなく、単位の

取得に大きな影響を及ぼす。

①私語など授業を妨害するような行為は自動的に欠席とみなす。

②睡眠、携帯やスマートフォンの使用は減点対象。

③許可のない途中退席、テキスト忘れは、原則欠席とみなす。

（原則として欠席をレポートの提出でカバーすることはできない。）

①から③が続く場合、単位を認めない。

科目学習の

効果（資格）
ＴＯＥＩＣや英検のスコアアップ

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション
授業の進め方、評価方法等の説明、実力

テスト
実力テストの見直し

動詞

単語テスト

文法事項の確認

テキストの練習問題

単語学習範囲：

授業内容の復習、次回範囲の単語調べ

動詞

単語テスト

文法事項の確認

テキストの練習問題

単語学習範囲：

授業内容の復習、次回範囲の単語調べ

動詞

単語テスト

文法事項の確認

テキストの練習問題

単語学習範囲：

授業内容の復習、次回範囲の単語調べ

代名詞

単語テスト

文法事項の確認

テキストの練習問題

単語学習範囲：

授業内容の復習、次回範囲の単語調べ

不定詞と動名詞

単語テスト

文法事項の確認

テキストの練習問題

単語学習範囲：

授業内容の復習、中間テストの準備

中間テスト
単語テスト

中間テスト

単語学習範囲：

次回範囲の単語調べ

不定詞と動名詞

単語テスト

文法事項の確認

テキストの練習問題

単語学習範囲：

授業内容の復習、次回範囲の単語調べ

名詞・冠詞・数量詞

単語テスト

文法事項の確認

テキストの練習問題

単語学習範囲：

授業内容の復習、次回範囲の単語調べ

名詞・冠詞・数量詞

単語テスト

文法事項の確認

テキストの練習問題

単語学習範囲：

授業内容の復習、次回範囲の単語調べ

仮定法

単語テスト

文法事項の確認

テキストの練習問題

単語学習範囲：

授業内容の復習、次回範囲の単語調べ

分詞

単語テスト

文法事項の確認

テキストの練習問題

単語学習（ ＋指定された箇所）

授業内容の復習、次回範囲の単語調べ

関係詞

単語テスト

文法事項の確認

テキストの練習問題

単語学習（指定された箇所）

授業内容の復習、次回範囲の単語調べ

接続詞

単語テスト

文法事項の確認

テキストの練習問題

単語学習（指定された箇所）

授業内容の復習、次回範囲の単語調べ

前置詞

単語テスト

文法事項の確認

テキストの練習問題

全体のまとめ

単語学習（指定された箇所）

授業内容の復習、定期試験の準備

関連科目 他の英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

一歩上を目指す 北尾泰幸 西田晴美 林姿穂
朝日出版社

西谷恒志 成美堂

教
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参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

共通試験（統一英語単語テスト）＝２ ％

学習＝２ ％

中間テスト＝ ％

授業態度＋単語テスト（質問に対する呼応状態、授業への集中度、積極性などを評価するものであり、出席点のことではない）＝１ ％

定期試験＝３

＊原則、三回以上の欠席は単位不可。遅刻は三回で一回の欠席とする。

学生への

メッセージ

の点数が上がると学習が楽しくなります。将来のために、授業中はマナーを守って、勉強に集中しましょう。

出来るだけ多くの問題を解き、分からないところは分かるまで追求することで、点数が上がります。少しの失敗で落ち込まず、トライし続けまし

ょう。

担当者の

研究室等
号館 階 （非常勤講師室）

備考
事前事後学習には、毎回１時間以上かけること。

質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する。

教
養
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科目名 実践英語初級 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス Ｅ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 谷脇 康子

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

／ ブリッジの各問題の傾向と対策を理解し、高得点を取るのに必要な勉強方法を理解し、それを実践するとともに語彙力を伸ばすこ

とで、 ／ ブリッジでのスコアアップにつながる総合的な英語力を向上させる。

到達目標 点以上（ ブリッジ 点以上）のスコアを取るために必要な英語力を身に着けることを到達目標とする。

授業方法と

留意点

毎回、最初に単語テストを行います。その後、プリント教材の解答と解説を中心に演習形式で進めていきます。単語テストに関しては、

（リンガポルタ）を活用し、必ず予習をしてきてください。また、単語テストには前回の授業内容の復習問題も加えますので、しっかり復習して

ください。

科目学習の

効果（資格）
ＴＯＥＩＣブリッジ、および テストのスコアアップ

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

イントロダクション 授業概要の説明、腕試しテスト なし

平叙文と疑問文

単語テスト１範囲のポイント説明

単語テスト

聞き取り演習

発表と解説

単語学習範囲：

教科書の予習、復習

一般疑問文

単語テスト１返却とポイント説明

単語テスト 範囲の説明

単語テスト

聞き取り演習

発表と解説

単語学習範囲：

教科書の予習、復習

特殊疑問文

単語テスト２返却とポイント説明

単語テスト３範囲の説明

単語テスト３

聞き取り演習

発表と解説

単語学習範囲：

教科書の予習、復習

付加疑問文

単語テスト３返却とポイント説明

単語テスト４範囲の説明

単語テスト

聞き取り演習

発表と解説

単語学習範囲：

教科書の予習、復習

感嘆文・命令文

単語テスト４返却とポイント説明

単語テスト５範囲の説明

単語テスト

聞き取り演習

発表と解説

単語学習範囲：

教科書の予習、復習

間接疑問文

単語テスト５返却とポイント説明

単語テスト６範囲の説明

単語テスト

聞き取り演習

発表と解説

単語学習範囲：

教科書の予習、復習

まとめ

単語テスト６返却とポイント説明

単語テスト７範囲の説明

単語テスト

１回目～７回目授業の復習、中間テスト

単語学習範囲：

教科書の予習、復習

現在形

単語テスト７返却とポイント説明

単語テスト８範囲の説明

単語テスト

中間テスト返却と解説

聞き取り演習

発表と解説

単語学習範囲：

教科書の予習、復習

過去形

単語テスト８返却とポイント説明

単語テスト９範囲の説明

単語テスト

聞き取り演習

発表と解説

単語学習範囲：

教科書の予習、復習

未来表現

単語テスト９返却とポイント説明

単語テスト 範囲の説明

単語テスト

聞き取り演習

発表と解説

単語学習範囲：

教科書の予習、復習

助動詞

単語テスト 返却とポイント説明

単語テスト 範囲の説明

単語テスト

聞き取り演習

発表と解説

単語学習範囲：

教科書の予習、復習

進行相
聞き取り演習

発表と解説
教科書の予習、復習

完了相
聞き取り演習

発表と解説
教科書の予習、復習

まとめ
９回目～１４回目授業のポイント説明

復習プリント
教科書の予習、復習

関連科目 他の英語科目
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教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

プリント教材

西谷恒志 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

原則として、出席率 ％以上の学生のみを成績評価の対象とする。

統一英語単語試験 、 学習の進捗度２ 、中間テスト 、定期試験 、授業中に取り組む小テスト の割合で、総合的に評価

する。

学生への

メッセージ
授業はテンポよくリズミカルに進行します。集中力を切らさず一生懸命ついてきてください。

担当者の

研究室等
号館 階 （非常勤講師室）

備考
事前事後学習には、 での単語学習を含めて毎回 時間以上かけること。

質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する。

教
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科目名 実践英語中級 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス Ａ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 松浦 茂寿

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

今までに学んできた基本文法知識を確認し、皆さんが受ける ブリッジ受験に必要な解法テクニック、特に普段の努力を積めば必ず伸びる文

法力及び読解力の更なる向上を目標とする。又、授業に平行してテスト受験に欠かせない語彙力向上も目指す。また、授業計画は進度によって変

わる場合がある。

到達目標

千里の山も一歩から…「文法ルール及び語彙、毎日少しずつ繰り返し覚えよう！」文法問題が解けるようになるには、 つでも多くの文法ルール

を覚え、問題文にどの文法文法ルールが使われているか見抜くのが早道であり、毎日少しずつの努力が大きな結果につながる。単語と同じく、根

気よく繰り返し覚え、１つでも多くの問題が解けるように頑張ろう。

授業方法と

留意点

毎週、授業時に単語帳から単語テストを行う予定。今まで習ってきた語彙や文法知識を駆使し、一つでも多くの問題が解けることを望む。予習と

して次に進む分の練習問題を解いて授業に臨もう。特に 択問題は今まで習った文法ルール及び語彙を駆使し、「この選択肢はこう間違っている

から違う」と分かる様になればしめたもの。授業で出てきた新しい単語や学んだ内容をくり返して覚えるのが上達への早道です！

科目学習の

効果（資格）
ブリッジ受験に必要な基本的事項の復習及び知識の養成。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション
授業方法、提出物、評価方法についての

説明

次回の第一回単語テスト範囲、 番を勉強す

る事。

文法：

動詞
文法、語彙の各問題演習、答え合わせ

教科書 、次回の第二回単語テスト範囲、

番を勉強する事。

文法：

動詞
リーディング問題演習、答え合わせ

教科書 、次回の第三回単語テスト範囲、

番を勉強する事。

文法：動詞の

時制
文法、語彙の各問題演習、答え合わせ

教科書 、次回の第四回単語テスト範囲、

番を勉強する事。

文法：動詞の

時制
リーディング問題演習、答え合わせ

教科書 、次回の第五回単語テスト範囲、

番を勉強する事。

文法：動

詞の時制
文法、語彙の各問題演習、答え合わせ

教科書 、次回の第六回単語テスト範囲、

番を 番を勉強する事。

文法：動

詞の時制
リーディング問題演習、答え合わせ

教科書 、次回の第七回単語テスト範囲、

番を勉強する事。

文法：代名

詞
文法、語彙の各問題演習、答え合わせ

教科書 、次回の第八回単語テスト範囲、

番を 番を勉強する事。

文法：代名

詞
リーディング問題演習

教科書 、次回の第九回単語テスト範囲、

番を 詳細は後日指示する を勉強する

事。

文法：不

定詞
リーディング問題演習、答え合わせ

教科書 、次回の第十回単語テスト範囲、

番を 詳細は後日指示する を勉強する

事。

文法：不

定詞
文法、語彙の各問題演習、答え合わせ

教科書 、次回の第十一回単語テスト範囲、

１ 番を 詳細は後日指示する を勉強する

事。

文法：動名

詞
リーディング問題演習、答え合わせ

教科書 、次回の第十二回単語テスト範囲、

番を 詳細は後日指示する を勉強する

事。

文法：動名

詞
リーディング問題演習、答え合わせ

教科書 、次回の第十三回単語テスト範囲、

番を 詳細は後日指示する を勉強する

事。

文法：冠詞、名詞
文法、語彙の各問題演習、答え合わせ

教科書 、次回の第十四回単語テスト範囲、

番を勉強する事。

文法：冠詞、名詞
リーディング問題演習、答え合わせ 教科書

関連科目 なし

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

いま始めよう

テスト

北尾泰幸、林姿穂、西田晴美、ブ

ライアンコバート編著
朝日出版社

学

校語彙で学ぶ テスト（単語集）
西谷恒志 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

定期試験 、 提出物 、単語小テスト 、平常点 授業態度など の合計 に ）、 学習進捗度 、統一英語単

語テスト（ ）を足して総合評価します。 及び統一単語テストを受験しなかった人は評価に大きく影響します。また、日頃の授業態度も

重視します。

学生への

メッセージ

「明るく、元気で、感動と発見を与える授業に！」私語をせず、マナーを守り、積極的に参加してクラス全体が一つになる様に、各自協力しても

らいたい。折角、授業中に学んだことを暗記したままではすぐに忘れます。例えば英語で書かれた看板のメッセージ等を見ただけで指示が読める

ように授業外で繰り返し学習するのが英語上達への早道です。教える側も学ぶ側も仲良く、楽しく、実りある半期になる事を祈る！

担当者の

研究室等
号館 階非常勤講師室

備考
事前、事後学習には毎回１時間以上取り組み、課題に１回当たり１時間程度かけて仕上げること。

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

教
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科目名 実践英語中級 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス Ｂ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 中野 華子

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

この授業では、文法に関する知識、語彙力、読解力など広く総合英語力の底上げを行い、 の点数アップのみならず、英語を用いて情報を得

られる力をつける。

到達目標
建築学科の学習・教育到達目標との対応：

電気電子工学科の学習・教育到達目標との対応：［ ］

授業方法と

留意点

教科書は 冊あり、 冊は理系向けリーディング教材（ ）を、もう 冊は単語集（

）を使用する。各回の授業の冒頭では単語集を使用した単語テストを行う。

科目学習の

効果（資格）
テストでのスコアアップ。総合英語力の向上。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション、単語テ

スト

オリエンテーション、単語テスト（番号

）
事後学習・・・単語集の番号 を覚える。

単語テスト、
単語テスト（番号 ）、本文読

解

事前学習・・・単語集の番号 を覚える。

の予習。

事後学習・・・の復 習

単語テスト、
単語テスト（番号 ）、本文読

解

事前学習・・・単語集の番号 を覚える。

の予習。

事後学習・・・ の復習

単語テスト、
単語テスト（番号 ）、本文読

解

事前学習・・・単語集の番号 を覚える。

の予習。

事後学習・・・ の復習

単語テスト、
単語テスト（番号 ）、本文読

解

事前学習・・・単語集の番号 を覚える。

の予習。

事後学習・・・ の復習

単語テスト、
単語テスト（番号 ）、本文読

解

事前学習・・・単語集の番号 を覚える。

の予習。

事後学習・・・ の復習

単語テスト、
単語テスト（番号 ）、本文読

解

事前学習・・・単語集の番号 を覚える。

の予習。

事後学習・・・ の復習

中間試験、
単語テスト（番号 ）、試験と

振り返り
事前学習・・・ の復習

単語テスト、
単語テスト（番号 ）、本文読

解

事前学習・・・単語集の番号 を覚える。

の予習。

事後学習・・・ の復習

単語テスト、
単語テスト（番号 ）、本文読

解

事前学習・・・単語集の番号 を覚える。

の 予習。

事後学習・・・ の復習

単語テスト、
単語テスト（番号 ）、本文読

解

事前学習・・・単語集の番号 を覚える。

の予習。

事後学習・・・ の復習

単語テスト、
単語テスト（番号 ）、本文読

解

事前学習・・・単語集の番号 を覚える。

の予習。

事後学習・・ ・の復習

単語テスト、
単語テスト（番号 ）、本文読

解

事前学習・・・単語集の番号 を覚える。

の予習。

事後学習・・・ の復習

単語テスト、
単語テスト（番号 ）、本文読

解

事前学習・・・単語集の番号 を覚える。

の予習。

事後学習・・・ の復習

単語テスト、
単語テスト（番号 ）、本文読

解

事前学習・・・単語集の番号 を覚える。

の予習。

事後学習・・・ の復習

関連科目 他の英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

安浪誠祐、 松柏社

成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

統一英語単語テスト・・・１０％

・・・ ０％

・・・

単語テスト・・・１ ％
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試験・・・５ ％

学生への

メッセージ

積極的な授業態度を期待します。

効率的な単語学習のために ラーニング教材「リンガポルタ」や単語帳の音声データを使用することをお薦めします。

また、学内で実施される 試験を受験して結果を残していきましょう。

担当者の

研究室等
号館 階 （非常勤講師室）

備考 事前事後学習を一時間以上して下さい。

教
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科目名 実践英語中級 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス Ｃ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 有本 好一郎

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

英語力向上にはこれまでの中学高校レベルの復習も欠かすことはできません。 特に、資格（ 英検など）取得には読み書き、英文法のみ

ならず、リスニングにも重点を置く必要があるので、毎回の授業で取り組みます。 聴解力がつくのを実感できますが、前向きに学習することが

大前提です。 資格取得に向けて前向きに受験してください。 また授業担当者がアメリカで経験したことを写真で紹介することもあります。

到達目標 基礎的なリスニング力、語彙力、文法知識を習得し、 点を目標とする。 英語資格試験に積極的に挑戦すること。

授業方法と

留意点

読解、文法問題集、ディクテーションなどを多用し、語彙の習得、文法力向上、聴解力向上を図る。 中高で英語に苦手意識を持った学生も初心

に帰り、学習して欲しい。

科目学習の

効果（資格）
の得点向上が期待できるので積極的に受験して欲しい。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス、 の説明、

英語クロスワードパズルな

ど

授業の進め方、評価方法、企業が要求す

るスコアなどを説明

教科書の予習（次週のユニット）、クロスワードパ

ズルの暗記、英単語の暗記 －

機内放送についての文章を

通して、天候や時の表現の学

習

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記、英単語の暗記

空港で放送される文章を通

して接続詞の学習

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記、英単語の暗記 －

ホテルで使われる文章を通

して不定詞の学習

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記、英単語の暗記 －

レストランで使われる文章

を通して形容詞の学習

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記、英単語の暗記 －

買い物で使われる文章を通

して頻度を表す副詞の学習

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記、英単語の暗記 ー

野球についての文章を通し

て比較級の学習

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記、英単語の暗記 －

中間試験
読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記、英単語の暗記 －

ミュージカル鑑賞について

の文章を通して完了形の学

習

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記、英単語の暗記 －

旅行案内についての文章を

通して受動態の学習

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記、英単語の暗記 －

問題解決についての文章を

通して受動態の学習

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記、英単語の復習

体調不良についての文章を

通して分詞の学習

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記、英単語の復習

電話の会話についての文章

を通して動名詞の学習

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記、英単語の復習

別れの手紙の文章を通して

センスグループの学習

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して

教科書の予習復習（今週、次週のユニット）、クロ

スワードパズルの暗記、英単語の復習

－ 回の復習とまとめ
読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して
期末試験の準備

関連科目 他の全ての英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

‐ リスニング研究会 南雲堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

西谷恒志 成美堂

評価方法

（基準）

担当教員の評価 ％（毎週のクイズ ％、定期試験 ％）、共通試験（ ブリッジ） 統一単語テスト 学習の進捗度

で評価する。

授業中の居眠り、携帯電話の使用はペナルティあり。

学生への

メッセージ
英語習得には普段の努力が大切である、通学時に 等の録音機、ラジオ番組、コンピューターなどを積極的に活用し学習すること。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること．

英単語は 学習など，意味、発音、綴りを確認し、毎日 時間は学習すること．

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

教
養
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科目名 実践英語中級 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス Ｄ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 近藤 未奈

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

理工系分野を取り巻く社会状況は、インターネットの普及、経済のグローバル化が進む中で大きく変化しており、研究や企業活動において、英語

で情報を得て発信する機会が急増しています。この授業では、基礎的な英語学習と理科学系の学習内容を組み合わせたテキストを使用し、文法、

読解、語彙など広く総合的な英語力の底上げを目指します。そして、社会に出た際に専門的な英語が必要とされた場合にも対応できる語学力を身

につけることを目標とします。

到達目標
英語によるコミュニケーションに役立つ実用的な英語表現を習得する。

理科学系の専門分野に関する内容に対応できる英語力を身につける。

授業方法と

留意点

読解・音読演習を中心に授業を進めます。英文和訳は毎回の授業中に、担当する受講者をランダムに指名します。受講者はいつ発表の機会が来て

もいいように、予習を十分におこなった上で授業にのぞんでください。

小テストは テストの対策も兼ねています。毎週決まった分量の単語・語句を覚え、テストで達成度を確認することにより、全般的

な英語力のアップにもつながります。真剣に取り組みましょう。

教科書は 回目の授業から使用する予定です。教科書の販売期間中に早めに購入してください。

授業では英和辞書（電子辞書可／高校英語以上に対応できるレベルのもの）も使用するので、教科書と併せて毎回必ず持参すること。

科目学習の

効果（資格）

英語で書かれた科学・理工系分野の文書を正確に理解できる英語力の修得

や英検などの英語資格試験の得点につながる基礎英語力の向上

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

受講にあたってのオリエン

テーション

数字に関する英語： 桁まで

の数字を英語で読む

受講に関する諸連絡（授業の進め方、各

種テストについての説明など）

読解・文法・発音演習

教科書の予習 （ ）； 単語小テスト の対

策学習 範囲

数学に関する語彙

英文の主語と述語動詞の見

つけ方

重要文法事項：名詞の単数形

と複数形

読解・文法・発音演習
教科書の予習（ ）および復習； 単語小テ

スト の対策学習 範囲

簡単な数式の表し方

重要文法事項：時制（現在・

過去・未来）

読解・文法・発音演習
教科書の予習（ ）および復習； 単語小テ

スト の対策学習 範囲

科学分野の名称

重要文法事項：現在完了の用

法

読解・文法・発音演習
教科書の予習（ ）および復習； 単語小テ

スト の対策学習 範囲

工学に関する英語

重要文法事項：不定詞の用法
読解・文法・発音演習

教科書の予習（ ）および復習； 単語小テ

スト の対策学習 範囲

風力エネルギーに関する英

語

重要文法事項：助動詞の用法

読解・文法・発音演習
教科書の予習（ ）および復習； 単語小テ

スト の対策学習 範囲

太陽エネルギーに関する英

語

重要文法事項：動名詞の用法

読解・文法・発音演習
教科書の予習（ ）および復習； 単語小テ

スト の対策学習 範囲

地震に関する英語

重要文法事項：分詞の形容詞

的用法

読解・文法・発音演習
教科書の予習（ ）および復習； 単語小テ

スト の対策学習 範囲

台風やハリケーンに関する

英語

重要文法事項：受動態の用法

読解・文法・発音演習
教科書の予習（ ）および復習； 単語小テ

スト の対策学習 範囲

火山に関する用法

重要文法事項：関係代名詞の

種類

読解・文法・発音演習
教科書の予習（ ）および復習； 単語小テ

スト の対策学習 範囲

に関する英語

重要文法事項：前置詞の用法
読解・文法・発音演習

教科書の予習（ ）および復習； 単語小テ

スト の対策学習 範囲

ロボットに関する英語

重要文法事項：関係代名詞の

用法

読解・文法・発音演習
教科書の予習（ ）および復習； 単語小テ

スト の対策学習 範囲

製造や加工に関する英語

重要文法事項：冠詞の用法
読解・文法・発音演習 教科書の予習（ ）および復習

元素に関する英語

重要文法事項：比較の用法
読解・文法・発音演習 教科書の予習（ ）および復習

物質やエネルギーに関する

英語

重要文法事項：接続詞の用法

読解・文法・発音演習 授業内容の復習、定期試験対策

関連科目 実践英語入門

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

鈴木栄 金星堂

単

語集
西谷恒志 成美堂

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

教
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評価方法

（基準）

・共通試験… ％（ ％、統一英語単語テスト ％）

・ 学習…

・授業態度（投げかける質問に対する発言、演習の解答・予習内容の発表など）… ％

・小テスト（全 回実施 答案は毎回返却します）… ％

・定期試験… ％

以上を総合評価します。

学生への

メッセージ

外国語は自分から学ぶ姿勢が重要です。毎回の予習・復習をしっかりおこなってください。

週間につき、事前学習としての予習には 分（小テスト対策としての 分程度を含め）、事後学習（授業で扱った単語や表現を復習する）に

は 分程度をかけること。

授業外の場面でも色々な分野での情報収集・知識習得に励んで下さい。 （リンガポルタ）を積極的に利用するなどして、学習の習慣づ

けができるよう心がけてください。学習成果の確認として、学内で実施される 試験を受験するのも効果が大きいです。

間違えることを恐れず、意欲的に授業に参加してくれることを期待しています。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室（授業曜日のみ）

備考

原則として、出席率 ％以上（ 回以上出席）の受講者のみを成績評価の対象とします。 回以上（正式な証明が可能な公休および大学指定の

伝染病による欠席は除く）授業を欠席した場合、成績評価の対象外とします（単位が取得できる見込みはありません）。

テキスト（教科書）を忘れた場合、また、携帯電話の使用、私語などの授業妨害行為、許可のない途中退室などの行為があった場合は、当日の授

業における評価点をゼロとして扱います。

その他の詳細は、第 回目の授業で詳しく説明します。受講予定者は必ず初回から出席してください。

教
養
科
目
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科目名 実践英語中級 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス Ｅ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 西谷 継治

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的
４００点の実力を目指し、文法、読解、語彙など広く英語力の底上げを行う。

到達目標 点以上の実力（ 点）

授業方法と

留意点

授業の進め方は毎回指名により学生諸君に発表してもらうのでそのつもりで授業に望んでもらいたい。予習として、必ず本文に目を通し、わから

ない単語や表現をチェックしておくことが大切である。練習問題には各自必ず答えを出しておくこと。

科目学習の

効果（資格）
理工系英語の基本を固め、専門英語と の得点アップにつなげる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

授業内容の詳しい解説
教科書の 構成を把握しておく。事前事後学習

には，毎回 時間以上かけること

読解、文法、語彙 文法・読解演習
単語小テスト

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

読解、文法、語彙 文法・読解演習
単語小テスト

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

読解、文法、語彙 文法・読解演習
単語小テスト

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

読解、文法、語彙 文法・読解演習
単語小テスト

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

読解、文法、語彙 文法・読解演習
単語小テスト

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

前半の復習 事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

前半のまとめ 前半のまとめも文法・読解演習 事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

前半試験返却及び解説 前半試験返却及び解説 事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

読解、文法、語彙 文法・読解演習
単語小テスト

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

読解、文法、語彙 文法・読解演習
単語小テスト

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

読解、文法、語彙 文法・読解演習
単語小テスト

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

読解、文法、語彙 文法・読解演習
単語小テスト

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

読解、文法、語彙 文法・読解演習
単語小テスト

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

後半復習 事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

関連科目 ，英検ほか、英語関連の資格一般

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

／中井弘一 松柏社

成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

共通試験（ ブリッジ） 統一単語テスト 学習の進捗度 定期試験 （場合によっては中間試験を実施する場合が

ある（実施する場合，中間・期末試験各 ％） 小テスト 授業態度（発表など） の割合で総合的に評価する。原則として出席率 ％

以上の学生のみを成績評価の対象とする。

学生への

メッセージ
図書館や 等を利用し日頃から英語に親しんでください。

担当者の

研究室等
号館 階 （非常勤講師室）

備考
事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」
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科目名 実践英語中級 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 西谷 継治

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的
４００点の実力を目指し、文法、読解、語彙など広く英語力の底上げを行う。

到達目標 点以上の実力（ 点）

授業方法と

留意点

授業の進め方は毎回指名により学生諸君に発表してもらうのでそのつもりで授業に望んでもらいたい。予習として、必ず本文に目を通し、わから

ない単語や表現をチェックしておくことが大切である。練習問題には各自必ず答えを出しておくこと。

科目学習の

効果（資格）
理工系英語の基本を固め、専門英語と の得点アップにつなげる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

授業内容の詳しい解説
教科書の 構成を把握しておく。事前事後学習

には，毎回 時間以上かけること

読解、文法、語彙 文法・読解演習（品詞の種類）
単語小テスト

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

読解、文法、語彙 文法・読解演習（ 動詞及び時制）
単語小テスト

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

読解、文法、語彙
文法・読解演習（一般動詞及び時

制）

単語小テスト

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

読解、文法、語彙 文法・読解演習（助動詞）
単語小テスト

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

読解、文法、語彙 文法・読解演習（現在完了形）
単語小テスト

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

前半の復習 事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

前半のまとめ 前半のまとめも文法・読解演習 事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

前半試験返却及び解説 前半試験返却及び解説 事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

読解、文法、語彙 文法・読解演習（不定詞
単語小テスト

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

読解、文法、語彙 文法・読解演習（分詞及び動名詞
単語小テスト

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

読解、文法、語彙 文法・読解演習（比較）
単語小テスト

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

読解、文法、語彙 文法・読解演習（受動態）
単語小テスト

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

読解、文法、語彙 文法・読解演習（仮定法）
単語小テスト

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

後半復習 事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

関連科目 ，英検ほか、英語関連の資格一般

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

／中井弘一 松柏社

成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

共通試験（ 又は ブリッジ） 統一単語テスト 学習の進捗度 定期試験 （場合によっては中間試験を実施

する場合がある（実施する場合，中間・期末試験各 ％） 小テスト 授業態度（発表など） の割合で総合的に評価する。原則として出

席率 ％以上の学生のみを成績評価の対象とする。

学生への

メッセージ
図書館や 等を利用し日頃から英語に親しんでください。

担当者の

研究室等
号館 階 （非常勤講師室）

備考

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

小テストは ％を合格とし、不合格の者は再提出とする

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

小テスト等は授業中にフィードバックする。

教
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科目名 実践英語中級 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 久田 歩

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

英語の読み・書き・話し・聴く四技能をバラスよく伸ばし、 などの英語資格試験のスコアアップに繋がるような実践力を身に着けることを

目標とします。

到達目標
・ ４ 点（ 以上取得

・統一英語単語テストでの高得点

授業方法と

留意点
・リンガポルタの 課題はスケジュールに沿って、授業外で自習してください。

科目学習の

効果（資格）
テスト、 テスト、 テスト、英検

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション

語彙

授業の内容、方法、評価基準、課題につ

いて説明

ユニット１

単語

ユニット１予習

語彙

語彙演習、内容読解、文法問題、音読

ユニット２

単語テスト１

単語

ユニット 復習

ユニット３予習

語彙

語彙演習、内容読解、文法問題、音読

ユニット３

単語テスト２

単語

ユニット２復習

ユニット４予習

語彙

語彙演習、内容読解、文法問題、音読

ユニット４

単語テスト３

テキスト内の単語

ユニット１ ４復習

テスト対策

単語

チェックテスト第一回

採点 講評 解説

単語テスト４

テスト・採点・質問受付・解説

単語

復習、テスト対策

ユニット５予習

語彙

語彙演習、内容読解、文法問題、音読

ユニット５

単語テスト

単語

ユニット５復習

ユニット６予習

語彙

語彙演習、内容読解、文法問題、音読

ユニット６

単語テスト

単語

ユニット６復習

ユニット７予習

語彙

語彙演習、内容読解、文法問題、音読

ユニット７

単語テスト

単語

ユニット７復習

ユニット８予習

語彙

語彙演習、内容読解、文法問題、音読

ユ ニ ッ ト ８

単語テスト

テキスト内の単語

ユニット５ ８復習

テスト対策

チェックテスト第二回

採点 講評 解説
テスト・採点・質問受付・解説

単語

ユニット９予習

語彙

語彙演習、内容読解、文法問題、音読

ユニット９

単語テスト

単語

ユニット９復習

ユニット１０予習

語彙

語彙演習、内容読解、文法問題、音読

ユニット１０

単語テスト１０

ユニット１０復習

ユニット１２予習

語彙

語彙演習、内容読解、文法問題、音読

ユニット１２

単語テスト１

テキスト内の単語

ユニット１２復習

ユニット１４予習

語彙

語彙演習、内容読解、文法問題、音読

ユニット１４

単語テスト１２

テキスト内の単語

ユニット９ 復習

テスト対策

チェックテスト第三回

採点 講評 解説
テスト・採点・質問受付・解説

期末テストの準備

復習

関連科目 実践英語入門、実践英語初級

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

靜 哲人 編著 金星堂

西谷恒志 成美堂
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参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

単語テスト 点ｘ 回 ％ （毎回直後にクラス内で採点）

積極参加点 ％ （３回のチェックテストは点数によって ２ ＋２点の加算、それに積極参加点が加わります）

期末試験 ％

統一英語単語テスト １ ％ またはＴＯＥＩＣブリッジ

リンガポルタ １ 原則として出席率 ％以上の学生のみを成績評価の対象とする。

学生への

メッセージ
英語力をつけるには、インプット量とアウトプット量を増やすことが重要です。この授業を通して彩り豊かな英語にたくさん触れてください。

担当者の

研究室等
号館２Ｆ 非常勤講師室 木曜日（午前中）

備考 事前事後学習には、毎回 時間以上かけること。

教
養
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科目名 実践英語入門 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス Ａ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 松浦 茂寿

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

今までに学んできた基本文法知識を確認し、皆さんが受ける ブリッジ受験に必要な解法テクニック、特に普段の努力を積めば必ず伸びる文

法力及び読解力の更なる向上を目標とする。又、授業に平行してテスト受験に欠かせない語彙力向上も目指す。また、授業計画は進度によって変

わる場合がある。

到達目標

「千里の山も一歩から…文法ルール及び語彙、毎日少しずつ繰り返し覚えよう！」文法問題が解けるようになるには、 つでも多くの文法ルー

ルを覚え、問題文にどの文法文法ルールが使われているか見抜くのが早道であり、毎日少しずつの努力が大きな結果につながる。単語と同じく、

根気よく繰り返し覚え、１つでも多くの問題が解けるように頑張ろう。

授業方法と

留意点

毎週、授業時に単語帳から単語テストを行う予定。今まで習ってきた語彙や文法知識を駆使し、一つでも多くの問題が解けることを望む。予習と

して次に進む分の練習問題を解いて授業に臨もう。特に 択問題は今まで習った知識を駆使し、「この選択肢はこう間違っているから違う」と分

かる様になればしめたもの。授業で出てきた新しい単語や学んだ内容をくり返して覚えるのが上達への早道です！

科目学習の

効果（資格）
ブリッジ受験に必要な基本的事項の復習及び知識の養成。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション
授業方法、提出物、評価方法についての

説明

次回の第一回単語テスト範囲、 ～ 番を勉強する

事。

天気

現在時制、過去時制
文法、語彙の各問題演習、答え合わせ

教科書 、次回の第二回単語テスト範囲、 ～

番を勉強する事。

ミーティング メ

ッセージ 冠詞 代名詞

文法、語彙の各問題演習、答え合わせ
教科書 、次回の第三回単語テスト範囲、

～ 番を勉強する事。

健康 進行

形
文法、語彙の各問題演習、答え合わせ

教科書 、次回の第四回単語テスト範囲、

～ 番を勉強する事。

広告 セール 名詞 数詞
文法、語彙の各問題演習、答え合わせ

教科書 、次回の第五回単語テスト範囲、

～ 番を勉強する事。

投資

オフィスの備品 形容詞 副

詞

文法、語彙の各問題演習、答え合わせ
教科書 、次回の第六回単語テスト範囲、

～ 番を勉強する事。

電話メッセージ 接続詞 前

置詞

文法、語彙の各問題演習、答え合わせ
教科書 、次回の第七回単語テスト範囲、

～ 番を勉強する事。

仕事 昇進

助動詞 使役・知覚動詞

文法、語彙の各問題演習、答え合わせ
教科書 、次回の第八回単語テスト範囲、

～ 番を勉強する事。

フライト 旅行 未来時制
文法、語彙の問題演習、答え合わせ

教科書 、次回の第九回単語テスト範囲、

～ 番を 追って指示します を勉強する事。

住居 比較 文法、語彙の各問題演習、答え合わせ
教科書 、次回の第十回単語テスト範囲

～ 番を 追って指示します を勉強する事。

新

製品 電化製品

文法、語彙の各問題演習、答え合わせ
教科書 、次回の第十一回単語テスト範囲

～ 番を 追って指示します を勉強する事。

メディア

完了時制
文法、語彙の各問題演習、答え合わせ

教科書 、次回の第十二回単語テスト範囲

～ 番を 追って指示します を勉強する事。

注文 発送
文法、語彙の各問題演習、答え合わせ

教科書 、次回の第十三回単語テスト範囲

～ 番を 追って指示します を勉強する事。

顧客サービス
文法、語彙の各問題演習、答え合わせ

教科書 、次回の第十四回単語テスト範囲

～ 番を 追って指示します を勉強する事。

総合復習 試験に向けた復習 教科書など前期範囲一通り

関連科目 なし

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

で学ぶ役立つ英

語

、三原京、秀野作

次郎、木村博是
南雲堂

学

校語彙で学ぶ テスト（単語集）
西谷恒志 成美堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

定期試験 、 提出物 、単語小テスト 、平常点 授業態度など の合計 に 学習進捗度 、共通試験 統一英語単語

テスト ）を足して総合評価します。統一単語テストを受験しなかった人は評価に大きく影響します。また、日頃の授業態度も重視します。

学生への

メッセージ

「明るく、元気で、感動と発見を与える授業に！」私語をせず、マナーを守り、積極的に参加してクラス全体が一つになる様に、各自協力しても

らいたい。折角、授業中に学んだことを暗記したままではすぐに忘れます。例えば英語で書かれた看板のメッセージ等を見ただけで指示が読める

ように授業外で繰り返し学習するのが英語上達への早道です。教える側も学ぶ側も仲良く、楽しく、実りある半期になる事を祈る！

担当者の

研究室等
号館 階非常勤講師室

備考
事前、事後学習には毎回１時間以上取り組み、課題に１回当たり１時間程度かけて仕上げること。

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

教
養
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科目名 実践英語入門 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス Ｂ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 中野 華子

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

この授業では、文法に関する知識、語彙力、読解力、聴解力など広く英語力の底上げを行い、 テストにおける点数アップを目指す。また、

分量が多い をできるだけストレスを感じずに受験できるような英語に対する耐性も身につける。

到達目標

テストにおけるレベル （４７０点以上）

建築学科の学習・教育到達目標との対応：［ ］

電気電子工学科の学習・教育到達目標：

授業方法と

留意点

教科書は 冊あり、 冊は テストを受験する学生を対象に作られたもの（ ）を、もう 冊は単語集を使用

する。各回の授業の冒頭では、単語集を使用した単語テストも行う。また数回 ミニテストを行い、 のテスト形式に慣れるようにする。

授業には辞書も持参すること。

科目学習の

効果（資格）
テストでのスコアアップ。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション、 単語

テスト、 ミニテスト

オリエンテーション、単語（番号

）の学習とテスト、 ミニ

テスト

事後学習・・・ ミニテストの復習

単 語 テ ス ト 、 単語テスト（番号 ）、写真描写、

応答、会話、説明文問題、短文穴埋め

語彙・文法問題、長文穴埋め、読解問題

事前学習・・・単語集の番号 を覚える。事

後学習・・・ の復習

単 語 テ ス ト 、 単語テスト（番号 ）、写真描写、

応答、会話、説明文問題、短文穴埋め

語彙・文法問題、長文穴埋め、読解問題

事前学習・・・単語集の番号 を覚える。事

後学習・・・ の復習

単語テスト、 単語テスト（番号 ）、写真描写、

応答、会話、説明文問題、短文穴埋め

語彙・文法問題、長文穴埋め、読解問題

事前学習・・・単語集の番号 を覚える。事

後学習・・・ の復習

単語テスト、 単語テスト（番号 ）、写真描写、

応答、会話、説明文問題、短文穴埋め

語彙・文法問題、長文穴埋め、読解問題

事前学習・・・単語集の番号 を覚える。事

後学習・・・ の復習

単語テスト、 単語テスト（番号 ）、写真描写、

応答、会話、説明文問題、短文穴埋め

語彙・文法問題、長文穴埋め、読解問題

事前学習・・・単語集の番号 を覚える。事

後学習・・・ の復習

単 語 テ ス ト 、
単語テスト（番号 ）、写真描写、

応答、会話、説明文問題、短文穴埋め

語彙・文法問題、長文穴埋め、読解問題

事前学習・・・単語集の番号 を覚える。事

後学習・・・ の復習

単語テスト、
単語テスト（番号 ）、写真描写、

応答、会話、説明文問題、短文穴埋め

語彙・文法問題、長文穴埋め、読解問題、

ミニテスト

事前学習・・・単語集の番号 を覚える。事

後学習・・・ の復習

単語テスト、 単語テスト（番号 ）、写真描写、

応答、会話、説明文問題、短文穴埋め

語彙・文法問題、長文穴埋め、読解問題

事前学習・・・単語集の番号 を覚える。事

後学習・・・ の復習

単語テスト、 単語テスト（番号 ）、写真描写、

応答、会話、説明文問題、短文穴埋め

語彙・文法問題、長文穴埋め、読解問題

事前学習・・・単語集の番号 を覚える。

の予習。

事後学習・・・ の復習

、

、 ミニテス

ト

写真描写、応答、会話、説明文問題、短

文穴埋め 語彙・文法問題、長文穴埋め、

読解問題

事後学習・・・ の復習、ミニテストの

復習

写真描写、応答、会話、説明文問題、短

文穴埋め 語彙・文法問題、長文穴埋め、

読解問題

事後学習・・・ の復習

写真描写、応答、会話、説明文問題、短

文穴埋め 語彙・文法問題、長文穴埋め、

読解問題

事後学習・・・ の復習

写真描写、応答、会話、説明文問題、短

文穴埋め 語彙・文法問題、長文穴埋め、

読解問題

事後学習・・・ の復習

ミニ

テスト

写真描写、応答、会話、説明文問題、短

文穴埋め 語彙・文法問題、長文穴埋め、

読解問題

事後学習・・・ の復習、ミニテストの復

習

関連科目 他の英語科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

新 テスト集中

コース：リスニング・リーディング演習
松岡 昇 金星堂

成美堂

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

教
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評価方法

（基準）

共通単語テスト・・・ ０％

・・・ ０％

テスト・・・６０％

成績評価に関するその他の詳細については第 回の授業で説明する。

学生への

メッセージ

効率的な単語学習のために ラーニング教材「リンガポルタ」や単語帳の音声データを使用することをお薦めします。

また、学内で実施される 試験を受験して結果を残していきましょう。

担当者の

研究室等
号館 階 （非常勤講師室）

備考 事前事後学習を一時間以上して下さい。

教
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科目名 実践英語入門 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス Ｃ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 有本 好一郎

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

英語力向上にはこれまでの中学高校レベルの復習も欠かすことはできません。 特に、資格（ 英検など）取得には読み書き、英文法のみ

ならず、リスニングにも重点を置く必要があるので、毎回の授業で取り組みます。 聴解力がつくのを実感できますが、前向きに学習することが

大前提です。 資格取得に向けて前向きに受験してください。 また授業担当者がアメリカで経験したことを写真で紹介することもあります。

到達目標 基礎的なリスニング力、語彙力、文法知識を習得し、 点を目標にする。 英語資格試験に積極的に挑戦すること。

授業方法と

留意点

読解、文法問題、ディクテーションなどを多用し、語彙の習得、文法力向上、聴解力向上を図る。 中高で英語に苦手意識を持った学生も初心に

帰り、学習して欲しい。

科目学習の

効果（資格）
の得点向上が期待できるので積極的に受験して欲しい。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス、 の説明、

英語クロスワードパズルな

ど

授業の進め方、評価方法、企業が要求す

るスコアなどを説明

教科書の予習、クロスワードパズルの暗記、英単語

の暗記 －

自己紹介についての文章を

通して名詞の学習（固有名

詞、複数形など）

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して

教科書の予習復習、クロスワードパズルの暗記、英

単語の暗記

家族、ペットについての文章

を通して動詞の学習

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して

教科書の予習復習、クロスワードパズルの暗記、英

単語の暗記８

趣味についての文章を通し

て主語＋動詞～の学習

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して

教科書の予習復習、クロスワードパズルの暗記、英

単語の暗記

ー

大学生活についての文章を

通して人称代名詞の学習

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して

教科書の予習復習、クロスワードパズルの暗記、英

単語の暗記 －

食物についての文章を通し

て疑問詞の学習

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して

教科書の予習復習、クロスワードパズルの暗記、英

単語の暗記 １－

コンサートについての文章

を通して ＋形容詞、副詞

の学習

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して

教科書の予習復習、クロスワードパズルの暗記、英

単語の暗記 １－

中間試験 試験後、答え合わせを行い弱点を復習 教科書の予習復習、英単語の暗記 －

道案内についての文章を通

して助動詞の学習

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して

教科書の予習復習、クロスワードパズルの暗記、英

単語の暗記

－

日本文化についての文章を

通して助動詞の学習

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して

教科書の予習復習、クロスワードパズルの暗記、英

単語の暗記 －

ジェスチャーについての文

章を通して前置詞の学習

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して

教科書の予習復習、クロスワードパズルの暗記、英

単語の暗記の復習

観光案内についての文章を

通して時制の学習

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して

教科書の予習復習、クロスワードパズルの暗記、英

単語の暗記の復習

ネットショッピングについ

ての文章を通して進行形の

学習

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して

教科書の予習復習、クロスワードパズルの暗記、英

単語の暗記の復習

についての文章を通

して数字の学習

読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して

教科書の予習復習、クロスワードパズルの暗記、英

単語の暗記の復習

－ 回の復習とまとめ
読解、文法、リスニング演習問題形式を

通して
期末試験の準備

関連科目 その他英語科目全般

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

‐
リスニング研究会 南雲堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

西谷恒志 成美堂

評価方法

（基準）

担当教員の評価６０％、統一英語単語テスト２０％、 ２０ で全体の評価を行う。

居眠り、携帯の使用にはペナルティあり。

学生への

メッセージ
英語習得には普段の努力が大切である、通学時に 等の録音機、ラジオ番組、コンピューターなどを積極的に活用し学習すること。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考

単語試験は「 」から出題される範囲を受験すること。

単語番号 までの範囲で期末に試験が行われます。

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること．

英単語は 学習など，意味、発音、綴りを確認し、毎日 時間は学習すること．

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

教
養
科
目
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科目名 実践英語入門 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス Ｄ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 近藤 未奈

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

近年、企業のグローバル化が進む中、 （国際コミュニケーション英語能力テスト）の注目度は増しつつあります。この授業では、高校

までに学習した英語を基礎として、 テストで評価される英語力を向上させることを目標とします。授業と日々の学習を通して、 総

合的な英語の「聞き取り力／語彙力／文法力／読解力」をレベルアップし、資格試験に対応できる英語力を養成することを目指します。

到達目標
英語によるコミュニケーションに役立つ実用的な英語表現を習得する。

や英検などの英語資格試験に対応できる英語力を身につける。

授業方法と

留意点

教科書を使用し、演習形式で行います。問題を解き、随時指名して解答を発表してもらいます。

小テストは テストの対策も兼ねています。毎週決まった分量の単語・語句を覚え、テストで達成度を確認することにより、全般的

な英語力のアップにもつながります。真剣に取り組みましょう。

教科書は 回目の授業から使用する予定です。教科書販売期間中に早めに購入してください。

回目の授業から英和辞書（電子辞書可／高校英語以上に対応できるレベルのもの）も使用するので、教科書と併せて毎回必ず持参すること。

次回の授業で取り扱う問題演習の予習、および授業内容の復習には、 週間につき 分程度をかけること。単語の小テストの対策は毎回必ず

分以上おこなうようにしてください。

科目学習の

効果（資格）

日常生活や仕事の場面における、英語を使ったコミュニケーション能力の向上

や英検などの英語資格試験の得点につながる基礎英語力の向上

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

受講にあたってのオリエン

テーション

模擬ミニテス

ト実施

授業の進め方、各種テストについての説

明など

現時点での自分の課題点を知り、目標を

明らかにする

教科書の予習； 単語小テスト の準備 範囲

疑問詞疑問文への応答

話題の類推

リスニング演習

リーディング演習

教科書の予習・復習； 単語小テスト の準備 範

囲

身の回りの物・場所の名称

同一品詞の語彙問題：動詞

リスニング演習

リーディング演習

教科書の予習・復習； 単語小テスト の準備 範

囲

語句からの状況判断

派生語問題：動詞・形容詞・

名詞

リスニング演習

リーディング演習

教科書の予習・復習； 単語小テスト の準備 範

囲

疑問文への応答

同一品詞の語彙問題：名詞

リスニング演習

リーディング演習

教科書の予習・復習； 単語小テスト の準備 範

囲

人物の動作表現

スキャニング ：必要な情報

だけを拾い出す読み方の習

得

リスニング演習

リーディング演習

教科書の予習・復習； 単語小テスト の準備 範

囲

会話表現からの状況判断

正しい語形の選択問題：動詞

リスニング演習

リーディング演習

教科書の予習・復習； 単語小テスト の準備 範

囲

選択疑問文・付加疑問文への

応答

同一品詞の語彙問題：形容

詞・副詞

リスニング演習

リーディング演習

教科書の予習・復習； 単語小テスト の準備 範

囲

日時・数量の聞き取り

スキミング：文章の概要や要

点だけを把握する読み方の

習得

リスニング演習

リーディング演習

教科書の予習・復習； 単語小テスト の準備 範

囲

人物や物の状態表現

正しい語形の選択問題：形容

詞・副詞

リスニング演習

リーディング演習

教科書の予習・復習； 単語小テスト の準備 範

囲

会話相手の発言に対する自

然な応答

同一品詞の語彙問題：前置詞

リスニング演習

リーディング演習

教科書の予習・復習； 単語小テスト の準備 範

囲 （復習）

語句からの状況判断 ／会

話表現からの状況判断

英語の語順での読解

リスニング演習

リーディング演習

教科書の予習・復習； 単語小テスト の準備 範

囲 （復習）

否定疑問文に対する応答

正しい語形の選択：不定詞・

動名詞・分詞

リスニング演習

リーディング演習
教科書の予習・復習

位置関係を表す表現

スキャニング

リスニング演習

リーディング演習
教科書の予習・復習

英語の語順での聴解

同一品詞の語彙問題：疑問

詞：関係詞・接続詞

リスニング演習

リーディング演習
授業内容の復習、定期試験対策

関連科目 実践英語中級

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

高山芳樹 南雲堂

単

語集
西谷恒志 成美堂

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

教
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評価方法

（基準）

・共通試験（統一英語単語テスト）… ％

・ 学習…

・授業態度（投げかける質問に対する発言、演習の解答・予習内容の発表など）… ％

・小テスト（全 回実施）… ％

・定期試験… ％

以上を総合評価します。

学生への

メッセージ

外国語は自分から学ぶ姿勢が重要です。毎回の予習・復習をしっかりおこなってください。また、授業外の場面でも色々な分野での情報収集・知

識習得に励んで下さい。 （リンガポルタ）を積極的に利用するなどして、学習の習慣づけができるよう心がけてください。学習成果の

確認として、共通試験だけでなく、学内で実施される 試験を受験するのも効果が大きいです。

間違えることを恐れず、意欲的に授業に参加してくれることを期待しています。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室（授業曜日のみ）

備考

原則として、出席率 ％以上（ 回以上出席）の受講者のみを成績評価の対象とします。 回以上（正式な証明が可能な公休および大学指定の

伝染病による欠席は除く）授業を欠席した場合、成績評価の対象外とします（単位が取得できる見込みはありません）。

テキスト（教科書）を忘れた場合、また、携帯電話の使用、私語などの授業妨害行為、許可のない途中退室などの行為があった場合は、当日の授

業における評価点をゼロとして扱います。

その他の詳細は、第 回目の授業で詳しく説明します。受講予定者は必ず初回から出席してください。

教
養
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科目名 実践英語入門 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス Ｅ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 西谷 継治

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的
ブリッジの試験対策講座として、前期末の ブリッジでのスコアーアップを目指す。

到達目標 ブリッジでのスコアーアップ

授業方法と

留意点

授業の進め方は毎回指名により学生諸君に発表してもらうのでそのつもりで授業に望んでもらいたい。予習として、必ず本文に目を通し、わから

ない単語や表現をチェックしておくことが大切である。練習問題には各自必ず答えを出しておくこと。

科目学習の

効果（資格）
の得点アップにつなげる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

授業内容の詳しい解説 事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

読解、文法、語彙 文法・読解演習
単語小テスト

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

読解、文法、語彙 文法・読解演習
単語小テスト

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

読解、文法、語彙 文法・読解演習
単語小テスト

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

読解、文法、語彙 文法・読解演習
単語小テスト

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

読解、文法、語彙 文法・読解演習
単語小テスト

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

前半の復習
単語小テスト

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

臨時試験 前半の試験 事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

臨時試験評価 臨時試験の解説及び評 事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

読解、文法、語彙 文法・読解演習
単語小テスト

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

読解、文法、語彙 文法・読解演習
単語小テスト

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

読解、文法、語彙 文法・読解演習
単語小テスト

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

読解、文法、語彙 文法・読解演習
単語小テスト

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

読解、文法、語彙 文法・読解演習
教科書

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

後半の復習
質問準備

事前事後学習には，毎回 時間以上かけること

関連科目 ，英検ほか、英語関連の資格一般

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

松柏社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
統一単語テスト ％、 、定期試験 、小テスト 授業態度（発表など） の割合で総合的に評価する。

学生への

メッセージ
図書館や 等を利用し日頃から英語に親しんでください。

担当者の

研究室等
号館 階 （非常勤講師室）

備考
「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

小テスト等は授業中にフィードバックする。

教
養
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科目名 実践の思想 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 柿本 佳美

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

この授業では、私たちが無意識のうちに内面化している価値観や規範のルーツである日本思想を手がかりに、先人たちが培ってきたものづくりを支え

る思想的基盤を知り、プロフェッショナルとしての技術者のありかたを考えます。

技術の発展は、どの人にも人間らしい生活を可能にする社会を実現し、貧困の解消に大いに貢献する一方で、急速な工業化に伴う深刻な環境汚染も引

き起こしました。現在、人間が引き起こした地球温暖化を食い止め、持続可能な社会を目指す国際的な合意は、自然と調和した技術へのシフトを後押

ししています。専門知識を持ち大規模プロジェクトの実行に関わる技術者は、技術がもたらす社会や自然環境への影響が大きくなればなるほど、自ら

が携わる技術の影響についても熟慮する必要があります。

古来から近世に至る日本社会では、自然との調和を目指す考え方が主流でした。古代から近世にかけての土木技術や建築は、日本列島の気候や地形、

自然環境を生かすようにして発展した例と言えるでしょう。そうすると、古代から現代にいたる自然観を知ることも、環境に配慮した今後の科学技術

のあり方を考えるうえで、一つのヒントになりそうです。

ここでは、私たちの社会のなかで技術と技術者のあり方を支えてきた思想について、学んでいきましょう。

到達目標 日本社会における自然観・技術観を理解し、共生社会を目指す持続可能な技術のあり方を考えることができる。

授業方法と

留意点
講義形式で進めますが、人数によってはディスカッションも取り入れます。

科目学習の

効果（資格）

科学技術をめぐる歴史をたどることで、人間の知的営みとしての技術のあり方を理解する。

日本社会における技術観・自然観を学び、これらを技術全体の歴史のなかに置くことで、日本が生み出した技術の特徴を知ることができる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

はじめに：持続可

能な社会と科学技

術

授業説明と導入。持続可

能な社会とは。
予習 「土木学会倫理綱領」を読んでおく。

日本史のなかの技

術と思想：古代か

ら中世へ

技術という視点から見た

日本の歴史を学ぶ。

予習 古代から中世にかけての世界史と、近世までの日本史、高校地理を復習して

おく。

日本死のなかの技

術と思想：近世か

ら近代へ

技術という視点から見た

日本の歴史を学ぶ。
予習 近代までの日本の歴史を見ておく。

日本死のなかの技

術と思想：日本に

おける公害の歴史

と科学技術

４大公害訴訟、汚染者負

担の原則、環境アセスメ

ントについて学ぶ。

予習：４大公害訴訟について調べる。

日本史のなかの技

術と思想：建築と

共生の思想

日本建築に見る自然との

共生を考察する。
予習 西岡常一『木に学べ』（小学館文庫）を読んでおく。

日本の宗教と自然

観：神道

神道の自然観と共同体形

成に果たした役割を学

ぶ。

予習 テキストにある祝詞『六月晦日大祓』『大殿祭』を読んでおく。

日本の宗教と自然

観：仏教

仏教の歴史と自然観を学

ぶ。
予習 テキストにある『一遍上人語録』・『歎異抄』『教行信証』を読んでおく。

日本の組織倫理を

支える思想：『論

語』から朱子学へ

日本社会への儒学の影響

を知る。
予習 『論語』を読んでおく。

日本の組織倫理を

支える思想：武士

道と町衆の思想

江戸期の多様な思想を知

る。
予習 戦国時代から江戸時代の歴史を復習しておく。

日本の思想：福沢

諭吉と文明開化

荻生徂徠と福沢諭吉の思

想を知る。

予 習 青 空 文 庫 に あ る 福 沢 諭 吉 『 学 問 の す ゝ め 』

（ ）を読んでお

く。

日本の環境思想：

南方熊楠と田中正

造

日本社会における共生の

思想を知る。

予 習 青 空 文 庫 に あ る 南 方 熊 楠 『 神 社 合 祀 に 関 す る 意 見 』

（ ）と、テキストにある南方

熊楠『トーテムと命名』を読んでおく。

日本の自然観：和

辻哲郎『風土』

自然環境と文化との関係

を考察する。
予習 高校地理の気候について復習しておく。日本建築の特徴を調べる。

生活文化と思想：

茶道と禅

岡倉天心『茶の本』を読

み、茶道と禅が生活文化

にもたらした影響を知

る。

予習 テキストにある岡倉天心『茶の本』の抜粋を読んでおく。

日本の美意識と民

芸：九鬼周造と柳

宗悦

自然と調和した美ともの

づくりを支える思想を知

る。

予 習 青 空 文 庫 に あ る 九 鬼 周 造 『 い き の 構 造 』

を読んでおく。

まとめ：持続可能

な社会と科学技術

環境アセスメントを手が

かりに市民感覚を持った

技術者のあり方を考え

る。

予習 日本技術士会「技術者倫理綱領」および日本土木学会「倫理綱領」を読むこ

と。

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

思想のアンソロジー 吉本隆明 ちくま学芸文庫

技術士倫理綱領の解説
公益社団法人 日

本技術士会

土木学会倫理綱領
公益社団法人 日

本土木学会

教
養
科
目

244



摂南大学シラバス

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

工学の歴史 三輪修三 ちくま学芸文庫

ものづくりの科学史 橋本毅彦 講談社学術文庫

技術の街道をゆく 畑村洋太郎 岩波新書

評価方法

（基準）

定期試験 ％、提出物 、受講態度 ％の割合で総合的に評価する。

提出物については、提出後、評価基準について説明し、全体的な講評を行う。なお、一定の基準に満たない場合は再提出を命じることがある。

受講態度については、グループディスカッションへの参加度および毎回提出するミニレポートで評価する。

なお、原則として出席率 ％以上の学生のみを成績評価の対象とする。

授業中に一時退出した場合、受講態度の評価の対象とせず、欠席として扱う。

学生への

メッセージ

日本社会における技術の位置づけと技術に携わる人々のあり方にも触れていきますので、技術に携わる者としての考えを深めるように。

遅刻、途中退出はしないこと。私語、スマートフォンの使用等、授業態度が悪い場合、受講態度に関する点をゼロとし、退室を命じることがあります。

担当者の

研究室等
非常勤講師室

備考
予習・復習にそれぞれ 時間を当てること。また、指定された文献には必ず目を通し、自主学習には 時間以上かけること。

質問等は出講時に非常勤講師室にて対応します。

教
養
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科目名 実践の思想 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 山口 尚

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

働くことは人生の時間の大半を占める、と言っても決して過言ではない。本講義のテーマは「仕事と人生」であり、日本人の人生観の源流を振り

返ることを通じて、専門技術者を志す学生が身につけておくべき職業倫理を学ぶ。具体的には、近年注目されている「武士道」と「商人道」の違

いなどを考察することを通じて、そもそもの「道（どう・みち）」なる発想の根幹を掴み、それを自らの実人生に応用できることを目指す。本講

義で学ぶことによって、中江藤樹や柳宗悦などの人生観・職業観を知ることができるのと同時に、社会へ出て働くことに向けた心構えが鍛えられ

るだろう。

職業あるいは仕事を、たんに生きるための手段としてではなく、人生の最も大事な部分を形作る本質的な要素として理解できるような視点――こ

のような視点を鍛え上げることを講義全体の目標とする。

到達目標

以下の項目の理解を到達目標とする。

武士道と職業倫理

商人道と職業倫理

〈ものづくり〉における倫理

職業と人生の本質的な関係

授業方法と

留意点

ノート講義形式。講義内容の理解を問うコメントカードや小テストなどによって授業態度を評価する。なお、小テストおよびコメントカードにつ

いては、提出した次の回にリアクションや解答をフィードバックする。

授業の予習・復習はそれぞれ 時間程度行うこと。

科目学習の

効果（資格）

日本の伝統的な職業観と思想に触れることから、現代の技術者が身につけるべきことは何か、見習うべきことは何かという問いに対して自主的に

取り組めるようになる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション 講義の説明
事後学習 講義ノートの復習および配布資料の読

解（ 時間以上）

科学と技術の基礎（ ）

自然科学の源流： 自然を素材や道具と

見る世界観がどのように育まれてきた

かを見る。

事後学習 講義ノートの復習（ 時間以上）

科学と技術の基礎（ ）
近代と産業技術： 産業化という意味の

近代化の特徴を確認する。
事後学習 講義ノートの復習（ 時間以上）

江戸時代の思想（ ）

武士道と商人道： ひとびとが社会に生

きる際に採用しうる異なるエートスを

確認する。

事後学習 講義ノートの復習（ 時間以上）

江戸時代の思想（ ） 中江藤樹の思想： 「孝」の思想を学ぶ。 事後学習 講義ノートの復習（ 時間以上）

江戸時代の思想（ ） 熊沢蕃山の思想： 「心」の思想を学ぶ。 事後学習 講義ノートの復習（ 時間以上）

江戸時代の思想（ ）
安藤昌益の思想： 「農本」の思想を学

ぶ。
予習 安藤昌益について調べる（ 時間以上）

江戸時代の思想（ ）
石田梅岩の思想： 「心学」と町人の生

き方としての思想を学ぶ。
予習 石田梅岩について調べる（ 時間以上）

江戸時代の思想（ ）
貝原益軒の思想： 「本草学」とは何か

を学ぶ。
予習 貝原益軒について調べる（ 時間以上）

職業と人生
人生における職業の位置づけ： 「何の

ために働くのか」を考察する。
事後学習 講義ノートの復習（ 時間以上）

柳宗悦の思想
民藝と手仕事： 「機能美」というもの

について学ぶ。
予習 柳宗悦について調べる（ 時間以上）

仏教と職業倫理
浄土思想と人生観： 「救い」と実生活

の関係について学ぶ。
予習 浄土仏教について調べる（ 時間以上）

岡倉天心の思想
茶道にみる日本人の美観： 質素である

ことと生き方の関係について学ぶ。
予習 岡倉天心について調べる（ 時間以上）

科学技術がもたらす社会的

倫理的問題
職業・生きがい・アパシーについて 事後学習 講義ノートの復習（ 時間以上）

まとめ 講義のふりかえり 事後学習 講義ノートの復習（ 時間以上）

関連科目 哲学から学ぶ

教科書
番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

原則として出席率 ％以上の学生のみを成績評価の対象」とする。評価の仕方は次のとおり。

定期試験 ％、授業態度 ％の割合で採点する。なお、授業態度とは、講義内容の理解を問うために配布するコメントカードへの記述内容と小

テストへの解答内容を指す。

学生への

メッセージ

日本の伝統的な「ものの見方」と「立ち居振る舞い方」に触れ、現代社会を主体的に生きていくためのヒントを発見してください。私語、携帯電

話の使用等で講義を妨害する行為を行った者は、授業態度評価をゼロとする。大学生にふさわしい態度で講義に臨むことを求めます。また、漫然

と講義を受けるだけでなく、シラバスを参照し授業の予習・復習を行ないましょう（それぞれ 時間程度）。

担当者の

研究室等
非常勤講師室

備考
予習（事前学習）・事後学習には、毎回十分に時間をかけること。

「質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する」

教
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科目名 社会の仕組み 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 野々村 元希

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

この授業は、私たちの生きる社会のしくみ、その一端を理解するためのきっかけを提示するものである。社会のしくみについて理解を深めること

は、自分の行為や意識、ひいては他者が経験するさまざまな出来事について理解することにつながるだろう。それは社会で生活する上で大切なこ

とである。こうした問題意識の下、この授業では、まず社会のしくみを理解するための学問である社会学について概説しつつ、社会学的視座から

見えてくる家族や教育、政治や経済のしくみや課題について解説する。

到達目標
受講生は社会学の基本的な知識と考え方を身につけ、さまざまな社会制度・社会問題について、一歩深い水準から考察することができるようにな

る。

授業方法と

留意点

配布資料を用いた講義形式の授業をおこなう。受講者の理解を深めるために、統計データや小説・映画など、テーマに関連するさまざまな資料を

使用する。

科目学習の

効果（資格）
日々の個人的な経験を、社会の構造やその変化から把握する能力を身につけることができる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

講義を始めるにあたって オリエンテーション 授業の流れについて理解する。

社会学とは（１）――定義と

歴史的展開
社会学とは何か

レジュメや紹介した文献を読んで復習する（ 時

間）。

社会学とは（２）――古典的

研究
デュルケム社会学の立場

レジュメや紹介した文献を読んで復習する（ 時

間）。

個人と集団の社会学 個人の行為と意識、個人をとりまく集団
レジュメや紹介した文献を読んで復習する（ 時

間）。

家族の社会学（１）――現代

的状況
現代家族の状況とその歴史的推移

レジュメや紹介した文献を読んで復習する（ 時

間）。

家族の社会学（２）――デュ

ルケムの視点
デュルケムの家族論

レジュメや紹介した文献を読んで復習する（ 時

間）。

教育の社会学（１）――現代

的状況
教育の現代的課題

レジュメや紹介した文献を読んで復習する（ 時

間）。

教育の社会学（２）――デュ

ルケムの視点
デュルケムの教育論

レジュメや紹介した文献を読んで復習する（ 時

間）。

経済と産業の社会学（１）―

―リベラリズムという起点
リベラリズムの成立と歴史的展開

レジュメや紹介した文献を読んで復習する（ 時

間）。

経済と産業の社会学（２）―

―現代経済の諸情勢
現代のネオリベラリズムと福祉国家

レジュメや紹介した文献を読んで復習する（ 時

間）。

経済と産業の社会学（３）―

―デュルケムの視点

デュルケムの経済論：社会主義とアノミ

ー

レジュメや紹介した文献を読んで復習する（ 時

間）。

政治の社会学（１）――フラ

ンス史の事例

フランス第三共和政下の政治的対立と

デュルケム

レジュメや紹介した文献を読んで復習する（ 時

間）。

政治の社会学（２）――現代

政治の諸情勢
政治的対立の基本構図

レジュメや紹介した文献を読んで復習する（ 時

間）。

政治の社会学（３）――デュ

ルケムの視点
デュルケムの政治論：「人格崇拝」

レジュメや紹介した文献を読んで復習する（ 時

間）。

講義を終えるにあたって 総括 授業全体を振り返る。

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

授業への積極的参加（学習意欲や課題への取り組みなどを総合的に評価する） 、期末試験

原則として出席率 ％以上の受講生のみを成績評価の対象とする。

学生への

メッセージ
なかなか難しい授業ですが、関心のある人はのぞいてみてください。本を読むこと、考えることが好きな学生の受講を歓迎します。

担当者の

研究室等

備考

講義内容に関する質問等は、講義終了後に直接、もしくはメールで受け付ける。担当者のメールアドレスは以下の通り。

また、試験の講評等については、後日ウェブサイトを用いるなどして受講者に伝える。

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 社会の仕組み 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 谷口 裕久

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

この「社会の仕組み」の授業では、社会科学の一端を担う「社会学」や「文化人類学」を考え方の基礎

に位置づける。それらの多種多様な枠組みや論題の中から、比較的身近なトピックを選出し、授業上

の課題として提示し検討する。

主専攻が理科系学問分野である受講生には、「関係性が薄い」と考えられることがあるが、人間自身

社会的な存在として生を送る。その意味で重要視せざるを得ない学問分野である。授業の内容は、

受講生の専攻に若干傾斜させた「理系的な視点」から、社会の仕組みを講じてゆく。理工学部の受講

生にもわかりやすい授業を行いたい。

授業の具体的な内容は授業テーマや各回の授業計画を参照いただきたい。この授業では、社会や文

化における諸事象を各回のトピックとして取り上げ、講義をすすめる。授業は１，２回程度で完結する

オムニバス形式で行う。

これらの諸課題の学習 受講とその後の復習など を通じて、諸項目の社会的かつ文化的な意味づけ

を理解しながら、社会全体への認識へとつながる豊かな視点も養成できればと考えている。

到達目標

この科目の履修によって、授業テーマに挙げた課題に関して、社会学や文化人類学的認識として、適

宜、客観的な説明が行えるようになる。このことは大学生としての「教養」を養成することのみならず、

社会人としての素養の獲得に直結している。小テストと定期試験により評価を行い、到達度を点数化

して表す。

授業方法と

留意点

講義形式の座学が中心である。授業内容に即した映像を副次的に教材として利用することがある。積

極的にノートをまとめることが肝要。授業中の私語と携帯電話の使用は厳禁である。自筆ノートが毎回

ページほどずつ蓄積されるが、例年、そのノートを持ち込んで定期試験を行っている。

科目学習の

効果（資格）

工学諸分野と協同すべき社会や文化の諸課題をめぐり、枠組みや考え方に則して問題を理解し、その

解決方法を具体的に検討することができる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

イントロダクション 授業の

進め方 文化を成立させる要

素

座学としての受講の仕方・授業の進め

方、ならびに文化を成立させる要素とし

ての言語の意味について検討し、認識を

深める。

事前・事後学習課題の総論的な課題については備

考欄を参照のこと 文化や言語について説明できる

こと。

文化を考える
人間を社会内的存在として検討し、その

考え方の応用に触れる。

受講生自身が文化的存在であることを自身が説明

できること。

社会を考える 社会の概念について検討する。
受講生自身が社会の一員であることを認識し、さら

にその概念について説明できること。

個人の社会化と集団＋小テ

スト

社会における個人とその集団化につい

て検討する。
個人とその社会化の概念について説明できること。

社会問題をとらえるための

概念

多様化する社会問題のありさまについ

て検討する。

人口問題から環境問題にいたる社会問題について

検討するための一定の認識を持つこと。

社会問題をとらえるための

概念

社会変動の概念やその特質について検

討する。

社会変動の概念やその特質について一定の説明が

できること。

都市化と地域社会
都市化のありさまについて学説的に検

討する。

都市化の意味について、一定の説明をすることがで

きること。

都市化と地域社会
都市化と地域社会の具体例について検

討する。

都市化の概念や地域社会のありさまについて、具体

的に説明ができること。

家族・親族論
家族の形態的定義やその事例について

検討する。

家族に関する認識を深め、それをめぐる事象につい

て、説明ができること。

家族・親族論 ＋小テスト 家族・親族の多様なありさまを具体的に

検討する。

近代的家族のありさまについて、一定の説明ができ

る。

社会科学と認識

社会学や文化人類学など、社会科学的な

説明から、その認識の有用性について検

討する。

社会科学的な認識の重要性について一定の意見を

提示することができる。

科学技術と社会
科学技術の誕生と社会的な変遷につい

てて検討する。

科学技術と社会との連関について一定の説明をす

ることができる。

科学技術と社会
今日的な科学技術のありさまについて

社会学的に検討する。

科学技術論を社会科学的な立場から見渡すことが

できる。

地球環境問題と社会
世界的な地球環境問題について、社会科

学的にな立場から検討する。

地球環境問題について、社会科学的な立場から、意

見や一定の回答を提示できること。

地球環境問題と社会

地球環境問題に対処するための、社会科

学的な制度のありさまについて検討す

る。

地球環境問題について一定の理解があり、それへの

対処方法などが具体的に提示ができること。

関連科目 なし。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

使用しない。

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

授業中に適宜、告知する。

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

評価方法

（基準）

定期試験 ％、平常点 授業への参加度・態度を評価する得点 点× 倍 換算係数 ≒ ％ 、小テスト 点×

回＝ ％ の割合で総合的に点数化し、評価する。小テストについては、その次の回で解答を開示し、全体の講評

を述べる。

原則として出席率 ％以上の学生のみを成績評価の対象とする。

学生への

メッセージ

受講生は授業の内容の中に自分の将来に役に立つ知識を積極的に探そうと努力すること。

パワーポイントのスライドを授業時に使用するため、積極的にノートをまとめることが肝要。授業時間中のスマホな

どの利用は厳禁する。電源をオフにしてから入室すること。

担当者の

研究室等
号館 階、経営学部事務室

備考

授業時間内でのノート・テイキングと蓄積された受講生個人のノートを重視するが、それ以外に事後学習の学習時

間について記しておく。

）事前事後学習には，毎回最低 分以上かけ、ウェブサイトの情報ではなく、できるだけ既出文献 授業中に告知

した参考書を含む を渉猟すること。

）期末試験の準備を含め自主学習には、最低でも合計 時間はかけること。

）授業で示す英単語は術語であるため、英語の事前事後学習時間に補足として数分でも時間をかけ、意味内容を

把握しておくこと。

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 就職実践基礎 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教養特別講義

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 山岡 亮太

ディプロマポリシー
科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ△ 科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： △ 科： ◎ 科：

◎ 科： ◎ ： ◎

科目ナンバリング
科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： ～ 科： ～ 科・ 科： ～ 科：

～ 科： 科： ～ 科： ～

授業概要・

目的

社会人となってから必要となる基礎学力を総合的に学習します。数的能力・言語能力・一般常識といった各項目は、社会人として仕事をする上で

必須のものですので、大学時代から取り組むことが重要です。この授業では、数的能力・言語能力・一般常識について、幅広く学習していきます。

特に、日常生活・仕事での活用頻度が多い数的能力の開発をメインに取り組みます。

講師は金融業界・教育業界での実務経験を持ち、実務で数学を活用してきました。そういう経験も活かして、社会で使える数的能力を身につけて

いきます。

到達目標
数的能力について、社会人に求められる最低限のレベルに達していること。

数的思考を活用する必要性や面白さを体感すること。

授業方法と

留意点

授業は基本的に数的能力をメインに学習します。授業は基本的に実践形式で、様々な問題を解いていきます。 量が多いので、予習・復習が

大切です。

科目学習の

効果（資格）
社会で必要とされる数的能力を獲得する

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション・実力テ

スト
講座の目的意義の確認・実力テスト

シラバスを熟読しておくこと 目安： 分 ・実力テ

ストを復習しておくこと 目安： 分

数的思考① 方程式の活用
方程式について復習しておくこと 目安： 分 ・

の実施 目安： 分

数的思考② 割合の活用①
割合について復習しておくこと 目安： 分 ・

の実施 目安： 分

数的思考③ 割合の活用②
割合について復習しておくこと 目安： 分 ・

の実施 目安： 分

数的思考④ 分数の活用
分数問題について復習しておく 目安： 分 ・

の実施 目安： 分

中テスト①・数的思考⑤ 中テスト①・速度の考え方①
～ 回目の範囲を事前に勉強しておくこと 目安：

時間

数的思考⑥ 速度の考え方②
速度算を復習しておくこと 目安： 分 ・

の実施 目安： 分

数的思考⑦ 場合の数と確率
場合の数・確率を復習しておくこと 目安： 分 ・

の実施 目安： 分

数的思考⑧ 集合の概念
集合について復習しておく 目安： 分 ・

の実施 目安： 分

中テスト②・資料解釈 中テスト②・表の読み取り
～ 回目の範囲を事前に勉強しておくこと 目安：

時間

論理推論① 順序推理
推論を復習しておくこと 目安： 分 ・

の実施 目安： 分

論理推論② 内訳・表・位置
推論を復習しておくこと 目安： 分 ・

の実施 目安： 分

論理推論③ その他論理推論
推論を復習しておくこと 目安： 分 ・

の実施 目安： 分

総復習 今までの問題の復習
全ての範囲を事前に勉強しておくこと 目安：

時間

テスト 最終テスト
全ての範囲を事前に勉強しておくこと 目安： 時

間

関連科目 コミュニケーション能力開発

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

オリジナル教材を使用します。 また適宜

の活用を指示します。

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

その他 や玉手箱関連の問題集

評価方法

（基準）

小テスト 、中間テスト・最終テスト 、

その他授業態度などで加減します。

学生への

メッセージ

数的能力を社会で活かすことをできるようになってもらえればと思います。と、同時に学ぶ楽しさも体感してください。

また、受講する以上は、講義に集中し、毎回復習して着実に知識・能力を習得していってください。

担当者の

研究室等
号館 階 キャリア教育推進室

備考

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 就職実践基礎 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教養特別講義

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 亀田 峻宣 寺内 睦博

ディプロマポリシー
科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ△ 科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： △ 科： ◎ 科：

◎ 科： ◎ ： ◎

科目ナンバリング
科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： ～ 科： ～ 科・ 科： ～ 科：

～ 科： 科： ～ 科： ～

授業概要・

目的

社会人となってから必要となる基礎学力を総合的に学習します。数的能力・言語能力・一般常識といった各項目は、社会人として仕事をする上で

必須のものですので、大学時代から取り組むことが重要です。この授業では、数的能力・言語能力・一般常識について、幅広く学習していきます。

特に、日常生活・仕事での活用頻度が多い数的能力の開発をメインに取り組みます。

講師は金融業界・教育業界での実務経験を持ち、実務で数学を活用してきました。そういう経験も活かして、社会で使える数的能力を身につけて

いきます。

到達目標
数的能力について、社会人に求められる最低限のレベルに達していること。

数的思考を活用する必要性や面白さを体感すること。

授業方法と

留意点

授業は基本的に数的能力をメインに学習します。授業は基本的に実践形式で、様々な問題を解いていきます。 量が多いので、予習・復習が

大切です。

科目学習の

効果（資格）
社会で必要とされる数的能力を獲得する

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション・実力テ

スト
講座の目的意義の確認・実力テスト

シラバスを熟読しておくこと 目安： 分 ・実力テ

ストを復習しておくこと 目安： 分

数的思考① 方程式の活用
方程式について復習しておくこと 目安： 分 ・

の実施 目安： 分

数的思考② 割合の活用①
割合について復習しておくこと 目安： 分 ・

の実施 目安： 分

数的思考③ 割合の活用②
割合について復習しておくこと 目安： 分 ・

の実施 目安： 分

数的思考④ 分数の活用
分数問題について復習しておく 目安： 分 ・

の実施 目安： 分

中テスト①・数的思考⑤ 中テスト①・速度の考え方①
～ 回目の範囲を事前に勉強しておくこと 目安：

時間

数的思考⑥ 速度の考え方②
速度算を復習しておくこと 目安： 分 ・

の実施 目安： 分

数的思考⑦ 場合の数と確率
場合の数・確率を復習しておくこと 目安： 分 ・

の実施 目安： 分

数的思考⑧ 集合の概念
集合について復習しておく 目安： 分 ・

の実施 目安： 分

中テスト②・資料解釈 中テスト②・表の読み取り
～ 回目の範囲を事前に勉強しておくこと 目安：

時間

論理推論① 順序推理
推論を復習しておくこと 目安： 分 ・

の実施 目安： 分

論理推論② 内訳・表・位置
推論を復習しておくこと 目安： 分 ・

の実施 目安： 分

論理推論③ その他論理推論
推論を復習しておくこと 目安： 分 ・

の実施 目安： 分

総復習 今までの問題の復習
全ての範囲を事前に勉強しておくこと 目安：

時間

テスト 最終テスト
全ての範囲を事前に勉強しておくこと 目安： 時

間

関連科目 コミュニケーション能力開発

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

オリジナル教材を使用します。 また適宜

の活用を指示します。

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

その他 や玉手箱関連の問題集

評価方法

（基準）

小テスト 、中間テスト・最終テスト 、

その他授業態度などで加減します。

学生への

メッセージ

数的能力を社会で活かすことをできるようになってもらえればと思います。と、同時に学ぶ楽しさも体感してください。

また、受講する以上は、講義に集中し、毎回復習して着実に知識・能力を習得していってください。

担当者の

研究室等
号館 階 キャリア教育推進室

備考

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 就職実践基礎 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教養特別講義

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 亀田 峻宣

ディプロマポリシー
科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ△ 科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： △ 科： ◎ 科：

◎ 科： ◎ ： ◎

科目ナンバリング
科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： ～ 科： ～ 科・ 科： ～ 科：

～ 科： 科： ～ 科： ～

授業概要・

目的

社会人となってから必要となる基礎学力を総合的に学習します。数的能力・言語能力・一般常識といった各項目は、社会人として仕事をする上で

必須のものですので、大学時代から取り組むことが重要です。この授業では、数的能力・言語能力・一般常識について、幅広く学習していきます。

特に、日常生活・仕事での活用頻度が多い数的能力の開発をメインに取り組みます。

講師は金融業界・教育業界での実務経験を持ち、実務で数学を活用してきました。そういう経験も活かして、社会で使える数的能力を身につけて

いきます。

到達目標
数的能力について、社会人に求められる最低限のレベルに達していること。

数的思考を活用する必要性や面白さを体感すること。

授業方法と

留意点

授業は基本的に数的能力をメインに学習します。授業は基本的に実践形式で、様々な問題を解いていきます。 量が多いので、予習・復習が

大切です。

科目学習の

効果（資格）
社会で必要とされる数的能力を獲得する

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション・実力テ

スト
講座の目的意義の確認・実力テスト

シラバスを熟読しておくこと 目安： 分 ・実力テ

ストを復習しておくこと 目安： 分

数的思考① 方程式の活用
方程式について復習しておくこと 目安： 分 ・

の実施 目安： 分

数的思考② 割合の活用①
割合について復習しておくこと 目安： 分 ・

の実施 目安： 分

数的思考③ 割合の活用②
割合について復習しておくこと 目安： 分 ・

の実施 目安： 分

数的思考④ 分数の活用
分数問題について復習しておく 目安： 分 ・

の実施 目安： 分

中テスト①・数的思考⑤ 中テスト①・速度の考え方①
～ 回目の範囲を事前に勉強しておくこと 目安：

時間

数的思考⑥ 速度の考え方②
速度算を復習しておくこと 目安： 分 ・

の実施 目安： 分

数的思考⑦ 場合の数と確率
場合の数・確率を復習しておくこと 目安： 分 ・

の実施 目安： 分

数的思考⑧ 集合の概念
集合について復習しておく 目安： 分 ・

の実施 目安： 分

中テスト②・資料解釈 中テスト②・表の読み取り
～ 回目の範囲を事前に勉強しておくこと 目安：

時間

論理推論① 順序推理
推論を復習しておくこと 目安： 分 ・

の実施 目安： 分

論理推論② 内訳・表・位置
推論を復習しておくこと 目安： 分 ・

の実施 目安： 分

論理推論③ その他論理推論
推論を復習しておくこと 目安： 分 ・

の実施 目安： 分

総復習 今までの問題の復習
全ての範囲を事前に勉強しておくこと 目安：

時間

テスト 最終テスト
全ての範囲を事前に勉強しておくこと 目安： 時

間

関連科目 コミュニケーション能力開発

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

オリジナル教材を使用します。 また適宜

の活用を指示します。

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

その他 や玉手箱関連の問題集

評価方法

（基準）

小テスト 、中間テスト・最終テスト 、

その他授業態度などで加減します。

学生への

メッセージ

数的能力を社会で活かすことをできるようになってもらえればと思います。と、同時に学ぶ楽しさも体感してください。

また、受講する以上は、講義に集中し、毎回復習して着実に知識・能力を習得していってください。

担当者の

研究室等
号館 階 キャリア教育推進室

備考

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 生涯スポーツ実習 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者
河瀬 泰治 近藤 潤 藤林 真美 政岡 悟 横山 喬之

渡部 将之

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

スポーツの基礎知識をベースに、より応用的な内容に発展させ、スポーツライフ形成の大切さを学ぶ。スポーツ活動の楽しさや身体活動の重要性

を自覚するとともに、生涯スポーツ参加への意識向上と自信を深めることを目的とする。

本科目担当者は、学内外において性別や年代を問わず、一般的な指導から専門的な指導の実務経験を有し、基本から応用まで幅広い指導を学生に

提供する。

到達目標
この授業を通じて学生には、①健康・体力の維持増進、②技能を向上させることができる、③スポーツのルールやマナーを理解することができる、

④コミュニケーション能力やリーダーシップを培うことができるようになることが期待される。

授業方法と

留意点

実技形式で行う（雨天の場合、他種目の実技や講義形式を行う場合がある）。

開講種目は、以下のとおりである。

・体育館種目（バドミントン、バレーボール、バスケットボール、卓球、ニュースポーツなど）

・屋外種目（サッカー、ミニサッカー、ソフトボール、テニス、ゴルフ、タグラグビー、ニュースポーツなど）

※なお各種目の人数が多過ぎる場合や少な過ぎる場合は、他の種目に移動もしくは開講しないことがある。また第１回目の授業はガイダンスの他、

各種目のコース分けを行なうので、必ず出席すること。何らかの事情で出席できない場合は、事前に体育館事務室まで連絡すること。

科目学習の

効果（資格）
基礎体力の養成、健康の保持・増進および運動技術を修得できる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

・ガイダンス
・ガイダンス（履修上の注意やコース種

目分け）

事前：授業概要・目的などを学習する

事後：本実習の理解を深める

・種目の概要

・基礎知識について
・種目の概要、基礎知識の説明

事前：基礎知識を学習しておく

事後：新しく学んだ基礎知識について振り返る

・基本技術（導入編）

・簡易ゲーム

・種目におけるルール・マナーの説明

・種目の導入につながる運動

・簡易ゲーム

事前：ルールについて学習しておく

事後：内容の振り返り

・基本技術（基礎編 ）

・簡易ゲーム

・体力・技術の向上に必要な基礎運動

・簡易ゲーム

事前：基礎技術に関する情報収集をする

事後：内容の振り返り

・基本技術（基礎編 ）

・簡易ゲーム

・体力・技術の向上に必要な基礎運動

・簡易ゲーム

事前：基礎技術に関する情報収集をする

事後：内容の振り返り

・基本技術（応用編 ）

・簡易ゲーム

・体力の向上に必要な基礎運動

・基礎技術を応用した運動

・簡易ゲーム

事前：基礎・応用技術に関する情報収集をする

事後：内容の振り返り

・基本技術（応用編 ）

・簡易ゲーム

・体力の向上に必要な基礎運動

・基礎技術を応用した運動

・簡易ゲーム

事前：基礎・応用技術に関する情報収集をする

事後：内容の振り返り

・ゲーム
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む

事前：ルール・技術等の確認と健康管理

事後：内容の振り返り

・ゲーム
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む

事前：ルール・技術等の確認と健康管理

事後：内容の振り返り

・ゲーム
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む

事前：ルール・技術等の確認と健康管理

事後：内容の振り返り

・ゲーム
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む

事前：ルール・技術等の確認と健康管理

事後：内容の振り返り

・ゲーム
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む

事前：ルール・技術等の確認と健康管理

事後：内容の振り返り

・ゲーム
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む

事前：ルール・技術等の確認と健康管理

事後：内容の振り返り

・ゲーム
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む

事前：ルール・技術等の確認と健康管理

事後：内容の振り返り

・ゲーム
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む

事前：ルール・技術等の確認と健康管理

事後：全授業の総括

関連科目

スポーツ科学実習Ⅰ・Ⅱ、健康論、スポーツ科学概論、保健論、スポーツ指導者入門、スポーツ文化論、スポーツプログラミング、発育発達論、

ヘルスエクササイズの理論と実際、スポーツ教育学、スポーツの歴史、スポーツトレーニングの基礎、武道論、フィットネストレーニングの理論

と実際、スポーツ医学の基礎、体力測定とスポーツ相談、スポーツ栄養学、スポーツ医学の理論と実際

教科書
番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

活動点５０％、態度点２５％、技能点２５％として、総合評価する。

なお活動点とは授業への参加意欲とする。態度点とは積極性・集中度を示し、授業態度が悪い場合は減点する。

学生への

メッセージ

本科目は、実際に身体を動かすことにより上述の到達目標を目指すため、全日程出席すること。

授業への質問などは授業前後の休憩時間または昼休みに総合体育館１ 体育館事務室に来ること。

担当者の

研究室等
体育館１Ｆ 体育館事務室

備考
【準備物】

トレーニングウエア、スポーツシューズ（コースに適したもの）

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 生涯スポーツ実習 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 河瀬 泰治 近藤 潤 藤林 真美 政岡 悟

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

スポーツの基礎知識をベースに、より応用的な内容に発展させ、スポーツライフ形成の大切さを学ぶ。スポーツ活動の楽しさや身体活動の重要性

を自覚するとともに、生涯スポーツ参加への意識向上と自信を深めることを目的とする。

本科目担当者は、学内外において性別や年代を問わず、一般的な指導から専門的な指導の実務経験を有し、基本から応用まで幅広い指導を学生に

提供する。

到達目標
この授業を通じて学生には、①健康・体力の維持増進、②技能を向上させることができる、③スポーツのルールやマナーを理解することができる、

④コミュニケーション能力やリーダーシップを培うことができるようになることが期待される。

授業方法と

留意点

実技形式で行う（雨天の場合、他種目の実技や講義形式を行う場合がある）。

開講種目は、以下のとおりである。

・体育館種目（バドミントン、バレーボール、バスケットボール、卓球、ニュースポーツなど）

・屋外種目（サッカー、ミニサッカー、ソフトボール、テニス、ゴルフ、タグラグビー、ニュースポーツなど）

※なお各種目の人数が多過ぎる場合や少な過ぎる場合は、他の種目に移動もしくは開講しないことがある。また第１回目の授業はガイダンスの他、

各種目のコース分けを行なうので、必ず出席すること。何らかの事情で出席できない場合は、事前に体育館事務室まで連絡すること。

科目学習の

効果（資格）
基礎体力の養成、健康の保持・増進および運動技術を修得できる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

・ガイダンス
・ガイダンス（履修上の注意やコース種

目分け）

事前：授業概要・目的などを学習する

事後：本実習の理解を深める

・種目の概要

・基礎知識について
・種目の概要、基礎知識の説明

事前：基礎知識を学習しておく

事後：新しく学んだ基礎知識について振り返る

・基本技術（導入編）

・簡易ゲーム

・種目におけるルール・マナーの説明

・種目の導入につながる運動

・簡易ゲーム

事前：ルールについて学習しておく

事後：内容の振り返り

・基本技術（基礎編 ）

・簡易ゲーム

・体力・技術の向上に必要な基礎運動

・簡易ゲーム

事前：基礎技術に関する情報収集をする

事後：内容の振り返り

・基本技術（基礎編 ）

・簡易ゲーム

・体力・技術の向上に必要な基礎運動

・簡易ゲーム

事前：基礎技術に関する情報収集をする

事後：内容の振り返り

・基本技術（応用編 ）

・簡易ゲーム

・体力の向上に必要な基礎運動

・基礎技術を応用した運動

・簡易ゲーム

事前：基礎・応用技術に関する情報収集をする

事後：内容の振り返り

・基本技術（応用編 ）

・簡易ゲーム

・体力の向上に必要な基礎運動

・基礎技術を応用した運動

・簡易ゲーム

事前：基礎・応用技術に関する情報収集をする

事後：内容の振り返り

・ゲーム
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む

事前：ルール・技術等の確認と健康管理

事後：内容の振り返り

・ゲーム
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む

事前：ルール・技術等の確認と健康管理

事後：内容の振り返り

・ゲーム
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む

事前：ルール・技術等の確認と健康管理

事後：内容の振り返り

・ゲーム
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む

事前：ルール・技術等の確認と健康管理

事後：内容の振り返り

・ゲーム
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む

事前：ルール・技術等の確認と健康管理

事後：内容の振り返り

・ゲーム
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む

事前：ルール・技術等の確認と健康管理

事後：内容の振り返り

・ゲーム
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む

事前：ルール・技術等の確認と健康管理

事後：内容の振り返り

・ゲーム
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む

事前：ルール・技術等の確認と健康管理

事後：全授業の総括

関連科目

スポーツ科学実習Ⅰ・Ⅱ、健康論、スポーツ科学概論、保健論、スポーツ指導者入門、スポーツ文化論、スポーツプログラミング、発育発達論、

ヘルスエクササイズの理論と実際、スポーツ教育学、スポーツの歴史、スポーツトレーニングの基礎、武道論、フィットネストレーニングの理論

と実際、スポーツ医学の基礎、体力測定とスポーツ相談、スポーツ栄養学、スポーツ医学の理論と実際

教科書
番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

活動点５０％、態度点２５％、技能点２５％として、総合評価する。

なお活動点とは授業への参加意欲とする。態度点とは積極性・集中度を示し、授業態度が悪い場合は減点する。

学生への

メッセージ

本科目は、実際に身体を動かすことにより上述の到達目標を目指すため、全日程出席すること。

授業への質問などは授業前後の休憩時間または昼休みに総合体育館１ 体育館事務室に来ること。

担当者の

研究室等
体育館１Ｆ 体育館事務室

備考
【準備物】

トレーニングウエア、スポーツシューズ（コースに適したもの）

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 生涯スポーツ実習 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期集中 授業担当者 近藤 潤

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

ゴルフというスポーツを通して生涯スポーツへの参加意識向上と自信を深めることを目的にする。

短期間の練習で最後に実際にコースに出てラウンドするという、ハードスケジュールではあるが、コースでラウンドする経験は、テレビなどで見

るだけのゴルフとは違う楽しさや、難しさを体験できる。

また、社会人になってもコミュニケーションツールとしてゴルフをするための基礎となる。

ゴルフを通じて、打つ技術だけではなく、人と人とのコミュニケーションや社会人としてのルール・マナーを身につける。

外部講師の大東将啓は、日本プロゴルフ協会のティーチングプロ 級、また日本ゴルフ協会で初の博士プロとして活動し、最高レベルの指導を学

生に提供できる。

到達目標

①健康の保持増進ができる

②運動技能を向上させることができる

③競技ルール、ラウンドマナーを理解することができる

④学生相互のコミュニケーション能力やリーダーシップを培うことができる

学科の学習・教育目標との対応：

授業方法と

留意点

事前ガイダンス（９０分）と集中授業４日間（午前、午後、最終日は午後のみ）合わせて５日間で行う。

日程は、７月に事前ガイダンスを予定（詳細はポータルで連絡）、９月９日（月）～１２日（木）

５日間すべて受講できること。

事前の申し込みが受け付けられることが必要。

申込用紙は履修ガイダンス時に配布。

科目学習の

効果（資格）

ゴルフを実践する最低限の打球技術、ルール、マナーを習得できる。

ゴルフを通じて人と人のコミュニケーションを図ることができる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

事前ガイダンス
目的、内容、準備について

ゴルフの概要
事後：ゴルフの概要を確認

ゴルフの基礎知識 ゴルフのルール、マナーについて
事前：ルールの再確認

事後：授業内容を実習ノートにまとめる

ゴルフの基礎技術（１） グリップ、スウィング
事後：技術の反復練習 タオルスイングなど 授業

内容を実習ノートにまとめる

ゴルフの基礎技術（２）
打球練習場での練習

アイアン

事前：前日の技術練習のポイント再確認

事後：授業内容を実習ノートにまとめる

ゴルフの基礎技術（３） アプローチ、パター練習 事後：技術の反復練習 ルールの再確認

ゴルフの応用技術（１）
打球練習場での練習

ドライバー
事前：前日までの技術練習のポイント再確認

ゴルフの応用技術（２） ミニラウンド
事後：ラウンド時のルール・マナーの再確認 授業

内容を実習ノートにまとめる

ゴルフの実践 ラウンド（９Ｈ）
事前：ラウンドのイメージトレーニング

事後：授業内容を実習ノートにまとめる

関連科目 スポーツ科学実習Ⅰ，Ⅱ

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
態度点５０％、技能点２５％および実習ノート２５％を総合評価する。

学生への

メッセージ
履修までの質問は、総合体育館のスポーツ振興センター事務室に来てください。

担当者の

研究室等
総合体育館１階 近藤研究室

備考

ラウンド時の服装は襟付きポロシャツ、スラックス（半ズボンの場合はハイソックス着用）、運動靴（スパイク類は禁止）

ゴルフクラブは大学が用意しますが、ラウンド用のボール、ゴルフ用手袋は各自で用意してください。

雨天でも行いますので、着替えは多めに準備することと、体育館内でも行うことがあるので体育館シューズも用意してください。

教
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摂南大学シラバス

科目名 心理と社会 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 牧野 幸志

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

心理学は，心と行動の科学であるといわれる。人間の心と行動との関係について，知覚，認知，教育，社会など多側面から考えていく。「心理と

社会」では，特に現代社会や社会情勢と人の行動との関わりについて解説していく。

到達目標 社会が個人に与える影響を理解する。 個人が社会に与える影響を理解する。 社会の中のコミュニケーションについて理解を深める。

授業方法と

留意点

パワーポイントによるプレゼンテーション形式で講義を行う。第 回授業で授業ルールなどについて説明するので必ず参加すること。

原則として出席率 ％以上の学生のみを成績評価の対象とする。

授業内でグループ・ワークやディスカッションを行う。

授業はアクティブ・ラーニングを取り入れているので、課題に対しては積極的に取り組むこと。

科目学習の

効果（資格）

近年の経済不況や就職難などの社会変化が個人と集団の心理や行動にどのような影響を及ぼすのかを理解し，それにどのように対応すべきかなど

の能力を身につける。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス・社会の中の心理

とは？

授業内容，授業方法について説明しま

す。

社会と心理との関係

事前学習課題：社会心理学について事前に調べてお

くこと 時間

事後学習課題：個人が社会に影響を受ける事例につ

いてまとめておくこと 時間

社会と心理学 社会心理学の歴史と課題

事前学習課題：社会心理の歴史について事前に調べ

ておくこと 時間

事後学習課題：社会心理学の今後の課題についてま

とめておくこと 時間

社会的認知と集団心理 原因帰属

事前学習課題：社会的認知について事前に調べてお

くこと 時間

事後学習課題：人が行動を起こしたときの原因帰属

の理論についてまとめること 時間

自己の社会化と動機づけ 自己知覚理論

事前学習課題：自己知覚理論について事前に調べて

おくこと 時間

事後学習課題：人が社会に適応するメカニズムにつ

いてまとめること 時間

社会的態度と態度変容 説得と態度変化

事前学習課題：態度変化とは何か？事前に調べてお

くこと 時間

事後学習課題：説得の効果とその理論についてまと

めること 時間

対人行動の明暗 攻撃と援助行動

事前学習課題：自分のこれまでの攻撃行動の内容に

ついてまとめておくこと 時間

事後学習課題：人が他者を助ける条件についてまと

めること 時間

社会の中の対人関係 印象形成，関係維持，関係崩壊

事前学習課題：自分が他人から持たれる第一印象に

ついてまとめておくこと 時間

事後学習課題：関係維持をするために必要な要因に

ついてまとめること 時間

対人関係と健康 ストレッサーとコーピング

事前学習課題：現在自分が感じているストレスにつ

いてあげること 時間

事後学習課題：ストレスのコーピング法について、

具体例も含めてまとめること 時間

対人関係と幸福 ソーシャル・サポート

事前学習課題：人が幸福を感じる瞬間について調べ

ること 時間

事後学習課題：周りの人からのソーシャルサポート

の種類とその効果についてまとめること 時間

社会的影響 同調と服従

事前学習課題：自分が周りに同調した例をあげてお

くこと 時間

事後学習課題：人が誰かに服従するときに心理状態

についてまとめておくこと 時間

集団の影響 社会的促進と社会的手抜き

事前学習課題：社会的促進について事前に調べてお

くこと 時間

事後学習課題：社会的手抜きの具体例とその防止策

についてまとめておくこと 時間

集団過程 集団における意思決定

事前学習課題：最近自分が行った意思決定につい

て、あげておくこと 時間

事後学習課題：個人の意思決定と集団の意思決定の

違いについてまとめておくこと 時間

集合と群衆 群衆行動の生起メカニズム

事前学習課題：群衆とは何か？事前に調べておくこ

と 時間

事後学習課題：群衆行動の具体例とその効果につい

てまとめておくこと 時間

流言と流行 噂の心理，流行の心理

事前学習課題：最近流行ったこと、モノについて調

べておくこと 時間

事後学習課題：噂の心理、効果について具体例を含

めてまとめること 時間

社会情勢と人間の心理／ま

とめと小テスト

社会問題の中での人間の心理／期末テ

ストの実施

事前学習課題：これまでの内容について総復習を行

うこと 時間

事後学習課題：心理と社会との関係についてまとめ

ておくこと 時間

関連科目 「人間力と心理」と関連する。「人間力と心理」を受講した後に本授業を受けることが望ましい。
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摂南大学シラバス

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

ミニマムエッセンス社会心理学 和田実 北大路書房

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

コミュニケーション心理学 深田博己 北大路書房

評価方法

（基準）

毎回の授業内の課題 上限 ％ ，期末テスト ％ の割合で，総合的に判断する。

原則として出席率 ％以上の学生のみを成績評価の対象とする。

学生への

メッセージ

人は社会の中で生きています。人は集団に流されたり，社会に踊らされたりします。そのようなときにどのような心理が働いているのかを解説し

ていく。

ディスカッションやグループワークなどアクティブ・ラーニングを取り入れているので、積極的かつ主体的に活動すること。

担当者の

研究室等
号館 階 牧野 幸 准教授室

備考

他人の迷惑となる行為 遅刻，授業中の私語，居眠り，内職，不必要な教室への出入り、スマホ・携帯電話の使用など をすべて禁止します。遅刻

は減点の対象となります。

ルールを承知して受講してください。

事前学習には毎回 時間以上、事後学習には毎回 時間以上かけること。

授業内に課した課題については，授業中あるいは次週に解説してフィードバックを行う。

教
養
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摂南大学シラバス

科目名 スポーツ科学実習Ⅰ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 河瀬 泰治 吉川 万紀

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

生涯を通じて明るく活力のある生活を営むために、スポーツ・身体運動は極めて重要な役割を果たす。本科目では、スポーツ活動を通じて基礎的

な運動技術の修得を目指し、規律・規範を重んじる心を修養し、スポーツの楽しさを理解することを目的としている。

本科目担当者は、学内外において性別や年代を問わず、一般的な指導から専門的な指導の実務経験を有し、基本から応用まで幅広い指導を学生に

提供する。

到達目標
この授業を通じて学生には、①健康・体力の維持増進、②技能を向上させることができる、③スポーツのルールやマナーを理解することができる、

④コミュニケーション能力やリーダーシップを培うことができるようになることが期待される。

授業方法と

留意点

実技形式で行う（雨天の場合、他種目の実技や講義形式を行う場合がある）。

開講種目は、以下のとおりである。

・体育館種目（バドミントン、バレーボール、バスケットボール、卓球、ニュースポーツなど）

・屋外種目（サッカー、ミニサッカー、ソフトボール、テニス、ゴルフ、タグラグビー、ニュースポーツなど）

※なお各種目の人数が多過ぎる場合や少な過ぎる場合は、他の種目に移動もしくは開講しないことがある。また第１回目の授業はガイダンスの他、

各種目のコース分けを行なうので、必ず出席すること。何らかの事情で出席できない場合は、事前に体育館事務室まで連絡すること。

科目学習の

効果（資格）
基礎体力の養成、健康の保持・増進および運動技術を修得できる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

・ガイダンス
・ガイダンス（履修上の注意やコース種

目分け）

事前：授業概要・目的などを学習する

事後：本実習の理解を深める

・体力測定① ・屋外種目
事前：運動を行い体力測定に備える

事後：自身の体力についての振り返り

・体力測定② ・屋内種目
事前：運動を行い体力測定に備える

事後：自身の体力についての振り返り

・種目の概要

・基礎知識について
・種目の概要、基礎知識の説明

事前：基礎知識を学習しておく

事後：新しく学んだ基礎知識について振り返る

・基本技術（導入編）

・簡易ゲーム

・種目におけるルール・マナーの説明

・種目の導入につながる運動

・簡易ゲーム

事前：ルールについて学習しておく

事後：内容の振り返り

・基本技術（基礎編 ）

・簡易ゲーム

・体力・技術の向上に必要な基礎運動

・簡易ゲーム

事前：基礎技術に関する情報収集をする

事後：内容の振り返り

・基本技術（基礎編 ）

・簡易ゲーム

・体力・技術の向上に必要な基礎運動

・簡易ゲーム

事前：基礎技術に関する情報収集をする

事後：内容の振り返り

・基本技術（応用編 ）

・簡易ゲーム

・体力の向上に必要な基礎運動

・基礎技術を応用した運動

・簡易ゲーム

事前：基礎・応用技術に関する情報収集をする

事後：内容の振り返り

・基本技術（応用編 ）

・簡易ゲーム

・体力の向上に必要な基礎運動

・基礎技術を応用した運動

・簡易ゲーム

事前：基礎・応用技術に関する情報収集をする

事後：内容の振り返り

・ゲーム
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む

事前：ルール・技術等の確認と健康管理

事後：内容の振り返り

・ゲーム
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む

事前：ルール・技術等の確認と健康管理

事後：内容の振り返り

・ゲーム
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む

事前：ルール・技術等の確認と健康管理

事後：内容の振り返り

・ゲーム
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む

事前：ルール・技術等の確認と健康管理

事後：内容の振り返り

・ゲーム
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む

事前：ルール・技術等の確認と健康管理

事後：内容の振り返り

・ゲーム
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む

事前：ルール・技術等の確認と健康管理

事後：全授業の総括

関連科目

生涯スポーツ実習、健康論、スポーツ科学概論、保健論、スポーツ指導者入門、スポーツ文化論、スポーツプログラミング、発育発達論、ヘルス

エクササイズの理論と実際、スポーツ教育学、スポーツの歴史、スポーツトレーニングの基礎、フィットネストレーニングの理論と実際、スポー

ツ医学の基礎、体力測定とスポーツ相談、スポーツ栄養学、スポーツ医学の理論と実際

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

活動点５０％、態度点２５％、技能点２５％として、総合評価する。

なお活動点とは授業への参加意欲とする。態度点とは積極性・集中度を示し、授業態度が悪い場合は減点する。

学生への

メッセージ

授業内容は、種目毎の例であり、それ以外を行うこともある。また本科目は、実際に身体を動かすことにより上述の到達目標を目指すため、全日

程出席すること。授業への質問などは、授業前後の休憩時間または昼休みに総合体育館１ 体育館事務室へ来ること。

担当者の

研究室等
総合体育館１ 体育館事務室

備考 トレーニングウェア、スポーツシューズ（コースに適したもの）
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摂南大学シラバス

科目名 スポーツ科学実習Ⅱ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 河瀬 泰治 山方 諒平

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

本科目では、スポーツ科学実習Ⅰで培った基礎的な技術を応用し、高度なスポーツ技術の獲得を目指す。またスポーツを通じてさらなる人間力の

向上を目指し、自らの生活行動の中にスポーツ・身体運動を実践する能力を育成することを目的としている。

本科目担当者は、学内外において性別や年代を問わず、一般的な指導から専門的な指導の実務経験を有し、基本から応用まで幅広い指導を学生に

提供する。

到達目標
この授業を通じて学生には、①健康・体力の維持増進、②技能を向上させることができる、③スポーツのルールやマナーを理解することができる、

④コミュニケーション能力やリーダーシップを培うことができるようになることが期待される。

授業方法と

留意点

実技形式で行う（雨天の場合、他種目の実技や講義形式を行う場合がある）。

開講種目は、以下のとおりである。

・体育館種目（バドミントン、バレーボール、バスケットボール、卓球、ニュースポーツなど）

・屋外種目（サッカー、ミニサッカー、ソフトボール、テニス、ゴルフ、タグラグビー、ニュースポーツなど）

※なお各種目の人数が多過ぎる場合や少な過ぎる場合は、他の種目に移動もしくは開講しないことがある。また第１回目の授業はガイダンスの他、

各種目のコース分けを行なうので、必ず出席すること。何らかの事情で出席できない場合は、事前に体育館事務室まで連絡すること。

科目学習の

効果（資格）
基礎体力の養成、健康の保持・増進および運動技術を修得できる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

・ガイダンス
・ガイダンス（履修上の注意やコース種

目分け）

事前：授業概要・目的などを学習する

事後：本実習の理解を深める

・種目の概要

・基礎知識について
・種目の概要、基礎知識の説明

事前：基礎知識を学習しておく

事後：新しく学んだ基礎知識について振り返る

・基本技術（導入編）

・簡易ゲーム

・種目におけるルール・マナーの説明

・種目の導入につながる運動

・簡易ゲーム

事前：ルールについて学習しておく

事後：内容の振り返り

・基本技術（基礎編 ）

・簡易ゲーム

・体力・技術の向上に必要な基礎運動

・簡易ゲーム

事前：基礎技術に関する情報収集をする

事後：内容の振り返り

・基本技術（基礎編 ）

・簡易ゲーム

・体力の向上に必要な基礎運動

・基礎技術を応用した運動

・簡易ゲーム

事前：基礎技術に関する情報収集をする

事後：内容の振り返り

・基本技術（応用編 ）

・簡易ゲーム

・体力の向上に必要な基礎運動

・基礎技術を応用した運動

・簡易ゲーム

事前：基礎・応用技術に関する情報収集をする

事後：内容の振り返り

・基本技術（応用編 ）

・簡易ゲーム

・体力の向上に必要な基礎運動

・基礎技術を応用した運動

・簡易ゲーム

事前：基礎・応用技術に関する情報収集をする

事後：内容の振り返り

・ゲーム
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む

事前：ルール・技術等の確認と健康管理

事後：内容の振り返り

・ゲーム
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む

事前：ルール・技術等の確認と健康管理

事後：内容の振り返り

・ゲーム
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む

事前：ルール・技術等の確認と健康管理

事後：内容の振り返り

・ゲーム
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む

事前：ルール・技術等の確認と健康管理

事後：内容の振り返り

・ゲーム
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む

事前：ルール・技術等の確認と健康管理

事後：内容の振り返り

・ゲーム
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む

事前：ルール・技術等の確認と健康管理

事後：内容の振り返り

・ゲーム
・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む

事前：ルール・技術等の確認と健康管理

事後：内容の振り返り

・ゲーム

・ 年次ガイダンス等

・ゲームを計画し、協調性、リーダーシ

ップ、チームワークを育む

・ 年次ガイダンス等を行う

事前：ルール・技術等の確認と健康管理

事後：全授業の総括

関連科目

生涯スポーツ実習、健康論、スポーツ科学概論、保健論、スポーツ指導者入門、スポーツ文化論、スポーツプログラミング、発育発達論、ヘルス

エクササイズの理論と実際、スポーツ教育学、スポーツの歴史、スポーツトレーニングの基礎、フィットネストレーニングの理論と実際、スポー

ツ医学の基礎、体力測定とスポーツ相談、スポーツ栄養学、スポーツ医学の理論と実際

教科書
番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

活動点５０％、態度点２５％、技能点２５％として、総合評価する。

なお活動点とは授業への参加意欲とする。態度点とは積極性・集中度を示し、授業態度が悪い場合は減点する。

学生への

メッセージ

授業内容は、種目毎の例であり、それ以外を行うこともある。また本科目は、実際に身体を動かすことにより上述の到達目標を目指すため、全日

程出席すること。授業への質問などは、授業前後の休憩時間または昼休みに総合体育館１ 体育館事務室へ来ること。

担当者の

研究室等
総合体育館 １ 体育館事務室

備考 トレーニングウェア、スポーツシューズ（コースに適したもの）

教
養
科
目
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科目名 青少年育成ファシリテーター養成講座 科目名（英文） Facilitator Training Program 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 浅野 英一 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W

科：DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

教養特別講義「青少年育成ファシリテータ養成講座」は、サービスラーニングの授業であり、青少年育成活動のファシリテーターとして、知

識・野外活動の方法を習得し実習を通して学びと成長を得ることができる実践型学習プログラム。実践は単なる擬似的体験ではなく、人々の

ために役立ったという現実的な体験を得ることを目的としている。 

到達目標 
到達目標として自己の振り返りと自己発見、責任感、価値観・技能や知識の獲得、リスクマネジメント、社会問題の理解を果たす体験を同時

に得るものである。 

授業方法と 

留意点 

大学の授業後や、授業の無い日を利用して学外活動する。週に 1 度、90 分の活動が基本となっているが、夏休み・冬休みなど長期の休み期間

中に集中して活動することも可能。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

活動場所は、寝屋川市、交野市役所、すさみ町役場、共学センター、南農園等の主催・共催事業。第 1 回目の事前授業は 4 月 11 日 6 時限目、

1134 教室で行う。 

--------------------------  

事前教育①～⑨回分： 

①活動についての心構え、授業内容の徹底周知、ファシリテーターについて 

②守秘義務：活動に伴って知った情報を漏らしてはならない義務を学ぶ 

③安全管理スキル：活動に伴って発生しうる事故を未然に防ぐ方法を学ぶ 

④救命救護スキル：命の大切さ、命を助ける方法、ＡＥＤの使用法を学ぶ 

⑤安全対策スキル：安全。衛生管理、危険予知、責任について学ぶ 

⑥コミュニケーションスキル A：対象者理解、人とのかかわり方を学ぶ 

⑦コミュニケーションスキル B：報告、連絡、相談（ホウ・レン・ソウ）の重要性を学ぶ 

⑧コミュニケーションスキル C：アイスブレーキング手法を学ぶ 

⑨コミュニケーションスキル D：指導者のあるべき姿、リーダーシップの取り方 

 

活動（90 分×20 回分）： 

受入機関において青少年育成ファシリテーター活動実践 

 

事後教育（90 分）： 

青少年育成ファシリテーター活動実践のふりかえり 

 

--------------------------- 

履修上の注意： 

学外団体との連携と信頼関係構築が必要であることから、履修希望者は事前に授業担当者から、説明を受け、活動内容を確認し履修許可を受

けた学生のみ履修可能となる。 

 

事前・事後学習課題： 

学外での活動に際し、各種活動（各受入れ団体によって異なる）の事前準備および活動後の報告書（日報等）の作成に各１時間程度行う。 

関連科目 ボランティア論 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
①参加日数、②実習報告書、③最終報告書、④受入機関からの調書、以上の４点を総合的に判断して評価する。 

学生への 

メッセージ 
青少年育成活動を通して、責任感・忍耐力・協調性・創造力を養うことで、自分のかけがえのない財産形成を行ってください。 

担当者の 

研究室等 
７号館５階 （浅野研究室） 

備考 第 1 回目の事前授業は 4 月 11 日 6 時限目、1134 教室で行う。 

教
養
科
目
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科目名 世界遺産論 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教養特別講義

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 北條 ゆかり

ディプロマポリシー
科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ△ 科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： △ 科： ◎ 科：

◎ 科： ◎ ： ◎

科目ナンバリング
科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： ～ 科： ～ 科・ 科： ～ 科：

～ 科： 科： ～ 科： ～

授業概要・

目的

ユネスコの「世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する条約」（ 年採択、 年発効）に謳われる理念に基づき、世界には人類と地球にと

ってかけがえのない価値をもつ記念建造物や遺跡、自然環境、伝統文化などを人類共通の財産として守るための「世界遺産」がある。その理念と

具体的な世界遺産に関する学びを通じて、宗教・文化の多様性、地理、芸術・建築などを深く知る知識編（前半 回）と、それぞれに異なるアプ

ローチと研究対象地域の観点から前半の学びをさらに掘り下げて考える考察編から構成する。後半では、地域に根付く人々の暮らしや信仰を遺産

化する意義、自然保護と環境保全、人類の負の歴史、行き過ぎた観光地化がもたらす問題などについて考える。

到達目標
世界遺産を通し、グローバル社会において活躍するための知識や教養を身につけるとともに、世界の動きに対する関心を深め、批判の目と自分の

意見を持てるようになる。

授業方法と

留意点

前半 回で世界各地の「世界遺産」について講師の体験に基づく解説を通じて知識を培い、後半は 名の教員が 回ずつ、具体的な世界遺産を窓

口としてその歴史をわかりやすく説き起こし、現代世界に占める意味を問題提起する。

科目学習の

効果（資格）

世界遺産検定 級

旅行・観光業、ホテル業等への就職に役立つ。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

イントロダクション

世界遺産を「学ぶ」意義はなにか。

ユネスコの理念と世界遺産理念誕生の

背景について関 萎える。

「世界遺産」の種類（自然、文化、複合）について

理解しておく。

世界遺産誕生までの流れ
世界遺産条約誕生の背景と登録後の流

れを知る。

前回のユネスコの理念を復習し、世界遺産条約につ

いて調べておく。

登録基準
世界遺産がもつ「顕著な普遍的価値」と

登録基準について学ぶ。

京都と奈良の世界遺産について調べ、違いについて

考えておく。

日本の産業遺産
日本で登録されている石見、富岡、明治

日本の産業革命遺産について学ぶ。
日本の近代化について調べておく。

世界で最初の世界遺産
年に登録された世界で最初の世界

遺産 件について学ぶ。

世界で最初に登録された遺産の保有国について調

べておく。

文化的景観
文化遺産と自然遺産の接点を登録する

文化的景観について学ぶ。

日本で登録されている文化的景観の世界遺産につ

いて調べておく。

中間テスト

シリアル・ノミネーションと

トランスバウンダリー・サイ

ト

第 回までの理解度確認を行った後、登

録の多様性を目指すシリアル・ノミネー

ションとトランスバウンダリー・サイト

について学ぶ。

第 回目で扱ったグローバル・ストラテジーを含め、

第 回までに学んだことを復習しておく。

日本の文化遺産１

平泉の遺産、長崎の教会群とキリスト教

関連遺産などを事例に日本における信

仰の多様性について考える。

日本におけるキリスト教伝来およびその展開につ

いて書籍や で調べておく。

日本の文化遺産２

白川郷・五箇山の合掌造り集落を事例に

人びとの生業や暮らしが遺産化される

ことについて考える。

白川郷、五箇山について書籍や で調べておく。

自然遺産の重要性と課題１

世界自然遺産とその背景にある自然保

護・環境保全について、特に日本に存在

する自然遺産や複合遺産を事例として

考察する。

日本における自然遺産の分布や歴史的な背景につ

いて書籍や で調べておく。

自然遺産の重要性と課題２

世界自然遺産とその背景にある自然保

護・環境保全について、特にアフリカの

ケニア山やキリマンジャロ山、セレンゲ

ティ・ンゴロンゴロなどの自然遺産を事

例として考察する。

アフリカの自然遺産の実態や問題点について書籍

や で調べておく。

負の世界遺産１

アウシュヴィッツ＝ヴィルケナウ強制

絶滅収容所を例に、「負の世界遺産」の

意義と問題点について考える。

ア第二次世界大戦中にアウシュヴィッツ＝ヴィル

ケナウ強制絶滅収容所がどのように用いられたの

か調べておく。

負の世界遺産２

海商都市リヴァプールを例に、奴隷貿易

という負の歴史が世界遺産を通してど

のように伝えられているか考える。

リヴァプールと奴隷貿易の関係について調べてお

く。

文明の衝突の記憶１

スペイン・コルドバのメスキータ大聖堂

を例に、イスラム文明がカトリック圏の

イベリア半島に与えた影響と異教徒間

の共存について考える。

イベリア半島の歴史と世界遺産について調べてお

く。

文明の衝突の記憶２

ラテンアメリカの古代先住民文明の遺

跡を例に、インディヘニスモ（先住民擁

護）の歴史と先住民統合政策、観光開発

とオーバー・ツーリズムがもたらす問題

について考える。

中米のマヤ文明、アンデスのインカ文明について調

べておく。

関連科目 エリアスタディーズ、多文化共生論 、エコツーリズム論

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

きほんを学ぶ世界遺産 ＜第 版＞世界遺産検定

級公式テキスト
世界遺産検定事務局 マイナビ出版

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

教
養
科
目
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評価方法

（基準）

第 回目までの学習に関する中間テスト（ ％）、後半 回で取り上げられた個別の世界遺産に基づくテーマのうち、最も関心を抱いたことに関

するレポート（ ％）、毎回の質問・コメント票（ ％）によって総合的に評価する。

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等
講師控室（ 号館 階）、赤澤研究室（ 号館 階）、手代木研究室（ 号館 階）、林田研究室（ 号館 階）、北條研究室（ 号館 階）

備考
事前・事後学習に要する総時間数は約 時間。

第 回目に行う中間テストに関するフィードバックは第 回目に行う。

教
養
科
目

262



摂南大学シラバス 2019 

科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 居場 嘉教.木村 朋紀.船越 英資 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

<摂大ブランド商品の開発・販売プロジェクト> 

様々な大学でオリジナル商品が作られており、多種多様なものがある。これまでに摂南大学オリジナル商品の目指すべき方向性を模索し、い

くつかの商品を企画した（サツマイモとみかんピールのお酒、焦げがとれやすい BBQ 網、シソとミカンの入浴剤など）。本プロジェクトでは、

これまでに企画した商品について具体的な商品開発を行い、販売を目指す。 

到達目標 
本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

授業方法と 

留意点 

３人の教員が担当する。 

少人数で活動を行うため、各自が役割を果たし、積極的に取り組むことが求められる。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

実施手順は以下のとおりである。 

<開発プロジェクト>  

１．連携企業を決める。試作品の作製および改良を行う。 

２．必要な資金を確保し、具体的な製品案を決定する。 

３．商品を委託製造する。 

４．広報活動を行う。 

 

<販売プロジェクト> 

１．価格設定 

２．販売ルートの確保 

３．販売管理 

 

 

週 1 回行う活動に対応して、次回までに行わなければならない課題を決める。 

関連科目 教養系・科学技術系科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
活動状況、取り組む姿勢および活動成果を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
摂大ブランド商品の販売を目指して、頑張りましょう。 

担当者の 

研究室等 
居場講師室（1 号館 9 階）、木村准教授室（1 号館 8 階）、船越准教授室（1 号館 9 階） 

備考 新聞を読んで、大学のブランド商品に関連した情報を集めるなど、自主学習に努めましょう。 

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 橋本 正治 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

過疎地域におけるグリーンエネルギー活用プロジェクト 

 

これまで、過疎地域（和歌山県すさみ町）の住民・行政に提案し、グリーンエネルギーを利用した過疎地域自立活性化に利用出来る設備など

を製作してきた。本年度はこれまでの活動で得た成果をもとに廃屋を改修し災害時にも対応できる休憩施設を設計、製作する。また、当地で

夏に開催される柱松まつりにおいて、観望会を開催する。観望会ではこれまでのプロジェクトで製作してきた天体望遠鏡を用いる。 

到達目標 

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

 

１．チームで協働して作業することの問題点や有効性を理解できる。 

２．問題が生じたときの対処手順について理解し応用できる。 

３．ものつくりにかかわる作業設計・工程設計を実際に経験し、その有用性について理解できる。 

授業方法と 

留意点 

年数回すさみ町で作業します。（2 泊 3 日を 3-4 回、7 泊 8 日夏休み中に 1 回） 

それ以外は大学で装置や工程の設計を行い、可能であれば装置の試作や評価を行います。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

3 年計画の 3 年目のプロジェクトです。はじめに大きな目標からはずれないような目的を設定します。（受講生が提案して目的を定めることか

ら始めます） 

 

4 月 テーマの情報教共有（昨年度までの成果の説明）と本年度の目的に沿った開発プロジェクトのテーマ設定。大学にて概念設計、

詳細設計、工程設計、必要素材の調達、加工を行う。 

大型装置・設備については現地で加工組み立てできるよう練習する。 

5 月 現地で加工、施工、組み立て開始 不具合の調査 

6、7 月 大学にて概念設計、詳細設計、工程設計、必要素材の調達、加工を行う 

8 月 現地で加工、施工、組み立て 

9 月 大学にて概念設計、詳細設計、工程設計、必要素材の調達、加工を行う 

10-1 月 大学にて概念設計、詳細設計、工程設計、必要素材の調達、加工を行う 

2、3 月 現地で加工、施工、組み立て 

現地で加工、施工、組み立て 

 

 

事前事後課題は、週 1 回行う活動に対応して次回までに実施しないといけないことをチームで決定し各自が役割を果たすことでプロジェクト

をすすめていく 

関連科目 テクニカルデザイン演習 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

通常(週 1 回の）活動状況とすさみでの活動状況をみて十分に自らの能力を発揮しているかどうか、活動を終え自らの体験から成長点を理解で

きるかどうかを元に評価する。 

学生への 

メッセージ 

「古民家再生」では建物のビフォーアフタを実体験し、イベント開催ではアイデアを実現する良い機会です。夢を実現できる実感が得られる

と思います。一緒に楽しみましょう。機械工学科の学生が多いのですが、これまで建築学科、住環境デザイン学科、環境環境工学科、外国語

学部の参加メンバーもいました。浅野教授担当の PBL 授業「過疎地域活性化プロジェクト」と連携して活動しています。ものつくりを通じた

地域活性とも言える活動です。 

担当者の 

研究室等 
８号館１階テクノセンター、１号館５階メカトロニクス研究室で活動します。 

備考 週 1 階のミーティングの事前準備としての学習時間が週あたり 1 時間程度必要となります。 

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 石田 秀士.小田 靖久.桒田 寿基.下元 一輝.釣本 聖司 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

ミニ鉄道プロジェクトとして、レール間隔３．５インチ、５インチの鉄道模型を製作し、各種のイベントにおいて運転会などの企画・運営を

行う。 

蒸気機関車、電気機関車や客車の製作に加えて、軌道、鉄橋、駅舎なども製作し、イベント会場などで運転会・展示会を催す。 

また、運転会・展示会では製作過程や駆動原理などの展示を行い、参加者のものづくりへの関心を高める。 

到達目標 

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、 

「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受け入れる力」、 

「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

 

蒸気機関車や鉄道施設などの製作を通して、ものづくりの技術を能動的に習得する。 

 

イベントにおける運転会の企画・準備・運営を通して、目標達成のために自律的に計画し遂行する能力を身につける。 

授業方法と 

留意点 

週１回のミーティングでプロジェクトの企画、運営、製作について、計画や進捗状況の報告を行う。 

履修者が決定する時間割に従って、テクノセンターで部品を製作し技術を習得する。 

この科目では、能動的に活動できる能力を培うことが大きな狙いである。 

与えられた課題に対して全貌を把握した上で計画を作り、その計画を確実に実行する姿勢を学んでほしい。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

本年度はレール間隔３．５インチ、５インチの蒸気機関車の製作を継続するとともに、運行イベントの企画・運営を行う。 

 

１．プロジェクトの開始に先立って、社会人基礎力、目標管理、工程管理、プロジェクト管理について、メンバーで調査・討議する。 

２．教員の指導の下に目標と計画を作成する。 

３．計画に従って、技術指導を受けながら蒸気機関車、鉄道施設等を製作する。 

４．計画からの遅れには対策を講じる。 

５．製作時に利用する金属材料、工作機械、工作方法などについては図書館で調べ知識を確かなものとする。 

６．運行イベントの企画・運営を計画し、実施する。 

７．計画、進捗状況、調査結果等をミーティングで報告する。 

 

なお，自主学習として自分の役割に応じ，マネジメント(参考書欄参照)，蒸気機関，機械工作手法，電気回路等々を継続して学ぶことが必要

となる． 

関連科目 教養系・科学技術系科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 マネジメント基本と原則 P.F.ドラッカー（上田惇生編訳） ダイヤモンド社 

2 
もし高校野球の女子マネージャーがドラッカーの

「マネジメント」を読んだら 
岩崎夏海 ダイヤモンド社 

3    

 

評価方法 

（基準） 

汎用的能力（40％）、主体性・柔軟性・課題発見解決（30％）、貢献度（30％）について、ミーティングでの報告、イベントや作業時の態度で

評価する。 

学生への 

メッセージ 

与えられた環境、条件のもとで、工夫して自律的に課題を達成できる能力は、社会人として必須の力です。この授業で「指示待ち」から「自

ら行動する」姿勢を学んでください。 

担当者の 

研究室等 

１号館３階 石田准教授室  

８号館１階 テクノセンター 

備考  

教
養
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 石田 裕子 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

概要：摂南大学が進める淀川水系の総合研究の実践的な担い手として、寝屋川市内での子どもたちへの環境学習支援および淀川水系での流域

連携活動を実施する。流域内の様々な団体と連携し、河川での親水活動や交流会を通じて、流域住民、一般市民へ環境問題や流域の諸問題に

ついて普及・啓発する。 

 

目的：池の里市民交流センターの活動に関わり、子どもへの環境学習支援を行う。天若湖アートプロジェクトへの参加を中心に、淀川水系で

の流域連携を向上させる。 

到達目標 

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組み力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

 

・何が問題であるかを認識し、それに対してチームで解決する素養を身に付けることができる。 

・多様な人の意見を聞いて理解し、自分の意見を述べることができる。 

・世界や日本で起こっている環境問題や流域の課題について、正しい知識を身に付けることができる。 

授業方法と 

留意点 

連携内容・方法：池の里市民交流センターでは、環境学習支援の補助から始め、学生たち自身による企画と実践を行う。天若湖アートプロジ

ェクト実行委員会や巨椋池プロジェクトに所属し、淀川水系内の市民団体や行政機関と連携し、活動を実施する。 

 

留意点：学外の連携先等と関わるので、大学生らしいマナーと最低限のコミュニケーション力が必要です。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

テーマ：寝屋川市における環境学習支援と淀川水系を中心とした流域連携プロジェクト 

 

内容： 

１．寝屋川市立池の里市民交流センターにおける環境学習支援 

     

２．巨椋池ビオトープを中心とした水辺再生学習の実施 

     

３．淀川水系を中心とした流域連携イベントの企画・実践 

     

４．天若湖アートプロジェクトにおけるイベントの企画・実践 

     

５．天然アユ復活プロジェクトの学習 

    

６．いい川・いい川づくりワークショップ等での発表 

 

方法：授業のうち半分（月 1 回）は原則として平常授業期間内の土曜日１・２限に行い、主として学内のゼミ室において、石田が資料を用い

て講義をし、池の里市民交流センターにおける自然体験学習室の活動に参加して、地域ボランティアおよび子どもたちと接して、必要な知識・

技術を習得する。9 月と 12 月に予定している子ども教室において、自分たちで企画した環境学習プログラムを実施する。 

 

他の半分（月 1 回）は、学外の流域連携イベントに参加し、流域問題について学習する。特に、天若湖アートプロジェクトを中心に、淀川水

系での流域連携を行う。 

 

学外発表の場として、天若湖アートプロジェクト（６月）、近畿水環境交流会（７月）、いい川・いい川づくりワークショップ（9-11 月）を予

定し、各活動段階における成果発表を行い、自己評価および外部評価を受けることで活動内容を振り返り、次の活動に向けてステップアップ

を図る。作業の実施に当たっては、理工学部都市環境工学科生態環境学研究室、および文化会エコシビル部の協力を得る。天若湖アートプロ

ジェクト実行委員会より外部講師を招き、事前学習を行う。授業および活動スケジュールは、学校行事等の関係で受講者と相談の上、変更す

ることがある。 

 

事前事後学習課題：内容ごとに参考資料を配布するので、熟読しておくこと。また、年度末にレポートを作成し、年度末にプレゼンテーショ

ンを課す。 

関連科目 
自然・都市環境論、流域・沿岸域工学（以上、C 科） 

科学技術教養 C1・C2 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

授業（イベントを含む）に積極的に参加し、水辺環境の再生および流域連携活動に加わること。（60％） 

水辺再生・流域連携の意義を正しく理解し、それを他者に伝えられること。（40％） 

学生への 

メッセージ 

子どもたちへの環境学習支援や流域連携活動においては、学生のみなさんの若いパワーが必要です。ぜひ私たちと一緒に活動を盛り上げてく

ださい。文系・理系問わず、やる気のある人は大歓迎です。 

担当者の 

研究室等 
１号館３階 石田准教授室 

備考 自主学習時間として、総時間数 30 時間以上取り組むこと。 

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 浅野 英一 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

「すさみ町における過疎地域活性化支援プロジェクト」において必要な要素は「ヒト・モノ・カネ」である。すさみ町には豊かな自然や歴史

文化など、都市にはない多くの魅力（資源）を調べ、都市と田舎の「ヒト・モノ・カネ」がうまく循環する仕組みを作ることにより、お互い

が共生する活動を実践活動教育の核とする。 

 

地域活性化活動のテーマにしているものは「農業」、「ふるさと創生」、「観光」の 3 種類。 

 

①調査：地域で予定されているプロジェクトを調査し、実現可能を探る。 

②企画：具体案を立て、評価（実現可能性、コスト、実施期間、有効性）を行い、詳細な実施計画を立てる。 

③関連する団体に企画をプレゼンテーションし、プロジェクトの妥当性を評価する。 

④実施：実施計画に従いプロジェクトを実施する。途中に実施状況を関連機関に報告し計画の修正を行う 

⑤結果報告：プロジェクトの終了時に関連機関に実施結果と次年度以降でのプロジェクトの展開について報告を行う。 

到達目標 
本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

授業方法と 

留意点 

プロジェクトの実施地は、和歌山県西牟婁郡すさみ町です。活動にかかる交通手段は、バスを大学でチャーターして移動します。宿泊は、摂

南大学すさみ町活動拠点（廃校になった小学校の校舎）を使うため宿泊費用は発生しません。プロジェクト実施については、調査状況に基づ

き事前に学内で協議して現地活動を行います。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

すさみ町は人口が約 4700 人で、39 ある集落のうち 18 が限界集落の町で、その中の１つ、佐本・大都河地域は人口約 360 人、高齢化率 60％以

上であり過疎と高齢化が深刻で、日常生活や地域コミュニティーの維持が困難になりつつある地域である。少子高齢化と過疎化は、物理的な

過疎に加えて人々の心の過疎化（社会の進歩に対する過疎感や年代を超えた人と人の繋がりに対する過疎感など）を招き、それが地域活性化

への意欲を喪失させるという負のスパイラルの形成を促進している。こういった背景の中、履修学生は「よそ者、若者、大学生」という立場

で地域活性化のプロジェクトを実施している。 

 

すさみ町の観光イベントである「イノブータン王国建国祭」「ビルフィシュトーナメント」「ケンケン鰹祭り」の運営協力、220 年続いた山村

の伝統行事「佐本川柱祭り」の復活・伝承、ボランティア活動「なんでもやる隊」、限界集落に住む独居老人宅を訪問する「見守り隊」などを

実施する。 

 

大阪府寝屋川市からすさみ町まで、貸切の大型バスで片道 5 時間という距離である。この距離が PDCA を行うために重要なキーポイントになる。

漁業に例えると遠洋漁業のイメージで、港（大学）を出港（出発）して、遠洋（すさみ町）で漁業（活動）するためには、誰が、いつ、何を、

どこで、どのような方法で行うかを綿密に計画し、実施するかなど多くの課題とそれを乗り越える手段など PDCA を現実に体験する。 

 

事前に、すさみ町役場、NPO、地域の代表者などとメールや電話などで協議し、参加者の募集、実施に必要な資材の調達、イベントの内容、学

生スタッフの人員配置など、会社の中で高度な仕事を実施する能力を身につける。 

 

社会人基礎力の、「前に踏み出す力」、「考え抜く力」、「チームで働く力」の 3 つの能力（12 の能力要素）から構成を自主学習として、調べて

おくこと。 

関連科目 ボランティア論 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
参加態度 40％、企画力 20％、コミュニケーション能力 20％、発表能力 20％で評価する。 

学生への 

メッセージ 
仲間とともに現状打破をしていくチーム学習へと意識を変革する必要が求められる。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 5 階 浅野研究室 

備考 
履修登録をする前に、必ず、活動内容を問い合わせ、相談してから履修して下さい。問い合わせ・相談をせずに履修登録をした場合、登録を

取り消すことがありますので注意してください。 

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 久保 貞也.針尾 大嗣 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

地域を便利にするアプリ開発 

 

学生が最新のデータベース技術とアプリケーション構築（携帯アプリ）の技能を身に付ける。そして、大学近隣の市町村に学生が市民への情

報提供の課題を聞き取り、身に付けた情報技術を活かして自治体が公開しているオープンデータを利用したアプリケーションを開発し、その

成果を検証する。 

到達目標 

・学生が最近の IT 動向を理解している 

・学生が一般ユーザー向けの IT についてその仕組みを説明できる 

・学生が初めて触れた技術を修得するための持続的な学習を行える 

・学生自身が技術的な問題解決のために自学自習できる 

・学生が地域の課題を知るためにインタビュー調査票を作成できる 

・地域が抱える問題に対して情報技術の特性を活かした提案ができる 

授業方法と 

留意点 

データベースに関する勉強会（土曜日開催） 

ヒアリング調査 

開発合宿 

自治体でのプレゼンテーション 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

【授業テーマ】 

地域を便利にするアプリ開発 

 

【内容】 

自治体が保有するオープンデータを用いて、市民の利便性向上に貢献するアプリケーションを開発する。データベース技術を駆使することで

開発期間を短縮しつつ、メンテナンス性が高いサービスの提供を目指す。 

 

 

【方法】 

・データベースに関する勉強会（土曜日開催） 

・ヒアリング調査 

・開発合宿 

・自治体でのプレゼンテーション 

などを一連の流れとし、支援協力をいただいた自治体ごとにプロジェクトチームを構成する。 

 

【事前・事後学習課題】 

プロジェクトのテーマを考慮して、以下の内容について自主的な調査、学習を行う。 

・自治体の情報サービスの現状調査（4 時間×2 回） 

・IT 関連の情報収集（サービス、セキュリティ、生産性向上など）（1 時間×8 回） 

・データベース設計の見直し（3 時間） 

・作成したアプリの動作テスト（2 時間） 

学習課題を遂行する上で必要と思った書籍やソフトウェアなどについては購入を検討する。 

関連科目 
経営関連、マーケティング関連、心理学（消費者）、情報メディア、社会調査、地域経済、観光など広く興味を持って所属学部の科目を受講す

ること。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

技術習得の成長度（グループとしての学び合いを高く評価する） 

自発的な役割の選択 

開発プロセス全体での関与の度合い 

学生への 

メッセージ 

新しい技術は若い人が活用してこそ効果が発揮されます。少しハードルが高そうな課題ですが、社会の課題を最新技術で解決する経験に挑戦

しましょう！ 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階 久保准教授室、針尾准教授室 

備考  

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 牧野 幸志.久保 貞也 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

学生の学びと地域の総合活性化プロジェクト ～産業、教育、スポーツ、文化など多様な面から地域を総合的に活性化させる～ 

 

地元の産業を活性化させる商品企画、イルミネーションイベント、子供向けのスポーツ教室の企画・運営、社会教育への貢献イベント、地域

文化発信のための広報や展覧会などに主体的に参画し、地域の総合的な活性化を図るとともに、学生が実践的な場で大いに学ぶことを目的と

する。 

到達目標 

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

 

・地域の課題を認識する 

・課題を解決する方法を考える 

・解決策を実行する 

・自らが実行した成果を振り返り、次の行動を設定する 

 

以上のプロセスを主体的に行えるようになることが本プロジェクトの到達目標である。 

授業方法と 

留意点 

学内でのレクチャー（学部講師を含む）、見学会や視察、海外を含む学外者とのオンラインミーティングなどを準備作業として行い、実際のイ

ベント参加や商品企画、調査分析などの実習を行う。 

プロジェクト内は複数のサブプロジェクトを配置する。ただし、改善や比較学習のために複数のプロジェクトの参加も認める。 

参加する学生は「自ら課題を見つけて積極的に動く意識」を重視してすること。 

自主学習時間を活動前(1 時間)と後(2 時間)に取ること。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

【授業テーマ】 

学生の学びと地域の総合活性化プロジェクト ～産業、教育、スポーツ、文化など多様な面から地域を総合的に活性化させる～ 

 

【内容】 

対象予定とするプロジェクトは、カレーに乗せてはいけない福神漬けの続編や販売展開（寝屋川市、京都市ほか）、ビジネスプランコンテスト、

平和教育に関するイルミネーションイベント（枚方市）、大学共同のイルミネーションイベント（茨木市）、スポーツ教室運営（門真市）、地域

の IT スキル測定と教育（摂津市）、歴史資産の展覧会企画（河南町）などである。 

 

 

【方法】 

・メンバー間のディスカッション 

・グループワーク 

・オンラインミーティング 

・博物館や自治体の見学会 

・実地調査 

・企画書や報告書の作成 

・学外でのプレゼンテーション 

など、サブプロジェクトの特徴に合わせて行う。 

 

【事前学習課題】 

地域社会の課題や文化・スポーツに関するニュースや新聞、雑誌、書籍などに目を通す。 

事前学習の自主学習時間は、毎週 1 時間程度とする。その内容をまとめて提出すること。 

 

【事後学習課題】 

プロジェクトの中で見つけた自分の長所と短所への自学自習課題を設定すること。 

事後学習の自主学習時間は、活動後 2 時間程度とする。活動での気づき、反省点などをまとめて提出すること。 

関連科目 
経営関連、マーケティング関連、心理学（消費者）、情報メディア、社会調査、地域経済、観光など広く興味を持って所属学部の科目を受講す

ること。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
準備やイベントの参加数、達成した内容、外部からの評価、および、メンバー間での相互評価、自主学習の提出などから総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 

地域を舞台に自分を試してみたい人をお待ちしています。 

自分の潜在能力を引き出しながら、地域の良さを引き出してください。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階 、牧野准教授室、久保准教授室、針尾准教授室 

備考 
活動内で課された課題に対しては，その後の活動の中で評価・解説を行い，フィードバックをする。 

自主学習時間の評価も行います。 

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 大塚 正人 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

本プロジェクトでは、連携先調剤薬局と協働し、PBL に参加した学生が、就職関連イベントを企画・運営・実施する事で、学生のコミュニケ

ーション能力、ファシリテーション能力など、人間的な総合力を育成することを目的とする。就職関連イベントに行くのではなく、就職関連

イベントを企画・運営・実施することは、難易度の高い教育プログラムである。その過程で、Active Book Dialog（ABD）の手法を用いてグル

ープ学習を行い、「前に踏み出す力」、「考え抜く力」、「チームで働く力」の 3 つの能力で構成される「社会人基礎力」が向上するように設計し

ている。 

到達目標 

【到達目標】 

現状の就職関連イベントの問題点・ニーズを踏まえた上で、調剤薬局における理想的な就職関連イベントを企画・運営・実施する。 

【プロセス】 

１． 理想的な就職関連イベントとは何かを定義できる。 

２． 現状の就職関連イベントの問題点・ニーズを列挙できる。 

３． 他の PBL プロジェクト参加学生と協働して、就職関連イベントの具体案を企画できる。 

４． 他の PBL プロジェクト参加学生と協働して、就職関連イベントの参加者アンケートやイベント広報を立案できる。 

５． 関係先調剤薬局の担当者とビジネスマナーをわきまえた上で円滑な人間関係を構築できる。 

６． 就職関連イベントの企画・運営・実施を通して、社会にどんな貢献が出来るか主体的に考えられる。 

授業方法と 

留意点 

大学での学びの主役は PBL の受講者である。教員は、PBL の受講者の学びを補助するファシリテーター役に徹するので、いわゆる座学的な講

義は一切行わない。教員は、教科書や教材に書いてある知識の伝達は一切行わない（質問には答えます）。 

具体的には、ABD 読書会方式の受講者の主体的な学び合いを行う。すなわち、各回のテーマに沿ってその内容を各自で学習し、B5 用紙 5 枚に

まとめ、リレープレゼンテーションにて共有する。 

ABD 読書会については、以下の URL を参照のこと。http://www.abd-abd.com/  

講義内容については、Moodle を用いて資料を配付する。また、本講義はアクティブラーニング的手法を積極的に取り入れ、学生が積極的に講

義に参加できるよう工夫する。 

また、大学外での学びについても、振り返りを重視した指導を行う。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

４月 学内研修：まず、チームビルディングを行う。就職関連イベントの目的・方法・成果について具体例を調査・検証・評価する事

により、理想的な就職関連イベントとは何かを定義する。また、企業ブランド・ミッションについて ABD の手法を用いてグループ学習する。 

５月 学内研修：就職関連イベントの現状や課題点などについて具体例を調査・検証・評価する事により、現状の就職関連イベントの

問題点と改善点とは何かを定義する。また、システム思考について ABD の手法を用いてグループ学習する。 

６月 学内研修：理想的な就職関連イベントと現状の就職関連イベントの問題点を比較することで、就職関連イベントの企画のポイン

トを見いだす。また、組織開発について ABD の手法を用いてグループ学習する。 

７月 学内研修：就職関連イベントの具体案を企画する。参加者アンケート、広報ポスター等についても検討する。役割分担を決めた

上で、協働する。 

８月 学内研修：就職関連イベントの具体案を企画する。参加者アンケート、広報ポスター等についても検討する。 

学外研修：阪神調剤ホールディング株式会社を訪問し、就職関連イベント開催に向けて具体的に協議する。役割分担を決めた上で、協働する。 

９月 学内研修：中間報告の準備。パワーポイント作成法、プレゼンテーション法について、ABD の手法を用いてグループ学習する。  

１０月 学内研修：企画した就職関連イベントを実際に学内で実施してみる。必要であれば企画の練り直しを図るファシリテーション力、タ

イムマネジメント力の育成を図る。また、ファシリテーション法について ABD の手法を用いてグループ学習する。 

１１月 学外研修：阪神調剤ホールディング株式会社にて就職関連イベントを実際に行う。役割分担を決めた上で、協働する。 

学内研修：ふりかえりワークショップを行う。 

１２月 学内研修：最終報告の準備。パワーポイント作成法、プレゼンテーション法について、ABD の手法を用いてグループ学習する。 

１月 学内研修：ふりかえりワークショップを行う。成果報告書の作成。 

２月 学内研修：成果報告書の作成。 

 

事前、事後学習課題 について 

事前、事後学習課題についてはその都度指定しますが、時間的には 1 単位あたり週 2 時間の事前、事後学習課題の実施を設定致します。 

関連科目 教養系、キャリア系科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 人を伸ばす力 : 内発と自律のすすめ 
エドワード・L・デシ, リチャー

ド・フラスト 
新曜社 

2 フロー体験 喜びの現象学 
M. チクセントミハイ [著] ; 今

村浩明訳 
世界思想社 

3 
モチベーション 3.0 : 持続する「やる気!(ドライ

ブ!)」をいかに引き出すか 

ダニエル・ピンク著 ; 大前研一

訳 
講談社 

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 
グロービス MBAで教えているプレゼンの技術 : 人を

動かす勝利の方程式 
グロービス ダイヤモンド社 

2 教え上手になる! : 教えと学びのワークブック 関根雅泰 
クロスメディア・パブリッシン

グ 

3 

東大生が書いた議論する力を鍛えるディスカッショ

ンノート 「2 ステージ、6 ポジション」でつかむ「話

し合い」の新発想! 

吉田雅裕 東洋経済新報社 

 

評価方法 

（基準） 

ＰＢＬ活動への参加意欲および貢献度（70％）、学内・学外発表会等への貢献度（30％） 

準備やイベントの参加数、達成した内容、外部からの評価、および、メンバー間での相互評価から総合的に評価する。? 

学生への 

メッセージ 

医療の現場を舞台に自分を試してみたい人をお待ちしています。 

自分の潜在能力を開花させながら、ファシリテーション能力をうまく使ってチームビルディングによる力を引き出して下さい。 

担当者の 

研究室等 
摂南大学枚方キャンパス 薬学部薬学科 生命融合化学分野（１号館５階） 

備考  

教
養
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 石井 信輝.水野 武 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

マーケティング手法を学び、本学ラグビー部が所属する関西大学ラグビーリーグの PR、リーグ運営サポート、及び本学内におけるラグビー部

の広報活動を行い、大学ラグビーに興味をもってもらうための展開案を構築する。それにより大学ラグビーの新たなファン層拡大の可能性を

探る。将来的には 2019 年ラグビーＷ杯に向けてのインバウンドへと繋げる。 

到達目標 
本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

授業方法と 

留意点 

年間のスケジュールに応じて多様な授業の形態（座学、現地調査）を採用します。また、年度を通じて定期ミーティングを行い、協力団体の

方々と調整しながら活動しますので、発想を柔軟にして何事にも取り組むことが留意点となります。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

以下の手続きで授業を展開する 

 

１．プロジェクトの成果目標と年間スケジュールの共有 

２．マーケティング手法の学習（座学による） 

３．連携先との面談 

４．連携先業務内容の理解、ヒアリングによる課題抽出 

５．学内外におけるラグビーリーグに関するアンケート調査 

６．広報誌制作準備（広報誌は秋季リーグに週刊または隔週で発行） 

７．学内外におけるリーグ戦観戦促進活動、リーグ戦運営補助、PBL 中間報告会、広報誌の発行、来場者への 

  アンケートの実施 

８．まとめと最終報告会 

関連科目 チームビルディング 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
活動報告、活動現場での取り組をもとに評価する。 

学生への 

メッセージ 
積極的に活動してください。 

担当者の 

研究室等 

11 号館 10 階 石井研究室 

７号館３階 水野研究室 

備考 スケジュールに沿って 1 時間程度を目安として、プロジェクト遂行のための自主学習の時間（事前・事後）をとってください。 

教
養
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 田井 義人 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

Ⅰ 授業概要 

・吹田市栄通商店街における地域活性化事業への支援による商店街ブランド作成プロジェクトへの参画（企画・活動・推進・振り返り活動へ

の参画）を行う。 

・当該活動地域は、顧客獲得において対立構造にある商店街、大規模店、コンビニエンスストアが協働している希有な事例であり、TV 等でも

紹介された。 

・2018 年度よりプロジェクト事業拡大によりブランド化を模索・推進している地域である。 

 

Ⅱ 目的 

・シャッター街に代表される商店街の課題を成功例に学生が参画（前述のとおり）することと事前学習によって自ら設定した課題認識との比

較により地域活性化の方法論を学ぶ。 

到達目標 

Ⅰ 到達目標（共通） 

  本プロジェクトでは、参加メンバー・学外連絡先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を

受け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

 

Ⅱ 到達目標（本プロジェクト）：Ⅰの目標を達成するため、以下のいくつかの修得を行うこと。 

（１）課題と課題対応した事例を現場体験することで解決プロセスを列挙できること。 

（２）課題解決のための課題認識と対応策を具体的に提案できること。 

（３）異なる世代間の交流により情報収集のスキルを修得すること。 

（４）成功事例を発展させることで他の事例へのＰＤＣＡスキルを醸成できること。 

（５）行政依存から脱却し地域の市民主体の取り組みの有効性と効果を体験することで自立した政策提案することができること。 

（６）地域住民や商店街関係者との地域活性に尽力する「本気の大人」に出会うことによるコミュニケーション力や「気づき」力を醸成する

こと。 

（７）企画・運営・振り返り資料作成による PPT のスキル、プレゼンテーションスキルを醸成すること。 

（８）企画から振り返りまでの一貫した事業展開への参画による PDCA 活用スキルを修得すること。 

（９）地域活性化に必要な知識と活用による各種ステークホルダ間の調整スキルを修得すること。 

（１０）世代間コミュニケーションスキルを修得すること。 

授業方法と 

留意点 

Ⅰ 授業方法 

・少子高齢化の進展と中心市街地での後継者不足とともに大規模店やコンビニエンスストアの出店によって商店街が衰退している。シャッタ

ーが閉められ人通りがほとんど無くなっている商店街も地域には多く存在する。 

・本プロジェクトは、このような社会状勢のなか、プロジェクトを企画・運営する地域交流拠点（コンビニ２階）を中心に市民が商店街や大

規模店及びコンビニエンスストアとも協働する様々なブランド形成事業に若者である本学学生の視点を取り入れることにより連携先課題であ

るシャッター商店街防止策を企画・活動・推進・振り返りを行う。 

・上記目的の達成のため、大学における事前・事後学習と演習及び地元での課外学習（参画による）によって到達目標へ指導する。 

・事前学習において、課題設定のブレインストーミングを行い出来ればグループ分けを行う。 

 

Ⅱ 留意点 

・上記学習、演習に必ず参加すること。特に他の授業やクラブなどの課外活動との時間調整であるタイムマネジメントに留意すること。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

Ⅰ 授業テーマ：商店街を中心にした地域ブランドの創生 

・事前・事後学習及び講述の課外活動に参画してテーマを達成する事業案の参画 

 

Ⅱ 内容、方法、事前・事後学習課題 

（１）事前・事後学習 

・シラバスに記載した教科書、参考書を元に事前学習を行う。学習課題の設定の参考とする。 

・下記課外活動後、事前学習に使用した教科書を元に課外活動等との比較を行う事後学習を行う。 

・上記を通じて得た「気づき」を発表する。（中間報告会、最終報告会） 

 

（２）参画する課外活動例 

・４月頃：WEB 稼働及び勉強会。吹田祭企画会議実施。（JR 吹田で一番楽しい場として浸透。近隣店舗の参加推進。会員飲食店の営業推進。） 

 

・５月～６月：今後の企画運営検討（エンタメ教室：地域の子育て世帯の参加者推進。商店街ブランド案の検討：栄通りの特色を検討、商店

会は場提供。） 

今後の企画運営検討（落研寄席：近隣住民の参画推進。近隣大学等との連携推進：地域モデルの模索、新しい形での連携で「イケテル商店街」

構築へ 

 

・７月頃：吹田祭推進、応援 

 

・８月以降：エンタメ教室に参加。お茶とお花の教室（親子教室）に参加。落研寄席準備に参加。落研寄席-吹田お笑いグランプリに参加。（予

選エントリー本戦 16 組くらいで決戦、審査員は素人で公平に。継続により商店会のブランドのひとつとなることを目指す。） 

・随時：周辺空き家の活用（古民家を活かしたノスタルジック喫茶店?スタバ）による商店街連携検討。 

 

・９月頃：エンタメ教室実施。（ミニ四駆をテーマに世代間参加を推進。親子で四駆レースを体験。翌年度吹田祭での大会レースを企画。） 

 

・１０月頃：高浜神社 戎祭支援（チラシ配布、各店お店情報掲載、神社から店への誘導）に参加 

 

・１２月～３月頃：今年度事業の振り返りと予算策定に参加。翌年度の向けての WEB 委員会年度計画策定二酸化。エンタメ教室、落研寄席予

算申請・企画開始に参加。 

 

このスケジュール内に中間報告会、最終報告会がある。 

関連科目 地域の持続的発展 地方自治論 地域実践演習 地域貢献実践演習 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 凡人のための地域再生入門 木下斉 ダイアモンド社 
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2 
商店街再生の罠 売りたいモノから顧客がしたいコ

トへ 
久繁哲之介 ちくま書房 

3 
商店街はなぜ滅びるのか 社会・政治・経済史から

探る再生の道 
新雅史 光文社新書 

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 イギリスに学ぶ商店街再生計画 足立基浩 ミネルヴァ書房 

2 
その島のひとたちは、ひとの話を聞かない-精神科医

「自殺希少地域」を行く－ 
森川すいめい 青土社 

3    

 

評価方法 

（基準） 
事前事後学習への参加を必修とする。地域での活動内容の発表やプレゼンテーションを通じて評価を行う。 

学生への 

メッセージ 

・教科書 1「凡人のための地域再生入門」の黄色部分は必読です。 

・商店会のメンバは、商店街の発展を通じて地域活性化に努力している「本気の大人」である。彼らとのコミュニケーションを通じて学生個

人のコミュニケーションスキルの醸成と課題設定、解決のプロセスを学ぶ。 

・積極的な活動と活動の糧となる読書を推奨する。 

・当該商店街だけでなく学生が居住する地域の商店街の課題や地域活性化の課題を発見し対策を模索するプロセスを重視する。 

・何よりも商店会が主催する企画会議への出席（参画）が基本である。その他の事業参加も推奨する。 

担当者の 

研究室等 
１号館７階 経済学部 田井義人研究室 

備考 

・事前･事後学習として教科書や参考書の輪読や講評を推奨する。 

・課外活動に参画することを重視する。 

・やみくもに参画するのではなく、情報や知識習得のため教科書、参考書などの熟読を進める。 

教
養
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 吉田 佐治子.水野 武 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

【テーマ】 

 社会人サッカークラブ「FC TIAMO 枚方」の活動支援プロジェクト 

 

【概 要】 

 枚方市に所在する社会人サッカークラブ「FC TIAMO 枚方」の活動を支援するための企画を立案・実施する。ホームゲームにおける観戦者

向けにアンケートを実施し、来場者は何に価値を求めてるのを明らかにした上で広報戦略を立案する。また枚方市内における認知率を測定し、

認知度向上に向けた施策を行う。 

 また、２月には摂南大学×FC ティアの枚方主催で子ども向けスポーツフェスタを計画している。 

 

【目的】 

・ホームゲーム来場者が感じる経験価値を測定し、クラブの広報活動に関する提案を行う 

・クラブの広報ポスターを作成し、枚方市内の飲食店等で掲示 

・近隣市内におけるクラブの認知度向上とホームゲーム観戦者数の増加 

到達目標 

・学外の方々向けに通用するビジネスマナーを修得する 

・アンケートの集計を通じ、回答者の傾向を読み取ることができる 

・連携先に企画提案ができる 

・広報活動（飛び込み営業）を通じ、基本的な営業スキルを感得する 

・メンバー間とのディスカッションを通じ、他者を理解・共感することができる 

・締切意識を持ち、「何を、いつまでに、誰が、どうやって」を意識するようになる 

・メンバー間の連絡・返信コメントを行えるようになる 

・プレゼンテーションの準備を通し、PPT の作成スキルが向上する 

授業方法と 

留意点 

「FC TIAMO 枚方」と連携しつつ，学生が中心となって活動するプロジェクトです。 

全員が「自分がやらなければ」という意識を持って取り組んでください。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

【内容】 

 ホームゲーム来場者が感じる経験価値を測定し，クラブの広報活動に関する提案を行う。そのことにより，近隣市内におけるクラブの認知

度向上とホームゲーム観戦者数の増加を目指す。 

 

【方法】 

 ・ホームゲームでのアンケート調査の実施と考察 

 ・連携先へのヒアリングを通じて課題を抽出 

 ・クラブのプロモーション案の展開を作成・評価・検証（連携先の許可により実施） 

 ・近隣市におけるクラブの認知率測定と認知度の向上のための施策を提案 

  

【年間計画（予定）】 

 ４月    マーケティング基礎講座の実施 

       連携先との顔合わせ 

 ５月    ホームゲーム観戦体験 

                     ホームゲーム来場者向けのアンケートの実施 

 ６月    アンケートの集計と結果を踏まえたイベントの企画立案 

 ７月    枚方市・寝屋川市内における認知度調査（プレ調査）の実施 

                     域内商店街での広報活動の実施 

 ８月    ホームゲームでのイベントの実施 

 ９月    枚方市・寝屋川市における認知度調査（ポスト調査）の実施     

   10 月     ホームゲーム運営補助 

       中間報告会 

 12 月     最終報告会とその準備 

   ２月            Sports Festival 

関連科目 全ての科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

全体で行う活動やミーティングへの貢献，自分の役割の遂行，報告書・ホームページ・報告会などの記録・公表，連携先からの評価を総合的

に判断し評価する。 

学生への 

メッセージ 
プロジェクトの成否は，みなさま一人ひとりにかかっています。それぞれが主体的に取り組み，「FC TIAMO 枚方」を盛り立てていきましょう。 

担当者の 

研究室等 

吉田佐治子（７号館３階） 

水野武（７号館３階） 

備考 
学外での活動に際し，事前の準備・事後のまとめ等にかなりの時間を要します。活動によっても異なりますが，一つの活動に対して，それぞ

れ 5?10 時間は必要です。 

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 上野山 裕士 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

テーマ： 

中山間地域における生活支援体制の構築プロジェクト 

 

概 要： 

和歌山県海草郡紀美野町をフィールドに、中山間地域におけるひとり暮らし高齢者の生活をどのように見守り、支えるかについて、地域のキ

ーパーソンに対するヒアリング調査や社会資源調査と地域での生活体験、その他の作業等を通じて考え、生活支援体制の構築に向けての具体

的な活動に取り組んでいきます。 

到達目標 

①中山間地域に暮らす人びとの生活を知り、地域生活やその課題の多様性について説明することができる 

②ひとり暮らし高齢者の生活を見守り、支える方法を検討することで、地域福祉の必要性や相互理解の重要性について考えを述べることがで

きる 

③中山間地域における生活支援体制の構築にかかわる主体について説明することができる 

④「地域の見守り、支え合い」の担い手としての自覚と責任を身につける 

授業方法と 

留意点 

文献、資料等を用いた学内研修と和歌山県海草郡紀美野町における現地調査を実施します。 

具体的には、学内研修（地域について学ぶ）→現地調査（地域について知る）→学内研修（地域について考える）→現地調査（地域のために

活動する）→学内研修（活動を振り返り、評価する）というプロセスを通じ、受講生にとっても地域にとっても意義のある活動となることを

目指します。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

講義では以下の内容に取り組みます（進捗状況によって変更となる場合があります）。 

 

・学内研修：紀美野町の人口・産業・伝統・観光・その他の特性について、地域福祉の考え方について、日常生活支援体制の構築方法につい

て、中間報告会および最終報告会に向けた準備について、等（週一回程度；各回の実施に当たってはテーマに応じた自主学習（1 時間程度）

が求められます） 

 

・地域での活動：地域視察、地域住民との交流、日常生活支援体制構築に向けた実践、等（月一回程度；学外研修後には活動成果の整理およ

び実施意義の分析にかかる自主学習（2 時間程度）が求められます） 

 

・中間報告会、最終報告会：他のプロジェクトと合同で実施（各一回） 

関連科目 なし 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学内研修および地域での活動への主体的な参加および中間／最終報告会に対する貢献度により評価します。 

学生への 

メッセージ 

ひとり暮らし高齢者の生活を見守り、支える方法について考えることは、すべての地域、たとえば、みなさんが生まれ育った地域にとっても

非常に有意義な取り組みです。 

都会から離れた場所での生活を実際に体験し、くらしを支えるとはどのようなことか、一緒に考えてみませんか？ 

担当者の 

研究室等 
 

備考  

教
養
科
目

275



摂南大学シラバス 2019 

科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅠ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning I 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 藤原 京佳.梅野 将之 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2438a2,L 科：LLO2419a2,D 科・S 科：ILO2425a2,P 科：YLO2420a2,J 科：JLO2436a2,W 科：WLO2421a2,N

科：NLO2417a2 

 

授業概要・ 

目的 

  「異文化理解・交流を通した地域貢献プロジェクト」 

 

留学生を含む参加学生が異文化理解・交流にかかわる活動（オリジナルかるた、ゲーム、文化紹介教材、演劇等）を企画し、寝屋川市国際交

流協会や近隣学校等において実施していく。 

到達目標 

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性をもって前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の想像を目指す。 

 

自らの言語・文化資源を活用すると同時に、異なる文化背景をもつ他者と協働し、活動を企画・実行できる。 

学外の活動を通して地域への理解を深め、地域における異文化理解・交流を促すことができる。 

プロジェクトにおける自身の貢献および不足点を分析し、省察することができる。 

授業方法と 

留意点 
さまざま文化背景、価値観をもつ人々と対話・交渉しながら活動を進めていくことになります。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

【内容】 

・週１回のミーティングで活動に関する企画を立案し、進捗等を確認する。 

・寝屋川市国際交流協会および近隣学校と連絡をとり、活動内容や日程を決める。 

・必要に応じて本学国際交流センターにおける活動を企画・実施する。 

・活動内容を報告会等で発表する。 

 

【方法】 

・異文化理解・交流をテーマにした教材、ゲーム等を作成する。 

・作成物を使った活動を地域や国際交流センターで実施する。 

 

【事後学習】 

受講生には活動日誌を配布する。ミーティングおよび各活動後に話し合いや活動の内容、感想、反省点を記録すること。 

プロジェクト終了時に最終レポートを提出してもらう。レポートはプロジェクトを通して学んだこと、自身が貢献できた点、不足していた点

を振り返るものとする。 

関連科目 人文社会系科目全般、外国語科目全般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
ミーティング、報告会、各活動への貢献度 60％、活動日誌およびプロジェクト最終レポート 40％ 

学生への 

メッセージ 

他者を知り、地域を知るは自分自身を知ることにもつながると思います。 

普段自明視している常識、先入観、前提に気づくことから始めてみてください。 

担当者の 

研究室等 
 

備考 自主学習時間の目安は毎週 1 時間。 

教
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 居場 嘉教.木村 朋紀.船越 英資 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

<摂大ブランド商品の開発・販売プロジェクト> 

様々な大学でオリジナル商品が作られており、多種多様なものがある。これまでに摂南大学オリジナル商品の目指すべき方向性を模索し、い

くつかの商品を企画した（サツマイモとみかんピールのお酒、焦げがとれやすい BBQ 網、シソとミカンの入浴剤など）。本プロジェクトでは、

これまでに企画した商品について具体的な商品開発を行い、販売を目指す。 

到達目標 
本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

授業方法と 

留意点 

３人の教員が担当する。 

少人数で活動を行うため、各自が役割を果たし、積極的に取り組むことが求められる。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

実施手順は以下のとおりである。 

<開発プロジェクト>  

１．連携企業を決める。試作品の作製および改良を行う。 

２．必要な資金を確保し、具体的な製品案を決定する。 

３．商品を委託製造する。 

４．広報活動を行う。 

 

<販売プロジェクト> 

１．価格設定 

２．販売ルートの確保 

３．販売管理 

 

 

週 1 回行う活動に対応して、次回までに行わなければならない課題を決める。 

関連科目 教養系・科学技術系科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
活動状況、取り組む姿勢および活動成果を総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 
摂大ブランド商品の販売を目指して、頑張りましょう。 

担当者の 

研究室等 
居場講師室（1 号館 9 階）、木村准教授室（1 号館 8 階）、船越准教授室（1 号館 9 階） 

備考 新聞を読んで、大学のブランド商品に関連した情報を集めるなど、自主学習に努めましょう。 

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 橋本 正治 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

過疎地域におけるグリーンエネルギー活用プロジェクト 

 

これまで、過疎地域（和歌山県すさみ町）の住民・行政に提案し、グリーンエネルギーを利用した過疎地域自立活性化に利用出来る設備など

を製作してきた。本年度はこれまでの活動で得た成果をもとに廃屋を改修し災害時にも対応できる休憩施設を設計、製作する。また、当地で

夏に開催される柱松まつりにおいて、観望会を開催する。観望会ではこれまでのプロジェクトで製作してきた天体望遠鏡を用いる。 

到達目標 

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

 

１．チームで協働して作業することの問題点や有効性を理解できる。 

２．問題が生じたときの対処手順について理解し応用できる。 

３．ものつくりにかかわる作業設計・工程設計を実際に経験し、その有用性について理解できる。 

授業方法と 

留意点 

年数回すさみ町で作業します。（2 泊 3 日を 3-4 回、7 泊 8 日夏休み中に 1 回） 

それ以外は大学で装置や工程の設計を行い、可能であれば装置の試作や評価を行います。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

3 年計画の 3 年目のプロジェクトです。はじめに大きな目標からはずれないような目的を設定します。（受講生が提案して目的を定めることか

ら始めます） 

 

4 月 テーマの情報教共有（昨年度までの成果の説明）と本年度の目的に沿った開発プロジェクトのテーマ設定。大学にて概念設計、

詳細設計、工程設計、必要素材の調達、加工を行う。 

大型装置・設備については現地で加工組み立てできるよう練習する。 

5 月 現地で加工、施工、組み立て開始 不具合の調査 

6、7 月 大学にて概念設計、詳細設計、工程設計、必要素材の調達、加工を行う 

8 月 現地で加工、施工、組み立て 

9 月 大学にて概念設計、詳細設計、工程設計、必要素材の調達、加工を行う 

10-1 月 大学にて概念設計、詳細設計、工程設計、必要素材の調達、加工を行う 

2、3 月 現地で加工、施工、組み立て 

現地で加工、施工、組み立て 

 

 

事前事後課題は、週 1 回行う活動に対応して次回までに実施しないといけないことをチームで決定し各自が役割を果たすことでプロジェクト

をすすめていく 

関連科目 テクニカルデザイン演習 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

通常(週 1 回の）活動状況とすさみでの活動状況をみて十分に自らの能力を発揮しているかどうか、活動を終え自らの体験から成長点を理解で

きるかどうかを元に評価する。 

学生への 

メッセージ 

「古民家再生」では建物のビフォーアフタを実体験し、イベント開催ではアイデアを実現する良い機会です。夢を実現できる実感が得られる

と思います。一緒に楽しみましょう。機械工学科の学生が多いのですが、これまで建築学科、住環境デザイン学科、環境環境工学科、外国語

学部の参加メンバーもいました。浅野教授担当の PBL 授業「過疎地域活性化プロジェクト」と連携して活動しています。ものつくりを通じた

地域活性とも言える活動です。 

担当者の 

研究室等 
８号館１階テクノセンター、１号館５階メカトロニクス研究室で活動します。 

備考 週 1 階のミーティングの事前準備としての学習時間が週あたり 1 時間程度必要となります。 

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 石田 秀士.小田 靖久.桒田 寿基.下元 一輝.釣本 聖司 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

ミニ鉄道プロジェクトとして、レール間隔３．５インチ、５インチの鉄道模型を製作し、各種のイベントにおいて運転会などの企画・運営を

行う。 

蒸気機関車、電気機関車や客車の製作に加えて、軌道、鉄橋、駅舎なども製作し、イベント会場などで運転会・展示会を催す。 

また、運転会・展示会では製作過程や駆動原理などの展示を行い、参加者のものづくりへの関心を高める。 

到達目標 

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、 

「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受け入れる力」、 

「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

 

蒸気機関車や鉄道施設などの製作を通して、ものづくりの技術を能動的に習得する。 

 

イベントにおける運転会の企画・準備・運営を通して、目標達成のために自律的に計画し遂行する能力を身につける。 

授業方法と 

留意点 

週１回のミーティングでプロジェクトの企画、運営、製作について、計画や進捗状況の報告を行う。 

履修者が決定する時間割に従って、テクノセンターで部品を製作し技術を習得する。 

この科目では、能動的に活動できる能力を培うことが大きな狙いである。 

与えられた課題に対して全貌を把握した上で計画を作り、その計画を確実に実行する姿勢を学んでほしい。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

本年度はレール間隔３．５インチ、５インチの蒸気機関車の製作を継続するとともに、運行イベントの企画・運営を行う。 

 

１．プロジェクトの開始に先立って、社会人基礎力、目標管理、工程管理、プロジェクト管理について、メンバーで調査・討議する。 

２．教員の指導の下に目標と計画を作成する。 

３．計画に従って、技術指導を受けながら蒸気機関車、鉄道施設等を製作する。 

４．計画からの遅れには対策を講じる。 

５．製作時に利用する金属材料、工作機械、工作方法などについては図書館で調べ知識を確かなものとする。 

６．運行イベントの企画・運営を計画し、実施する。 

７．計画、進捗状況、調査結果等をミーティングで報告する。 

 

なお，自主学習として自分の役割に応じ，マネジメント(参考書欄参照)，蒸気機関，機械工作手法，電気回路等々を継続して学ぶことが必要

となる． 

関連科目 教養系・科学技術系科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 マネジメント基本と原則 P.F.ドラッカー（上田惇生編訳） ダイヤモンド社 

2 
もし高校野球の女子マネージャーがドラッカーの

「マネジメント」を読んだら 
岩崎夏海 ダイヤモンド社 

3    

 

評価方法 

（基準） 

汎用的能力（40％）、主体性・柔軟性・課題発見解決（30％）、貢献度（30％）について、ミーティングでの報告、イベントや作業時の態度で

評価する。 

学生への 

メッセージ 

与えられた環境、条件のもとで、工夫して自律的に課題を達成できる能力は、社会人として必須の力です。この授業で「指示待ち」から「自

ら行動する」姿勢を学んでください。 

担当者の 

研究室等 

１号館３階 石田准教授室  

８号館１階 テクノセンター 

備考  

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 石田 裕子 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

概要：摂南大学が進める淀川水系の総合研究の実践的な担い手として、寝屋川市内での子どもたちへの環境学習支援および淀川水系での流域

連携活動を実施する。流域内の様々な団体と連携し、河川での親水活動や交流会を通じて、流域住民、一般市民へ環境問題や流域の諸問題に

ついて普及・啓発する。 

 

目的：池の里市民交流センターの活動に関わり、子どもへの環境学習支援を行う。天若湖アートプロジェクトへの参加を中心に、淀川水系で

の流域連携を向上させる。 

到達目標 

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組み力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

 

・何が問題であるかを認識し、それに対してチームで解決する素養を身に付けることができる。 

・多様な人の意見を聞いて理解し、自分の意見を述べることができる。 

・世界や日本で起こっている環境問題や流域の課題について、正しい知識を身に付けることができる。 

授業方法と 

留意点 

連携内容・方法：池の里市民交流センターでは、環境学習支援の補助から始め、学生たち自身による企画と実践を行う。天若湖アートプロジ

ェクト実行委員会や巨椋池プロジェクトに所属し、淀川水系内の市民団体や行政機関と連携し、活動を実施する。 

 

留意点：学外の連携先等と関わるので、大学生らしいマナーと最低限のコミュニケーション力が必要です。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

テーマ：寝屋川市における環境学習支援と淀川水系を中心とした流域連携プロジェクト 

 

内容： 

１．寝屋川市立池の里市民交流センターにおける環境学習支援 

     

２．巨椋池ビオトープを中心とした水辺再生学習の実施 

     

３．淀川水系を中心とした流域連携イベントの企画・実践 

     

４．天若湖アートプロジェクトにおけるイベントの企画・実践 

     

５．天然アユ復活プロジェクトの学習 

    

６．いい川・いい川づくりワークショップ等での発表 

 

方法：授業のうち半分（月 1 回）は原則として平常授業期間内の土曜日１・２限に行い、主として学内のゼミ室において、石田が資料を用い

て講義をし、池の里市民交流センターにおける自然体験学習室の活動に参加して、地域ボランティアおよび子どもたちと接して、必要な知識・

技術を習得する。9 月と 12 月に予定している子ども教室において、自分たちで企画した環境学習プログラムを実施する。 

 

他の半分（月 1 回）は、学外の流域連携イベントに参加し、流域問題について学習する。特に、天若湖アートプロジェクトを中心に、淀川水

系での流域連携を行う。 

 

学外発表の場として、天若湖アートプロジェクト（６月）、近畿水環境交流会（７月）、いい川・いい川づくりワークショップ（9-11 月）を予

定し、各活動段階における成果発表を行い、自己評価および外部評価を受けることで活動内容を振り返り、次の活動に向けてステップアップ

を図る。作業の実施に当たっては、理工学部都市環境工学科生態環境学研究室、および文化会エコシビル部の協力を得る。天若湖アートプロ

ジェクト実行委員会より外部講師を招き、事前学習を行う。授業および活動スケジュールは、学校行事等の関係で受講者と相談の上、変更す

ることがある。 

 

事前事後学習課題：内容ごとに参考資料を配布するので、熟読しておくこと。また、年度末にレポートを作成し、年度末にプレゼンテーショ

ンを課す。 

関連科目 
自然・都市環境論、流域・沿岸域工学（以上、C 科） 

科学技術教養 C1・C2 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

授業（イベントを含む）に積極的に参加し、水辺環境の再生および流域連携活動に加わること。（60％） 

水辺再生・流域連携の意義を正しく理解し、それを他者に伝えられること。（40％） 

学生への 

メッセージ 

子どもたちへの環境学習支援や流域連携活動においては、学生のみなさんの若いパワーが必要です。ぜひ私たちと一緒に活動を盛り上げてく

ださい。文系・理系問わず、やる気のある人は大歓迎です。 

担当者の 

研究室等 
１号館３階 石田准教授室 

備考 自主学習時間として、総時間数 30 時間以上取り組むこと。 

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 浅野 英一 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

「すさみ町における過疎地域活性化支援プロジェクト」において必要な要素は「ヒト・モノ・カネ」である。すさみ町には豊かな自然や歴史

文化など、都市にはない多くの魅力（資源）を調べ、都市と田舎の「ヒト・モノ・カネ」がうまく循環する仕組みを作ることにより、お互い

が共生する活動を実践活動教育の核とする。 

 

地域活性化活動のテーマにしているものは「農業」、「ふるさと創生」、「観光」の 3 種類。 

 

①調査：地域で予定されているプロジェクトを調査し、実現可能を探る。 

②企画：具体案を立て、評価（実現可能性、コスト、実施期間、有効性）を行い、詳細な実施計画を立てる。 

③関連する団体に企画をプレゼンテーションし、プロジェクトの妥当性を評価する。 

④実施：実施計画に従いプロジェクトを実施する。途中に実施状況を関連機関に報告し計画の修正を行う 

⑤結果報告：プロジェクトの終了時に関連機関に実施結果と次年度以降でのプロジェクトの展開について報告を行う。 

到達目標 
本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

授業方法と 

留意点 

プロジェクトの実施地は、和歌山県西牟婁郡すさみ町です。活動にかかる交通手段は、バスを大学でチャーターして移動します。宿泊は、摂

南大学すさみ町活動拠点（廃校になった小学校の校舎）を使うため宿泊費用は発生しません。プロジェクト実施については、調査状況に基づ

き事前に学内で協議して現地活動を行います。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

すさみ町は人口が約 4700 人で、39 ある集落のうち 18 が限界集落の町で、その中の１つ、佐本・大都河地域は人口約 360 人、高齢化率 60％以

上であり過疎と高齢化が深刻で、日常生活や地域コミュニティーの維持が困難になりつつある地域である。少子高齢化と過疎化は、物理的な

過疎に加えて人々の心の過疎化（社会の進歩に対する過疎感や年代を超えた人と人の繋がりに対する過疎感など）を招き、それが地域活性化

への意欲を喪失させるという負のスパイラルの形成を促進している。こういった背景の中、履修学生は「よそ者、若者、大学生」という立場

で地域活性化のプロジェクトを実施している。 

 

すさみ町の観光イベントである「イノブータン王国建国祭」「ビルフィシュトーナメント」「ケンケン鰹祭り」の運営協力、220 年続いた山村

の伝統行事「佐本川柱祭り」の復活・伝承、ボランティア活動「なんでもやる隊」、限界集落に住む独居老人宅を訪問する「見守り隊」などを

実施する。 

 

大阪府寝屋川市からすさみ町まで、貸切の大型バスで片道 5 時間という距離である。この距離が PDCA を行うために重要なキーポイントになる。

漁業に例えると遠洋漁業のイメージで、港（大学）を出港（出発）して、遠洋（すさみ町）で漁業（活動）するためには、誰が、いつ、何を、

どこで、どのような方法で行うかを綿密に計画し、実施するかなど多くの課題とそれを乗り越える手段など PDCA を現実に体験する。 

 

事前に、すさみ町役場、NPO、地域の代表者などとメールや電話などで協議し、参加者の募集、実施に必要な資材の調達、イベントの内容、学

生スタッフの人員配置など、会社の中で高度な仕事を実施する能力を身につける。 

 

社会人基礎力の、「前に踏み出す力」、「考え抜く力」、「チームで働く力」の 3 つの能力（12 の能力要素）から構成を自主学習として、調べて

おくこと。 

関連科目 ボランティア論 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
参加態度 40％、企画力 20％、コミュニケーション能力 20％、発表能力 20％で評価する。 

学生への 

メッセージ 
仲間とともに現状打破をしていくチーム学習へと意識を変革する必要が求められる。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 5 階 浅野研究室 

備考 
履修登録をする前に、必ず、活動内容を問い合わせ、相談してから履修して下さい。問い合わせ・相談をせずに履修登録をした場合、登録を

取り消すことがありますので注意してください。 

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 久保 貞也.針尾 大嗣 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

地域を便利にするアプリ開発 

 

学生が最新のデータベース技術とアプリケーション構築（携帯アプリ）の技能を身に付ける。そして、大学近隣の市町村に学生が市民への情

報提供の課題を聞き取り、身に付けた情報技術を活かして自治体が公開しているオープンデータを利用したアプリケーションを開発し、その

成果を検証する。 

到達目標 

・学生が最近の IT 動向を理解している 

・学生が一般ユーザー向けの IT についてその仕組みを説明できる 

・学生が初めて触れた技術を修得するための持続的な学習を行える 

・学生自身が技術的な問題解決のために自学自習できる 

・学生が地域の課題を知るためにインタビュー調査票を作成できる 

・地域が抱える問題に対して情報技術の特性を活かした提案ができる 

授業方法と 

留意点 

データベースに関する勉強会（土曜日開催） 

ヒアリング調査 

開発合宿 

自治体でのプレゼンテーション 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

【授業テーマ】 

地域を便利にするアプリ開発 

 

【内容】 

自治体が保有するオープンデータを用いて、市民の利便性向上に貢献するアプリケーションを開発する。データベース技術を駆使することで

開発期間を短縮しつつ、メンテナンス性が高いサービスの提供を目指す。 

 

 

【方法】 

・データベースに関する勉強会（土曜日開催） 

・ヒアリング調査 

・開発合宿 

・自治体でのプレゼンテーション 

などを一連の流れとし、支援協力をいただいた自治体ごとにプロジェクトチームを構成する。 

 

【事前・事後学習課題】 

プロジェクトのテーマを考慮して、以下の内容について自主的な調査、学習を行う。 

・自治体の情報サービスの現状調査（4 時間×2 回） 

・IT 関連の情報収集（サービス、セキュリティ、生産性向上など）（1 時間×8 回） 

・データベース設計の見直し（3 時間） 

・作成したアプリの動作テスト（2 時間） 

学習課題を遂行する上で必要と思った書籍やソフトウェアなどについては購入を検討する。 

関連科目 
経営関連、マーケティング関連、心理学（消費者）、情報メディア、社会調査、地域経済、観光など広く興味を持って所属学部の科目を受講す

ること。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

技術習得の成長度（グループとしての学び合いを高く評価する） 

自発的な役割の選択 

開発プロセス全体での関与の度合い 

学生への 

メッセージ 

新しい技術は若い人が活用してこそ効果が発揮されます。少しハードルが高そうな課題ですが、社会の課題を最新技術で解決する経験に挑戦

しましょう！ 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階 久保准教授室、針尾准教授室 

備考  

教
養
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 牧野 幸志.久保 貞也 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

学生の学びと地域の総合活性化プロジェクト ～産業、教育、スポーツ、文化など多様な面から地域を総合的に活性化させる～ 

 

地元の産業を活性化させる商品企画、イルミネーションイベント、子供向けのスポーツ教室の企画・運営、社会教育への貢献イベント、地域

文化発信のための広報や展覧会などに主体的に参画し、地域の総合的な活性化を図るとともに、学生が実践的な場で大いに学ぶことを目的と

する。 

到達目標 

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

 

・地域の課題を認識する 

・課題を解決する方法を考える 

・解決策を実行する 

・自らが実行した成果を振り返り、次の行動を設定する 

 

以上のプロセスを主体的に行えるようになることが本プロジェクトの到達目標である。 

授業方法と 

留意点 

学内でのレクチャー（学部講師を含む）、見学会や視察、海外を含む学外者とのオンラインミーティングなどを準備作業として行い、実際のイ

ベント参加や商品企画、調査分析などの実習を行う。 

プロジェクト内は複数のサブプロジェクトを配置する。ただし、改善や比較学習のために複数のプロジェクトの参加も認める。 

参加する学生は「自ら課題を見つけて積極的に動く意識」を重視してすること。 

自主学習時間を活動前(1 時間)と後(2 時間)に取ること。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

【授業テーマ】 

学生の学びと地域の総合活性化プロジェクト ～産業、教育、スポーツ、文化など多様な面から地域を総合的に活性化させる～ 

 

【内容】 

対象予定とするプロジェクトは、カレーに乗せてはいけない福神漬けの続編や販売展開（寝屋川市、京都市ほか）、ビジネスプランコンテスト、

平和教育に関するイルミネーションイベント（枚方市）、大学共同のイルミネーションイベント（茨木市）、スポーツ教室運営（門真市）、地域

の IT スキル測定と教育（摂津市）、歴史資産の展覧会企画（河南町）などである。 

 

 

【方法】 

・メンバー間のディスカッション 

・グループワーク 

・オンラインミーティング 

・博物館や自治体の見学会 

・実地調査 

・企画書や報告書の作成 

・学外でのプレゼンテーション 

など、サブプロジェクトの特徴に合わせて行う。 

 

【事前学習課題】 

地域社会の課題や文化・スポーツに関するニュースや新聞、雑誌、書籍などに目を通す。 

事前学習の自主学習時間は、毎週 1 時間程度とする。その内容をまとめて提出すること。 

 

【事後学習課題】 

プロジェクトの中で見つけた自分の長所と短所への自学自習課題を設定すること。 

事後学習の自主学習時間は、活動後 2 時間程度とする。活動での気づき、反省点などをまとめて提出すること。 

関連科目 
経営関連、マーケティング関連、心理学（消費者）、情報メディア、社会調査、地域経済、観光など広く興味を持って所属学部の科目を受講す

ること。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
準備やイベントの参加数、達成した内容、外部からの評価、および、メンバー間での相互評価、自主学習の提出などから総合的に評価する。 

学生への 

メッセージ 

地域を舞台に自分を試してみたい人をお待ちしています。 

自分の潜在能力を引き出しながら、地域の良さを引き出してください。 

担当者の 

研究室等 
11 号館 7 階 、牧野准教授室、久保准教授室、針尾准教授室 

備考 
活動内で課された課題に対しては，その後の活動の中で評価・解説を行い，フィードバックをする。 

自主学習時間の評価も行います。 

教
養
科
目
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 大塚 正人 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

本プロジェクトでは、連携先調剤薬局と協働し、PBL に参加した学生が、就職関連イベントを企画・運営・実施する事で、学生のコミュニケ

ーション能力、ファシリテーション能力など、人間的な総合力を育成することを目的とする。就職関連イベントに行くのではなく、就職関連

イベントを企画・運営・実施することは、難易度の高い教育プログラムである。その過程で、Active Book Dialog（ABD）の手法を用いてグル

ープ学習を行い、「前に踏み出す力」、「考え抜く力」、「チームで働く力」の 3 つの能力で構成される「社会人基礎力」が向上するように設計し

ている。 

到達目標 

【到達目標】 

現状の就職関連イベントの問題点・ニーズを踏まえた上で、調剤薬局における理想的な就職関連イベントを企画・運営・実施する。 

【プロセス】 

１． 理想的な就職関連イベントとは何かを定義できる。 

２． 現状の就職関連イベントの問題点・ニーズを列挙できる。 

３． 他の PBL プロジェクト参加学生と協働して、就職関連イベントの具体案を企画できる。 

４． 他の PBL プロジェクト参加学生と協働して、就職関連イベントの参加者アンケートやイベント広報を立案できる。 

５． 関係先調剤薬局の担当者とビジネスマナーをわきまえた上で円滑な人間関係を構築できる。 

６． 就職関連イベントの企画・運営・実施を通して、社会にどんな貢献が出来るか主体的に考えられる。 

授業方法と 

留意点 

大学での学びの主役は PBL の受講者である。教員は、PBL の受講者の学びを補助するファシリテーター役に徹するので、いわゆる座学的な講

義は一切行わない。教員は、教科書や教材に書いてある知識の伝達は一切行わない（質問には答えます）。 

具体的には、ABD 読書会方式の受講者の主体的な学び合いを行う。すなわち、各回のテーマに沿ってその内容を各自で学習し、B5 用紙 5 枚に

まとめ、リレープレゼンテーションにて共有する。 

ABD 読書会については、以下の URL を参照のこと。http://www.abd-abd.com/  

講義内容については、Moodle を用いて資料を配付する。また、本講義はアクティブラーニング的手法を積極的に取り入れ、学生が積極的に講

義に参加できるよう工夫する。 

また、大学外での学びについても、振り返りを重視した指導を行う。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

４月 学内研修：まず、チームビルディングを行う。就職関連イベントの目的・方法・成果について具体例を調査・検証・評価する事

により、理想的な就職関連イベントとは何かを定義する。また、企業ブランド・ミッションについて ABD の手法を用いてグループ学習する。 

５月 学内研修：就職関連イベントの現状や課題点などについて具体例を調査・検証・評価する事により、現状の就職関連イベントの

問題点と改善点とは何かを定義する。また、システム思考について ABD の手法を用いてグループ学習する。 

６月 学内研修：理想的な就職関連イベントと現状の就職関連イベントの問題点を比較することで、就職関連イベントの企画のポイン

トを見いだす。また、組織開発について ABD の手法を用いてグループ学習する。 

７月 学内研修：就職関連イベントの具体案を企画する。参加者アンケート、広報ポスター等についても検討する。役割分担を決めた

上で、協働する。 

８月 学内研修：就職関連イベントの具体案を企画する。参加者アンケート、広報ポスター等についても検討する。 

学外研修：阪神調剤ホールディング株式会社を訪問し、就職関連イベント開催に向けて具体的に協議する。役割分担を決めた上で、協働する。 

９月 学内研修：中間報告の準備。パワーポイント作成法、プレゼンテーション法について、ABD の手法を用いてグループ学習する。  

１０月 学内研修：企画した就職関連イベントを実際に学内で実施してみる。必要であれば企画の練り直しを図るファシリテーション力、タ

イムマネジメント力の育成を図る。また、ファシリテーション法について ABD の手法を用いてグループ学習する。 

１１月 学外研修：阪神調剤ホールディング株式会社にて就職関連イベントを実際に行う。役割分担を決めた上で、協働する。 

学内研修：ふりかえりワークショップを行う。 

１２月 学内研修：最終報告の準備。パワーポイント作成法、プレゼンテーション法について、ABD の手法を用いてグループ学習する。 

１月 学内研修：ふりかえりワークショップを行う。成果報告書の作成。 

２月 学内研修：成果報告書の作成。 

 

事前、事後学習課題 について 

事前、事後学習課題についてはその都度指定しますが、時間的には 1 単位あたり週 2 時間の事前、事後学習課題の実施を設定致します。 

関連科目 教養系、キャリア系科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 人を伸ばす力 : 内発と自律のすすめ 
エドワード・L・デシ, リチャー

ド・フラスト 
新曜社 

2 フロー体験 喜びの現象学 
M. チクセントミハイ [著] ; 今

村浩明訳 
世界思想社 

3 
モチベーション 3.0 : 持続する「やる気!(ドライ

ブ!)」をいかに引き出すか 

ダニエル・ピンク著 ; 大前研一

訳 
講談社 

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 
グロービス MBAで教えているプレゼンの技術 : 人を

動かす勝利の方程式 
グロービス ダイヤモンド社 

2 教え上手になる! : 教えと学びのワークブック 関根雅泰 
クロスメディア・パブリッシン

グ 

3 

東大生が書いた議論する力を鍛えるディスカッショ

ンノート 「2 ステージ、6 ポジション」でつかむ「話

し合い」の新発想! 

吉田雅裕 東洋経済新報社 

 

評価方法 

（基準） 

ＰＢＬ活動への参加意欲および貢献度（70％）、学内・学外発表会等への貢献度（30％） 

準備やイベントの参加数、達成した内容、外部からの評価、および、メンバー間での相互評価から総合的に評価する。? 

学生への 

メッセージ 

医療の現場を舞台に自分を試してみたい人をお待ちしています。 

自分の潜在能力を開花させながら、ファシリテーション能力をうまく使ってチームビルディングによる力を引き出して下さい。 

担当者の 

研究室等 
摂南大学枚方キャンパス 薬学部薬学科 生命融合化学分野（１号館５階） 

備考  

教
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 石井 信輝.水野 武 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

マーケティング手法を学び、本学ラグビー部が所属する関西大学ラグビーリーグの PR、リーグ運営サポート、及び本学内におけるラグビー部

の広報活動を行い、大学ラグビーに興味をもってもらうための展開案を構築する。それにより大学ラグビーの新たなファン層拡大の可能性を

探る。将来的には 2019 年ラグビーＷ杯に向けてのインバウンドへと繋げる。 

到達目標 
本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

授業方法と 

留意点 

年間のスケジュールに応じて多様な授業の形態（座学、現地調査）を採用します。また、年度を通じて定期ミーティングを行い、協力団体の

方々と調整しながら活動しますので、発想を柔軟にして何事にも取り組むことが留意点となります。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

以下の手続きで授業を展開する 

 

１．プロジェクトの成果目標と年間スケジュールの共有 

２．マーケティング手法の学習（座学による） 

３．連携先との面談 

４．連携先業務内容の理解、ヒアリングによる課題抽出 

５．学内外におけるラグビーリーグに関するアンケート調査 

６．広報誌制作準備（広報誌は秋季リーグに週刊または隔週で発行） 

７．学内外におけるリーグ戦観戦促進活動、リーグ戦運営補助、PBL 中間報告会、広報誌の発行、来場者への 

  アンケートの実施 

８．まとめと最終報告会 

関連科目 チームビルディング 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
活動報告、活動現場での取り組をもとに評価する。 

学生への 

メッセージ 
積極的に活動してください。 

担当者の 

研究室等 

11 号館 10 階 石井研究室 

７号館３階 水野研究室 

備考 スケジュールに沿って 1 時間程度を目安として、プロジェクト遂行のための自主学習の時間（事前・事後）をとってください。 

教
養
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 田井 義人 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

Ⅰ 授業概要 

・吹田市栄通商店街における地域活性化事業への支援による商店街ブランド作成プロジェクトへの参画（企画・活動・推進・振り返り活動へ

の参画）を行う。 

・当該活動地域は、顧客獲得において対立構造にある商店街、大規模店、コンビニエンスストアが協働している希有な事例であり、TV 等でも

紹介された。 

・2018 年度よりプロジェクト事業拡大によりブランド化を模索・推進している地域である。 

 

Ⅱ 目的 

・シャッター街に代表される商店街の課題を成功例に学生が参画（前述のとおり）することと事前学習によって自ら設定した課題認識との比

較により地域活性化の方法論を学ぶ。 

到達目標 

Ⅰ 到達目標（共通） 

  本プロジェクトでは、参加メンバー・学外連絡先との協働を通して、「主体性を持って前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を

受け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の創造を目指す。 

 

Ⅱ 到達目標（本プロジェクト）：Ⅰの目標を達成するため、以下のいくつかの修得を行うこと。 

（１）課題と課題対応した事例を現場体験することで解決プロセスを列挙できること。 

（２）課題解決のための課題認識と対応策を具体的に提案できること。 

（３）異なる世代間の交流により情報収集のスキルを修得すること。 

（４）成功事例を発展させることで他の事例へのＰＤＣＡスキルを醸成できること。 

（５）行政依存から脱却し地域の市民主体の取り組みの有効性と効果を体験することで自立した政策提案することができること。 

（６）地域住民や商店街関係者との地域活性に尽力する「本気の大人」に出会うことによるコミュニケーション力や「気づき」力を醸成する

こと。 

（７）企画・運営・振り返り資料作成による PPT のスキル、プレゼンテーションスキルを醸成すること。 

（８）企画から振り返りまでの一貫した事業展開への参画による PDCA 活用スキルを修得すること。 

（９）地域活性化に必要な知識と活用による各種ステークホルダ間の調整スキルを修得すること。 

（１０）世代間コミュニケーションスキルを修得すること。 

授業方法と 

留意点 

Ⅰ 授業方法 

・少子高齢化の進展と中心市街地での後継者不足とともに大規模店やコンビニエンスストアの出店によって商店街が衰退している。シャッタ

ーが閉められ人通りがほとんど無くなっている商店街も地域には多く存在する。 

・本プロジェクトは、このような社会状勢のなか、プロジェクトを企画・運営する地域交流拠点（コンビニ２階）を中心に市民が商店街や大

規模店及びコンビニエンスストアとも協働する様々なブランド形成事業に若者である本学学生の視点を取り入れることにより連携先課題であ

るシャッター商店街防止策を企画・活動・推進・振り返りを行う。 

・上記目的の達成のため、大学における事前・事後学習と演習及び地元での課外学習（参画による）によって到達目標へ指導する。 

・事前学習において、課題設定のブレインストーミングを行い出来ればグループ分けを行う。 

 

Ⅱ 留意点 

・上記学習、演習に必ず参加すること。特に他の授業やクラブなどの課外活動との時間調整であるタイムマネジメントに留意すること。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

Ⅰ 授業テーマ：商店街を中心にした地域ブランドの創生 

・事前・事後学習及び講述の課外活動に参画してテーマを達成する事業案の参画 

 

Ⅱ 内容、方法、事前・事後学習課題 

（１）事前・事後学習 

・シラバスに記載した教科書、参考書を元に事前学習を行う。学習課題の設定の参考とする。 

・下記課外活動後、事前学習に使用した教科書を元に課外活動等との比較を行う事後学習を行う。 

・上記を通じて得た「気づき」を発表する。（中間報告会、最終報告会） 

 

（２）参画する課外活動例 

・４月頃：WEB 稼働及び勉強会。吹田祭企画会議実施。（JR 吹田で一番楽しい場として浸透。近隣店舗の参加推進。会員飲食店の営業推進。） 

 

・５月～６月：今後の企画運営検討（エンタメ教室：地域の子育て世帯の参加者推進。商店街ブランド案の検討：栄通りの特色を検討、商店

会は場提供。） 

今後の企画運営検討（落研寄席：近隣住民の参画推進。近隣大学等との連携推進：地域モデルの模索、新しい形での連携で「イケテル商店街」

構築へ 

 

・７月頃：吹田祭推進、応援 

 

・８月以降：エンタメ教室に参加。お茶とお花の教室（親子教室）に参加。落研寄席準備に参加。落研寄席-吹田お笑いグランプリに参加。（予

選エントリー本戦 16 組くらいで決戦、審査員は素人で公平に。継続により商店会のブランドのひとつとなることを目指す。） 

・随時：周辺空き家の活用（古民家を活かしたノスタルジック喫茶店?スタバ）による商店街連携検討。 

 

・９月頃：エンタメ教室実施。（ミニ四駆をテーマに世代間参加を推進。親子で四駆レースを体験。翌年度吹田祭での大会レースを企画。） 

 

・１０月頃：高浜神社 戎祭支援（チラシ配布、各店お店情報掲載、神社から店への誘導）に参加 

 

・１２月～３月頃：今年度事業の振り返りと予算策定に参加。翌年度の向けての WEB 委員会年度計画策定二酸化。エンタメ教室、落研寄席予

算申請・企画開始に参加。 

 

このスケジュール内に中間報告会、最終報告会がある。 

関連科目 地域の持続的発展 地方自治論 地域実践演習 地域貢献実践演習 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 凡人のための地域再生入門 木下斉 ダイアモンド社 

教
養
科
目

286



摂南大学シラバス 2019 

2 
商店街再生の罠 売りたいモノから顧客がしたいコ

トへ 
久繁哲之介 ちくま書房 

3 
商店街はなぜ滅びるのか 社会・政治・経済史から

探る再生の道 
新雅史 光文社新書 

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 

1 イギリスに学ぶ商店街再生計画 足立基浩 ミネルヴァ書房 

2 
その島のひとたちは、ひとの話を聞かない-精神科医

「自殺希少地域」を行く－ 
森川すいめい 青土社 

3    

 

評価方法 

（基準） 
事前事後学習への参加を必修とする。地域での活動内容の発表やプレゼンテーションを通じて評価を行う。 

学生への 

メッセージ 

・教科書 1「凡人のための地域再生入門」の黄色部分は必読です。 

・商店会のメンバは、商店街の発展を通じて地域活性化に努力している「本気の大人」である。彼らとのコミュニケーションを通じて学生個

人のコミュニケーションスキルの醸成と課題設定、解決のプロセスを学ぶ。 

・積極的な活動と活動の糧となる読書を推奨する。 

・当該商店街だけでなく学生が居住する地域の商店街の課題や地域活性化の課題を発見し対策を模索するプロセスを重視する。 

・何よりも商店会が主催する企画会議への出席（参画）が基本である。その他の事業参加も推奨する。 

担当者の 

研究室等 
１号館７階 経済学部 田井義人研究室 

備考 

・事前･事後学習として教科書や参考書の輪読や講評を推奨する。 

・課外活動に参画することを重視する。 

・やみくもに参画するのではなく、情報や知識習得のため教科書、参考書などの熟読を進める。 

教
養
科
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 吉田 佐治子.水野 武 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

【テーマ】 

 社会人サッカークラブ「FC TIAMO 枚方」の活動支援プロジェクト 

 

【概 要】 

 枚方市に所在する社会人サッカークラブ「FC TIAMO 枚方」の活動を支援するための企画を立案・実施する。ホームゲームにおける観戦者

向けにアンケートを実施し、来場者は何に価値を求めてるのを明らかにした上で広報戦略を立案する。また枚方市内における認知率を測定し、

認知度向上に向けた施策を行う。 

 また、２月には摂南大学×FC ティアの枚方主催で子ども向けスポーツフェスタを計画している。 

 

【目的】 

・ホームゲーム来場者が感じる経験価値を測定し、クラブの広報活動に関する提案を行う 

・クラブの広報ポスターを作成し、枚方市内の飲食店等で掲示 

・近隣市内におけるクラブの認知度向上とホームゲーム観戦者数の増加 

到達目標 

・学外の方々向けに通用するビジネスマナーを修得する 

・アンケートの集計を通じ、回答者の傾向を読み取ることができる 

・連携先に企画提案ができる 

・広報活動（飛び込み営業）を通じ、基本的な営業スキルを感得する 

・メンバー間とのディスカッションを通じ、他者を理解・共感することができる 

・締切意識を持ち、「何を、いつまでに、誰が、どうやって」を意識するようになる 

・メンバー間の連絡・返信コメントを行えるようになる 

・プレゼンテーションの準備を通し、PPT の作成スキルが向上する 

授業方法と 

留意点 

「FC TIAMO 枚方」と連携しつつ，学生が中心となって活動するプロジェクトです。 

全員が「自分がやらなければ」という意識を持って取り組んでください。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

【内容】 

 ホームゲーム来場者が感じる経験価値を測定し，クラブの広報活動に関する提案を行う。そのことにより，近隣市内におけるクラブの認知

度向上とホームゲーム観戦者数の増加を目指す。 

 

【方法】 

 ・ホームゲームでのアンケート調査の実施と考察 

 ・連携先へのヒアリングを通じて課題を抽出 

 ・クラブのプロモーション案の展開を作成・評価・検証（連携先の許可により実施） 

 ・近隣市におけるクラブの認知率測定と認知度の向上のための施策を提案 

  

【年間計画（予定）】 

 ４月    マーケティング基礎講座の実施 

       連携先との顔合わせ 

 ５月    ホームゲーム観戦体験 

                     ホームゲーム来場者向けのアンケートの実施 

 ６月    アンケートの集計と結果を踏まえたイベントの企画立案 

 ７月    枚方市・寝屋川市内における認知度調査（プレ調査）の実施 

                     域内商店街での広報活動の実施 

 ８月    ホームゲームでのイベントの実施 

 ９月    枚方市・寝屋川市における認知度調査（ポスト調査）の実施     

   10 月     ホームゲーム運営補助 

       中間報告会 

 12 月     最終報告会とその準備 

   ２月            Sports Festival 

関連科目 全ての科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

全体で行う活動やミーティングへの貢献，自分の役割の遂行，報告書・ホームページ・報告会などの記録・公表，連携先からの評価を総合的

に判断し評価する。 

学生への 

メッセージ 
プロジェクトの成否は，みなさま一人ひとりにかかっています。それぞれが主体的に取り組み，「FC TIAMO 枚方」を盛り立てていきましょう。 

担当者の 

研究室等 

吉田佐治子（７号館３階） 

水野武（７号館３階） 

備考 
学外での活動に際し，事前の準備・事後のまとめ等にかなりの時間を要します。活動によっても異なりますが，一つの活動に対して，それぞ

れ 5?10 時間は必要です。 

教
養
科
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 上野山 裕士 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

テーマ： 

中山間地域における生活支援体制の構築プロジェクト 

 

概 要： 

和歌山県海草郡紀美野町をフィールドに、中山間地域におけるひとり暮らし高齢者の生活をどのように見守り、支えるかについて、地域のキ

ーパーソンに対するヒアリング調査や社会資源調査と地域での生活体験、その他の作業等を通じて考え、生活支援体制の構築に向けての具体

的な活動に取り組んでいきます。 

到達目標 

①中山間地域に暮らす人びとの生活を知り、地域生活やその課題の多様性について説明することができる 

②ひとり暮らし高齢者の生活を見守り、支える方法を検討することで、地域福祉の必要性や相互理解の重要性について考えを述べることがで

きる 

③中山間地域における生活支援体制の構築にかかわる主体について説明することができる 

④「地域の見守り、支え合い」の担い手としての自覚と責任を身につける 

授業方法と 

留意点 

文献、資料等を用いた学内研修と和歌山県海草郡紀美野町における現地調査を実施します。 

具体的には、学内研修（地域について学ぶ）→現地調査（地域について知る）→学内研修（地域について考える）→現地調査（地域のために

活動する）→学内研修（活動を振り返り、評価する）というプロセスを通じ、受講生にとっても地域にとっても意義のある活動となることを

目指します。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

講義では以下の内容に取り組みます（進捗状況によって変更となる場合があります）。 

 

・学内研修：紀美野町の人口・産業・伝統・観光・その他の特性について、地域福祉の考え方について、日常生活支援体制の構築方法につい

て、中間報告会および最終報告会に向けた準備について、等（週一回程度；各回の実施に当たってはテーマに応じた自主学習（1 時間程度）

が求められます） 

 

・地域での活動：地域視察、地域住民との交流、日常生活支援体制構築に向けた実践、等（月一回程度；学外研修後には活動成果の整理およ

び実施意義の分析にかかる自主学習（2 時間程度）が求められます） 

 

・中間報告会、最終報告会：他のプロジェクトと合同で実施（各一回） 

関連科目 なし 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
学内研修および地域での活動への主体的な参加および中間／最終報告会に対する貢献度により評価します。 

学生への 

メッセージ 

ひとり暮らし高齢者の生活を見守り、支える方法について考えることは、すべての地域、たとえば、みなさんが生まれ育った地域にとっても

非常に有意義な取り組みです。 

都会から離れた場所での生活を実際に体験し、くらしを支えるとはどのようなことか、一緒に考えてみませんか？ 

担当者の 

研究室等 
 

備考  

教
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科目名 摂南大学ＰＢＬプロジェクトⅡ 科目名（英文） Project/Problem Based Learning II 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 藤原 京佳.梅野 将之 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO2439a2,L 科：LLO2420a2,D 科・S 科：ILO2426a2,P 科：YLO2421a2,J 科：JLO2437a2,W 科：WLO2422a2,N

科：NLO2418a2 

 

授業概要・ 

目的 

  「異文化理解・交流を通した地域貢献プロジェクト」 

 

留学生を含む参加学生が異文化理解・交流にかかわる活動（オリジナルかるた、ゲーム、文化紹介教材、演劇等）を企画し、寝屋川市国際交

流協会や近隣学校等において実施していく。 

到達目標 

本プロジェクトでは、参加メンバー・学外の連携先との協働を通して、「主体性をもって前向きに取り組む力」、「自分とは異なった価値観を受

け入れる力」、「課題を発見し、解決する力」を身につけるとともに、新しい価値の想像を目指す。 

 

自らの言語・文化資源を活用すると同時に、異なる文化背景をもつ他者と協働し、活動を企画・実行できる。 

学外の活動を通して地域への理解を深め、地域における異文化理解・交流を促すことができる。 

プロジェクトにおける自身の貢献および不足点を分析し、省察することができる。 

授業方法と 

留意点 
さまざま文化背景、価値観をもつ人々と対話・交渉しながら活動を進めていくことになります。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

【内容】 

・週１回のミーティングで活動に関する企画を立案し、進捗等を確認する。 

・寝屋川市国際交流協会および近隣学校と連絡をとり、活動内容や日程を決める。 

・必要に応じて本学国際交流センターにおける活動を企画・実施する。 

・活動内容を報告会等で発表する。 

 

【方法】 

・異文化理解・交流をテーマにした教材、ゲーム等を作成する。 

・作成物を使った活動を地域や国際交流センターで実施する。 

 

【事後学習】 

受講生には活動日誌を配布する。ミーティングおよび各活動後に話し合いや活動の内容、感想、反省点を記録すること。 

プロジェクト終了時に最終レポートを提出してもらう。レポートはプロジェクトを通して学んだこと、自身が貢献できた点、不足していた点

を振り返るものとする。 

関連科目 人文社会系科目全般、外国語科目全般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
ミーティング、報告会、各活動への貢献度 60％、活動日誌およびプロジェクト最終レポート 40％ 

学生への 

メッセージ 

他者を知り、地域を知るは自分自身を知ることにもつながると思います。 

普段自明視している常識、先入観、前提に気づくことから始めてみてください。 

担当者の 

研究室等 
 

備考 自主学習時間の目安は毎週 1 時間。 

教
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科目名 専門日本語ＦⅠ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 塩谷 尚子

ディプロマポリシー
科：Ⅲ○ Ⅳ○ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科：Ｆ○ 科：Ⅲ○ Ⅵ○ 科： ◎ △ △ 科： ◎ 科： ◎ 科：

△ △ 科： ◎ 科： ◎ ◎ 科： ◎ △ ： ◎ △

科目ナンバリング

授業概要・

目的
相手との関係や話す／書く目的、使用する媒体に応じた適切な話し方／書き方ができるようになることを目指す。

到達目標
・相手との関係に応じて話せる／書ける。

・使用媒体に応じた話し方／書き方ができる。

授業方法と

留意点
授業では、 メールの書き方、自己 の書き方、話の展開のさせ方を扱い、解説と練習を中心に進める。

科目学習の

効果（資格）
相手との関係、伝達内容、使用媒体に応じた適切な話し方／書き方ができる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション
授業の説明、様々なコミュニケーション

ツールとその使用
様々なコミュニケーションの形式の復習

メールの書き方１ メールの基本 メールで使われる形式、表現等の復習

メールの書き方２ レポート提出のメール レポート提出に必要な語彙、表現の復習

メールの書き方３ 依頼メール１ 依頼メールに必要な語彙、表現の復習

メールの書き方４ 依頼メール２ 依頼メールの書き方の復習

メールの書き方５ 問い合わせ／質問メール 問い合わせ、質問メールで必要な語彙、表現の復習

話し方１ 話題の変え方 話題を変える時に必要な語彙、表現の復習

話し方２ 話の終わらせ方 話の終わらせ方で必要な語彙、表現の復習

話し方３ 話の広げ方 話の広げ方で必要な語彙、表現の復習

自己 １ 自己 とは何か 自己 で必要な項目を復習

自己 ２ 自己 例の検討、修正１ 自己 で必要な語彙、表現の復習

自己 ３ 自己 例の検討、修正２ 自己 で必要な語彙、表現の復習

自己 ４ 自分の自己 を書く１ 自己 で必要な形式、書き方の復習

自己 ５ 自分の自己 を書く２ 自己 の書き方の復習

総復習 総復習 今学期で学んだことを振り返る。

関連科目 専門日本語 Ⅱ

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
授業内での取り組み（ ％）、提出物（ ％）

学生への

メッセージ
相手、内容、媒体に応じた効果的な話し方／書き方を勉強しましょう。

担当者の

研究室等
号館 階（非常勤講師室）

備考

授業外の質問等には、メールで対応する。

授業の進度や受講生の理解度に応じて授業計画を変更する場合がある。

事前事後学習時間の目安は毎週 時間。

教
養
科
目
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科目名 専門日本語ＦⅡ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 塩谷 尚子

ディプロマポリシー
科：Ⅲ○ Ⅳ○ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科：Ｆ○ 科：Ⅲ○ Ⅵ○ 科： ◎ △ △ 科： ◎ 科： ◎ 科：

△ △ 科： ◎ 科： ◎ ◎ 科： ◎ △ ： ◎ △

科目ナンバリング

授業概要・

目的

相手との関係や話す・書く目的、使用する媒体に応じた適切な話し方・書き方ができるようになることを目指す。

ビジネス場面で使用する日本語表現、異文化ビジネスコミュニケーションについて学ぶ。

到達目標

相手との関係や話す・書く目的、使用する媒体に応じた適切な話し方・書き方ができる。

ビジネス場面で使用する日本語表現を理解し、使用することができる。

異文化ビジネスコミュニケーションについて理解できる。

授業方法と

留意点
教師が準備した資料及びタスクシートをもとに講義、ディスカッション等を行う。

科目学習の

効果（資格）

ビジネス日本語・ビジネスマナー・日本の会社についての知識を得ることによって

日本での就職活動及び就職に必要な知識やスキルを身につけることができる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション

日本語のレベルチェック
授業の説明 授業で確認した語彙、表現の復習

ビジネス日本語１

聞く・話す

ビジネス場面の会話

表現、敬語

ビジネス場面で必要な表現、敬語の復習

授業で提示した課題

ビジネス日本語２

聞く・話す

ビジネス場面の会話

表現、敬語

ビジネス場面で必要な表現、敬語の復習

授業で提示した課題

ビジネス日本語３

聞く・話す

ビジネス場面の会話

表現、敬語

ビジネス場面で必要な表現、敬語の復習

授業で提示した課題

ビジネス日本語４

読む

速読、精読

内容理解

文章に出てきた語彙、表現の復習

授業で提示した課題

ビジネス日本語５

読む

速読、精読

内容理解

文章に出てきた語彙、表現の復習

授業で提示した課題

ビジネス日本語６

書く
ビジネス文書の書き方

ビジネス文書の形式、表現の復習

授業で提示した課題

ビジネス日本語７

書く
メールの書き方

ビジネスにおける メールに必要な形式、書き方の

復習

授業で提示した課題

ビジネス日本語８ 履歴書の書き方
履歴書を書く時に必要な表現の復習

授業で提示した課題

ビジネスマナー 異文化ビジネスコミュニケーション

異文化ビジネスコミュニケーションで必要な項目、

表現の復習

授業で提示した課題

日本の会社１

日本の会社の場面が出てくるドラマ視

聴

内容についてディスカッション

授業で確認した語彙、表現等の復習

授業で提示した課題

日本の会社２

日本の会社の場面が出てくるドラマ視

聴

内容についてディスカッション

授業で確認した語彙、表現等の復習

授業で提示した課題

日本の会社３

日本の会社の場面が出てくるドラマ視

聴

内容についてディスカッション

授業で確認した語彙、表現等の復習

授業で提示した課題

日本の会社と仕事
仕事に関するドラマを視聴し、内容をま

とめる。また、内容について話し合う。
授業で確認した語彙、表現等の復習

総復習・確認テスト 総復習 今学期で学んだことを振り返る。

関連科目 専門日本語 Ⅰ

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
授業の参加度（ ）、課題（ ％）、テスト（ ％）により総合的に判断する。

学生への

メッセージ
授業では積極的に発言することが求められます。

担当者の

研究室等
号館 階（非常勤講師室）

備考
事前事後学習時間の目安は毎週 時間。

授業進度及び参加学生のニーズによって授業内容が多少変更することがある。

教
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科目名 専門日本語Ｒ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 帰国学生対象

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 塩谷 尚子

ディプロマポリシー
科：Ⅲ○ Ⅳ○ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科：Ｆ○ 科：Ⅲ○ Ⅵ○ 科： ◎ △ △ 科： ◎ 科： ◎ 科：

△ △ 科： ◎ 科： ◎ ◎ 科： ◎ △ ： ◎ △

科目ナンバリング

授業概要・

目的
相手との関係や話す／書く目的、使用する媒体に応じた適切な話し方／書き方ができるようになることを目指す。

到達目標
・相手との関係に応じて話せる／書ける。

・使用媒体に応じた話し方／書き方ができる。

授業方法と

留意点
授業では、 メールの書き方、自己 の書き方、話の展開のさせ方を扱い、解説と練習を中心に進める。

科目学習の

効果（資格）
相手との関係、伝達内容、使用媒体に応じた適切な話し方／書き方ができる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション
授業の説明、様々なコミュニケーション

ツールとその使用
様々なコミュニケーションの形式の復習

メールの書き方１ メールの基本 メールで使われる形式、表現等の復習

メールの書き方２ レポート提出のメール レポート提出に必要な語彙、表現の復習

メールの書き方３ 依頼メール１ 依頼メールに必要な語彙、表現の復習

メールの書き方４ 依頼メール２ 依頼メールの書き方の復習

メールの書き方５ 問い合わせ／質問メール 問い合わせ、質問メールで必要な語彙、表現の復習

話し方１ 話題の変え方 話題を変える時に必要な語彙、表現の復習

話し方２ 話の終わらせ方 話の終わらせ方で必要な語彙、表現の復習

話し方３ 話の広げ方 話の広げ方で必要な語彙、表現の復習

自己 １ 自己 とは何か 自己 で必要な項目を復習

自己 ２ 自己 例の検討、修正１ 自己 で必要な語彙、表現の復習

自己 ３ 自己 例の検討、修正２ 自己 で必要な語彙、表現の復習

自己 ４ 自分の自己 を書く１ 自己 で必要な形式、書き方の復習

自己 ５ 自分の自己 を書く２ 自己 の書き方の復習

総復習 総復習 今学期で学んだことを振り返る。

関連科目 専門日本語 Ⅱ

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
授業内での取り組み（ ％）、提出物（ ％）

学生への

メッセージ
相手、内容、媒体に応じた効果的な話し方／書き方を勉強しましょう。

担当者の

研究室等
号館 階（非常勤講師室）

備考

授業外の質問等には、メールで対応する。

授業の進度や受講生の理解度に応じて授業計画を変更する場合がある。

事前事後学習時間の目安は毎週 時間。

教
養
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科目名 ソーシャル・イノベーション実務総論 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 地域志向系

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 石井 三恵

ディプロマポリシー
科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ○ 科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： △ 科： ◎

◎ ◎ 科： ◎ ◎ 科： ◎ ： ◎

科目ナンバリング
科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： 科： 科・ 科： 科： 科： 科：

科：

授業概要・

目的

この授業を通じて学生には、

１） 部門が急速な発展を遂げているビジネス社会にあって、ビジネスパーソン自身のあり方も大きく変わってきていることを理解する。

２）ライフスタイルの変化は、単にキャリアパスを視野に入れるのではなく、個として生きる視点を組み込む必要性を意識せざるを得ないことを

理解する。

３）グローバル社会において必要とされるビジネス実務なならびにビジネス実務能力とは何かを学ぶ。

４）変化するビジネス環境の現状と課題について考察し、社会に貢献し、革新を起こすクリエイティビティを発揮する自らの職業観を確立する。

ようになることが期待される。

なお、講義は担当講師の民間企業社員、自治体職員として業務経験及び、 法人の理事、高等教育での教育ならびに経営の経験を活かした内容

も含まれる。

到達目標

１）ビジネスに必要なビジネス実務能力を理解し、計画的に身に付ける必要性を学ぶ。

２）社会に貢献するためのビジネスという概念から、「異世代・異文化（多様性）を主体的に理解する力」、「地域社会の課題を主体的に発見する

力」、「主体的に課題を解決し、新しい価値を生み出す力」（３つの力）を理解できる。

授業方法と

留意点

第一に学問的探究をもち、偏見なく学ぶ姿勢が必要であり、第二に積極的に参画する意識を持つことを求める。

また、毎回の座学の後、グループワークを通して課題を議論し、もしくは事前に与えた課題に関してのプレゼンテーションを行う。

科目学習の

効果（資格）
「ソーシャル・イノベーション副専攻課程」の「アドバンスト科目」の「共通」分野に位置している科目である。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション

・ソーシャル・イノベーション実務総論

の概要を説明する。

・グループワークならびにプレゼンテー

ションに関して説明する。

・自己紹介後、グループ形成をする。

・事前学修：自己紹介の原案を考えること（２時間）

・事後学修：プレゼンテーション資料を熟読するこ

と（２時間）

ビジネスの定義

・ビジネスとは何かを考察する。

・イノベーションが繰り返し唱えられる

理由について考察する。

・事前学修：テキストの指定個所を熟読し、ノート

にまとめること（２時間）

・事後学修：企業の事例を調べること（２時間）

組織の種類 －営利組織と

非営利組織－

・阪神淡路大震災後、急速に進化した

組織について考える。

・営利組織と非営利組織について、ディ

ベートを行う。

・事前学修： について調べること（２時間）

・事後学修として、営利・非営利組織の対照表を作

成すること（２時間）

ビジネス環境をとらえる①

－経済のグローバル化と高

度情報化－

・グローバル化の明暗について考察す

る。

・事前学修：グローバル化とは何か、新聞記事等の

情報を集めること（２時間）

・事後学修：日本のグローバル化に関する小レポー

トを作成すること（２時間）

ビジネス環境をとらえる②

－地球環境問題と少子高齢

社会－

・地球環境問題とジェンダーエンパワー

メント指数について考察する。

・事前学修：ジェンダーエンパワーメント指数を調

べ、そこから考えたことをまとめること（２時間）

・事後学修：地球市民として考えたことをまとめる

こと（２時間）

ビジネス現場をとらえる

－オフィスからワークプレ

イスへ－

・「四角いオフィスから無限大の空間」

というテーマで自由に考える。

・事前学修：将来の働き方をイメージし、まとめる

こと（２時間）

・事後学修：グループで話し合ったことを主に、個

人の意見をまとめたレポートを作成すること（２時

間）

ビジネス実務能力

・企業等のビジネス組織で必要とされて

いる「ビジネス実務能力」とは何かを理

解する。

・事前学修：働くために必要な知識・スキルはどの

ようなもので、どのように身に付けるかをまとめる

こと（２時間）

・事後学修：自分に必要な「ビジネス実務能力」を

まとめること（２時間）

ビジネス実務の基本① －

仕事の進め方－

・優先順位の付け方等、具体的な進め方

や対応の科学的対処法を学ぶ。

・事前学修：問題プリント①を解くこと（２時間）

・事後学修：問題プリント②を解くこと（２時間）

ビジネス実務の基本②－ビ

ジネスと諸活動－

・自己を取り巻く環境の中で、企業等の

ビジネス組織が展開している諸活動を

理解する。

・事前学修： について調べ、まとめること（２

時間）

・事後学修：一企業の を選び、レポートを作成

すること（２時間）

ビジネス実務の基本③－ビ

ジネスと経営資源－

・経営資源としての人的資源を中心に学

ぶ。

・事前学修：男女共同参画社会に関して調べ、まと

めてくること（２時間）

・事後学修：、ワークライフバランスに関してレポ

ートを作成すること（２時間）

ビジネス実務の基本④－ビ

ジネスと サイクル／マ

ーケティング活動とコスト

パフォーマンス（経理財務）

－

・ サイクルを理解する。

・マーケティングとコストの関係につい

て理解する。

・事前学修：業界内の 社 を比較し、その特徴

をまとめること（２時間）

・事後学修： の必要性の有無に関してレポートを

作成すること（２時間）

自己実現とキャリアプラン

ニング －セルフマネジメ

ントと自己啓発－

・自己啓発の必要性を理解し、ライフデ

ザインの中のキャリアデザインを考え

る。

・社会の中における自己を位置づける。

・事前学修：自己振り返りシートを作成すること（２

時間）

・事後学修：再度自己振り返りシートを作成し、職

業を通した自己意識をまとめること（２時間）

ビジネスプラン①－起業へ

の意識－

・日常生活での不便な点、改善すべき点

を挙げ、提案をするためのグループワー

クを行う。

・事前学修：各自がテーマを見つけること（２時間）

・事後学修：グループ活動においてビジネスプラン

作成とプレゼンテーション準備を行うこと（２時

教
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・ 比較をイノベーションの観点から

行う（とくに に関するもの）。

間）

ビジネスプラン②

・ 比較プレゼンテーションを準備す

る。

・実際に企画を考える。

・事前学修：グループのビジネスプランを発展させ

ること（２時間）

・事後学修：グループ活動においてビジネスプラン

作成とプレゼンテーション準備を行うこと（２時

間）

ビジネスプラン・プレゼンテ

ーション

・作成したビジネスプランに基づいて発

表する。

・事前学修：プレゼンテーション準備を行うこと（２

時間）

・事後学修：最終レポートを作成すること（２時間）

関連科目 「ソーシャル・イノベーション副専攻課程」の科目。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

ビジネス実務総論 全国大学実務教育協会 紀伊国屋書店

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

歳のときに知っておきたかったこと ティナ・シーリグ 阪急コミュニケーションズ

イノベーションと企業家精神 ドラッカー ダイヤモンド社

「デザイン思考」を超えるデザイン思考
ハーバード・ビジネス・

レビュー編集部
ダイヤモンド社

評価方法

（基準）

・グループワーク（ ）、プレゼンテーション（ ）、レポート（ ％）を総合的に評価する。

・毎回、座学ののち、グループワークとプレゼンが繰り返される予定であるので、準備を怠ることがないように注意する。

学生への

メッセージ

私たちが生きている社会を「ビジネス」という視点で見つめなおしたとき、異なったものが見えてきます。私たちの生活を豊かにしてくれる企業

等のビジネス組織へただ何となく参加するのではなく、その実態を理解し、自ら参画することを選びませんか。さまざまな組織ではさまざまな働

き方がありますが、基本はビジネス実務能力が求められています。それを理解したうえで、従来の社会の上に新しい視点を作り上げていきましょ

う。

担当者の

研究室等
７号館５階 教育イノベーションセンター（石井）

備考
予習・復習に毎回２時間以上取り組むこと。ロールプレイ、プレゼンテーション、レポート作成のための学習時間を含め、総時間数で 時間程

度を目安とする。

教
養
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科目名 大学教養応用 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教養特別講義

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 大塚 正人 伊藤 譲 越 希美江 原 由紀子 柳沢 学

ディプロマポリシー
科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ△ 科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： △ 科： ◎ 科：

◎ 科： ◎ ： ◎

科目ナンバリング
科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： ～ 科： ～ 科・ 科： ～ 科：

～ 科： 科： ～ 科： ～

授業概要・

目的

この科目は，プロジェクトベースドラーニング形式で学ぶ，学部の枠を越えた教養応用科目です．初年次の大学教養入門と大学教養実践のステ

ップアップの講座としての位置づけです．

本科目の目的は，自分の未来のためには「学び」を実践していくことが大切であることを知ることにあります．そして，今後の大学での学びにお

いても社会との接点を考えながら学ぶ姿勢を持ってもらうため，大学生として必要な， 年までの世界の目標 などを中心とした教養（社

会、経済、環境等）を身に付けます．また，身につけた知識をもとに考え、未来に向けての実践行動に活かすため、シナリオプランニングを活用

します．

なお，授業担当者伊藤は建設系公団での対外折衝から人材育成まで幅広い実務経験から，社会人としての心がけ，コミュニケーション力の大切

さを学生に伝えることができる．柳沢は大手建築会社における研究開発と設計業務の実務経験から，チームワーク力を学生に伝えることができる．

原由紀子，越希美江は自治体や医療機関等でのファシリテーション講師の実務経験が豊富であり，多様な学生が入り混じった授業の運営を得意と

する．

到達目標

社会課題を考えるための教養として， 年までの世界の目標 について知り，討議することができる．

読書により教養を身につけ，さらに自分が知りたいと思うことについて「テーマ設定」をすることができる．

シナリオプランニングを通して，情報収集の方法を知り，実践できる．論理的思考を知り，実践できる．

論理的でわかりやすく、効果的なプレゼンテーションをすることができる．

ファシリテーション力を身につけ、合意形成を促進するなどチームへの貢献ができる．

チームの中でリーダーシップを発揮し，成果が上がる協働作業に貢献ができる．

授業方法と

留意点

授業では教養を学ぶ過程で，自ら主体的に，仲間と対話を通して理解を深め，表現するための技術等を修得します．学修法として （アクテ

ィブ・ブック・ダイアログ），テーマ設定のための ，未来を検討するためのシナリオプランニング等の協働学習による学びを体験します．こ

の科目では，教員が知識を伝えるのではなく，チームの一員として協働学習に取り組むことにより，人間関係のつくり方，チームワークの仕方，

リーダーシップ，ものごとに対する柔軟な対応力を身につけます．諸君が積極的に参加することが大切となります．

科目学習の

効果（資格）

社会課題を議論するための教養として （ 年までの世界の目標）を知る．自分たちが未来を創る主体であると感じられるようになる．多

様なメンバーと意見を交わしながらシナリオを作成することで，違いを活かし合い新しいものを共創する力を育むことができる．

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス

アイスブレイク

事前アンケート

科目の特徴、どのような力が身につくの

かを知る

シナリオプランニング体験

振り返りシート

を調べる（ 時間以上）

世界を知る教養：

を体感する

カードゲームを実施する．入

門編でも行っているが，そのときとの違

いを知る。

振り返り、振り返りシート

ｓ前文を読み、サマリーの下書きをする（ 時間

以上）

世界を知る教養： 前

文

解説，理解度確認クイズ

協働学習，プレゼン，対話

テーマ設定

振り返り、振り返りシート

設定したテーマをリサーチ、それに関連するアカデ

ミックインパクトもリサーチ

ワークシート作成（ 時間以上）

世界を知る教養： 前

文＋アカデミックインパク

ト

解説，理解度確認クイズ

リサーチの共有

「 年未来タイムズ」を作成

プレゼンテーションを実施．

振り返り、振り返りシート

教科書の を読み、担当のパート部分のサマ

リーの下書きをする（ 時間以上）

世界を知る教養： （ア

ジェンダ ）

解説，理解度確認クイズ

協働学習，プレゼン，対話

テーマ設定

振り返り、振り返りシート

設定したテーマをリサーチ、それに関連するアカデ

ミックインパクトもリサーチ

ワークシート作成（ 時間以上）

世界を知る教養： ｓ（ア

ジェンダ ） アカデミッ

クインパクト

解説，理解度確認クイズ

リサーチの共有

「 年未来タイムズ」を作成

プレゼンテーションを実施．

振り返り、振り返りシート

教科書の を読み、担当のパート部分のサマ

リーの下書きをする（ 時間以上）

世界を知る教養： （ア

ジェンダ ）

解説，理解度確認クイズ

協働学習，プレゼン，対話

テーマ設定

振り返り、振り返りシート

設定したテーマをリサーチ、それに関連するアカデ

ミックインパクトもリサーチ

ワークシート作成（ 時間以上）

世界を知る教養： ｓ（ア

ジェンダ ） アカデミ

ックインパクト

解説，理解度確認クイズ

リサーチの共有

「 年未来タイムズ」を作成

プレゼンテーションを実施．

シナリオプランニングとは講義

振り返りレポート

外部環境リサーチ（ 時間以上）

未来を考える教養： ほぼ確

実な未来を考える

解説、

課題の共有，提出

協働学習

振り返り、振り返りシート

外部環境リサーチシート作成（ 時間以上）

未来を考える教養： 不確実

な未来を考える①

課題の共有，提出

協働学習

年後の未来シナリオづくり

外部環境リサーチシート作成（ 時間以上）
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振り返り、振り返りシート

未来を考える教養： 不確実

な未来を考える②

課題の共有，提出

協働学習

年後の未来シナリオ完成

振り返り、振り返りシート

グループでシナリオ完成（ 時間以上）

未来を考える教養： 不確実

な未来を考える③

課題の共有，提出

協働学習、プレゼンテーション講義

年後の機会、脅威、対応策検討

振り返り、振り返りシート

ポスター作成，プレゼンテーション準備（ 時間以

上）

未来を考える教養： プレゼ

ンテーション

プレゼンテーション実施，質疑応答

プレゼンテーション相互評価

振り返り、振り返りシート

自己の行動計画案作成（ 時間以上）

未来を考える教養：未来に向

けての行動計画作成

課題の共有，協働学習，対話

ワールドカフェ実施、行動計画完成

振り返り、振り返りシート

振り返りレポート 回目（ 時間以上）

全体振り返り
全体を通しての学びの整理、共有，振り

返り
振り返りレポート 回目（ 時間以上）

関連科目 摂南大学で開講されている科目のすべて

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

アジェンダ前文 国連

未来を変える目標 アイデアブック 蟹江憲史 紀伊國屋書店 円（税別）

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

・取り組み姿勢（チーム： ％）

・新聞作り／発表（チーム： ％）

・振り返りレポート 回（個人： ％） ・振り返りシート（個人： ％）

・理解度確認クイズ（個人： ％）

・外部環境リサーチ 回（ ）

以上の評価点の合計で ％以上を合格とする．期末試験は実施しない．

なお，成績評価の対象は原則として出席率 以上の学生とする．

学生への

メッセージ

この授業では，すべての学部の学生が，学部・学科の垣根を越えたグループをつくり協働学習を行います．この授業を履修することで，大学生

として未来を創っていくための教養，コミュニケーション力，ファシリテーション力，学習方法が身に付き，さらに学部，学科を超えたたくさん

の友人をつくることもできるでしょう．

担当者の

研究室等

大塚正人（薬学部 号館 ，伊藤譲（ 号館 ），柳沢学（ 号館 ），喜多大三（ 号館 ），水野武（ 号館 ），原由紀子（非常勤講師室），

越希美江（非常勤講師室）

備考
バインダーを用意し、資料を管理します．この科目はアクティブラーニング入学式～キックオフセミナー～大学教養入門～大学教養実践Ⅰからつ

ながる科目です．教養を身につけながら学習法を修得することを期待しています．また，学部や学科を越えた多くの友人を見つけてください．
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科目名 大学教養実践 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教養特別講義

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 伊藤 譲 越 希美江 原 由紀子 藤林 真美 柳沢 学

ディプロマポリシー
科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ△ 科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： △ 科： ◎ 科：

◎ 科： ◎ ： ◎

科目ナンバリング
科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： ～ 科： ～ 科・ 科： ～ 科：

～ 科： 科： ～ 科： ～

授業概要・

目的

この科目は，チームで協働し，対話を通し学びを深める形式で学ぶ学部の枠を越えた教養実践科目です．前期の大学教養入門のステップアップ

講座としての位置づけです．

本科目の目的は，大学生として必要な教養として，文学，社会学や経済学の基礎知識を身につけ，その知識をもとに協働学習により社会課題の解

決を体験します．そうすることで，教養としての知識を実社会での実践にむすびつけることを目指します．

なお， 授業担当者伊藤は建設系公団での対外折衝から人材育成まで幅広い実務経験から，社会人としての心がけ，コミュニケーション力の大

切さを学生に伝えることができる．柳沢は大手建築会社における研究開発と設計業務の実務経験から，チームワーク力を学生に伝えることができ

る．原由紀子，越希美江は自治体や医療機関等でのファシリテーション講師の実務経験が豊富であり，多様な学生が入り混じった授業の運営を得

意とする．

到達目標

大学生として必要な教養レベルを身につけ，実践的に討議することができている．

による読書法を身に付けている

により，自分が知りたいと思うことのテーマ設定ができるようになる．

人間関係のつくり方，チームワーク能力，リーダーシップを身に付けることができる．

論理的でわかりやすいプレゼンテーションをすることができる．

ファシリテーションの基礎能力を身に付け，協働学習を進めることができる．

授業方法と

留意点

授業では教養を学ぶ過程で，自ら主体的に，仲間と対話を通して理解を深め，表現するための技術等を修得します．大学生として必要な教養を

身につけ，身につけた教養，知識をもとに，社会課題の解決策を協働学習により検討します．この科目では，これまでの授業とは異なり，教員が

知識を伝えるのではなく、チームの一員として協働学習により自ら知識や考え方を身につけることにあるので，諸君が積極的に参加することが大

切です．

科目学習の

効果（資格）
大学生に必要な教養の知識が身につき それを元に社会課題について討議できる． 法等の協働学習の方法が身につく．

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス

アイスブレイク

事前アンケート

科目の特徴、どのような力が身につくの

かを知る

チームづくり＋振り返りの大切さ

「星の王子さま」 章 章を読み、サマリーの下

書き 時間以上）

教養としての文学に触れ

る：「星の王子さま」

教科書の紹介，概要

による学習の進め方の説明

にチャレンジ

振り返り、振り返りシート

「星の王子さま」 章 章を読んでサマリーの下

書き 時間以上）

教養としての文学に触れ

る：「星の王子さま」

解説

協働学習，プレゼン，対話

振り返り、振り返りシート

「星の王子さま」 章 章を読んでサマリーの下

書き 時間以上）

教養としての文学に触れ

る：「星の王子さま」

解説

協働学習，プレゼン，対話

により、探求テーマだし

振り返り、振り返りシート

探求テーマのリサーチ，検討 時間以上）

教養としての文学に触れ

る：中間成果発表

解説

前回課題の共有、対話

ポスター作成

プレゼン，質疑応答

振り返り、振り返りシート

振り返りレポート 回目

「未来の年表」 を読み、サマリーの下書きを

する 時間以上）

教養として社会課題を知

る：「未来の年表」

教科書の紹介

解説

協働学習，プレゼン，対話，

理解度確認クイズ，振り返りシート

「未来の年表」 から、重要なキーワードとキ

ーセンテンスを抜き出し調べてくる 時間以上）

教養として社会課題を知

る：「未来の年表」

キーワードの共有、解説

による探求テーマだし

大切な質問作り

振り返り、振り返りシート

探求テーマの調査 時間以上）

教養として社会課題を知

る：「未来の年表」

探求テーマの調査の共有、提出

テーマ別ポスター作り

プレゼンテーションを実施する

相互評価、振り返り、振り返りシート

「未来の年表」 を読み、サマリーの下書き

をする 時間以上）

教養として社会課題を知

る：「未来の年表」

解説、

協働学習，プレゼン，対話，

理解度確認クイズ，振り返り

振り返り、振り返りシート

「未来の年表」 から、重要なキーワードと

キーセンテンスを抜き出し、調べてくる 時間以

上）

教養として社会課題を知

る：「未来の年表」

キーワードの共有、解説

による探求テーマだし

大切な質問作り

振り返り、振り返りシート

探求テーマの調査 時間以上）

教養として社会課題を知

る：「未来の年表」

探求テーマの調査の共有、提出

テーマ別ポスター作り

プレゼンテーションを実施する

振り返り、振り返りレポート

「未来の年表」第２部を読む 時間以上）

教養として社会課題を知

る：「未来の年表」

自分たちで解決策を考えたい社会課題

テーマを決める

理解度確認クイズ，振り返り

振り返り、振り返りレポート

解決策の検討 時間以上）
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教養として社会課題を知

る：「未来の年表」

解決策を検討、ポスター作成

プレゼンテーション準備

振り返り、振り返りレポート

ポスター作成、プレゼンテーション準備 時間以

上）

教養として社会課題を知

る：最終発表

ポスター作成

発表・質疑応答

振り返り、振り返りレポート

振り返りレポート 回目 時間以上）

全体振り返り
全体を通しての学びの整理、共有，振り

返り
振り返りレポート 回目 時間以上）

関連科目 摂南大学で開講されている科目のすべて

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

星の王子さま サン＝テグジュペリ 新潮文庫 円

未来の年表 河合雅司 講談社現代新書 円

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

・取り組み姿勢（チーム： ％）

・ポスター／発表（チーム： ％）

・振り返りレポート 回（個人： ％） ・振り返りシート（個人： ％）

・理解度確認クイズ（個人： ％）

以上の評価点の合計で ％以上を合格とする．期末試験は実施しない．

なお，成績評価の対象は原則として出席率 以上の学生とする．

学生への

メッセージ

この授業では，すべての学部の学生が，学部・学科の垣根を越えたグループをつくり協働学習を行います．この授業を履修することで，大学生

としてふさわしい教養の基礎，コミュニケーション力，ファシリテーション力，と学習方法が身に付き，さらに学部，学科を超えたたくさんの友

人をつくることもできるでしょう．

担当者の

研究室等

伊藤譲（ 号館 ），柳沢学（ 号館 ） 大塚正人（薬学部 号館 ，喜多大三（ 号館 ），藤林真美（総合体育館 ，水野武（ 号館 ，

原由紀子（非常勤講師室），越希美江（非常勤講師室）

備考
バインダーを用意し、資料を管理します．この科目は前期の大学教養入門と同じスタイルの教養を学びながら学習法を身につけることを期待した

科目です．また，学部や学科を越えた多くの友人を見つけてください．
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科目名 大学教養入門 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教養特別講義

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 荻田 喜代一 伊藤 譲 大塚 正人

ディプロマポリシー
科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ△ 科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： △ 科： ◎ 科：

◎ 科： ◎ ： ◎

科目ナンバリング
科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： ～ 科： ～ 科・ 科： ～ 科：

～ 科： 科： ～ 科： ～

授業概要・

目的

本科目は学部の枠を越えた教養入門科目です．本科目の目的は，大学生としての教養を身に付けるスタートラインに立つことにあり，自らが主体

的に知識を獲得し，対話を通して理解を深め，表現するための技術等を修得することです．授業では教養の入門書を用いて （アクティブ・ブ

ック・ダイアログ）読書法や協働学習の習慣を身に付けるとともに，チームワーク能力，コミュニケーション能力等を身に付けることを目指しま

す．

なお，授業担当者伊藤は建設系公団での対外折衝から人材育成まで幅広い実務経験から，社会人としての心がけ，コミュニケーション力の大切

さを学生に伝えることができる．柳沢は大手建築会社における研究開発と設計業務の実務経験から，チームワーク力を学生に伝えることができる．

藤林真美は医療機関での運動指導の業務に従事した実務経験から，対話力を学生に伝えることができる．

授業担当者伊藤は建設系公団での対外折衝から人材育成まで幅広い実務経験から，社会人としての心がけ，コミュニケーション力の大切さを学

生に伝えることができる．柳沢は大手建築会社における研究開発と設計業務の実務経験から，チームワーク力を学生に伝えることができる．石井

は企業，自治体， の運営等の実務経験から社会人基礎力全般の教育を専門としている．

到達目標

大学生に必要な教養の基礎知識を身に付けている

による読書法を身に付けている

チームワーク能力を身に付け，対話を通じた協働学習をすることができる

ｓと について基礎的な知識を身に付けている

読書の意義を理解して読書習慣を身に付けている

コミュニケーション能力を身に付け，自分の考えを相手に伝え，相手の考えを理解することができる

授業方法と

留意点

授業では教養を学ぶ過程で，自ら主体的に，仲間と対話を通して理解を深め，表現するための技術等を修得します．教養の入門書を用いて

（アクティブ・ブック・ダイアログ）学修法を中心として，読書，対話，発表等の協働学習による学びを体験します．この科目では、これまでの

授業とは異なり、教員が知識を伝えるのではなく、チームの一員として協働学習により自ら知識や考え方を身につけることにあるので，諸君が積

極的に参加することが大切です．

科目学習の

効果（資格）
大学生に必要な教養の基礎知識が身につく． 法等の協働学習の方法が身につく．

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス

「大人の教養」序章 私たち

はどこから来て、何処へ行く

のか

アイスブレイク

事前アンケート

科目の特徴，どのような力が身につくの

か

「教養とは何か？」

の体験

「おとなの教養」第二章を読むこと 時間以上）

教養入門：「大人の教養」

第二章 宇宙

教科書の紹介，概要

チーム作り，授業の約束事

による学習の進め方の説明

法に挑戦「第二章 宇宙」

「おとなの教養」第六章を読むこと 時間以上）

教養入門：第六章 歴史

解説

協働学習，対話

理解度確認クイズ，振り返り

「おとなの教養」第四章を読むこと 時間以上）

教養入門：第四章 人間と病

気

解説

協働学習，対話

理解度確認クイズ，振り返り

「おとなの教養」第一章を読むこと 時間以上）

教養入門：第一章 宗教

解説

協働学習，対話

理解度確認クイズ，振り返り

中間発表テーマの決定

中間発表の下調べ、ポスターの案（ 時間以上）

教養入門：中間成果発表

ポスター作成の説明

プレゼン、質疑応答

振り返り

ポスターの改善、プレゼンの改善

振り返りレポート 回目（ 時間以上）

教養入門：中間成果発表

ポスター改善

発表・質疑応答

振り返り

ｓとは何か調べる（ 時間以上）

世界を知る教養：国連サステ

イナブルディベロップメン

トゴールズ

の概要

ｓゲーム

理解度確認クイズ，振り返り

チーム学習の振り返り（ 時間以上）

世界を知る教養：国連サステ

イナブルディベロップメン

トゴールズ

ｓとは何か

ワールドカフェ方式対話

理解度確認クイズ，振り返り

とは何かを調べる（ 時間以上）

世界を知る教養：国連アカデ

ミックインパクト

国連の役割と歴史

本学の取り組み

理解度確認クイズ，振り返り

振り返り学習：割り当て個所全体の読み返し（ 時

間以上）

自分を知る教養：岸見著「ア

ドラー心理学入門」

第二章 アドラー心理学の育

児と教養

教科書の紹介、はじめに

解説

協働学習、プレゼン、対話

理解度確認クイズ，振り返り

「アドラー心理学」第二章まで読むこと 時間以

上）

自分を知る教養：

第四章 アドラー心理学の基

礎理論

解説

協働学習、プレゼン、対話

理解度確認クイズ，振り返り

「アドラー心理学」第四章を読むこと 時間以

上）

自分を知る教養：

第五章 人生の意味を求め

て

解説

協働学習、プレゼン、対話

理解度確認クイズ，振り返り

中間発表テーマの決定

「アドラー心理学」第五章を読むこと 時間以

上）

自分を知る教養：中間成果発 ポスター作成 振り返りレポート２回目
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表 発表・質疑応答

振り返り

（ 時間以上）

大学教養入門：まとめ
グループワーク「教養とは何か？」

事後アンケート

振り返りレポート３回目

（ 時間以上）

関連科目 摂南大学で開講されている科目のすべて

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

おとなの教養 池上彰 出版

アドラー心理学入門 岸見一郎 ベストセラーズ

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

・取り組み姿勢（チーム： ％）

・ポスター／発表（チーム： ％）

・振り返りレポート 回（個人： ％）

・理解度確認クイズ（個人： ％）

以上の評価点の合計で ％以上を合格とする．期末試験は実施しない．

なお，成績評価の対象は原則として出席率 以上の学生とする．

学生への

メッセージ

この科目は全国に先駆けて実施する摂南大学独自の教養科目です．授業では，すべての学部の学生が，学部・学科の垣根を越えたグループをつ

くり協働学習を行います．この授業を履修することで，大学生としてふさわしい教養の基礎と学習方法が身に付き，さらに学部，学科を超えたた

くさんの友人をつくることもできるでしょう．

担当者の

研究室等

荻田喜代一（ 号館 ，副学長室），伊藤譲（ 号館 ），柳沢学（ 号館 ） 大塚正人（薬学部 号館 ，藤林真美（総合体育館１ ，久保

貞也（ 号館 ），寺内睦博（ 号館 ），石井三恵（ 号館 ）

備考
この科目は，入学式～キックオフセミナーからつながる科目です．教養を身につけながら学習法を身につけることを期待しています．また，学部

や学科を越えた多くの友人を見つけてください．

教
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科目名 ダイバーシティとコミュニケーション 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教養特別講義

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 石井 三恵

ディプロマポリシー
科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ△ 科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： △ 科： ◎ 科：

◎ 科： ◎ ： ◎

科目ナンバリング
科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： ～ 科： ～ 科・ 科： ～ 科：

～ 科： 科： ～ 科： ～

授業概要・

目的

この授業を通じて学生には、

１）グローバル社会では、日本人の従来の常識では予測のつかない疑問点が溢れていることを知る。

２）「境界線」も一つの視野では理解できないことをわかる。

３）さまざまな差異を理解するためには、ダイバーシティ（多様性）を尊重し、受け入れ、積極的に活かすことが大切であることを事例を通して

学ぶ。

４）ジェンダーの基本的理解はもちろん、ビジネスにおけるダイバーシティマネジメントをジェンダー視点で俯瞰する。

容認ることが期待される。

なお、講義は担当講師の民間企業社員、自治体職員として業務経験及び、 法人の理事、高等教育での教育ならびに経営の経験を活かした内容

も含まれる。

到達目標
ダイバーシティ理解に欠かせないコミュニケーション手法の一つであるアサーティブネス理論を中心に理解を促進させ、そのスキルを学ぶことに

よって社会生活に活かすことを目標とする。

授業方法と

留意点
第一に学問的探究をもち、偏見なく学ぶ姿勢が必要であり、第二に積極的に参画する意識を持つことを求める。

科目学習の

効果（資格）

・ダイバーシティマネジメントにおける社員教育の在り方を理解することができる。

・「ソーシャル・イノベーション副専攻課程」の「アドバンスト科目」の「共通」分野に位置している科目である。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション
・ダイバーシティの世界へようこそ

・政策提言へ向けて

・事前学修：ダイバーシティに関して、調べること

（１時間）

・事後学修：身近なダイバーシティに対する気づき

に関してレポートを作成すること（３時間）

ダイバーシティと境界線 ・ウチとソトの感覚

・事前学修：私たちの周りにある伝統や習慣につい

て考えること（２時間）

・事後学修：「ウチとソト」に関するレポートを作

成をすること（２時間）

ジェンダー視点

・フェミニズム×女性学＋男性学＝人間

学

・時代を生きた女性たち 名に関して調

査

・事前学修：フェミニズムの歴史的背景を理解し、

近年話題のエコフェミニズムについて調べること

（２時間）

・事後学修：活躍した女性たちに関してグループで

文献調査し、まとめること（２時間）

日本の近代化

・明治の落とし物

・グループで時代を生きた女性たちに関

するプレゼンテーション

・事前学修：明治・大正・昭和の歴史年表を作成す

ること（２時間）

・事後学修：明治・大正・昭和の世相と時代を文学

の世界から垣間見ることによって、現代にも残存し

ている慣習に関してレポートを作成すること（２時

間）

国際統計比較
・ジェンダーギャップ

・ジェンダーエンパワーメント指数

・事前学修：国際的統計から、日本の置かれた位置

を確認し、何が問題であるか考えること（２時間）

・事後学修：国際的統計から理解できたことに関し

てレポートを作成すること（２時間）

性役割の形成①
・発達段階における「刷り込み」

・ デート

・事前学修：性役割を理解し、幼児期から振り返る

こと（２時間）

・事後学修：自らの「刷り込み」体験に関するレポ

ートを作成すること（２時間）

性役割の形成②

・結婚と母性信仰

・妊娠と出生前診断

・優生保護法と母体保護法

・「親になること」と「親であること」

の相違

・事前学修：共同作業である結婚の意味を見直すと

同時に、親役割に関して考えること（２時間）

・事後学修：自らの結婚観に関するレポートを作成

すること（２時間）

「らしさ」とセクシャル・ポ

リティクス

・ 字型労働力率曲線とビジネスマイン

ドの形成

・格差と二極分化

・事前学修：日本と世界を比較しながら、女性労働

について考えること（２時間）

・事後学修： 字型労働力率曲線の底を上げるため

の提言レポートを作成すること（２時間）

男女共同参画社会とワーク

ライフバランス

・ジェンダーマネジメント

・働き方改革

・事前学修：ワークライフバランスとは何か、政府

の見解を調べること（２時間）

・事後学修：ワークライフバランスが必要な理由を

まとめ、レポートを作成すること（２時間）

中間プレゼンテーション
・各自決めたテーマに関して調査考察し

た結果を発表する

・事前学修：調査考察し、発表準備をすること（２

時間）

・事後学修：議論した結果などを加筆し、最終プレ

ゼンに向けて練習すること（２時間）

アサーティブネス理論①

・世界中でアサーティブネスが用いられ

る理由

・政策提言へ向けての中間レポート提出

・事前学修：アサーティブネスについて調べること

（２時間）

・事後学修：アサーティブに話す練習をすること（２

時間）

アサーティブネス理論②
・スキルの必要性を理解し、身に付ける

ことを試みる

・事前学修：アサーティブネス理論を実生活に活か

す事例を考えること（２時間）

・事後学修：アサーティブネス理論を使うことによ

る自身の変化についてレポートを作成すること（２

時間）
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ダイバーシティマネジメン

ト①
・企業比較から政策提言へ

・事前学修：企業が必ず取り入れているダイバーシ

ティマネジメントについて、事例研究すること（２

時間）

・事後学修：興味のある企業のダイバーシティマネ

ジメントに関してダイバーシティの視点からの政

策提言に関するレポートを作成すること（２時間）

ダイバーシティマネジメン

ト②

・政策提言プレゼンテーション

・自由討議

・事前学修：事例研究した内容をプレゼンテーショ

ンできるよう練習すること（２時間）

・事後学修：事例研究した内容をより上手くプレゼ

ンテーションできるよう練習すること（２時間）

まとめ
・最終レポート提出

・まとめ

・事前学修：ダイバーシティ・マネジメントについ

て述べられるようまとめること（２時間）

・事後学修：ダイバーシティ・マネジメントが必要

である理由について述べられるようまとめること

（２時間）

関連科目 「ソーシャル・イノベーション副専攻課程」の「アドバンス科目」の「共通」分野に位置している科目である。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

共に学ぶ女性学 石井三恵 泉文堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

ジェンダーで学ぶ社会学 伊藤公男 世界思想社

よくわかるジェンダー・スタディーズ 木村 涼子 他 ミネルヴァ書房

性と法律 角田 由紀子 岩波新書

評価方法

（基準）
ロールプレイ（ ）、プレゼンテーション（ ）、レポート（ ％）を総合的に評価する。

学生への

メッセージ

皆さんの身近に存在している不思議を解き明かすカギが女性学、フェミニズム、ジェンダー論、そしてダイバーシティにあります。私たちは生ま

れも育ちも異なることから考え方も異なるように、外国の方にもにそれが当てはまり、みな同じ問題を抱えています。社会的弱者と呼ばれる私た

ちの身近な事例を通して、人としての生きる権利とは何かを考えてみませんか。

担当者の

研究室等
７号館５階 教育イノベーションセンター（石井）

備考
予習・復習に毎回２時間以上取り組むこと。ロールプレイ、プレゼンテーション、レポート作成のための学習時間を含め、総時間数で 時間程

度を目安とする。

教
養
科
目

303



摂南大学シラバス 2019 

科目名 地域貢献実践演習 科目名（英文） Practical Training for Social Innovation 

学部 学部共通 学科 地域志向系 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 鶴坂 貴恵.石井 三恵.上野山 裕士.藤林 真美.水野 武 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ○,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,DP5△,DP6△,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J

科：DP1◎,DP6◎,DP7◎,W 科：DP1◎,DP7◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：TLO3440a2,L 科：LLO3421a2,D 科・S 科：ILO3427a2,P 科：YLO3422a2,J 科：JLO3438a2,W 科：WLO3423a2,N

科：NLO3419a2 

 

授業概要・ 

目的 

この授業は、ソーシャルイノベーション副専攻課程における総仕上げ科目です。 

これまで、講義やフィールドワークで見つけた学びを総合的に活かして、地域の課題により深く関与し、課題の解決を導くための計画策定か

ら、実施、検証にいたるまでを、学生が主体的に取り組みます。 

その過程のなかで、理論と実践を結び付け方を体験を通じて学び、新たな成長につなげていくことが目的です。 

具体的にはグループ単位で地域担当者と密に連携しながら、課題の抽出から解決までの年間計画を立て、現地で実践と振り返りをくりかえし

ながら、当初立てた目的達成にチャレンジしていきます。 

到達目標 

①これまで学んだ理論を実践に結び付けて、考察し行動することができる。 

②課題発見から解決までの PDCA サイクルを回すことができる。 

③チームで活動することができる。 

④チーム内ので役割行動ができる。 

⑤地域の多様性、独自性などを理解した上で、解決策を提示することができる。 

授業方法と 

留意点 

この授業はグループワークで行います。 

・学生が主体的に地域の課題を解決するため、フィールドに赴き活動を行います。 

・中間発表会、最終報告会での発表（チーム単位）、個人別レポートの作成が課せられます。 

・チームで活動を行うため、コミュニケーションを密にし、役割行動ができることが求められます。 

・社会に出れば、必ず求められる「報告、連絡、相談」を実践し、チームで情報共有しながら連携先との相互理解を図り、課題解決のための、

計画策定から実施、振り返りまで、途中で投げ出すことなく取り組むことが求められます。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

 この授業は学生がチームごとに主体的にフィールドワークを行っていきますが、月に１度程度、共有を図り、進捗状況の確認を行います。 

 チームで活動したときには、必ず日誌を作成し、担当教員、連携先、チームメンバーに共有をしてください。 

 また、課題や問題が発生した時には、必ず担当教員に相談をしてください。 

  

 月に１度程度のミーティングの年間スケジュールは第１回目に提示します。 

 

 

 第 1 回 4 月 18 日（木） 6 時間目 オリエンテーション ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ内容や進め方の説明を行います 

 履修者は必ず出席してください。 

関連科目 ソーシャルイノベーション副専攻課程関連科目 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 
活動の取組（自己評価、相互評価、連携先からの評価等）50％、発表会での発表（中間、最終）20％、レポート 30％ 

学生への 

メッセージ 
PBL より、さらに踏み込んだ活動を行い、応用力や実践力をつけましょう！ 

担当者の 

研究室等 
 

備考 

【事前学習】活動を実施するまでには、チームで議論し役割分担を決め準備を行います。またミーティング等活動をしたときは活動記録を作

成ください。そのためには 1 時間～４時間程度の自主学習時間が必要となります。 

【事後学習】活動を行った後は、結果をまとめ、チームでミーティングを行い振り返りをしてください。また全体ミーティングに備えて、ス

ライドの作成をしてください。この場合も活動記録を作成してください。これらの活動に１～4 時間程度の自主学生時間が必要となります。 

教
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科目名 地域と私 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 地域志向系

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者
鶴坂 貴恵 石井 三恵 稲地 秀介 上野山 裕士 久保

貞也 田中 結華 藤林 真美

ディプロマポリシー
科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ○ 科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： △ 科： ◎

◎ ◎ 科： ◎ ◎ 科： ◎ ： ◎

科目ナンバリング
科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： 科： 科・ 科： 科： 科： 科：

科：

授業概要・

目的

「地域」に焦点を当てて学ぶ意義を理解し、地域ではどのような課題が存在しているかを学ぶために、テーマごとに学習をします。その後、体験

学習では過疎地域である由良町を対象として、由良町の現状と課題を知った上で、現地に赴いて、グループ単位で調査の上、解決策を考え発表し

ます。

この授業は、講義のテーマによって担当教員が変わるオムニバス授業です。

また由良町役場の行政担当者や地元事業者などの実務経験者より、由良町の現状や課題、現在取り組んでいる対応策について講義があります。

到達目標

・地域のことを学ぶ意義を理解する。

・地域の課題を理解する。

・地域の課題について解決策を提案できる。

・グループ内で相互理解を図りながら活動できる。

・グループの中で自分の役割を理解しながら活動できる。

授業方法と

留意点

グループで議論等をした上で、グループごとに発表、レポートの作成といったグループワークが中心の授業です。

第２回目、３回目は外部講師による体験型の研修となります。

第 回目は和歌山県由良町での体験学習となります。

グループワークで学習を進めて行きますので、グループのメンバーに迷惑がかからないよう責任のある行動をしてください。

科目学習の

効果（資格）

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション

月１３日（土） 時間目

到達目標や授業方法、成績評価方法等に

ついて説明します。

地域のことを学ぶ意義を解説します。

（鶴坂）

【事前学習】

シラバスをみて、内容を確認する。

地域のことを学ぶことについて自分なりに考える

（ 時間）

【事後学習】

地域という視点で新聞等のニュースを探し、読み、

自分なりの意見を考える（ 時間）

自己の探求

月２０日（土）

自己理解を深め、他者への配慮をしなが

ら主体的に行動できるための体験型セ

ミナーを受講します。

外部講師・鶴坂）

体験型セミナーでの気づきをまとめる（ 時間）

自己の探求

月２１日（日）

自己理解を深め、他者への配慮をしなが

ら主体的に行動できるための体験型セ

ミナーを受講します。

（外部講師・鶴坂）

体験型セミナーでの気づきを今後、どのように活か

すかを考え、レポートをまとめる（２時間）

今、地域で何が起きているか

５月１８日（土）１限

人口減少時代の都市・地域の問題や課題

について解説し、地域貢献活動の重要性

について考えます。

（鶴坂）

【事前学習】

キーワード「消滅可能性都市」について調べる（

時間）。

【事後学習】由良町の現状と人口減少等の地域の問

題を結びつける。その上で由良町での人口減少の理

由を考え、グループでレポートをまとめる（ 時間）

由良町関係者の講演

５月１８日（土）２限

和歌山県由良町役場の方に来学いただ

き、観光、環境・防災、スポーツ・文化、

地域医療の各領域の現状や課題をお聞

きします。（鶴坂、稲地、藤林、上野山）

【事前学習】

和歌山県由良町の概要を調べる（ 時間）

【事後学習】

和歌山県由良町の課題をまとめグループでレポー

トをまとめる（ 時間）

地域経済・経営

－地域の観光・ブランディン

グ－

５月１８日（土）３限

観光資源を活用した地域経済の活性化

と地域のブランディングについて学習

し、都市部と過疎地域での取組の違いを

議論します。

（鶴坂・久保）

【事前学習】

地域資源を活用した観光によるまちおこしの事例

を調べる（ 時間）

【事後学習】

由良町の観光の目玉を考え、グループでレポートを

まとめる（ 時間）

地域環境・防災

－空き家の現状と課題－

６月１日（土）１限

大都市周辺市街地と地方農山村部とで

は空き家を取り巻く状況は異なります。

地域特性ごとに異なる空き家の現状と

課題を学習し、寝屋川市や和歌山県下の

市町村などを対象とした空き家対策な

どについて議論します。

（稲地）

【事前学習】

授業前に国内の空き家問題を概観するために、国土

交通省や自治体などが行っている調査結果、対策、

制度など情報をインターネットなどで収集・整理し

ておくこと（ 時間）

【事後学習】

授業後は議論した内容をふまえ、由良町における空

き家対策について検討し、グループでレポートをま

とめる（ 時間）

地域政策・文化

－地域とスポーツ－

６月１日（土）２限

地域とスポーツとの関連；「トップスポ

ーツ（プロ野球やプロサッカー、ラグビ

ーのトップリーグ、都道府県対抗駅伝な

ど）との循環による郷土愛的な地域性」

および「地域スポーツクラブにおける住

民のスポーツ参加」について理解・議論

します。

（藤林）

【事前学習】

事前に提示するキーワードについて予習しておく

こと（ 時間）

【事後学習】

授業ノート等で復習の上、由良町にける地域スポー

ツを振興するための方策を検討しグループでレポ

ートをまとめる（ 時間）

地域医療

－地域で健康な生活を送る

には？－

６月 日（土）１限

民が活用できる、組織、サービス、専門

職について理解し、地域で健康な生活を

送るための課題を多様な視点から話し

合います。

【事前学習】事前に提示するキーワードについて各

自調べておくこと 時間）

【事後学習】

授業で発表された内容について整理し、由良町の地
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（田中・上野山） 域医療の課題についてまとめグループでレポート

にまとめる（ 時間）

事前学習

グループワーク

６月１５日（土）２、３限

由良町を対象として、地域経済・経営、

地域政策・文化、地域環境・防災、地域

医療のどの切り口で課題発見や解決策

に取組むかをグループで検討します。ま

た、グループ内での分担を決めます。（鶴

坂、稲地、藤林、上野山）

【事前学習】

グループでどの領域の問題を取り扱うか決めてお

く（ 時間）

【事後学習】

由良町でのフィールドワークの準備を行う（ 時間）

体験学習

（和歌山県由良町）

６月２９日（土）終日

由良町に出かけ、フィールドワーク（調

査）を行います。（鶴坂、稲地、藤林、

上野山）

【事前学習】

現地で調べることについて予備調査しておく（ 時

間）

【事後学習】

現地で得られた情報をまとめておく（２時間）

プレゼンテーション講座

７月６日（土）１限

プレゼンテーションについての解説、パ

ワーポイントによる資料作成方法の解

説をします。

（石井、鶴坂）

【事前学習】

現地で得た情報をまとめておく（ 時間）

【事後学習】

スライドをつくってみる（２時間）

事後学習①

グループワーク

７月６日（土）２限

現地で得た情報の整理をもちより、発表

できる形にしていきます。

（鶴坂、稲地、藤林、上野山）

【事前学習】

グループで情報を共有化しておく（ 時間）

【事後学習】

発表できるよう準備をする（４時間）

事後学習②

成果発表会

７月２０日（土）１、２限

作成したスライドを使い、成果発表を行

います。

（鶴坂、稲地、藤林、上野山）

【事前学習】

発表の練習を行う（４時間）

【事後学習】

他のグループの取組内容の整理をする（ 時間）

発表したときのコメントや質問を自分たちのグル

ープの発表内容に反映させ、レポート作成に役立た

せる。

事後学習③

ふりかえり

７月２１日（土）３限

「地域と私」全体の総括、ふりかえりを

行います。（鶴坂）

【事前学習】

これまでのプリントや副専攻課程ガイドブック等

を整理する（ 時間）

【事後学習】

副専攻課程ガイドブックの完成、レポート作成（

時間）

関連科目 ソーシャル・イノベーション副専攻科目群

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

グループワークの成果物 ％

グループの成果発表 ％（ルーブリック評価）

最終レポート ％ ６０％で合格とする。

学生への

メッセージ

地域で起きていることを自分ごとにしていくための基礎を形成する授業です。また、副専攻科目を履修していくうえでの、基本的な学びができる

科目でもあります。基本をしっかり身につけ、さらに学びを深めるためにも、主体的な学びの姿勢を期待します。

担当者の

研究室等
鶴坂研究室 号館７階

備考

教
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科目名 地域連携教育活動Ⅰ 科目名（英文） Communitiy-Based Education Support Activities I 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ２年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 吉田 佐治子.朝日 素明.谷口 雄一.林 茂樹 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W

科：DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

本科目はサービスラーニングの授業であり、実践型学習プログラムである。大学近隣の小学校・中学校で教育現場の教育補助、課外活動を幅

広く体験し、自己の適性を把握する機会を持ち、人間的成長や社会意識の向上を目指す。活動内容は、授業運営補助、「総合的な学習の時間」

の補助、学校行事運営補助、クラブ・サークル活動の補助、図書室運営の補助、放課後学習の補助などを組み合わせ年間を通じた活動を大学

授業の空き時間を利用して週１回９０分行う。 

 

 ※ 担当者のうち 2 名は、長く学校に勤務した経験をもっている。また、小学校・中学校での活動では、現職の先生方から直接ご指導いただ

く。 

到達目標 
実際の教育現場を知ること、物事を多面的に考察できること、社会的倫理観の確立、相手に理解できるように論理的かつ的確なコミュニケー

ション能力を持つこと。 

授業方法と 

留意点 

原則として、履修申請が可能な学生は、本年２月に行なわれた特別事前履修相談会で受け入れ校の担当者との相談結果によって受入れ許可を

得た学生で、「地域連携教育活動 I」を初めて履修する学生を対象とする。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

事前指導 1   活動についての心構え、内容の徹底周知、年間活動計画作成準備 

事前指導 2   マナー講座・小中学校の教育現場について 

事前指導 3   「守秘義務」の意味とその内容について 

 

活動準備    受け入れ校と協議し、年間活動計画を作成する 

活動 1～25  受け入れ校にて活動 （活動業務日報・活動時間票の提出） 

 

最終報告会  活動報告会を開催する。 

 

※注意事項 

事前指導に 1 回でも欠席した場合は、履修取り消しにします。 

 

事前・事後学習課題 

学外での活動に際し、各種活動（各受入れ団体によって異なる）の事前準備および活動後の報告書（日報等）の作成に各１時間程度行う。 

関連科目 教職課程を履修していない学生でもこの科目を履修することができる。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

①年間活動計画書 ②出席簿 ③日誌 ④レポート の全てを提出し、最終報告会で ⑤活動報告 した場合のみ、それらを総合的に判断して評価

する。 

学生への 

メッセージ 

大学の授業と授業の合間を有効利用して、大学近隣の小・中学校の教育現場の教師をサポートしながら、責任感・忍耐力・協調性・創造力を

養うことで、自分のかけがえのない財産形成を行ってください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 3 階（朝日研究室）、７号館４階（谷口研究室）、7 号館 3 階（林研究室）、7 号館 3 階（吉田研究室） 

備考 事前指導・最終報告会の日程等については、別途連絡します。 

教
養
科
目
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摂南大学シラバス 2019 

科目名 地域連携教育活動Ⅱ 科目名（英文） Communitiy-Based Education Support Activities II 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 吉田 佐治子.朝日 素明.谷口 雄一.林 茂樹 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W

科：DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

本科目はサービスラーニングの授業であり、実践型学習プログラムである。大学近隣の小学校・中学校で教育現場の教育補助、課外活動を幅

広く体験し、自己の適性を把握する機会を持ち、人間的成長や社会意識の向上を目指す。活動内容は、授業運営補助、「総合的な学習の時間」

の補助、学校行事運営補助、クラブ・サークル活動の補助、図書室運営の補助、放課後学習の補助などを組み合わせ年間を通じた活動を大学

授業の空き時間を利用して週１回９０分行う。 

 

 ※ 担当者のうち 2 名は、長く学校に勤務した経験をもっている。また、小学校・中学校での活動では、現職の先生方から直接ご指導いただ

く。 

到達目標 
実際の教育現場を知ること、物事を多面的に考察できること、社会的倫理観の確立、相手に理解できるように論理的かつ的確なコミュニケー

ション能力を持つこと。 

授業方法と 

留意点 

原則として、履修申請が可能な学生は、本年２月に行なわれた特別事前履修相談会で受け入れ校の担当者との相談結果によって受入れ許可を

得た学生で、「地域連携教育活動 I」を初めて履修する学生を対象とする。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

事前指導 1   活動についての心構え、内容の徹底周知、年間活動計画作成準備 

事前指導 2   マナー講座・小中学校の教育現場について 

事前指導 3   「守秘義務」の意味とその内容について 

 

活動準備    受け入れ校と協議し、年間活動計画を作成する 

活動 1～25  受け入れ校にて活動 （活動業務日報・活動時間票の提出） 

 

最終報告会  活動報告会を開催する。 

 

※注意事項 

事前指導に 1 回でも欠席した場合は、履修取り消しにします。 

 

事前・事後学習課題 

学外での活動に際し、各種活動（各受入れ団体によって異なる）の事前準備および活動後の報告書（日報等）の作成に各１時間程度行う。 

関連科目 教職課程を履修していない学生でもこの科目を履修することができる。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

①年間活動計画書 ②出席簿 ③日誌 ④レポート の全てを提出し、最終報告会で ⑤活動報告 した場合のみ、それらを総合的に判断して評価

する。 

学生への 

メッセージ 

大学の授業と授業の合間を有効利用して、大学近隣の小・中学校の教育現場の教師をサポートしながら、責任感・忍耐力・協調性・創造力を

養うことで、自分のかけがえのない財産形成を行ってください。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 3 階（朝日研究室）、７号館４階（谷口研究室）、7 号館 3 階（林研究室）、7 号館 3 階（吉田研究室） 

備考 事前指導・最終報告会の日程等については、別途連絡します。 

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 チームビルディング 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教養特別講義

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 水野 武

ディプロマポリシー
科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ△ 科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： △ 科： ◎ 科：

◎ 科： ◎ ： ◎

科目ナンバリング
科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： ～ 科： ～ 科・ 科： ～ 科：

～ 科： 科： ～ 科： ～

授業概要・

目的

成熟社会においては個人の力を集合させてプロジェクトを作り上げる「チームビルディングの思考や技術」を学ぶことが重要である。

本科目はチームビルディングの理論を学び、様々なアクティビティを通してチームに貢献する方法を考えられるようになるための授業である。

２回生以降に摂南大学 プロジェクトを履修する際にも役立つ。

なお、講義は担当者の実務経験に基づいて議論を進めることもある。

学科の学習・教育目標との対応：工学部 ，理工学部［ ］

到達目標 チームで物事を進める際に必要な知識が理解出来るようになり、技能を身につけることを目標とする。

授業方法と

留意点
講義は受講生によるアクティビティ・プレゼンテーション・グループワークなどを織り交ぜて進める。

科目学習の

効果（資格）
チームで物事を進める際の基礎知識が身につく。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション

・講義の進め方

・なぜチームが必要なのかを知る

・チームビルディングとは何か を理解

する

事前学習：本科目のシラバスを精読すること。 １

時間

事後学修：講義で配付された資料を見直すこと １

時間

チームビルディングとは何

か

・自己紹介ワーク

・チームビルディングの理論を学ぶ

・チームビルディングのための技能を知

る

事後学修：チームにどのように貢献できるかを考え

る。 １時間

チームビルディング体験

・ペーパータワーワーク（予定）

・チームの カ条

などに取り組み、チームビルディングを

体験する

事後学修：チームでの取り組みを振り返る。 １時

間

チームにおけるリーダーと

フォロワーの役割

・リーダーシップとフォロワーシップを

学ぶ

・メンバーを支援するための質問術、傾

聴術を身につける

事前学修：講義３で出る課題に取り組むこと １時

間

事後学修：講義で配付された資料を見直すこと １

時間

学習するためのチームづく

り

・チームを機能させるために必要な要素

を学ぶ

事後学修：講義で配付された資料を見直すこと

時間

話し合う技術 ・チーム話し合う際の技術を学ぶ
事後学修：講義で配布された資料を見直すこと

時間

ビジネス記事を活用したデ

ィスカッション

記事を活用して情報の読み取りと活用、

自分ならどうするかを考える

事後学修：講義で身につけた読解技術を日常生活で

試してみること 時間

チームビルディングの技術

を身につけるためのアクテ

ィビティ①

・ペアワークに取り組み、情報の読み取

りと活用、提案することを学ぶ

事前学修：チームにどのように貢献できるかを考え

ること １時間

事後学修：講義で配付された資料を見直すこと １

時間

チームビルディングの技術

を身につけるためのアクテ

ィビティ②

・グループでニッポンの課題の解決策を

考える

事前学修：チームにどのように貢献できるかを考え

ること １時間

事後学修：講義で配付された資料を見直すこと １

時間

チームでプロジェクトを企

画する

・講義の中間おさらい

・チームでプロジェクトを企画する
事後学修：チームで課題に取り組むこと 時間

摂南大学 プロジェクト

の紹介①

本学で開講されている摂南大学 プ

ロジェクトの紹介

事後学修：興味を持ったプロジェクトについて調べ

ること 時間

摂南大学 プロジェクト

の紹介②

本学で開講されている摂南大学 プ

ロジェクトの紹介

事後学修：興味を持ったプロジェクトについて調べ

ること。 時間

プロジェクトのプレゼンテ

ーション

第１０回目の課題の報告プレゼンテー

ション

事後学修：チームで発表をする準備をすること

時間

事後学修：自チームの発表内容、及び他チームの発

表を振り返ること １時間

プロジェクトのプレゼンテ

ーション

第１０回目の課題の報告プレゼンテー

ション

事後学修：チームで発表をする準備をすること ２

時間

事後学修：自チームの発表内容、及び他チームの発

表を振り返ること １時間

講義のまとめと振り返り 講義のおさらいと振り返りを行う

事前学修提出物などの出し忘れがないか確認する。

時間

事後学修：講義全体を振り返ること。 １時間

関連科目
・「ソーシャル・イノベーション副専攻科目過程」の科目

・キャリアデザインⅠ・Ⅱ、摂南大学 プロジェクト、ソーシャルイノベーション実務総論

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

評価方法

（基準）
チームでの提出物 ％、チームへの貢献度とワーク後の振り返りシート ％、個別課題 、最終レポート ％ で総合的に評価する。

学生への

メッセージ
ワークやアクティビティを織り交ぜる授業となるので、主体性を持って講義に挑むこと。

担当者の

研究室等
号館 階 教育イノベーションセンター（水野研究室）

備考 ・参考とする書籍、文献は適宜提示する。

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 哲学から学ぶ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 柿本 佳美

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

この授業では、現代社会を形作ってきた哲学・思想を手がかりに、ものごとを多元的に捉える視点を学びます。

ひとは、サルからヒトへ進化する過程で道具を使うようになり、便利さや快適さを求めて技術を発展させてきました。技術が人間社会のなかでつ

くり出されたものである以上、そのあり方は社会のなかで共有される価値観、特に自然観や真理観、社会全体にとっての「善」といった視点と強

く結びついています。例えば、建築様式は、自然との向き合い方、そこで暮らすひとの望ましい暮らし、美意識、社会のあり方など、自然観や社

会観を反映しています。

哲学は、存在とは何か、なかでも自己と世界の存在について、根源的に問う知の営みです。古代ギリシャの人々は、人の手では作り出すことがで

きない自然のなかのさまざまな変化を観察し、これに驚くとともに、すべてのものに共通する原理は何かと考えました。古代ギリシャに始まる万

物の始原への問いは、人間について考えるときには「わたし」とはどのような存在か、わたしたちにとって「よく生きる」こととはどのようなこ

となのか、という問いとなります。

ここでは、私たちの身近な問題と重ね合わせながら、「よく生きる」とはどういうことなのか、考えていきましょう。

到達目標

・哲学の歴史と学説を知り、事象について多様な見方が成立することを知る。

・哲学の思考形式を理解し、論理的に思考できる。

・毎回のミニレポート課題を通じて、短時間で自分の考えをまとめることができる。

授業方法と

留意点
講義形式で進めますが、人数によってはディスカッションも取り入れます。

科目学習の

効果（資格）
哲学史を学ぶことで哲学の思考形式に慣れ、思考の多様性を知り、物事について多角的に把握する視点を身につける。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

はじめに：古代ギリシャの思

想から考える自然の姿

授業説明と導入。建築と思想の関係につ

いて考える。
予習 古代ギリシャの歴史を調べておく。

哲学のはじまり：タレスとデ

モクリトス

古代ギリシャの自然観と社会のあり方

について知る。
予習 「原子論」の歴史について調べる。

「知への愛」とは何か：『饗

宴』

さまざまな「愛」に共通する概念を取り

出してみよう。
予習 ソクラテスの「アイロニー」について調べる。

自然には目的があるか？：ア

リストテレス『自然学』

プラトンのイデア論と対比しながら、な

ぜアリストテレスの自然科学が 年

以上支配的だったのか、考える。

予習 アレクサンドロス大王について調べる。

宇宙という全体のなかの個

人という認識がもたらすも

の：ストア主義とエピクロス

主義

ストア主義・エピクロス主義の自然観を

理解し、自然の秩序のなかにある人間の

自由とは何か、考える。

予習 古代ローマの歴史を復習しておく。

宗教のなかの自然：ユダヤ

教、キリスト教、イスラム教

宗教のなかで培われた人間観と自然観

を理解する。

予習 イェルサレムにあるユダヤ教・キリスト教・

イスラム教の聖地を調べる。

現在でしか生きられない人

間にとっての未来とは：アウ

グスティヌス『告白』

アウグスティヌスの時間論から、現在の

人間の期待としての未来という視点を

理解する。

予習 プラトンのイデア論を復習しておく。

近代自然科学の方法と哲

学：デカルト

数学者デカルトが見出した自然科学の

方法とデカルトが目指した真理探求か

ら、自然科学のあり方を考える。

予習 「科学革命」という言葉を調べておく。

原子がつくる予定調和：ライ

プニッツ『モナドロジー』

ライプニッツのモナド論から社会を考

える。

予習 世紀のオランダとドイツについて調べて

おく。

経験だけが人間の知識をつ

くる：ロックとヒューム

人間の知をめぐる経験論と大陸合理論

の違いを理解する。

予習 イングランドとスコットランドの違いにつ

いて調べておく。

人間の疎外とは何か：マルク

ス

産業社会の成立過程において人間が自

然から遠ざけられる過程を理解する。
予習 産業革命について調べておく。

人 は な ぜ 戦 争 を す る の

か？：カント

カントの定言命法と永遠平和の定義に

ついて理解する。

予習 世紀のヨーロッパの政情について調べて

おく。

超人という思想：ニーチェ
ニーチェによるニヒリズムと「生への意

志」を理解する。

予習 ユーゲント・シュティール様式の建築につい

て調べておく。

思考の停止が危険な理由と

は：アレント

自律的に考えることが必要なのはなぜ

か、考える。

予習 世紀初めから第二次世界大戦までの歴史

について調べておく。

まとめ：持続可能な社会にお

ける科学技術とは

ひとの「善き生」を目指す科学技術のあ

り方を考える。
予習 技術者の説明責任について考えておくこと。

関連科目

教科書 番号 書籍名 著者名 出版社名

反哲学入門 木田元 新潮文庫

参考書 番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

定期試験 ％、提出物 、ミニレポート（毎回提出）・受講態度 ％の割合で総合的に評価する。

授業中に一時退出した場合、ミニレポートの提出を認めないことがあります。

学生への

メッセージ

抽象的で難解だと考えられがちな哲学ですが、人間の知の営みである以上、私たちの日常生活にも何らかの接点があります。

できるだけ具体的な事例を通じて説明しますので、考えることをあきらめないこと。

遅刻、途中退出はしないこと。私語、スマートフォンの使用等、授業態度が悪い場合、ミニレポート・受講態度に関する点をゼロとし、退室を命

じることがあります。

担当者の

研究室等
非常勤講師室

備考
予習・復習にはそれぞれ 時間を当てること。指定された文献は必ず読むこと。自主学習には 時間以上かけるように。

質問等は授業後に教室または非常勤講師室にて対応します。
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科目名 哲学から学ぶ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 森本 誠一

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

古代ギリシア時代の哲学者アリストテレスが万学の祖と呼ばれるように、ほんらい哲学とはあらゆる学問の根源にあるものです。この授業では、

こうした哲学の深みに触れ、いまある私たち生活、文化を見つめ直すとともに、社会における人文知の意義を学修します。

到達目標

この授業を履修することで、受講生は次のことができるようになります。

（１）社会の課題、問題を自ら発見できる

（２）世の中で当たり前だとされていることを疑って批判的に考えられる

（３）ものごと、対象を複数の視点から眺め、考察できる

授業方法と

留意点

この授業は講義形式ですが、受講生との対話を通じて授業を進めていきます。授業を受けるにあたって膨大な資料を読んだり多くのことを暗記し

たりする必要はありませんが、毎回の授業に出席しなければ学修の効果は薄いでしょう。また、授業の終わりに毎回リフレクションシートを提出

してもらい、第 回目以降の授業では冒頭でそれを取り上げます。

科目学習の

効果（資格）

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

導入

この授業で何を学ぶのか、授業の全体像

を把握します。授業の進め方、成績評価

の方法、基準についても確認します。

事前学習：シラバスをしっかり読んでから授業に出

席すること。また、授業に出席するにあたっては、

シラバスを印刷して持参するか情報端末で見られ

る状態にしておくこと。授業のテーマについて図書

館やインターネットで調べてから授業に出席する

こと。日々新聞にも目を通し、授業のテーマと関連

する記事をスクラップすること。また、現実社会の

問題についてこれまで学修してきたことがどのよ

うに活かせるのか考えてみましょう。 分

事後学習：授業後は講義ノートを整理するなどし

て、授業で学修したことが定着するようしっかり復

習すること。また、授業中に出された課題や指示に

したがって調査すること。 分

哲学的に考える

ものごとを哲学的に考えるとはどうい

うことなのでしょうか。世の中にはいろ

いろな意見があるでしょうが、そうした

意見のひとつとして、今回は「常識にと

らわれないこと」について考えます。そ

もそも常識とは何なのか、そしてそれに

とらわれないというのはどういうこと

なのか、社会のなかにある具体的な事例

をもとに学修します。

事前学習：「タレス」「始源（アルケー）」について

図書館の参考資料（『岩波 哲学・思想事典』や平凡

社の『哲学事典』など）で調べてから授業に出席し

ましょう。授業のテーマについて図書館やインター

ネットで調べてから授業に出席すること。日々新聞

にも目を通し、授業のテーマと関連する記事をスク

ラップすること。また、現実社会の問題についてこ

れまで学修してきたことがどのように活かせるの

か考えてみましょう。 分

事後学習：授業後は講義ノートを整理するなどし

て、授業で学修したことが定着するようしっかり復

習すること。また、授業中に出された課題や指示に

したがって調査すること。 分

哲学のはじまり

世界で最初の哲学者はタレスであると

言われています。哲学のはじまりは、世

界を説明するのに神話ではなく自然の

観察によって得られた知見を用いたこ

とにあるとされています。

今回の授業では、ものごとをしっかりと

観察することの大切さを学修します。

事前学習：「タレス」「始源（アルケー）」について

図書館の参考資料（『岩波 哲学・思想事典』や平凡

社の『哲学事典』など）で調べてから授業に出席し

ましょう。授業のテーマについて図書館やインター

ネットで調べてから授業に出席すること。日々新聞

にも目を通し、授業のテーマと関連する記事をスク

ラップすること。また、現実社会の問題についてこ

れまで学修してきたことがどのように活かせるの

か考えてみましょう。 分

事後学習：授業後は講義ノートを整理するなどし

て、授業で学修したことが定着するようしっかり復

習すること。また、授業中に出された課題や指示に

したがって調査すること。 分

悪法も法なのか？

プラトンの対話編『ソクラテスの弁明』

と『クリトン』を手がかりに「悪法も法

なのか」という問題について考えます。

事前学習：プラトン『ソクラテスの弁明』、『クリト

ン』を読んでから授業に出席しましょう。授業のテ

ーマについて図書館やインターネットで調べてか

ら授業に出席すること。日々新聞にも目を通し、授

業のテーマと関連する記事をスクラップすること。

また、現実社会の問題についてこれまで学修してき

たことがどのように活かせるのか考えてみましょ

う。 分

事後学習：授業後は講義ノートを整理するなどし

て、授業で学修したことが定着するようしっかり復

習すること。また、授業中に出された課題や指示に

したがって調査すること。 分

徳は教えることができるの

か？

徳は教えることができるのでしょうか。

そして不正は教育によって防ぐことが

できるのでしょうか。今回の授業では、

プラトンの対話編『メノン』を手がかり

に「徳は教えることができるのか？」と

事前学習：プラトン『メノン』を読んでから授業に

出席しましょう。授業のテーマについて図書館やイ

ンターネットで調べてから授業に出席すること。

日々新聞にも目を通し、授業のテーマと関連する記

事をスクラップすること。また、現実社会の問題に
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いう問題について考えます。 ついてこれまで学修してきたことがどのように活

かせるのか考えてみましょう。 分

事後学習：授業後は講義ノートを整理するなどし

て、授業で学修したことが定着するようしっかり復

習すること。また、授業中に出された課題や指示に

したがって調査すること。 分

正義とは何か？

私たちの社会ではさまざまな〈正義感〉

がぶつかりあっています。ある者が正義

と呼ぶものを別の者が不正義と呼び、対

立することがしばしばあります。いった

い正義とは何なのでしょうか。今回の授

業では、アリストテレスの『二コマコス

倫理学』、ジョン・ロールズの『正義論』

を手がかりに、正義の基本的な概念につ

いて学修します。

事前学習：「正義」について図書館の参考資料（『岩

波 哲学・思想事典』や平凡社の『哲学事典』など）

で調べてから授業に出席しましょう。授業のテーマ

について図書館やインターネットで調べてから授

業に出席すること。日々新聞にも目を通し、授業の

テーマと関連する記事をスクラップすること。ま

た、現実社会の問題についてこれまで学修してきた

ことがどのように活かせるのか考えてみましょう。

分

事後学習：授業後は講義ノートを整理するなどし

て、授業で学修したことが定着するようしっかり復

習すること。また、授業中に出された課題や指示に

したがって調査すること。 分

中庸の徳について

主要な徳のひとつにかぞえられる勇気

は、その気質が強すぎると向こう見ずや

無鉄砲となり、徳ではなくなってしまい

ます。逆にその気質が弱すぎると、今度

は臆病となり、やはりこれも徳ではなく

なってしまいます。勇気という徳は、向

こう見ずと臆病とのあいだ、すなわち中

庸にこそあり、その他の徳も同様に、過

剰なものと不足しているものとの中庸

にあるというのがアリストテレスの徳

についての考え方です。

このことは私たちの生活のなかからも

実感できるかもしれません。今回の授業

では、アリストテレス『二コマコス倫理

学』を手がかりに、中庸の徳について学

修します。

事前学習：「中庸の徳」について図書館の参考資料

（『岩波 哲学・思想事典』や平凡社の『哲学事典』

など）で調べてから授業に出席すること。授業のテ

ーマについて図書館やインターネットで調べてか

ら授業に出席すること。日々新聞にも目を通し、授

業のテーマと関連する記事をスクラップすること。

また、現実社会の問題についてこれまで学修してき

たことがどのように活かせるのか考えてみましょ

う。 分

事後学習：授業後は講義ノートを整理するなどし

て、授業で学修したことが定着するようしっかり復

習すること。また、授業中に出された課題や指示に

したがって調査すること。 分

中間のふり返り

これまでの授業をふり返り、各回のテー

マがどのようにつながっていたのかを

再確認します。これまでの授業でよく分

からなかったことなどについて質問す

る時間も設けます。

事前学習：授業のテーマについて図書館やインター

ネットで調べてから授業に出席すること。日々新聞

にも目を通し、授業のテーマと関連する記事をスク

ラップすること。また、現実社会の問題についてこ

れまで学修してきたことがどのように活かせるの

か考えてみましょう。 分

事後学習：授業後は講義ノートを整理するなどし

て、授業で学修したことが定着するようしっかり復

習すること。また、授業中に出された課題や指示に

したがって調査すること。 分

生の短さについて
セネカ『生の短さについて』を手がかり

に生の短さについて考えます。

事前学習：セネカ『生の短さについて』を読んでか

ら授業に出席しましょう。授業のテーマについて図

書館やインターネットで調べてから授業に出席す

ること。日々新聞にも目を通し、授業のテーマと関

連する記事をスクラップすること。また、現実社会

の問題についてこれまで学修してきたことがどの

ように活かせるのか考えてみましょう。 分

事後学習：授業後は講義ノートを整理するなどし

て、授業で学修したことが定着するようしっかり復

習すること。また、授業中に出された課題や指示に

したがって調査すること。 分

老年について

日本は世界でもっとも高齢化率が高い

超高齢社会になっています。今回の授業

では、キケロー『老年について』を手が

かりに老年について考えます。

事前学習：キケロー『老年について』を読んでから

授業に出席しましょう。授業のテーマについて図書

館やインターネットで調べてから授業に出席する

こと。日々新聞にも目を通し、授業のテーマと関連

する記事をスクラップすること。また、現実社会の

問題についてこれまで学修してきたことがどのよ

うに活かせるのか考えてみましょう。 分

事後学習：授業後は講義ノートを整理するなどし

て、授業で学修したことが定着するようしっかり復

習すること。また、授業中に出された課題や指示に

したがって調査すること。 分

古典に触れる

世に古典と言われるものは、長い歴史を

経て現在まで受け継がれたものであり、

散逸せずに残っているという意味で一

定の価値があると言えるでしょう。今回

の授業では、パスカルの『パンセ』をは

じめとして、古典とされる作品の一節一

節に目を通しながら、その深みに触れま

す。この作業を通じて人文知のあり方を

あらためて考えます。

事前学習：パスカル『パンセ』に目を通し、好きな

一節を書き留めておきましょう（授業の中で紹介し

てもらいます）。授業のテーマについて図書館やイ

ンターネットで調べてから授業に出席すること。

日々新聞にも目を通し、授業のテーマと関連する記

事をスクラップすること。また、現実社会の問題に

ついてこれまで学修してきたことがどのように活

かせるのか考えてみましょう。 分
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事後学習：授業後は講義ノートを整理するなどし

て、授業で学修したことが定着するようしっかり復

習すること。また、授業中に出された課題や指示に

したがって調査すること。 分

ブッダの思想

今回の授業では東洋の思想に目を向け

ます。ソクラテスとブッダはちょうど同

じ頃に生きていたとされています。ブッ

ダの思想はどのようなものなのか、古代

ギリシア時代の哲学者の思想と比較し

ながら学修します。

事前学習：ブッダの思想について調べておきましょ

う。授業のテーマについて図書館やインターネット

で調べてから授業に出席すること。日々新聞にも目

を通し、授業のテーマと関連する記事をスクラップ

すること。また、現実社会の問題についてこれまで

学修してきたことがどのように活かせるのか考え

てみましょう。 分

事後学習：授業後は講義ノートを整理するなどし

て、授業で学修したことが定着するようしっかり復

習すること。また、授業中に出された課題や指示に

したがって調査すること。 分

科学と哲学

科学（と翻訳されるもとになっている英

語の ）ということばが作られた

のは、 世紀になってからのことでし

た。それまで現在で言うところの科学者

は、自然哲学者などと呼ばれていまし

た。私たちは、科学的なものこそ信用で

き非科学的なものは信用できないとい

ったような評価を下すことがしばしば

ありますが、このとき私たちは「科学的」

あるいは「非科学的」ということでどの

ようなことを考えているのでしょうか。

今回の授業では「科学とは何か」「科学

的であるとはどういうことなのか」につ

いて学修します。そのなかで文系・理系、

あるいは人文科学・社会科学・自然科学

といった学問分野の分類がどのような

意味をもっているのかを考えます。

事前学習：科学と哲学の関わりについて調べておき

ましょう。授業のテーマについて図書館やインター

ネットで調べてから授業に出席すること。日々新聞

にも目を通し、授業のテーマと関連する記事をスク

ラップすること。また、現実社会の問題についてこ

れまで学修してきたことがどのように活かせるの

か考えてみましょう。 分

事後学習：授業後は講義ノートを整理するなどし

て、授業で学修したことが定着するようしっかり復

習すること。また、授業中に出された課題や指示に

したがって調査すること。 分

現代社会の諸問題

これまで学修してきたことを手がかり

に、現代社会の諸問題について考察しま

す。その上で、私たちがいま古人の教え

から何を学ぶことができるのか考えま

す。

事前学習：授業のテーマについて図書館やインター

ネットで調べてから授業に出席すること。日々新聞

にも目を通し、授業のテーマと関連する記事をスク

ラップすること。また、現実社会の問題についてこ

れまで学修してきたことがどのように活かせるの

か考えてみましょう。 分

事後学習：授業後は講義ノートを整理するなどし

て、授業で学修したことが定着するようしっかり復

習すること。また、授業中に出された課題や指示に

したがって調査すること。 分

まとめ、全体のふり返り

これまでの授業をふり返りながら、各回

の授業が全体としてどのようにつなが

っていたのかを確認します。また、成績

評価の方法・基準についても再確認しま

す。これまでの授業でよく分からなかっ

たことなどを質問する時間も設けます。

事前学習：これまでの授業をふり返り、不明な点な

どを書き出しておくこと。授業のテーマについて図

書館やインターネットで調べてから授業に出席す

ること。日々新聞にも目を通し、授業のテーマと関

連する記事をスクラップすること。また、現実社会

の問題についてこれまで学修してきたことがどの

ように活かせるのか考えてみましょう。 分

事後学習：授業後は講義ノートを整理するなどし

て、授業で学修したことが定着するようしっかり復

習すること。また、授業中に出された課題や指示に

したがって調査すること。 分

関連科目 実践の思想

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

授業内課題（リフレクションシート） 、授業に関連する課題調査 、中間レポート 、講義ノート提出 、期末試験 で評価する。た

だし、出席率が 未満の場合には原則として成績評価の対象としない。

学生への

メッセージ

決して堅苦しい雰囲気の授業ではありませんので、肩の力を抜いて授業に参加してもらえればと思います。授業では時事問題についてみなさんに

よく尋ねます。世界では日々いろいろなことが起こっています。世界に関心をもち目を向けることが哲学を始める第一歩です。この授業を通じて

ニュースを毎日確認する習慣を身につけてもらえればと思います。

担当者の

研究室等

この科目の履修上の相談については、授業の前後もしくはメイルにて受け付けます。

号館 階 非常勤講師室

メールアドレス：

（ を半角の に置き換え）

備考
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科目名 日本語会話ＦⅠ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 古川 由理子

ディプロマポリシー
科：Ⅲ○ Ⅳ○ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科：Ｆ○ 科：Ⅲ○ Ⅵ○ 科： ◎ △ △ 科： ◎ 科： ◎ 科：

△ △ 科： ◎ 科： ◎ ◎ 科： ◎ △ ： ◎ △

科目ナンバリング

授業概要・

目的
講義を理解する際に役立つメモの取り方を学ぶと同時に、アカデミック場面における口頭発表のスキルを養う。

到達目標
まとまりのある話を聞いて、適切にメモを取ることができる。

適切な表現を用いて、論理的かつわかりやすい発表ができる。

授業方法と

留意点
さまざまなテーマに関する話を聞き、聞きとった内容をメモした後、その内容について発表する。

科目学習の

効果（資格）

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

授業概要説明

ウォーミングアップ

授業の進め方、自己紹介

メモの取り方を学ぶ
自己紹介での語彙や文体の選び方を復習する

トピック
内容を聞き取りメモを取る

発表に使われている表現を聞き取る
授業で使用した語彙を復習し、覚える

トピック 前回聞いた内容について発表する
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する

トピック
内容を聞き取りメモを取る

発表に使われている表現を聞き取る
授業で使用した語彙を復習し、覚える

トピック 前回聞いた内容について発表する
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する

トピック
内容を聞き取りメモを取る

発表に使われている表現を聞き取る
授業で使用した語彙を復習し、覚える

トピック 前回聞いた内容について発表する
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する

トピック
内容を聞き取りメモを取る

発表に使われている表現を聞き取る
授業で使用した語彙を復習し、覚える

トピック 前回聞いた内容について発表する
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する

トピック
内容を聞き取りメモを取る

発表に使われている表現を聞き取る
授業で使用した語彙を復習し、覚える

トピック 前回聞いた内容について発表する
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する

発表資料の作り方 発表資料の作り方について学ぶ 発表テーマを決めておく

発表準備１ 発表資料の作成 発表資料の作成（残り）

発表準備２ 発表資料の修正 発表練習（文体に気を付ける）

口頭発表

発表

質疑応答

振り返り

質疑応答の仕方について復習する

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
授業において課される課題 、授業への取り組み 、口頭発表 で判断する。

学生への

メッセージ

受講生の日本語レベル等によって内容を変更することがあります。

これまでの日本語教育の経験を生かし、受講生の希望によって、適宜、授業内容を変更します。

担当者の

研究室等
外国語学部非常勤講師講師室（ 号館 階）

備考
事前事後学習時間の目安は毎週 時間。

試験は、最終授業日の前週に行ない、最終授業日にフィードバックを行なう。

教
養
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科目名 日本語会話ＦⅡ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 古川 由理子

ディプロマポリシー
科：Ⅲ○ Ⅳ○ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科：Ｆ○ 科：Ⅲ○ Ⅵ○ 科： ◎ △ △ 科： ◎ 科： ◎ 科：

△ △ 科： ◎ 科： ◎ ◎ 科： ◎ △ ： ◎ △

科目ナンバリング

授業概要・

目的
講義を理解する際に役立つメモの取り方を学ぶと同時に、アカデミック場面における口頭発表のスキルを養う。

到達目標
まとまりのある話を聞いて、適切にメモを取ることができる。

適切な表現を用いて、論理的かつわかりやすい発表ができる。

授業方法と

留意点
さまざまなテーマに関する話を聞き、聞きとった内容をメモした後、その内容について発表する。

科目学習の

効果（資格）

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

授業概要説明

ウォーミングアップ

授業の進め方、自己紹介

メモの取り方を学ぶ
自己紹介での語彙や文体の選び方を復習する

トピック
内容を聞き取りメモを取る

発表に使われている表現を聞き取る
授業で使用した語彙を復習し、覚える

トピック 前回聞いた内容について発表する
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する

トピック
内容を聞き取りメモを取る

発表に使われている表現を聞き取る
授業で使用した語彙を復習し、覚える

トピック 前回聞いた内容について発表する
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する

トピック
内容を聞き取りメモを取る

発表に使われている表現を聞き取る
授業で使用した語彙を復習し、覚える

トピック 前回聞いた内容について発表する
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する

トピック
内容を聞き取りメモを取る

発表に使われている表現を聞き取る
授業で使用した語彙を復習し、覚える

トピック 前回聞いた内容について発表する
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する

トピック
内容を聞き取りメモを取る

発表に使われている表現を聞き取る
授業で使用した語彙を復習し、覚える

トピック 前回聞いた内容について発表する
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する

発表資料の作り方 発表資料の作り方について学ぶ 発表テーマを決めておく

発表準備１ 発表資料の作成 発表資料の作成（残り）

発表準備２ 発表資料の修正 発表練習（文体に気を付ける）

口頭発表

発表

質疑応答

振り返り

質疑応答の仕方について復習する

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
授業において課される課題 、授業への取り組み 、口頭発表 で判断する。

学生への

メッセージ

受講生の日本語レベル等によって内容を変更することがあります。

これまでの日本語教育の経験を生かし、受講生の希望によって、適宜、授業内容を変更します。

担当者の

研究室等
外国語学部非常勤講師講師室（ 号館 階）

備考
事前事後学習時間の目安は毎週 時間。

試験は、最終授業日の前週に行ない、最終授業日にフィードバックを行なう。

教
養
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科目名 日本語会話Ｒ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 帰国学生対象

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 古川 由理子

ディプロマポリシー
科：Ⅲ○ Ⅳ○ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科：Ｆ○ 科：Ⅲ○ Ⅵ○ 科： ◎ △ △ 科： ◎ 科： ◎ 科：

△ △ 科： ◎ 科： ◎ ◎ 科： ◎ △ ： ◎ △

科目ナンバリング

授業概要・

目的
講義を理解する際に役立つメモの取り方を学ぶと同時に、アカデミック場面における口頭発表のスキルを養う。

到達目標
まとまりのある話を聞いて、適切にメモを取ることができる。

適切な表現を用いて、論理的かつわかりやすい発表ができる。

授業方法と

留意点
さまざまなテーマに関する話を聞き、聞きとった内容をメモした後、その内容について発表する。

科目学習の

効果（資格）

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

授業概要説明

ウォーミングアップ

授業の進め方、自己紹介

メモの取り方を学ぶ
自己紹介での語彙や文体の選び方を復習する

トピック
内容を聞き取りメモを取る

発表に使われている表現を聞き取る
授業で使用した語彙を復習し、覚える

トピック 前回聞いた内容について発表する
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する

トピック
内容を聞き取りメモを取る

発表に使われている表現を聞き取る
授業で使用した語彙を復習し、覚える

トピック 前回聞いた内容について発表する
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する

トピック
内容を聞き取りメモを取る

発表に使われている表現を聞き取る
授業で使用した語彙を復習し、覚える

トピック 前回聞いた内容について発表する
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する

トピック
内容を聞き取りメモを取る

発表に使われている表現を聞き取る
授業で使用した語彙を復習し、覚える

トピック 前回聞いた内容について発表する
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する

トピック
内容を聞き取りメモを取る

発表に使われている表現を聞き取る
授業で使用した語彙を復習し、覚える

トピック 前回聞いた内容について発表する
発表の際の注意点（アイコンタクト、身振り、文体）

を復習する

発表資料の作り方 発表資料の作り方について学ぶ 発表テーマを決めておく

発表準備１ 発表資料の作成 発表資料の作成（残り）

発表準備２ 発表資料の修正 発表練習（文体に気を付ける）

口頭発表

発表

質疑応答

振り返り

質疑応答の仕方について復習する

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
授業において課される課題 、授業への取り組み 、口頭発表 で判断する。

学生への

メッセージ

受講生の日本語レベル等によって内容を変更することがあります。

これまでの日本語教育の経験を生かし、受講生の希望によって、適宜、授業内容を変更します。

担当者の

研究室等
外国語学部非常勤講師講師室（ 号館 階）

備考
事前事後学習時間の目安は毎週 時間。

試験は、最終授業日の前週に行ない、最終授業日にフィードバックを行なう。

教
養
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科目名 日本国憲法 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 大仲 淳介

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

日本国憲法をおおまかに理解できるように、基本的人権を中心に、授業テーマと関連する憲法に関わる問題をとりあげ、これに関わる基本的な

事項、判例、学説を説明していきます。この授業の目的は、身近に生じる憲法に関わる問題を通して、憲法の基本的な内容と考え方を理解しても

らうことです。

到達目標
この授業を通じて学生には、憲法の基本的な知識を習得し、「首相の靖国神社参拝」や「一票の格差」などの身近で話題になっている問題を憲

法を通して考え説明できるようになることが期待される。

授業方法と

留意点

教科書と配布プリントを用いて講義形式で行います。小テストは授業中に、適宜、行います。なお小テストを実施した回に欠席した者のための再

試験は行いませんので注意して下さい。

科目学習の

効果（資格）
各種公的資格試験の法学科目の基礎知識の取得になると思います。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

憲法とは
憲法の意味、憲法の最高法規性、違憲審

査制などについて説明します。

事前に教科書 頁から 頁を読んでおいてくださ

い。事後においては、配付プリントの問題を解いて

下さい。 １時間程度）

国民主権

国民主権の意味、国民主権を具体化する

制度、国民主権が人権の解釈にどのよう

に関わるかなどについて説明します。

事前に教科書 頁から 頁を読んでおいてくだ

さい。事後においては、配付プリントの問題を解い

て下さい。 １時間程度）

基本的人権の保障１
人権の歴史、人権の分類、人権の限界、

人権の享有主体について説明します。

事前に教科書 頁から 頁を読んでおいて下さ

い。事後においては、配付プリントの問題を解いて

下さい。 １時間程度）

基本的人権の保障２

外国人にも日本国憲法が保障する人権

の享有が認められか、認めえるとしてそ

の人権は何かなどについて説明します。

事前に教科書 頁から 頁を読んでおいて下さ

い。事後においては、配付プリントの問題を解いて

下さい。 １時間程度）

幸福追求権
幸福追求権の意味と範囲、新しい人権に

ついて説明します。

事前に教科書 頁から 頁を読んでおいてくださ

い。事後においては、配付プリントの問題を解いて

下さい。 １時間程度）

法の下の平等

憲法 条の定める平等の意味、差別の

許される合理的根拠かどうかの判断基

準などについて説明します。

事前に教科書 頁から 頁を読んでおいてくださ

い。事後においては、配付プリントの問題を解いて

下さい。

信教の自由と政教分離
信教の自由の内容と限界、国家と宗教の

関わりなどについて説明します。

事前に教科書 頁から 頁を読んでおいてくださ

い。事後においては、配付プリントの問題を解いて

下さい。 １時間程度）

表現の自由
表現の自由の保障の範囲、限界、検閲な

どについて説明します。

事前に教科書 頁から 頁を読んでおいてくだ

さい。事後においては、配付プリントの問題を解い

て下さい。 １時間程度）

経済的自由権
職業選択の自由とその規制をなどにつ

いて説明します。

事前に教科書 頁から 頁を読んでおいてくだ

さい。事後においては、配付プリントの問題を解い

て下さい。（ 時間程度）

社会権
生存権を中心に社会権について説明し

ます。

事前に教科書 頁から 頁を読んでおいてくだ

さい。事後においては、配付プリントの問題を解い

て下さい。 １時間程度）

刑罰と刑事手続
犯罪と刑罰、憲法と罪刑法定主義などに

ついて説明します。

事前に教科書 頁から 頁を読んでおいてくだ

さい。事後においては、配付プリントの問題を解い

て下さい。 １時間程度）

国会
国会の地位、国会の組織と活動、国会の

権能などについて説明します。

事前に 頁から 頁を読んでおいてください。

事後においては、配付プリントの問題を解いて下さ

い。 １時間程度）

内閣
議院内閣制、内閣の組織と権能などにつ

いて説明します。

事前に教科書 頁から 頁を読んでおいてくだ

さい。事後においては、配付プリントの問題を解い

て下さい。 １時間程度）

裁判所
司法権の定義、司法権の範囲、司法権の

独立などについて説明します。

事前に教科書 頁から 頁を読んでおいてくだ

さい。事後においては、配付プリントの問題を解い

て下さい。 １時間程度）

平和主義
戦争の放棄の意味、憲法 条と自衛隊の

存在などについて説明します。

事前に教科書 頁から 頁を読んでおいてくだ

さい。事後においては、配付プリントの問題を解い

て下さい。 １時間程度）

関連科目 法学入門

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

はじめての憲法学（第 版）

中村睦男・岩本一郎・大島佳代

子・木下和朗・齊藤正彰・佐々木

雅寿・寺島壽一

三省堂

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

教
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評価方法

（基準）
期末試験の点数（ ％）、小テストの点数（ ％）の合計によって評価します。

学生への

メッセージ
授業で生じた疑問は必ず質問して下さい。

担当者の

研究室等
号館 階 法学部資料室（法学部非常勤講師室）

備考
①小テストの返却は 号館 階キャリアルームで行い、その正解は次回の授業で解説します。

②授業時間外の質問等に対しては、水曜日 時 分から 時 分に 号館 階法学部資料室において応対できます。

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 日本語総合ＦⅠ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 藤原 京佳

ディプロマポリシー
科：Ⅲ○ Ⅳ○ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科：Ｆ○ 科：Ⅲ○ Ⅵ○ 科： ◎ △ △ 科： ◎ 科： ◎ 科：

△ △ 科： ◎ ◎ 科： ◎ ◎ 科： ◎ △ ： ◎ △

科目ナンバリング

授業概要・

目的

授業では特定のテーマに関する資料を用い、以下の 点を行う。

１．資料で使用されている語彙や表現を学ぶ

２．資料の内容を理解する

３．資料の内容について意見交換を行う

４．必要に応じて資料の要約や意見文を書く

日本語の語彙力、読解力、口頭コミュニケーション能力、ライティング力を総合的に養うことを目的とする。

到達目標

１．論説文に特徴的な表現や語彙を理解することができる。

２．社会的・専門的テーマに関する資料を読んで理解することができる。

３．特定のテーマについて他者と議論・対話を行うことができる。

４．適切な文体・表現を用いて文章を書くことができる。

授業方法と

留意点

社会的・専門的テーマに関する資料を読んでいくが、内容理解にとどまらず、内容を踏まえた上で自身の考えを深めることが求められる。したが

って、授業では語彙・表現等の説明も行うが、意見交換を重視する。また、自分の考えを一方的に述べるだけでなく、異なる意見をもつ他者とど

のように話し合いを進めていくかということにも意識的に取り組んでいく。

科目学習の

効果（資格）

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス
自己紹介

授業の概要説明
自己紹介文を書く

テーマ１ 資料の読解・テーマに関する話し合い 資料に出てきた語彙・表現等を復習する

テーマ２ 資料の読解・テーマに関する話し合い 資料に出てきた語彙・表現等を復習する

テーマ３ 資料の読解・テーマに関する話し合い 資料に出てきた語彙・表現等を復習する

確認
テーマ１から３の学習内容に関する確

認・小テスト
テーマ から３のうち１つ選んで、意見文を書く

テーマ４ 資料の読解・テーマに関する話し合い 資料に出てきた語彙・表現等を復習する

テーマ５ 資料の読解・テーマに関する話し合い 資料に出てきた語彙・表現等を復習する

テーマ６ 資料の読解・テーマに関する話し合い 資料に出てきた語彙・表現等を復習する

確認
テーマ から の学習内容に関する確

認・小テスト
テーマ から のうち１つ選んで、意見文を書く

テーマ７ 資料の読解・テーマに関する話し合い 資料に出てきた語彙・表現等を復習する

テーマ８ 資料の読解・テーマに関する話し合い 資料に出てきた語彙・表現等を復習する

テーマ９ 資料の読解・テーマに関する話し合い 資料に出てきた語彙・表現等を復習する

確認
テーマ から の学習内容に関する確

認・小テスト
テーマ から のうち１つ選んで、意見文を書く

レポート作成準備 レポートの書き方
これまで扱ったテーマの中から つ選びレポートを

作成する

発表・フィードバック レポート内容の発表および話し合い 返却されたレポートの訂正箇所について確認する

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
授業への取り組み ％、小テスト ％、レポート ％で判断する。

学生への

メッセージ
受講者の日本語レベルにより授業内容を調整・変更することがあります。

担当者の

研究室等
国際交流センター講師控室（ 号館 階）

備考

事前事後学習時間の目安は毎週 時間。

受講者が小人数の場合、要望を取り入れながら授業を行います。

授業では学生同士の話し合いを観察し、教師が適宜フィードバックを行う。

教
養
科
目
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科目名 日本語総合ＦⅡ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 藤原 京佳

ディプロマポリシー
科：Ⅲ○ Ⅳ○ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科：Ｆ○ 科：Ⅲ○ Ⅵ○ 科： ◎ △ △ 科： ◎ 科： ◎ 科：

△ △ 科： ◎ ◎ 科： ◎ ◎ 科： ◎ △ ： ◎ △

科目ナンバリング

授業概要・

目的
日本や国際社会における社会・時事問題への理解を深めると同時に、問題について日本語で議論する能力を伸ばす。

到達目標
１．社会的な問題について論理的に自分の意見を述べることができる。

２．他者の意見に耳を傾け、建設的に議論を進めていくことができる。

授業方法と

留意点

日本・国際社会の問題に関するニュースや新聞（生教材）を使い、話し合う。

コースの後半は学生各自が興味のある話題を持ち寄って、話し合う。

科目学習の

効果（資格）

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

トピック① 議論
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する

トピック② 議論
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する

トピック③ 議論
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する

トピック④ 議論
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する

トピック⑤ 議論
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する

トピック⑥ 議論
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する

トピック⑦ 議論
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する

トピック⑧ 議論
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する

学生持ち寄りのトピック① 議論
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する

学生持ち寄りのトピック② 議論
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する

学生持ち寄りのトピック③ 議論
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する

学生持ち寄りのトピック⑤ 議論
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する

学生持ち寄りのトピック⑥ 議論
翌週行う自分の持ち寄りトピックに関する資料収

集

発表準備
自分が持ち寄ったトピックをさらに絞

り込み、発表資料を作成する
発表練習

発表

口頭発表

質疑応答

振り返り

発表のフィードバックシートを用い、改善点等を確

認する

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
授業で課される課題 、授業への取り組み 、口頭発表 ％で判断する。

学生への

メッセージ
受講生の日本語レベル等によって内容を変更することがあります。

担当者の

研究室等
国際交流センター（３号館４階）

備考

事前事後学習時間の目安は毎週 時間。

受講者が小人数の場合、要望を取り入れながら授業を行います。

議論を行ううえで不明な語彙や表現がある場合は教師が適宜サポート・フィードバックします。

教
養
科
目
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科目名 日本語総合Ｒ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 帰国学生対象

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 藤原 京佳

ディプロマポリシー
科：Ⅲ○ Ⅳ○ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科：Ｆ○ 科：Ⅲ○ Ⅵ○ 科： ◎ △ △ 科： ◎ 科： ◎ 科：

△ △ 科： ◎ 科： ◎ ◎ 科： ◎ △ ： ◎ △

科目ナンバリング

授業概要・

目的
日本や国際社会における社会・時事問題への理解を深めると同時に、問題について日本語で議論する能力を伸ばす。

到達目標
１．社会的な問題について論理的に自分の意見を述べることができる。

２．他者の意見に耳を傾け、建設的に議論を進めていくことができる。

授業方法と

留意点

日本・国際社会の問題に関するニュースや新聞（生教材）を使い、話し合う。

コースの後半は学生各自が興味のある話題を持ち寄って、話し合う。

科目学習の

効果（資格）

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

トピック① 議論
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する

トピック② 議論
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する

トピック③ 議論
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する

トピック④ 議論
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する

トピック⑤ 議論
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する

トピック⑥ 議論
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する

トピック⑦ 議論
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する

トピック⑧ 議論
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する

学生持ち寄りのトピック① 議論
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する

学生持ち寄りのトピック② 議論
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する

学生持ち寄りのトピック③ 議論
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する

学生持ち寄りのトピック⑤ 議論
授業内での話し合いをふまえコメントシートを記

入する

学生持ち寄りのトピック⑥ 議論
翌週行う自分の持ち寄りトピックに関する資料収

集

発表準備
自分が持ち寄ったトピックをさらに絞

り込み、発表資料を作成する
発表練習

発表

口頭発表

質疑応答

振り返り

発表のフィードバックシートを用い、改善点等を確

認する

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
授業で課される課題 、授業への取り組み 、口頭発表 ％で判断する。

学生への

メッセージ
受講生の日本語レベル等によって内容を変更することがあります。

担当者の

研究室等
国際交流センター（３号館４階）

備考

事前事後学習時間の目安は毎週 時間。

受講者が小人数の場合、要望を取り入れながら授業を行います。

議論を行ううえで不明な語彙や表現がある場合は教師が適宜サポート・フィードバックします。

教
養
科
目
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科目名 日本語読解 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス イ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 櫻井 清華

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

文章を読むことは好きだろうか。大学で何を学ぶにせよ、「論文などの難解な文章を理解する」「長い文章から重要な事項をピックアップする」力

は大学生活に必須である。

また、人の心の動きが表現された文学作品を読解することは、他者の気持ちを類推するトレーニングにもなり、今後の社会生活にも役立つことだ

ろう。

文章を読むことによって、語彙力や表現力も磨かれ、自分の考えを伝える力も向上する。

この授業では、日本語の文法の基本を学ぶ。また、様々なジャンルの文章を読むことによって、語彙力や表現力の向上を目指す。最終的には、評

論文や論文などの論理的な文章を正しく読解し、要約できるようにする。さらに、読解力を養成することで思考力を獲得し、自己の考えを文章化

することにつなげることを目標とする。

到達目標

・日本語の文法の基本を学び、新聞記事や論説文について正確な読解を行う

・論文など論理的な文章を読解する能力を身につける

・さまざまなジャンルの文章にふれ、語彙や表現を学ぶ

授業方法と

留意点

授業では、まず文法や語彙についての小テストを行う。

その後、受講者が各自でやや長い文章を読み、問題に解答する。

その後、教員による解説を行う。新しい教材に入る前にプリントを配布するので、必ず熟読してくること。

受講者の理解度を確認するため、課題を作成させることもある。また、適宜復習小テストを行うので、復習を怠らないこと。

科目学習の

効果（資格）
大学の授業・社会人になってから必要な読解能力

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス／難読漢字を読

む（１）

授業内容、授業の進め方、評価基準等に

ついて説明する。

難読漢字を学ぶことで、語彙力を高め

る。

配布するプリントを次回までに読んでおく。小テス

トに備えて授業内容を復習する

文法を学ぶ／難読漢字を読

む（２）

読解の基礎となる文法を学ぶ。

難読漢字を学ぶことで、語彙力を高め

る。

配布するプリントを次回までに読んでおく。小テス

トに備えて授業内容を復習する。

文の構造について学ぶ／語

彙を豊かにする（１）

文の構造に注目し、文中に述べられてい

る複数の事柄の関係を読解する。

ことわざや故事成語を学ぶことで、語彙

力を高める。

配布するプリントを次回までに読んでおく。小テス

トに備えて授業内容を復習する。

要点をおさえて文章を読む

／語彙を豊かにする（２）

やや長い文章を要点を押さえて読解す

る。

類義語や対義語について正確に理解す

る。

配布するプリントを次回までに読んでおく。小テス

トに備えて授業内容を復習する。

新聞を読む／語彙を豊かに

する（３）

文や文章の組み立てに注目しながら、新

聞記事や社説を正しく読解し、内容につ

いて考える。

カタカナ語を学ぶことで、語彙力を高め

る。

配布するプリントを次回までに読んでおく。小テス

トに備えて授業内容を復習する。

接続詞・指示語／漢字・語彙

小テスト

接続詞や指示語に注意しながら、文章を

整序する練習を行う。

漢字や語彙について小テストを行う。

配布するプリントを次回までに読んでおく。小テス

トに備えて授業内容を復習する。

文と文の関係、論理展開

本文を構成する文と文の関係や、論理展

開に注意しながら、文中の空欄補充を行

う。

配布するプリントを次回までに読んでおく。小テス

トに備えて授業内容を復習する。

内容把握（１）基礎
人文科学分野の文章を読み、内容を把握

する。

配布するプリントを次回までに読んでおく。小テス

トに備えて授業内容を復習する。

内容把握（２）発展
人文科学分野の長い文章を読み、内容を

把握する。

配布するプリントを次回までに読んでおく。小テス

トに備えて授業内容を復習する。

要旨把握（１）
人文科学分野の文章を読み、要旨を把握

する。

配布するプリントを次回までに読んでおく。小テス

トに備えて授業内容を復習する。

要旨把握（２）
自然科学分野の文章を読み、要旨を把握

する。

配布するプリントを次回までに読んでおく。小テス

トに備えて授業内容を復習する。

長文読解についての復習テ

スト／資料読解（１）

接続詞、指示語、論理展開、内容把握、

要旨把握、についての小テストを行う。

資料読解に必要な表現を学ぶ。

配布するプリントを次回までに読んでおく。小テス

トに備えて授業内容を復習する。

資料読解（２） 実数や割合に関する数表を読み解く。
配布するプリントを次回までに読んでおく。小テス

トに備えて授業内容を復習する。

資料読解（３） 実数や割合に関する数表を読み解く。
配布するプリントを次回までに読んでおく。確認テ

ストに備えて授業内容を復習する。

本講義のまとめ・確認テスト

本講義のまとめ、および第一回から第十

四回までの理解度を確認するテストを

行う。

本講義で学んだことを今後に活かすため、各自復習

する。

関連科目 文章表現法

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

教
養
科
目
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番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

期末テスト ％ 小テスト ％ 授業への取り組み（課題提出等により評価する 出席することは当然のことなので出席点は評価しないが、欠席

点は減点対象となる）も重要

学生への

メッセージ

・能動的な態度で授業に臨むこと。

・授業の初めに出席確認もかねて毎回小テストを行う。遅刻しないこと。

・私語は厳禁とする。

・さまざまなジャンルの本を読み、他者の考え方を知ることで思考力が身につく。幅広い関心を持って、日頃から読書に親しむようにしよう。

担当者の

研究室等
７号館２階（非常勤講師室）

備考

授業では、まず受講者が各自で文章を読み、その後、教員による解説を行う。新しい教材に入る前にプリントを配布するので、必ず熟読してくる

こと。事前事後学習には，毎回 時間以上かけること。

質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 日本語読解 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス ロ

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 松尾 佳津子

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

日々、何を読んでいますか？ また、日々、何を書いていますか？ 何を学ぶにせよ、また学生であれ社会人であれ、「文章を読む」というこ

とを避けて通るわけにはいきません。仲間内でだけ通じる会話や話し言葉でなく、書き言葉を通じてしか手に入らないものがあります。それをぜ

ひ身につけてほしいと願っています。さまざまなジャンルの文章を素材として語句や表現を学び、自分なりの感想を持ちそれを発信する、という

トレーニングを積んでみましょう。

語句の知識を増やして定着させること、表現に着目した読解トレーニングを積むこと、読解した内容に対して自分なりの考えを表現できること。

この三つの力を磨くことを目標とします。

到達目標

【目標１】語句・ことわざ・四字熟語・敬語などの知識を身に付けること。

【目標２】さまざまな文章に触れ、執筆者の気持ちを想像しながら読み解くこと。

【目標３】文章を読んで感じたことを文章化する経験値を積み、他者に伝わる論理的な文章を書く力を養うこと。

授業方法と

留意点

◇毎回、語句チェックを通じて語彙力を磨きます（授業前半）。また毎回、素材となる文章を配布し、プリント形式で読解授業を進めます（授業

後半）。最後にその日の授業を振り返って文章にまとめることを必須とします。

◇授業中に随時課題を提示しますので、それらに取り組むことで積極的な取り組みをあなたに要求します。友人の回答の引き写しなど、課題に取

り組む態度に不備のある場合は、出席と認めません。

◇毎回提出する小レポートから、随時取り上げて公開添削し、表現の弱点をみがいていきます。

科目学習の

効果（資格）

「日本語文章能力検定」などの公的資格もありますが、自分のことばに自覚的である感性を養うことが何よりの学習効果です。文章を味読し、自

分の考えを文章化し、他者に発信するトレーニングは、積極的に取り組むことで、日々のレポート作成や、就職活動のための種々の文章作成の下

地作りにもなるでしょう。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

エッセイ（１） 叙情的な作品に触れる。
プリントに提示した資料の原典を当たってより学

習を深めましょう。

エッセイ（２） 軽妙洒脱な作品に触れる。
プリントに提示した資料の原典を当たってより学

習を深めましょう。

エッセイ（３） 空想的な作品に触れる。
プリントに提示した資料の原典を当たってより学

習を深めましょう。

文語的な文章（１）
古典の作品の一部を読み、梗概や時代背

景に触れる。

プリントに提示した資料の原典を当たってより学

習を深めましょう。

文語的な文章（２）
古典を踏まえた古典作品を読み、発想の

広がりに触れる。

プリントに提示した資料の原典を当たってより学

習を深めましょう。

文語的な文章（３）
古典を踏まえた現代の作品を読み、発想

の広がりに触れる。

プリントに提示した資料の原典を当たってより学

習を深めましょう。

小説（１）
近代の有名作品の一部を読み、梗概や時

代背景に触れる。

プリントに提示した資料の原典を当たってより学

習を深めましょう。

小説（２）
現代の有名作品の一部を読み、梗概や時

代背景に触れる。

プリントに提示した資料の原典を当たってより学

習を深めましょう。

小説（３）
翻訳された有名作品の一部を読み、梗概

や時代背景に触れる。

プリントに提示した資料の原典を当たってより学

習を深めましょう。

実用的な文章（１） 手紙文を「読解」してみる。
プリントに提示した資料の原典を当たってより学

習を深めましょう。

実用的な文章（２） ビジネス文書を「読解」してみる。
プリントに提示した資料の原典を当たってより学

習を深めましょう。

実用的な文章（３） 説明文を「読解」してみる。
プリントに提示した資料の原典を当たってより学

習を深めましょう。

韻文（１）
身近な歌の歌詞を作品として「読解」し

てみる。

プリントに提示した資料の原典を当たってより学

習を深めましょう。

韻文（２）
短歌を身近なものとして「読解」してみ

る。

プリントに提示した資料の原典を当たってより学

習を深めましょう。

韻文（３）
俳句を身近なものとして「読解」してみ

る。

プリントに提示した資料の原典を当たってより学

習を深めましょう。

関連科目

教科書
番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

◇講義中に作成する小レポートが出席確認を兼ねます。近年散見する代筆提出については、代筆者・被代筆者共、成績処理時に大幅減点します。

◇最終成績は、定期試験の結果 割と、小レポートの回答状況 割とを合わせて判断します。

◇スマホいじり・私語・飲食・頻繁な離席・他授業の課題作成・居眠りなど、受講態度の著しく悪い学生には退室を指示して当日の出席は無効と

し、さらに状況に応じてマイナス評価を下します。また、回収した小レポートの回答状況が著しく悪い場合も、当日の出席は無効とします。

◇原則として、出席率 ％以上の学生のみを成績評価の対象とします。

学生への

メッセージ

「本を読むのはキライ」という気持ちを捨てて講義に臨んで下さい。私があなたに求めているのは「今までの知識の積み重ね」ではなく、「自分

のことばに自覚的になること、自分のことばで考えること」です。正解のない世界で「自分の答え」を手探りしてみましょう。

担当者の

研究室等
７号館２階（非常勤講師室）

備考

◇事後学習として、授業後少なくとも半時間は、学習した事項を書いて覚えたり、曖昧な箇所は辞書を調べ直したりして、記憶の定着を図る時間

を持ちましょう。

◇毎週水曜は３限からの授業なので、お昼休みは非常勤講師室に在室しています。

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 日本語読解ＦⅠ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 佐々木 成美

ディプロマポリシー
科：Ⅲ○ Ⅳ○ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科：Ｆ○ 科：Ⅲ○ Ⅵ○ 科： ◎ △ △ 科： ◎ 科： ◎ 科：

△ △ 科： ◎ ◎ 科： ◎ ◎ 科： ◎ △ ： ◎ △

科目ナンバリング

授業概要・

目的

この授業では様々な分野の一般書を読み、内容を文章にまとめたり、口頭で説明したりすることを通して理解を深めながら読解力の向上を目指す。

また、読解を通して語彙力アップを図るとともに、文章を音読することによって漢字の読みに強くなることを目指す。

到達目標

・読んだ文章の内容をまとめて書く／話すことができる。

・語彙力をつける。

・一般書レベルの漢字が読める。

授業方法と

留意点

・授業では、各自で文章を読んだ後、音読し、漢字の読みを確認する。その後、内容を確認する。また、読んだ内容を要約したり、口頭で説明す

る練習を行う。

・語彙力アップのため、語彙の小テストを行う。

科目学習の

効果（資格）
専門分野の文章を読むための読解力の基礎が身につく

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション

「早朝時間」のフル活用で成

功した人たち

授業の進め方の説明

読解、内容理解
復習

渡り鳥はなぜ迷わない？ 読解、内容理解、内容をまとめる練習 復習

フリーズする脳 読解、内容理解、内容をまとめる練習 復習

「科学」の定義① 読解、内容理解 復習

「科学」の定義②
語彙テスト、内容まとめ（書く）、タス

ク
復習

現代の若者のマナー① 読解、内容理解 復習

現代の若者のマナー②
語彙テスト、内容まとめ（話す）、タス

ク
復習

親孝行な男の子 読解、内容理解、タスク 復習

言語と文化① 読解、内容理解 復習

言語と文化②
語彙テスト、内容まとめ（書く）、タス

ク
復習

ローソクの進化① 読解、内容理解 復習

ローソクの進化①
語彙テスト、内容まとめ（話す）、タス

ク
復習

「割り勘」は当然？① 読解、内容理解 復習

「割り勘」は当然？②
語彙テスト、内容まとめ（書く）、タス

ク
復習

総復習 総復習 復習

関連科目 日本語読解 Ⅱ

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
授業内での取り組み（ ％）、提出物（ ％）、小テスト（ ％）

学生への

メッセージ
日本語学校で教えた日本語教育経験、日本語教師としての経験を授業で生かします。専門分野の文章を読むための基礎力を身につけましょう！

担当者の

研究室等
７号館２階（非常勤講師室）

備考

授業外の質問等には、メールで対応する。

授業の進度や受講生の理解度に応じて授業計画を変更することがある。

新出語彙の確認など学習時間の目安は毎週１時間。

小テストの に関しては、次週間違えた箇所を中心に説明を行う。

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 日本語読解ＦⅡ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 佐々木 成美

ディプロマポリシー
科：Ⅲ○ Ⅳ○ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科：Ｆ○ 科：Ⅲ○ Ⅵ○ 科： ◎ △ △ 科： ◎ 科： ◎ 科：

△ △ 科： ◎ ◎ 科： ◎ ◎ 科： ◎ △ ： ◎ △

科目ナンバリング

授業概要・

目的

この授業では様々な分野の一般書を読み、内容を文章にまとめたり、口頭で説明したりすることを通して理解を深めながら読解力の向上を目指す。

また、読解を通して語彙力アップを図るとともに、文章を音読することによって漢字の読みに強くなることを目指す。

到達目標

・読んだ文章の内容をまとめて書く／話すことができる。

・語彙力をつける。

・一般書レベルの漢字が読める。

授業方法と

留意点

・授業では、各自で文章を読んだ後、音読し、漢字の読みを確認する。その後、内容を確認する。また、読んだ内容を要約したり、口頭で説明す

る練習を行う。

・語彙力アップのため、語彙の小テストを行う。

科目学習の

効果（資格）
専門分野の文章を読むための読解力の基礎が身につく

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション

涙

授業の進め方の説明

読解、内容理解
復習

統計と数字① 読解、内容理解 復習

統計と数字②
語彙テスト、内容まとめ（話す）、タス

ク
復習

背理法① 読解、内容理解 復習

背理法②
語彙テスト、内容まとめ（書く）、タス

ク
復習

「待つ」こと① 読解、内容理解 復習

「待つ」こと②
語彙テスト、内容まとめ（話す）、タス

ク
復習

ついでに何をする？① 読解、内容理解 復習

ついでに何をする？②
語彙テスト、内容まとめ（話す）、タス

ク
復習

ウイルス発見！① 読解、内容理解 復習

ウイルス発見！②
語彙テスト、内容まとめ（書く）、タス

ク
復習

大学で学ぶこと① 読解、内容理解 復習

大学で学ぶこと②
語彙テスト、内容まとめ（書く）、タス

ク
復習

何のために「学ぶ」のか 読解、内容理解 復習

総復習 総復習 復習

関連科目 日本語読解 Ⅰ

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
授業内での取り組み（ ％）、提出物（ ％）、小テスト（ ％）

学生への

メッセージ
日本語学校で教えた日本語教育経験、日本語教師としての経験を授業で生かします。専門分野の文章を読むための基礎力を身につけましょう！

担当者の

研究室等
７号館２階（非常勤講師室）

備考

授業外の質問等には、メールで対応する。

授業の進度や受講生の理解度に応じて授業計画を変更することがある。

新出語彙の確認など学習時間の目安は毎週１時間。

小テストの に関しては、次週間違えた箇所を中心に説明を行う。

教
養
科
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摂南大学シラバス

科目名 日本語読解Ｒ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 帰国学生対象

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 佐々木 成美

ディプロマポリシー
科：Ⅲ○ Ⅳ○ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科：Ｆ○ 科：Ⅲ○ Ⅵ○ 科： ◎ △ △ 科： ◎ 科： ◎ 科：

△ △ 科： ◎ 科： ◎ ◎ 科： ◎ △ ： ◎ △

科目ナンバリング

授業概要・

目的

この授業では様々な分野の一般書を読み、内容を文章にまとめたり、口頭で説明したりすることを通して理解を深めながら読解力の向上を目指す。

また、読解を通して語彙力アップを図るとともに、文章を音読することによって漢字の読みに強くなることを目指す。

到達目標

・読んだ文章の内容をまとめて書く／話すことができる。

・語彙力をつける。

・一般書レベルの漢字が読める。

授業方法と

留意点

・授業では、各自で文章を読んだ後、音読し、漢字の読みを確認する。その後、内容を確認する。また、読んだ内容を要約したり、口頭で説明す

る練習を行う。

・語彙力アップのため、語彙の小テストを行う。

科目学習の

効果（資格）
専門分野の文章を読むための読解力の基礎が身につく

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション

「早朝時間」のフル活用で成

功した人たち

授業の進め方の説明

読解、内容理解
復習

渡り鳥はなぜ迷わない？ 読解、内容理解、内容をまとめる練習 復習

フリーズする脳 読解、内容理解、内容をまとめる練習 復習

「科学」の定義① 読解、内容理解 復習

「科学」の定義②
語彙テスト、内容まとめ（書く）、タス

ク
復習

現代の若者のマナー① 読解、内容理解 復習

現代の若者のマナー②
語彙テスト、内容まとめ（話す）、タス

ク
復習

親孝行な男の子 読解、内容理解、タスク 復習

言語と文化① 読解、内容理解 復習

言語と文化②
語彙テスト、内容まとめ（書く）、タス

ク
復習

ローソクの進化① 読解、内容理解 復習

ローソクの進化①
語彙テスト、内容まとめ（話す）、タス

ク
復習

「割り勘」は当然？① 読解、内容理解 復習

「割り勘」は当然？②
語彙テスト、内容まとめ（書く）、タス

ク
復習

総復習 総復習 復習

関連科目 日本語読解 Ⅱ

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
授業内での取り組み（ ％）、提出物（ ％）、小テスト（ ％）

学生への

メッセージ
日本語学校で教えた日本語教育経験、日本語教師としての経験を授業で生かします。専門分野の文章を読むための基礎力を身につけましょう！

担当者の

研究室等
７号館２階（非常勤講師室）

備考

授業外の質問等には、メールで対応する。

授業の進度や受講生の理解度に応じて授業計画を変更することがある。

新出語彙の確認など学習時間の目安は毎週１時間。

小テストの に関しては、次週間違えた箇所を中心に説明を行う。

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 日本語表現 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス イ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 久田 行雄

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

文章表現の基礎を習得し、日本語表現力を高めることを目的とする。

大学でのレポート・論文の作成、また社会に出てからの文書の作成に必要な、「事実を客観的に説明する」、「意見を論理的に記述する」力を養成

することに重点を置く。

考えや経験をどうまとめるか、他人に読んでもらう文章をどう書くか、など、文章化する際の基礎を実践的にトレーニングする。

到達目標
大学生活、社会人生活で必要となる論理的な文章（特にレポート・論文）の書き方を習得する。

適切な方法を用いて、 字程度の論理的な文章を書くことができる。

授業方法と

留意点

配布プリントにより授業を進める。

授業テーマに応じたミニレポートや課題を作成し、提出する。ミニレポートや課題は添削して、返却する。

毎回、授業の冒頭で、語彙力を養う小テストを行う。

科目学習の

効果（資格）

大学生活、社会人生活で必要となる「書く」力が身につく。

日本語に関する関心と知識が深まる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス

文章の書き方①

授業の目的、進め方

話し言葉と書き言葉の違いを認識する
―――――

文章の書き方② 文の構造について確認する 前回の復習

事実文と意見文
事実を述べる文章と意見を述べる文章

の違いを学ぶ
前回の復習

文章の構成 段落分けについて学ぶ 前回の復習

課題①
ある事物について、論理的に説明する文

章を書く
課題①の準備

課題①フィードバック

敬語表現①

課題①の返却・講評

敬語表現の基本を確認する

これまでの授業の復習

課題①を見直す

資料の要約 文章を要約する方法を学ぶ 前回の復習

資料の引用 資料を引用する際のルールを学ぶ 前回の復習

資料の読解と説明
グラフ・図表を分析し、説明する方法を

学ぶ
前回の復習

レポート・論文の構成 レポートや論文などの文章構成を学ぶ 前回の復習

課題② 資料を引用し、意見を述べる文章を書く 課題②の準備

課題②フィードバック

エントリーシートの書き方

課題②の返却・講評

就職活動関連に必要な文章を書く

これまでの授業の復習

課題②を見直す

注の付け方 注の付け方・書き方を学ぶ 前回の復習

復習テスト 小テストの復習テスト 小テストの復習

課題③ 構成を意識した文章を書く 前回の復習

関連科目 日本語表現Ⅱ

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

大学生の日本語文章表現
摂南大学教育イノベーションセ

ンター編

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

課題 回（ ％×２）、レポート（ ％）、授業に取り組む姿勢・小テスト（ ％）により総合的に評価する。

課題、レポートを一度でも提出しない場合は不合格となる。

学生への

メッセージ
私たちが普段、当たり前のように使っている「日本語」と、あらためてじっくりと向き合ってみましょう。

担当者の

研究室等
７号館２階 非常勤講師室

備考

質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する。

総学習時間の目安は 時間。

提出課題については、授業中にフィードバックをします。

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 日本語表現 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス ロ

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 小林 理正

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

文章表現の基礎を習得し、日本語表現力を高めることを目的とする。

大学でのレポート・論文の作成、また社会に出てからの文書の作成に必要な、「事実を客観的に説明する」、「意見を論理的に記述する」力を養成

することに重点を置く。

考えや経験をどうまとめるか、他人に読んでもらう文章をどう書くか、など、文章化する際の基礎を実践的にトレーニングする。

到達目標
大学生活、社会人生活で必要となる論理的な文章（特にレポート・論文）の書き方を習得する。

適切な方法を用いて、 字程度の論理的な文章を書くことができる。

授業方法と

留意点

配布プリントにより授業を進める。

授業テーマに応じたミニレポートや課題を作成し、提出する。ミニレポートや課題は添削して、返却する。

毎回、授業の冒頭で、語彙力を養う小テストを行う。

科目学習の

効果（資格）

大学生活、社会人生活で必要となる「書く」力が身につく。

日本語に関する関心と知識が深まる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス

文章の書き方①

授業の目的、進め方

話し言葉と書き言葉の違いを認識する
―――――

文章の書き方② 文の構造について確認する 前回の復習

事実文と意見文
事実を述べる文章と意見を述べる文章

の違いを学ぶ
前回の復習

文章の構成 段落分けについて学ぶ 前回の復習

課題①
ある事物について、論理的に説明する文

章を書く
課題①の準備

課題①フィードバック

敬語表現①

課題①の返却・講評

敬語表現の基本を確認する

これまでの授業の復習

課題①を見直す

資料の要約 文章を要約する方法を学ぶ 前回の復習

資料の引用 資料を引用する際のルールを学ぶ 前回の復習

資料の読解と説明
グラフ・図表を分析し、説明する方法を

学ぶ
前回の復習

レポート・論文の構成 レポートや論文などの文章構成を学ぶ 前回の復習

課題② 資料を引用し、意見を述べる文章を書く 課題②の準備

課題②フィードバック

エントリーシートの書き方

課題②の返却・講評

就職活動関連に必要な文章を書く

これまでの授業の復習

課題②を見直す

注の付け方 注の付け方・書き方を学ぶ 前回の復習

復習テスト 小テストの復習テスト 小テストの復習

課題③ 構成を意識した文章を書く 前回の復習

関連科目 日本語表現Ⅱ

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

大学生の日本語文章表現
摂南大学教育イノベーションセ

ンター編

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

課題 回（ ％×２）、レポート（ ％）、授業に取り組む姿勢・小テスト（ ％）により総合的に評価する。

課題、レポートを一度でも提出しない場合は不合格となる。

学生への

メッセージ
私たちが普段、当たり前のように使っている「日本語」と、あらためてじっくりと向き合ってみましょう。

担当者の

研究室等
７号館２階 非常勤講師室

備考

質問等は出講時に非常勤講師室にて対応する。

総学習時間の目安は 時間。

提出課題については、授業中にフィードバックをします。

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 日本語表現作文ＦⅠ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 佐々木 成美

ディプロマポリシー
科：Ⅲ○ Ⅳ○ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科：Ｆ○ 科：Ⅲ○ Ⅵ○ 科： ◎ △ △ 科： ◎ 科： ◎ 科：

△ △ 科： ◎ ◎ 科： ◎ ◎ 科： ◎ △ ： ◎ △

科目ナンバリング

授業概要・

目的
この授業ではレポートや論文の基礎を学び、レポート・論文の文体と書き方を身につけることを目指す。

到達目標

・レポート・論文の文体で書ける。

・読んだ内容を要約できる。

・段落分けして書ける。

・経過説明、分類、定義など、書きたい内容に合う表現を使って書ける。

・信頼性の高い資料を集め、ルールを守って引用できる。

授業方法と

留意点
授業では、レポートや論文の書き方について解説し、書く練習を行う。

科目学習の

効果（資格）
レポートや論文を書くための基礎力を身につける。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション

日本語の文体

授業についての説明

日本語の文体について学ぶ
復習

レポート・論文の文体 レポート・論文に使われる文体を学ぶ 復習

記号の使い方 句読点、各種記号の使い方を学ぶ 復習

段落① 段落構成について学ぶ 復習

段落② 実践練習
復習

作文課題

経過説明① 経過説明の書き方を学ぶ 復習

経過説明② 実践練習
復習

作文課題

分類 「分類」をする文の書き方を学ぶ 復習

定義 定義の書き方を学ぶ 復習

分類・定義 実践練習
復習

作文課題

引用 引用の書き方を学ぶ 復習

要約① 要約の書き方を学ぶ 復習

要約② 実践練習
復習

作文課題

資料の利用 資料の利用方法を学ぶ 復習

総復習 総復習 復習

関連科目 日本語表現作文 Ⅱ

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
授業内での取り組み（ ％）、提出物（ ％）

学生への

メッセージ
日本語学校で教えた日本語教育経験、日本語教師としての経験を授業で生かします。レポートや論文の書き方を一緒に勉強しましょう。

担当者の

研究室等
７号館２階（非常勤講師室）

備考

授業外の質問等には、メールで対応する。

進度や受講生の理解度に応じて授業計画を変更する場合がある。

作文やレポートなどの書き方の形式の確認および文法など学習時間の目安は毎週１時間。

提出物に関しては、提出物の内容を確認後説明を行う。

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 日本語表現作文ＦⅡ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 佐々木 成美

ディプロマポリシー
科：Ⅲ○ Ⅳ○ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科：Ｆ○ 科：Ⅲ○ Ⅵ○ 科： ◎ △ △ 科： ◎ 科： ◎ 科：

△ △ 科： ◎ ◎ 科： ◎ ◎ 科： ◎ △ ： ◎ △

科目ナンバリング

授業概要・

目的
この授業では、実際にレポートを作成することを通し、レポート・論文の書き方を守ってレポートが作成できるようになることを目指す。

到達目標

・レポート・論文の文体で書ける。

・レポート・論文の書き方を守って書ける。

・アウトラインに沿って書ける。

・信頼性の高い資料を集められる。

授業方法と

留意点
授業では、テーマを決め、実際にレポートを作成していく。

科目学習の

効果（資格）
レポートが書けるようになる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション

前期の復習

授業についての説明

前期の学習内容についての復習
復習

レポートの言葉と表現
レポート・論文に使われる文、言葉、表

現を学ぶ
復習

レポートの構成 レポートの構成を学ぶ 復習

テーマ決め・資料収集
テーマの決め方・絞り方、資料の集め方

を学ぶ

復習

資料を集める

資料を整理する 集めた資料を整理する 復習

アウトライン レポートのアウトラインを作成する 復習

序論①
序論の内容と書き方（課題、目的の提示）

を学ぶ
復習

序論② 序論を書く 復習

本論①
本論の内容と書き方（データ、意見提示）

を学ぶ
復習

本論②
本論の内容と書き方（考察、結論提示）

を学ぶ
復習

本論③ 本論を書く 復習

結論①
結論の内容と書き方（全体のまとめ、今

後の課題）を学ぶ
復習

結論② 結論を書く 復習

まとめ① レポートを推敲し、完成稿を作成する 復習

まとめ② 作成したレポートを元に発表を行う 復習

関連科目 日本語表現作文 Ⅰ

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
授業内での取り組み（ ％）、提出物（ ％）、レポート（ ％）

学生への

メッセージ
日本語学校で教えた日本語教育経験、日本語教師としての経験を授業で生かします。レポートや論文の書き方を一緒に勉強しましょう！

担当者の

研究室等
７号館２階（非常勤講師室）

備考

授業外の質問等には、メールで対応する。

授業の進度や受講生の理解度に応じて授業計画を変更する場合がある。

作文やレポートなどの書き方の形式の確認および文法など学習時間の目安は毎週１時間。

提出物に関しては、提出物の内容を確認後説明を行う。

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 日本語表現作文Ｒ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 帰国学生対象

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 佐々木 成美

ディプロマポリシー
科：Ⅲ○ Ⅳ○ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科：Ｆ○ 科：Ⅲ○ Ⅵ○ 科： ◎ △ △ 科： ◎ 科： ◎ 科：

△ △ 科： ◎ 科： ◎ ◎ 科： ◎ △ ： ◎ △

科目ナンバリング

授業概要・

目的
この授業ではレポートや論文の基礎を学び、レポート・論文の文体と書き方を身につけることを目指す。

到達目標

・レポート・論文の文体で書ける。

・読んだ内容を要約できる。

・段落分けして書ける。

・経過説明、分類、定義など、書きたい内容に合う表現を使って書ける。

・信頼性の高い資料を集め、ルールを守って引用できる。

授業方法と

留意点
授業では、レポートや論文の書き方について解説し、書く練習を行う。

科目学習の

効果（資格）
レポートや論文を書くための基礎力を身につける。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション

日本語の文体

授業についての説明

日本語の文体について学ぶ
復習

レポート・論文の文体 レポート・論文に使われる文体を学ぶ 復習

記号の使い方 句読点、各種記号の使い方を学ぶ 復習

段落① 段落構成について学ぶ 復習

段落② 実践練習
復習

作文課題

経過説明① 経過説明の書き方を学ぶ 復習

経過説明② 実践練習
復習

作文課題

分類 「分類」をする文の書き方を学ぶ 復習

定義 定義の書き方を学ぶ 復習

分類・定義 実践練習
復習

作文課題

引用 引用の書き方を学ぶ 復習

要約① 要約の書き方を学ぶ 復習

要約② 実践練習
復習

作文課題

資料の利用 資料の利用方法を学ぶ 復習

総復習 総復習 復習

関連科目 日本語表現作文 Ⅱ

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
授業内での取り組み（ ％）、提出物（ ％）

学生への

メッセージ
日本語学校で教えた日本語教育経験、日本語教師としての経験を授業で生かします。レポートや論文の書き方を一緒に勉強しましょう。

担当者の

研究室等
７号館２階（非常勤講師室）

備考

授業外の質問等には、メールで対応する。

進度や受講生の理解度に応じて授業計画を変更する場合がある。

作文やレポートなどの書き方の形式の確認および文法など学習時間の目安は毎週１時間。

提出物に関しては、提出物の内容を確認後説明を行う。

教
養
科
目
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科目名 日本語文法ＦⅠ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 佐々木 成美

ディプロマポリシー
科：Ⅲ○ Ⅳ○ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科：Ｆ○ 科：Ⅲ○ Ⅵ○ 科： ◎ △ △ 科： ◎ 科： ◎ 科：

△ △ 科： ◎ ◎ 科： ◎ ◎ 科： ◎ △ ： ◎ △

科目ナンバリング

授業概要・

目的

この授業では、中上級～上級の文法項目を取り上げる。文法項目の用法を確認し、その文法項目が使われている会話を聞いたり、作文や会話をし

たりすることを通して、適切に使えるようになることを目指す。随時、小テストを行う。

到達目標 中上級～上級の文法項目が運用できる。

授業方法と

留意点
教員による解説と練習を繰り返しながら進める。

科目学習の

効果（資格）
高度な日本語運用能力

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション

「早朝時間」のフル活用で成

功した人たち

授業の進め方の説明

文法項目の解説と練習
復習

渡り鳥はなぜ迷わない？ 文法項目の解説と練習 復習

フリーズする脳 文法項目の解説と練習 復習

「科学」の定義① 文法項目の解説と練習 復習

「科学」の定義② 文法項目の解説と練習 復習

現代の若者のマナー① 文法項目の解説と練習 復習

現代の若者のマナー② 文法項目の解説と練習 復習

親孝行な男の子 文法項目の解説と練習 復習

言語と文化① 文法項目の解説と練習 復習

言語と文化② 文法項目の解説と練習 復習

ローソクの進化① 文法項目の解説と練習 復習

ローソクの進化① 文法項目の解説と練習 復習

「割り勘」は当然？① 文法項目の解説と練習 復習

「割り勘」は当然？② 文法項目の解説と練習 復習

総復習 総復習 復習

関連科目 日本語文法 Ⅱ、日本語読解 Ⅰ

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
授業内での取り組み（ ％）、提出物（ ％）、小テスト（ ％）

学生への

メッセージ
日本語学校で教えた日本語教育経験、日本語教師としての経験を授業で生かします。日本語のレベルアップを目指して勉強しましょう！

担当者の

研究室等
７号館２階（非常勤講師室）

備考

授業外の質問等には、メールで対応する。

授業の進度や受講生の理解度に応じて授業計画を変更することがある。

授業内で使用したプリントを使い文法の確認（復習）。目安は毎週１時間。

小テストの に関しては、次週間違えた箇所を中心に説明を行う。

教
養
科
目
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科目名 日本語文法ＦⅡ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 佐々木 成美

ディプロマポリシー
科：Ⅲ○ Ⅳ○ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科：Ｆ○ 科：Ⅲ○ Ⅵ○ 科： ◎ △ △ 科： ◎ 科： ◎ 科：

△ △ 科： ◎ ◎ 科： ◎ ◎ 科： ◎ △ ： ◎ △

科目ナンバリング

授業概要・

目的

この授業では、中上級～上級の文法項目を取り上げる。文法項目の用法を確認し、その文法項目が使われている会話を聞いたり、作文や会話をし

たりすることを通して、適切に使えるようになることを目指す。随時、小テストを行う。

到達目標 中上級～上級の文法項目が運用できる。

授業方法と

留意点
教員による解説と練習を繰り返しながら進める。

科目学習の

効果（資格）
高度な日本語運用能力

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション

涙

授業の進め方の説明

文法項目の解説と練習
復習

統計と数字① 文法項目の解説と練習 復習

統計と数字② 文法項目の解説と練習 復習

背理法① 文法項目の解説と練習 復習

背理法② 文法項目の解説と練習 復習

「待つ」こと① 文法項目の解説と練習 復習

「待つ」こと② 文法項目の解説と練習 復習

ついでに何をする？① 文法項目の解説と練習 復習

ついでに何をする？② 文法項目の解説と練習 復習

ウイルス発見！① 文法項目の解説と練習 復習

ウイルス発見！② 文法項目の解説と練習 復習

大学で学ぶこと① 文法項目の解説と練習 復習

大学で学ぶこと② 文法項目の解説と練習 復習

何のために「学ぶ」のか 文法項目の解説と練習 復習

総復習 総復習 復習

関連科目 日本語文法 Ⅰ、日本語読解 Ⅱ

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
授業内での取り組み（ ％）、提出物（ ％）、小テスト（ ％）

学生への

メッセージ
日本語学校で教えた日本語教育経験、日本語教師としての経験を授業で生かします。日本語のレベルアップを目指して勉強しましょう！

担当者の

研究室等
７号館２階（非常勤講師室）

備考

授業外の質問等には、メールで対応する。

授業の進度や受講生の理解度に応じて授業計画を変更することがある。

授業内で使用したプリントを使い文法の確認（復習）。目安は毎週１時間。

小テストの に関しては、次週間違えた箇所を中心に説明を行う。

教
養
科
目
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科目名 日本語文法Ｒ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 帰国学生対象

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 佐々木 成美

ディプロマポリシー
科：Ⅲ○ Ⅳ○ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科：Ｆ○ 科：Ⅲ○ Ⅵ○ 科： ◎ △ △ 科： ◎ 科： ◎ 科：

△ △ 科： ◎ 科： ◎ ◎ 科： ◎ △ ： ◎ △

科目ナンバリング

授業概要・

目的

この授業では、中上級～上級の文法項目を取り上げる。文法項目の用法を確認し、その文法項目が使われている会話を聞いたり、作文や会話をし

たりすることを通して、適切に使えるようになることを目指す。随時、小テストを行う。

到達目標 中上級～上級の文法項目が運用できる。

授業方法と

留意点
教員による解説と練習を繰り返しながら進める。

科目学習の

効果（資格）
高度な日本語運用能力

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション

涙

授業の進め方の説明

文法項目の解説と練習
復習

統計と数字① 文法項目の解説と練習 復習

統計と数字② 文法項目の解説と練習 復習

背理法① 文法項目の解説と練習 復習

背理法② 文法項目の解説と練習 復習

「待つ」こと① 文法項目の解説と練習 復習

「待つ」こと② 文法項目の解説と練習 復習

ついでに何をする？① 文法項目の解説と練習 復習

ついでに何をする？② 文法項目の解説と練習 復習

ウイルス発見！① 文法項目の解説と練習 復習

ウイルス発見！② 文法項目の解説と練習 復習

大学で学ぶこと① 文法項目の解説と練習 復習

大学で学ぶこと② 文法項目の解説と練習 復習

何のために「学ぶ」のか 文法項目の解説と練習 復習

総復習 総復習 復習

関連科目 日本語文法 Ⅰ、日本語読解 Ⅱ

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
授業内での取り組み（ ％）、提出物（ ％）、小テスト（ ％）

学生への

メッセージ
日本語学校で教えた日本語教育経験、日本語教師としての経験を授業で生かします。日本語のレベルアップを目指して勉強しましょう！

担当者の

研究室等
７号館２階（非常勤講師室）

備考

授業外の質問等には、メールで対応する。

授業の進度や受講生の理解度に応じて授業計画を変更することがある。

授業内で使用したプリントを使い文法の確認（復習）。目安は毎週１時間。

小テストの に関しては、次週間違えた箇所を中心に説明を行う。

教
養
科
目
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科目名 日本事情ＦⅠ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 門脇 薫

ディプロマポリシー
科：Ⅲ○ Ⅳ○ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科：Ｂ○ 科：Ⅲ○ Ⅵ○ 科： △ ○ 科： ◎ 科： ◎ 科： △

△ 科： ◎ ◎ 科： ◎ ◎ 科： ◎ △ ： ◎ △

科目ナンバリング

授業概要・

目的

日本文化・社会について、日本映画を視聴して観察したり考察したりします。またテキストの講読、映画の台詞や使われている場面から日本語の

文法や表現についても学びます。

到達目標
日本文化・社会について観察し、自国の文化・社会及び他の受講生の国の文化・社会と比較考察し、様々なテーマについて日本語で自分の考えが

表現できることを目標とします

授業方法と

留意点

各映画について次のように進めます。（１）映画についての情報・その他背景知識について説明 （２）映画の場面をいくつか視聴：内容理解・

練習問題・その他の各種タスク問題 （３）テーマについてディスカッション （４）「書く」練習

科目学習の

効果（資格）
自然な日本語の表現・文法事項の習得、異文化理解、異文化に対する見方・態度

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス・日本語レベルの

チェック
授業の概要・進め方について・スピーチ

テキスト予習（ 章 ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）（ 時間）

映画１：テーマ「職業」
映画についての情報・背景解説、内容理

解

テキスト予習（ 章２～ ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題 時間）

映画１：テーマ「職業」 内容理解、タスク

テキスト予習（ 章２～ ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題 時間）

映画１：テーマ「職業」 タスク、ディスカッション

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）

テキスト予習（４章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計

時間）

映画２：テーマ「家族」
映画についての情報・背景解説、内容理

解

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）

テキスト予習（４章２～ ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題 計２時間）

映画２：テーマ「家族」 内容理解、タスク

テキスト予習（４章２～ ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題 時間）

映画２：テーマ「家族」 タスク、ディスカッション

プリントの課題、発表準備

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 計２時間）

テーマ１・２に関する発表 発表、質疑応答、ディスカッション

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）

テキスト予習（ 章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） 計２時

間）

映画３：テーマ「子どもと社

会」

映画についての情報・背景解説、内容理

解

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）

テキスト予習（ 章２～ ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題 計２時間）

映画３：テーマ「子どもと社

会」
内容理解、タスク

テキスト予習（ 章２～ ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題 時間）

映画３：テーマ「子どもと社

会」
タスク、ディスカッション

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）

テキスト予習（４章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計

時間）

映画４：「ジェンダー」
映画についての情報・背景解説、内容理

解

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）

テキスト予習（４章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計

時間）

映画４：「ジェンダー」 内容理解、タスク

テキスト予習（４章２～ ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題 時間）

映画４：「ジェンダー」 タスク、ディスカッション

プリントの課題、発表準備

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 計２時間）

テーマ３・４に関する発表 発表、質疑応答、ディスカッション
テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 計２時間）

関連科目 日本語読解、日本語文法、日本語表現作文

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

映画で日本文化を学ぶ人のために 窪田守弘編 世界思想社

教
養
科
目
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参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

映画でジャパニーズ 窪田守弘編 南雲堂フェニックス

評価方法

（基準）
各課題及びレポート（ 授業への参加度（ ）により総合的に評価します。

学生への

メッセージ

映画を見ながら楽しく日本語・日本文化について学びましょう！

海外、日本国内の日本語教育機関で多様な外国人日本語学習者に教えた経験を生かし、具体的に解説をしながら、インタラクティブに授業を進め

ていきます。

担当者の

研究室等
７号館４階 門脇研究室

備考 提出されたレポートについては次の授業時間にフィードバックする。

教
養
科
目
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科目名 日本事情ＦⅡ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 外国人留学生対象

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 門脇 薫

ディプロマポリシー
科：Ⅲ○ Ⅳ○ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科：Ｂ○ 科：Ⅲ○ Ⅵ○ 科： △ ○ 科： ◎ 科： ◎ 科： △

△ 科： ◎ ◎ 科： ◎ ◎ 科： ◎ △ ： ◎ △

科目ナンバリング

授業概要・

目的

日本文化・社会について、日本映画を視聴して観察したり考察したりします。またテキストの講読、映画の台詞や使われている場面から日本語の

文法や表現についても学びます。

到達目標
日本文化・社会について観察し、自国の文化・社会及び他の受講生の国の文化・社会と比較考察し、様々なテーマについて日本語で自分の考えが

表現できることを目標とします

授業方法と

留意点

各映画について次のように進めます。（１）映画についての情報・その他背景知識について説明 （２）映画の場面をいくつか視聴：内容理解・

練習問題・その他の各種タスク問題 （３）テーマについてディスカッション （４）「書く」練習

科目学習の

効果（資格）
自然な日本語の表現・文法事項の習得、異文化理解、異文化に対する見方・態度

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス・日本語レベルの

チェック
授業の概要・進め方について・スピーチ

テキスト予習（ ページ分読んで内容を理解する。

漢字の読み方、語彙の意味を調べる）（ 時間）

映画１：テーマ「民族」
映画についての情報・背景解説、内容理

解

テキスト予習（２～ ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プリン

トの課題 時間）

映画１：テーマ「民族」 内容理解、タスク

テキスト予習（２～ ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プリン

トの課題 時間）

映画１：テーマ「民族」 タスク、ディスカッション

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）

テキスト予習（４章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計

時間）

映画２：テーマ「教育」
映画についての情報・背景解説、内容理

解

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）

テキスト予習（ 章２～ ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題 計２時間）

映画２：テーマ「教育」 内容理解、タスク

テキスト予習（ 章２～ ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題 時間）

映画２：テーマ「教育」 タスク、ディスカッション

プリントの課題、発表準備

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 計２時間）

テーマ１・２に関する発表 発表、質疑応答、ディスカッション

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）

テキスト予習（ 章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） 計２時

間）

映画３：テーマ「趣味とスポ

ーツ」

映画についての情報・背景解説、内容理

解

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）

テキスト予習（ 章２～ ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題 計２時間）

映画３：テーマ「趣味とスポ

ーツ」
内容理解、タスク

テキスト予習（ 章２～ ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題 時間）

映画３：テーマ「趣味とスポ

ーツ」
タスク、ディスカッション

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）

テキスト予習（ 章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計

時間）

映画４：「高齢化社会」
映画についての情報・背景解説、内容理

解

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）

テキスト予習（ 章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計

時間）

映画４：「高齢化社会」 内容理解、タスク

テキスト予習（ 章２～ ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題 時間）

映画４：「高齢化社会」 タスク、ディスカッション

プリントの課題、発表準備

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 計２時間）

テーマ３・４に関する発表 発表、質疑応答、ディスカッション
テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 計２時間）

関連科目 日本語読解、日本語文法、日本語表現作文

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

映画で日本文化を学ぶ人のために 窪田守弘編 世界思想社

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

映画でジャパニーズ 窪田守弘編 南雲堂フェニックス

評価方法

（基準）
各課題及びレポート（ 授業への参加度（ ）により総合的に評価します。

学生への

メッセージ

映画を見ながら楽しく日本語・日本文化について学びましょう！

海外、日本国内の日本語教育機関での多様な外国人日本語学習者に教えた経験を生かし、具体的に解説しながらインタラクティブに授業を進めて

いきます。

担当者の

研究室等
７号館４階 門脇研究室

備考 提出されたレポートについては次の授業時間にフィードバックする。

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 日本事情ＲⅠ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 帰国学生対象

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 門脇 薫

ディプロマポリシー
科：Ⅲ○ Ⅳ○ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科：Ｂ○ 科：Ⅲ○ Ⅵ○ 科： △ ○ 科： ◎ 科： ◎ 科： △

△ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ △ ： ◎ △

科目ナンバリング

授業概要・

目的

日本文化・社会について、日本映画を視聴して観察したり考察したりします。またテキストの講読、映画の台詞や使われている場面から日本語の

文法や表現についても学びます。

到達目標
日本文化・社会について観察し、自国の文化・社会及び他の受講生の国の文化・社会と比較考察し、様々なテーマについて日本語で自分の考えが

表現できることを目標とします

授業方法と

留意点

各映画について次のように進めます。（１）映画についての情報・その他背景知識について説明 （２）映画の場面をいくつか視聴：内容理解・

練習問題・その他の各種タスク問題 （３）テーマについてディスカッション （４）「書く」練習

科目学習の

効果（資格）
自然な日本語の表現・文法事項の習得、異文化理解、異文化に対する見方・態度

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス・日本語レベルの

チェック
授業の概要・進め方について・スピーチ

テキスト予習（ 章 ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）（ 時間）

映画１：テーマ「職業」
映画についての情報・背景解説、内容理

解

テキスト予習（ 章２～ ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題 時間）

映画１：テーマ「職業」 内容理解、タスク

テキスト予習（ 章２～ ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題 時間）

映画１：テーマ「職業」 タスク、ディスカッション

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）

テキスト予習（４章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計

時間）

映画２：テーマ「家族」
映画についての情報・背景解説、内容理

解

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）

テキスト予習（４章２～ ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題 計２時間）

映画２：テーマ「家族」 内容理解、タスク

テキスト予習（４章２～ ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題 時間）

映画２：テーマ「家族」 タスク、ディスカッション

プリントの課題、発表準備

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 計２時間）

テーマ１・２に関する発表 発表、質疑応答、ディスカッション

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）

テキスト予習（ 章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） 計２時

間）

映画３：テーマ「子どもと社

会」

映画についての情報・背景解説、内容理

解

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）

テキスト予習（ 章２～ ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題 計２時間）

映画３：テーマ「子どもと社

会」
内容理解、タスク

テキスト予習（ 章２～ ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題 時間）

映画３：テーマ「子どもと社

会」
タスク、ディスカッション

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）

テキスト予習（４章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計

時間）

映画４：「ジェンダー」
映画についての情報・背景解説、内容理

解

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）

テキスト予習（４章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計

時間）

映画４：「ジェンダー」 内容理解、タスク

テキスト予習（４章２～ ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題 時間）

映画４：「ジェンダー」 タスク、ディスカッション

プリントの課題、発表準備

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 計２時間）

テーマ３・４に関する発表 発表、質疑応答、ディスカッション
テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 計２時間）

関連科目 日本語読解、日本語文法、日本語表現作文

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

映画で日本文化を学ぶ人のために 窪田守弘編 世界思想社

教
養
科
目

341



摂南大学シラバス

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

映画でジャパニーズ 窪田守弘編 南雲堂フェニックス

評価方法

（基準）
各課題及びレポート（ 授業への参加度（ ）により総合的に評価します。

学生への

メッセージ

映画を見ながら楽しく日本語・日本文化について学びましょう！

海外、日本国内の日本語教育機関で多様な外国人日本語学習者に教えた経験を生かし、具体的に解説をしながら、インタラクティブに授業を進め

ていきます。

担当者の

研究室等
７号館４階 門脇研究室

備考 提出されたレポートについては次の授業時間にフィードバックする。

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 日本事情ＲⅡ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 帰国学生対象

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 門脇 薫

ディプロマポリシー
科：Ⅲ○ Ⅳ○ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科：Ｂ○ 科：Ⅲ○ Ⅵ○ 科： △ ○ 科： ◎ 科： ◎ 科： △

△ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ △ ： ◎ △

科目ナンバリング

授業概要・

目的

日本文化・社会について、日本映画を視聴して観察したり考察したりします。またテキストの講読、映画の台詞や使われている場面から日本語の

文法や表現についても学びます。

到達目標
日本文化・社会について観察し、自国の文化・社会及び他の受講生の国の文化・社会と比較考察し、様々なテーマについて日本語で自分の考えが

表現できることを目標とします

授業方法と

留意点

各映画について次のように進めます。（１）映画についての情報・その他背景知識について説明 （２）映画の場面をいくつか視聴：内容理解・

練習問題・その他の各種タスク問題 （３）テーマについてディスカッション （４）「書く」練習

科目学習の

効果（資格）
自然な日本語の表現・文法事項の習得、異文化理解、異文化に対する見方・態度

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス・日本語レベルの

チェック
授業の概要・進め方について・スピーチ

テキスト予習（ ページ分読んで内容を理解する。

漢字の読み方、語彙の意味を調べる）（ 時間）

映画１：テーマ「民族」
映画についての情報・背景解説、内容理

解

テキスト予習（２～ ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プリン

トの課題 時間）

映画１：テーマ「民族」 内容理解、タスク

テキスト予習（２～ ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プリン

トの課題 時間）

映画１：テーマ「民族」 タスク、ディスカッション

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）

テキスト予習（４章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計

時間）

映画２：テーマ「教育」
映画についての情報・背景解説、内容理

解

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）

テキスト予習（ 章２～ ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題 計２時間）

映画２：テーマ「教育」 内容理解、タスク

テキスト予習（ 章２～ ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題 時間）

映画２：テーマ「教育」 タスク、ディスカッション

プリントの課題、発表準備

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 計２時間）

テーマ１・２に関する発表 発表、質疑応答、ディスカッション

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）

テキスト予習（ 章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） 計２時

間）

映画３：テーマ「趣味とスポ

ーツ」

映画についての情報・背景解説、内容理

解

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）

テキスト予習（ 章２～ ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題 計２時間）

映画３：テーマ「趣味とスポ

ーツ」
内容理解、タスク

テキスト予習（ 章２～ ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題 時間）

映画３：テーマ「趣味とスポ

ーツ」
タスク、ディスカッション

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）

テキスト予習（ 章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計

時間）

映画４：「高齢化社会」
映画についての情報・背景解説、内容理

解

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く）

テキスト予習（ 章２ページ分読んで内容を理解す

る。漢字の読み方、語彙の意味を調べる） （計

時間）

映画４：「高齢化社会」 内容理解、タスク

テキスト予習（ 章２～ ページ分読んで内容を理

解する。漢字の読み方、語彙の意味を調べる）、プ

リントの課題 時間）

映画４：「高齢化社会」 タスク、ディスカッション

プリントの課題、発表準備

テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 計２時間）

テーマ３・４に関する発表 発表、質疑応答、ディスカッション
テーマについてレポート（映像視聴、レポートを書

く） 計２時間）

関連科目 日本語読解、日本語文法、日本語表現作文

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

映画で日本文化を学ぶ人のために 窪田守弘編 世界思想社

教
養
科
目

343



摂南大学シラバス

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

映画でジャパニーズ 窪田守弘編 南雲堂フェニックス

評価方法

（基準）
各課題及びレポート（ 授業への参加度（ ）により総合的に評価します。

学生への

メッセージ

映画を見ながら楽しく日本語・日本文化について学びましょう！

海外、日本国内の日本語教育機関での多様な外国人日本語学習者に教えた経験を生かし、具体的に解説しながらインタラクティブに授業を進めて

いきます。

担当者の

研究室等
７号館４階 門脇研究室

備考 提出されたレポートについては次の授業時間にフィードバックする。
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科目名 日本の政治 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 森 康一

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

この授業では、議会・選挙制度・政党といった政治制度を形成する要素を日本のみならず世界の主要国と比較しながら概説すると同時に、幕末か

ら戦後までの日本の政治史の重要なトピックを取り上げることで、有権者たる学生の皆さんがこれからの日本政治を考えるための材料を提供す

る。

到達目標
この授業を通じて学生には、明治以降の日本が歩んで来た政治史や、他国との比較において日本の政治制度を理解することにより、国際人として

の基本的素養を身につけること、また日常生活で政治に関する新聞記事などをしっかりと理解できるようになることが期待される。

授業方法と

留意点
プリントと板書により講義方式で授業を進める。

科目学習の

効果（資格）

公務員試験や就職活動において、日本の政治史や政治学の内容が一般教養として問われる。

また、有権者として政治参加する際に、政治制度等の情報について知っておくことが必要である。

この授業によって、上記に際して必要な基本的な政治的知識を得られる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

『日本政治論』講義について

◯第 部 政治制度論

近代社会と現代社会

講義の内容全体について

「近代」と「現代」の意味するところに

ついて

幕末から現代までの日本史を、高校の教科書等であ

らかじめ読み直しておく

近代議会と選挙 近代議会主義と選挙制度について

小選挙区制と比例代表制について調べておく（約

分）

レジュメ（第 回）を見直しておく（約 時間）

各国の政治制度・選挙制度
日本・アメリカ・イギリス・フランス・

ドイツの政治制度・選挙制度について

議院内閣制と大統領制について調べておく（約

分）

レジュメ（第 回）を見直しておく（約 時間）

政党 政党の機能や分類、政党制について

イギリスの初期の政党について調べておく（約

分）

レジュメ（第 回）を見直しておく（約 時間）

利益集団
利益集団の機能や分類、活動および日本

の利益集団政治について

日本にどんな利益集団があるか調べておく（約

分）

レジュメ（第 回）を見直しておく（約 時間）

◯第 部 日本政治史

明治国家の建設

中央集権体制の確立と日本「国民」の形

成について

廃藩置県について調べておく（ 分）

レジュメ（第 回）を見直しておく（約 時間）

政府批判の噴出 士族の反乱と自由民権運動について
西南戦争について調べておく（ 分）

レジュメ（第 回）を見直しておく（約 時間）

明治憲法体制の成立
大日本帝国憲法の制定と条約改正につ

いて

不平等条約の内容について調べておく（ 分）

レジュメ（第 回）を見直しておく（約 時間）

議会政治の定着
初期議会・日清戦争後の藩閥―政党関係

について

自由党・立憲改進党について調べておく（ 分）

レジュメ（第 回）を見直しておく（約 時間）

政党政治の発展
日露戦争後・大正期の藩閥―政党関係に

ついて

大正時代の政党について調べておく（ 分）

レジュメ（第 回）を見直しておく（約 時間）

国際協調と政党内閣
原敬内閣および政党内閣の時代につい

て

「憲政の常道」について調べておく（ 分）

レジュメ（第 回）を見直しておく（約 時間）

軍部の台頭と帝国の崩壊
満州事変以降の国内政治・国際関係につ

いて

満州事変以降の内閣の変遷について調べておく（

分）

レジュメ（第 回）を見直しておく（約 時間）

敗戦・占領・講和 初期占領改革、冷戦構造と講和について
戦後初期の政党について調べておく（ 分）

レジュメ（第 回）を見直しておく（約 時間）

自民党政治
年体制成立以降の国内政治・国際関

係について

自民党の派閥の成り立ちについて調べておく（

分）

レジュメ（第 回）を見直しておく（約 時間）

まとめ 講義のまとめと試験について
レジュメ・ノートを整理し、試験に向けての準備を

する（ 時間）

関連科目 政治学、政治史関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

政治学 加藤秀治郎 芦書房

戦後政治史 石川 真澄、 山口 二郎 岩波書店

日本政治史 坂野 潤治 有斐閣

評価方法

（基準）

原則として出席率 ％（ 回）以上の学生のみを成績評価の対象とします。

平常点 ％（小テスト（第 ・ ・ ・ ・ 回の授業の前半で実施））、期末試験 ％（論述式。 問出題して 問を選択してもらいます）の合

計点によって評価を行います。小テスト・期末試験において持ち込みは認めません。

学生への

メッセージ

高校の日本史教科書等で明治以降の部分を熟読しておいて下さい。

日々起こる政治的な出来事を、政治制度や政治史の知識をベースにとらえていくようにしましょう。

担当者の

研究室等
号館 階 法学部資料室（法学部非常勤講師室）

備考 小テストの解答はポータルサイトに掲載します。
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科目名 人間力と心理 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 寺口 司

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

【授業概要】

心理学は、人間の行動を予測することを究極的な目標としている。本授業は、これまでに得られた心理学的知見を学ぶことで、自己と他者、そし

て自分の周囲を取り巻く社会を科学的な視点から見直すことを目指している。これにより、学生の友人や教員との関係の変化に柔軟に対応できる

ような人間力を得て、他者と接する上での心のあり方やマナーなどの態度について改善されることも期待している。

【授業目的】

本講義の目的は下記の つである。

１ 心理学という学問に対する初歩的な理解ができるようにする。

２ 情報を捉えるメカニズムを理解できるようにする。

３ 自己を探求するための手がかりをつかめるようすること。

到達目標

本講義の具体的な到達目標として以下の 点を挙げる。

心理学のいくつかの理論について説明が出来る。

現実場面の現象を見て、心理学の理論で解釈が出来る。

授業方法と

留意点

・講義方式で適宜資料を配布する。講義中には、視聴覚教材やデモンストレーションなども取り入れる。

・心理学的知見を実際に体感するため、心理実験や調査も行う予定にしているので、積極的に参加すること。

・受講にあたって、教室では、座席指定制を導入する予定であり、配付資料に授業内容に関する重要キーワードの記入も必要となる場合がある。

科目学習の

効果（資格）
講義を通して自己理解・他者理解を深め、自分と社会との関わりを考えるきっかけを得ることができる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

イントロダクション

授業概要、目的、内容、授業の進め方、

授業のルール、評価基準について説明し

ます。

身の回りで起きているさまざまなことについて心

理学的に考える習慣をつけましょう。

心理学概論

心理学の歴史、発展、学派、研究対象、

研究手法、研究分野について概説しま

す。

心理学に対するこれまでのイメージと比較しなが

ら、新たに認識した心理学を考えましょう。

心と脳

心と脳、脳と行動、脳の特徴・構造、部

位の損傷と症状、脳波と自律系反応、睡

眠と夢、記憶と脳、発達と脳について解

説します。

脳に関する写真・ビデオなどを図書館などで見つ

け、授業内容を映像で理解してください。

知覚のプロセス

感覚（視覚・聴覚・味覚・嗅覚・皮膚感

覚）の種類と特性、感覚の役割・相互作

用・基本特性について解説します。

教科書の第 章を事前に予習しましょう。

知覚のプロセス

知覚の体系化、知覚の恒常性、距離・奥

行きの知覚、動きの知覚、知覚から認知

へについて解説します。

「錯覚」の例を調べてきて 枚のレポートにま

とめましょう。

学習理論

学習とは、学習の方法、古典的条件づけ、

オペラント条件付け、二つの条件付けの

違いについて解説します。

例を挙げながら、二つの条件付けの違いについてレ

ポートにまとめて提出してください。

心の構造

精神分析理論、局所論、構造論、エディ

プス・コンプレックスについて解説しま

す。

教科書の第 章を事前に予習しましょう。

超能力
超能力などを研究している「超心理学」

という分野について解説します。

超心理学という異分野を通じて授業後にあらため

て心理学を捉える視点を見直してください。

パーソナリティ

精神分析学とパーソナリティ、外見とパ

ーソナリティ、類型論、特性論、血液型

とパーソナリティについて解説しま

す。

事前に自身のパーソナリティがどのようなもので

あるかについて，すぐ答えられるようになっておい

てください。

自己の形成

自己制御（客体的自覚状態・没個性化状

態・公的自己・私的自己）、自己表現（自

己開示・自己呈示）・ジョハリの窓につ

いて解説します。

例を挙げながら、自己概念はどのように作り上げた

かを説明するレポートを作成してください。

自己表現
好意と愛情、恋愛の諸理論について解説

します。
第 章の後半部分を事前に予習してください。

印象形成

中心特性と周辺特性説、初頭効果と新近

効果説、ステレオタイプ、第一印象につ

いて解説します。

教科書の第 章を読んでおきましょう。

攻撃

対人葛藤、攻撃、攻撃の過程モデル、攻

撃の影響要因、タイプ 、攻撃の抑制方

法について解説します。

事前に第 章を予習してください。

健康と適応
心の健康と身体の健康、ストレスと健

康、心の健康と適応

これまでの授業テーマを見直し，最も興味のあるも

の，そしてそれに関わる現象について考えてみてく

ださい。

まとめ 授業全体のまとめ
授業後、教科書およびこれまで配布したプリントに

基づき、すべての内容を復習してください。

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

わたしそしてわれわれ ミレニアムバージョン 大坊郁夫 北大路書房
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参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

原則として出席率 ％以上の学生のみを成績評価の対象とする。

小レポート、学期末試験の結果を総合し、到達目標の理解度によって合否を判定する。

【定期試験６０％，提出物２０％，授業内小レポート２０％】

学生への

メッセージ

心理学は、みなさんが想像しているよりもはるかに幅広い領域を扱っており、人間の社会生活の全てを研究対象としていると言っても過言ではあ

りません。講義を通じ、自分を取り巻く社会と結びつけて考えることによって理解を深めて下さい。

担当者の

研究室等
号館 階 経営学部事務室

備考
事前事後学習には、毎回 時間以上かけるようにしてください。

自主学習には、期末試験の準備を含めて、合計 時間かけるようにしてください。

教
養
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科目名 犯罪被害者の支援と法的救済 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教養特別講義

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 小野 晃正

ディプロマポリシー
科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ△ 科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： △ 科： ◎ 科：

◎ 科： ◎ ： ◎

科目ナンバリング
科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： ～ 科： ～ 科・ 科： ～ 科：

～ 科： 科： ～ 科： ～

授業概要・

目的

・日常的な人間関係や医療過誤を通じて、何らかの犯罪の被害者となった場合、犯罪被害者はどのような対処をとることができるだろうか。

・たとえば、医療機関における医療ミス、交友関係をめぐって生じるストーカーやデート の被害、近親者からの精神的・肉体的な虐待、学生

をカモにする巧妙な儲け話から起因する詐欺被害（マルチ商法）、とりわけ男子学生が陥りやすい出会い系を通じた美人局被害、あるいは、家族

が犯罪に遭うことによる経済的損失ないし被害など、事例を挙げればきりがない。

・近年、わが国でも犯罪被害に遭った者を支援する制度が構築されつつある。

しかし、わが国ではこうした支援ないし救済策が講じられてこなかった期間が長すぎたため、多くの国民にその内容が浸透していない。そのため、

依然として被害者は泣き寝入りするか、何も打つ手をとらずに最悪の結果を招来することもある。

・本講義では、自身や家族が犯罪被害者となってしまった場合、どのような救済策があるのかをわかりやすく解説し、被害を最小限度にとどめ、

さらには犯罪被害者に対する理解を深めることを目的とする。

・犯罪被害者を論ずる前に、講義の数回を用いて、まず「加害者」の法的責任、「犯罪者」刑事責任、「犯罪者」の処遇、刑罰の正当化根拠、厳罰

化をめぐる諸問題など、犯罪被害者を講じる前提となる伝統的な刑事学の講義を行う。

・法的知識は、時代を生き抜く上での一種の「転ばぬ先の杖」（教養）でもあるため、文系や理系を問わず、幅広い学生を履修対象とする。

到達目標

この講義を通じて学生には、

「・「被害者」概念について説明できる

・犯罪被害者の救済制度を挙げ、これを説明できる

・犯罪被害者の支援制度について理解できる」

ようになることが期待される。

授業方法と

留意点

・原則として講義形式で行うが、教員からの一方通行的な講義にならぬよう、学生と教員双方の理解を深めるため、質疑応答をミニッツペーパー

を通じて行う。

科目学習の

効果（資格）

・万が一に犯罪の被害に遭ったとしても、泣き寝入りすることなく、正当な手法による被害回復や救済手段を身につけることができる。

・公務員や法律事務所などへの就職に役立ちうる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス

「加害者」と「犯罪者」

「被害者」と「犯罪被害者」

・授業の進め方と文献紹介

・「加害者」の法的責任

・「加害者」と「犯罪者」

・「被害者」の意義

・「犯罪被害者」の意義

・教科書の入手

事前：教科書第 章をあらかじめ読むこと（ 時間）

事後：「犯罪被害者」とは何かについてノートにま

とめること（ 時間）

少年犯罪の被害者 ・少年法と被害者救済

事前：教科書第 章「少年犯罪」をあらかじめ読む

こと（ 時間）

事後：「少年犯罪からの被害者救済」についてノー

トにまとめること（ 時間）

性犯罪の被害者 ・性犯罪被害特有の問題点

事前：教科書第 章「性犯罪」をあらかじめ読むこ

と（ 時間）

事後：「性犯罪被害の特殊性」についてノートにま

とめること（ 時間）

ドメスティックバイオレン

ス（ＤＶ）の被害者
・ＤＶ被害の特殊性

事前：教科書第 章「ＤＶ」をあらかじめ読むこと

（ 時間）

事後：「ＤＶ被害の特殊性」についてノートにまと

めること（ 時間）

ストーカー犯罪の被害者 ・ストーカーへの対抗手段

事前：教科書第 章「ストーカー犯罪」をあらかじ

め読むこと（ 時間）

事後：「ストーカー被害の特殊性」についてノート

にまとめること（ 時間）

インターネット犯罪の被害

者

刑事公判と被害者

・インターネット犯罪被害の特殊性

事前：教科書第 章「インターネット犯罪」をあら

かじめ読むこと（ 時間）

事後：「インターネット犯罪被害の特殊性」につい

てノートにまとめること（ 時間）

児童虐待の被害者救済 ・児童虐待の意義

事前：教科書第 章「児童虐待」をあらかじめ読む

こと（ 時間）

事後：「児童虐待被害の特殊性」についてノートに

まとめること（ 時間）

触法精神障害者からの被害 ・精神障害者の加害行為と対処法

事前：教科書第 章「触法精神障害者」をあらかじ

め読むこと（ 時間）

事後：「触法精神障害者からの被害の特殊性」につ

いてノートにまとめること（ 時間）

犯罪被害救済総論①

・被害届と告訴・告発の効果

・加害者との示談交渉

・マスコミ対策

・検察審査会

・検察審査員

・審査申立手続

・検察審査会と被害者

・起訴議決制度

事前：教科書第 章「刑事手続きの流れ」をあらか

じめ読むこと（ 時間）

事後：「刑事手続きの流れ」についてノートにまと

めること（ 時間）

犯罪被害救済総論②
・被害者による裁判傍聴と参加

・被害者による記録の閲覧と謄写

事前：教科書第 章「被害者参加制度」をあらかじ

め読むこと（ 時間）

教
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・被害者における心情陳述

・被害者等特定事項の非公開

・遺影の持ち込みと公正なる刑事裁判

事後：「被害者参加制度」についてノートにまとめ

ること（ 時間）

犯罪被害救済総論③ ・損害賠償命令制度

事前：教科書第 章「損害賠償命令制度」をあらか

じめ読むこと（ 時間）

事後：「損害賠償命令制度の長所と短所」について

ノートにまとめること（ 時間）

犯罪被害救済総論④ ・被害回復給付金制度

事前：教科書第 章「被害回復給付金制度」をあら

かじめ読むこと（ 時間）

事後：「被害回復給付金制度の長所と短所」につい

てノートにまとめること（ 時間）

犯罪被害救済総論⑤ ・犯罪被害者等給付金支給制度

事前：教科書第 章「犯罪被害者等給付金支給制度」

をあらかじめ読むこと（ 時間）

事後：「犯罪被害者等給付金支給制度」についてノ

ートにまとめること（ 時間）

犯罪被害救済総論⑥
・加害者情報へのアクセス

・法テラス

事前：教科書第 章「法テラス」をあらかじめ読む

こと（ 時間）

事後：「法テラス」についてノートにまとめること

（ 時間）

重要事項のまとめと確認テ

スト
重要事項のまとめ

事前：教科書で取り扱った箇所をあらかじめ読むこ

と（ 時間）

事後：重要事項についてノートにまとめること（

時間）

関連科目
各学部開講の教養科目・・・法学入門、現代社会と法、日本国憲法

法学部開講の専門科目・・・刑事法概論、刑法総論、刑法各論、経済刑法、刑事訴訟法、刑事政策、少年法、民法、民事訴訟法ほか

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

補訂版 犯罪被害者支援実務ハンドブック
第一東京弁護士会犯罪被害者に

関する委員会
東京法令出版

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

開講時に指示する。

評価方法

（基準）
・定期試験（ ％）および講義の理解を試すミニッツペーパー（ ％）の合計によって評価する。

学生への

メッセージ

・事件報道やその後の話、あるいは社会の問題に関心のある学生が受講することをおすすめします。知って得をすることがあっても、損はさせな

い内容です。

担当者の

研究室等
号館 階 小野准教授室

備考 講義の理解を試すミニッツペーパーに対するコメントは次回講義の冒頭で行う。

教
養
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科目名 ビジネスマナー 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教養特別講義

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 奥田 和子

ディプロマポリシー
科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ△ 科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： △ 科： ◎ 科：

◎ 科： ◎ ： ◎

科目ナンバリング
科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： ～ 科： ～ 科・ 科： ～ 科：

～ 科： 科： ～ 科： ～

授業概要・

目的

ビジネス活動という場とそこで働く人間のビジネスワークについて概説し、企業等のビジネス組織において求められる資質・能力・技術について

考察を深める。

企業等のビジネス組織において積極的なビジネス・コミュニケーションの必要性とそれを駆使しての人間関係調整の重要性について学ぶことを目

的とする。

ホテル実務経験者として、対人技能やコミュニケーションスキルの重要性を伝え、また経営士としての観点から人間関係について話をします。

到達目標
クリエイティブなビジネスパースンとして求められる実務能力の開発とキャリア形成について探求し、「わかることからできること」への一致を

目標とする。

授業方法と

留意点
ロールプレイやグループワークを多く取り入れるため、学生の積極的な参加が求められる。

科目学習の

効果（資格）
社会人としての第一歩を踏み出すための素養が身に付く。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション

－あいさつの重要性（理論と

実践）

・授業のオリエンテーション

・授業のルール

・あいさつの真の意味とは

・正しい基本姿勢を学ぶ

・事前学修：ビジネスマナーとは何かを考える。

・事後学修：ビジネスマナーの意義とは何か、

字でまとめる。

仕事の進め方と組織活動

・定型業務と非定型業務

・コスト意識とエコ活動

・仕事の基本の つの意識

・話し方と聞き方

・事前学修：仕事の基本の つの意識について調べ

る。

・事後学修：仕事の取り組み方の基本は何か、まと

める。

目標設定と サイクル

・目標設定（

・ とは

・チームと個人の役割

・事前学修： について調べる。

・事後学修：あなたの日常生活における とと

を考え、まとめる（ 字以上）。

スケジュールと出張業務
・スケジュールの作り方

・業務としての出張 方式

・事前学修：あなたの 週間予定表を作成する。

・事後学修：あなたの予定表を作成提出し、改善点

をまとめる。

ビジネスの場での敬語表現

・基本的な敬語表現の復習

・ビジネスの場での使用方法 をも

とに

・事前学修：敬語プリント①をする。

・事後学修：ケーススタディプリントをする。

電話応対

・ビジネスフォンの扱い方

・ から へ

・簡潔メモの作り方

・不在処理と伝言

・事前学修：電話応対プリントをする。

・事後学修：ロールプレイングを繰り返す。

来客応対

・組織図と対応

・簡単な応対から不在処理や重複処理ま

で

・名刺交換

・事前学修：来客応対プリント①をする。

・事後学修：来客対応プリント②をする。

ホウ・レン・ソウ

・ビジネスにおける「報連相」

・指示の受け方

・業務の優先順位

・事前学修：報告・連絡・相談の重要性について調

べる

・事後学修：ロールプレイングを繰り返す。敬語プ

リント②をする。

ビジネス文書の基本①

・社外文書が基本

・商取引文書と社交文書の相違

・社内文書と社外文書の種類

・ファイリング

・事前学修：ビジネス文書始める前にをする。

・事後学修：ビジネス文書②をする。

ビジネス文書の基本② ・実践
・事前学修：ビジネス文書③をする。

・事後学修：ビジネス文書④をする。

ビジネス通信の基本

・通信手段（電子メール、ファックス等）

の選択

・作成上の注意点

・郵便・宅配便の知識

・事前学修：郵便の知識プリント①をする。

・事後学修：メール文書を作成する。

法的業務

・押印と印鑑の意味

・内容証明

・個人情報保護（ マーク）

・コンプライアンス

・事前学習：コンプライアンスについて調べる。

・事後学修：個人情報保護法についてレポートを作

成する（ 字以上）。

設営の基本

・ 方式からの業務遂行

・確認の必要性

・他部署とのコミュニケーションの必要

性

・事前学修：同窓会幹事として同窓会を開くことを

想定し、おこなうべきことをまとめる。

・事後学修：設営事例をまとめる。

慶弔と贈答

・慶弔時の基本的マナー

・「式」について

・業務としての贈答

・事前学修：慶弔・贈答プリント①をする。

・事後学修：ビジネス文書（社外社内）、郵便の知

識、慶事のマナーのポイントをまとめる。

協働とコミュニケーション

・外国人同僚・異文化への対応

・働き方とキャリア開発

・公共の場でのマナー

・事前学修：ビジネス実務能力を身に付け、グロー

バル社会へ対応していく決意を示す。

・事後学修：全体をまとめる。

関連科目 キャリアデザインⅠ・Ⅱ、インターンシップⅠ・Ⅱ

教科書 番号 書籍名 著者名 出版社名

教
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参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
ロールプレイ等のワーク（ ）、複数回のレポート（ ）、期末試験（ ）を総合的に評価する。

学生への

メッセージ

近年、企業等のビジネス組織では、かつての新入社員研修のような研修制度を充実できるほどの経済的・時間的余裕がなくなった。しかしながら、

企業等のビジネス組織ではみなさんの「ビジネス実務能力」が問われている。それは一時的な能力ではなく、学生時代から培うことのできる能力

や資質であり、みなさんが意識を変え、学ぶことによって、「わかることからできること」の一致の重要性が理解され、社会人としての第一歩を

築くことも可能となる。

担当者の

研究室等
７号館５階 キャリア教育推進室（石井）

備考 予習・復習に毎回２時間以上取り組むこと。レポート作成ならびに定期試験前の学習時間を含め、総時間数で 時間程度を目安とする。

教
養
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科目名 プロポーザル・デザイン 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教養特別講義

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 北村 浩

ディプロマポリシー
科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ△ 科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： △ 科： ◎ 科：

◎ 科： ◎ ： ◎

科目ナンバリング
科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： ～ 科： ～ 科・ 科： ～ 科：

～ 科： 科： ～ 科： ～

授業概要・

目的

新しい商品・サービスを共創型でいかに創造するか、企画の提案 設計（プロポーザル・デザイン）の方法論を学習する。特に、企業・消費者等

のアイデア・感性を融合する『デザイン思考（ ）』の手法により、多様なメンバーから成るグループ型の提案をどのように進める

のかを実践する。

デザイン思考は、学部・専攻の枠を超えた汎用的な課題解決プロセスを提供し、多くの産官学で実践されている米国発の方法論で、新サービス有

形化の手段として、新市場の開拓を狙う関係者から注目を集めている。

担当教員は、 コンサルティング企業で手掛けてきた国内・海外での多数の顧客企業向けのプロポーザル（提案書）の企画・デザインの推進実

績をもとに、課題解決を支援する視点・指針を示し、学生の主体的かつ自律的な学習活動を支援する。

到達目標

インターネットやソーシャルメディアの利活用を図り、新サービスを提供する業界・企業等の事例研究、提案活動の体験をとおして、提案を支援

するデザインに関するリテラシーとコミュニケーション力を育成する。主な目標は次の通り。

サービス思考 どのようなサービスを提案し、いかにつくるのか（試作化）を試みる。

共創（コラボレーション） 異分野や立場の異なる人達と思考ベクトルを合わせ、新しい価値の創出を狙う。

サービス提案 共創することで、アウトカム（成果）としてまとめて、プレゼンテーションで発信する。

授業方法と

留意点

授業は、①講義（前半）、②グループワーク（後半）から成る。グループワークは、デザイン思考を適用したサービスデザインのケーススタディ

の演習に取り組み、ディスカッションやプレゼンテーション（グループまたは個人）を行う課題を指示する。ケーススタディは、現代社会の公私

の活動で接することの多い サービスデザイン事例に、グループワークで取り組み、デザイン思考の方法論による課題解決のプロポーザル（提

案）のリテラシーを高めることを学ぶ。質問は、対面に加え、指定する フォーム・質問共有システム（初回授業でガイド予定、締切厳守で毎

回運用する）にて記名式のものを対象に適宜回答する。

グループワークで行うケーススタディ以外に、 個人向け課題の提示、 質問のクラス共有のために、携帯端末（スマートフォン）を持参する

ことを推奨する。

科目学習の

効果（資格）

・サービスデザインの方法論の手順、グループワークによる共創活動の概観を理解することができる。

・モノのデザインとサービスデザインの違いを理解して、後者への基礎的な素養を身につけることができる。

・他学部の異分野・専攻者とのグループワークによる意見交換と創造の機会に慣れ親しむことができる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

イントロダクション

・授業ガイダンス

・『デザイン思考（ ）』

とは何か

・デザインファームの役割

事後学習：イントロダクション内容から質問を

フォーム入力する。（標準学習時間： 時間）

サービスデザイン

・サービスデザイン

・人間中心のデザイン

・グループワーク プレゼン

事前学習：日常接する サービスを列挙し、役割

と特徴を、 ページに要約する。（標準学習時間：

時間）

ヒトの視点の適用デザイン

・サービスの人間の感性

・ サービスデザイン

・グループワーク プレゼン

事前学習：参考文献の『デザイン思考』（前半）概

観を読んで、 ページに要約する。（標準学習時間：

時間）

市場とプロポーザルの視点

・市場におけるプロポーザルの意味

・プロポーザルの視点

・グループワーク プレゼン

事前学習：指定する サービス事例のネット検索・

調査を行って、 ページに要約する。（標準学習時

間： 時間）

デザイン思考の概観

・デザイン思考とシステム思考

・デザイン思考の位置づけ

・個人発表（プレゼンテーション）

事前学習：指定する対面サービス事例のネット検

索・調査を行って、 ページに要約する。（標準学習

時間： 時間）

顧客体験デザイン

・顧客体験デザイン（カスタマーエクス

ペ リ エ ン ス デ ザ イ ン ：

）

・グループワーク プレゼン

事前学習：参考文献の『デザイン思考』（後半）概

観を読んで、 ページに要約する。（標準学習時間：

時間）

デザイン思考の手順

・デザイン思考の手順

・発見・定義・発想・実証

・グループワーク プレゼン

事前学習：指定する業界・企業のデザイン思考の適

用事例のネット検索・調査を行って、 ページに要

約する。（標準学習時間： 時間）

デザイン思考のプロトタイ

ピング

・サービスのプロトタイピング（試作）

・グループワーク プレゼン

事前学習：指定する業界・企業のデザイン思考の適

用事例のネット検索・調査を行って、 ページに要

約する。（標準学習時間： 時間）

プロローザルのステークホ

ルダー

・ステークホルダー 顧客、取引先、

（ ）、利益団体

（ ）

・個人発表（プレゼンテーション）

事前学習：参考文献の『デザインの誤解』を読んで、

ページに要約する。（標準学習時間： 時間）

プローザル（提案書）

・プロポーザルの構成と目次

・顧客の課題解決の提案

・グループワーク プレゼン

事前学習：参考文献の『デザイン思考の誤解』を読

んで、 ページに要約する。（標準学習時間： 時

間）

とデザイン思考

・ とデザイン思考

・ とデザイン思考

・グループワーク プレゼン

事前学習：指定する業界・企業のデザイン思考の適

用事例のネット検索・調査を行って、 ページに要

約する。（標準学習時間： 時間）

デザイン思考の個別手法

・思考の発散と収束

・演繹法と帰納法

・グループワーク プレゼン

事前学習：参考文献の『デザイン思考の実践』を読

んで、 ページに要約する。（標準学習時間： 時

間）

オープンデザイン

・オープンデザイン

・ビジネス実践事例

・グループワーク プレゼン

事前学習：参考文献の『デザイン思考の社会実装』

を読んで、 ページに要約する。（標準学習時間：

時間）

デザイン思考ビジネスの紹 ・デザインファーム企業の講演 事後学習：講演をとおして、何が理解でき、またど
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介 ・トークセッション んな疑問が生じたのかを フォーム入力する。（標

準学習時間： 時間）

まとめ

・総括

・小テスト

・小テストフィードバック

事後学習：総括と小テストの内容から質問を フ

ォーム入力する。（標準学習時間： 時間）

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

デザイン思考の先を行くもの ファン・ブイエン，ア

ネミック ダールハウゼン，ヤープ ザイルストラ，

イェル ファンデル・スコール，ロース

各務 太郎
クロスメディア・パブリッシン

グ

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

デザイン思考が世界を変える ティム・ブラウン 早川書房

の思考とデザイン 山崎 和彦 丸善出版

オープンデザイン ―参加と共創から生まれる「つく

りかたの未来」

ヴァン・アベル，バス エバーズ，

ルーカス クラーセン，ロエル

トロクスラー，ピーター

オライリージャパン

評価方法

（基準）

平常点（ ）、個人課題（ ）、小テスト（ ）、期末テスト（ ）の累計による総合評価を行う。平常点は、ケーススタディのグループ課題（毎

回および不定期、授業時間内の提出）、指名者（個人・グループ）発表、積極的な質問、建設的な発言等の授業への参画の程度で評価する。授業

において、迷惑な私語、携帯機器の私用、遅刻等の進行を妨げる者、授業に無関係な行動を行う者については退室指示等で厳しく対処し、かつ成

績評価に反映する。授業の受講に集中すること。

学生への

メッセージ

新サービスの発想を形にする方法論として、市場から注目を集めているデザイン思考を学習します。多様な視点で考察・提案を進め、異なる価値

観を有する人達との情報交流をとおして成果を導き出すアプローチに慣れ親しんでください。グループワークで共創する機会を主体的かつ自律的

に参画し、コミュニケーションをとおして触発し合う重要性を認識すること。グループでの自分の存在感が発揮できるように率先して問題の発

見・解決に取り組むこと。

担当者の

研究室等
号館 階（北村教授室）

備考

指定座席での着席をお願いします。課題等のフィードバックについては、グループワークのケーススタディ、個人課題、小テストが主対象で、提

出後早期の授業の中で、書面（ 形式）や学習支援ツール（ フォーム形式）の媒体を使って、詳細を説明する。

初回の授業ガイダンスでは、クラス運営法、日常学習方法、成績評価基準（評価マトリクス）の説明、ケーススタディ（グループ・個人）、課題

発表（プレゼンテーション）の実施要領、学習支援ツール（ フォーム・質問共有システム）の使用方法を説明するので、必ず出席すること。

また、授業の出席回数の要件を満たさない者、成績評価にかかわる活動での不正行為者は、初回授業で示す評価基準に従った評価を行う。
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科目名 法学入門 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 大仲 淳介

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

私たちの日常生活は多くの法律と関わります。そこでこの講義では、法学の基礎から始め、身近な具体的事例をとりあげ、民法、商法、民事訴

訟法などの基本的な内容と考え方を説明します。この授業の目的は、日常生活に必要な法律の知識を習得してもらうことです。

到達目標
この授業を通じて学生には、授業で習得した法律学の基礎的な知識を用いて、交通事故の損害賠償や相続などの日常生活において生じる問題を

法的な視点から考え説明できるようになることが期待される。

授業方法と

留意点

教科書と配布プリントを用いて講義形式で行います。小テストは授業中に、適宜、行います。なお小テストを行った回の授業を欠席した者のた

めの再試験は行いませんので注意して下さい。

科目学習の

効果（資格）
各種公的資格試験の法学科目の基礎知識の取得になると思います。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

法学の基礎１
法とは何か。法の種類、法の優劣関係に

ついて説明します。

事前に教科書 頁から 頁と 頁から 頁

を読んでおいて下さい。事後においては、配付プリ

ントの問題を解いて下さい。（ 時間程度）

法学の基礎２
法律の条文の構造、法律の解釈について

説明します。

事前に教科書 頁から 頁を読んでおいて下さ

い。事後においては、配付プリントの問題を解いて

下さい。（ 時間程度）

日常生活と契約１
民法の特徴、契約の成立について説明し

ます。

事前に教科書 頁から 頁を読んでおいて下さい。

事後においては、配付プリントの問題を解いて下さ

い。（ 時間程度）

日常生活と契約２
意思表示と契約の主体について説明し

ます。

事前に教科書 頁から 頁を読んでおいて下さい。

事後においては、配付プリントの問題を解いて下さ

い。（ 時間程度）

日常生活と契約３
契約自由原則、契約の種類について説明

します。

事前に教科書 頁から 頁を読んでおいて下さ

い。事後においては、配付プリントの問題を解いて

下さい。（ 時間程度）

日常生活と契約４ 不動産取引と民法について説明します。

教科書 頁から 頁を読んでおいて下さい。事後

においては、配付プリントの問題を解いて下さい。

（ 時間程度）

日常生活とアクシデント
交通事故、欠陥商品による被害、医療事

故について説明します。

事前に教科書 頁から 頁を読んでおいて下さ

い。事後においては、配付プリントの問題を解いて

下さい。（ 時間程度）

家族関係１ 結婚、離婚と民法について説明します。

事前に教科書 頁から 頁を読んでおいて下さ

い。事後においては、配付プリントの問題を解いて

下さい。（ 時間程度）

家族関係２ 親子、扶養と民法について説明します。

事前に教科書 頁から 頁を読んでおいて下さ

い。事後においては、配付プリントの問題を解いて

ください。（ 時間程度）

家族関係３ 相続と民法について説明します。

事前に教科書 頁から 頁を読んでおいて下さ

い。事後においては、配付プリントの問題を解いて

下さい。（ 時間程度）

企業と法１
商法・会社法を手がかりに企業とはどの

ようなものかについて説明します。

事前に教科書 頁から 頁を読んでおいて下さ

い。事後においては、配付プリントの問題を解いて

下さい。（ 時間程度）

企業と法２
企業の所有と経営の分離と株式会社に

ついて説明します。

事前に教科書 頁から 頁を読んでおいて下さ

い。事後においては、配付プリントの問題を解いて

下さい。（ 時間程度）

紛争の解決１
日常生活で生じる紛争と裁判制度につ

いて説明します。

事前に教科書 頁から 頁、 頁から 頁

を読んでおいて下さい。事後においては、配付プリ

ントの問題を解いて下さい。（ 時間程度）

紛争の解決２

裁判のしくみ、裁判以外の紛争の解決

（和解、調停、仲裁）について説明しま

す。

事前に教科書 頁から 頁を読んでおいて下さ

い。事後においては、配付おいては、配付プリント

の問題を解いて下さい。（ 時間程度）

まとめ 授業全体のまとめ
第 回から第 回までの配付プリントの問題を確

認して下さい。（ 時間程度）

関連科目 日本国憲法

教科書
番号 書籍名 著者名 出版社名

法の世界（第 版）
池田真朗・犬伏由子・野川忍・大

塚英明・長谷部由紀子
有斐閣アルマ

参考書 番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
期末試験の点数（ ％）と小テストの点数（ ％）の合計で評価します。

学生への

メッセージ 授業中に生じた疑問は必ず質問して下さい。

担当者の

研究室等
号館 階 法学部資料室（法学部非常勤講師室）

備考
①小テストの返却は 号館６階キャリアルームで行い、その正解は次の回の授業で解説します。

②授業時間外の質問等に対しては、月曜日 時 分から 時 分に 号館 階法学部資料室において応対できます。
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科目名 マーケティング 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 武居 奈緒子

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

この講義では、マーケティングの基礎的知識や基本的な分析枠組みについて理解を深めることを目的としています。製品政策、価格政策、流通政

策、販売促進政策の展開過程を学習していきます。

到達目標 マーケティングの基礎知識を学習し、現実のマーケティング現象を理解できるようになる。

授業方法と

留意点
講義形式を基本とします。

科目学習の

効果（資格）

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

イントロダクション
マーケティングの全体について、説明し

ます。

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、マーケティングに関連

する内容を読みましょう。

マーケティングとは何か
マーケティングとは何かについて、説明

します。

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、マーケティング・マネ

ジメントに関連する内容を読みましょう。

製品政策
製品の基本的な知識について学習しま

す。

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、製品政策に関連する内

容を読みましょう。

価格政策
価格の基本的な知識について学習しま

す。

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、価格政策に関連する内

容を読みましょう。

流通チャネル政策
流通の基本的な知識について学習しま

す。

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、流通チャネル政策に関

連する内容を読みましょう。

販売促進政策
販売促進の基本的な知識について学習

します。

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、販売促進政策に関連す

る内容を読みましょう。

消費者の購買意思決定過程
消費者の購買意思決定過程について説

明します。

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、消費者の購買意思決定

過程に関連する内容を読みましょう。

消費パターンと消費行動の

歴史的変遷

消費行動の歴史的変遷過程について、説

明します。

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、消費行動の歴史的変遷

に関連する内容を読みましょう。

マーケティング・リサーチ
マーケティング・リサーチの基礎につい

て説明します。

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、マーケティング・リサ

ーチに関連する内容を読みましょう。

市場細分化戦略 市場細分化戦略について、説明します。

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、市場細分化に関連する

内容を読みましょう。

製品ライフサイクル戦略
製品ライフサイクルについて、説明しま

す。

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、製品ライフサイクルに

関連する内容を読みましょう。

競争の戦略（１）
競争の基本戦略、企業の地位別戦略につ

いて、学習します。

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、競争戦略や企業の地位

別戦略に関連する内容を読みましょう。

競争の戦略（２）
ＳＷＯＴ分析、バリューチェーン分析に

ついて学習します。

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、ＳＷＯＴ分析やバリュ

ーチェーン分析に関連する内容を読みましょう。

グローバル・マーケティング
グローバル・マーケティングについて学

習します。

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、グローバル・マーケテ

ィングに関連する内容を読みましょう。

講義のまとめ 全体のまとめをします。

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、マーケティング全般に

関連する内容を読みましょう。

関連科目

教科書
番号 書籍名 著者名 出版社名

消費行動 新版 武居 奈緒子 晃洋書房

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
講義内課題 ％、期末試験 ％

学生への

メッセージ

担当者の

研究室等
号館８階 武居教授室

備考
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科目名 マーケティングと歴史 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教養特別講義

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 武居 奈緒子

ディプロマポリシー
科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ△ 科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： △ 科： ◎ 科：

◎ 科： ◎ ： ◎

科目ナンバリング
科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： ～ 科： ～ 科・ 科： ～ 科：

～ 科： 科： ～ 科： ～

授業概要・

目的

この講義では、マーケティングを歴史的に考察することを目的としています。特にマーケティングの発想を踏まえ、呉服商の経営活動について説

明していきます。

到達目標 マーケティングと歴史に関する基本的知識を修得し、活用できることを目指します。

授業方法と

留意点
講義形式を基本とします。

科目学習の

効果（資格）
マーケティング的発想で社会を見る眼が養えます。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス
マーケティングについて解説していき

ます。

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、マーケティングに関連

する内容を読みましょう。 所要時間１時間

製品政策
ヒット商品はどのようにして作られる

のかについて考えます。

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、製品政策に関連する内

容を読みましょう。 所要時間１時間

価格政策 価格の設定方法について考えます。

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、価格政策に関連する内

容を読みましょう。 所要時間１時間

流通チャネル政策
商品はどのような経路をたどって販売

されるのかについて考えます。

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、流通チャネル政策に関

連する内容を読みましょう。 所要時間１時間

販売促進政策
商品のアピールの仕方について考えま

す。

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、販売促進政策に関連す

る内容を読みましょう。 所要時間１時間

マーケティングのＳＴＰア

プローチ
市場細分化について考えます。

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、ＳＴＰアプローチに関

連する内容を読みましょう。 所要時間１時間

消費行動
消費者の購買意思決定過程について考

えます。

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、消費行動に関連する内

容を読みましょう。 所要時間１時間

マーケティングの歴史的研

究と三井越後屋

マーケティングにおける歴史的研究と

三井越後屋の商法について説明してい

きます。

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、三井越後屋に関連する

内容を読みましょう。 所要時間１時間

呉服商の流通機構
呉服商の流通機構について、概説してい

きます。

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、呉服商の流通機構に関

連する内容を読みましょう。 所要時間１時間

越後屋の仕入機構（１）
三井越後屋の絹の仕入機構について、説

明していきます。

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、越後屋の仕入機構に関

連する内容を読みましょう。 所要時間１時間

越後屋の仕入機構（２）
三井越後屋の木綿の仕入機構について、

説明していきます。

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、越後屋の仕入機構に関

連する内容を読みましょう。 所要時間１時間

いとう松坂屋、大丸屋の仕入

機構

いとう松坂屋や大丸屋の仕入機構につ

いて、概説していきます。

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、いとう松坂屋・大丸屋

の仕入機構に関連する内容を読みましょう。 所要

時間１時間

呉服商から百貨店へ
呉服商から百貨店への変遷について概

説します。

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、百貨店化に関連する内

容を読みましょう。 所要時間１時間

百貨店業態の成立 百貨店について、説明していきます。

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、百貨店業態に関連する

内容を読みましょう。 所要時間１時間

まとめ 全体のまとめをします。

あらかじめ授業の下調べをしておきましょう。事後

学習として、文献や新聞で、マーケティングと歴史

の総復習をしておきましょう。 所要時間１時間

関連科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

大規模呉服商の流通革新と進化ー三井越後屋におけ

る商品仕入れ体制の変遷ー
武居 奈緒子 千倉書房

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

史料が語る三井のあゆみ 三井文庫編 吉川弘文館

消費行動 新版 武居 奈緒子 晃洋書房

教
養
科
目
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評価方法

（基準）
期末テストの成績 ％、授業内課題 ％

学生への

メッセージ
授業で提示される問題・課題に真摯に取り組みましょう。

担当者の

研究室等
号館８階 武居教授室

備考

教
養
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 マクロ経済学入門 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 奥西 達也

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

この授業は、受講生が経済学のごく初歩的な知識を身につけ、新聞などの経済記事をある程度理解できるようになることを目指す。経済とは何か、

経済学とはどのような学問かを考えることを導入部に、新聞やネット上の経済記事で目にする基本的な経済用語、経済の大まかなしくみ メカニ

ズム について、できるだけ平明に説明していく。

到達目標

経済の大まかなしくみがある程度理解できるようになる。

現代経済の流れや経済問題がある程度理解できるようになる。

新聞やネット上の経済記事の内容がある程度理解できるようになる

授業方法と

留意点

テキストは使用せず授業プリント・資料･板書を用いて講義をする。授業内容の理解度を測るためチェックシート 小テスト を実施する。 場合

によっては授業の最後に短文の感想を書いてもらい、それを読んで次回の授業のやり方を工夫することもある。

科目学習の

効果（資格）

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

イントロダクション

授業にかかわるガイダンス 授業の進め

方･成績評価 。経済に関する受講生への

アンケート。

事前事後学習には、毎回１時間以上かけること。

経済と経済学

誰のための経済か。様々な経済学 マク

ロ経済学とミクロ経済学など ：対象の

違い、視座の違い。

事前事後学習には、毎回１時間以上かけること。

市場の種類としくみⅠ

生産物市場①
需要・供給・価格調整。 事前事後学習には、毎回１時間以上かけること。

市場の種類としくみⅡ

生産物市場②
需要・供給・数量調整。 事前事後学習には、毎回１時間以上かけること。

市場の種類としくみⅢ

労働市場①

労働需要と労働供給。賃金の決定と失業

の発生：自然失業率と景気変動。
事前事後学習には、毎回１時間以上かけること。

市場の種類としくみⅣ

労働市場②

労働市場の規制と緩和：労働法制とさま

ざまな雇用形態。
事前事後学習には、毎回１時間以上かけること。

市場のしくみと種類Ⅴ

資本市場

資金調達と株式市場。株価の決定。株式

会社のしくみ。
事前事後学習には、毎回１時間以上かけること。

市場の種類としくみⅥ

貨幣市場
貨幣の需要・供給と利子率。 事前事後学習には、毎回１時間以上かけること。

と経済成長率
ストックとフロー、付加価値、三面等価、

経済成長率。
事前事後学習には、毎回１時間以上かけること。

為替変動
外国為替とは。通貨安･通貨高が経済生

活へ及ぼす影響。
事前事後学習には、毎回１時間以上かけること。

国際分業と貿易
自由貿易のメリット・デメリット。保護

貿易の功罪。国際収支の考え方。
事前事後学習には、毎回１時間以上かけること。

インフレとデフレ

どのような現象か。なぜ起こるのか。そ

の対策は：ケインジアンの考え方、マネ

タリストの考え方。

事前事後学習には、毎回１時間以上かけること。

中央銀行と金融緩和 価格政策と数量政策。 事前事後学習には、毎回１時間以上かけること。

政府の役割
有効需要政策と乗数効果。

租税政策と所得再分配。
事前事後学習には、毎回１時間以上かけること。

世界経済と日本

まとめと復習
経済のグローバル化とリージョナル化。 事前事後学習には、毎回１時間以上かけること。

関連科目 なし

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

経済学入門（マクロ編） ティモシー・テイラー かんき出版

日本経済の常識 中原隆幸 ナカニシヤ出版

入門経済学 スティグリッツ 東洋経済新報社

評価方法

（基準）
定期試験（筆記試験） ％、小テスト・授業態度 ％。無断欠席が 回以上ある場合は原則として成績評価をしない。

学生への

メッセージ
日々、経済記事に注意を向け、関心あるトピックについて（自分なりに）掘り下げて調べる習慣をつけてほしい。

担当者の

研究室等
非常勤講師室（７号館２階）

備考

教
養
科
目
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科目名 マクロ経済学入門 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 内田 勝巳

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

本授業は、経済学の知識がない学生が、マクロ経済学の基礎理論を身につけることを目的とする。入社試験・公務員試験・資格試験にも役立つよ

うに、講義中、演習問題を提示する。

到達目標
学生が、株式市場、外国為替、国民所得、デフレ・インフレ、生産物市場等、主要な経済用語を理解し、新聞の経済記事を読めるようになること

を到達目標とする。

授業方法と

留意点

授業は、指定する教科書に則った講義を中心に行う。基本的に、前回の課題の解説（復習）、授業テーマの解説、授業内容に対応する課題の提示

の順序で進めていく。事前学習として授業テーマに該当する個所を読んでおくこと。

科目学習の

効果（資格）
マクロ経済学の基礎概念を学び、新聞記事の経済基礎用語を理解できるようになる。入社試験・公務員試験・資格試験に役立つ知識が身につく。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

イントロダクション
マクロ経済学とはどのような学問かに

ついて解説する。

教科書の事前学習

授業後、課題の提出

の定義

付加価値、三面等価の原則、名目値と実

質値（ デフレータ）について解説す

る。

教科書の事前学習

授業後、課題の提出

財市場（Ⅰ）
ケインズの消費と投資の決定理論につ

いて解説する。

教科書の事前学習

授業後、課題の提出

財市場 Ⅱ 政府支出と輸出入について解説する。
教科書の事前学習

授業後、課題の提出

財市場（Ⅲ）
国民所得の決定と乗数理論について解

説する。

教科書の事前学習

授業後、課題の提出

財市場（Ⅳ）
新しい消費と投資の理論について解説

する。

教科書の事前学習

授業後、課題の提出

貨幣市場（Ⅰ）
貨幣の役割、株式市場における株価につ

いて解説する。

教科書の事前学習

授業後、課題の提出

貨幣市場（Ⅱ）
流動性選好理論（利子率の決定）と中央

銀行の役割について解説する。

教科書の事前学習

授業後、課題の提出

所得と利子率の同時決定

（Ⅰ）

分析と経済政策の有効性について

解説する。

教科書の事前学習

授業後、課題の提出

所得と利子率の同時決定

（Ⅱ）

外国為替レートとマンデル・フレミン

グ・モデルについて解説する。

教科書の事前学習

授業後、課題の提出

所得と物価水準の決定（Ⅰ）
所得と物価水準の決定について解説す

る。

教科書の事前学習

授業後、課題の提出

所得と物価水準の決定（Ⅱ） 財政金融政策の効果について解説する。
教科書の事前学習

授業後、課題の提出

インフレとデフレ（Ⅰ） フィリップス曲線について解説する。
教科書の事前学習

授業後、課題の提出

インフレとデフレ Ⅱ
物価の変動を考慮した分析とデフレ・イ

ンフレの発生要因を解説する。

教科書の事前学習 授業後、課題の提

出

経済成長 経済成長理論について解説する。 授業後、課題の提出

関連科目 特になし

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

マクロ経済学入門（第 版） 中谷巌 日経文庫

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

マクロ経済学入門第 版 二神孝一 日本評論社

マクロ経済学の核心 飯田泰之 光文社新書

評価方法

（基準）
授業後の課題の提出 、定期試験 の割合で総合的に評価する。

学生への

メッセージ

理工学部の学生にとって、マクロ経済学で使用するグラフの読み方は決して難しいものではないと思います。本授業を通じて、一般教養としての

マクロ経済学の基礎知識を習得しましょう。

担当者の

研究室等
１号館７階 内田勝巳教授室 （経済学部）

備考 事前学習・事後学習各 時間程度

教
養
科
目
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科目名 身近な犯罪から自分、家族、まちを守る 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教養特別講義

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 中沼 丈晃

ディプロマポリシー
科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ△ 科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： △ 科： ◎ 科：

◎ 科： ◎ ： ◎

科目ナンバリング
科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： ～ 科： ～ 科・ 科： ～ 科：

～ 科： 科： ～ 科： ～

授業概要・

目的

私は、地域における防犯を研究し、自分自身も、研究室の学生とともに、青パト（青色回転灯をつけた自主防犯パトロールカー）で毎日、子ども

の見守り活動を行っている。そうした研究者として、普段一番接する学生に、犯罪の実態を知ってもらい、少しの注意と手間で犯罪から身を守れ

ることをわかってほしくて、この講義を開講することとした。加えて、それほど気負わなくても、防犯ボランティアとして社会貢献できる方法が

あることも紹介したいと考えている。

学科の学習・教育目標との対応：工学部 ，理工学部［ ］

到達目標
この授業を通じて学生には、自分と家族の身近でどんな犯罪が起きているか知り、どのような対策が必要かわかるようになることが期待される。

防犯ボランティアへの参加の動機づけが大きくなればなおよい。

授業方法と

留意点

とにかく実際の事件を取り上げて、加害者の視点、被害者の視野、発生した場所・時間の特徴、警察や行政、学校、ボランティアの動きを具体的

に説明する。そして、いま推奨されている防犯対策を紹介する。警察の防犯実務者や、活躍する防犯ボランティア団体の世話役の方をお招きした

インタビュー講義も交えていく。

科目学習の

効果（資格）

各自が自分で、家庭で防犯対策をして、犯罪から身を守れるようになってもらうのが第一である。防犯ボランティア参加の動機づけにもなるだろ

う。職業では、当然、警察官の仕事の視点がわかる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

昨年起きた犯罪はどのよう

な特徴があったのか？

昨年起きた具体的な犯罪例を取り上げ

て、どのような人・物が、どういう理由

でねらわれているのか探る。

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間）

犯罪にはどのような種類が

あり、どうやって数えるの

か？

刑法上は同じ窃盗でも、ひったくり、自

転車盗、車上ねらいなどさまざまな手口

がある。１件の窃盗でも、起きた数、警

察に届けられた数、検挙された数があ

る。こうした手口の分け方や数の数え方

を説明する。

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間）

犯罪はなぜ起こるのか？ど

うやって減らすのか？

悪い人がいるから犯罪が起こるのか、す

きがある人がいるから犯罪が起こるの

か、犯罪が起きやすい場所・時間がある

から犯罪が起こるのか、それぞれの理屈

を確かめてみる。

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間）

大阪の治安はどのくらい悪

いのか？どのように防犯対

策を進めているのか？

大阪府は、他の都道府県に比べてどのよ

うな犯罪が多いのか、人口の多さを考慮

するとどうなのか説明する。「オール大

阪」で街頭犯罪ワースト１を返上する取

り組みを紹介する。

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間）

街頭犯罪－－ひったくり、自

転車盗、車上・部品ねらいを

中心に

一番身近な街頭犯罪について、どういう

人・物が、どういった状況でねらわれて

いるのか、どういう人が犯罪を行ってい

るのか説明する。ついで、ひったくり防

止カバー、シリンダー錠などの防犯対策

の効果について紹介する。

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間）

住宅への空き巣、忍び込み、

居空き

泥棒は、空き巣に入る家をどのように物

色し、どうやって侵入し、何を盗んでい

くのか解説する。最近の防犯住宅、防犯

マンションの取り組みを紹介する。

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間）

性犯罪－－街頭での強制わ

いせつ、痴漢、公然わいせつ

大阪府は性犯罪が深刻な自治体である。

犯罪者は、どんな人・場所をねらって性

犯罪に及ぶのか説明する。女性の学生が

今日からすべき防犯対策を紹介する。

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間）

子どもをねらった犯罪

子どもに対する犯罪について、過去に大

きな社会問題になった殺傷事件から、日

常的に起きているわいせつ、声かけ、つ

きまといまで、実態を具体的に説明す

る。そして、子どもの安全を守るために

各地で行われている取り組みを紹介す

る。

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間）

ストーカー、 （配偶者から

の暴力）

ストーカーや は、個人間の問題に関

わるので、対応の判断が難しい。しかし、

大きな事件につながれば、対応の遅さ、

まずさが批判されやすい。過去の事件の

経緯を紹介して、深刻な問題への展開を

防ぐために現在行われている対策を説

明する。

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間）

詐欺－－高齢者をねらった

振り込め、オレオレ、リフォ

ーム詐欺など

昨年、急激に増え、手口が次々と変わる

高齢者をねらった詐欺を取り上げる。背

景にどのような組織があるのか、どうし

て防犯が難しいのか、実例に即して説明

する。若い私たちにできる協力も紹介す

る。

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間）

サイバー犯罪－－子どもや

学生が巻き込まれるネット

犯罪

子どもが巻き込まれる出会い系サイト

やネットゲームでのなりすまし、大学生

も被害を受けている偽サイトでのショ

ッピング詐欺、ネットバンクでの 、

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間）
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パスワード盗難など、身近なサイバー犯

罪を取り上げる。

違法ドラッグの実態と対策
違法ドラッグについて、その危険性、販

売の実態、取締の方法を紹介する。

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間）

防犯カメラの普及と効果

急速に普及した防犯カメラについて、普

及の背景と経緯、技術の進歩、個人情

報・プライバシーとの関係、防犯効果の

考え方を説明する。

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間）

防犯ボランティアの活動

近年の犯罪対策の最大の特徴は、民間の

ボランティア団体の活性化である。地域

での子ども見守り隊、青パト活動、学生

防犯ボランティアなど、最近の各地、各

世代の防犯ボランティアの活動を紹介

する。

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間）

警察官の仕事の実際

犯罪が起きれば捜査し検挙する。犯罪が

起きないように市民や企業に防犯をう

ながす。それを職業とする警察官の仕事

の実際を紹介する。

配布した新聞記事などを読む。確認ペーパーで知識

を整理する。自分、自宅、地元の防犯状況を見てみ

る。（約１時間）

関連科目 法学部「刑事政策」「経済刑法」「地域防犯政策」

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
定期試験 ％ 、講義毎回の確認ペーパー ％ の合計によって評価する。

学生への

メッセージ

勉強以前に、自分、家族、まちを身近な犯罪から守るために、ぜひこの講義を受講してほしいと願っている。そして、できるところからでよいの

で、講義で知った防犯対策をしてもらいたい。警察官志望者には、近年、警察でも人気の仕事になりつつある防犯の実務がわかるという意味で、

興味を持ってもらえると思う。

担当者の

研究室等
号館 階 中沼研究室

備考 講義毎回の確認ペーパーの正解の提示や、そこに書かれた意見の紹介はポータルサイトを通じて行う。

教
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科目名 ものづくりインターンシップ基礎 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教養特別講義

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 坂本 淳二

ディプロマポリシー
科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ△ 科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： △ 科： ◎ 科：

◎ 科： ◎ ： ◎

科目ナンバリング
科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： ～ 科： ～ 科・ 科： ～ 科：

～ 科： 科： ～ 科： ～

授業概要・

目的

これから就職活動を始める学生（大学３年）を対象に、社会人として必要とされる規律やマナー、製造業など企業で働く上での基礎知識、課題を

発見して解決する方法などを習得することを目的とする。履修後には、社会人・企業人としての役割および責任、仕事への情熱、創造的態度、自

己の能力向上意欲が喚起されることを期待する。

なお，本授業では、パナソニック（株）より講師を招き、社会人・企業人としての基礎である知識と心がまえについて、パナソニック（株）の新

入社員研修の方式に従い、講義に加えて具体事例演習を通じて体得させる。

到達目標
社会人としてのマナーを身につける。 仕事の基本に関する知識を修得する。 企業における品質問題を体験する。 ４ 原価管理の基礎知

識を修得する。 ５ サイクルによる課題解決を体験する。

授業方法と

留意点

前半では、グループワーク、 などアクティブラーニングを主体に授業を進める。また授業テーマ毎に，授業内容についてのレ

ポートを作成する。摂大教員も教室に常駐し、授業の補助と成績評価を分担する。授業は挨拶に始まり、挨拶で終わるので遅刻は厳禁。なお、

～ 回目までは 分授業とする。

科目学習の

効果（資格）

社会が学生に何を求めているのかを体得し、職業意識を高め、自発的に能力向上を行えるようになる。就職後ただちに、社会人・企業人としての

適切な行動が取れるようになる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

企業・製造業・仕事の基本と

は①

月 日（木）

社会人としてのマナー、仕事に取組む基

本姿勢の習得及び社会人としての基礎

知識を習得する

講義終了後、レポートを提出のこと（書式は別途）

企業・製造業・仕事の基本と

は②

月 日（木）

社会人としてのマナー、仕事に取組む基

本姿勢の習得及び社会人としての基礎

知識を習得する

講義終了後、レポートを提出のこと（書式は別途）

企業・製造業・仕事の基本と

は③

月 日（木）

社会人としてのマナー、仕事に取組む基

本姿勢の習得及び社会人としての基礎

知識を習得する

講義終了後、レポートを提出のこと（書式は別途）

企業・製造業・仕事の基本と

は④

月９日（木）

社会人としてのマナー、仕事に取組む基

本姿勢の習得及び社会人としての基礎

知識を習得する

講義終了後、レポートを提出のこと（書式は別途）

企業・製造業・仕事の基本と

は⑤

月 日（木）

社会人としてのマナー、仕事に取組む基

本姿勢の習得及び社会人としての基礎

知識を習得する

講義終了後、レポートを提出のこと（書式は別途）

企業・製造業・仕事の基本と

は⑥

月 日（木）

社会人としてのマナー、仕事に取組む基

本姿勢の習得及び社会人としての基礎

知識を習得する

講義終了後、レポートを提出のこと（書式は別途）

品質教育①

月 日（木）

企業活動の命運をにぎる品質問題につ

いて、品質管理の基礎からＱＣ つ道具

の活用・具体実習等により、品質の重要

性を体得する

品質教育②

月 日（木）

企業活動の命運をにぎる品質問題につ

いて、品質管理の基礎からＱＣ つ道具

の活用・具体実習等により、品質の重要

性を体得する

品質教育①～②の講義終了後、レポートを提出する

（書式は別途）

原価・コスト教育①

月 日（木）

企業活動の根幹を成す原価についての

基礎概念と原価管理の基礎知識を習得

する

原価・コスト教育②

月 日（木）

企業活動の根幹を成す原価についての

基礎概念と原価管理の基礎知識を習得

する

原価・コスト教育③

月 日（木）

企業活動の根幹を成す原価についての

基礎概念と原価管理の基礎知識を習得

する

原価・コスト教育①～③の講義終了後、レポートを

提出する（書式は別途）

課題解決教育①

月 日（木）

サイクルを回すことの重要性の習

得により、課題形成力・問題解決力を強

化する

課題解決教育②

月 日（木）

サイクルを回すことの重要性の習

得により、課題形成力・問題解決力を強

化する

課題解決教育①～②の講義終了後、レポートを提出

のこと（書式は別途）

プレゼンテーションの方法

月 日（木）

プレゼンテーションの基礎知識を習得

する

これまでの講義を総括して、全体討議・質疑応答で

のプレゼン資料作成を行うこと

全体討議・質疑応答

月 日（木）

回の講義を総括しての討議・質疑応

答を実施する
最終報告として受講レポートを提出する。

関連科目 『ものづくりインターンシップ実践』を履修する学生は、必ずこの科目を履修すること。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名
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評価方法

（基準）

課題レポート（ 回）と受講レポート ％、授業姿勢（積極性） ％、全体討議（プレゼンテーション） ％、期末試験 ％にて総合評価を行

う。

学生への

メッセージ

日本を代表する企業であるパナソニック（株）と共同で実施する研修を受講して、社会と企業は学生に何を求めているのかを知り、職業人として

の基礎知識を身につけ、社会人になるための意識転換をしましょう。この科目を履修する学生は、この科目と「ものづくりインターンシップ実践」

を同時に受講することが前提です。

担当者の

研究室等
号館６階 坂本教授室

備考

毎回の講義内容を振り返りのための学習毎回 時間程度。 レポート各回 時間程度，プレゼン準備と期末試験のための学習 時間程度。全体

討議におけるプレゼンテーション資料作成のため， 回 実習前指導を実施する（ 木 木 限目）。

パナソニック講師：佐藤哲志、山下秀行、斎藤遵、町田秀人

教
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科目名 ものづくりインターンシップ基礎 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教養特別講義

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 楢橋 祥一

ディプロマポリシー
科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ△ 科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： △ 科： ◎ 科：

◎ 科： ◎ ： ◎

科目ナンバリング
科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： ～ 科： ～ 科・ 科： ～ 科：

～ 科： 科： ～ 科： ～

授業概要・

目的

本科目は、夏期の「ものづくり海外インターンシップ」で実際に海外に渡航し、海外で実習を受けるために必要な英語力やマナー、現地の予備知

識（社会・文化等）、協同作業能力などを身につけるための講義である。日本の企業がますますグローバル化する中で、国際的視野と素養を身に

付けた人材はますます必要となっている。本科目では、将来グローバルに活躍できる人材の育成を視野に入れ、海外事情や企業のグローバル化の

実態、持続可能な開発の在り方を学ぶほか、英語によるコミュニケーション力や海外での企業や大学の人たちと交流・研究する際の社会人として

のマナーなどについて養成する。これらの各項目の要点について、企業での業務・海外渡航経験を有する授業担当者により講義する。

到達目標
海外事情が理解できる。 海外渡航の手順や手続きが理解できる。 グローバル企業の現状が理解できる。 海外インターンシップ先の事

情が理解できる。 英語による基本的なコミュニケーションができる。 社会人としてのマナーが身につく。

授業方法と

留意点

講義名称が「ものづくり」であるが、専門知識は特に必要としないので参加学生は専門分野も、文系・理系も問わない。また、男女も問わない。

本講義は、夏期の「ものづくり海外インターンシップ」の準備のための講義とする。夏期の実習先の受け入れ人数に制限があるため、希望者多数

の場合は理工学部インターンシップ委員会において受講者を選定する。講義室内ではできるだけ、日本語を使わないようにする。

科目学習の

効果（資格）

英語による基本的なコミュニケーション力が身につく。 や英検などを受験する契機となる。また、社会人としてのマナーが身につく。海外

における実体験ができる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス、海外渡航手続き

概要、英語コミュニケーショ

ン

パスポート、チケット予約（航空機、ホ

テル）、保険、海外渡航準備、英語によ

る自己紹介

事前：海外渡航手続き調査（ 時間）

事後：課題レポート作成（ 時間）

海外事情、日系企業のグロー

バル化、英語コミュニケーシ

ョン

英語による自己紹介発表、海外の文化、

経済、グローバル化事情

事前：英語での自己紹介準備（ 時間）事後：課題

レポート作成（ 時間）

研修先 事前調査、英語コミ

ュニケーション

英字新聞記事の調査、文化、歴史、経済

事情，企業・大学

事前：研修先の英字新聞調査（ 時間）

事後：課題レポート作成（ 時間）

格差社会の問題
これからのグローバル人材として必要

な素養を考える、ビデオ鑑賞など

事前：格差社会の調査（ 時間）

事後：課題レポート作成（ 時間）

格差社会の問題について、レポート提出

社会人基礎力、英語コミュニ

ケーション

社会人として必要な基礎力、英語による

日本の紹介発表

事前：英語での日本紹介準備（ 時間）

事後：課題レポート作成（ 時間）

英語コミュニケーション
海外渡航、海外生活、大学紹介、専門科

目の紹介

事前：予習プリント学習（ 時間）

事後：課題レポート作成（ 時間）

英語コミュニケーション
研修先企業、大学の調査、英語による発

表、英語によるワークショップなど

事前：予習プリント学習（ 時間）

事後：課題レポート作成（ 時間）

英語コミュニケーション
海外研修を想定したグループ実習 、テ

クノセンター見学、ヒヤリングなど

事前：予習プリント学習（ 時間）

事後：課題レポート作成（ 時間）

英語コミュニケーション
海外研修を想定したグループ実習 、テ

クニカルニュースのリスニングなど

事前：予習プリント学習（ 時間）

事後：課題レポート作成（ 時間）

英語コミュニケーション
海外研修を想定したグループ実習 、テ

クニカルニュースの発表など

事前：予習プリント学習（ 時間）

事後：課題レポート作成（ 時間）

英語コミュニケーション
海外研修を想定したグループ実習 、英

語フレーズ集の作成など

事前：予習プリント学習（ 時間）

事後：課題レポート作成（ 時間）

英語コミュニケーション
海外研修を想定したグループ実習 、英

語フレーズ集の作成など

事前：予習プリント学習（ 時間）

事後：課題レポート作成（ 時間）

マナー実習
挨拶、礼儀、服装、ミーティング、質疑、

懇親会、感謝、気配り、機転

事前：予習プリント学習（ 時間）

事後：課題レポート作成（ 時間）

海外渡航、海外生活
渡航準備、入出国、習慣、食生活、健康

管理

事前：予習プリント学習（ 時間）

事後：課題レポート作成（ 時間）

英語による成果発表 まとめ
事前：成果発表の準備（ 時間）

事後：成果発表の反省（ 時間）

関連科目 ものづくり海外インターンシップ

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
課題レポート 、取組み姿勢 、成果発表 として評価を行う。

学生への

メッセージ

これまでに「ものづくり海外インターンシップ」を受講した学生は、海外実習後に顕著な成長が認められるので大いにチャレンジしてほしい。授

業方法、留意点にも記載のとおり、参加学生は専門分野も、文系・理系も問わない。また、男女も問わない。

担当者の

研究室等
号館 階 楢橋教授室

備考 【共同担当者】 楢橋教授（ 科）、原教授（ 科）、木多教授（ 科）、白鳥准教授（ 科）、理工学部インターンシップ委員会委員

教
養
科
目
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科目名 ものづくりインターンシップ実践 科目名（英文） Internship for Manufacturing Practice 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 坂本 淳二 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W

科：DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

『ものづくりインターンシップ基礎』 の実践コースである。 『ものづくりインターンシップ基礎』 で学んだ内容をパナソニックのモノづく

り現場で具体実習・実践することにより、 更なる理解を進め、習得して自らの強みとすることを目的とする。 

なお，本授業は，パナソニック人材開発カンパニーの講師陣による生産，製造の実践を通して，企業における目標達成のプロセスを体得する

ものである． 

到達目標 
(1)生産革新・改善を体験，理解することができる。(2)製造業の成り立ち・仕組みを体験，理解することができる．(3)チームワーク・ＱＣＤ

問題を体験，理解することができる。(4)パナソニックの工場を見学する。(5)研修成果を発表する。 

授業方法と 

留意点 

『ものづくりインターンシップ基礎』で学んだ内容を体験するため、パナソニック（株）人材開発カンパニーで、計７日間の宿泊実習を行な

う。また、事前指導として『ものづくりインターンシップ基礎』のまとめを行い、事後指導として実習で得られた成果の定着をはかるために

プレゼンテーションによる報告を行う。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

直前指導 

・1 回目 ものづくりインターンシップ基礎のまとめ，ものづくりインターンシップ実践の準備 7/18（木） 6 限目 

・2 回目 ものづくりインターンシップ基礎全体討議プレゼンテーション指導 7/25（木） 6 限目 

 

宿泊実習（パナソニック人材開発カンパニー） 

・1～3 日目 

【授業テーマ】 

生産革新演習 

【内容・方法等】 

1 個流しセル生産のロールプレイを通じて、生産革新実践・方法等を体得する。（グループ演習） 

【事前・事後学習課題】 

演習終了後、レポートを提出のこと 

 

・4～5 日目 

【授業テーマ】 

モノづくりシュミレーション演習 

【内容・方法等】 

四角錐製作を通じて、製造業の成り立ち・しくみを習得（設計～生産）し、目標達成のためのチームワーク・QCD 問題意識の重要性を体得す

る。（グループ演習） 

【事前・事後学習】 

演習終了後、レポートを提出のこと 

 

・6 日目 

【授業テーマ】 

工場見学 

【内容・方法等】 

パナソニックのモノづくりを工場見学を通じて体得する。（2 工場） 

【事前・事後学習課題】 

見学終了後、レポートを提出のこと 

 

・7 日目 

【授業テーマ】 

研修成果報告会 

【内容・方法等】 

研修成果報告会の実施。（グループ単位） 

【事前・事後学習課題】 

グループ単位でプレゼン資料をまとめておくこと 

 

実習中指導 

・8 月 31 日（土） 1～4 限目 プレゼンテーション指導 

 

実習後指導 

・1 回目 体験報告書の添削指導 

・2 回目 研修成果報告会（2 回目）に向けたプレゼンテーション指導 

・3 回目 研修成果報告会（2 回目）に向けたプレゼンテーション指導 

・4 回目 研修成果報告会（2 回目） 

・5 回目 全体報告会 学生代表者の発表・質疑 

・6 回目 全体報告会 企業管理者の講演と講評 

関連科目 ものづくりインターンシップ基礎 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 実習成果 40%、研修成果報告会（2 回）20%、実習最終レポート 10%、体験報告書 10%、実習・授業態度 20%とした総合評価を行なう。 

教
養
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（基準） 

学生への 

メッセージ 
この科目は「ものづくりインターンシップ基礎」を同時に受講することが前提です。 

担当者の 

研究室等 
坂本教授室（12 号館 6 階） 

備考 

期間：2019 年 8 月 26 日（月）～8 月 30 日（金）、9 月 2 日（月）～9 月 3 日（火） パナソニック（株）人材開発カンパニーでの宿泊研修で

す。8 月 31 日（土）には摂南大学でプレゼン資料を作成します。その間、パナソニック㈱社員の、朝礼、ランニングにも参加します。ジーン

ズ、スリッパは禁止。ランニングできる履物、着替えが必要です。学生負担金・食費等は別途徴収します。 

 

【事前事後学習】 

レポート作成，プレゼン準備としての学習時間：20 時間程度。 

 

 【担当者】 

パナソニック講師：佐藤哲志、高岡清、熊本義久、西尾幹夫 

教
養
科
目
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科目名 ものづくり海外インターンシップ 科目名（英文） International Internship for Manufacturing 

学部 学部共通 学科 教養特別講義 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択科目 

学期 通年集中 授業担当者 楢橋 祥一 

ディプロマポリシー(DP) 
V 科：Ⅱ◎,R 科：A◎,A 科：A◎,M 科：A1○,E 科：Ｂ△,C 科：Ⅱ◎,L 科：DP2◎,D 科：DP1◎,S 科：DP1◎,P 科：DP8△,J 科：DP1◎,W

科：DP1◎,N 科：DP1◎N：DP1◎ 

科目ナンバリング 
V 科・R 科・A 科・M 科・E 科・C 科：ITO1428a2～ITO1432a2,L 科：LTO1422a2～LTO1426a2,D 科・S 科：ITO1428a2～ITO1432a2,P 科：YTO1423a2

～YTO1427a2,J 科：,W 科：WTO1424a2～WTO1428a2,N 科：NTO1420a2～NTO1424a2 

 

授業概要・ 

目的 

 日本の企業がますますグローバル化する中で、国際的視野と素養を身に付けた人材はますます必要となる。本科目は、「ものづくり海外イン

ターンシップ」と呼び、世界展開をしている「ものづくり企業」の海外工場において具体的に実習体験をすることにより、グローバル企業の

現状を理解するとともに、自らの視野と経験を広げることを目的とする。研修先は東南アジアおよび北米とする。研修先によっては、海外の

大学でワークショップ体験も含める。企業での業務経験を有する授業担当者により、ものづくりおよび英語によるコミュニケーションの要点

を講義する。 

到達目標 
(1)グローバル企業の現状が理解できる。(2)英語による基本的なコミュニケーションができる。(3)海外でのものづくりの工程を体験できる。

(4)チームワークを体験できる。(5)国際的視野を広げられる。(6)研修成果が発表できる。 

授業方法と 

留意点 

東南アジアは、タイ、フィリピン、ベトナムを、北米は、アメリカを予定している。受講者はいずれかの企業において、本学の夏休み中に往

復を含めて約１０日間（予定）の現場実習を行う。実習後にレポート作成および海外実習の成果報告会を行う。講義名称が「ものづくり」で

あるが、専門知識を特に必要としないので、参加学生は専門分野も、文系・理系も問わない。また男女も問わない。実習先の受け入れ人数に

制限があるため、希望者多数の場合は理工学部インターンシップ委員会において選定する。なお、本講義を受講する学生は、前期の「ものづ

くりインターンシップ基礎（海外班）」の受講を必須とする。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

直前指導 

 ものづくり海外インターンシップ基礎の全体報告会に向けたプレゼンテーションの指導、海外実習の準備など 

 

海外実習 

・1～2 日目 

【授業テーマ】移動、オリエンテーション 

【内容・方法等】研修先の概要、オリエンテーション、語学（英語）研修など 

【事前・事後学習課題】実習終了後、レポートを提出のこと 

 

・3 日目 

【授業テーマ】企画・設計部門実習／ワークショップ 

【内容・方法等】ものづくり工程の上流である企画・設計部門。 

【事前・事後学習】実習終了後、レポート、アイディアスケッチなどを提出のこと 

 

・4～5 日目 

【授業テーマ】製造工場見学 

【内容・方法等】関連工場、施設、建築、デザイン作品の見学、現地協同プロジェクト、現地現地従業員・大学生との交流会に参加する。交

流会では、英語によるコミュニケーションを行う。 

【事前・事後学習課題】交流会終了後、レポート、アイディアスケッチなどを提出のこと 

 

・6～8 日目 

【授業テーマ】製造系実習 

【内容・方法等】製造系の加工、組立、検査・品質管理など。（グループ演習） 

【事前・事後学習課題】実習終了後、レポートを提出のこと 

 

・9～10 日目 

【授業テーマ】研修成果報告会、移動 

【内容・方法等】グループ単位でパワーポイントによるプレゼンテーション、または部分模型やその他手法を用いてプレゼンテーションして

もよい。 

【事前・事後学習課題】実習終了後、最終レポート、または各グループで研究成果ポスター、または梗概作成を提出すること。 

 

実習後指導 

・1 回目 最終レポート（体験報告書）の添削指導 

・2 回目 成果報告会に向けたプレゼンテーション指導 

・3 回目 全体報告会 学生代表者の発表・質疑 

・4 回目 全体報告会 企業管理者の講演と講評 

関連科目 ものづくりインターンシップ基礎 

教科書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

 

参考書 

 

 
番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

 

評価方法 

（基準） 

海外現地研修 60%（実習記録簿 20%、実習・授業態度 20%、実習成果プレゼン 20%）、実習前後の学習 5%、実習最終レポート 10%、体験報告書

10%、成果報告会（2 回）15%として評価を行う。 

学生への 

メッセージ 

これまでに受講した学生は、海外実習後に顕著な成長が認められるので、大いにチャレンジしてほしい。授業方法、留意点にも記載のとおり、

参加学生は専門分野も文系・理系も問わない。また、男女も問わない。実習先の受け入れ人数に制限があるため、希望者多数の場合は、理工

学部インターンシップ委員会において参加者を選定する。本講義を受講する学生は、前期の「ものづくりインターンシップ基礎（海外班）」の

受講を必須とする。 

担当者の 

研究室等 

１号館４階 楢橋教授室 

１号館５階 原教授室 

８号館３階 木多教授室 

12 号館 7 階 白鳥准教授室 

備考 

【注意事項】研修予定期間：2019 年 8 月中旬（研修先の都合により変更する場合があります。） 

航空運賃、宿泊費、保険代などは自己負担となります。 

【事前事後学習】レポート作成、復習の学習時間：20 時間程度 

【共同担当者】 楢橋教授、原教授、木多教授、白鳥准教授、理工学部インターンシップ委員会委員 

教
養
科
目
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科目名 役立つ金融知力 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教養特別講義

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 後期 授業担当者 陸川 富盛

ディプロマポリシー
科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ△ 科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： △ 科： ◎ 科：

◎ 科： ◎ ： ◎

科目ナンバリング
科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： ～ 科： ～ 科・ 科： ～ 科：

～ 科： 科： ～ 科： ～

授業概要・

目的

諸君は大学生になるまでは、「これまでに既に起きたこと」を学んできました。「既に起きたこと」はもう変わることはありませんから必ず正解

があり、それらを覚えておけば済みました。つまり、たかだか「正解を教えてもらって要領良く覚える」ということをやってきただけに過ぎませ

ん。

しかし、諸君がこれから歩を進めていく実社会は「明日を創っていく社会」ですから、最初から決まり切った正解なんかどこにもありません。

自分で自分の答えを創り出して行くしかないのです。そこで最も必要となるのは、他人の話や文章を正確に理解し、自分の考えを的確に表現する

能力です。

実社会で諸君が自ら成長し自分の人生を築き上げていくことは、企業がより良い企業となることを目指して経営していくことと同じです。つま

り、諸君のこれからの人生は「自分株式会社を経営していくこと」に他なりません。それには、自ら考えて決断し行動する「賢い経済主体」とな

る、という大きな方向転換が必要なのです。具体的には、市場経済や契約社会の仕組みを実感覚として理解し、自分の人生を切り拓いていく力を

身に着ける、ということです。

金融や投資などファイナンスに関する実戦的な知識を得てそれらを日常的に活用していくことは、単に目先のお金の問題に役立つだけでなく、

より良い人生や社会の実現に欠かせません。これは諸君の専門科目が何であっても同じです。

本講義の目的は、諸君が人生のさまざまな局面で的確に決断し行動できるよう、ファイナンスの知識や考え方に根差した実戦的なビジネスイン

テリジェンスの基本を身に着けることです。

到達目標

主としてファイナンスの観点から、実戦的なビジネスインテリジェンスの基本を身に着けること、これが諸君の到達目標です。

具体的には、諸君が将来直面する経済生活やキャリアライフで、諸君自身が「賢い経済主体」として適宜的確に行動できるようになることを目

指します。

授業方法と

留意点

本講義は１５回全体を通して次の三つのステップで構成し、各回とも教科書を使用した講義形式で進めます。

① 先ずは経済主体としての視点で、社会の仕組みの全体観を把握し、様々な課題や対処法を認識します。

② 次に、ファイナンスの基礎知識を、大学で学ぶ様々な専門知識と関連付けながら、実戦的に学んでいきます。

③ 更に、それらを統合し活用する能力をインテリジェンスとして身に着け、社会生活に応用する方法を学びます。

本講義では毎回必ず教科書をベースに講義を進めるため、レジュメ等の資料を配布することは一切ありません。受講者は指定された教科書を必

ず持参してください。但し、講義の内容は教科書通りではなく、教科書は単なる教材として手元資料的に利用するに過ぎません。このため、毎回

きちんと聴講しなければ成果は得られません。

講義中や講義に関連した として、スマホアプリの利用や検索等を適宜指示します。これらは諸君の成績評価に直結するので指示に

従って必ず実施し、ビジネスに役立つ 活用を身に付けてください。

科目学習の

効果（資格）

経済・社会生活やキャリアライフに必要な意思決定を適宜適切に行えるよう、ファイナンスの知識を活用する実戦的なビジネスインテリジェン

スの基本を身に着けます。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

イントロダクション 「経済主体としての立ち位置 」

テキスト＜ ～ ～ ＞

・私たちのくらしと経済

・戦後の社会発展

・パラダイムシフト

・変革の必要性

経済・金融の基礎知識 ① 「国際経済と国家財政」

テキスト＜ ～ ～ ＞

・国際経済

・国家の財政

経済・金融の基礎知識 ② 「市場経済と金融の役割」

テキスト＜ ～ ～ ～ ＞

・お金の役割

・市場経済のしくみと意義

・金融の役割と銀行

法律の基礎知識 「契約の基本」

テキスト＜ ～ ～ ＞

・契約社会 Ⅰ

・ローン・クレジット

・契約社会 Ⅱ

リスクと向き合う ① 「日常生活のリスク」

テキスト＜ ～ ～ ～ ＞

・リスクマネジメント

・契約社会 Ⅲ

リスクと向き合う ② 「リタイアメント」

テキスト＜ ～ ＞

・年金制度

・老後生活資金

投資の基礎知識 「投資とは何か」

テキスト＜ ～ ＞

・投資とは

・投資意思決定プロセス

経済活動と金融市場 「景気・株価」

テキスト＜ ～ ～ ～ ～

～ ＞

景気

景気と株価

金融商品の基礎知識 ① 「代表的な金融商品（株式等）」

テキスト＜ ～ ＞

・株式

・投資信託

・外貨建て商品

・保険商品
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・デリバティブ

金融商品の基礎知識 ② 「代表的な金融商品（債券他）」

テキスト＜ ～ ＞

・預貯金

・信託

・債券

金融商品の基礎知識 ③ 「金融市場と金融商品の性格」

テキスト＜ ～ ＞

・直接金融と間接金融

・金融商品の性格

投資のリスク管理 「投資のリスクマネジメント」

テキスト＜ ～ ＞

・分散投資

・時間分散

・長期投資

ライフプランニング ① 「ライフプランニング表」
テキスト＜ ～ ＞

・ライフプランニング

人生の三大資金 「住宅、教育、リタイヤメント資金」

テキスト＜ ～ ＞

・キャッシュフロー表の見直し

・ライフイベントごとの課題

最終まとめ 「講義のまとめ」

全体レビュー

講義で得た金融インテリジェンスのレビューを行

い、実戦力を確認します。

関連科目 民法、会社法、経済学、国際経済、経営学、経営戦略、会計学 など

教科書
番号 書籍名 著者名 出版社名

今日から役に立つ、経済の読み方と投資の基礎 金融知力普及協会

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

下記のとおり、本講義と課題に対する取り組み姿勢や理解度等を総合的に評価します。

・試験 ： ％（経済やファイナンスに関する知識の正確性を評価します。試験範囲は講義全体です。）

・レポート ： ％（自分で考えて調査し問題解決する能力、即ち、全講義を受講して得た知見を評価します。）

・平常点 ： ％（受講状況と態度、質疑応答、 実績等を評価します。出席は前提条件です。）

必要な学習は、 システムで適宜指示します。これらにきちんと対応しなければ単位は取得できません。

講義にただ出席して教科書を開いているだけでは、目標に到達することはあり得ませんから、当然ながら単位も取得できません。毎回きちんと

意識を集中して受講し、「自分で考えて講義内容を理解し行動する」という自分自身の努力を積み重ねる事が必要です。

成績評価の一つとなる上記課題レポートは表計算ソフト「エクセル」で出題するので、提出期限（定期試験当日を予定）までにこの課題レポー

トの出題に答えて必要事項を調査・入力し、内容を精査すること。

（講義では「エクセル」の使い方は教えませんが、フォーマットを提示するので表入力と確認が必要です。）

レポート課題は大学内の情報システムを通じて掲示・連絡しますので、学内情報システムの利用や連絡設定は各自で事前に必ず行っておいてく

ださい。

学生への

メッセージ

本講義は「受講者の誰もが覚えられるように一つ一つ教えていく」のではなく、初回「イントロダクション」でも説明する通り、全１５回を通

して受講することによって、情報収集能力、考える力、判断力などの実力が付くように構成してあります。このため本講義を聴講すると、諸君は

実戦と同じく、広範で大量の情報が一方的に流れてくることを経験することになります。

しかし、諸君は既に大学生なのだから、「自分に分かる程度のことを自分に分かるように教えてもらえるのが当然だ」などという子供じみた甘

えは捨て去ること。

その上で、「講義されている内容を自分自身で考えて理解しよう」という確固たる意志を持ち、私語を慎み毎回静粛に受講すること。

そうすればこれまでと異なる観点に立つことができ、本講義本来の効果を各自が最大限に得ることができます。

本講義ではレジュメ等の資料を配布することは一切ありませんが、スマホやタブレット等からのネット検索やサイトの利用を適宜指示すること

があります。

受講者は指定された教科書を必ず購入してください。但し、教科書は単なる教材として手元資料的に利用するに過ぎず、講義内容も教科書通り

ではありません。毎回きちんと聴講しなければ成果は得られませんから単位も取得できません。

その他、課題の提示方法等についても詳しくは講義の中で説明しますので、講義は毎回注意深く受講し、指示に従って下さい。こうした日常の

情報収集能力が、各自の実力や成績評価にも大きく影響します。

本講義で得た知識は、自分が学んでいる様々な専門知識と組み合わせて考えていくことで、より高い効果を得ることができます。安直にありき

たりの答えを求めるのではなく、自分で考える習慣を身に着けてください。

なお、居眠り、内職、途中離着席、私語など、真摯に受講せず講義の妨げとなる学生には、講義を中断して注意を促し退席を命じる場合があり

ます。学生の本分を弁えない不適切な行動は本講義の主旨を理解していない証左であり、成績評価にはマイナスとして反映します。

担当者の

研究室等
号館 階（教務課）

備考

「事前・事後学習課題」について

予習（シラバス記載の教科書該当ページを事前に読む）：３０分程度

復習（講義の内容を振り返り、自分の言葉で整理する）：３０分程度

質問等は、講義前又は後の時間帯に、教室等での対面による自由な質疑応答で受け付けます。

興味のあることや疑問を感じたことなど、自分で抱え込まないで気軽に相談してください。

この講義は、ＳＭＢＣ日興証券グループによる「寄附講座」です。
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科目名 ライフサイエンスの基礎 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教養特別講義

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 西矢 芳昭

ディプロマポリシー
科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ○ 科：Ｂ△ 科：Ⅱ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： ◎ 科： △ 科： ◎ 科：

◎ 科： ◎ ： ◎

科目ナンバリング
科・ 科・ 科・ 科・ 科・ 科： ～ 科： ～ 科・ 科： ～ 科：

～ 科： 科： ～ 科： ～

授業概要・

目的

ライフサイエンスの基礎知識は、医療、環境、食品分野などへの生物機能の応用、すなわちバイオテクノロジーと密接に係る。ライフサイエンス

およびバイオテクノロジーの知識を深めることで、最新の科学情報を理解できると共に、社会人として相応しい教養が身に付く。ライフサイエン

スの各分野を深く学ぶためにも役立つ基礎的知識を、各専門分野に精通した教員により概説する。

また、企業で商品開発等に 年以上の実務経験を有する教員が、その経験を活かして生体物質の実用化に関する教育も行う。

到達目標 教養としてのライフサイエンスの基礎的知識の理解

授業方法と

留意点
配布資料に沿って、板書およびプロジェクターによる講義を行う。

科目学習の

効果（資格）
生命科学の学習に必要な基礎的事項を理解することができる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

概要説明

特殊環境微生物学（西矢）

授業の進め方を説明する。

微生物や酵素に関する基礎知識・キーワ

ードを解説する。

課題レポートまたは確認小テストを課す。

糖質生化学（大橋）

糖質にまつわる基礎知識・キーワード・

最新トピックについて、生化学的な見地

から解説する。

課題レポートまたは確認小テストを課す。

細胞生命生理学（宮崎）

生物がいかにして環境に適応する仕組

み（ホメオスタシス）を獲得し、進化し

てきたのかについて解説する。

課題レポートまたは確認小テストを課す。

分子生物学（川崎）

分子生物学にについて説明する。

個体ゲノム制御機構に関する基礎知

識・キーワードを解説する。

課題レポートまたは確認小テストを課す。

環境分析学（青笹）
食品因子の機能性と生活習慣病などの

健康との係わりについて解説する。
課題レポートまたは確認小テストを課す。

生命環境科学（長田）
ライフサイエンスにおける植物につい

て解説する。
講義後に小論文を課す。

細胞機能学（船越）
生物の構成単位である細胞の構造、種類

や機能について解説する。
課題レポート、または確認小テストを課す。

環境毒性学（木村）

環境化学物質による健康リスクへのラ

イフサイエンスの係わりについて解説

する。

課題レポートまたは確認小テストを課す。

構造生物学（中嶋）
生体分子がもつ分子構造を機能の関係

性について解説する。
課題レポートを課す。

共生機能材料学（松尾）
タンパク質に対する水の必要性とその

機能について解説する。
課題レポートまたは確認小テストを課す。

分子細胞制御学（西村）

多くの生命現象は「現在（いま）」を生

きるためだが，生殖は「未来」を作る現

象であり，具体的に生殖とは何かを解説

する。

課題レポートまたは確認小テストを課す。

生体触媒科学（井尻）
生殖細胞におけるエネルギー代謝につ

いて解説する。
課題レポートまたは確認小テストを課す。

病態薬理学（居場） 薬理学の基本について解説する。 課題レポートまたは確認小テストを課す。

動物生理学（向井）
生物が環境の変化に適応するしくみに

ついて、昆虫を題材として解説する。
課題レポートを課す。

生体分子機能学（尾山）
さまざまな機能性タンパク質について

解説する。
確認小テストを課す。

関連科目 生物学概論、生化学Ⅰ、生物無機化学、生物統計学

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
講義中の積極性、各回のレポートや知識確認テスト、小論文などで総合評価する。

学生への

メッセージ
不明な点があれば、各回の担当教員に遠慮無く質問して下さい。

担当者の

研究室等
１号館 ８階および９階 （理工学部生命科学科全専任教員）

備考
欠席・遅刻の扱いは理工学部の規定に従って処理する。

事後学習に要する総時間の目安は１５時間

教
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科目名 歴史に学ぶ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 織田 康孝

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

現在、世界は非常に複雑な情勢となっており、日々新たな出来事が起こっている。連日、テレビや新聞等でそれらを見聞きすることが多いと思う

が、私たちは本当にそれらを理解できているだろうか。また、理解はしているがある一方向からの考えで理解しているのではないだろうか。

過去があるからこそ今があるというように、現代起こっている出来事には必ず原因、つまり歴史がある。

そこで、本講義では、現代に起こっている出来事を理解するため、また、それらを様ざまな角度からみる目を養うために近代日本の歴史、とりわ

け、近代日本が行った戦争を事例としてその軌跡を辿っていく。そのうえで、近年の地域間紛争や民族紛争、国際紛争について、その要因と国際

社会に与える影響について考える。受講生がそれぞれ解決の糸口を多角的に検討できるようになることを本講義の目的とする。

到達目標

本講義を通じて、近代日本が辿った歴史の基礎知識を身につけることはもちろんのこと、様ざまな視点から物事を考える能力を養うことが可能と

なる。加えて、これら歴史上の事象と、現代の国際社会において紛争、飢餓、経済、人種、宗教を起因として発生する様々な問題の背景にある諸

条件とを比較検討することによって、現代社会が持つ問題の特質について考察する。

授業方法と

留意点

基本的に毎回の講義でプリントを配布し、それを利用して講義を行います。教科書等は必要なく、講義内で参考書を適宜紹介していきます。また、

毎回の講義内で小レポート（ 字程度）を提出してもらいます（少レポートは講義終了前の 分間で行います）。さらに、一方的な講義ではな

く、講義内で発言をしてもらうこともあります。

なお、事前学習の際は、参考書に挙げている『詳説日本史：日本史 』および『詳説世界史：世界史 』にて学修してください。

科目学習の

効果（資格）

歴史を論理的に考えることで、現在起こっている事象をも論理的に理解できるようになり、かつ、毎回の授業時における 字程度の小レポート

を提出することにより学習したことおよび自らの思考をアウトプット出来る能力を養うことができよう。また、講義で学ぶ多様な立場や価値観、

視角を理解することで、現代社会に発生している民族間対立や宗教間対立について、知見に基づき客観的に分析することができるようになる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

はじめに
歴史とは何かを考える。授業の方針・全

体計画・評価方法について説明する。

みなさんにとって歴史とは何かを考えてきてくだ

さい。

近代日本の誕生
王政復古や戊辰戦争を通じて近代日本

の誕生を考える。

予習として、王政復古や戊辰戦争に関して教科書程

度の意味を調べておく。

今回の授業の重要な点を復習しておく。

近代日本と軍事
徴兵制などを通じて日本が軍事大国と

なる原点を辿る。

予習として、徴兵制に関して教科書程度の意味を調

べておく。

今回の授業の重要な点を復習しておく。

日本と清国
「朝鮮」をめぐる日本と清国の関係をみ

ていく。

予習として、日清戦争以前の日本と清国との関係に

関して教科書程度の意味を調べておく。

今回の授業の重要な点を復習しておく。

日清戦争

山県有朋の「主権線」・「利益線」などを

通じて日清戦争がなぜ起こったのか、ま

た、下関条約による領土拡大を考える。

さらに、日清戦争の裏で行われていた魚

釣諸島領有問題についてもみていく。

予習として、日清戦争に関して教科書程度の意味を

調べておく。

今回の授業の重要な点を復習しておく。

日露戦争

三国干渉や日英同盟を通じて日露戦争

を考える。また、ポーツマス条約をみる

ことで現在に繋がるロシアとの領土問

題について考える。さらに、本戦争と竹

島の関係にについてもみていく。

予習として、日露戦争に関して教科書程度の意味を

調べておく。

今回の授業の重要な点を復習しておく。

第一次世界大戦①
民族自決、ワシントン体制を軸に第一次

世界大戦が世界に与えた衝撃を考える。

予習として、第一次世界大戦勃発経緯に関して教科

書程度の意味を調べておく。

今回の授業の重要な点を復習しておく。

第一次世界大戦②

帝国国防方針および総力戦体制論をキ

ーワードに第一次世界大戦が日本に与

えた衝撃を考える。

予習として、帝国国防方針や総力戦体制論に関して

教科書程度の意味を調べておく。

今回の授業の重要な点を復習しておく。

満洲事変
満洲事変とはなにか、また、同事変の目

的はいかなるものであったのか。

予習として、満洲事変に関して教科書程度の意味を

調べておく。

今回の授業の重要な点を復習しておく。

日本の植民地統治
傀儡をキーワードに日本の植民地政策

の特質を捉える。

予習として、満洲国や汪兆銘政権に関して教科書程

度の意味を調べておく。

今回の授業の重要な点を復習しておく。

日中戦争からアジア・太平洋

戦争開戦

日中戦争解決の糸口はどこにあるの

か？当時の為政者は何を考えていたの

かをみていく。

予習として、日中戦争勃発経緯やアジア・太平洋戦

争勃発経緯に関して教科書程度の意味を調べてお

く。

今回の授業の重要な点を復習しておく。

「大東亜共栄圏」構想の形成

と展開

「大東亜共栄圏」構想の起源を辿り、同

構想がいかに展開したのか、また、日本

の各占領地にいかに波及したのかを考

える。

予習として、「大東亜共栄圏」に関して教科書程度

の意味を調べておく。

今回の授業の重要な点を復習しておく。

大東亜会議
大東亜会議とはなにか、また、なにを目

的に開催されたのかを考える。

予習として、大東亜会議・重光葵に関して教科書程

度の意味を調べておく。

今回の授業の重要な点を復習しておく。

帝国日本の解体

帝国日本は単に戦争に負けたから解体

したのか。東南アジア占領や「独立」問

題などを絡めて帝国日本の解体を考え

る。

また、帝国日本解体後の問題となる日本

領土についても考えていく。

予習として、東条英機内閣・小磯国昭内閣・鈴木貫

太郎内閣に関して教科書程度の意味を調べておく。

今回の授業の重要な点を復習しておく。

現代日本を取り巻く諸問題

東北アジアの領土問題（竹島＝独島、尖

閣＝釣魚諸島問題、北方四島）など現代

日本を取り巻く諸問題に関して考える。

予習として、東北アジアの領土問題について教科書

程度の意味を調べておく。

今回の授業の重要な点を復習しておく。

関連科目
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教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

詳説日本史：日本史 笹山晴生ほか 山川出版社

詳説世界史：世界史 木村靖二ほか 山川出版社

評価方法

（基準）
試験 ％、小レポート（ 字程度） ％

学生への

メッセージ

授業タイトルにもあるように「歴史に学ぶ」ことは非常に大切なことです。周知の通り、過去があるから今があります！現代で起こっている事象

には必ず歴史があり、それらを理解するためには歴史をみる必要があります。

高校生までの暗記科目としての歴史ではなく、歴史を様ざまな角度からみること、考えることで今私たちが生きている現代をみる目も変わってく

るはずです。

大学生活、バイトも遊びも大切ですが、少し「考える」時間も作りましょう！

担当者の

研究室等
号館 階（非常勤講師室）

備考
予習・復習にあてる総時間の目安は 時間程度とします。なお、授業での質問等がある場合は、授業後に７号館２階の非常勤講師室に来ていた

だくか、メールにてご連絡ください。
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科目名 歴史に学ぶ 科目名（英文）

学部 理工学部 学科 建築学科

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 選択科目

学期 前期 授業担当者 村上 司樹

ディプロマポリシー ◎

科目ナンバリング

授業概要・

目的

理工学部のみなさんが学んでいる技術や知識は、その多くが近代の西洋（欧米つまりヨーロッパ・アメリカ）で確立したものです。しかしそれら

は近代になって急にできあがったものではなく、古代・中世からつづく人間の営為のなかで誕生しました。つまり歴史の産物なのです。だからよ

り深い理解のためには歴史を、つまり人間社会の経験の積み重ねを学ぶべきなのです。なお歴史は暗記科目ではありません。現在のあらゆる偏見

から自由になり、未来を考えるためのよりどころとなる知的営みです。先が見通せない状況だからこそ、後ろをふり返るのです。ヨーロッパの過

去という二重の意味での異文化を通して、それを具体的に実践しましょう。

到達目標

社会とその時間のなかでの変化という視点を身に着けることで、各専門での学びをより豊かなものとする。また学んだことを結論・理由・具体例

に分けて、簡潔に説明できるようにする。

授業方法と

留意点

暗記は必要ない。教科書も必要ない。こちらでプリントを用意し、参考書は各単元ごとに紹介する。また図や表を多く使って説明する。だから受

講生の側でも、以下３点のことをしてほしい。まず復習として、授業プリントを最低 回は読み返すこと。次に予習として、次回分の資料には、

あらかじめ目を通してくること。最後に話を聞く（文を読む）ときは手を動かす（線を引く、印をつける、メモをとる）こと。なぜなら授業は教

員と受講生のキャッチボールであり、どちらか一方の努力だけでは内容理解につながらないからである。

科目学習の

効果（資格）
人間社会の時間的変化（つまり歴史）という視点から、それぞれの学問的な専門知識をさらに深める。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

歴史を学ぶにあたって（ ）
授業のルール、すべては表裏一体、現代

中心主義から脱け出す
必ず出席するよう予定を調整する。

歴史を学ぶにあたって（ ）
成績評価の基準、具体的に書く必要と方

法、単純な善悪二元論は捨てよう

授業前に資料に目を通す。授業後に資料を読み返

す。

歴史を学ぶにあたって（ ）
論理的に書く必要と方法、学ぶことの意

義、「進んだ西洋」は思い込み

授業前に資料に目を通す。授業後に資料を読み返

す。

機械でたどる西洋史（ ）
水車とともに始まった、アジアからヨー

ロッパへ

授業前に資料に目を通す。授業後に資料を読み返

す。

機械でたどる西洋史（ ）
発明だけで歴史は変わらない、人間は

「社会」を成す生き物だから

授業前に資料に目を通す。授業後に資料を読み返

す。

機械でたどる西洋史（ ）

民主的な政治と学芸が発達した古代、発

明は起こっても普及につながらない社

会

授業前に資料に目を通す。授業後に資料を読み返

す。

機械でたどる西洋史（ ）
神への信仰と領主の支配が機械の普及

につながる

同上の課題に加えて「レポートの手引き」を熟読す

る。

機械でたどる西洋史（ ）
機械の普及が城と騎士の時代を終わら

せた

同上の課題に加えて「レポートの手引き」を熟読す

る。

建築でたどる西洋史（ ） 「西洋建築＝石造建築」とは限らない 同上の課題に加えて小レポート。

建築でたどる西洋史（ ）
石造建築が栄えた古代、ただし社会とい

う視点から見つめなおすと…

授業前に資料に目を通す。授業後に資料を読み返

す。

建築でたどる西洋史（ ）
古代社会の終わりとともに石造りの建

築も消える

授業前に資料に目を通す。授業後に資料を読み返

す。

建築でたどる西洋史（ ）
初期の城は木と土でできていた、教会と

都市が石の建築をよみがえらせる

授業前に資料に目を通す。授業後に資料を読み返

す。

建築でたどる西洋史（ ）
ヨーロッパ都市の中心は大聖堂、建築家

の誕生

授業前に資料に目を通す。授業後に資料を読み返

す。

自然学でたどる西洋史（ ） 「宗教 科学」という思い込み
授業前に資料に目を通す。授業後に資料を読み返

す。

自然学でたどる西洋史（ ） 化学と錬金術、占星術と天文学
授業前に資料に目を通す。授業後に資料を読み返

す。

関連科目 特になし

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

ポイントは以下３点。 第１に暗記は必要ない。テストも論述１題で持ち込み可であり、この他にレポートとレスポンス・ペーパーで採点するか

ら。第２に消極的姿勢でプラス評価になることはないが、積極的に受講してマイナス評価されることも絶対にない。例えば、出席点はない。しか

し誤字や脱字のために減点、ということもない。つまり減点主義ではなく加点主義。また配点は、①テスト（ 点）、②レポート（ 点）、③レ

スポンスペーパー（ 点）。

学生への

メッセージ

歴史が教えてくれるのは、「すべては表裏一体」ということです。この授業も例外ではありません。テストにレポート、レスポンス・ペーパーと、

つの論述課題がありますが、「やることが多い」とのみ考えるのは一面的。裏返せば「単位取得のチャンスが多い」とも言えるからです。また

みなさんが「何かを分かっている」かどうかを判定するには、結局「それが何なのかを説明できる」かどうかを見る以外にありません。しかし、

このように説明し、伝える力は、文系・理系に関係なく学問研究すべてに欠かせないだけでなく、大学卒業後の長い人生でも、あらゆる場面で必

要とされる力です。テスト終了と同時に忘れてしまうような、「暗記科目としての歴史」を教えるつもりはありません。この授業で学ぶのは「具

体的・論理的に考える歴史」であり、みなさんには、それを通して「単位以上のもの」を得てほしいと思います。

担当者の

研究室等
号館 階 非常勤講師室

備考
第 に事前事後学習は、毎回 時間をかけること。第 に受講および慈善事後学習の際は手を動かす（線を引く、印をつける、メモをとるなど）

こと。第 に知識が不足する際には、指定の参考文献を積極的に利用すること。
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科目名 教育課程論 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教職科目

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 大野 順子

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

授業概要・

目的

（１）教育課程 カリキュラム とは何かについて考える。教育課程 カリキュラム はどのような目的から、どのような内容で編成されているのか

についての歴史的経緯を考察する。また、同時に学校教育システムとの関わりから、その意義や役割を理解する。

（２）わが国における学習指導要領の変遷や戦前・戦後のカリキュラムの実践的開発を知ると共に、これからのカリキュラム開発の課題について

考える。

到達目標

本講義の到達目標は以下の通りである。

（１）学校教育における教育課程の意義について理解できる。

（２）将来、教職に就いた際、適切な教育課程（カリキュラム）を計画・編成し、かつ、実践、評価し、改善できる資質が身につく。

授業方法と

留意点

テキストや資料を中心に授業を進める講義形式が基本となりますが、扱うテーマによってはグループワークを導入するなど、学生一人一人の授業

への主体的な参加が求められるます。また、授業準備として各自が取得する免許教科の中学校・高等学校の教科書を読んだり、それぞれの免許取

得教科の学習指導要領を入手し、目を通しておくことが望ましいと考えます。また本授業用のノートを 冊準備してください。授業でレジュメを

配布予定としていますが、板書内容やパワーポイント資料の中の内容を記述するためのノートを一冊準備しておいてください。

科目学習の

効果（資格）

教員免許（中学校・高等学校）取得上必修科目である。

【免許法施行規則に定める科目区分】

科目：教育課程及び指導法に関する科目

各科目に含める必要事項：教育課程の意義及び編成の方法

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

教育課程とは何か／オリエ

ンテーション
学校教育のもつ機能について。

課題：シラバスに挙げているテキストの該当する分

を読んでおくこと。

日本における教育課程の歴

史的変遷Ⅰ

戦前から戦後（経験主義～系統主義：高

度経済成長期）の教育課程変遷につい

て。

課題：テキストの該当する部分と授業（第 回目）

で配布する資料に目を通しておくこと。

日本における教育課程の歴

史的変遷Ⅱ

年代以降、「ゆとり」への標榜から

「生きる力」、そして現在までの教育課

程変遷について。

課題：テキストの該当する部分と授業（第 回目）

で配布する資料に目を通しておくこと。

教育課程（カリキュラム）の

概念と構造、および教育課程

編成について

教育課程の編成要素（内部要因と外部要

因）について。

課題：シラバスに挙げているいずれかのテキストの

該当する分を読んでおくこと。

教育評価 その１
子どもたちの発達段階にふさわしい評

価の方法とその特質について。
課題：事前に配布した資料を読んでおくこと。

教育評価 その２ 教育課程評価について。
課題：本時テーマについて調べてくる（ 一枚程度、

詳細は授業で伝える）。

『総合的な学習の時間』につ

いて

導入の背景とそのねらいについて（学生

グループによる発表を予定）。

課題：本時テーマについて調べてくる（ 一枚程度、

詳細は授業で伝える）。

新しい教育課程 その１
「キャリア教育」について（学生グルー

プによる発表を予定）。

課題：本時テーマについて調べてくる（ 一枚程度、

詳細は授業で伝える）。

新しい教育課程 その２ 「アクティブラーニング」について。
課題：本時テーマについて調べてくる（ 一枚程度、

詳細は授業で伝える）。

新しい教育課程 その３ 「社会に開かれた教育課程」について。
課題：本時テーマについて調べてくる（ 一枚程度、

詳細は授業で伝える）。

教育課程と教育改革 その

１

特色のある学校づくり＝小中高編（学生

グループによる発表を予定）。

課題：本時テーマについて調べてくる（ 一枚程度、

詳細は授業で伝える）。

教育課程と教育改革 その

２
カリキュラム・マネジメントについて。

課題：本時テーマについて調べてくる（ 一枚程度、

詳細は授業で伝える）。

教育課程と教育格差 その

１

学力格差と学力低下問題について（学生

グループによる発表を予定）。

課題：本時テーマについて調べてくる（ 一枚程度、

詳細は授業で伝える）。

教育課程と教育格差 その

２

教育格差に抗する学校の取り組みにつ

いて（学生グループによる発表を予定）。

課題：本時テーマについて調べてくる（ 一枚程度、

詳細は授業で伝える）。

総括：教育課程をめぐる諸問

題

海外の学校教育課程の動向、及び、キ

ー・コンピテンシー（ ）について。
課題：事前に配布した資料を読んでおくこと。

関連科目 教職科目全般と関連がある。他の教職科目と重なる所や特徴点を整理していくことが重要。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

新教育課程ライブラリ（ ～ ） （株）ぎょうせい （株）ぎょうせい

評価方法

（基準）

出席（全 回出席が当たり前、少なくとも 割以上出席必須）、学期末試験（単位取得のためには 点以上必要）、中間試験（実施予定）、レポ

ート及び授業態度や授業への貢献度（グループでの発表を含む）など総合的に評価を行う。特に、学期末試験の結果は成績評価に大きく影響する

ことから、日頃からしっかりと予習復習（特に復習）をする。また、遅刻、欠席が多い者については成績評価の対象外となりますので注意するこ

と（原則、第一回目から全 回出席すること）。

学生への

メッセージ

以下の項目、必ず守ってください。

１．第一回目の授業は必ず出席すること。

２．欠席・遅刻はしない。

３．授業中、むやみやたらに出入りしたり、私語、飲食はしない。

教
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４．グループワークでは何事にも積極的に取り組む（グループ内の他のメンバーに迷惑をかけない）。

５．毎回授業内容の復習をする。

６．テキスト、資料等については配布するので準備の必要はありません。参考書にあげているテキストは セット販売で高額なテキストですの

で担当者のほうで印刷し配布します。

７．授業内容で分からない点については遠慮せずに担当者に空いている時間を見つけて質問に来てください。

担当者の

研究室等
７号館３階 大野順子研究室

備考

年度以前入学生は、（高校）教免取得上選択

授業計画、及び内容は授業の進捗状況等により変更することがあります。あらかじめご了承ください。

教科書に代わる配布資料（「『新教育課程ライブラリ』、発行：ぎょうせい」を使用予定）については事前に該当箇所を印刷し、配布します。高額

ですので購入する必要はありません。また、その他のテキスト、資料等については適宜印刷し、配布します。

事前・事後学習総時間をおおよそ 時間程度とする。

教
職
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科目名 教育経営論 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教職科目

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 前期 授業担当者 朝日 素明

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

授業概要・

目的

本科目では、現代公教育制度の意義・原理・構造について、その法的・制度的仕組みに関する基礎的知識、および学校や教育行政の組織構造･機

能・関係に関する基礎的知識を身につけ、経営の観点から理解するとともに、そこに内在する課題を理解します。そのために、公教育システムに

関してなじみの深い事象を参照し、その原理や構造・機能、それに関する政策や法制度、理論や論争、実態や課題を検討していきます。

到達目標

私たちにとってはあたりまえで意識することもないような、学校教育を中心とした公教育システムのあり方について視野が広がり、理解が深まり

ます。例えば「学校では何を学ぶのか」「学校ではどのように教えられるのか」という内容・方法的な事柄についても、さまざまな制度やその運

用によって規定されている様子がわかるなど、教育の環境や条件についての関心が高まり、直接的な行為だけに回収されない教育の奥行きや広が

りが理解できるようになります。

授業方法と

留意点

プレゼンテーションソフトを用いた講義のほか、テキスト・資料の事前学習に基づくディスカッション（ ； ）等

のグループワークも織り交ぜて授業を進めます。事前学習は必須です。

ウェブ上で資料配布、課題提示・レポート提出をすることがあります。

「事前・事後学習課題」はすべて事前学習課題です。事後学習課題については別途、指示します。

科目学習の

効果（資格）

教員免許取得上選択必修であり、可能な限り修得することが望ましい科目

【免許法施行規則に定める科目区分】

科目：教育の基礎理論に関する科目

各科目に含める必要事項：教育に関する社会的、制度的又は経営的事項

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション

公教育とは

授業概要、方法としての について説

明

教育における「公」と「私」

公教育の成立・展開

シラバス、テキスト第 部を読んでくる。

教育権の構造
「教育をする権利」「教育を受ける権利」

「学習する権利」
テキスト第 部を読んでくる。

教育を受ける権利の保障

教育権論争について簡単なグループワ

ーク

公教育の制度原理

教育権論争についての配布資料を読み、レポート提

出を済ませておく。

テキスト第 部を読んでくる。

学校体系のしくみ

「義務制」「無償制」にかかわって簡単

なグループワーク

段階性、系統性

学校体系の類型

学校の種類と設置者

教育の制度原理についての配布飼料を読み、レポー

ト提出を済ませておく。

テキスト第 部を読んでくる。

学校体系の現代的課題 選別・分離と接続・統合 テキスト第 部を読んでくる。

教育条件整備の法制度と新

しい動向

「選抜・選別」について簡単なグループ

ワーク

公教育を支える諸条件とは

条件整備はどのようになされるか

学校の機能に関する配布資料を読み、レポート提出

を済ませておく。

テキスト第 部を読んでくる。

中央教育行政の組織構造 各省庁・審議会 テキスト第 部を読んでくる。

地方教育行政の組織構造

教育行政の原則

教育委員会のしくみとはたらき

首長部局と教育委員会

テキスト第 部を読んでくる。

中央‐地方教育行政の関係

構造

教育委員会制度論の新動向に関して簡

単なグループワーク

教育行政の原則、監督行政と指導行政

教育行政関係の新しい動向

教育委員会制度の動向に関する配布資料を読み、レ

ポート提出を済ませておく。

テキスト第 部を読んでくる。

教育費と教育財政

教育財政の考え方

国・地方の教育費と教育財政

義務教育費国庫負担制度とその改革

学校財務

テキスト第 部を読んでくる。

指導行政と教育課程管理

学習指導要領、研究指定・研究開発、教

科書行政

学力論争と教育評価論

テキスト第 部を読んでくる。

人事行政と教職員管理

学力低下論争をめぐって簡単なグルー

プワーク

教職員の資格・身分・服務管理、教育労

働管理

学力低下論争に関する配布資料を読み、レポート提

出を済ませておく。

テキスト第 部を読んでくる。

学校の組織管理と組織編制

教職員配置、学校・学級の「適正規模」

「適正配置」

学校評議員制度、学校運営協議会制度

テキスト第 部を読んでくる。

学校経営の組織構造

学校の「適正規模」「適正配置」にかか

わって簡単なグループワーク

学校の組織特性、学校経営の組織と過程

（学校と地域との連携含む）

学校統廃合に関する配布資料を読み、レポート提出

を済ませておく。

テキスト第 部を読んでくる。

学校の安全管理と安全教育
安全管理の領域

安全教育の方法
テキスト第 部を読んでくる。

関連科目 教職科目全般、とりわけ「教育原理」「教育社会学」「教師論」「教育課程論」に関連する事項を含みます。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

公教育経営概説 （改訂版） 堀内孜 学術図書出版社

参考書

教
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番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
定期試験 ％、レポート内容 ％、グループワーク・ピア評価 ％。定期試験を受験しなかった場合は評価をしません。

学生への

メッセージ

教員採用試験で頻出の教育法規については授業中に折に触れ解説しますが、採用試験ではそれを基本としてさらに幅広い知識、深い理解と応用力

が要求されます。本科目は採用試験対策のための講義ではありませんので、各自が自主的に採用試験受験準備に取り組んでください。

遅刻・早退等は厳禁です。専門職業人・教師としての資質が問われます。

担当者の

研究室等
号館 階 朝日研究室

備考

ポータルシステムを通して講義連絡、学生呼出、資料配布、レポートの課題提示・提出受付を行うことがあるので、リマインダ設定と定期的なサ

イト確認を確実にしてください。

事前・事後学習総時間をおおよそ 時間程度とする。
教
職
科
目
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科目名 教育原理 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教職科目

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 前期 授業担当者 谷口 雄一

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

授業概要・

目的

教育は誰もが経験していて、誰でも教育について語ることができます。しかし、「教育とは一体何だろう？」と問われるとどうでしょうか。答

えに困ってしまう人が多いのではないでしょうか。

この授業では、「教育とは一体何だろう？」という問いを念頭に置きながら、教育について歴史的・思想的に考察します。そして、これまでの

教育や学校の営みがどのように理解され、変わってきたのかを考えていきます。

これらの学習を通して、受講者一人一人が教育について自分なりの考えを深められるようにします。

授業担当者は小学校での約 年の教諭経験を有しています。経験を活かした実践的な授業を行うので、授業を「受ける」立場からではなく、「作

る」立場から能動的な学びを期待します。

到達目標
教育の基本概念を歴史的・思想的に理解することや教育の現状と課題について理解することを通して、受講者が教育について自分なりの考えを

深めることができることを目標とします。

授業方法と

留意点

授業のスケジュールはおおよそ下記の通りで、基本的に講義形式で行います。

また、毎回の授業の終わりに受講者にコメントペーパーを書いてもらいます。その中からいくつかを次の授業の最初に紹介することで、自分と

は異なる他の人の考えも参考にしながら、教育について多面的・多角的に考えることができるように配慮します。

科目学習の

効果（資格）

（１）高等学校教諭 種免許状 （２）中学校教諭 種免許状 の取得 （３）学芸員資格 の取得に必要です。

【免許法施行規則に定める科目区分】

科目：教育の基礎理論に関する科目

各項目に含める必要事項：教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス：

教育について考える

本科目の位置づけについて考えるとと

もに、教育の基本概念を考えることの意

味を考える。

「教育とは一体何だろう」という問いについて自分

なりの考えをまとめておく。

教育の基礎理論①：

教育の必要性

なぜ、人間だけが教育を行うのか考え

る。

教育の必要性について、授業後に自分なりの考えを

整理しておく。

教育の基礎理論②：

教育の目的

前回の授業をふまえ、「人間が人間にな

るために」とはどういうことか、教育の

目的について考える。

教育の目的について、授業後に自分なりの考えを整

理しておく。

教育の基礎理論③：

子どもの発見

「子ども」という言葉の意味や子どもを

めぐる問題について考える。

子ども観や子どもをめぐる問題について、自分なり

の考えを整理しておく。

教育の基礎理論④：

教師とは何か

教師という職業や、その教育的役割につ

いて考える。

教師の教育的役割について、自分なりの考えを整理

しておく。

教育の基礎理論⑤：

近代の学校の誕生

近代の学校はどのように誕生し、普及し

てきたのかを概観する。

近代の学校や学校教育の広がりについて、授業後に

もう一度整理しておく。

教育の基礎理論⑥：

家庭と教育

家庭において子どもはどう扱われてき

たのか、家庭における教育は子どもの成

長にどのような影響を与えるのかにつ

いて概説する。

家庭における教育について、授業後にもう一度整理

しておく。

近代の教育思想①：

コメニウスの教育思想

コメニウスの教育思想について概観し、

考察を加える。

授業で取り上げた近代の教育思想について、授業後

にもう一度整理しておく。

近代の教育思想②：

ルソー、ペスタロッチの教育

思想

ルソー、ペスタロッチらの教育思想につ

いて概観し、考察を加える。

授業で取り上げた近代の教育思想について、授業後

にもう一度整理しておく。

近代の教育思想③：

ヘルバルト、フレーベルの教

育思想

ヘルバルト、フレーベルらの教育思想に

ついて概観し、考察を加える。

授業で取り上げた近代の教育思想について、授業後

にもう一度整理しておく。

現代の教育理論①：

デューイの教育思想

デューイの教育思想について概観し、考

察を加える。

授業で取り上げた現代の教育思想について、授業後

にもう一度整理しておく。

現代の教育理論②：

世紀の教育理論

世紀の教育についての諸理論につい

て概観し、考察を加える。

授業で取り上げた現代の教育思想について、授業後

にもう一度整理しておく。

現在の教育課題①：

学力問題

現在の教育課題の一つである学力をめ

ぐる問題について概観し、考察を加え

る。

学力問題について、授業後にもう一度整理してお

く。

現在の教育課題②：

生涯学習の思想

現在の教育課題の一つである生涯学習

について概観し、考察を加える。

生涯学習の思想について、授業後にもう一度整理し

ておく。

まとめ：

今後の教育について考える

教育についてまとめるとともに、今後の

教育について考える。

「自分はどのような教師になりたいのか」につい

て、考えをまとめる。

関連科目 教職科目全体と関連がありますので、他の科目の学習内容と関連付けながら考えてみることが大切です。

教科書 番号 書籍名 著者名 出版社名

哲学する教育原理 伊藤潔志 編著 保育出版社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

中学校学習指導要領 文部科学省 東山書房

高等学校学習指導要領 文部科学省 東洋館出版

哲学する学校経営 伊藤潔志 編著 教育情報出版

評価方法

（基準）

毎回の授業の終わりに書いてもらうコメントペーパーの内容（ ％）や、学期末試験の結果（ ％）をもとに、総合的に評価します。また、授業

に参加するにあたって不適切な態度を取る方に対しては厳正に対処します。教職を志す人間としての自覚を胸に授業に参加してください。

学生への

メッセージ

授業の中でペアや小グループでの話し合い、グループワーク等の学習を適宜取り入れたいと考えています。受講者の皆さんの積極的な参加・発言

を期待しています。

担当者の

研究室等
号館 階（谷口研究室）

備考 事前・事後学習総時間をおおよそ 時間程度とする。

教
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科目名 教育実習Ⅰ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教職科目

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者
朝日 素明 大野 順子 谷口 雄一 林 茂樹 吉田 佐治

子

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

授業概要・

目的

（１）教育実習の実際についての情報を提供する。それらに基づき、受講者は、演習や実習を行う。（２）教育実習校における実習に必要な教育

実践の基本を理解して、教科指導、学級・ホームルーム経営、生徒指導等の実際について有効な指導計画を立案し、効果的な指導をできるように

する。（３）教育実習の現状と課題についての認識を深めるとともに、教育実習生としての基本的心がまえについて理解を深める。

到達目標
教育実習の目的や意義、内容等を理解し、教育実習へ向けての充分な準備ができるようになる。そのことにより、自信をもって教育実習に臨める

ようになる。

授業方法と

留意点

講義（体験報告を含む）、演習（文献購読、発表、討議を含む）、実習（指導案作成、模擬授業を含む）を行う。実習生として主体的・能動的な姿

勢・態度で参加すること。

科目学習の

効果（資格）

教員免許状取得上必修，免許法施行規則に定められた「教育実習」５単位あるいは３単位のうち１単位を充足。

【免許法施行規則に定める科目区分】

教育実習

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

教育実習の意義等
教育実習の意義と目的、実習の形態と内

容について
授業時に指示する

教育実習への準備と心がま

え等

事前準備の必要性、教育実習の心がまえ

と教育実習の基本となる事項について
授業時に指示する

実習中の勤務の要領
学校の一日、一週間の流れ、学校の組織

と運営の概要について
授業時に指示する

授業の方法と技術
授業のスタイルとスキル、教材研究、学

習評価の観点について
授業時に指示する

授業の記録と評価
授業研究の意義、授業分析の方法、授業

評価について
授業時に指示する

生徒理解・生徒指導と学級・

ホームルーム経営

生徒理解・生徒指導の方法、個別指導・

集団指導、学級・ホームルームの指導に

ついて

授業時に指示する

指導案の作成（１）

授業の準備と配慮事項、学習指導案の書

き方、教科指導の学習指導案、板書計画

の作成

授業時に指示する

指導案の作成（２）
学級（ホームルーム）活動等の指導案に

ついて
授業時に指示する

模擬授業（１）
作成した学習指導案に沿った模擬授業、

意見交換
授業時に指示する

模擬授業（２）
作成した学習指導案に沿った模擬授業、

意見交換
授業時に指示する

模擬授業（３）
作成した学習指導案に沿った模擬授業、

意見交換
授業時に指示する

模擬授業（４）
作成した学習指導案に沿った模擬授業、

意見交換
授業時に指示する

学校における人権教育
人権教育の現状と課題について、学校保

健と安全指導について
授業時に指示する

特別支援教育の現状と課題
障がいの種類と配慮事項、障がい児理解

と交流教育について
授業時に指示する

まとめ ――――― ―――――

関連科目 教職課程で学んだ全科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

『新編 教育実習の常識』 教育実習を考える会 蒼丘書林

評価方法

（基準）
課題の提出状況とその内容、指導案と模擬授業、授業における積極性・貢献度、期末レポート等によって総合的に評価する。

学生への

メッセージ
教育実習はこれまで学んできたことの総まとめです。よい実習ができるよう、充分に準備してください。

担当者の

研究室等

吉田研究室・林研究室・大野研究室・朝日研究室（７号館３階）

谷口研究室（７号館４階）

備考

教育実習体験発表会（ 月末土曜日）、教育実習総括講義（ 月末土曜日）には原則として必ず出席すること。

ポータルシステムを通して連絡・呼出、資料配布、課題提示・提出を行うことがあるので、リマインダ設定と定期的なサイト確認を必ずすること。

担当者により、授業の具体的な内容・方法が若干異なる場合がある。

事前・事後学習総時間をおおよそ 時間程度とする。

教
職
科
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科目名 教育実習Ⅱ 科目名（英文） Teaching Practice II 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ４年 クラス  

単位数 2 履修区分 選択必修科目 

学期 通年集中 授業担当者 朝日 素明.大野 順子.谷口 雄一.林 茂樹.吉田 佐治子 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

「教育実習Ⅱ」では、教育実習校において 10 日間以上の実習を行う。（１）教育実習校において、教科、特別活動、生徒指導などの実習を行

う。大学において事前及び事後の指導を行う。（２）事前指導では、教育実習講義と個別指導を行う。（３）教育実習は所定期間内に実習校の

指導教員の下で行う。（４）事後指導では、教育実習体験報告及び反省を行い、指導のまとめとして、総括を行う。 

到達目標 学生は、学校教育の実情を理解し、教職に対する自らの適性に気づき、適切な進路を選択できるようになる。 

授業方法と 

留意点 

（１）教育実習校での実習を中心に行う。（２）大学での事前指導・事後指導は「教育実習Ⅲ」と合同で行う。（３）事前指導等への積極的参

加をもって実習を許可する。実習を許可されない場合があることに留意すること。（４）事後指導はグループワークが中心となる。進め方等に

ついてガイダンスを行う。ガイダンスの時期については事前指導時の指示や掲示等に従うこと。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

1 教育実習特別個人指導（４月） 

 教育実習予定者のうち、教育実習の履修に特に努力を要すると判断される履修者について行う。個別の呼び出しには速やかに応じること。    

  

2  教育実習事前指導（４月～５月） 

 教育実習上の心がまえ・諸注意 

 教育実習ビデオの視聴 

 先輩教師の体験談 

 教師の仕事と責任について講義・討論 

 申請書類等の記入・提出    

  

3  教育実習個人指導（４月～５月） 

 教科書、教材、指導案の作成などについて、個別の質問にこたえ指導する。 

 教材・学習指導案を作成して提出、添削指導等を受けること（必要な者のみ）。 

  

4  前期教育実習開始（５月～６月） 

 実習校において授業を行なったり、クラブ活動の指導を担当するなど、教育活動に携わる。 

 「教育実習記録」を作成し、教材研究、学習指導案作成を行う。 

 実習中、本学教員による訪問指導を受ける。 

  

5  後期教育実習開始（９月～１０月） 

 後期教育実習予定者の実習を行う。 

 「教育実習記録」を作成し、教材研究、学習指導案作成を行う。 

 実習中、本学教員による訪問指導を受ける。 

 

6  教育実習事後指導（７月～１１月） 

 教育実習終了後、体験レポートを作成、提出する。 

 使用教科書・作成教材・学習指導案の写しを提出する。  

 体験に基づいたグループワークを行い、意見交換する。 

  

7  教育実習体験発表会（１０月） 

 本学卒業者を含む現職の先生方を招き、体験発表を行う。発表方法の詳細については、掲示等による。 

 体験発表用資料を提出すること。    

  

8  教育実習総括講義（１１月） 

 教育実習のまとめとして、その意義を確認し、講評を行う。 

 「教育実習記録」を提出する。 

関連科目 教職関連科目全般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 新編教育実習の常識 - 事例にもとづく必須６６項 教育実習を考える会 蒼丘書林 

2 学習指導要領解説 文部科学省  

3    

 

評価方法 

（基準） 

事前指導ならびに事後指導への積極的参加、事後指導における体験発表、実習校での実習成績、及び課題提出物による総合評価を行う。いず

れか不十分なものがある場合は、単位を認定しない。 

学生への 

メッセージ 

『学生便覧』『教職課程履修ガイド』を必読、その指示を十分に理解しておくこと。 

授業担当者と連絡・相談・報告を密にすること。 

担当者の 

研究室等 

７号館３階（朝日研究室、吉田研究室、林研究室、大野研究室） 

７号館４階（谷口研究室） 

備考 
中学校教諭免許状取得希望者には、別途、介護等体験が義務化されている。 

事前・事後学習総時間をおおよそ 30 時間程度とする。 

教
職
科
目
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科目名 教育実習Ⅲ 科目名（英文） Teaching Practice III 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ４年 クラス  

単位数 4 履修区分 選択必修科目 

学期 通年集中 授業担当者 朝日 素明.大野 順子.谷口 雄一.林 茂樹.吉田 佐治子 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

「教育実習Ⅲ」では、教育実習校において 15 日間以上の実習を行う。（１）教育実習校において、教科、特別活動、生徒指導などの実習を行

う。大学において事前及び事後の指導を行う。（２）事前指導では、教育実習講義と個別指導を行う。（３）教育実習は所定期間内に実習校の

指導教員の下で行う。（４）事後指導では、教育実習体験報告及び反省を行い、指導のまとめとして、総括を行う。 

到達目標 学生は、学校教育の実情を理解し、教職に対する自らの適性に気づき、適切な進路を選択できるようになる。 

授業方法と 

留意点 

（１）教育実習校での実習を中心に行う。（２）大学での事前・事後指導は「教育実習Ⅱ」と合同で行う。（３）事前指導等への積極的参加を

もって実習を許可する。実習を許可されない場合があることに留意すること。（４）事後指導はグループワークが中心となる。進め方等につい

てガイダンスを行う。ガイダンスの時期については事前指導時の指示や掲示等に従うこと。 

授業テーマ・ 

内容、方法・事前、

事後 

学習課題 

1 教育実習特別個人指導（４月） 

 教育実習予定者のうち、教育実習の履修に特に努力を要すると判断される履修者について行う。個別の呼び出しには速やかに応じること。    

  

2  教育実習事前指導（４月～５月） 

 教育実習上の心がまえ・諸注意 

 教育実習ビデオの視聴 

 先輩教師の体験談 

 教師の仕事と責任について講義・討論 

 申請書類等の記入・提出    

  

3  教育実習個人指導（４月～５月） 

 教科書、教材、指導案の作成などについて、個別の質問にこたえ指導する。 

 教材・学習指導案を作成して提出、添削指導等を受けること（必要な者のみ）。 

  

4  前期教育実習開始（５月～６月） 

 実習校において授業を行なったり、クラブ活動の指導を担当するなど、教育活動に携わる。 

 「教育実習記録」を作成し、教材研究、学習指導案作成を行う。 

 実習中、本学教員による訪問指導を受ける。 

  

5  後期教育実習開始（９月～１０月） 

 後期教育実習予定者の実習を行う。 

 「教育実習記録」を作成し、教材研究、学習指導案作成を行う。 

 実習中、本学教員による訪問指導を受ける。 

 

6  教育実習事後指導（７月～１１月） 

 教育実習終了後、体験レポートを作成、提出する。 

 使用教科書・作成教材・学習指導案の写しを提出する。  

 体験に基づいたグループワークを行い、意見交換する。 

  

7  教育実習体験発表会（１０月） 

 本学卒業者を含む現職の先生方を招き、体験発表を行う。発表方法の詳細については、掲示等による。 

 体験発表用資料を提出すること。    

  

8  教育実習総括講義（１０月） 

 教育実習のまとめとして、その意義を確認し、講評を行う。 

 「教育実習記録」を提出する。 

関連科目 教職関連科目全般 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1 新編教育実習の常識 - 事例にもとづく必須６６項 教育実習を考える会 蒼丘書林 

2 学習指導要領解説 文部科学省  

3    

 

評価方法 

（基準） 

事前指導ならびに事後指導への積極的参加、事後指導における体験発表、実習校での実習成績、及び各種提出物による総合評価を行う。いず

れか不十分なものがある場合は、単位を認定しない。 

学生への 

メッセージ 

『学生便覧』『教職課程履修ガイド』を必読、その指示を十分に理解しておくこと。 

授業担当者と連絡・相談・報告を密にすること。 

担当者の 

研究室等 

７号館３階（朝日研究室、吉田研究室、林研究室、大野研究室） 

７号館４階（谷口研究室） 

備考 
中学校教諭免許状取得希望者には、別途、介護等体験が義務化されている。 

事前・事後学習総時間をおおよそ 30 時間程度とする。 
 

教
職
科
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科目名 教育社会学 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教職科目

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 前期 授業担当者 大野 順子

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

授業概要・

目的

近年、学校教育現場では様々な問題を抱えるようになってきました。一般的に私たちはそうした問題に対し、学校教育内部でのみ対処し解決しよ

うとする傾向があります。しかしながら、そうした問題の多くは、時に関係のないような社会的、経済的、政治的、そして文化的なシステムと密

接な関係性をもっていることが多々あります。そこで本講義では、教育現場で生じている諸問題を、特に社会学的観点からとらえ、検討していく

ことを目標とします。特に、最近社会問題化している子どもの貧困や教育格差・学力格差問題、ジェンダーにかかわる問題等を扱いながら、体系

的に現代社会と教育の関係性について学び、教育社会学の理論や概念を学んでいきます。

到達目標

本講義の到達目標は以下の通りです。

１．教育社会学の基礎理論と概念について学習する。

２．現代社会における様々な教育問題について理解する。

３．教育に関わる諸問題を社会学的観点からとらえ、論理的に思考し、分析し、検討する力を養う。

４．様々な教育問題に対して、それぞれ意見発表を行い、他者と議論し、解決の方向を見出せる力をつける。

授業方法と

留意点

講義形式を中心としますが、ワークショップや体験活動・課外活動、問題理解・解決に向け議論する手法を取り入れるなど、受講生の皆さんの主

体的な参加の機会を多く提供します。例えば、実際に学校教育現場へ出向き、リアルな学校教育現場の様子を体験し、学ぶ機会ももうけます（授

業時間外に実施する場合もある）。よって、基本的に受講生の皆さんは本講義が提供する全プログラム（週末などに実施される課外活動含む）に

出席する義務があります。また、毎回、講義開始の 分間、教育社会学必須単語の小テストを行います。遅刻や欠席が多い場合小テストが 点と

なりますので気を付けてください。

○準備学習の具体的な方法

指定しているテキストを購入し、事前に講義で扱うテーマに該当する部分（章）を読み、要約する。また、日頃から新聞・雑誌等で教育に関する

記事を読み、どのような問題が教育界では話題になっているのかについて情報を収集しておく。また、毎時間の小テスト対策として必須単語帳に

記載されている教育社会学必須単語をすべて覚える。

科目学習の

効果（資格）

（１）高等学校教諭１種免許状 （２）中学校教諭１種免許状の取得に必要です。

【免許法施行規則に定める科目区分】

科目：教育の基礎理論に関する科目

各科目に含める必要事項：教育に関する社会的、制度的又は経営的事項

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

イントロダクション 教育

社会学とは

教育社会学という学問の特質、及び、そ

の課題を知る。

事前課題：教科書の序章を読み、疑問点についてま

とめてくる。

新自由主義と学校教育

近年の学校教育（制度）の質的転換につ

いて事前資料を基にグループで意見交

換し、発表する（学校教育を社会学観点

から考察します）。

事前課題：小テスト対策、事前配布資料を読み、そ

の内容についてまとめてくる。

マイノリティと教育Ⅰ
マイノリティ体験ワークショップの実

施。
事前課題：小テスト対策

マイノリティと教育Ⅱ

前時を踏まえ、学校の中におけるマイノ

リティとしての「外国にルーツのある子

どもたち」の実態、現状について考え、

その対応について議論する。

事前課題：小テスト対策、前時のワークショップの

感想をまとめてくる。

マイノリティと教育Ⅲ

予定：当事者（外国にルーツのある子ど

も）を招聘し、学校での経験についての

お話を聞く。その後、質疑応答、ふりか

えりを実施する。

事前課題：小テスト対策、前時の復習をしてくる。

教育格差・学力格差問題Ⅰ

教育格差・学力格差に関する近年の研究

動向を紹介し、その基礎的理解を深め

る。

事前課題：小テスト対策、教科書の第 章の要約。

教育格差・学力格差問題Ⅱ

貧困と格差が子どもたちにもたらす影

響について考える。子どもの貧困・格差

に関する映画、あるいはビデオの鑑賞、

及び子どもの貧困問題に取り組んでい

る実践者の方を招聘し、現状についての

理解を深める。

事前課題：小テスト対策、前時の復習をしてくる。

ゲスト講師からの課題があれば予習をしてくる。

教育格差・学力格差問題Ⅲ

格差解消に向けた学校、家庭、地域社会

等の取り組みについて、グループで話し

合い、発表する。なお、実際に学校現場

で行われている取り組みについても紹

介する。

事前課題：小テスト対策、事前に配布する資料を読

み、要約する。

学校教育の現場を知るⅠ

予定：学校関係者等、話題提供者を招聘

し、今、学校教育が抱える問題について

問題提起してもらう。

事前課題：小テスト対策、前時の復習、及び講師、

話題提供者からの課題等があれば予習をしてくる。

学校教育の現場を知るⅡ

予定：学校関係者等、話題提供者を招聘

し、今、学校教育が抱える問題について

問題提起してもらう。

事前課題：小テスト対策、前時の復習、及び話題提

供者からの課題等があれば予習をしてくる。

学校教育の現場を知るⅢ

前々回～前回の授業を踏まえ、学校教育

が抱える諸問題について、それぞれ関心

のある問題を選択し、小グループに分か

れ発表する。

事前課題：小テスト対策、グループ発表資料の準備

をしてくる。

ジェンダーと教育Ⅰ

学校や家庭、社会に潜むジェンダーに関

わる問題について考えるワークを実施

する。

事後課題：小テスト対策、事前に配布する資料を読

み、要約する。

ジェンダーと教育Ⅱ
ジェンダー問題を扱った映画の鑑賞予

定。
事後課題：小テスト対策、前時の復習をしてくる。

ジェンダーと教育Ⅲ
ジェンダーロールにとらわれない教育、

社会の創造について意見交換しながら

事後課題：小テスト対策、映画の感想をまとめてく

る。
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考える。

総括

まとめの確認テストと「教育改革」をキ

ーワードにこれからの教育のあり方に

ついて考える。

事後課題：小テスト対策、教科書の第 章の要約。

関連科目
「教育原理」「教育社会学」「道徳教育の研究」「教育心理学」「生徒指導論」「教育相談」「教育経営論」「教育実習Ⅰ」「教職実践演習」「各教科教

育法」

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

教師教育テキストシリーズ『教育社会学』 久富善之、長谷川裕 学文社

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

現代教育社会学 岩井八郎、近藤博之 有斐閣ブックス

新版『教育社会学を学ぶ人のために』 石戸教嗣 世界思想社

評価方法

（基準）

出席・授業への貢献度、試験（毎時間行う小テストとまとめの確認テスト）、学校でのボランティア活動体験報告書（必須）、課題・レポート等を

すべてこなした上で総合的に評価するが、まとめの確認テストで 割以上取れない場合、さらに、出席が ％に満たない者、課題（要約）の提

出が十分でない者は成績評価の対象外とする。また、遅刻は欠席とするので注意すること。

学生への

メッセージ

本講義を履修する者は、原則、前期履修期間中に学校現場でのボランティア活動経験が必須条件となります。すでに何らかの活動をしているもの

はその活動内容についてレポートをまとめ提出してもらいます（必須）。一度も活動したことがないものは、前期履修期間中にいくつかの活動を

紹介するので、その活動に参加しレポートを作成し提出してもらいます（必須）。この必須レポート提出がない者は単位認定できませんので、履

修前によく考えてから履修してください。なお、地域連携やその他の大学認定の活動（ など）は、本レポートの対象とはなりません。

学校でのボランティア等活動経験のない者については本講義を履修期間中、学校でボランティア活動をすることを義務づけます。よって、学校で

のボランティア活動をやっていない者、やりたくない者、やる予定がない者は履修しても単位認定しません。また、提出物に関しては締め切りを

厳守すること。締め切り以降の提出に関しては受け取りますが「未提出」扱いとします。

担当者の

研究室等
７号館３階 大野順子研究室

備考

授業計画・内容は、授業の進捗状況等により変更することがあります。あらかじめご了承ください。また、いくつかの課外活動を通常の時間割外

に行う予定です。課外活動に参加できない人は本科目の単位を取得することは困難な場合もあります。また、学校でのボランティア活動への参加

も必須です。こちらへの参加ができない人も本科目の単位取得が困難となりますので、履修を決める前にしっかりと考えてから履修登録してくだ

さい。履修登録をした時点で、あなた自身が本講義のシラバス内容をすべて了解した上で登録したことになりますので、履修登録以降のシラバス

に関するご意見については一切受け付けませんのでご了承ください。

事前・事後学習総時間をおおよそ 時間程度とする。
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科目名 教育心理学 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教職科目

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 前期 授業担当者 吉田 佐治子

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

授業概要・

目的

学校での教育活動において教師の果たす役割は大きい。学習の質を高めるために，教師が学習者を理解し，さまざまな形で援助していくために

はどうすればよいのか。それを考えていくにあたって必要な基礎的な知識を身につけ，日常生活の中で行われている学習活動や学校等における問

題について，心理学的に説明し，考えることができるようになることを目標とする。

到達目標
幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程について，基礎的な知識を身につけ，各発達段階における心理的特性を踏まえた学習活動を支

える指導の基礎となる考え方を理解する。

授業方法と

留意点

講義中心で行う。事前に資料を 上で配付するので，各自入手しておくこと。

必要に応じて，簡易実験やグループディスカッション等を行う。

科目学習の

効果（資格）

教員免許状取得上必修，免許法施行規則に定められた「教育の基礎的理解に関する科目」１０単位のうち２単位を充足。

【免許法施行規則に定める科目区分】

科目：教育の基礎的理解に関する科目

各科目に含める必要事項：幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

発達と教育と心理学と１
教育に対して心理学ができること，発達

と教育

テキスト第 章１，配付資料による本時の予習と復

習

発達と教育と心理学と２ 発達の要因，主な発達理論の概観
テキスト第 章１，配付資料による本時の予習と復

習

こどもの発達１
乳幼児期……運動発達・言語発達・認知

発達・社会性の発達

テキスト第８章２・第 章，配付資料による本時の

予習と復習

こどもの発達２
児童期……運動発達・言語発達・認知発

達・社会性の発達

テキスト第８章２・第 章・第 章，配付資料に

よる本時の予習と復習

こどもの発達３
青年期……運動発達・言語発達・認知発

達・社会性の発達

テキスト第８章２・第 章・第 章・第 章，

配付資料による本時の予習と復習

学習を支える認知機能１
思考……人間の思考の特徴，メタ認知の

機能と発達

テキスト第 章１，配付資料による本時の予習と復

習

学習を支える認知機能２
言語……言語の機能，言語理解と言語産

出とその発達

テキスト第 章，配付資料による本時の予習と復

習

学習を支える認知機能３ 記憶……記憶のメカニズムと発達
テキスト第４章・第５章，配付資料による本時の予

習と復習

こどもの学び１
さまざまな学習①……学習とは何か，主

な学習理論の概観，条件づけ
テキスト第１章，配付資料による本時の予習と復習

こどもの学び２
さまざまな学習②……観察学習，自己制

御学習

テキスト第１章・第６章，配付資料による本時の予

習と復習

学習を支える動機づけ１
意欲とは何か……動機づけ過程，動機づ

け理論

テキスト第２章・第３章，配付資料による本時の予

習と復習

学習を支える動機づけ２

さまざまな意欲……外発的動機づけ・内

発的動機づけ，その他の視点，意欲の発

達

テキスト第２章・第３章，配付資料による本時の予

習と復習

学習を支える動機づけ３
意欲を育む……こどもの発達と意欲，意

欲を育む教育のあり方，学習と評価

テキスト第２章・第３章，配付資料による本時の予

習と復習

学校における人間関係
教師 生徒の関係，生徒 生徒の関係，教

師 教師の関係，集団としての学級

テキスト第０章２・第１０章，配付資料による本時

の予習と復習

個に応じた教育
個人差の理解と教育……ＡＴＩ，学習方

略

テキスト第 章３・第６章・第７章２，配付資料に

よる本時の予習と復習

関連科目 教職課程におけるすべての科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

絶対役立つ教育心理学―実践の理論，理論を実践― 藤田哲也（編著） ミネルヴァ書房

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
小テスト ％，期末試験 ％

学生への

メッセージ

これまで受けてきた教育を思い出してください。また心理学の用語の中には、日常的に遣われているのとやや異なる意味で用いられるものがある

ことに留意してください。

担当者の

研究室等
７号館 階（吉田研究室）

備考

・授業内で， を使用することがあります。利用できるようにしておいてください。

・期末試験は希望者に返却します。

・事前・事後学習総時間をおおよそ 時間程度とする。
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科目名 教育相談 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教職科目

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 吉田 佐治子

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

授業概要・

目的

教育相談の考え方や進め方についての理解を深め、生徒が成長する過程に生じるさまざまな課題や問題に対処するための援助の考え方や実際、カ

ウンセリングの基礎知識と教育相談の技法を身につけることを目標とする。学校における教育相談に焦点を当て、教師が行う教育相談活動の基本

的な考え方や教育相談に必要なスキルを身につけるために、教育相談のもつ今日的な意義を解説し、カウンセリングの基礎知識およびその実践的

な手法を紹介する。併せて、「問題」に悩む児童・生徒への実践的な取り組み方を考える．

到達目標
教育相談の基本的な考え方、カウンセリングの基礎、生徒理解と「問題」への対応についての知識を得ることができる。その上で、生徒を援助す

るための具体的な方法について考えることができる。

授業方法と

留意点
講義と演習を組み合わせて行う。演習は，グループごとに取り組んだ課題について発表するものとする。

科目学習の

効果（資格）

教員免許状取得上必修、免許法施行規則に定められた「生徒指導、教育相談及び進路指導等に関する科目」４単位のうち２単位を充足。

【免許法施行規則に定める科目区分】

科目：生徒指導、教育相談及び進路指導等に関する科目

各科目に含める必要事項：教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）の理論及び方法

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

イントロダクション
授業内容、授業の進め方、評価基準等に

ついて
―――――

カウンセリングの基礎
カウンセリングの基本的な考え方、教師

としての立場、カウンセリングマインド
テキスト第 章、第 章を読む

グループ発表の準備 グループワーク
検討したいテーマについてよく考えておく

グループ発表の準備

学校教育相談の全体像
校内での役割分担と協力体制、専門機関

との連携とその方法

テキスト第 章、第 章を読む

グループ発表の準備

学校におけるカウンセリン

グ活動

カウンセリング活動のいろいろ ……

治療的カウンセリング活動、予防的カウ

ンセリング活動

テキスト第 章を読む

グループ発表の準備

学校におけるカウンセリン

グ活動

カウンセリング活動のいろいろ ……

開発的カウンセリング活動

テキスト第 章を読む

グループ発表の準備

パーソナリティ理解
パーソナリティを理解するために、パー

ソナリティ理解をゆがめるもの
グループ発表の準備

問題の理解と対応
問題とは何か、その原因・背景と対応、

適応過程

テキスト第 章を読む

グループ発表の準備

問題の理解と対応 ストレス、欲求不満，葛藤
テキスト第 章、第 章を読む

グループ発表の準備

心の発達と危機
認知の発達、自己意識の発達、道徳性の

発達、仲間関係の発達

教育心理学の復習

グループ発表の準備

相談援助活動の実際
不登校……その理解と対応（学生グルー

プ発表）
テキスト第 章を読む

相談援助活動の実際
いじめ……その理解と対応（学生グルー

プ発表）
テキスト第 章を読む

相談援助活動の実際
学級崩壊・授業崩壊……その理解と対応

（学生グループ発表）
テキスト第 章を読む

相談援助活動の実際
反社会的行動……その理解と対応（学生

グループ発表）
テキスト第 章を読む

教員のメンタル・ヘルス
教員自身が健康であるために，教員への

対応
テキスト第 章を読む

関連科目 教職課程の科目全般

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

教育相談 森田健宏・吉田佐治子（編著） ミネルヴァ書房

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
グループ発表 ％，期末試験 ％

学生への

メッセージ
これまでの学校での「困った」経験を思い出してみてください。

担当者の

研究室等
７号館３階（吉田研究室）

備考

グループ発表について，他の受講者からの評価をまとめたものを次回授業時に配付します。また，全発表中最も評価が高かったグループも、最後

にお知らせします。

グループ内ではピア評価を行います。

事前・事後学習総時間をおおよそ 時間程度とする。
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科目名 教育方法論 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教職科目

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 前期 授業担当者 林 茂樹

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

授業概要・

目的

教職課程「教育の方法及び技術」に対応する科目である。授業は、教育方法の歴史と理論の概観、授業の設計から評価に至る授業構成の理解、

学習指導を組織化するための基礎的な授業技術と方略の習得に関する講義、児童生徒に向き合う授業づくりのための技術に関するミニ講座、グル

ープに分かれて、共同作業による教材開発とマイクロ・ティーチングの実施体験により構成する。

授業担当者は公立高校 校で 年間にわたり授業を行ってきた経験を活かした実践的な授業を行うので、授業を「受ける」立場からではなく、

「作る」立場から能動的な学びを期待する。

より具体的には、つぎのことをめざす。

自己の被教育体験を出発点に、学ぶこと・教えることの意味について考え、学習観・授業観・学校観を問い直す作業を通して、今日の教師

に求められる多様な資質・能力についての理解を深める。

「教え込む技術」の習得ではなく、生徒の生活背景や教室の人間関係を把握し、生徒の声を聴き取り、生徒どうしをつなぎ、教材の文脈に

もどし、日々の教室での出来事に柔軟かつ的確に対処しながら、教室を豊かな学びの場とする授業づくりをめざす。

教育実践の質を向上させるためには、個々の教師が、上記 に関する専門性を向上させるだけでなく、職場で相互に学び合える同僚性を

構築すること、また、教育諸科学の最新の研究から新しい知見を積極的に摂取することの重要性を理解する。

到達目標

教師と生徒が意思疎通を図りつつ、相互に作用しながら、主体的に問題を発見し、協力協同しながら解に接近する時空間としての授業を構想す

ることをめざして、

指導目標を適切に設定し、多角的な視点から教材研究を行い、学習指導案を作成するとともに、同僚との協議を踏まえて指導案を改善する

ことができる。

豊富な事例研究を通して、教育実践を対象として分析、批判、省察、再構成できる。

授業方法と

留意点

講義・ワークを中心に授業を進める。インタラクティブ（双方向的）な授業構成となるよう積極的な参加を求める。私語は厳禁だが、質問

や意見提起は歓迎する。

毎回、授業の最後にコメントペーパーを配付する。「コメントペーパー」は記入・提出すること（編集して、次回に配布し、共有すべき点

についてコメントを行う。）。

授業終了時に復習用の講義資料を配布する。講義資料は各自ファイリングすること。

第 ～ 回でチームでのマイクロ・ティーチングを実施する。また、チーム・マイクロ・ティーチングに関するレポートの提出をもとめ

る（中間レポートとして）。

定期試験を必ず受験すること。

科目学習の

効果（資格）
教員免許（小学校・中学校・高等学校）取得上必修科目である。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション、教育方

法学の論点と課題

授業技術ミニ講座①授業び

らき・授業じまい

「学力」の登場と学力論争、「問題解決

学習」論争、「たのしい授業」論争、「教

育技術」をめぐる論争

教科書第３章をよく読んでおく。講義資料を参考に

学習内容を整理する。

子どもは何を学ぶのか（教育

目標・内容論）

授業技術ミニ講座②授業の

ルールづくり

教育目標に関する基本的な考え方、教育

目標・内容の諸相、育成すべき資質と能

力、学校教育目標

教科書第４章をよく読んでおく。講義資料を参考に

学習内容を整理する。

学習とは何か（学習論）

授業技術ミニ講座③私語の

傾向と対策

学習をめぐる３つの理論、学習理論にも

とづく学習方法、学習における他者の役

割 、学習指導の形態

教科書第５章をよく読んでおく。講義資料を参考に

学習内容を整理する。

欧米における授業の歴史（教

授論の歴史①）

授業技術ミニ講座④板書の

技術

近代教育思想と教授学の成立、教育学の

体系化と授業の組織化、カリキュラム研

究の成立と展開、科学技術の進歩と教育

改革

教科書第１章をよく読んでおく。講義資料を参考に

学習内容を整理する。

日本における授業の歴史（教

授論の歴史②）

授業技術ミニ講座⑤発問の

工夫と仕方

近代学校制度と授業の成立、授業の定型

化、新教育の受容と戦後改革、新自由主

義的教育改革

教科書第２章をよく読んでおく。講義資料を参考に

学習内容を整理する。

学力をどう高めるか（学力

論）

授業技術ミニ講座⑥指名、指

示の仕方、発言のさせ方

ワーク１ チーム顔合わ

せ・自己紹介

学力をどうとらえるか、「できる学力」

を高める、「分かる学力」を高める、学

力調査をめぐって

教科書第６章をよく読んでおく。講義資料を参考に

学習内容を整理する。

授業をどうデザインするか

（計画論）

ワーク チームで教材開

発・模擬授業の打ち合わせ①

授業のデザインとは、教育内容と子ども

の学び、対話的・協働的な学び合い、授

業づくりの課程と構造、学びのための指

導・支援

教科書第７章をよく読んでおく。講義資料を参考に

学習内容を整理する。

教育の道具・素材・環境（教

材論）

ワーク チームで教材開

発・模擬授業の打ち合わせ②

教材づくり、メディアとしての教材、教

材概念の拡張、学習環境としての時空間

教科書第８章をよく読んでおく。講義資料を参考に

学習内容を整理する。

何をどう評価するか（評価

論）

ワーク 第１・２グループ

のチームによるマイクロ・テ

ィーチング実施

目標に準拠した評価と相対評価、形成的

評価と自己評価、パフォーマンス評価と

ポートフォリオ評価、指導と評価の一体

化

教科書第９章をよく読んでおく。講義資料を参考に

学習内容を整理する。

誰がカリキュラムを編成す

るのか（カリキュラム論）

第３・４グループのチームに

よるマイクロ・ティーチング

実施

カリキュラム・イメージの払拭、カリキ

ュラムの編成原理、学習指導要領、カリ

キュラム開発、隠れたカリキュラム

配布プリントをよく読んでおく。講義資料を参考に

学習内容を整理する。

を活用した授業をつくる 各種メディアの授業への活用、学習用デ 配布プリントをよく読んでおく。講義資料を参考に
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①

ワーク 第５・６グループ

のチームによるマイクロ・テ

ィーチング実施

ジタル・コンテンツの利用 学習内容を整理する。

を活用した授業をつくる

②

ﾜｰｸ 第７・８グループの

チームによるマイクロ・ティ

ーチング実施

情報教育、メディア・リテラシー、 ラ

ーニング、学校運営・教務事務の 化

配布プリントをよく読んでおく。講義資料を参考に

学習内容を整理する。

インクルーシブな授業をつ

くる

ワーク チームによるマイ

クロ・ティーチングの振り返

り①

授業技術ミニ講座⑦個別指

導と一斉指導

通常学級における特別支援教育、個に応

じた指導とは、学級集団づくりと授業づ

くり、授業の「わかりやすさ」と多様な

参加

配布プリントをよく読んでおく。講義資料を参考に

学習内容を整理する。

ユニバーサルデザインの授

業をつくる

ワーク チームによるマイ

クロ・ティーチングの振り返

り②

授業技術ミニ講座⑧ほめ

方・叱り方

バリアフリーとユニバーサルデザイン、

学習環境のユニバーサルデザイン化、指

導方法のユニバーサルデザイン化、学習

のユニバーサルデザインと合理的配慮

配布プリントをよく読んでおく。講義資料を参考に

学習内容を整理する。

まとめ～学び続ける教員像

をめぐって

授業技術ミニ講座⑨グルー

プ学習の方法

２つの教師モデル、専門家としての教

師、教師としての成長に向けて

教科書第１１章をよく読んでおく。講義資料を参考

に学習内容を整理する。

関連科目 教職科目全般と関連性をもつ。特に、「教師論」「教育原理」「教育心理学」での既習内容と関連させて理解を深めることが大切である。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

新しい時代の教育方法 改訂版 田中耕治他 有斐閣

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
定期試験（ ）、レポート（ ％）、コメントペーパー（ ％）により総合的に評価する。

学生への

メッセージ

「授業に出席するだけ」という受動的な構えを取るのではなく、日々、メディアで取り上げられる教育諸課題に敏感に反応し、教育の方法的視点

でどのように対処すべきかを常に考える癖をつけるようにしてください。

担当者の

研究室等
７号館３階 林研究室

備考 事前・事後学習総時間をおおよそ 時間程度とする。
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科目名 教職実践演習（中・高） 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教職科目

配当年次 ４年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者
吉田 佐治子 朝日 素明 大野 順子 谷口 雄一 林 茂

樹

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

授業概要・

目的

○教育実習を終え、各自の問題点を明確化しながら今後の自らの実践課題をグループワーク等を通して再認識し、教員としての適性や実践的な力

量について確認する。

○中学・高校での現場体験学習をもとに、現職・元教員、教育委員会指導主事等と研究交流し、生徒理解を通して生徒指導・進路指導ができるこ

とを確認する。

○教科に関する科目の担当者や科目の指導主事・現職教員と連携協議し、専門科目・教職科目の学習を深め、授業実践ができることを確認する。

○教員としての適性や力量、特に「授業を創造する意欲と能力」「対人関係能力と社会性・協調性」「使命感・責任感」「学校教育活動におけるリ

ーダーシップ」等を有していることを確認する。

※ 担当者のうち 名は、長く学校に勤務した経験をもっている。また、中学校での実地学習では、現職の先生方から直接ご指導いただく。

到達目標
免許教科に関する学習、中学校での学習、今日的な教育問題に関する学習など、様々な学習を通して自身の課題を見つめ直し、教員としての適性

や力量について確認することができる。

授業方法と

留意点

○教職課程の専任教員５名による全体指導と、各専任教員ごとのグループ学習を中心に進める。１グループは１０名程度。さらに、長年の実践経

験を有する教員から実践を通して見えてくる学校現場の諸課題を知り、自己の実習経験と重ねるなかで、新たな課題を探り、かつ全体でも共有し

ていく。

○大学の教科に関する科目の担当者・指導主事・現職教員と連絡協議し、教科指導・生徒指導・進路指導等ができることを確認していく。

科目学習の

効果（資格）

○教職実践演習は、当該演習を履修する者の教科に関する科目及び教職に関する科目（教職実践演習を除く） の履修状況を踏まえ、教員として

必要な知識技能を修得したことを確認するもの。

○教職課程の必修科目。免許資格取得と同時に即学校現場で生かせる実践力を身に付けることが求められる。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

「教職実践演習」の全体ガイ

ダンス

・本講義の目的、内容方法についての確

認。

・受講者各自の教育実習後の課題につい

ての確認。

・３回目以降に行われるグループ学習の

各課題の確認。

教育実習ノートの点検と再確認

専攻科目における実践上の

課題①

専攻科目ごとに分かれ、その科目の専門

分野に関する受講者各自の課題につい

て、教科担当教員が指導する。その上で、

研究交流する。

専攻教科における分野ごとの課題を整理

専攻科目における実践上の

課題②

専攻科目ごとに分かれ、その科目の専門

分野における実践上の課題について、教

科担当教員が指導する。その上で、研究

交流する。

専攻教科における分野ごとの課題を整理

生徒指導・進路指導 中学校

現場での実地学習 ①

地元市教委との連携協力をもとに、中学

校現場をグループごとに参観し、生徒指

導・進路指導上の実践課題を知る。

中学生における集団づくりと個別指導 生徒指導・

進路指導のあり方 についてレポートにまとめる

生徒指導・進路指導 中学校

現場での実地学習 ②

地元市教委との連携協力をもとに、中学

校現場をグループごとに参観し、教科指

導上の実践課題を知る。

中学生における集団づくりと個別指導 教科指導の

あり方 についてレポートにまとめる

いじめの現状

問題行動のなかから特に「いじめ」を取

り上げ、その多様性、メカニズム、深刻

さを理解する。

配布資料の事前学習に基づき、グループ

ワークを行う。

事前 配布資料の熟読

事後 小レポートの提出

いじめ問題への取り組み

日常の些細な出来事がどのように「いじ

め」に発展するのか、教師がいじめを見

抜くのはどうして困難なのかを考える。

配布資料の事前学習に基づき、グループ

ワークを行う。

事前 配布資料の熟読

事後 小レポートの提出

ジェンダーと教育

近現代社会は「個人の尊重」という理念

のもと成り立っている。しかしながら、

その背後には伝統的な価値規範を内包

していることも忘れてはならない。

近代国家によって制度化されてきた学

校教育も現在では自由や個性の尊重を

掲げながら、一方では伝統的な価値観を

強制している部分があるのではないか。

そうしことを考えるきっかけとして「ジ

ェンダー」という視点を用い、学校教育

を改めて考えてみたい。

特に、身近なところからジェンダーにつ

いて考え、学校教育や社会について検討

していく。

（事前）第一回目の授業で配布する資料を読み、Ａ

４サイズの用紙１～ 枚程度にその要約と感想を書

き、講義当日に持参する。

学校の中のマイノリティ：外

国にルーツをもつ子どもた

ち

年代以降、日本の入国管理政策の

転換により、多くの外国人が家族ととも

に渡日するようになった。

それに伴い多くの外国人の子どもたち

は日本の学校へ通うことになったが、彼

らは日本語の問題や日本特有の学校文

化など様々な問題に直面することとな

った。

ここでは外国にルーツをもつ子どもた

（事前）第一回目の授業で配布する資料を読み、Ａ

４サイズの用紙１～ 程度にその要約と感想を書

き、講義当日に持参する。
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ちの視点から日本の学校教育制度につ

いて講義、およびディスカッションを通

して考えていく。

学校の危機管理①：学校管理

下の事件・事故

学校管理下における事件・事故発生時の

初期対応や事後対応等についてグルー

プで考えることを通して、教員としての

学校安全に関する資質を高める。

（事前）学校管理下の事件・事故に関する配布資料

を読んでくる。 （事後）ミニレポ

ートを課す。

学校の危機管理②：災害

災害発生時の初期対応や事後対応等に

ついてグループで考えることを通して、

教員としての学校安全に関する資質を

高める。

（事前）災害発生時の学校の対応に関する配布資料

を読んでくる。 （事後）ミニレポ

ートを課す。

教員の体罰はなぜなくなら

ないのか？

教員の体罰の実態や体罰防止の現状等

について学ぶとともに、体罰の背景にあ

る指導観、子ども観について考える。

（事前）配布した新聞記事の切り抜きを読んでく

る。

（事後）ミニレポートを課す。

教員の勤務時間はなぜ長く

なるのか？

労働時間法制や教員の勤務時間の実態

について学ぶとともに、長時間勤務の背

景にある問題について考察し、働き方改

革の方途を考える。

（事前））配布した新聞記事の切り抜きを読んでく

る。

（事後）ミニレポートを課す。

カウンセリングマインドと

生徒対応

カウンセリングの技法を生徒への対応、

保護者への対応に応用する。

（事前）カウンセリングマインドについての復習。

中学生あるいはその親のもつ“悩み”を３つあげる。

（事後）小レポート

「自分」を知る

教育職における「自己を知る」ことの重

要性を知り、そのための１方法としての

エゴグラム作成を行う。

（事前）「自分」について考える。

（事後）小レポート

関連科目 全ての教職課程必修科目、取得予定免許状に関わる各教科ごとの必修科目

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
グループ学習が中心であり、それぞれについて課題が出される。それらの評価を総合し、最終的な評価とする。

学生への

メッセージ

教育実習を終えた時点で各自が自らの実習を省察すること。そのなかで、問題点を見出し、諸課題を自ら設定し、この科目を軸にしながら、全体

講義やグループワークを通して課題克服を目指しながら、さらなる実践的力量を身に付けること。

担当者の

研究室等

７号館３階（朝日、大野、林、吉田）

７号館４階（谷口）

備考 事前・事後学習総時間をおおよそ 時間程度とする。

教
職
科
目

392



摂南大学シラバス

科目名 教師論 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教職科目

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 前期 授業担当者 朝日 素明

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

授業概要・

目的

教職に関する理解を深め、自己の適性を見つめ直し、最終的に教職をめざすことについて主体的な進路選択を行うための判断材料を提供します。

具体的には、「教職の意義とは何か」「教師の役割や求められる資質能力とは何か」「教職の専門性は何によって担保されるのか」「教師の職務とは

何か」「教師の身分や身分保障はどのようになっているのか」などについて基礎的な知識を講義し、これに基づき関連するテーマについて議論を

通して理解を深めます。

到達目標
学生は、教職に関する基礎的な知識を獲得し、「自分は教師に向いているのか」「自分はどのような教師をめざすのか」などについて判断できるよ

うになります。また、グループワークを通じ、視野を広め、コミュニケーション力を向上させることができます。

授業方法と

留意点

講義を中心に、テキスト・資料の事前学習に基づくディスカッション（ ； ）等のグループワークも織り交ぜて授

業を進めます。事前学習は必須です。

「事前・事後学習課題」はすべて事前学習課題です。事後学習課題については別途、指示します。

科目学習の

効果（資格）

教員免許取得上必修

【免許法施行規則に定める科目区分】

科目：教職の意義等に関する科目

各科目に含める必要事項：教職の意義及び教員の役割・教員の職務内容（研修、服務及び身分保障等を含む。）・進路選択に資する各種の機会の提

供等

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション

教職への道

科目概要について説明

自らの学校・生徒体験、心に残る教師等

についてのふりかえり

教職課程の履修動機

教師になることの意味

本科目のシラバスの熟読

教職の成立とその意義

公教育の成立

教職の誕生

戦前の教員養成

戦前の教員養成制度に関する配布資料

教師教育と教職の専門性

（１）

教員への道

戦後教員養成の原則と制度

教員免許制度の確立

戦後の教員養成制度に関する配布資料

教師教育と教職の専門性

（２）

教員免許制度の新たな展開

教員採用の動向と採用試験
教員免許制度に関する配布資料

教師教育と教職の専門性

（３）

教員の研修の意義

教員の研修の種類と体系
学び続ける教師に関する配布資料

教師教育と教職の専門性

（４）

法定研修

教員の自己研修
教員研修体系に関する配布資料

文献・映像に基づく教師像の

探究（１）

戦前・戦後の教師像

憧れの教師
教師像に関する配布資料

文献・映像に基づく教師像の

探究（２）

「不良教師」と「熱血教師」（文献・映

像に基づく教師像の探究）

レポートに基づくグループワーク

「不良教師」と「熱血教師」に関する配布資料を読

みレポート提出

文献・映像に基づく教師像の

探究（３）

「人間教師」と「プロ教師」）

レポートに基づくグループワーク

「人間教師」と「プロ教師」に関する配布資料を読

みレポート提出

文献・映像に基づく教師像の

探究（４）
教師としての資質能力のあり方

教師に求められる資質能力についての議論に関す

る配布資料

教員の役割・職務（１）
学校・教室における指導者の視点からみ

た教員の役割・職務
授業・カリキュラムと教師に関する配布資料

教員の役割・職務（２）
学校組織の構成員の視点からみた教員

の役割・職務
教職員構成と校務分掌に関する配布資料

教員の役割・職務（３）

学校内外の連携の視点からみた教員の

役割・職務（チーム学校運営への対応を

含む）

「チーム学校」の考え方と学校運営の実践に関する

配布資料

教員の役割・職務（４）
教員の任用と身分

教員の服務と身分保障
教員の任用・服務等に関する配布資料

教員の役割・職務（５）
教員の勤務条件

教員のメンタルヘルス、バーンアウト
メンタルヘルスに関する配布資料

関連科目 教職科目全般、とりわけ「教育原理」「教育経営論」「教育課程論」「教育方法論」「生徒指導論」に関連する事柄を含みます。

教科書 番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書 番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）
定期試験 ％、レポート ％、グループワーク・ピア評価 ％

学生への

メッセージ

教職について考えることは教育について考えることであり、「教え」「学び」「育ち」を含む「生き方」について考えることになります。教養をも

とに、広い視野で物事を捉える習慣を身につけましょう。

遅刻・早退等は厳禁です。教師を目指す者としての資質が問われます。

担当者の

研究室等
号館 階 朝日研究室

備考

ポータルシステムを通して講義連絡、学生呼出、資料配布、レポートの課題提示・提出受付を行うことがあるので、リマインダ設定と定期的なサ

イト確認を確実にしてください。

事前・事後学習総時間をおおよそ 時間程度とする。

教
職
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 工業科教育法Ⅰ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教職科目

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 前期 授業担当者 福岡 優

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

授業概要・

目的

工業科教育法Ⅰでは、工業教育の意義・役割・目標や教育関連法規、歴史と現状などについて学び、工業高等学校教員として必要な基礎的知識

の修得を図る。

授業担当者は工業科高校 校で約 年間教諭や学校長、さらに、教育センターで工業科高校担当室の指導主事や室長を約 年間経験している。

経験を活かした実践的な授業を行うので、授業を「受ける」立場からではなく、 「作る」立場から能動的な学びを期待します。

到達目標 工業高等学校における技術教育を行うために必要な基礎的知識を修得できる。

授業方法と

留意点
教科書と配付プリントによる講義を中心に行い、時間内にレポートの質疑応答の時間を設けるなど実践的な基礎的知識の修得を図る。

科目学習の

効果（資格）

工業高等学校の教員１種免許を得るために必要です。

【免許法施行規則に定める科目区分】

科目：教育課程及び指導法に関する科目

各科目に含める必要事項：各教科の指導法

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

工業教育の意義・歴史・法令

関係 工業教育の意義・役

割・目標・内容

オリエンテーション。

工業教育の意義について解説する。

レポート１

教科書による予習（１時間）

配付プリントによる復習（１時間）

工業教育の意義・歴史・法令

関係 工業教育の意義・役

割・目標・内容

工業教育の目標やその内容、適正年齢等

について解説する。

レポート１に対する質疑応答

教科書による予習（１時間）

配付プリントによる復習（１時間）

工業教育の意義・歴史・法令

関係 工業教育の意義・役

割・目標・内容

工業教育における技術者倫理の育成に

ついて解説し、研究協議を行う。

レポート２

教科書による予習（１時間）

配付プリントによる復習（１時間）

工業教育の意義・歴史・法令

関係 教育関係法令

教育関係法令の種類と法令のおもな部

分について解説する（日本国憲法、教育

基本法等）。

レポート２に対する質疑応答

教科書による予習（１時間）

配付プリントによる復習（１時間）

工業教育の意義・歴史・法令

関係 教育関係法令

教育関係法令の種類と法令のおもな部

分について解説する。（学校教育法等）。

教科書による予習（１時間）

配付プリントによる復習（１時間）

工業教育の意義・歴史・法令

関係 教育関係法令

教育関係法令の種類と法令のおもな部

分について解説する。（高等学校学習指

導要領）。

レポート３

教科書による予習（１時間）

配付プリントによる復習（１時間）

工業教育の意義・歴史・法令

関係 教育関係法令

教育関係法令の種類と法令のおもな部

分について解説する。（高等学校学習指

導要領解説工業編）。

レポート３に対する質疑応答

教科書による予習（１時間）

配付プリントによる復習（１時間）

工業教育の意義・歴史・法令

関係 工業高校発展の歴史と

現状

日本の工業高校歴史と現在の状況につ

いて解説する（明治時代の工業の教育の

歴史等）。

小テスト１

教科書による予習（１時間）

配付プリントによる復習（１時間）

工業教育の意義・歴史・法令

関係 工業高校発展の歴史と

現状

日本の工業高校歴史と現在の状況につ

いて解説する。（大正時代以降の工業の

教育の歴史、現在の状況等）。

教科書による予習（１時間）

配付プリントによる復習（１時間）

工業教育の意義・歴史・法令

関係 工業高校発展の歴史と

現状

高等学校の学科の種類とその特徴を解

説し、専門高校の全体像を把握する。

教科書による予習（１時間）

配付プリントによる復習（１時間）

教科・工業の内容関係 教

科・工業の共通科目

工業技術基礎の指導内容・方法について

解説し、教材等について研究協議・発表

を行う。

教科書による予習（１時間）

配付プリントによる復習（１時間）

教科・工業の内容関係 教

科・工業の共通科目

課題研究の指導内容・方法について解説

し、教材等について研究協議・発表を行

う。

小テスト２

教科書による予習（１時間）

配付プリントによる復習（１時間）

外国の技術・工業教育の紹介
外国の技術・工業教育の具体例を説明す

る（アメリカ、韓国、ドイツ）。

教科書による予習（１時間）

配付プリントによる復習（１時間）

教科・工業の内容関係 専門

学校などの工業教育につい

て

専門学校などの工業教育の内容につい

て説明する。

教科書による予習（１時間）

配付プリントによる復習（１時間）

教科・工業の内容関係 実践

的工業教育

実験・実習、情報機器の活用について解

説し、研究協議等を行う。

小テスト３

教科書による予習（１時間）

配付プリントによる復習（１時間）

関連科目 特になし

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

新しい観点と実践に基づく工業科教育法の研究 池守滋、佐藤弘幸、中村豊久 実教出版株式会社

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

高等学校学習指導要領 文部科学省

高等学校学習指導要領解説工業編 文部科学省

教
職
科
目
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評価方法

（基準）
レポート（５０％）、小テスト（５０％）により評価する。

学生への

メッセージ
工業科教育関係に必要な科目です。

担当者の

研究室等
非常勤講師室、図書館

備考 連絡は１１号館 教務課へ

教
職
科
目
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摂南大学シラバス

科目名 工業科教育法Ⅱ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教職科目

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 後期 授業担当者 福岡 優

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

授業概要・

目的

工業科教育法Ⅱでは、工業教育における学習指導、学習指導計画の作成から授業の進め方と成績評価、授業改善、さらに進路指導や学校運営に

ついて学び、工業高等学校教員として必要な基礎的知識の修得を図る。

授業担当者は工業科高校 校で約 年間教諭や学校長、さらに、教育センターで工業科高校担当室の指導主事や室長を約 年間経験している。

経験を活かした実践的な授業を行うので、授業を「受ける」立場からではなく、 「作る」立場から能動的な学びを期待します。

到達目標 工業高等学校における技術教育を行うために必要な基礎的知識が修得できる。

授業方法と

留意点

教科書と配付プリントによる講義、模擬授業を中心におこない、時間内にレポートの質疑応答の時間を設けるなど実践的な基礎的知識の修得を

図る。

科目学習の

効果（資格）

工業高等学校の教員１種免許を得るために必要です。

【免許法施行規則に定める科目区分】

科目：教育課程及び指導法に関する科目

各科目に含める必要事項：各教科の指導法

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

教育課程について
教育課程の意義・目標・役割などについ

て解説する。

教科書による予習

（ 時間）

配付プリントによる復習

（ 時間）

安全教育について
工業科における施設・設備と安全教育に

ついて解説する。

教科書による予習

（ 時間）

配付プリントによる復習

（ 時間）

授業設計について
授業の方法や形態、情報機器の活用につ

いて解説する。

教科書による予習

（ 時間）

配付プリントによる復習

（ 時間）

授業設計について
学習指導案、評価規準、教材の活用につ

いて解説する。

教科書による予習

（ 時間）

配付プリントによる復習

（ 時間）

授業設計について

工業科における学習指導案の作成方法

について解説する。

レポート１

教科書による予習

（ 時間）

配付プリントによる復習

（ 時間）

授業設計について
学習指導案を作成し、発表する。

レポート１に対する質疑応答

教科書による予習

（ 時間）

配付プリントによる復習

（ 時間）

模擬授業と評価および意見

交換

工業各分野に関する科目の模擬授業を

実施し、研究協議する。
模擬授業の予習（１時間）・復習（１時間）

模擬授業と評価および意見

交換

工業各分野に関する科目の模擬授業を

実施し、研究協議する。
模擬授業の予習（１時間）・復習（１時間）

模擬授業と評価および意見

交換

工業各分野に関する科目の模擬授業を

実施し、研究協議する。

小テスト１

模擬授業の予習（１時間）・復習（１時間）

授業設計について
原則履修科目である情報技術基礎学習

指導案を作成し、発表する。
模擬授業の予習（１時間）・復習（１時間）

模擬授業と評価および意見

交換

情報技術基礎の模擬授業を実施し、研究

協議する。
模擬授業の予習（１時間）・復習（１時間）

模擬授業と評価および意見

交換

情報技術基礎の模擬授業を実施し、研究

協議する。

小テスト２

模擬授業の予習（１時間）・復習（１時間）

模擬授業と評価および意見

交換

情報技術基礎の模擬授業を実施し、研究

協議する。

レポート２

教科書による予習

（ 時間）

配付プリントによる復習

（ 時間）

工業高校現状と課題につい

て

工業教育の現状と今後の発展、問題解決

学習について解説する。

レポート２に対する質疑応答

教科書による予習

（ 時間）

配付プリントによる復習

（ 時間）

工業高校現状と課題につい

て

今後の展望

学修のまとめとして模擬授業等を通じ

て学んだことをまとめる。

教科書による予習

（ 時間）

配付プリントによる復習

（ 時間）

関連科目 特になし

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

「新しい観点と実践に基づく工業科教育法の研究」 池守滋、佐藤弘幸、中村豊久 実教出版株式会社

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

教
職
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高等学校学習指導要領 文部科学省

高等学校学習指導要領解説工業編 文部科学省

評価方法

（基準）
レポート３０％、模擬授業４０％、小テスト３０％により評価する。

学生への

メッセージ
工業科教育関係に必要な科目です。

担当者の

研究室等
非常勤講師室、図書館

備考 連絡は１１号館 教務課へ

教
職
科
目
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科目名 職業指導 科目名（英文） Vocational Guidance 

学部 学部共通 学科 教職科目 

配当年次 ３年 クラス  

単位数 4 履修区分 選択科目 

学期 通年 授業担当者 水野 武 

ディプロマポリシー(DP)  

科目ナンバリング  

 

授業概要・ 

目的 

職業教育や進路指導においては、職業構造や職種・業種内容について学んだり資格取得や技能訓練などを促進したりするばかりでなく、社会

や産業構造の変化の中で自分はいかに生きていくかという「生き方の設計」について学ぶことが重要です。本科目を通して学生は、キャリア

教育の理論と実践について理解を深めるとともに、経済社会・産業界の変化と職業指導に与える影響などについて知見を広め、「生き方の設計」

の指導者としての資質能力の基礎を身につけます。 

到達目標 職業教育の理論、面談する際の技法への理解を深めることを講義の目標とします。 

授業方法と 

留意点 

講義と受講生による報告・討議を織り交ぜて進めます。 

 

講義では都度課題を提示し、その内容を元に受講者間で話し合いを行って頂きます。 

尚、遅刻等は厳禁です。 

科目学習の 

効果（資格） 
工業科における職業指導に関する基礎知識が身に付く 

授業計画 

 

 

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題 

 

1 オリエンテーション 
・授業概要の説明、職業の定義、職業指

導の概念整理 
本科目のシラバスを熟読すること（１時間）。 

2 職業指導の基礎理論 
・職業指導における基本的な考え方、手

法 
職業指導に関する資料を熟読すること（１時間）。 

3 職業指導の歴史① 
・アメリカ・ヨーロッパを中心に職業指

導の経緯を知る 

欧米の職業指導に関する資料を熟読すること（１時

間）。 

4 日本の産業構造の変化 ・日本の産業、雇用事情の変化を知る 日本の産業史に関する資料を熟読すること（１時間）。 

5 職業指導の歴史② ・日本の戦後の教育改革について 
日本の戦後の教育改革についての資料を熟読すること

（１時間）。 

6 日本型雇用と職業指導 
・日本における雇用システムの変容と職

業指導の関わり 
日本型雇用の見通しについて考えること（１時間）。 

7 新規高卒就職システム ・新規高卒労働市場の変容と現状 高卒労働市場に関する資料を熟読すること（１時間）。 

8 
高等学校における職業

指導 

・各種学校における職業指導の在り方に

ついて 
職業指導の事例を調査すること（１時間）。 

9 
「労働すること」を考え

る 
・仕事をすることの意義を考える 

授業後は自らの労働観を持つようにすること（0.5 時

間）。 

10 職業指導の領域 

・学校、家庭、地域コミュニティ、公的

機関等職業指導がなされる「場」につい

て考える 

職業指導領域に関する資料を熟読すること（0.5 時

間）。 

11 
キャリア教育の基礎理

論① 

・キャリアデザインにおける基礎理論を

知る 

キャリアデザイン理論についての資料を熟読すること

（１時間）。 

12 
キャリア教育の基礎理

論② 

・キャリアデザインにおける基礎理論を

知る 

キャリアデザイン理論についての資料を熟読すること

（１時間）。 

13 授業内容立案 
・高校生向けの職業指導・キャリア教育

に関する授業内容を立案する 
模擬授業の準備をすること（１時間）。 

14 模擬授業① 
・講義 13 で立案した内容で模擬授業を実

施 
模擬授業の準備をすること（１時間）。 

15 講義の振り返り 
・講義の振り返り、前期の中間レポート

の提出 

前期のレポートを提出できるようにすること（２時

間）。 

16 オリエンテーション ・後期授業概要の説明 本科目のシラバスを再度熟読すること（１時間）。 

17 商業教育と職業指導 ・商業高校における職業指導について 
商業高校の職業指導事例に関する資料を熟読すること

（１時間）。 

18 工業教育と職業指導 ・工業高校における職業指導について 
工業高校の職業指導事例に関する資料を熟読すること

（１時間）。 

19 普通科高校と職業指導 ・普通科高校における職業指導について 提示する資料を熟読すること（１時間）。 

20 
フリーターとニートに

ついて 

・グループ（またはペア）でフリーター・

ニート対策を考える 

フリーター・ニート問題に関する資料を熟読し、ディ

スカッションできるよう準備すること（１時間）。 

21 
職業指導・キャリア教育

の実例 
・地方も含めた職業指導の事例紹介 発表の準備をすること（１時間）。 

22 
キャリアデザインとは

何か 
・キャリアデザインとは何かを考える 自らの節目について考えること（１時間）。 

23 

高校生の就業力につい

て 

職業適性とは何か 

・新規高卒者が求められる就業力につい

て 

・職業適性、各種アセスメントについて 

就業力育成のための企画を考えること。 

自らの適性の活かし方を考えること（１時間）。 

24 
人権教育としての職業

指導 

・職業指導の国際基準、ハンディキャッ

プがある生徒への職業指導 
配布資料を精読すること（１時間）。 

25 未来の働き方を考える 
・日本の課題、それにより想像される未

来においての働き方を考える 
配布資料を精読すること（１時間）。 

26 
就業力向上企画を立案

① 

・高校生の就業力向上のための企画・授

業を考える 
発表の準備をすること（１時間）。 

27 
就業力向上企画を立案

② 
・２６回目で考えた内容を発表する 発表の準備をすること（１時間）。 

28 
キャリアカウンセリン

グ理論① 

・自己概念・環境との相互作用・学習理

論からのアプローチ 
配布資料を精読すること（0.5 時間）。 

29 
キャリアカウンセリン

グ理論② 
・カウンセリングマインドを知る 配布資料を資料を精読すること（0.5 時間）。 

30 まとめ/講義の振り返り 
・提出物の確認、授業内容に関する質疑

応答 

自らの労働観について考えること 

期末レポートを作成すること（２時間）。 

教
職
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関連科目 教職科目全般。特に「生徒指導論」に関連する事柄を含みます。また「特別活動論」にも近接します。 

教科書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

参考書 

 

 

番号 書籍名 著者名 出版社名 

 
1    

2    

3    

 

評価方法 

（基準） 

講義内での課題、提出物、レポート、授業への積極的参加、レポートの提出状況およびその内容、報告や討議の内容も加味して、成績を判定

します。 

平常点(10%)、プレゼンテーション課題(30%)、中間レポート(30%)、期末レポート(30%) 

学生への 

メッセージ 

「職業指導」について学ぶとともに、自らの勤労観・職業観を養い、経済社会・産業界の状況に対応して自らの進路を切り開いていってくだ

さい。特に後期は就職活動と並行しての受講となるので、自らの経験と照らし合わせながら、高校生に対する指導について考えてみてくださ

い。 

なお、講義は担当者の人材業界での業務・及び起業経験に基づいたお話も交えて進行します。 

担当者の 

研究室等 
7 号館 3 階 教育イノベーションセンター（水野） 

備考  
 

教
職
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科目名 数学科教育法Ⅰ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教職科目

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 後期 授業担当者 小林 俊公

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

授業概要・

目的

数学科教育法Ⅰでは、高等学校数学科教員を目指す学生の意識を高め、実際に教育を担当できうるための基礎的な実践能力の育成をめざす。「カ

リキュラム・教育目標・目的・方法・内容・評価・教授及び学習に関する理論」をとらえ、数学教育における教育の方法や技術の修得に重点を置

く。また、問題発見力と解決のための「情報活用法」を体得するべく、グループ学習を重視し、マイクロティーチング・プレゼンテーションを通

して「教えるもの」と「学ぶもの」の相互の立場を経験し、自己の教育観・教育力の基礎的基盤の確立を目指す。

到達目標

（１）現行の学習指導要領を踏まえて、学習目標をたて、指導案を作成し、高等学校数学科の科目内容に関する３０分程度のマイクロティーチン

グを行うことができる。

（２）相互評価・自己評価を通じて、現在の自分を見つめ直し、教育観・教育力を育むことができる。

授業方法と

留意点

グループ学習・活動を実施する。自らが発見した課題に積極的に取り組むことにより学ぶ「メタ学習」を根本におく。レポートの提出を求める。

ビデオ、教材提示装置等視聴覚器材を用いて講義を進める。

科目学習の

効果（資格）
「創造型人材育成教育（数学教育）を実践しうる教育者」となるための基礎・基本の確立ができる。（高等学校一種免許（数学））

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

本授業のねらいと展開

本教科科目の内容、特徴、

学び方、ガイダンス、

全体の展望、学習の進め方

課題レポート

教育と評価

「評価」観の変遷から新しい「学力」観

におけるメタ認知・メタ学習における評

価について考える。

課題レポート

教育と評価

教育における指導と評価を一体化させ

る方法を考え、「教育改善のための評価

法」に統合する。

課題レポート

数学教育の目的と目標

教授の概念を学び、教授論の歴史的展開

から教授メディアの発展及び学習理論

について学ぶ。

課題レポート

新しい学力観

数学的な見方・考え方に関わる教授法に

関する知識を、学習理論に結びつけ、新

しい「学力」観について考える。

課題レポート

生きる力

近接校種等の総合的な学習の時間にお

ける教育のあり方を学び、先進的な実践

校の内容と、その分析をおこなう。

課題レポート

生きる力

教授法・学習理論をメタ学習・数学教育

の観点から教育の現場で役立つ力とす

る。

課題レポート

学級崩壊・学力崩壊

近接校種の教育の現場の状況を知り、各

自の目指す校種に至るまでの現状を知

る。特に小学校低学年における学級崩壊

の実状を考察して、各自の教育観をたて

る。

課題レポート

学習指導要領

学習指導要領制定の経緯、変遷の経過

に、それぞれの時代の求められた教育観

がいかに反映されたかを学ぶ。

課題レポート

学習指導要領

高等学校の学習指導要領について学び、

その目標や内容について知り、教科書の

分析法や、授業・指導の組織化の方法に

ついて学ぶ。

課題レポート

数学科教授計画

授業の設計法を体系的に学ぶ。目標の分

析法や、授業・指導の組織化の方法につ

いて学び、その知識を援用して学習指導

案にまとめる。

課題レポート

マイクロティーチングの方

法

教育機器と教授メデイア、

教授メデイアの発展と現状、

チャート・カード・ などの活用につ

いて。

課題レポート

マイクロティーチング（プレ

ゼンテーション）・グループ

学習

各自の求める数学教育について、「 分

間のマイクロティーチング」にまとめ、

実践する。

課題レポート

マイクロティーチング（プレ

ゼンテーション）・グループ

学習

グループ員各々のマイクロティーチン

グを「学ぶものの立場」、「同僚（教える

もの）としての立場」で相互評価し、「教

えるもの」としての自己評価を加えて総

合的にまとめる。

課題レポート

マイクロティーチング（プレ

ゼンテーション）・グループ

学習

マイクロティーチングの相互評価と自

己評価の発表と検討により、自己の教育

力・評価力育成のための方法を体得す

る。

課題レポート

関連科目 本科目を学ぶまでに開講されている他の教職関連科目、一般教養科目をあらかじめ履修しておくことが望ましい。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

高等学校学習指導要領解説 数学編 理数編

高等学校学習指導要領解説 総則編

中学校学習指導要領解説 数学編

教
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参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

バズ式セッションを中心に展開 グループ員との連携が必須・特に欠席時 。マイクロティーチング 模擬授業 は必須。レポートの提出を求める。

マイクロティーチングと評価のまとめで ％、レポートと日常学習状況 出席状況を含む の評価を ％とする。

学生への

メッセージ

将来教員をめざす学生の切磋琢磨の場として、プレゼンテーション能力の育成をはかり、グループを中心に、新しい教材開発など積極的な活動を

求める。

担当者の

研究室等
３号館３階 数学研究室

備考
事前事後学習は毎回１時間以上かけること。

課題レポートは採点して返却し、適宜講義中に解説する。 教
職
科
目
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科目名 数学科教育法Ⅱ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教職科目

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 前期 授業担当者 小林 俊公

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

授業概要・

目的

数学科教育法 では、高等学校数学科教員を目指す学生が実際に教育を担当できうるための基盤となる実践力の育成をめざす。数学科教育法

でまとめあげた各自の「教える立場に立ったときの心構え・知識」と、体験したマイクロティーチングを礎にして、生きる力を知的な側面から支

える「確かな学力」を育成し、生徒の学習意欲を高め、自ら学び自ら考える力などを育成できるプロジェクトをたて、教育コースウェアを研究・

開発し、バズ式セッション・グループ活動・他者評価・自己評価、相互評価などで実践的な学びを展開する。

到達目標
高等学校数学科の科目内容に関して、学習目標・内容・評価を含む指導計画をたて、学習指導案（指導細案）を作成し、約５０分の模擬授業を行

うことができる。

授業方法と

留意点

主に講義形式を取りながら、グループ学習・活動を取り入れ、学ぶ意欲を維持し自分で課題を見つけ、自ら学び、主体的に判断し、行動し、より

よく問題解決し、プレゼンテーションする資質や能力を涵養する。

科目学習の

効果（資格）

「創造型人材育成教育（数学教育）を実践しうる教育者」となるための基盤力が涵養できる。（高等学校一種免許（数学））

【免許法施行規則に定める科目区分】

科目：教育課程及び指導法に関する科目

各科目に含める必要事項：各教科の指導法

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

本授業のねらいと展開

本教科科目の内容、特徴、

学び方、ガイダンス、

全体の展望、学習の進め方。

課題レポート

生きる力と確かな学力、学力

観

高等学校教科「数学」や専門教科「理数」

において、生徒の学習意欲を高め、生き

る力を支える「確かな学力」について考

える。

課題レポート

生きる力と確かな学力、学力

観

「生徒が数学的な見方・考え方が好きだ

と思うこと」とは、また「授業以外に学

ぶ習慣を体得できる種々の方策」とはに

ついて考える。

課題レポート

生きる力と確かな学力、学力

観

「生活の中での数学の有効性を体験し、

論理的に考える態度の育成」とは、また

「人やものと関わる力を高めるための

体験」とはどのようなものであるかを考

える。

課題レポート

生きる力と確かな学力、学力

観

身近な事象から、どのような数学的知識

が引き出されているか具体例を挙げ、数

学的思考の構成過程を振り返って、当初

の事象にどのように活用されているか

を考える。

課題レポート

高等学校の数学教育開発プ

ロジェクト

高等学校普通教科数学「Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、 、

、数学活用」や専門科目「理数」の各々

について、その理念と意義及び目標・内

容について理解する。

課題レポート

高等学校の数学教育開発プ

ロジェクト

理解の過程で各自が持った問題意識で

テーマをたて「自分が求める数学教育」

を設定し、各自のたてた学力観から教授

モデルや評価のあり方についてさらに

考えをすすめる。

課題レポート

高等学校の数学教育開発プ

ロジェクト

自ら学び自ら考える力や表現力を身に

つけさせることができる「各自の行いた

い教育コースウェア」を開発するプロジ

ェクトを考察する。

課題レポート

高等学校の数学教育開発プ

ロジェクト

教育目標・目的、内容・方法、評価につ

いて考え、教育課程、年間指導計画、単

元計画、本時の学習についての学習指導

案・学習指導細案・ワークシート・板書

計画・評価法をまとめ上げる。

課題レポート

バズ式セッション、模擬授

業・評価

グループ活動として、各自の開発した教

育コースウェアについてバズ式セッシ

ョンで討議する。

課題レポート

バズ式セッション、模擬授

業・評価

討議の結果をフィードバックして各自

の考えた教育コースウェアを修正し、

「 分間の模擬授業」を行う。

課題レポート

バズ式セッション、模擬授

業・評価

各自の考えた「評価規準」「評価基準」

「ルーブリック」等で評価を行い、観点

別評価を実践する。

課題レポート

バズ式セッション、模擬授

業・評価

実践により各々のプロジェクト型問題

解決学習を完結し、一人ひとりの

「 のサイクル」

をシステマティックに組み上げる。

課題レポート

バズ式セッション、模擬授

業・評価

教育者としての基盤を確立し、自己の教

育力（授業改善力・評価力等）育成のた

めの方法を体得する。

課題レポート

まとめ

高等学校教科「数学」の学習指導要領に

ついて体系的な知識を身につけ、「生き

る力」や「確かな学力」について考えを

まとめ、各自の「学力観」を立てる。

課題レポート

教
職
科
目
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関連科目 本科目を学ぶまでに数学科教育法 を履修すること。他の教職関連科目、一般教養科目などもあらかじめ履修しておくことが望ましい。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

高等学校学習指導要領解説 数学編 理数編

高等学校学習指導要領解説 総則編

中学校学習指導要領解説 数学編

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

マイクロティーチング（模擬授業）は必須。授業への参画（受講態度、平常点）、課題提出、課題解決の経過等の日常学習状況の評価が ％、マ

イクロティーチングと評価のまとめで ％とする。

学生への

メッセージ

生徒の自己実現を支援する高等学校数学科の教員を目指すという目的意識を持ち、常に問題を発見し問題解決・課題解決に情熱を傾け、日々の課

題を着実に解決し、自ら継続的に問題（課題）解決のための取り組みを日常的に行う学生の受講を希望する。

担当者の

研究室等
３号館３階 数学研究室

備考
事前事後学習は毎回１時間以上かけること。

課題レポートは採点して返却し、適宜講義中に解説する。

教
職
科
目

403



摂南大学シラバス

科目名 数学科教育法Ⅲ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教職科目

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 後期 授業担当者 富永 雅

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

授業概要・

目的

数学科教育法Ⅲでは，中学校数学科教員を目指す学生の意識を高め，実際に教育を担当できうるための基礎的な実践能力の育成をめざす。中学生

の実態を捉え、「カリキュラム・教育目標・目的・方法・内容・評価・教授及び学習に関する理論」に関する知識を展開し，数学教育における教

育の方法や技術の修得に重点を置く。また，問題発見力と解決のための「情報活用法」を体得するべく，グループ学習を重視し，マイクロティー

チング・プレゼンテーションをとおして「教えるもの」と「学ぶもの」の相互の立場を経験し，自己の教育観・教育力の基礎的基盤の確立を目指

す。また、校種間の連携として小学校・高等学校の指導要領についても学ぶ。

到達目標

・中学校学習指導要領（数学）の理解

・数学的な活動の理解と体得

・ 型学力と生きる力の理解と育成法の体得

・必須授業力の理解と自己の授業力の育成

・マイクロティーチグの基礎力

・評価と評定についての理解

授業方法と

留意点
グループ学習・活動で実施する。自らが発見した課題に積極的に取り組み、レポートの提出を求める。

科目学習の

効果（資格）

「創造型人材育成教育（数学教育）を実践しうる教育者」となるための基礎・基本の確立ができる。（中学校一種免許（数学））

【免許法施行規則に定める科目区分】

科目：教育課程及び指導法に関する科目

各科目に含める必要事項：各教科の指導法

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

本授業のねらいと展開
本教科科目の内容、特徴、

学び方、全体の展望、学習の進め方
課題レポート

数学教育の目的と目標

学習指導案

学習指導要領から目標などを学ぶ。典型

的な学習指導案の作成について学ぶ。
課題レポート

数学教育の歴史
数学教育体制がどのように始められ変

遷してきたか学ぶ。
課題レポート

数学教育の歴史

数学教育でなにが教えられてきたか，教

科内容の取捨選択がいかに行われてき

たかを学ぶ。

課題レポート

数学科教科書比較

中学校数学教科書において 単元を取

り上げ、その教科書比較を行い、指導を

考える。

課題レポート

算数教育から数学教育へ

小学校算数教育の内容の変遷を通じて，

小中の算数数学教育の連携がどのよう

に考えられてきたか学ぶ。

課題レポート

算数教育から数学教育へ

現行算数教育と数学教育の間にどのよ

うな問題があるのか，その課題といかに

改善すべきか考える。

課題レポート

数学的な考え方の育成

学習指導要領などを基に教科書の分析

法や，授業・指導の組織化の方法につい

て学ぶ。

課題レポート

数学科教授計画

授業の設計法を体系的に学ぶ。目標の分

析法や，授業・指授業の設計法を体系的

に学び、その知識を援用して学習指導案

にまとめる。

課題レポート

数学教材とその応用（１）

幾何分野の数学教材を基にその指導に

ついての現状を知り各自の教育・指導観

を吟味する。

課題レポート

数学教材とその応用（２）

代数分野の数学教材を基にその指導に

ついての現状を知り各自の教育・指導観

を吟味する。

課題レポート

マイクロティーチング（プレ

ゼンテーション）・グループ

学習

各自の求める数学教育について，「 分

間のマイクロティーチング」にまとめ，

実践する。

課題レポート

マイクロティーチング（プレ

ゼンテーション）・グループ

学習

グループ員各々のマイクロティーチン

グを「学ぶものの立場」，「同僚（教える

もの）としての立場」で相互評価し，「教

えるもの」としての自己評価を加えて総

合的にまとめる。

課題レポート

マイクロティーチング（プレ

ゼンテーション）・グループ

学習

マイクロティーチングの相互評価と自

己評価の発表と検討により，自己の教育

力・評価力育成のための方法を体得す

る。

課題レポート

数学教育の指導のマイクロ

ティーチング（プレゼンテー

ション）・グループ学習

グループ員各々のマイクロ

ティーチングを「学ぶものの

立場」，「同僚（教えるもの）

としての立場」で相互評価

し，「教えるもの」としての

自己評価を加えて総合的に

まとめる。 課題レポート

具体的な問題を取り上げ、学習してきた

内容を基に、その指導法について考察す

る。

課題レポート

教
職
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マイクロティーチング

（プレゼンテーション）・グ

ループ学習 マイクロテ

ィーチングの相互評価と自

己評価の発表と検討により，

自己の教育力・評価力育成の

ための方法を体得する。 課

題レポート

まとめ

関連科目 本科目を学ぶまでに開講されている他の教職関連科目，一般教養科目を予め履修されておくことが望ましい。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

バズ式セッションを中心に展開 グループ員との連携が必須・特に欠席時 。マイクロティーチング 模擬授業 は必須。レポートの提出を求める。

基本的に、マイクロティーチングと評価のまとめで ％，レポートを含む日常学習状況の評価が ％とする。

学生への

メッセージ

将来教員をめざす学生の切磋琢磨の場として，プレゼンテーション能力の育成をはかり，グループを中心に，新しい教材開発など積極的な活動を

求める。

担当者の

研究室等
当該講義内での対応が中心となります。

備考 事前・事後学習総時間をおおよそ 時間程度とする。

教
職
科
目
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科目名 数学科教育法Ⅳ 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教職科目

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 選択必修科目

学期 前期 授業担当者 富永 雅

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

授業概要・

目的

数学科教育法Ⅳでは，中学校数学科教員を目指す学生が実際に教育を担当できうるための基盤となる実践力の育成をめざす。数学科教育法Ⅰ，Ⅱ，

Ⅲでまとめあげた各自の「教える立場に立ったときの心構え・知識」と，体験したマイクロティーチングを礎にして，生きる力を知的な側面から

支える「確かな学力」を育成するための教育コースウェアを研究・開発する。バズ式セッション・グループ活動を学習形態に取り入れ，生徒の学

習意欲をたかめ，自ら学び自ら考える力を育てるという課題を持ってプロジェクトをたてる。各自がたてた課題解決プロジェクトを互いに他者評

価し、自己評価して実践的な学びを展開する。教育職としての 策定。

到達目標

・中学校学習指導要領（数学）の内容（単元の学年配当、４領域＋１分野）の体得

・数学的な活動を含んだ教育課程の編成についての理解

・学習指導案の作成力

・マイクロティーチグの実践力

・他者評価法の理解と実践力

授業方法と

留意点
学ぶ意欲を維持し自分で課題を見つけ，自ら学び，主体的に判断し，行動し，よりよく問題解決し，プレゼンテーションする資質や能力の涵養

科目学習の

効果（資格）

「創造型人材育成教育（数学教育）を実践しうる教育者」となるための基盤力が涵養できる。（中学校一種免許（数学））

【免許法施行規則に定める科目区分】

科目：教育課程及び指導法に関する科目

各科目に含める必要事項：各教科の指導法

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

本授業のねらいと展開
本教科科目の内容、特徴、

学び方、全体の展望、学習の進め方
課題レポート

中学校・高等学校学習指導要

領と評価

学習指導要領の確認、評価の方法に浮い

て学ぶ。
課題レポート

数学教材とその応用（１）

中学校の教材を中心に集合的分野にお

いてその指導法・発展的内容について考

える。

課題レポート

数学教材とその応用（２）

「中学校の教材を中心に代数的分野に

おいてその指導法・発展的内容について

考える。

課題レポート

数学教材とその応用（３）

「中学校の教材を中心に幾何的分野に

おいてその指導法・発展的内容について

考える。

課題レポート

バズ式セッション，模擬授

業・評価

各自の考えた「評価規準」「評価基準」

「ルーブリック」等で評価をおこない，

観点別評価を実践する。

課題レポート

バズ式セッション，模擬授

業・評価

グループ活動として，各自の開発した教

育コースウェアについてバズ式セッシ

ョンで討議する。

課題レポート

バズ式セッション，模擬授

業・評価

討議の結果をフィードバックして各自

の考えた教育コースウェアを修正し，

「 分間の模擬授業」をおこなう。

課題レポート

数学教材とその応用（４）

「中学校の教材を中心に解析的分野に

おいてその指導法・発展的内容について

考える。

課題レポート

数学教材とその応用（５）

「中学校の教材を中心に統計的分野に

おいてその指導法・発展的内容について

考える。

課題レポート

数学史的観点からの数学教

材（１）

数学史的観点を取り入れ円周率につい

て考察する。
課題レポート

数学史的観点からの数学教

材（２）

数学史的観点を取り入れ円周率につい

ての学びを深め公式を導き出す。
課題レポート

バズ式セッション，模擬授

業・評価

実践により各々のプロジェクト型問題

解決学習を完結し，ひとりひとりの

「 のサイクル」

をシステマティックに組み上げる。

課題レポート

バズ式セッション，模擬授

業・評価

教育者としての基盤を確立し，自己の教

育力（授業改善力・評価力等）育成のた

めの方法を体得する。

課題レポート

まとめ

高等学校教科「数学」の学習指導要領に

ついて体系的な知識を身につけ，「生き

る力」や「確かな学力」について考えを

まとめ，各自の「学力観」を立てる。

課題レポート

関連科目 本科目を学ぶまでに数学科教育法Ⅲを履修すること。他の教職関連科目，一般教養科目なども予め履修しておくことが望ましい。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

教
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評価方法

（基準）

バズ式セッションを中心に展開 グループ員との連携が必須・特に欠席時 。マイクロティーチング 模擬授業 は必須。レポートの提出を求める。

基本的に、マイクロティーチングと評価のまとめで ％，レポートを含む日常学習状況の評価が ％とする。

学生への

メッセージ

生徒の自己実現を支援する中学校数学科の教員を目指すという目的意識を持ち，常に問題を発見し、問題解決・課題解決に情熱を傾け，日々の課

題を着実に解決し，自ら継続的に問題（課題）解決のための取り組みを日常的におこなう学生の受講を希望する。

担当者の

研究室等
当該講義内での対応が中心となります。

備考 事前・事後学習総時間をおおよそ 時間程度とする。

教
職
科
目
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科目名 生徒指導論 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教職科目

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 前期 授業担当者 朝日 素明

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

授業概要・

目的

生徒指導、進路指導は、学校教育をすすめるうえで重要な役割を占めています。非行、いじめ、不登校、学級崩壊、受験競争、進路のミスマッチ

など、生徒指導・進路指導上の諸問題については、その解決の重要性が認識されています。本科目では、生徒指導・進路指導・キャリア教育の意

義について理解を深め、実践を進める方法原理について基礎的な知識を獲得し、教職員や関係機関と協力して解決・改善を目指そうとする素養を

養います。

到達目標
学生は、生徒指導、進路指導、キャリア教育の意義と原理を理解し、学校の教育活動の核にこれを据え、全ての教職員および関係機関等と協力し、

組織的に実践を進めていくために必要な知識やスキルを学び、さまざまな問題事象を適切に捉え対処する基礎力を身につけることができます。

授業方法と

留意点

プレゼンテーションソフトを用いた講義を中心に、内容をめぐってのディスカッション等も織り交ぜて授業を進めます。また時折、レポートを課

します。

「事前・事後学習課題」はすべて事前課題です。事後課題については別途、指示します。

科目学習の

効果（資格）

教員免許取得上必修

【免許法施行規則に定める科目区分】

科目：生徒指導、教育相談及び進路指導に関する科目

各科目に含める必要事項：生徒指導の理論及び方法、進路指導の理論及び方法

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション

教育課程と生徒指導・進路指

導

科目概要について説明

自分の生徒指導上の体験のふりかえり
テキスト 、 、

生徒指導の目標と意義 生徒指導の目標と意義 テキスト

生徒指導の実践 生徒指導の実践課題と領域 テキスト

生徒指導の理論

発達に関する理論

生徒指導における治療的支援に関する

理論

相談理論など

テキスト

生徒理解の進め方（１）
生徒理解の意義と目的

生徒理解の方法
テキスト

生徒理解の進め方（２）
生徒の自己理解の支援

教師の生徒認知のありよう
テキスト

学級経営の進め方（１）
学級経営の意義

学級集団の役割・機能
テキスト

学級経営の進め方（２）
学級集団の力学

学級経営の方法
テキスト

生徒指導上の諸問題の理解

と対応

生徒指導上の諸問題とは

最近の諸問題の動向

諸問題にどう対応するか

生徒指導上の諸問題に関する配布資料

学校の生徒指導・進路指導体

制と連携・協力

学校における指導体制

家庭との連携

専門機関との連携

テキスト

生徒の進路・キャリアに関す

る実態と課題

進路選択の実態と課題

キャリア適応

青少年の勤労観・職業観

勤労観・職業観の形成と変容

テキスト

進路指導・キャリア教育の目

標と意義

進路指導・キャリア教育の意義

進路指導・キャリア教育の現代社会的課

題

テキスト

進路指導・キャリア教育の理

論

キャリア発達に関する諸理論

キャリアカウンセリングに関する理論
キャリア発達理論に関する配布資料

進路指導における「ガイダン

スの機能」
ガイダンスを活かした指導 テキスト

学校教育における進路指導

の実践展開
進路指導実践の展開モデル テキスト 、

関連科目 教職科目全般、とりわけ「教育原理」「教師論」「教育心理学」「特別活動の理論と方法」「教育経営論」に関連する事柄を含みます。

教科書 番号 書籍名 著者名 出版社名

参考書
番号 書籍名 著者名 出版社名

中学校学習指導要領（平成 年告示） 文部科学省

高等学校学習指導要領（平成 年告示） 文部科学省

評価方法

（基準）
定期試験 ％、レポート ％。定期試験を受験しなかった場合、評価はしません。

学生への

メッセージ

生徒指導、進路指導を学ぶ原資になる自らの体験は大事です。さらに自らの体験を対象化して考える習慣をつけましょう。そのために、基礎的な

知識をしっかりと身につけてください。

授業への遅刻、無断欠席・早退等は厳禁です。生徒指導を行おうとする者としての適格性が問われます。

担当者の

研究室等
号館 階 朝日研究室

備考

を通して資料配布、レポート課題提示・提出受付を行います。メンバー登録を必ずしてください。メンバー登録については初回に説明し

ます。

また、ポータルシステムを通じて講義連絡、学生呼出を行うことがあるので、リマインダ設定と定期的なサイト確認を確実にしてください。

テキストは授業の各回に先立ち配布します。

事前・事後学習総時間をおおよそ 時間程度とする。

教
職
科
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科目名 道徳教育の研究 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教職科目

配当年次 ２年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 谷口 雄一

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

授業概要・

目的

この授業では、中学校において「特別の教科 道徳」の授業を行うために必要な基本的な知識を習得した上で、生徒の実態や教材の特性に応じ

た適切な指導法を選択して学習指導案を作成できるようになることを目的としています。

授業担当者は小学校での約 年の教諭経験を有しています。経験を活かした実践的な授業を行うので、授業を受ける」立場からではなく、「作

る」立場から能動的な学びを期待します。

到達目標
受講者が、道徳教育の必要性や歴史、現状と課題等についての基本的な知識を身に付け、中学校の「特別の教科 道徳」の様々な指導法の特

徴と課題について理解し、適切な発問を構成し、「特別の教科 道徳の学習指導案を作成できるようになることを目標とします。

授業方法と

留意点

授業のスケジュールはおおよそ下記の通りで、基本的に講義形式で行います。しかし、後半には、学習指導案作成等の演習や模擬授業を適宜取

り入れます。

また、毎回の授業の終わりに受講者にコメントペーパーを書いてもらいます。その中からいくつかを次の授業の最初に紹介することで、自分と

は異なる他の人の考えも参考にしながら、道徳の授業づくりについて多面的・多角的に考えることができるように配慮します。

科目学習の

効果（資格）

中学校教諭１種免許状の取得に必要です。

【免許法施行規則に定める科目区分】

科目：教育課程及び指導法に関する科目

各項目に含める必要事項：道徳の指導法

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

ガイダンス：

道徳の授業について考える

・現在、我が国においてどのような道徳

教育が行われているかを確認する。

・正しさを決める４つのアプローチにつ

いて概観する。

自身が学校教育においてが受けてきた道徳教育が

どのようなものであったかを思い出しておく。

日本の道徳教育の歴史

・明治から現在に至るまでの我が国の道

徳教育の歴史を概観する。

・道徳教育に存在する信念対立について

考える。

日本の道徳教育の歴史や信念対立について、授業後

にもう一度整理しておく。

よい道徳教育とは何か

よい道徳教育について、生徒の道徳性の

発達や教師の職能成長という観点から

考える。

道徳の授業や道徳教育の方法と生徒の道徳性の発

達、教師自身の成長との関係について、授業後にも

う一度整理しておく。

道徳の授業の多様な指導方

法の特徴

道徳の授業のねらいに基づく８類型に

ついて概観し、多様な指導方法の特徴に

ついて考える。

道徳の授業のねらいに基づく８類型について、授業

後にもう一度整理しておく。

道徳の授業の発問の構成法

「特別の教科 道徳」の目標や内容につ

いて確認し、ねらいに基づく発問の構成

法について考える。

ねらいに基づく発問の構成法について、授業後にも

う一度整理しておく。

道徳の授業の学習指導案の

作成法

「特別の教科 道徳」のねらいに沿った

授業を計画的に進めるための学習指導

案の作成方法について考える。

道徳の授業の学習指導案の作成方法について、授業

後にもう一度整理しておく。

道徳の授業の評価
「特別の教科 道徳」における評価の内

容や方法について考える。

道徳の授業の評価の内容や方法について、授業後に

もう一度整理しておく。

各授業類型のねらいと発問

の特徴

教材の特性を踏まえた教材分析の方法

について概観し、授業類型のそれぞれの

ねらいと特徴について考える。

教材分析の方法や授業構成について、授業後にもう

一度整理しておく。

教材分析の視点

教材に描かれている人物や事象等を図

式化することで道徳的な問題を明確化

する教材分析の方法について概観する。

教材分析の方法について授業後に整理するととも

に、自身が選択した教材について分析しておく。

発問分析による授業づくり

の視点

発問の特徴について概観し、発問分析に

基づく授業改善の方法について考える。

問題解決的な学習や、発問分析に基づく授業改善の

方法について、授業後にもう一度整理しておく。

授業づくりの実際①：

カリキュラム・マネジメン

ト、

テーマ発問

カリキュラム・マネジメントに基づく道

徳の授業やテーマ発問を取り入れた道

徳の授業について、実践事例をもとに概

観する。

カリキュラム・マネジメントに基づく道徳の授業や

テーマ発問を取り入れた道徳の授業について、授業

後にもう一度整理しておく。

授業づくりの実際②：

問題解決的な学習、探究型学

習

問題解決的な学習を取り入れた道徳の

授業や探究型学習を取り入れた道徳の

授業について、実践事例をもとに概観す

る。

問題解決的な学習を取り入れた道徳の授業や探究

型学習を取り入れた道徳の授業について、授業後に

もう一度整理しておく。

学習指導案の作成①

これまでの講義内容をふまえ、第 回で

選択し教材分析した教材を用いた道徳

の授業について、学習指導案を作成す

る。

作成した学習指導案をグループ内で発表するため

の準備をしておく。

学習指導案の作成②

前回の授業で作成した学習指導案につ

いて各グループで発表し、模擬授業の準

備を行う。

グループ毎に模擬授業の準備をしておく。

まとめ：

模擬授業と事後の検討

・模擬授業を行い、授業改善のための検

討を行う。

・道徳の授業づくりについてまとめる。

「よい道徳の授業」について、考えをまとめる。

関連科目 教職科目全体と関連がありますので、他の授業で学習した内容と関連づけて考えてみることが大切です。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

道徳科 初めての授業づくり 吉田誠・木原一彰 編著 大学教育出版

参考書

教
職
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番号 書籍名 著者名 出版社名

中学校学習指導要領解説―特別の教科 道徳編― 文部科学省 東山書房

評価方法

（基準）

毎回の授業の終わりに書いてもらうコメントペーパーの内容（ ％）や、作成した学習指導案（ ％）、学期末試験の結果（ ％）をもとに、総

合的に評価します。また、授業に参加するにあたって不適切な態度を取る方に対しては厳正に対処します。教職を志す人間としての自覚を胸に授

業に参加してください。

学生への

メッセージ

授業の中でペアや小グループでの話し合い、グループワーク、模擬授業等の学習を適宜取り入れたいと考えています。受講者の皆さんの積極的な

参加・発言を期待しています。

担当者の

研究室等
７号館４階 谷口研究室

備考 事前・事後学習総時間をおおよそ 時間程度とする。

教
職
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科目名 特別活動・総合的な学習の時間の理論と指導法 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教職科目

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 林 茂樹

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

授業概要・

目的

特別活動の指導法については、学校における様々な構成での集団活動を通して、自ら課題を発見し、協力協働して解決を行うことで、よりよい

集団づくり、生活づくりや人間関係づくりをめざすという特別活動の意義、目標及び内容を理解し、学校教育活動の中での特別活動への要請を踏

まえた、指導に必要な知識や素養を身に付けるようにする。

子どもの現状を踏まえ、望ましい集団活動が生徒の個人的な資質と社会的な資質を育むとともに、学習活動を統合し補完する役割を果たしてい

ることについても理解を深めるようにする。

「学級づくり」（教師と生徒の関係づくり、生徒どうしの関係づくり）に視点を据え、 つの教育課題を取り上げ、問題発生の背景を踏まえた

対応の視点・方法について、事例をもとにグループ討議や即興劇を行い、交流や意見交換をする。

総合的な学習の時間の指導法については、探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、よりよく課題を解決

し、自己の生き方を考えていくための資質・能力の育成をめざし、指導計画作成、学習指導や評価の考え方、留意点を理解する。

公立高校教員として 年間にわたり、学級担任、生徒会指導主担者、総合的な学習の時間企画主担者等を分掌した経験に基づいた、学校現場

で役立つ実践的な授業を行う。

到達目標

教育課程における特別活動の位置付けと各教科等との関連性、学習指導要領における特別活動の目標及び主な内容を理解している。

特別活動における取組の評価・改善活動の重要性、家庭・地域住民や関係機関との連携の在り方を理解している。

合意形成に向けた話し合い活動、意思決定につながる指導及び集団活動の意義や指導の在り方を例示することができる。

総合的な学習の時間の意義と教育課程において果たす役割、目標並びに各学校において目標及び内容を定める際の考え方や留意点、年間指導計

画を作成することの重要性について理解している。

主体的・対話的で深い学びを実現するような、総合的な学習の時間の単元計画を作成することの重要性、探究的な学習の過程及びそれを実現す

るための具体的な手立て、児童及び生徒の学習状況に関する評価の方法及びその留意点を理解している。

授業方法と

留意点

講義はテキストやプリント教材、視聴覚教材をもとにすすめるが、ソロワーク、グループワークを取り入れる。「為すことによって学ぶ」こと

が求められる特別活動や自ら問いを見いだし、課題を立て、情報を整理分析して、まとめ表現することが求められる総合的な学習の時間を指導し

なければならない教員の立場に立って、集団をファシリテートできるよう、自身の「自己理解」「他者理解」「共感的な人間関係」の充実も図りな

がら、グループでのディスカション・コーディネーション・プレゼンテーションへの積極的な参加を求める。

科目学習の

効果（資格）
教員免許（中学校・高等学校）取得上必修科目である。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション・特別活

動及び総合的な学習の時間

の意義と課題

学校教育活動のなかでの特別活動の意

義と課題、総合的な学習の時間の意義と

教育課程の中で果たす役割、指導する上

で教師に求められる力量

特別活動テキスト第 章を事前に読んでおく。講義

資料を参考に復習をする。

特別活動の目標・内容・方法

ワーク①「キャラ」をめぐっ

て 〈ソロワークと意見交

換〉

教科外活動としての位置づけ、特別活動

の３つの内容、方法としての集団活動・

体験活動

特別活動テキスト第 章を事前に読んでおく。講義

資料を参考に復習をする。

学級活動・ホームルーム活動

①ワーク②大学に入って〈ソ

ロワークと意見交換〉

学級とは何か、特別活動の実践的基盤と

しての学級、教師と子どもの関係づく

り、学級開きと年間計画

特別活動テキスト第 章第 節を事前に読んでお

く。講義資料を参考に復習をする。

学級活動・ホームルーム活動

②ワーク③学級活動の思い

出〈ソロワークと意見交換〉

人間関係形成能力と社会性の育成、いじ

め、荒れ、学級崩壊、係活動、班活動、

委員会活動、日直

特別活動テキスト第 章第 節を事前に読んでお

く。講義資料を参考に復習をする。

生徒会活動・児童会活動、学

級 行 事

ワーク④学校行事の思い出

〈ソロワークと意見交換〉

生徒会（児童会）活動の歴史・目標・内

容。学校行事の歴史・種類・内容・観点

特別活動テキスト第 章第 ･ 節を事前に読んでお

く。講義資料を参考に復習をする。

体 験 活 動 の 意 義

ワーク⑤「 歳の頃」「 歳

の頃」〈ソロワークと意見交

換、グループワークの班分

け、顔合わせ〉

特別活動・総合的な学習の時間における

体験活動、自然体験、職場体験、ボラン

ティア体験、体験を通した学びの重要性

と計画的な指導の重要性

配布プリントを事前に読んでおく。講義資料を参考

に復習をする。

特別活動の歴史・領域・方法

ワーク⑥いじめ（１）〈グル

ープ討議・発表〉

学習指導要領における位置づけの変遷、

課題の変化、目標の変化、学校種別の目

標のちがい

配布プリントを事前に読んでおく。講義資料を参考

に復習をする。

特 別 活 動 と 学 級 経 営

ワーク⑦不登校〈グループ討

議・発表〉

学級経営の特質、学級経営と学級づく

り、学級づくりと特別活動

配布プリントを事前に読んでおく。講義資料を参考

に復習をする。

特 別 活 動 と 生 徒 指 導

ワーク⑧暴力〈即興劇・交流〉

生徒指導との関連、積極的生徒指導に果

たす役割、自己指導能力の育成

配布プリントを事前に読んでおく。講義資料を参考

に復習をする。

特別活動の指導計画と評価

ワーク⑨外国にルーツのあ

る子ども（グループ討議・発

表〉

全体計画・年間指導計画と配慮事項、

単位時間の指導計画・指導案の作成、評

価の対象、視点、方法、現状、評価結果

の活用

特別活動テキスト第 章第 ･ ･ 節を事前に読んで

おく。講義資料を参考に復習をする。

特別活動と総合的な学習の

時間

ワーク⑩進路指導・キャリア

教育〈即興劇・交流〉

特別活動と総合的な学習の時間の共通

点と相違点、教育課程上の関連性

配布プリントを事前に読んでおく。講義資料を参考

に復習をする。

総合的な学習の時間の目

標・内容・方法 ワーク⑪イ

ンクルーシブ教育〈グループ

討議・発表〉

総合的な学習の時間の目標の構成、各学

校において定める目標及び内容、方法的

原理

総合的な学習の時間のテキスト第 ・ ･ 章を事前

に読んでおく。講義資料を参考に復習する。

総合的な学習の時間の学習

指 導

ワーク⑫ジェンダー・

〈即興劇・発表〉

生徒の主体性を重視した学習指導、探究

的な学習の過程における主体的で対話

的で深い学び

総合的な学習の時間のテキスト第 ･ 章を事前に読

んでおく。講義資料を参考に復習する。
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総合的な学習の時間の指導

計 画 と 評 価

ワーク⑬いじめ（２）〈グル

ープ討議・発表〉

全体計画、年間計画、単元計画の作成、

生徒の学習状況の評価

総合的な学習の時間のテキスト第 ･ ・ 章を事前

に読んでおく。講義資料を参考に復習する。

補足とまとめ

補足を行うとともに全学習

事項について再度振り返り

整理する。

特別活動の指導の配慮事項及び担当す

る教師、国旗・国歌の取扱い

総合的な学習の時間の体制づくり

特別活動のテキスト第 章第 ･ ･ 節、総合的な学

習の時間のテキスト第 章を事前に読んでおく。講

義資料を参考に復習する。

関連科目
すべての教職科目と関連するが、特に、教師論、教育心理学で学習したことと関連づけるともに、教育方法論、生徒指導論、教育社会学などの学

習につなげることが大切である。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

中学校学習指導要領解説 特別活動編 文部科学省 東山書房

中学校学習指導要領 総合的な学習の時間編 文部科学省 東山書房

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

定期試験（ ）、中間レポート（ ）、コメントペーパー、ミニエッセイ及び授業への参加状況（ ）を総合的に評価する。定期試験の内容

は客観式＋記述式とする。中間レポートは、ミニエッセイをもとに「自己史に関するエッセイ」をまとめ、提出すること。毎回のコメントペーパ

ー・ミニエッセイの作成と授業への出席をもとに授業への参加状況を評価する。

学生への

メッセージ

学級はもともと「ある」ものではなく、つくって「なる」ものだということが言われる。子どもどうしがつながりあって、心地よい関係の中で

育つことができる環境をつくり、維持するために努力するということに尽きる。それは、どのような時代にあっても教師であることの醍醐味であ

る。

担当者の

研究室等
号館３ 林研究室

備考 事前・事後学習総時間をおおよそ 時間程度とする。

教
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科目名 特別活動の理論と方法 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教職科目

配当年次 １年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 後期 授業担当者 林 茂樹

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

授業概要・

目的

学校における様々な構成での集団活動を通して、自ら課題を発見し、協力協働して解決を行うことで、、よりよい集団づくり、生活づくりや人

間関係づくりをめざすという特別活動の意義、目標及び内容を理解し、学校教育活動の中での特別活動への要請を踏まえた、指導に必要な知識や

素養を身に付けるようにする。

子どもの現状を踏まえ、望ましい集団活動が生徒の個人的な資質と社会的な資質を育むとともに、学習活動を統合し補完する役割を果たしてい

ることについても理解を深めるようにする。

「学級づくり」（教師と生徒の関係づくり、生徒どうしの関係づくり）に視点を据え、 つの教育課題を取り上げ、問題発生の背景を踏まえた

対応の視点・方法について、事例をもとにグループ討議や即興劇を行い、交流や意見交換をする。

また、学級担任が担当することが多い総合的な学習の時間の指導についても合わせて取り扱う。

公立高校教員として 年間にわたり、学級担任、生徒会指導主担者、総合的な学習の時間企画主担者等を分掌した経験に基づいた、学校現場

で役立つ実践的な授業を行う。

到達目標

教育課程における特別活動の位置付けと各教科等との関連性、学習指導要領における特別活動の目標及び主な内容を理解している。

特別活動における取組の評価・改善活動の重要性、家庭・地域住民や関係機関との連携の在り方を理解している。

合意形成に向けた話し合い活動、意思決定につながる指導及び集団活動の意義ならびに実際におこりやすいトラブルや事件についての指導の在

り方を例示することができる。

主体的・対話的で深い学びを実現するような、総合的な学習の時間の単元計画を作成することの重要性、探究的な学習の過程及びそれを実現す

るための具体的な手立て、児童及び生徒の学習状況に関する評価の方法及びその留意点を理解している。

授業方法と

留意点

講義はテキストやプリント教材、視聴覚教材をもとにすすめるが、ソロワーク、グループワークを取り入れる。「為すことによって学ぶ」こと

が求められる特別活動や自ら問いを見いだし、課題を立て、情報を整理分析して、まとめ表現することが求められる総合的な学習の時間を指導し

なければならない教員の立場に立って、集団をファシリテートできるよう、自身の「自己理解」「他者理解」「共感的な人間関係」の充実も図りな

がら、グループでのディスカション・コーディネーション・プレゼンテーションへの積極的な参加を求める。

科目学習の

効果（資格）
教員免許（中学校・高等学校）取得上必修科目である。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション・特別活

動および総合的な学習の時

間の意義と課題

学校教育活動のなかでの特別活動の意

義と課題、総合的な学習の時間の意義と

教育課程の中で果たす役割、指導する上

で教師に求められる力量

特別活動テキスト第 章を事前に読んでおく。講義

資料を参考に復習をする。

特別活動の目標・内容・方法

ワーク①「キャラ」をめぐっ

て 〈ソロワークと意見交

換〉

教科外活動としての位置づけ、特別活動

の３つの内容、方法としての集団活動・

体験活動

特別活動テキスト第 章を事前に読んでおく。講義

資料を参考に復習をする。

学級活動・ホームルーム活動

①

ワーク②大学に入って 〈ソ

ロワークと意見交換〉

学級とは何か、特別活動の実践的基盤と

しての学級、教師と子どもの関係づく

り、学級開きと年間計画

特別活動テキスト第 章第 節を事前に読んでお

く。講義資料を参考に復習をする。

学級活動・ホームルーム活動

②

ワーク③学級活動の思い出

〈ソロワークと意見交換〉

人間関係形成能力と社会性の育成、いじ

め、荒れ、学級崩壊、係活動、班活動、

委員会活動、日直

特別活動テキスト第 章第 節を事前に読んでお

く。講義資料を参考に復習をする。

生徒会活動・児童会活動、学

級行事

ワーク④学校行事の思い出

〈ソロワークと意見交換〉

生徒会（児童会）活動の歴史・目標・内

容。学校行事の歴史・種類・内容・観点

特別活動テキスト第 章第 ･ 節を事前に読んでお

く。講義資料を参考に復習をする。

体験活動・体験的な学びの意

義ワーク⑤「 歳の頃」「

歳の頃」〈ソロワークと意見

交換、グループワークの班分

け、顔合わせ〉

特別活動・総合的な学習の時間における

体験活動、自然体験、職場体験、ボラン

ティア体験、体験を通した学びの重要性

と計画的な指導の重要性

配布プリントを事前に読んでおく。講義資料を参考

に復習をする。

特別活動の歴史・領域・方法

ワーク⑥いじめ（１）〈グル

ープ討議・発表〉

学習指導要領における位置づけの変遷、

課題の変化、目標の変化、学校種別の目

標のちがい

配布プリントを事前に読んでおく。講義資料を参考

に復習をする。

特別活動と学級経営

ワーク⑦不登校 〈グループ

討議・発表〉

学級経営の特質、学級経営と学級づく

り、学級づくりと特別活動

配布プリントを事前に読んでおく。講義資料を参考

に復習をする。

特別活動と生徒指導

ワーク⑧暴力 〈即興劇・交

流〉

生徒指導との関連、積極的生徒指導に果

たす役割、自己指導能力の育成

配布プリントを事前に読んでおく。講義資料を参考

に復習をする。

特別活動の指導計画と評価

ワーク⑨不登校 〈グループ

討議・発表〉

全体計画・年間指導計画と配慮事項、

単位時間の指導計画・指導案の作成、評

価の対象、視点、方法、現状、評価結果

の活用

特別活動テキスト第 章第 ･ ･ 節を事前に読んで

おく。講義資料を参考に復習をする。

特別活動と総合的な学習の

時間

ワーク⑩いじめ（その２）

〈即興劇・交流〉

特別活動と総合的な学習の時間の共通

点と相違点、教育課程上の関連性

配布プリントを事前に読んでおく。講義資料を参考

に復習をする。

総合的な学習の時間の目

標・内容・方法

ワーク⑪進路指導〈グループ

討議・発表〉

総合的な学習の時間の目標の構成、各学

校において定める目標及び内容、方法的

原理

総合的な学習の時間のテキスト第 ・ ･ 章を事前

に読んでおく。講義資料を参考に復習する。

総合的な学習の時間の学習

指導

ワーク⑫インクルーシブ教

生徒の主体性を重視した学習指導、探究

的な学習の過程における主体的で対話

的で深い学び

総合的な学習の時間のテキスト第 ･ 章を事前に読

んでおく。講義資料を参考に復習する
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育〈グループ討議・発表〉

総合的な学習の時間の指導

計画と評価

ワーク⑬ジェンダー・性的マ

イノリティ〈グループ討議・

発表〉

全体計画、年間計画、単元計画の作成、

生徒の学習状況の評価

総合的な学習の時間のテキスト第 ･ ・ 章を事前

に読んでおく。講義資料を参考に復習する。

補足とまとめ

補足を行うとともに全学習事項につい

て再度振り返り整理する。

特別活動の指導の配慮事項及び担当す

る教師、国旗・国歌の取扱い総合的な学

習の時間の体制づくり

特別活動のテキスト第 章第 ･ ･ 節、総合的な学

習の時間のテキスト第 章を事前に読んでおく。講

義資料を参考に復習する。

関連科目
すべての教職科目と関連するが、特に、「教師論」、「教育原理」「教育心理学」で学習したことと関連づけるともに、「教育方法論」、「生徒指導論」、

「教育社会学」などの学習につなげることが大切である。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

中学校学習指導要領（平成 年告示）解説 特別活

動編
文部科学省 東山書房

中学校学習指導要領（平成 年告示）解説 総合的

な学習の時間編
文部科学省 東山書房

参考書

番号 書籍名 著者名 出版社名

評価方法

（基準）

定期試験（ ）、中間レポート（ ）、コメントペーパー、ミニエッセイ及び授業への参加状況（ ）を総合的に評価する。定期試験の内容は

客観式＋記述式とする。中間レポートは、ミニエッセイをもとに「自己史に関するエッセイ」をまとめ、提出すること。毎回のコメントペーパー・

ミニエッセイの作成と授業への出席をもとに授業への参加状況を評価する。

学生への

メッセージ

学級はもともと「ある」ものではなく、つくって「なる」ものだということが言われる。学級づくりには多様な方法論が存在するが、要は子ども

どうしがつながりあって、心地よい関係の中で育つことができる環境をつくり、維持するために努力するということに尽きる。それは、どのよう

な時代にあっても教師であることの醍醐味である。

担当者の

研究室等
７号館３階 林研究室

備考 事前・事後学習総時間をおおよそ 時間程度とする。
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科目名 特別支援教育論 科目名（英文）

学部 学部共通 学科 教職科目

配当年次 ３年 クラス

単位数 履修区分 必修科目

学期 前期 授業担当者 林 茂樹

ディプロマポリシー

科目ナンバリング

授業概要・

目的

教職課程「特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解」に対応する科目である。

障害をはじめ、日本語指導や貧困、被虐待等による特別な教育ニーズのある児童生徒が、安心安全のうちに、楽しく、達成感を持って学び、生

きる力を身に付けることができるよう、教員として必要な知識及び支援の方法について学ぶ。

「障害とは何か」を可視化させ、「障害」の概念を再構成するとともに、特別支援教育の理念・制度・方法について歴史的変遷から最新の動向

までを踏まえ、その現状と課題について整理し、今後の在り方についても展望したい。

中・高（・小）免許状取得希望者を対象とする科目であることを踏まえ、公立高校教員として 年間勤務し、特別支援教育コーディネーター

や人権教育主担者としての実務経験をもつ授業担当者が、通常の学校での特別支援教育の実践に焦点をしぼった授業を行う。

到達目標

①インクルーシブ教育システムにおける特別支援教育に関する制度の理念や仕組みを理解している。

②視覚障害・聴覚障害・知的障害・肢体不自由・病弱・発達障害を含むさまざまな障害のある幼児、児童及び生徒の学習上又は生活上の困難につ

いて基礎的な知識を身に付けている。

③発達障害や知的障害をはじめとする特別の支援を必要とする児童・生徒の心身の発達、心理的特性及び学習の過程を理解している。

④さまざまな障害や成育歴をもち、特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する支援の方法について例示することができる。

⑤個別の指導計画及び個別の教育支援計画を作成する意義と方法を理解している。

⑥特別支援教育コーディネーター、関係機関・家庭と連携しながら支援体制を構築することの必要性を理解している。

授業方法と

留意点
講読演習の形式も取り入れながら、講義形式を中心に行う。

科目学習の

効果（資格）
教員免許（小学校・中学校・高等学校）取得上必修科目である。

授業計画

回数 授業テーマ 内容・方法 等 事前・事後学習課題

オリエンテーション、インク

ルーシブ教育システムの概

要

わが街は暮らしやすいか、わが学校は学

びやすいか。インクルーシブ教育システ

ムの概要と課題

教科書の序章を事前に読んでおく。授業後に課すレ

ポートを作成する。

新しい障害観と特別なニー

ズ教育の考え方

から へ。医学モデルから社会

モデルへ。一人ひとりの教育ニーズに応

じた教育

教科書の指定箇所を事前に読んでおく。授業後に課

すレポートを作成する。

障害者権利条約と合理的配

慮

国連障害者権利条約の批准と国内法の

整備。差別的取り扱いの禁止と合理的配

慮の提供義務

教科書の指定箇所を事前に読んでおく。授業後に課

すレポートを作成する。

戦前・戦後の特殊教育の成立

と展開

障害のある子どもの学校教育からの排

除。盲・ろう学校の義務化と養護学校の

義務化

教科書の指定箇所を事前に読んでおく。授業後に課

すレポートを作成する。

特別支援教育への転換

障害種に応じた教育から個別のニーズ

に応じた教育へ。新たに発達障害も対象

に

教科書の指定箇所を事前に読んでおく。授業後に課

すレポートを作成する。

障害のある子供たちの学校

生活と家庭生活の課題

学校でも家庭でも地域でも孤立しやす

い子供たち。周りの子供との関係づく

り。保護者との連携

配布資料を事前に読んでおく。授業後に課すレポー

トを作成する。

障害のある子供たちの進路

選択と地域生活の課題

差別的取り扱いの禁止及び合理的配慮

としての入試受験配慮や就労促進支援

配布資料を事前に読んでおく。授業後に課すレポー

トを作成する。

通常学級での特別支援教育

の実践（通級による指導を含

む）

ともに学びともに生きる教育の歴史的

経過と課題。通教による指導の現状と課

題

教科書の指定箇所を事前に読んでおく。授業後に課

すレポートを作成する。

発達障害・知的障害の理解と

支援

知的障害の概要と学習上の課題と対応。

発達障害の概要と学習上の課題と対応

教科書の指定箇所を事前に読んでおく。授業後に課

すレポートを作成する。

肢体不自由・病弱・重複障害

の理解と支援

肢体不自由・病弱の子どもの学校生活や

学習上の配慮。さまざまな重複障害、障

害の多様性の理解

教科書の指定箇所を事前に読んでおく。授業後に課

すレポートを作成する。

視覚障害・聴覚障害の理解と

支援

視覚障害・聴覚障害のある子どもの学校

生活や学習上の配慮。

教科書の指定箇所を事前に読んでおく。授業後に課

すレポートを作成する。

個別の指導計画と個別の教

育支援計画、卒業後の課題

つなぐツールとしての個別の指導計画、

個別の教育支援計画、移行支援計画。

教科書の指定箇所を事前に読んでおく。授業後に課

すレポートを作成する。

校内支援体制の構築と ・

等との連携・協働

校内での連携。他職種との連携。福祉・

医療との連携

教科書の指定箇所を事前に読んでおく。授業後に課

すレポートを作成する。

社会的養護にある子供、

など性的マイノリティの子

供の理解と対応

ニューカマーの子供、施設から通学する

子供、 など性的マイノリティの子

供等を視野に入れた学級づくり、授業づ

くり

配布資料を事前に読んでおく。授業後に課すレポー

トを作成する。

被虐待の子供など家庭の問

題を抱えた子供の理解と対

応、まとめ

非虐待の子供等、家庭の問題を抱えた子

供への心理的ケアと関係機関との連携

配布資料を事前に読んでおく。授業後に課すレポー

トを作成する。

関連科目
教職科目全般と関連性をもつ。特に、教師論、教育心理学、特別活動・総合的な学習の時間の理論と指導法、教育方法論、教育課程論、教育社会

学、教育相談での学習内容と関連させて理解を深めることが大切である。

教科書

番号 書籍名 著者名 出版社名

特別支援教育 多様なニーズへの挑戦 柘植雅義 中央公論新社

参考書 番号 書籍名 著者名 出版社名

特別支援教育資料（平成 年度版） 文部科学省

教
職
科
目

415



摂南大学シラバス

評価方法

（基準）
定期試験（ ）、レポート（ ）、コメントペーパー・ミニエッセイ及び授業への参加状況（ ）を総合的に評価する。

学生への

メッセージ

本科目を受講することで、障害のある児童生徒をはじめ、特別な支援を必要とする児童生徒への理解が進み、 人ひとりの教育ニーズに応じた教

育が展開できるようになってほしい。

担当者の

研究室等
号館３階林研究室

備考 事前・事後学習総時間をおおよそ 時間程度とする。

教
職
科
目

416






